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0 PDFlib のラ イセンスキーを適用

評価版の制約 PDFlib GmbH によ って提供される PDFlib ・ PDFlib+PDI ・ PPS のすべてのバ

イナ リ ーバージ ョ ンは、 商用ラ イセン ス を取得し たか否かにかかわらず、 完全に動作する

評価版 と し て利用でき ます。 ただし非ラ イ セン ス版は、 すべての生成されるページ上に、

www.pdflib.com と い う デモス タ ンプを横断印字し、 また、内蔵の pCOS イ ン ターフ ェ イ ス

は小容量の文書 （10 ページ以下、 フ ァ イルサイ ズ 1 MB 以下） に制限されます。 非ラ イセ

ン スのバイナ リ ーは、 業務目的に使用し てはな らず、 この製品を評価するためにのみ使用

でき ます。 PDFlib GmbH 製品はいずれも、 業務目的に使用するには有効な ラ イセン スが必

要です。

PDFlib ラ イセン スの取得をご検討いただいている企業で、 評価段階やプロ ト タ イプの

デモ期間中に評価制約の除去をご希望の場合は、sales@pdflib.com 宛に企業情報・プロ ジェ

ク ト 内容を簡単にご説明いただければ、 一時的な ラ イ セン ス キーを ご提供し ます （評価

キーの提供要請をお断 り する権利を私達は保持いた し ます。た と えば匿名によ る ご希望の

場合など）。

PDFlib ・ PDFlib+PDI ・ PDFlib Personalization Server （PPS） は、 1 つのパッ ケージ と し て

頒布されてはいますが、 それぞれ異なる製品であ り 、 別々のラ イセン スキーを必要 と し ま

す。 PDFlib+PDI のラ イセン スキーは PDFlib に対し て も有効ですが、 その逆は無効であ り 、

また、 PPS のラ イセン スキーは PDFlib+PDI と PDFlib に対し て有効です。 すべてのラ イセ

ン スキーはプラ ッ ト フ ォーム依存であ り 、購入された対象のプラ ッ ト フ ォームでしか使用

でき ません。

PDFlib または PDI のラ イセン スキーをご購入いただいた ら、 それを適用し てデモス タ

ンプを除去し て く ださい。 ラ イセン スキーを設定するにはい く つかの方法があ り ます。 以

下にそれを解説し ます。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの general/license_key ト ピ ッ クにあり ます。

ラ イセンスキーを API 呼び出し で実行時に適用 ス ク リ プ ト やプ ロ グ ラ ムに行を追加し

て、 ラ イセン スキーを実行時に設定する よ う にし ます。PDFlib オブジェ ク ト を イ ン ス タ ン

ス化し た直後に （C の場合 ： PDF_new( ) の後に）、 license オプシ ョ ンを設定する必要があ

り ます。 具体的な文法は、 使用するプロ グ ラ ミ ング言語によ って異な り ます ：

> C++ ・ Java ・ .NET/C# ・ Python ・ Ruby の場合 ：

p.set_option("license=...あなたのライセンスキー ...")

> C の場合 ：

PDF_set_option(p, "license=...あなたのライセンスキー ...")

> Objective-C の場合 ：

[pdflib set_option: @"license=...あなたのライセンスキー ..."];

> Perl ・ PHP の場合 ：

$p->set_option("license=...あなたのライセンスキー ...")

> RPG の場合 ：

c callp PDF_set_option(p:%ucs2('license=...あなたのライセンスキー

...')

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/general/license_key/
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ラ イセンス フ ァ イルを使用 実行時の呼び出し で ラ イ セン ス キーを与え る のではな く 、

そのラ イセン スキーをテキス ト フ ァ イルに入力し てお く と い う 方法も あ り ます。以下の形

式に従って く ださい （PDFlib のデ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンにはすべて、 ラ イセン ス フ ァ イル

テンプレー ト licensekeys.txt が入っているので、 それを利用する こ と もでき ます）。 1 個の

「#」 キ ャ ラ ク ターで始ま る行は、 注釈を内容と し てお り 、 無視されます。 2 行目は、 ラ イ

セン ス フ ァ イル自体のバージ ョ ン情報を内容と し ています ：

# Licensing information for PDFlib GmbH products
PDFlib license file 1.0

PDFlib 10.0.0 ...あなたのライセンスキー ...

こ のラ イセン ス フ ァ イル内には、 複数の PDFlib GmbH 製品に対する ラ イセン スキー群を、

それぞれ別の行に記述する こ と もでき ます。 また、 複数のプラ ッ ト フ ォームに対する ラ イ

セン ス キー群を内容 と し て持たせる こ と によ り 、 同一の ラ イ セン ス フ ァ イルを複数のプ

ラ ッ ト フ ォームで共用する こ と も可能です。 ラ イセン ス フ ァ イルは、 以下の方法で構成す

る こ と ができ ます ：

> licensekeys.txt と い う 名前のフ ァ イルが、 すべてのデフ ォル ト 位置で検索されます （13

ページ 「デフ ォル ト フ ァ イル検索パス」 を参照）。

> licensefile オプシ ョ ンを set_option( ) API メ ソ ッ ド で設定する こ と もでき ます ：

p.set_option("licensefile={/ファイルへの/パス/licensekeys.txt}");

> ラ イセン ス フ ァ イルを指し示す環境（シェル）変数を設定する こ と もでき ます。Windows

では、 システムのコ ン ト ロールパネルを使って、 「システム」 → 「詳細」 → 「環境変数」

を選択し ます。 Unix では、 以下のよ う なコマン ド を適用し ます ：

export PDFLIBLICENSEFILE=/ファイルへの/パス/licensekeys.txt

> IBM System i では、 ラ イセン ス フ ァ イルは ASCII で符号化されている必要があ り ます

（asciifile オプシ ョ ンを参照）。 ラ イセン ス フ ァ イルを以下のよ う に指定でき ます （こ の

コマン ド は、 ス ター ト ア ッ ププロ グ ラ ム QSTRUP 内で指定する こ と ができ、 すべての

PDFlib GmbH 製品で動作し ます） ：

ADDENVVAR ENVVAR(PDFLIBLICENSEFILE) VALUE('/PDFlib/10.0/licensefile.txt') LEVEL(*SYS)

レジス ト リ ー内へラ イセンスキー Windows では、 以下のレジス ト リ ー値にラ イ セン ス

フ ァ イルの名前を書き込むと い う 方法も あ り ます ：

HKLM\SOFTWARE\PDFlib\PDFLIBLICENSEFILE

または、以下のレジス ト リ ー値の う ちのいずれか 1 つにラ イセン スキーを直接書き込むこ

と もでき ます ：

HKLM\SOFTWARE\PDFlib\PDFlib10\license
HKLM\SOFTWARE\PDFlib\PDFlib10\10.0.0\license

注 64 ビ ッ ト Windows システム上でレジス ト リーを手作業で扱う際には注意し て く ださい ：

通常どお り、 64 ビ ッ ト の PDFlib バイナリーは Windows レジス ト リーの 64 ビ ッ ト ビ ュー

と と もに動作し、64 ビ ッ ト システム上で動作する 32 ビ ッ ト の PDFlib バイナ リーはレジス

ト リーの 32 ビ ッ ト ビ ューと と もに動作し ます。 32 ビ ッ ト 製品に対するレジス ト リーキー

を手作業で追加する と きは、 必ず 32 ビ ッ ト 版の regedit ツールを使用し て く ださい。 これ

は 「ス ター ト 」 ダイアログから以下によ って起動する こ とができます ：



  13

%systemroot%\syswow64\regedit

デフ ォル ト フ ァ イル検索パス Unix ・ Linux ・ macOS ・ IBM System i では、 パス ・ デ ィ レ ク

ト リ ー名を何も指定し な く て も、デフ ォル ト でい く つかのデ ィ レ ク ト リ ーでフ ァ イル群が

検索されます。 UPR フ ァ イル （さ ら なる検索パス を含んでいる場合も あ る） を検索し て読

み込む前に、 以下のデ ィ レ ク ト リ ーが検索されます ：

<rootpath>/PDFlib/PDFlib/10.0/resource/cmap
<rootpath>/PDFlib/PDFlib/10.0/resource/font
<rootpath>/PDFlib/PDFlib/10.0/resource/icc
<rootpath>/PDFlib/PDFlib/10.0
<rootpath>/PDFlib/PDFlib
<rootpath>/PDFlib

Unix ・ Linux ・ macOS では、 <rootpath> は、 まず /usr/local で、 ついで HOME デ ィ レ ク ト

リ ーで置き換え られます。 IBM System i では <rootpath> は空です。

ラ イセンス フ ァ イルと リ ソース フ ァ イルに対するデフ ォル ト フ ァ イル名 デ フ ォ ル ト

で、 以下のフ ァ イル名が、 デフ ォル ト 検索パスデ ィ レ ク ト リ ー群の中で検索されます ：

licensekeys.txt (ライセンスファイル)

pdflib.upr (リソースファイル)

こ の機能を利用する と、 環境変数やラ ン タ イ ムオプシ ョ ン を一切設定せずに ラ イ セン ス

フ ァ イルを扱 う こ と もでき ます。

ア ッ プデー ト と ア ッ プグレー ド ア ッ プデー ト （あ る製品の古いバージ ョ ンか ら その同

じ製品の新しいバージ ョ ンへの切 り 換え） かア ッ プグレード （PDFlib から PDFlib+PDI ま

たは PPS への、 または PDFlib+PDI から PPS への切 り 換え） を購入された場合、 あ るいは

ご自分のサポー ト 契約の一部 と し て新し い ラ イ セン ス キーを受け取った場合には、 その

ア ッ プデー ト かア ッ プグ レー ド に対し て受け取った新し い ラ イ セン ス キーを適用する必

要があ り ます。 前の製品に対する古いラ イセン スキーは利用でき な く な り ます。

まだ ラ イセンス されていない機能を評価 いずれの機能も、 ソ フ ト ウ ェ アに対し て ラ イ

セン スキーを一切適用せずに完全に評価でき ます。 しかし、 あ る特定製品に対する有効な

ラ イセン ス キーの適用後は、 それよ り も高いカテゴ リ ーの機能は利用でき な く な り ます。

た と えば、有効な PDFlib のラ イセン スキーを イ ン ス ト ールする と、PDI の機能を試用でき

な く な り ます。 同様に、 PDFlib+PDI のラ イセン スキーを イ ン ス ト ールし た後は、 パーソナ

ラ イゼーシ ョ ン機能 （ブロ ッ ク関数群） を利用でき な く な り ます。

あ る製品に対する ラ イ セン ス キーがすでにイ ン ス ト ールされている時は、 そのかわ り

にダ ミ ーのラ イセン ス文字列 「0」 （数字のゼロ） を設定すれば、 それよ り も高い製品ク ラ

スの機能を試用でき る よ う にな り ます。 そ う する こ と によ り 、 それ以前に無効にされた関

数が有効にな り 、 また、 すべてのページを横断するデモス タ ンプが再び有効にな り ます。

さ まざまな ラ イセンシングオプシ ョ ン PDFlib の 1 台ないし複数のサーバー上での利用

や、PDFlib を利用者自身の製品と と もに再配布する こ と に対し ては、 それぞれ異なった ラ

イセンシングオプシ ョ ンを利用可能です。サポー ト 契約やソース コード契約も提供し てい

ます。 ラ イセンシングについての詳細情報と PDFlib 購入申込フ ォームは PDFlib デ ィ ス ト

リ ビ ューシ ョ ンの中にあ り ます。PDFlib のラ イセン スの入手にご関心をお持ちいただけた

場合や、 ご質問につき ま し て何な り と、 当社までご連絡 く ださい。
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1 はじめに

1.1 PDFlib とは
PDFlib は、 PDF 文書を生成 ・ 操作する、 定評あ る開発者向けコ ンポーネン ト です。 PDFlib

の主要ターゲ ッ ト は、Web サーバー上での動的な PDF 生成 と、 あ らゆる種類のサーバー・

デス ク ト ッ プ ・ モバイルアプ リ ケーシ ョ ンにおける PDF 生成です。 PDFlib を利用すれば、

データベースの内容から動的に PDF 文書を生成でき ます。 すなわち動的な Web ページ と

同様のこ と ができ るのです。 1997 年以来、 PDFlib は幅広いユースケース と開発環境にお

いて実力を証明し ています。 アプ リ ケーシ ョ ンのプロ グ ラ マーが、 PDFlib を用いて、 テキ

ス ト ・ 画像 ・ グ ラ フ ィ ッ ク ・ イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素を有する PDF 出力を生成し ます。

PDFlib は、 世界じ ゅ う の何万ものユーザー様に現にご利用いただいています。 このよ

う な大ス ケールでデプロ イ し ていただいているおかげも あ り 、 当社は API と、 内部実装

と、 生成する PDF 出力を さ らに改良 ・ フ ァ イ ンチューンでき ています。 関連する PDF ・

PDF/A ・ PDF/X ・ PDF/UA ・ PDF/VT の ISO 規格に準拠する こ と と、 普及し ている PDF

ビ ューアーと の互換を と る こ と に高い優先度を与えています。PDFlib は、PDF 形式が提供

し ているすべての機能に対応し ています。

PDFlib の製品フ ァ ミ リ ーは、 3 つの種類と し て提供し ています ： PDFlib と、 PDFlib+PDI

（PDF Import） と、PDFlib Personalization Server （PPS） （Adobe Acrobat 用 PDFlib Block Plugin

が付属） です。

PDFlib PDFlib は PDF 文書を生成する さ まざまな メ ソ ッ ド を提供し ます。 それによ って、

PDF 文書にテキ ス ト ・ グ ラ フ ィ ッ ク ・ 画像を持たせた り 、 注釈やしお り など イ ン タ ラ ク

テ ィ ブ要素を持たせた り する こ と が可能です。 PDFlib の API は、 PDF の生成を さ まざま

なレベルにおいて行え る よ う になっています。異なる レベルを自由に混在させる こ と も可

能です。

低レベルの API を用いる と、 ア イ テムを個別にページに配置でき ます。 その際に整形

情報をアプ リ ケーシ ョ ンから与え る こ と ができ ます。レ イ アウ ト がすでに決ま っている ア

プ リ ケーシ ョ ン （画面表示など） において、 テキス ト ・ 画像などオブジェ ク ト を直接 PDF

ページに配置でき ます。

高レベルの API は、 強力な整形機能を提供し ます ：

> 一行テキス ト 出力で、 さ まざまな整形制御を行えます。

> テキス ト フ ロー整形機能で、任意の量のテキス ト を、1 個ないし複数の段またはページ

に配置でき ます。 テキス ト を四角形でない形状に整形し た り 、 画像を回 り 込ませた り 、

イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素や、タ グ付き PDF の構造情報を持たせた り する こ と も可能です。

> 柔軟な表整形機能で、 表セル内にテキ ス ト ・ 画像 ・ グ ラ フ ィ ッ ク ・ 注釈 ・ フ ォーム

フ ィ ール ド などあ ら ゆる種類の内容を配置でき ます。 大き な表を複数ページにわたっ

て配置する こ と も可能です。表整形の細かい指定も多様なオプシ ョ ンで制御でき ます。

> 画像と SVG の配置を、 さ まざまなはめ込み ・ 整形 メ ソ ッ ド によ って行えます。

PDFlib+PDI （PDF Import） PDFlib+PDF は、 PDFlib の機能をすべて有し てい る う えに、

PDF Import Library PDI と い う 、 既存の PDF ページ と イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素を、 生成する

PDF 出力に入れ込むラ イブラ リ ーを持っています。 PDFlib+PDI を利用する と、 PDFlib で

でき る こ と はすべてでき る う え、 以下も可能にな り ます ：

> 1 枚のシー ト に複数の PDF ページを組み付け

> 既存の PDF ページにヘッ ダー・フ ッ ター・ ス タ ンプ・ページ番号などテキス ト を加え る
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> 既存のページに企業ロ ゴなど画像を貼 り 付け

> 複数の PDF ページを並べ替えた り 、組み合わせた り 、修正し た り し ながら も、PDF/A・

PDF/X ・ PDF/UA への準拠を維持

PDFlib Personalization Server （PPS） と PDFlib Block Plugin PDFlib Personalization

Server （PPS） は、 PDFlib+PDI を有し ている う えに、 PDFlib ブロ ッ ク を使って可変データ

処理を行 う メ ソ ッ ド も持っています。PPS を利用する と アプ リ ケーシ ョ ンがレ イ ア ウ ト の

変更から影響を受けな く な り ます。

デザイナーはレ イ アウ ト の PDF を作 り 、 可変テキス ト ・ 画像 ・ グ ラ フ ィ ッ クのための

プレース ホルダーと し たい領域を、 Acrobat 用 PDFlib Block Plugin を用いてマーク し ます。

こ の PDFlib Block Plugin にはプレ ビ ュー機能があ るので、 指定し たプロパテ ィ に従ってブ

ロ ッ クへの流し込みが行われた場合の結果を見る こ と ができ ます。

開発者は、 PDFlib ブロ ッ ク にテキス ト ・ 画像 ・ ベク ト ルグ ラ フ ィ ッ ク ・ PDF ページを

流し込むコード を書き ます。彼はブロ ッ クの書式や位置については知ら な く て も大丈夫で

す。 PPS を利用する と、 PDFlib+PDI ででき る こ と はすべてでき る う え、 テキス ト と画像か

ら メ ールを自動生成し た り 、 テンプレー ト 流し込みで取引 ・ 明細処理を行なった り 、 販促

資料をパーソナラ イ ズ し た り 、1 つのデータベースから個別の部品カ タ ロ グを生成し た り 、

複数の製品に対し てカス タマイ ズ し た説明書を制作し た り する こ と が可能です。

PDFlib を使 う には PDFlib は、 Unix ・ Windows ・ macOS のほか、 IBM System i ・ IBM Z な

ど EBCDIC ベースのシステムを含む多様なプラ ッ ト フ ォームで利用可能です。PDFlib は C

と C++ で書かれていますが、 他のい く つかの言語と プロ グ ラ ミ ング環境から も利用可能

です。 これら を言語バイ ンデ ィ ング と呼びます。 これらのバイ ンデ ィ ングは、 現在のすべ

ての Web 開発環境 と ス タ ン ド ア ローン開発環境をカバーし ています。そのアプ リ ケーシ ョ

ンプロ グ ラ ミ ング イ ン ターフ ェ イ ス （API） は学習が容易であ り 、 しか も どのバイ ンデ ィ

ングでも同じです。 現状、 以下のバイ ンデ ィ ングをサポー ト し ています ：

> C and C++

> Java

> .NET

> Objective-C （macOS ・ iOS） ・ Swift

> Perl

> PHP

> Python

> RPG （IBM System i）

> Ruby
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1.2 説明書とサンプルの案内
当社では、 PDFlib 製品の有効活用を支援する ため、 以下に挙げる資料を提供し ています。

すべての言語バイ ンデ ィ ング用の ミ ニサンプル hello ・ image ミ ニサンプルが、 すべて

のパッ ケージ、 すべての言語バイ ンデ ィ ングで利用可能です。 これらは、 テキス ト と画像

を出力する 小限のサンプルコード を示し ています。 こ の ミ ニサンプルは主に、PDFlib が

正し く イ ン ス ト ールでき た こ と を確認し た り 、PDFlib アプ リ ケーシ ョ ン コード の書き方を

さ っ と把握し た り するのに便利です。

すべての言語バイ ンデ ィ ング用のス タ ー タ ーサンプル ス タ ーターサンプルが、 すべて

のパッ ケージに入ってお り 、 すべての言語バイ ンデ ィ ングで利用可能です。 重要な ト ピ ッ

クのための出発点と し て便利であ り 、 シンプルなテキス ト ・ 画像出力、 テキス ト フ ロー ・

表組版、 PDF/A ・ PDF/X ・ PDF/UA 作成、 その他多 く の ト ピ ッ ク をカバーし ています。 こ

のス ターターサンプルを見れば、PDFlib 製品を用いて特定の目的を達するための基本的な

技法を知る こ と ができ ます。 ス ターターサンプルを見てみる こ と を強 く 推奨し ます。

PDFlib チ ュー ト リ アル PDFlib チュー ト リ アル （こ のマニュ アル） は、すべてのパッ ケー

ジに入っていて、 重要な さ まざまなプロ グ ラ ミ ング概念を さ らに詳し く 説明し てお り 、 各

種の小さ なコード 断片も含んでいます。コード を ス ターターサンプルよ り も拡張し てい く

にあたっては、 この PDFlib チュー ト リ アルの中の関連する内容を知ってお く べきです。

注 この PDFlib チュー ト リ アルでは多 く の例を Java 言語で示し ています。 具体的な文法は言

語ご とに異な り ますが、PDFlib プログラ ミ ングの基本概念はどの言語バイ ンデ ィ ングでも

同じ です。

PDFlib API リ フ ァ レ ンス PDFlib API リ フ ァ レンスは、すべてのパッ ケージに入っていて、

PDFlib のアプ リ ケーシ ョ ンプロ グ ラ ミ ング イ ン ターフ ェ イ ス （API） を構成するすべての

関数 ・ オプシ ョ ンを簡明に記述し ています。 使え るオプシ ョ ンや入力条件など従 う べきプ

ロ グ ラ ミ ング規則を調べるには、 この PDFlib API リ フ ァ レ ン スが絶対の規範です。 PDFlib

を用いて開発を行 う 際には必ずこの PDFlib API リ フ ァ レン ス を使用し て く ださい。

pCOS パス リ フ ァ レ ンス pCOS イ ン ターフ ェ イ ス を利用する と、 PDF 文書から さ まざま

な特性を ク エ リ ーする こ と ができ ます。 pCOS は PDFlib+PDI ・ PPS に内蔵されています。

この pCOS パス リ フ ァ レ ン スは、PDF 文書内の個々の対象を指し示し てその対応する値を

取得する ために用いられるパス文法の説明を内容と し ています。

PDFlib ク ッ ク ブ ッ ク PDFlib ク ッ ク ブ ッ クは、さ まざまなタ ス ク のための PDFlib コーデ ィ

ング断片を何百も集めた ものです。 ク ッ ク ブ ッ ク の ト ピ ッ ク群は Java ・ PHP 用ですが、 簡

単に他のプロ グ ラ ミ ング言語に合わせて変え る こ と ができ ます。 なぜな ら PDFlib API は、

対応するすべての言語バイ ンデ ィ ングについて等価だからです。 こ の PDFlib ク ッ ク ブ ッ

クは、 以下の URL にあ り ます ：

www.pdflib.com/pdflib-cookbook/

pCOS ク ッ ク ブ ッ ク pCOS ク ッ ク ブ ッ クは、 PDFlib+PDI と PPS に含まれている pCOS イ

ン ターフ ェ イ スの Java コード断片を集めた ものです。 以下の URL にあ り ます ：

www.pdflib.com/pcos-cookbook/

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/
https://www.pdflib.com/pcos-cookbook/
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TET ク ッ ク ブ ッ ク PDFlib TET （Text and Image Extraction Toolkit ＝テキス ト 抽出ツール

キ ッ ト ）は、PDF 文書から テキス ト や画像を抽出するための別製品です。これを PDFlib+PDI

と組み合わる と、 PDF 文書をその内容に応じ て処理する こ と ができ ます。 TET ク ッ ク ブ ッ

クは、TET のための Java と XSLT のコード断片を集めています。これは、TET と PDFlib+PDI

の組み合わせを演示するサンプルのグループを含んでいます。 た と えば、 ページ上のテキ

ス ト に応じ て Web リ ン クやしお り を追加し た り 、 検索単語をハイ ラ イ ト し た り 、 テキス

ト に応じ て文書を分割し た り 、 目次を作成し た り などです。 こ の TET ク ッ ク ブ ッ クは以

下の URL にあ り ます ：

www.pdflib.com/tet-cookbook/ 

https://www.pdflib.com/tet-cookbook/
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1.3 構成の必要事項
以前のバージ ョ ン と異な り 、 PDFlib 10 では、 特定の操作をする際に外部フ ァ イルが必要

と なる場合があ り ます。 この必要と なる フ ァ イルは PDFlib のパッ ケージに含まれていま

す。これらのフ ァ イルを適切なデ ィ レ ク ト リ ーへコ ピーし て これらのデ ィ レ ク ト リ ーへの

ア ク セス を構成するのはユーザー側の役割です。外部フ ァ イルへのア ク セス を構成する方

法は searchpath などい く つかあ り ますので、 詳し く は 59 ページ 「3.1.4 リ ソース構成 と

フ ァ イル検索」 を参照し て く ださい。外部フ ァ イルが必要になる操作を表 1.1 に挙げます。

表 1.1 構成の必要事項

フ ァ イル 必要な場合

resource/codepage/*.cpg PDF_load_font( ) と暗黙的フ ォ ン ト 読み込みでレガシー 8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ング

iso8859-2 ～ iso8859-16、 cp1250 ～ cp1251、 cp1253 ～ cp1258 のいずれかを用いる

場合 （116 ページ 「5.3.3 シングルバイ ト （8 ビ ッ ト ） エン コーデ ィ ング」 を参照）

resource/font/*.ttf PDF_create_annotation( ) で type=Caret ・ FreeText ・ Line ・ Stamp のいずれかを用い、

しかも font オプシ ョ ン も template オプシ ョ ン も与えない場合。

PDF_fit_pdi_page( ) で useannots （デフ ォル ト で有効です） か usefields を用いて、

フ ォームフ ィ ールドか上記いずれかの種別の注釈を含んでいるページを取り込み、

しかもその注釈かフ ィ ールド に体裁ス ト リームがない場合。

resource/cmap/* PDF_load_font( ) と暗黙的フ ォ ン ト 読み込みでいずれかのレガシー日中韓エン コー

デ ィ ング （CMap） を用いる場合。 なお、 これらのエン コーデ ィ ングは廃止済です

（118 ページ 「5.3.4 日本語 ・ 中国語 ・ 韓国語 CMap （廃止済）」 を参照）
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1.4 PDFlib/PDFlib+PDI/PPS 10.0 の新機能
PDFlib/PDFlib+PDI/PPS 10.0 と Block Plugin 6の も重要な新機能と改良機能を以下概観し

ます。 他にも多 く の新機能があ り ますので、 詳し く は表 1.2 と PDFlib API リ フ ァ レ ン ス を

参照し て く ださい。

カ ラーフ ォ ン ト と絵文字 OpenType カ ラーフ ォ ン ト では、 グ リ フ記述で色と透過も指定

で き ます。 こ れは特に絵文字フ ォ ン ト で よ く 使われます。 PDFlib は、 SVG か Microsoft

COLR グ リ フに基づ く カ ラーフ ォ ン ト に対応し た と と もに、 OpenType 機能 ・ 異体字セレ

ク ター ・ 絵文字異体字シーケン ス （個々の絵文字の肌の色や性別を変えた り する ために活

用） にも対応し ています。

フ ォームフ ィ ール ド と注釈を PDFlib+PDI で取り込み PDFlib+PDI は長ら く 、ページ内容

のみを取 り 込んで、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素を無視し て き ま し た。 リ ン ク な ど注釈種別、

フ ォームフ ィ ール ド、 ア ク シ ョ ン、 JavaScript をページ内容と と もに取 り 込むこ と によ り 、

イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素の機能を確実に維持する よ う にし ま し た。た と え取 り 込んだページ

を並べ替えて配置し た り 、 取 り 込んだ複数のページを出力の 1 ページに配置し た り し て

も、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素の機能が維持さ れます。 ページを拡大縮小 ・ 回転し た場合に

は、 その中の注釈の長方形も然るべ く 変換されます。 注釈と フ ォームフ ィ ール ド の取 り 込

みが PDF/A ・ PDF/UA ・ PDF/X と互換になっています。

注釈 あ ら ゆ る種類の注釈 （コ メ ン ト ） の作成について、 オーバーホールを行い、 拡張

し、 かつシンプルにし ま し た。 注釈の体裁ス ト リ ームが自動的に生成され、 PDF/A モー

ド においてその規格が許すかぎ り 注釈がサポー ト されます。

フ ォーム流し込み 取 り 込んだフ ォーム フ ィ ール ド への流し込みをでき る よ う にし ま し

た。 た と えば、 取 り 込んだテキス ト フ ォームに内容を書き込んだ り でき ます。 取 り 込んだ

フ ォームフ ィ ール ド の内容と体裁 （色 ・ 枠など） を変え る こ と も可能ですし、 元の状態の

ま まにし てお く こ と もでき ます。

マルチ メ デ ィ ア PDF のス ク リ ーン注釈 と 表現ア ク シ ョ ンを用いて動画フ ァ イル ・ 音声

フ ァ イルを利用でき る よ う にし ま し た。 これらはサウ ン ド注釈 ・ ムービー注釈よ り も強力

であ る と と もに、 PDFlib 10 でも Acrobat DC でも もはや対応し ていない廃止済の Flash テ

ク ノ ロ ジーを必要と し ないものです。

PDF 2.0 に対応 PDFlib は、 ISO 32000-2:2017 と年月入 り 改訂版 ISO 32000-2:2020 に従っ

て PDF 2.0 に対応し ま し た。 これによ る新機能は、 タ グ付き PDF のための新たな構造エ

レ メ ン ト 種別 と ネス テ ィ ング規則や、 グ ラ フ ィ ッ ク機能、 暗号化、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要

素、 文書レベル と ページレベルの出力イ ンテン ト など多岐にわた り ます。 PDFlib+PDI と

PPS も PDF 2.0 文書を処理し ます。PDF 2.0 で廃止済と された機能は PDFlib でも廃止また

は削除し てあ り ます。

色管理 埋め込み ICC プロ フ ァ イルを内蔵し ていない RGB 画像に対し、業界標準の sRGB

ICCプロ フ ァ イルを自動的に適用する よ う にし ま し た。これによ り 色の再現性が担保され、

PDF/A ・ PDF/X 文書で RGB 画像を使用でき ます。

透過を有する PDF ページ と SVG グ ラ フ ィ ッ ク を取 り 込んだ際の色の再現性について

も、 その場合には透過グループを自動的に生成する よ う にし たので、 シンプルに担保でき

る よ う にな り ま し た。
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PDF 出力の 適化 PDF の ICC プロ フ ァ イルなどオブジェ ク ト をキ ャ ッ シュ し、 重複を

検出する よ う にし ま し た。 これによ り 、 内容ス ト リ ームの演算子を減らす 適化 と も あい

ま って、 PDF のフ ァ イルサイ ズがかな り 小さ く な り ます。 10 GB を超え る大き な PDF 文

書を 適化 ・ 線形化しつつ生成でき る よ う にし ま し た。

SVG の取り込み SVG の処理について、 CSS デ ィ レ ク テ ィ ブなどい く つかの点を改良し

ま し た。 リ モー ト のフ ォ ン ト や画像など リ ソース をネ ッ ト ワーク から取 り 寄せる こ と がで

き ます。

フ ォ ン ト 対応と テキス ト 処理 カ ラーフ ォ ン ト 対応以外の改良点

> WOFF2 形式のフ ォ ン ト を使える よ う にし ま し た。

> OpenType レ イ ア ウ ト 機能への対応を改良し ま し た。

> Type 3 フ ォ ン ト の生成を改良し ま し た。

便利機能 既存の多 く の API メ ソ ッ ド に便利オプシ ョ ンを設け、よ く あ る タ ス ク の手順が

シンプルになる改良を行いま し た。 た と えばグ ラ フ ィ ッ ク ステー ト プロパテ ィ を、 多 く の

API メ ソ ッ ド においてオプシ ョ ンで直接与え る こ と を可能にし ま し たので、gstateオブジェ

ク ト を作成し適用する手間が省けます。 パスオブジェ ク ト を、 テキス ト フ ローや表整形機

能ですでに作成し てあ る範囲枠の中に描ける よ う にし ま し た。

デフ ォル ト の PDF 出力の互換性は PDF 1.7 拡張レベル 8 です。 これは Acrobat X/XI/

DC のフ ァ イル形式です。

Pantone® カ ラーラ イ ブ ラ リ ーをア ッ プデー ト 内蔵の Pantone ス ポ ッ ト カ ラーデータ

ベースについて、 ソ リ ッ ド コー ト 紙 ・ ソ リ ッ ド上質紙カ ラーラ イブラ リ ーへの 新の追加

をカバーする拡張を行いま し た。ヘキサク ロームカ ラーラ イブラ リ ーなど Pantone, Inc. が

もはやサポー ト し ていないスポ ッ ト カ ラーについては削除し てあ り ます。

pCOS イ ン タ ーフ ェ イ ス pCOS イ ン ターフ ェ イ ス （PDFlib+PDI ・ PPS に内蔵されている）

で PDF の内容を ク エ リ ーでき る疑似オブジ ェ ク ト を追加し ま し た。 新たな PDF 規格 ・

フ ォームフ ィ ール ド ・ 署名 ・ ICC プロ フ ァ イルなどです。

タ グ付き PDF と PDF/UA 複数ページにわたっている表に対し ては、自動表タ グ付け機能

が Table エレ メ ン ト を 1 つだけ タ グ付けする よ う 修正し ま し た。 複数行にわたっている リ

ン クについては、 複数の長方形を持つ リ ン ク注釈を 1 つだけ生成し ます。 構造エレ メ ン ト

をテキス ト フ ローのイ ン ラ イ ンで書式オプシ ョ ン と と もに与え る こ と ができ ます。

PDF 2.0 は構造エレ メ ン ト の関係について厳格なモデルを導入し ま し た。 PDFlib は新

たな PDF 2.0 の構造種別と属性に対応し てお り 、新たな構造エレ メ ン ト ネステ ィ ング規則

を強制し ます。 タ グ名前空間 （タ グセ ッ ト ） と構造移動先に対応し ています。

タ グのない文書を PDF/UA にページ装飾 と し て取 り 込める よ う にし ま し たので、PDF/

UA と し て使用できない既存の装飾的な内容をシンプルに処理でき ます。

PDFlib Personalization Server （PPS） と Block Plugin Acrobat用PDFlib Block Plugin につ

いて、 使いやす く する さ まざまな改良を行いま し た。 た と えば、 画面 と プレ ビ ューで見え

るブロ ッ クの数をフ ィ ルターで一時的に減らせます。ブロ ッ ク を小刻みに動かすか大幅に

動かすかを簡単に切 り 替え られます。ブロ ッ ク のプロパテ ィ を追加し てオーバープ リ ン ト

設定など あ ら ゆ る グ ラ フ ィ ッ ク ス テー ト オプシ ョ ンに対応させま し た。 構造エレ メ ン ト

（タ グ） をブロ ッ ク プロパテ ィ と し て利用でき、 プレ ビ ューが PDF/UA の転写に対応し て

います。
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ネ ッ ト ワーキング リ モー ト の リ ソ ース を ネ ッ ト ワー ク か ら 取 り 寄せ る こ と ので き る

PDFlib の API メ ソ ッ ド を追加し ま し た。環境で提供されている手段を使わずに取 り 寄せが

可能です。SVG の処理が、フ ォ ン ト や画像など リ モー ト の リ ソース を自動的に取得し ます。

言語バイ ンデ ィ ング すべての言語バイ ンデ ィ ングを 新バージ ョ ンへア ッ プデー ト し

てあ り ます。 Perl ・ PHP ・ Ruby バイ ンデ ィ ングはデフ ォル ト で UTF-8 有効化し ま し た。

C++ バイ ンデ ィ ングは、C++11 と C++20 で導入された Unicode 文字列型 u8string/u16string/
u32string に対応し ています。

その他改良 さ まざまな領域の新機能 ：

> Type 3 フ ォ ン ト 内に着色あ り のグ リ フ と な しのグ リ フを混用可能。

> パスオブジェ ク ト に書式オプシ ョ ンを追加。

コー ド ベースを現代化、 コー ド セキュ リ テ ィ ーを向上 コー ド を レ ビ ューし、 よ り 堅牢

にする ため改良し てあ り ます。 Acrobat の期限切れのバージ ョ ンや RIP への対処など不要

なコード を削除し ま し た。 廃止済の機能を削除し た結果、 コード が小さ く て ク リ ーンにも

な り ま し た。 PDFlib 内で使用し ている各種のサード パーテ ィ ーのラ イブラ リ ーについて、

セキ ュ リ テ ィ ー改良 と 脆弱性保護の恩恵を受け る ために 新バージ ョ ンへア ッ プデー ト

し てあ り ます。
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1.5 廃止 ・ 削除し た メ ソ ッ ド と オプシ ョ ン
PDFlib 9 やも っ と前のバージ ョ ンでは、 数多 く の PDFlib の API メ ソ ッ ド を廃止済 と宣言

し てお り ま し たが、 API メ ソ ッ ド を削除し た こ と はこれまで全 く な く 、 マイ グレーシ ョ ン

を考慮し て残し てあ り ま し た。 PDFlib 10 では、 PDFlib 9 ないしそれ以前のバージ ョ ンで

廃止済 と宣言し ていた API メ ソ ッ ド をすべて削除し ま し た。たいていの場合は単純に 1 対

1 の置き換えをすればよいよ う にし てあ り ます。

同様に、 廃止済のオプシ ョ ンを削除し てあ り ます。 たいていの場合は機能自体は残し

てあ り 、 単純に移行先のオプシ ョ ンへ置き換えればよいよ う にし てあ り ます。

完全にな く し た機能も あ り ます。 市場で需要がないか （一例と し て参照 XObject）、 OPI

や Flash など PDF 2.0 で廃止済と宣言されている こ と が理由です。

PDFlib 9 のアプ リ ケーシ ョ ンは、 も し廃止済の機能を全 く 使用し ていなければ、 修正

せずに PDFlib 10 で使用でき ます。 御自身のアプ リ ケーシ ョ ンが廃止済の機能を使用し て

いる場合には、 PDFlib Migration Guide を御一読下さい。 こ の文書には、 廃止 ・ 削除された

API メ ソ ッ ド と オプシ ョ ンの具体的な一覧と、 アプ リ ケーシ ョ ン コード をど う 変更する必

要があ るかに関する説明があ り ます。

PDFlib Migration Guide では、PDFlib 10 へ移行する前に PDFlib 9 で廃止済の機能を特定

する方法も説明し ています。
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1.6 PDFlib の機能
表 1.2 に挙げる PDF 生成機能があ り ます。新たな機能と改良し た機能には脚注を付し てい

ます。 ただし PDF 出力の改良 （フ ァ イルが小さ く なったなど） と プロ グ ラ ミ ング便利機

能については個別に挙げていません。

表 1.2 PDFlib の機能一覧

分類 機能

各種 PDF PDF 1.4 ～ PDF 1.7 拡張レベル 8 ・ PDF 2.01

線形化 （Web 適化） PDF による、 Web 上でのバイ ト サービング

大容量出力、 10 GB を超える PDF フ ァ イルサイズ

PDF のための

ISO 規格群

ISO 32000-1 ： PDF 1.7 の標準化バージ ョ ン

ISO 32000-2 ： 年月入り改訂版 ISO 32000-2:2020 を含む 1 ： PDF 2.0

ISO 15930 ： PDF/X-3/4/5。 グラ フ ィ ッ ク アー ト 業界向け

ISO 19005-1/2/3 ： PDF/A-1/2/3。 アーカ イ ビング用

ISO 16612-2 ： PDF/VT-1。 可変 ・ ト ラ ンザクシ ョ ン印刷用

ISO 14289-1 ： PDF/UA-1。 ユニバーサルアクセシビ リ テ ィ ー用

フ ォ ン ト TrueType フ ォ ン ト （TTF ・ TTC）

PostScript か TrueType のアウ ト ラ イ ンを持つ OpenType フ ォ ン ト （TTF ・ OTF ・ OTC）

SVG ・ COLR （Microsoft） ・ sbix （Apple） 形式の OpenType カ ラーフ ォ ン ト

WOFF ・ WOFF21 フ ォ ン ト （Web Open Font Format ＝ Web オープン フ ォ ン ト 形式）

ユーザー定義 （Type 3） フ ォ ン ト によるビ ッ ト マ ッ プ ・ ロゴ ・ カ ラーフ ォ ン ト

欧文 ・ 日中韓テキス ト のための OpenType レ イアウ ト 機能に対応 1 ： 合字 ・ スモール

キャ ッ プス ・ オールド タ イプ数字 ・ スワ ッ シュキャ ラ ク ター ・ 簡体 / 繁体 ・ 縦書き字体な

ど

Windows または macOS システムにイ ンス ト ールされている フ ォ ン ト にアクセス

フ ォ ン ト の埋め込みとサブセ ッ ト 化

EUDC ・ SING フ ォ ン ト （グ リ フ レ ッ ト ） による日中韓外字キャ ラ ク ター

フ ォールバッ ク フ ォ ン ト ： 足り ないグ リ フ を他のフ ォ ン ト のグ リ フへ置き換え

テキス ト 出力 さ まざまなフ ォ ン ト でテキス ト 出力。 テキス ト に下線 ・ 上線 ・ 取り消し線

フ ォ ン ト 内のグ リ フ を数値 ・ Unicode 値 ・ グ リ フ名のいずれかで指定可能

カーニングによる文字間隔の改善

異体字セレ ク ターと絵文字異体字シーケンス 1

テキス ト を太字化 ・ 斜体化 ・ 影付き

パス上テキス ト

柔軟なス タ ンプ メ ソ ッ ド

テキス ト フ ロー組版 テキス ト を、 1 個ないし複数の長方形内に、 または任意形状領域内に組版。 ハイ フネー

シ ョ ン （ユーザー定義ハイ フネーシ ョ ン位置が必要）、 フ ォ ン ト と 色の変更、 揃え方式、

タ ブ、 リーダー、 制御コ マン ド、 タグ 1 を指定可能

言語固有の処理を用いて高度な改行 ： 対象はタ イ語など

柔軟な画像貼り付け ・ 組版
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画像または画像のク リ ッ ピングパスにテキス ト を回り込み

表組版 さ まざまなユーザー設定に従って表行 ・ 表列の寸法を自動計算し て配置する表組版機能。

複数ページにわたる表も可能。

表セル内にテキス ト ・ 画像 ・ SVG グラ フ ィ ッ ク ・ PDF ページ ・ パスオブジ ェ ク ト ・ 注釈 ・

フ ォームフ ィ ールド を配置可能

表セルを、 枠線 ・ 背景色オプシ ョ ンを指定し て組版可能

貼り付け画像など各種オブジ ェ ク ト の座標を参照する範囲枠の概念

イ ン タ ラ クテ ィ ブ

要素

フ ォームフ ィ ールド 1 ： すべてのフ ィ ールド オプシ ョ ン と JavaScript を設定可能

PDF の注釈 1 （コ メ ン ト ） ： PDF リ ン ク ・ 起動リ ン ク （他の文書種別） ・ Web リ ン クなど

PDF 2.0 の注釈の属性 ： 不透明など 1

長方形でない注釈、 複数の長方形を持つリ ン ク注釈 1

しお り ・ 注釈 ・ ページを開 く / 閉じ るなど各種イベン ト に対するア クシ ョ ンを作成

しお り を作成。 さ まざまなオプシ ョ ン ・ 制御を設定可能

ページ遷移効果 （シ ェー ド ・ モザイ クなど）

リ ン ク ・ しお り ・ 文書を開 く ア クシ ョ ンに名前付き移動先

ページラベル （ページのシンボリ ッ ク名） を作成

マルチ メ デ ィ ア PDF 内に 3D アニ メ ーシ ョ ンを埋め込み、 それを JavaScript で制御

音声と動画を埋め込み、 または外部フ ァ イルか Web サーバーを参照 ： スク リーン注釈と表

現ア クシ ョ ンを使用 1

国際化 基本多言語面 （BMP） 外の追加キャ ラ ク ターを含む Unicode 14、 Unicode 正規形に対応

日本語 ・ 中国語 ・ 韓国語テキス ト のための日中韓フ ォ ン ト

日中韓異体字グ リ フのための表意文字異体字シーケンス （IVS）

日本語 ・ 中国語 ・ 韓国語テキス ト の縦書き

アラ ビア語 ・ タ イ語 ・ デーヴァナーガ リーなどの複雑用字系のキャ ラ ク ターシ ェーピング

アラ ビア語 ・ ヘブ ラ イ語などの右書き用字系の双方向テキス ト 組版

SVG ベク ト ル

グラ フ ィ ッ ク

SVG 形式のベク ト ル画像を取り込み。 SVG ・ CSS1 ・ ネ ッ ト ワーク リ ソース 1 内の ICC プロ

フ ァ イル、 CMYK ・ スポ ッ ト カ ラー

画像 BMP ・ GIF ・ PNG ・ TIFF ・ JBIG2 ・ JPEG ・ JPEG 2000 ・ CCITT ラス ター画像を読み込み

画像情報を クエ リー （ピ クセル寸法 ・ 解像度 ・ ICC プロ フ ァ イル ・ ク リ ッ ピングパスなど）

TIFF ・ JPEG 画像内のク リ ッ ピングパスを使用

TIFF ・ PNG 画像内のアルフ ァ チャ ンネル （透過） を使用

画像マスク （透過画像に色を適用）、 スポ ッ ト または DeviceN カ ラーを用いて画像に着色

色 グレースケール ・ RGB （数値 ・ 16 進 ・ HTML カ ラー名） ・ CMYK ・ CIE L*a*b* カ ラー

PANTONE® （PANTONE+ も） ・ HKS® スポ ッ ト カ ラー内蔵 1

プロセスまたはスポ ッ ト カ ラーに基づ く DeviceN （n 色） 色空間

表 1.2 PDFlib の機能一覧

分類 機能



26 第 1 章 :  はじめに 

ユーザー定義スポ ッ ト カ ラー

複数のプロセスカ ラーまたはスポ ッ ト カ ラーの間のカ ラーシ ェーデ ィ ング （スムーズ

シ ェーデ ィ ング）。 パターン塗り ・ 描線

色管理 ICC プロ フ ァ イルによる ICC ベースカ ラー 1

テキス ト ・ 図形 ・ ラス ター画像のレンダ リ ングイ ンテン ト

ICC プロ フ ァ イルを埋め込むか外部参照し て PDF 2.0 ・ PDF/A ・ PDF/X での出力イ ンテン

ト と し て使用

多色 （xCLR） PDF/X-5n で外部参照出力イ ンテン ト ICC プロ フ ァ イル

PDF 2.0 の文書レベルまたはページレベルの出力イ ンテン ト ICC プロ フ ァ イル

アーカ イ ビング PDF/A-1a/1b ・ PDF/A-2a/b/u ・ PDF/A-3a/b/u ： XMP 拡張スキーマを含む

グラ フ ィ ッ クアー ト PDF/X-3 ・ PDF/X-4 ・ PDF/X-4p ・ PDF/X-5n

オーバープ リ ン ト ・ テキス ト ノ ッ ク アウ ト ・ 黒点補償 1 などの設定

ア クセシビ リ テ ィ ー タ グ付き PDF によるア クセシビ リ テ ィ ー

注釈 ・ フ ォームフ ィ ールド などイ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素のタグ付け 1

表 1 ・ ページ装飾の自動タグ付け

PDF/UA-1 によるユニバーサルア クセシビ リ テ ィ ー

テキス ト フ ロー内のタグ付け 1

PDF 2.0 のタグ名前空間 （タグセ ッ ト ） 1

PDF 2.0 の構造種別 ・ 属性 ・ タグネステ ィ ング規則 1

構造移動先、 すなわち、 特定の構造エレ メ ン ト を指すリ ン ク 1

可変文書印刷

（VDP）

可変 ・ ト ラ ンザクシ ョ ン印刷のための PDF/VT-1

ベク ト ル

グラ フ ィ ッ ク

一般的な基本ベク ト ルグラ フ ィ ッ ク要素 1 ： 線 ・ 曲線 ・ 円弧 ・ 楕円 ・ 長方形など

透過 （不透明） ・ ブレン ド モー ド

再利用可能なパスオブジ ェ ク ト 1、 ク リ ッ ピングパスを画像から取り込み

レ イヤー 表示を切り替えられるオプシ ョ ナルなページ内容

注釈 ・ フ ォームフ ィ ールド をレ イヤー上に配置可

セキュ リ テ ィ ー PDF 文書または添付を暗号化

Unicode パスワー ド

印刷不可 ・ コ ピー不可など、 文書権限設定の指定

地理参照付き PDF 地理空間参照情報を持つ PDF 

メ タデータ 文書情報 ： 標準フ ィ ールド （タ イ ト ル ・ サブ タ イ ト ル ・ 作成者 ・ キーワー ド） ・ ユーザー

定義フ ィ ールド

XMP メ タデータ を文書情報フ ィ ールド と同期

ユーザー定義のカス タム XMP メ タデータ

表 1.2 PDFlib の機能一覧

分類 機能
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TIFF ・ JPEG ・ JPEG 2000 ・ SVG グラ フ ィ ッ ク内の XMP 画像メ タデータ を処理

プログラ ミ ング C ・ C++ ・ Java ・ .NET ・ Objective-C ・ Perl ・ PHP ・ Python ・ RPG ・ Ruby の言語バイ ンデ ィ ン

グ 1

イ ン ターネ ッ ト から コ ンテンツをダウンロー ド するヘルパー メ ソ ッ ド 1

仮想フ ァ イルシステムによる イ ン メ モ リー処理 （データベースの画像処理など）

PDF 文書をデ ィ スク フ ァ イルか直接メ モ リー上へ生成

埋め込みシステム 埋め込みシステムのための、 必要リ ソースを削減し た PDFlib Mini Edition （ME）

1. PDFlib 10 の新機能またはかな り改良し た機能

表 1.2 PDFlib の機能一覧

分類 機能
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1.7 PDFlib+PDI と pCOS イ ン タ ーフ ェ イ スの追加的
機能
PDFlib+PDI と PPS には、 表 1.2 に示し た基本的な PDF 生成機能に加えて、 表 1.3 に挙げ

る機能があ り ます。

表 1.3 PDFlib+PDI の追加的機能

分類 機能

PDF 入力 （PDI） 既存 PDF 文書からページを取り込む

PDF 2.0 までのすべてのバージ ョ ンの PDF を取り込み可能

ア クシ ョ ンを含む注釈と フ ォームフ ィ ールド を取り込み1。 注釈の長方形を、 配置し た

ページに合わせて変換、 すなわち拡大縮小 ・ 回転。 リ ン ク注釈の機能を、 ページを並べ替

えても維持

1. PDFlib+PDI 10 の新機能

取り込んだフ ォームフ ィ ールド に流し込み 1

暗号化文書を取り込み

複数の取り込まれた PDF 文書にわたる冗長なオブジ ェ ク ト （同一フ ォ ン ト など） を削除

異常な入力 PDF 文書を修復

取り込まれた PDF 文書から PDF/A ・ PDF/X 出力イ ンテン ト を コ ピー

タグ付き PDF コ ンテンツ集約 ： タグ付き PDF 文書のページ群を、 構造エレ メ ン ト 群を含

めて取り込み

レ イヤー定義 （オプシ ョ ナルな内容） を取り込み

非常に大きな文書から内容を取り込む際のパフ ォーマンス向上 1

pCOS

イ ン ターフ ェ イス

pCOS イ ン ターフ ェ イスを用いて PDF 文書 ・ ページに関する詳細を ク エ リー

PDF 規格 ・ フ ォームフ ィ ールド ・ 署名 ・ ICC プロ フ ァ イルなど PDF の詳細を クエ リーする

ための追加的な pCOS 疑似オブジ ェ ク ト 1
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1.8 PPS と Block Plugin の追加的機能
PDFlib Personalization Server （PPS） でのみ、 表 1.2 に示し た基本的な PDF 生成機能と、 表

1.3 に示し た PDF 取 り 込み機能に加えて、 表 1.4 に挙げる機能も利用可能です。

表 1.4 PDFlib Personalization Server （PPS） の追加的機能

分類 機能

可変文書印刷

（VDP）

PDF をパーソナラ イズ ： PDFlib ブロ ッ クにテキス ト ・ 画像 ・ PDF データ ・ SVG ベク ト ルグ

ラ フ ィ ッ ク を流し込み

PPS を用いて PDFlib ブロ ッ ク をプログラム的に作成

取り込まれた文書から PDFlib ブロ ッ ク を コ ピー

PDFlib Block Plugin PDFlib Block Plugin で、 Windows ・ macOS 版 Acrobat 上で PDFlib ブロ ッ ク を対話的に作成

PPS ブロ ッ ク流し込みを Acrobat 上でプレビ ュー

表示 ・ プレビ ューするブロ ッ ク を、 ブロ ッ クの名称 ・ 種別 ・ 寸法 ・ 位置に基づいてフ ィ ル

ター1

1. Block Plugin 6 の新機能 ・ 改良機能

ブロ ッ ク をプレビ ューフ ァ イルへコ ピー

Acrobat 上でブロ ッ ク を対話的に作成 ・ 編集する際のスナ ッ プグ リ ッ ド

ブロ ッ ク を小幅または大幅に動かし て、 シンプルながら正確な位置合わせ 1

オーバープ リ ン ト 設定などすべてのグラ フ ィ ッ クステー ト プロパテ ィ をブロ ッ ク プロパ

テ ィ と し て利用可能 1

ブロ ッ ク コ ンテナの PDF/A ・ PDF/UA ・ PDF/X ステータ スを転写

PDF フ ォームフ ィ ールド を PDFlib ブロ ッ クに変換し て、 自動流し込み可能に

テキス ト フ ローブロ ッ ク を連結し て、 ブロ ッ クであふれたテキス ト を次のブロ ッ クへ

ブロ ッ ク プ ラグイ ンに PANTONE® ・ HKS® スポ ッ ト カ ラー名を内蔵 1

ブロ ッ クの内容にタグ付け 1
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1.9 製品別機能一覧
PDFlib フ ァ ミ リ ーのどの製品にどの機能があ るかを表 1.5 に具体的に挙げます。

表 1.5 製品別機能一覧

機能 API メ ソ ッ ド ・ オプシ ョ ン P
D

F
lib

P
D

F
lib

+
P

D
I

P
P

S

基本的な PDF 生成 以下に挙げる もの以外すべて ○ ○ ○

線形化 （Web 適化） PDF PDF_begin_document( ) の linearize オプシ ョ ン ○1

1. この機能には内部的に PDI を必要とするので、 PDFlib ソースコー ド パッ ケージでは利用できません

○ ○

PDF を 適化 （効果的でないク ラ イアン

ト コー ド と、 適化されていない取り込

み PDF 文書に対し て）

PDF_end_document( ) の optimize オプシ ョ ン ○ 1 ○ ○

PDF/A 準拠のために添付を解析 PDF/A-2 モー ド において PDF_load_asset( ) で

type=Attachment を使用

○ 1 ○ ○

ポー ト フ ォ リ オ作成のために PDF 文書を

解析

PDF_add_portfolio_file( ) の password オプシ ョ ン ○ 1 ○ ○

既存の PDF 文書を取り込み すべての PDI 関数 ― ○ ○

pCOS を用いて PDF から情報を クエ リー すべての pCOS 関数 ― ○ ○

ブロ ッ クに可変データ を流し込み PDF_fill_*block( ) ― ― ○

ブロ ッ ク をプログラム的に作成 PDF_poca_new( ) ： オプシ ョ ン usage=blocks

PDF_begin/end_page_ext( ) ： オプション blocks

― ― ○

ブロ ッ ク を生成出力へコ ピー PDF_process_pdi( ) ： オプシ ョ ン

action=copyblock または action=copyallblocks
― ― ○

PPS で利用するための PDFlib ブロ ッ ク を

対話的に作成

Acrobat 用 PDFlib Block Plugin ― ― ○
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2 PDFlib の言語バイ ンデ ィ ング
注 すべての PDFlib パッ ケージに入っているス ターターサンプルに目を通すこ と を強 く 推奨

し ます。 アプ リ ケーシ ョ ン開発の出発点と し て有用であり、 PDFlib プログラ ミ ングの重要

な点を多数網羅し ています。

2.1 C バイ ンデ ィ ング
PDFlib は、C 言語にい く つかの C++ モジュールを加えた もので書かれています。PDFlib の

C バイ ンデ ィ ングを利用するには、 静的または共有ラ イブ ラ リ ー （Windows ・ MVS 上の

DLL） を使 う こ と ができ、 中心と なる PDFlib イ ン クルード フ ァ イル pdflib.h を PDFlib の

ク ラ イ ア ン ト の ソ ー ス モ ジ ュ ールに イ ン ク ルー ド す る 必要が あ り ま す。 あ る いは、

pdflibdl.h を用いて PDFlib DLL を実行時に動的に読み込ませる こ と もでき ます （詳し く は

次項参照）。

注 PDFlib の C バイ ンデ ィ ングを用いたアプ リ ケーシ ョ ンは、C++ リ ン カーで リ ン ク を行う必

要があ り ます。 なぜなら、 PDFlib では、 C++ で実装された部分を イ ン クルー ド し ているか

らです。 C リ ン カーを用いる と、 C++ ラ ン タ イムラ イブ ラ リーに対し てアプ リ ケーシ ョ ン

が明示的に リ ン ク されていない限り、 未解決の外部参照エラーが出る可能性があ り ます。

C におけるエ ラー処理 PDFlib は、 try ～ catch 節によ る構造化例外処理に対応し ていま

す。 ですので、 C と C++ の ク ラ イ アン ト では、 PDFlib で発生し た例外をキ ャ ッチし て、 そ

の例外に対し て適切に反応する こ と ができ ます。 catch 節でク ラ イ アン ト は、 問題の正し

い性質を記し た文字列と、一意な例外番号と、例外を発生させた PDFlib API メ ソ ッ ド の名

前 と を得る こ と ができ ます。 例外処理を持つ PDFlib C ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムの一般的

構造は以下のよ う にな り ます ：

PDF *p;

/* 新規PDFlibオブジェクトを作成 */
if ((p = PDF_new()) == (PDF *) 0)
{

printf("PDFlibオブジェクトを作成できませんでした（メモリー不足）\n");
return(2);

}
PDF_TRY(p)
{

...PDFlib命令群...
}
PDF_CATCH(p)
{
        printf("PDFlib例外が発生しました:\n");
        printf("[%d] %s: %s\n",
            PDF_get_errnum(p), PDF_get_apiname(p), PDF_get_errmsg(p));
        PDF_delete(p);
        return(2);
}

PDF_delete(p);
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PDF_TRY/PDF_CATCH は ト リ ッ キーなプ リ プロセ ッサーマ ク ロ と し て実装されています。こ

の う ちのどち らかを う っか り 入れ忘れる と、コ ンパイ ラーから出るエラー メ ッ セージは原

因理解が困難な ものになって し ま う 可能性があ り ます。マ ク ロは上記と正確に同じ よ う に

用いる よ う にし て く ださい。TRY 節と CATCH 節の間には一切コード を入れてはいけません

（PDF_CATCH( ) 以外）。

catch 節の重要な仕事は、PDF_delete( ) と PDFlib オブジェ ク ト へのポイ ン ターと を用い

て PDFlib の内部構造を解放する こ と です。PDF_delete( ) は必要に応じ て出力フ ァ イルも閉

じ ます。 例外の後は PDF 文書は使用不能であ り 、 不完全 ・ 不整合な状態で取 り 残されま

す。 も ちろん、 例外発生時にどのよ う な動作を させるのが適切かはアプ リ ケーシ ョ ンに依

存し ます。

C と C++ の ク ラ イ アン ト で例外をキ ャ ッチし ない場合、 例外発生時のデフ ォル ト 動作

は、適切な メ ッ セージを標準エラー出力などに出力し て抜ける と い う ものです。PDF 出力

フ ァ イルは未完成の状態で残されます！ これはラ イブ ラ リ ーのルーチン と し て適切では

あ り ませんので、 エラー処理が重要なアプ リ ケーシ ョ ンでは PDFlib の例外処理機能を活

用する こ と を強 く 推奨し ます。 ユーザー定義の catch 節ではた と えば、 エラー メ ッ セージ

を GUI ダ イ ア ロ グボ ッ ク スに表示し、 停止以外の措置を と る こ と ができ るでし ょ う 。

volatile 変数 PDF_TRY( ) ブロ ッ ク と PDF_CATCH( ) ブロ ッ クの両方で使 う 変数については

特に注意が必要です。 1 つのブロ ッ ク から別のブロ ッ クへ制御が移る こ と についてコ ンパ

イ ラーは知ら ないので、このよ う な場合には不適切なコード を生成し て し ま う 可能性があ

り ます （レジス ター変数の 適化など） 。 幸い、 こ う し た問題を避けるには簡単な規則が

あ り ます ：

注 PDF_TRY( ) ブロ ッ ク と PDF_CATCH( ) ブロ ッ クの両方で使う変数は、 volatile 宣言するべき

です。

volatile キーワー ド を使 う と、 変数に 適化 （危険をはらむ） を適用し てはいけない と い

う こ と を コ ンパイ ラーに知らせる こ と ができ ます。

try/catch ブロ ッ ク をネス ト し て例外を再 throw PDF_TRY( ) は、 任意の深さ にネス ト す

る こ と が可能です。エラー処理をネス ト し た場合、内側の catch ブロ ッ ク で例外を再 throw

する こ と によ って外側の catch ブロ ッ ク をア ク テ ィ ブにする こ と ができ ます ：

PDF_TRY(p) /* 外側のtryブロック */
{

/* ... */

PDF_TRY(p) /* 内側のtryブロック */
{
    /* ... */
}

PDF_CATCH(p) /* 内側のcatchブロック */
{

    /* エラーをクリーンアップ */
 PDF_RETHROW(p);
}
/* ... */

}

PDF_CATCH(p) /* 外側のcatchブロック */
{

/* さらにエラーをクリーンアップ */
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PDF_delete(p);
}

内側のエラーハン ド ラーで PDF_RETHROW( ) を呼び出すと、 プロ グ ラ ムの実行はただちに

外側の PDF_CATCH( ) ブロ ッ クの先頭ステー ト メ ン ト へ移 り ます。

try ブロ ッ ク を途中で抜ける PDF_TRY( ) ブロ ッ ク を、 た と えば return ステー ト メ ン ト に

よ って抜けたい場合、 すなわちそれに対応する PDF_CATCH( ) マ ク ロへの呼び出し をバイ

パスする場合は、 以下のよ う に PDF_EXIT_TRY( ) マ ク ロ を使って例外機構に通知する必要

があ り ます。 こ のマ ク ロから try ブロ ッ ク末尾までの間、 他のラ イブラ リ ー関数は一切呼

び出し てはいけません ：

PDF_TRY(p)
{

/* ... */

if (error_condition)
{

PDF_EXIT_TRY(p);
return -1;

}
}
PDF_CATCH(p)
{

/* エラーをクリーンアップ */
PDF_RETHROW(p);

}

実行時に読み込まれる DLL と し て PDFlib を利用 たいていの ク ラ イ アン ト では、 PDFlib

を、 静的に結合し た ラ イブラ リ ーと し て用いるか、 リ ン ク時に結合されるダ イナ ミ ッ ク ラ

イブ ラ リ ー と し て用いる と 考え られますが、 それ以外の利用法 と し て、 PDFlib DLL を実

行時に読み込み、 全 API メ ソ ッ ドへのポイ ン ターを動的に取得する こ と も でき ます。 この

方法は特に、 PDFlib DLL を必要時にのみ読み込みたい場合に有用です。 PDFlib ではこの

よ う な動的な利用法を可能にする ためのし く みを特に設けてあ り ます。これは以下の規則

にし たがって動作し ます （hellodl.c サンプルを例に示し ます） ：

> pdflib.h のかわ り に pdflibdl.h を イ ン クルードする。

> PDF_new( ) ・ PDF_delete( ) のかわ り に PDF_new_dl( ) ・ PDF_delete_dl( ) を用いる。

> PDF_TRY( ) ・ PDF_CATCH( ) のかわ り に PDF_TRY_DL( ) ・ PDF_CATCH_DL( ) を用いる。

> それ以外のすべての PDFlib 呼び出しについては関数ポイ ン ターを用いる。

> PDF_get_opaque( ) は使ってはいけません。

> 追加のモジ ュール pdflibdl.c を コ ンパイルし て、 アプ リ ケーシ ョ ンをそれに リ ン ク させ

る。

Linux で静的ラ イブラ リ ーから共有ラ イブラ リ ーを作成するには、 以下のコマン ド を利用

し ます ：

mkdir tmp
cd tmp
ar x ../libpdf.a
g++ -shared -o libpdf.so *

これで共有ラ イブラ リ ーができ ますので、 アプ リ ケーシ ョ ンを C++ ラ ン タ イ ム ラ イブラ

リ ーに リ ン クする必要はも う あ り ません。
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C で Unicode 文字列 文字列を初期化するには以下の方法があ り ます ：

> 対応するサロゲー ト ペア（UTF-16 符号単位が 2 つ）を 4 バイ ト と し てビ ッ グエンデ ィ ア

ンのバイ ト 順序で与え る ：

PDF_fit_textline(p, "\x3C\xD8\xCF\xDC", 4, 100, 100,
"fontname=EmojiOneColor textformat=utf16be fontsize=50");

あ るいはバイ ト 列は リ ト ルエンデ ィ アンのバイ ト 順序で与え る こ と もでき ます ：

PDF_fit_textline(p, "\xD8\x3C\xDC\xCF", 4, 100, 100,
"fontname=EmojiOneColor textformat=utf16le fontsize=50");

> PDFlib 文字参照 （122 ページ 「5.4.2 文字参照」 を参照） は、 開発環境から独立であ り 、

以下のよ う に charref オプシ ョ ンを用いて有効化でき ます ：

PDF_fit_textline(p, "&#x1F0CF;", 0,
100, 100, "charref=true fontname=EmojiOneColor fontsize=50");
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2.2 C++ バイ ンデ ィ ング
C++ のためのオブジェ ク ト 指向な ラ ッパーを PDFlib ク ラ イ アン ト から利用可能です。 こ

れは pdflib.hpp ヘッ ダーフ ァ イルを必要と し てお り 、 また このフ ァ イルは pdflib.h を イ ン

クルード し ています。 テンプレー ト 駆動な PDFlib イ ン ターフ ェ イ スは、 PDFlib とデータ

をや り 取 り する ための文字列型を複数サポー ト し ています。

wstring に基づ く デフ ォル ト イ ン タ ーフ ェ イ ス API のすべての文字列に対し て、 C++ の

std::wstring 型の文字列が使用されます。 後述の型のいずれかを選択し ていない限 り はこ

れがデフ ォル ト の文字列型です。

このデフ ォル ト イ ン ターフ ェ イ スでは、 PDFlib メ ソ ッ ド とや り 取 り するすべての文字

列はネイ テ ィ ブの wstring であ る と前提し ます。 wstring の内容は、 wchar_t データ型のサ

イ ズによ って、 UTF-16 （2 バイ ト キ ャ ラ ク ター群） か UTF-32 （4 バイ ト キ ャ ラ ク ター群）

のどち らかで符号化された Unicode 文字列であ る と見な されます。 ソース コード内の リ テ

ラル文字列については、 ワ イ ド文字列であ る こ と を示すには接頭辞 L をつける必要があ り

ます。 wstring リ テ ラルを初期化するには以下の方法があ り ます ：

> Unicode コード点を、接頭辞 \u と 16進4桁か、接頭辞 \U と 16進8桁で与え る。後者では、

有効なキ ャ ラ ク ターの頭 3 桁は必ず 0 と な り ます （サロゲー ト ペアには対応し ていま

せん） ：

wstring unistring = L"\U0001F0CF";

> Unicode キ ャ ラ ク ターを ソース コード内で直接与えて、そのソース フ ァ イルを UTF-8 や

UTF-16 など然るべき Unicode エン コーデ ィ ングで保存。 このソースのエン コーデ ィ ン

グを コ ンパイ ラーに伝えてお く 必要があ り ます。 た と えば GCC では UTF-8 がソース

フ ァ イルのデフ ォル ト エン コーデ ィ ングですが、 他のエン コーデ ィ ングを コマン ド ラ

イ ンオプシ ョ ンで -finput-charset=UTF-16LE な ど と 指定す る こ と も 可能です。 Visual

Studio の場合はオプシ ョ ンは /source-charset:utf-8 など と な り ます。

> PDFlib 文字参照 （122 ページ 「5.4.2 文字参照」 を参照） は、 開発環境から独立であ り 、

以下のよ う に charref オプシ ョ ンを用いて有効化でき ます ：

p.fit_textline(L"&#x1F0CF;",
100, 100, "charref=true fontname=EmojiOneColor fontsize=50");

hello サンプルなど C++ のサンプルではすべて、デフ ォル ト の std::wstring イ ン ターフ ェ イ

ス を使った例を示し ています。

注 この wstring イ ン ターフ ェ イスは IBM Z システムでは使えません。 かわり に u16string/

u32string イ ン ターフ ェ イスを使用し て く ださい （以下を参照）

u8string/u16string/u32string に基づ く オプシ ョ ナルな UTF-8/UTF-16/UTF-32 イ ン タ ー

フ ェ イ ス std::u16string ・ std::u32string 型は 低 C++11 が必須であ り 、 std::u8string 型は

C++20 が必須です。これらのイ ン ターフ ェ イ スは Unicode キ ャ ラ ク ター群を UTF-8・UTF-

16 ・ UTF-32 のいずれかの形式で保管し ます。 これら を有効化するには、 pdflib.hpp を イ

ン ク ル ー ド す る 前 に、 PDFLIB_CPP_U8STRING ・ PDFLIB_CPP_U16STRING ・ PDFLIB_CPP_
U32STRING マ ク ロのいずれか 1 つを設定し ます。 それらの使用例を hello_u8string ・ hello_
u16string ・ hello_u32string サンプルで示し ています。
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string に基づ く オプシ ョ ナルな UTF-8 イ ン タ ーフ ェ イ ス C++ のすべてのバージ ョ ンが

std::string 型をサポー ト し ています。 こ のイ ン ターフ ェ イ ス を有効化するには、 pdflib.hpp
を イ ン クルードする前に、PDFLIB_CPP_STRING マ ク ロ を設定し ます。u8string イ ン ターフ ェ

イ ス と異な り 、 こ の文字列型には UTF-8 コ ンパイ ラーサポー ト があ り ません。 UTF-8 列

を持つ文字列を適切に作成 ・ 解釈するのはク ラ イ アン ト コード側の役割です。

この UTF-8 ベースの std::string イ ン ターフ ェ イ スの使用例を hello_string サンプルで示

し ています。

C++ におけるエ ラー処理 PDFlib API メ ソ ッ ド は、 エラー発生時には C++ 例外を発生さ

せます。 こ の例外はク ラ イ アン ト コード内で C++ の try ～ catch 節を用いてキ ャ ッチされ

る必要があ り ます。 詳細なエラー情報提供のため、 PDFlib ク ラ スにはパブ リ ッ ク ク ラ ス

PDFlib::Exception があ り ます。 このパブ リ ッ ク ク ラ スは、 詳しいエラー メ ッ セージ取得の

ための メ ソ ッ ド と、 例外番号取得のための メ ソ ッ ド と、 例外を発生させた API メ ソ ッ ド の

名前を取得する ための メ ソ ッ ド と を公開し ています。

PDFlib ルーチンが発生させる C++ 準拠の例外は規則どお り に動作し ます。 以下のコー

ド断片は、 PDFlib が発生させた例外をキ ャ ッチし ます ：

try {
PDFlib p;

...PDFlib命令群...
catch (PDFlib::Exception &ex) {

wcerr << L"PDFlib例外が発生しました: " << endl
      << L"[" << ex.get_errnum() << L"] " << ex.get_apiname()
      << L": " << ex.get_errmsg() << endl;

}

実行時に読み込まれる DLL と し て PDFlib を利用 C++ バイ ンデ ィ ングでは、 PDFlib を自

分のアプ リ ケーシ ョ ンに実行時に結合させる こ と も でき ます （33 ページ 「実行時に読み

込まれる DLL と し て PDFlib を利用」 を参照）。 動的読み込みは、 pdflib.hpp を イ ン クルー

ドする アプ リ ケーシ ョ ンモジュールを コ ンパイルする際に、以下のよ う にし て有効にする

こ と ができ ます ：

#define PDFCPP_DL    1

これに加えて、 追加モジュール pdflibdl.c を コ ンパイルし て、 でき るオブジェ ク ト フ ァ イ

ルに自分のアプ リ ケーシ ョ ンを リ ン ク させる必要があ り ます。動的読み込みの詳細はこ の

PDFlib オブジェ ク ト 内に隠蔽されていますので、 これは C++ API に影響を与えません ：す

べての メ ソ ッ ド呼び出しは、動的読み込みが有効にされているか否かにかかわらず同じに

見えます。
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2.3 Java バイ ンデ ィ ング

PDFlib Java 版を イ ンス ト ール PDFlibバイ ンデ ィ ングが動作するには、Java VMが、PDFlib

Java ラ ッパーと PDFlib Java パッ ケージを利用でき る よ う にする必要があ り ます。 PDFlib

は以下のパッ ケージ名を持つ Java パッ ケージ と し てま と められています ：

com.pdflib.pdflib

このパッ ケージは pdflib.jar フ ァ イルの中にあって、 ク ラ ス pdflib ・ PDFlibException を内容

と し ています。 こ のパ ッ ケージをアプ リ ケーシ ョ ンで利用可能にするには、 pdflib.jar を

CLASSPATH 環境変数に追加する必要があ り ます。 または、 Java コ ンパイ ラー と ラ ン タ イ ム

への呼び出しの中に -classpath pdflib.jar オプシ ョ ンを加え るか、 これ と等価の手順を Java

IDE 中で踏む必要があ り ます。 JDK では、 Java VM が既知のデ ィ レ ク ト リ ーを検索する よ

う に設定する こ と ができ ます。具体的には、 java.library.path プロパテ ィ にデ ィ レ ク ト リ ー

の名前を設定し ます。 た と えば次のよ う に記述し ます。

java -Djava.library.path=. hello

このプロパテ ィ の値をチェ ッ クするには以下のよ う にし ます ：

System.out.println(System.getProperty("java.library.path"));

上記に加え、 プラ ッ ト フ ォームによ って以下の手順を行 う 必要があ り ます ：

> Unix ： libpdflib_java.so ラ イブラ リ ー （macOS の場合 ： libpdflib_java.jnilib） は、 共有ラ

イブ ラ リ ーのためのデフ ォル ト 格納場所の う ちのいずれかに置 く か、 適切に設定し た

デ ィ レ ク ト リ ーに置 く 必要があ り ます。

> Windows：pdflib_java.dll ラ イブラ リ ーは、Windows のシステムデ ィ レ ク ト リ ーに置 く か、

PATH 環境変数で列挙されたデ ィ レ ク ト リ ーに置 く 必要があ り ます。

Java におけるエ ラー処理 Java バイ ンデ ィ ングは、 PDFlib のエラーをネイ テ ィ ブ Java 例

外に翻訳し ます。例外が起き る と PDFlib は PDFlibException ク ラ スのネイ テ ィ ブ Java 例外

を発生させます。 この Java 例外は通常の try/catch 技法で処理でき ます ：

try {
p = new pdflib();
...PDFlib命令群...

} catch (PDFlibException e) {

System.err.println("PDFlib例外が発生しました:");
System.err.println("[" + e.get_errnum() + "] " + e.get_apiname() +

                            ": " + e.get_errmsg());

} catch (Exception e) {
System.err.println(e);

} finally {
if (p != null) {

p.delete();                     /* PDFlibオブジェクトを削除 */
}

}
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PDFlib は適切な throws 節を宣言し ますので、 ク ラ イ アン ト のコード では、 起こ り う るす

べての PDFlib 例外をキ ャ ッチするか、 それら を自分で宣言し なければな り ません。

Java で Unicode 文字列 Java の String オブジェ ク ト は UTF-16 形式の文字列を表現し て

います。 ですので、 BMP 外の、 すなわち U+FFFF を超え る Unicode 値についてはサロゲー

ト ペア と し て表現する必要があ り ます。BMP外のUnicodeコード点を1個のcharかCharacter
で表すこ と はでき ません。 文字列を初期化するには以下の方法があ り ます ：

> Unicode コード点を int 値と し て与えて、 それを String へ変換 ：

String unistring = new String(Character.toChars(0x1F0CF));

> 対応するサロゲー ト ペア （UTF-16 符号単位が 2 つ） を与え る ：

String unistring = new String("\uD83C\uDCCF");

> Unicode キ ャ ラ ク ターを ソース コード内で直接与えて、そのソース フ ァ イルを UTF-8 や

UTF-16 など然るべき Unicode エン コーデ ィ ングで保存。 このソースのエン コーデ ィ ン

グ を コ ンパ イ ラ ーに伝え てお く 必要があ り ま す。 そのためには javac オプシ ョ ン

encoding="utf8" で直接伝え るか、 あ るいは IDE で適切な設定によ って伝えます。

> PDFlib 文字参照 （122 ページ 「5.4.2 文字参照」 を参照） は、 開発環境から独立であ り 、

以下のよ う に charref オプシ ョ ンを用いて有効化でき ます ：

p.fit_textline("&#x1F0CF;",
100, 100, "charref=true fontname=EmojiOneColor fontsize=50");

PDFlib の Javadoc 仕様書 PDFlib パッ ケージには、PDFlib の Javadoc 仕様書が含まれてい

ます。この Javadoc は、すべての PDFlib API メ ソ ッ ド の短い記述しか含んでいませんので、

詳し く は PDFlib API リ フ ァ レ ン ス を参照し て く ださい。

PDFlib の Javadoc を Eclipse で設定するには以下のよ う に操作し ます ：

> パッ ケージ ・ エ ク スプローラーで Java プロ ジェ ク ト を右ク リ ッ ク し、 「Javadoc ロケー

シ ョ ン」 を選択し ます。

> 「ブ ラウズ ...」 を ク リ ッ ク し て、Javadoc が置かれているパス （PDFlib パッ ケージに含ま

れています） を選びます。

こ の手順をふめば、 「Java 参照」 パースペク テ ィ ブや 「ヘルプ」 メ ニューなどで PDFlib の

Javadoc をブラ ウズでき る よ う にな り ます。



2.4  .NET バイ ンデ ィ ング 39

2.4 .NET バイ ンデ ィ ング
注 この .NETバイ ンデ ィ ングは、対応し ているすべてのプ ラ ッ ト フ ォームのための汎用のパッ

ケージ と し て提供されます。 ただし、 それでも、 プ ラ ッ ト フ ォームご とのラ イセンスキー

が必要であ り、 このラ イセンスを他のプ ラ ッ ト フ ォームへ転用する こ とはできません。

.NET バイ ンデ ィ ングの一般的特性を表 2.1 に挙げます。

PDFlib.NET を イ ンス ト ール 製品は NuGet パッ ケージ と し て与え られてお り 、 そのパッ

ケージ名はバージ ョ ン番号を含んでいます。 内部的には .NET 用パッ ケージは .NET の規

則に従ったセマンテ ィ ッ ク なバージ ョ ン を使用し ています。 結果 と し て、 内部的なバー

ジ ョ ン番号は、 通常の製品のバージ ョ ン番号と は異なっています。 両方の付番方式に対す

るマ ッ ピングテーブルが compatibility.txt にあ り ます。

この NuGet パッ ケージを ローカルにイ ン ス ト ールするには以下のいずれかの方式を用

います ：

> dotnet コマン ド ラ イ ンツール （全プラ ッ ト フ ォーム）。 この方式については次項で詳説

し ます。

> Visual Studio の Package Manager UI （Windows ・ macOS）

> Visual Studio の Package Manager Console （Windows）

> nuget コマン ド ラ イ ンツール （全プラ ッ ト フ ォーム）

提供し ているサンプル群のためのプロ ジェ ク ト フ ァ イル群は、ターゲ ッ ト フ レーム ワーク

.NET Core 3.1 に対 し て作成 さ れてい ます （ターゲ ッ ト フ レーム ワー ク モニカー TFM=

netcoreapp3.1） ので、 .NET Core 3.1 以上で動作し ます。 他のフ レーム ワーク を ターゲ ッ ト

にするには、 た と えば以下のよ う にプロ ジェ ク ト フ ァ イル内の TFM を合わせる必要があ

り ます。

<PropertyGroup>
<OutputType>Exe</OutputType>

表 2.1 .NET バイ ンデ ィ ングの一般的特性

ト ピ ッ ク .NET バイ ンデ ィ ングの実装

.NET 対応 .NET Standard 2.0 以上。 例 ： .NET Core 2/3, ・ .NET 5/6

.NET Framework 対応 .NET Framework 4.6.1 以上

ターゲ ッ ト プ ラ ッ ト フ ォー

ム

Windows ・ Linux ・ macOS。 プ ラ ッ ト フ ォーム／アーキテ クチャーの組み合わ

せの正確な一覧については system-requirements.txt を参照し て く だ さい

ダウンロー ドパッ ケージ すべての対応プ ラ ッ ト フ ォームのためのユニバーサル zip パッ ケージ

パッ ケージ内容 NuGet パッ ケージにマネージ ド と ネイテ ィ ブのラ イブ ラ リー、 説明書、 サン

プルを包含

実装 マネージ ド コー ド を持つ C# アセンブ リー PDFlib_dotnet.dll と、 ネイテ ィ

ブ コー ド を持つプ ラ ッ ト フ ォーム固有の共有ラ イ ブ ラ リー PDFlib_dotnet_
native.[dll|so|dylib]

.NET 統合 明示的 PInvoke を通じ た C# Interop

バージ ョ ニング方式 バージ ョ ニング方式は .NET の規則に準拠。 .NET バージ ョ ン番号は、 NuGet

キャ ッ シュや .csproj プロジ ェ ク ト フ ァ イルの中で見る こ とができます。 こ

れは製品のメ ジ ャーと マイナーのリ リ ース番号とは異なっています。 両方の

バージ ョ ニング方式の間のマ ッ ピングは compatibility.txt にあ り ます。
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<TargetFramework>net6.0</TargetFramework>
</PropertyGroup>

dotnet コ マン ド ラ イ ン ツールを用いて .NET 用 PDFlib を イ ンス ト ール 提 供 し て い る

hello プロ ジェ ク ト を例に、 dotnet ユーテ ィ リ テ ィ ーを用いて イ ン ス ト ール ・ 構成 ・ ビル

ド を行 う プロセス を説明し ます ：

> 製品パッ ケージを、 好き なデ ィ レ ク ト リ ーへ解凍し ます。

> コマン ド シェルで、 hello プロ ジェ ク ト デ ィ レ ク ト リ ーへ cd し ます ：

cd <installdir>\bind\dotnet\csharp\hello

> （こ の ス テ ッ プ は、 提供 し て い る サ ン プ ル群 で は必要 あ り ま せ ん。 ロ ー カ ル の

NuGet.Config フ ァ イルを用いてパッ ケージを参照し ているからです） NuGet パッ ケー

ジを、 アプ リ ケーシ ョ ンのプロ ジェ ク ト デ ィ レ ク ト リ ーへ複製し ます ：

<installdir>/bind/dotnet/PDFlib_dotnet.X.Y.Z.nupkg

> （このステ ッ プは、提供し ているサンプル群では必要あ り ません。すでに PDFlib への参

照を含んでいるか ら です） 以下のコマン ド を、 適切なバージ ョ ン番号 と と も に入力し

ます （バージ ョ ン番号は .nupkg フ ァ イルの名前の中にあ り ます） ：

dotnet add package PDFlib_dotnet.X.Y.Z

このコマン ド は PDFlib 参照を .csproj プロ ジェ ク ト フ ァ イルに追加し ます。これはまた、

PDFlib を ローカル NuGet パッ ケージ内に、 も し まだ存在し ていなければイ ン ス ト ール

し ます。 例 ：

~/.nuget/packages/pdflib_dotnet/X.Y.Z

このキ ャ ッ シュ化があ るので、 *.nupkg を複製する必要があ るのは 初のプロ ジェ ク ト

に対し てのみです。 それよ り 後のプロ ジェ ク ト 群では、 パッ ケージフ ァ イルはキ ャ ッ

シュから取られるので必要あ り ません。

> これで、 hello プロ ジェ ク ト をビル ド し て実行し てみる こ と ができ ます ：

dotnet build
dotnet run

結果と し て、 アプ リ ケーシ ョ ンデ ィ レ ク ト リ ーに hello.pdf 出力文書が生成されているの

が見つかるはずです。

その ま ま使え る 構成を持っ た完全な作成例がすべてのパ ッ ケージに入っ てい ます。

.NET バ イ ンデ ィ ン グ を適切に参照 し た ら、 それ以後は PDFlib_dotnet.PDFlib ・ PDFlib_
dotnet.PDFlibException ク ラ ス を使用でき ます。

.NET Framework プロジ ェ ク ト 内に PDFlib.NET を イ ンス ト ール Visual Studio で .NET

Framework プロ ジェ ク ト に PDFlib.NET を追加するには以下の とお り 操作し て く ださい（こ

の方式は C++ ・ ASP.NET プロ ジェ ク ト では使えません） ：

> NuGet パッ ケージマネージ ャーで PDFlib_dotnet.x.y.z.nupkg への参照を追加。 する と、

PDFlib_dotnetへの参照 と packages.config管理フ ァ イルがプロ ジェ ク ト に追加されます。

> packages.config のコ ンテキス ト メ ニューで 「package.config を  PackageReference に移行

する ...」 を選択する こ と によ って、 この参照 （初期状態では PDFlib_dotnet.dll だけを指

し ています） を NuGet パッ ケージ参照へ変換。
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.NET におけるエ ラー処理 .NET バイ ンデ ィ ングは .NET の例外に対応し てお り 、 実行時

に問題が発生する と、 詳細なエラー メ ッ セージを持った例外を発生させます。 こ う し た例

外をキ ャ ッチし て適切に対処するのはク ラ イ アン ト 側の役目です。そ う し ない場合、.NET

Framework が例外をキ ャ ッチし て、 たいていはアプ リ ケーシ ョ ンを停止させます。

PDFlib は、 例外関連情報を伝え る ために、 メ ンバー get_errnum ・ get_errmsg ・ get_
apiname を持つ自前の例外ク ラ ス PDFlib_dotnet.PDFlibException を定義し ています。PDFlib

は IDisposable イ ン ターフ ェ イ ス を実装し ているので、 ク ラ イ アン ト は Dispose( ) メ ソ ッ ド

を呼び出し て ク リ ーンア ッ プが可能です。

ク ラ イ アン ト コード では、 PDFlib が発生させる .NET の例外を、 通常の try ～ catch 構

造を用いて処理でき ます ：

try {
p = new PDFlib();

...PDFlib命令群...
catch (PDFlibException e) {

// pdflibが投げた例外をキャッチした

Console.WriteLine("PDFlib例外が発生しました:\n");
Console.WriteLine("[{0}] {1}: {2}\n",

e.get_errnum(), e.get_apiname(), e.get_errmsg());
} finally {

if (p != null) {
p.Dispose();

}
}

C# で Unicode 文字列 C# の String オブジェ ク ト は UTF-16 形式の文字列を表現し てい

ます。 ですので、 BMP 外の、 すなわち U+FFFF を超え る Unicode 値についてはサロゲー ト

ペア と し て表現する必要があ り ます。BMP 外の Unicode コード点を 1 個の char か Character
で表すこ と はでき ません。 文字列を初期化するには以下の方法があ り ます ：

> Unicode コード点を int 値と し て与えて、 それを String へ変換 ：

String unistring = Char.ConvertFromUtf32(0x1F0CF);

> 対応するサロゲー ト ペア （UTF-16 符号単位が 2 つ） を与え る ：

String unistring = "\uD83C\uDCCF";

> Unicode キ ャ ラ ク ターを ソース コード内で直接与えて、そのソース フ ァ イルを UTF-8 や

UTF-16 など然るべき Unicode エン コーデ ィ ングで保存。 このソースのエン コーデ ィ ン

グを コ ンパイ ラーに伝えてお く 必要があ り ます。 そのためには直接伝え るか、 あ るい

は IDE で適切な設定によ って伝えます。

> PDFlib 文字参照 （122 ページ 「5.4.2 文字参照」 を参照） は、 開発環境から独立であ り 、

以下のよ う に charref オプシ ョ ンを用いて有効化でき ます ：

p.fit_textline("&#x1F0CF;",
100, 100, "charref=true fontname=EmojiOneColor fontsize=50");
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2.5 Objective-C バイ ンデ ィ ング
C ・ C++ 言語バイ ンデ ィ ングを Objective-C で使 う こ と も でき ますが、 Objective-C 用の真

正な言語バイ ンデ ィ ング も あ り ます。 こ の PDFlib フ レーム ワークは、 macOS で使え る も

の と iOS で使え る ものがあ り ます。

これらのフ レーム ワークは C ・ C++ ・ Objective-C 用の言語バイ ンデ ィ ングを含んでい

ます。

PDFlib Objective-C 版を イ ンス ト ール PDFlib を自分のアプ リ ケーシ ョ ンで使 う ために

は、 PDFlib.framework をデ ィ レ ク ト リ ー /Library/Frameworks へコ ピーする必要があ り ま

す。こ のフ レーム ワーク を別の場所にイ ン ス ト ールする こ と も可能ですが、Appleの install_
name_tool の使用が必要です。 こ のツールについてはこ こ では説明し ません。 PDFlib メ

ソ ッ ド定義を持つ PDFlib_objc.h ヘッ ダーフ ァ イルをアプ リ ケーシ ョ ン ソース コード内で

取 り 込む必要があ り ます ：

#import "PDFlib/PDFlib_objc.h"

PDFlib フ レーム ワーク をアプ リ 内に埋め込むには、Xcode のコード署名はバージ ョ ン番号

A を持つフ レーム ワーク を受け付けるのに対し て、PDFlib 製品は数字のバージ ョ ン番号を

用いています。 これを解決するには、 以下のよ う に適切に名づけたフ レーム ワーク フ ォル

ダーを作成し ます ：

cd PDFlib.framework/Versions
mv 10.x.y A
rm Current
ln -s A Current

引数命名規則 PDF メ ソ ッ ド 呼び出しにあたっては、 引数を、 以下の規則に従って与え

る必要があ り ます ：

> 1 番目の引数の値は、 メ ソ ッ ド名の直後に、 コ ロ ンキ ャ ラ ク ターで区切って与えます。

> その後の各引数については、 その引数の名前 と 値 （これも互いにコ ロ ンキ ャ ラ ク ター

で区切って） を与え る必要があ り ます。 引数名は、 PDFlib API リ フ ァ レ ン スか PDFlib_
objc.h 内で見つける こ と ができ ます。

た と えば、 PDFlib API リ フ ァ レ ン ス内の以下の行は ：

void begin_page_ext(double width, double height, String optlist)

以下の Objective-C メ ソ ッ ド に対応し ます ：

- (void) begin_page_ext: (double) width height: (double) height optlist: (NSString *) optlist;

よ って、 アプ リ ケーシ ョ ンから以下のよ う な呼び出し を行 う 必要があ る こ と にな り ます ：

[pdflib begin_page_ext:595.0 height:842.0 optlist:@""];

コード補完のための Xcode Code Sense は PDFlib フ レーム ワーク で使用でき ます。

Objective-C におけるエ ラー処理 Objective-C バイ ンデ ィ ングは、 PDFlib エラーを、 ネ

イ テ ィ ブ Objective-C 例外へ翻訳し ます。 実行時の問題が発生し た と きには、 PDFlib は、

PDFlibException ク ラ スのネイ テ ィ ブ Objective-C 例外を発生させます。 この例外は通常の

try/catch 機構で処理でき ます ：
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PDFlib p = NULL;

@try {
PDFlib *pdflib = [[PDFlib alloc] init];

...PDFlib命令群...
}
@catch (PDFlibException *ex) {

NSLog(@"Error %ld in %@(): %@\n",
[ex get_errnum], [ex get_apiname], [ex get_errmsg]);

}
@catch (NSException *ex) {

NSLog(@"%@: %@", [ex name], [ex reason]);
}
@finally {

if (pdflib)

[pdflib release];
}

get_errmsg メ ソ ッ ド のほかに、例外オブジェ ク ト の reason フ ィ ール ド を使ってエラー メ ッ

セージを取得する こ と もでき ます。
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2.6 Perl バイ ンデ ィ ング
Perl 用 PDFlib ラ ッパーは、 C ラ ッパーフ ァ イル 1 個と Perl パッ ケージモジュール 2 個で

構成されています。 こ のモジュールの う ち 1 個は各 PDFlib API メ ソ ッ ド の Perl 版を提供

し、 も う 1 個は PDFlib オブジェ ク ト のためのものです。 C モジ ュールは、 Perl イ ン タプ リ

ターが実行時に読み込む共有ラ イブラ リ ーをビル ドする ために使われます。この処理には

Perl パッ ケージモジュールも使用されます。 Perl ス ク リ プ ト では use ステー ト メ ン ト で共

有ラ イブラ リ ーモジュールを参照し ます。

PDFlib Perl 版を イ ンス ト ール Perl の拡張機構は共有 ラ イ ブ ラ リ ー を、 実行時に

DynaLoader モジュールを通じ て読み込みます。Perl の実行形式が、共有ラ イブラ リ ー対応

付きでコ ンパイルされている必要があ り ます （大多数の Perl の設定ではそ う なっていま

す）。

PDFlibバイ ンデ ィ ングが動作する ためには、Perl イ ン タプ リ ターが PDFlib Perl ラ ッパー

と モジュール pdflib_pl.pm ・ PDFlib/PDFlib.pm を利用でき る よ う になっている必要があ り

ます。 以下に述べるプラ ッ ト フ ォーム依存な方式を用いる こ と もでき ますし、 -I コマン ド

ラ イ ンオプシ ョ ンを用いて Perl の @INC モジュール検索パスにデ ィ レ ク ト リ ーを追加する

こ と もでき ます ：

perl -I/path/to/pdflib hello.pl

Unix Perl は、pdflib_pl.so（macOS の場合：pdflib_pl.bundle）・pdflib_pl.pm・PDFlib/PDFlib.pm
を、 カレ ン ト デ ィ レ ク ト リ ーで検索するか、以下の Perl コマン ド で出力されるデ ィ レ ク ト

リ ーで検索し ます ：

perl -e 'use Config; print $Config{sitearchexp};'

Perl は auto/pdflib_pl サブデ ィ レ ク ト リ ーも検索し ます。 上記コマン ド の一般的な出力は

次のよ う にな り ます。

/usr/lib/perl5/site_perl/5.32/i686-linux

Windows DLL pdflib_pl.dll と モジュール pdflib_pl.pm ・ PDFlib/PDFlib.pm が、 カレ ン ト

デ ィ レ ク ト リ ーで検索されるか、以下の Perl コマン ド で出力されるデ ィ レ ク ト リ ーで検索

されます ：

perl -e "use Config; print $Config{sitearchexp};"

上記コマン ド の一般的な出力は次のよ う にな り ます。

C:\Program Files\Perl5.32\site\lib

Perl におけるエ ラー処理 Perl バイ ンデ ィ ングは、 PDFlib のエラーをネイ テ ィ ブ Perl 例

外に翻訳し ます。 Perl の例外は、 適切な言語構造を適用する こ と によ り 取 り 扱 う こ と がで

き ます。 すなわち、 問題の起こ り そ う な箇所を次のよ う に挟みます ：

eval {
my $p = new PDFlib::PDFlib;

...PDFlib命令群...
};
if ($@) {

die("$0: PDFlib例外が発生しました:\n$@");
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Perl で Unicode 文字列 文字列を初期化するには以下の方法があ り ます ：

> Unicode コード点を 16 進値 と し て与え る （サロゲー ト ペアには対応し ていません） ：

$unistring="\x{1F0CF}";

> Unicode キ ャ ラ ク ター名を与え る ：

unistring = "\N{PLAYING CARD BLACK JOKER}";

> Unicode キ ャ ラ ク ターを ソース コード内で直接与えて、そのソース フ ァ イルを然るべき

Unicode エン コーデ ィ ングで保存。UTF-8 のソース フ ァ イルには use utf8 プラ グマを含

める必要があ り ます。 UTF-16 のソース フ ァ イルは先頭に BOM を付ける必要があ り ま

す。

> PDFlib 文字参照 （122 ページ 「5.4.2 文字参照」 を参照） は、 開発環境から独立であ り 、

以下のよ う に charref オプシ ョ ンを用いて有効化でき ます ：

p.fit_textline("&#x1F0CF;",
100, 100, "charref=true fontname=EmojiOneColor fontsize=50");
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2.7 PHP バイ ンデ ィ ング

PDFlib PHP 版を イ ンス ト ール PDFlib を PHP で使 う 際のさ まざまな方式やオプシ ョ ンに

関する詳細な情報は、 PDFlib-in-PHP-HowTo.pdf 文書に記載し てあ り ます。 この文書はデ ィ

ス ト リ ビ ューシ ョ ンパッ ケージに含まれてお り 、 また、PDFlib ウ ェブサイ ト にも掲載し て

あ り ます。

PDFlib ラ イブラ リ ーについて PHP が認識する よ う PHP を構成する必要があ り ます。

php.ini に以下の行を追加し て く ださい ：

extension=php_pdflib

PHP は、 ラ イブラ リ ーを検索する と き、 Unix では php.ini の中の extension_dir 変数で指定

されたデ ィ レ ク ト リ ーの中を捜し、Windows ではその他に標準のシステムデ ィ レ ク ト リ ー

の中も捜し ます。 どのバージ ョ ンの PHP PDFlib バイ ンデ ィ ングがイ ン ス ト ールし てあ る

かを確認するには、 次のよ う な一行 PHP ス ク リ プ ト を用います ：

<?phpinfo()?>

そ う する と、 カレ ン ト の PHP の設定に関し て、長い情報ページが表示されます。 こ のペー

ジの中で PDFlib と い う 見出しのセ ク シ ョ ンをチェ ッ ク し て く ださい。

PHP に合わせた PDFlib 関数のエ ラー戻り値 PHP では、 メ ソ ッ ド内でのエラー発生時に

値 0 （FALSE） を返す方式が用いられているので、 PDFlib API メ ソ ッ ド はすべて、 エラー

発生時に -1 でな く 0 を返すよ う 変更し てあ り ます。 この変更については、 PDFlib API リ

フ ァ レ ン スの メ ソ ッ ド解説に記し てあ り ます。 ただし Java のコード断片では、 エラー時

に -1 を返す通常の PDFlib の方式を用いているので、 読む際には注意し て く ださい。

PHP における フ ァ イル名処理 PDF や画像などのデ ィ ス ク上のパスの指定の無いフ ァ イ

ル名や相対パスのフ ァ イル名は、 PHP の Unix 版と Windows 版と では異なった取 り 扱いを

受けます ：

> Unix システム上の PHP は、パス部分を ま った く 持たないフ ァ イルを、ス ク リ プ ト が置か

れているデ ィ レ ク ト リ ーの中で検索し ます。

> Windows 上の PHP は、パス部分を ま った く 持たないフ ァ イルを、PHP DLL が置かれてい

るデ ィ レ ク ト リ ーの中でのみ検索し ます。PDFlib は UTF-8 符号化されたフ ァ イル名を

受け付けますが、 PHP の dirname( ) メ ソ ッ ド は Windows ではカレ ン ト のシステム コー

ドページを使用し ます。 こ の場合には、 デ ィ レ ク ト リ ーかフ ァ イルの名前を UTF-8 へ

変換する必要があ り ます。 詳し く は 111 ページ 「5.2.3 デフ ォル ト UTF-8 対応のあ る

言語バイ ンデ ィ ング」 を参照し て く ださい。 例 ：

$searchpath = dirname(dirname(__FILE__)).'/data';

$searchpath = $p->convert_to_unicode("auto", $searchpath, "outputformat=utf8");

プラ ッ ト フ ォームに依存し ないフ ァ イル名の取 り 扱いを行 う には、SearchPath 機能の利用

を強 く 推奨し ます （59 ページ 「3.1.4 リ ソース構成と フ ァ イル検索」 参照）。

PHP における例外処理 PHP は構造化例外処理に対応し ている ため、 PDFlib 例外は PHP

例外と し て発生し ます。 PDFlib はク ラ ス PDFlibException の例外を発生させます。 こ のク

ラ スは PHP の標準の Exception ク ラ ス を派生させた ものです。 標準的な try ～ catch 技法

を用いて PDFlib 例外を扱 う こ と ができ ます ：
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try {
$p = new PDFlib();
...PDFlib命令群...

} catch (PDFlibException $e) {
print "PDFlib例外が発生しました:\n";
print "[" . $e->get_errnum() . "] " . $e->get_apiname() . ": " 

$e->get_errmsg() . "\n";
}
catch (Throwable $e) {

die("PHP例外が発生しました: " . $e->getMessage() . "\n");
}

Eclipse と Zend Studio を用いて開発 PHP Development Tools （PDT） は Eclipse と Zend

Studio によ る PHP 開発に対応し ています。 PDT は、 以下に示す手順で、 状況依存ヘルプ

に対応する よ う 設定する こ と ができ ます。

PDFlib を Eclipse設定に追加し て、すべての PHPプロ ジェ ク ト に知られる よ う にし ます：

> 「Window」 → 「Preferences」 → 「PHP」 → 「Source Paths」 → 「PHP Libraries」 → 「New...」
を選択し てウ ィ ザード を起動し ます。

> 「User library name」 に PDFlib と入力し、 「Add External folder...」 を ク リ ッ ク し てフ ォル

ダー bind\php\Eclipse PDT を選びます。

既存または新規の PHP プロ ジェ ク ト で、 PDFlib ラ イブラ リ ーへの参照を以下のよ う に追

加する こ と ができ ます ：

> PHP Explorer で PHP プロ ジェ ク ト を右ク リ ッ ク し、「Include Path」→「Configure Include
Path...」 を選択し ます。

> 「Libraries」 タブへ行き、 「Add Library...」 を ク リ ッ ク し、 「User Library」 → 「PDFlib」 を

選択し ます。

これらの手順をふめば、 PHP Explorer ビ ューの PHP Include Path/PDFlib/PDFlib ノード配下

で PDFlib メ ソ ッ ド の一覧を閲覧でき る よ う にな り ます。 新しい PHP コード を書いている

時、 Eclipse は、 すべての PDFlib メ ソ ッ ド に対する コード補完 と状況依存ヘルプで支援し

ます。

PHP で Unicode 文字列 文字列を初期化するには以下の方法があ り ます ：

> Unicode コード点を 16 進形式で与え る （サロゲー ト ペアには対応し ていません） ：

$unistring = "\u{1F0CF}";

> Unicode キ ャ ラ ク ターを PHP ソース内で直接与えて、そのソース フ ァ イルを UTF-8形式

で保存。

> PDFlib 文字参照 （122 ページ 「5.4.2 文字参照」 を参照） は、 開発環境から独立であ り 、

以下のよ う に charref オプシ ョ ンを用いて有効化でき ます ：

p.fit_textline("&#x1F0CF;",
100, 100, "charref=true fontname=EmojiOneColor fontsize=50");
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2.8 Python バイ ンデ ィ ング

PDFlib Python 版を イ ンス ト ール Pythonの拡張機構は共有ラ イブラ リ ーを実行時に読み

込むこ と によ って動作し ます。 PDFlib バイ ンデ ィ ングを動作させるには、 以下のよ う に、

Python イ ン タプ リ ターが Python 用 PDFlib ラ イブラ リ ーを利用でき る よ う にする必要があ

り ます。 このラ ッパーは、 PYTHONPATH 環境変数に列挙されたデ ィ レ ク ト リ ー内で検索

されます。 Python ラ ッパーの名前はプラ ッ ト フ ォームによ って異な り ます ：

> Unix ・ macOS ： pdflib_py.so
> Windows ： pdflib_py.pyd

PDFlib ラ イブラ リ ーのほかに、以下のフ ァ イルも ラ イブラ リ ーと同じデ ィ レ ク ト リ ーに入

れてお く 必要があ り ます ：
> PDFlib/PDFlib.py
> PDFlib/__init__.py （Python 2.7 の場合のみ）

Python におけるエ ラー処理 Pythonバイ ンデ ィ ングはエラー時にPDFlibException を発生

させます。 Python 例外は通常の try/catch で取 り 扱 う こ と ができ ます ：

try:
p = PDFlib()

...PDFlib命令群...
except PDFlibException:

print("PDFlib例外が発生しました:
print("[%d] %s: %s" % (ex.errnum, ex.apiname, ex.errmsg))

except Exception:
print(ex)

finally:
if p:

p.delete()

Python で Unicode 文字列 文字列を初期化するには以下の方法があ り ます ：

> Unicode コード点を 16 進 8 桁で与え る ：

$unistring = "\U0001F0CF";

> サロゲー ト は以下のよ う に与え る こ と もでき ます ：

unistring = "\uD83C\uDCCF".encode('utf-16', 'surrogatepass').decode('utf-16')

> Unicode キ ャ ラ ク ターを Python ソース内で直接与えて、そのソース フ ァ イルを UTF-8形

式で保存。

> PDFlib 文字参照 （122 ページ 「5.4.2 文字参照」 を参照） は、 開発環境から独立であ り 、

以下のよ う に charref オプシ ョ ンを用いて有効化でき ます ：

p.fit_textline("&#x1F0CF;",
100, 100, "charref=true fontname=EmojiOneColor fontsize=50");
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2.9 RPG バイ ンデ ィ ング
PDFlib は、 PDFlib 関数を埋め込まれた ILE-RPG プロ グ ラ ムを コ ンパイルするために必要

なすべてのプロ ト タ イプ と い く つかの有用な定数と を定義し た /copy モジュールを提供し

ています。

Unicode 文字列処理 PDFlib が提供する関数はすべて、可変長の Unicode 文字列を引数 と

し て用いているので、%UCS2 ビル ト イ ン関数を使ってシングルバイ ト 文字列を Unicode 文

字列に変換する必要があ り ます。PDFlib の関数が返す文字列はすべて可変長の Unicode 文

字列です。 これらの Unicode 文字列をシングルバイ ト 文字列に変換するには %CHAR ビル

ト イ ン関数を使います。

注 %CHAR ・ %UCS2 関数は、 カ レン ト ジ ョ ブの CCSID を使って文字列を Unicode と変換し ま

す。PDFlib に同梱の例では CCSID 37 （US EBCDIC） をベース と し ています。 このコー ド ペー

ジは CHGJOB CCSID(37) を用いて設定できます。 この例を これ以外のコー ド ページで走ら

せる と、 オプシ ョ ン リ ス ト 内のい く つかのキャ ラ ク ター （{ [ ] } など） が正し く 翻訳され

ないこ とがあ り ます。

すべての文字列は可変長文字列と し て渡されるので、文字列長を明示的に指定する必要の

あ る さ まざまな関数では length 引数を渡し てはいけません （可変長文字列の長さは、 文

字列の先頭 2 バイ ト に格納されています）。

PDFlib 用 RPG プログラムを コ ンパイル ・ バイ ン ド PDFlib 関数を RPG から利用するに

は、 コ ンパイル済みの PDFLIB ・ PDFLIB_RPG サービ スプロ グ ラ ムが必要です。 PDFlib の

定義を コ ンパイル時にイ ン クルードするには、/copy メ ンバーの名前を ILE-RPG プロ グ ラ

ムの D スペッ ク の中で指定する必要があ り ます ：

d/copy QRPGLESRC,PDFLIB

PDFlib ソース フ ァ イルラ イブラ リ ーがラ イブラ リ ー リ ス ト の先頭にない場合は、そのラ イ

ブラ リ ーも指定し なければな り ません ：

d/copy PDFsrclib/QRPGLESRC,PDFLIB

ILE-RPG プロ グ ラ ムのコ ンパイルを開始する前に、PDFlib に同梱の PDFLIB・PDFLIB_RPG

サービ スプロ グ ラ ムを含むバイ ン ドデ ィ レ ク ト リ ーを作成し てお く 必要があ り ます。以下

の例は、 ラ イブラ リ ー PDFLIB の中の PDFLIB と い う バイ ン ドデ ィ レ ク ト リ ーを作成し た

い場合の指定です ：

CRTBNDDIR BNDDIR(PDFLIB/PDFLIB) TEXT('PDFlib Binding Directory')

バイ ン ド デ ィ レ ク ト リ ーを作成し た後は、PDFLIB・PDFLIB_RPG サービ スプロ グ ラ ムをバ

イ ン ド デ ィ レ ク ト リ ーに追加する必要があ り ます。 次の例は、 さ きに作成し たバイ ン ド

デ ィ レ ク ト リ ーにラ イブラ リ ー PDFLIB の中のサービ スプロ グ ラ ム PDFLIB を追加し たい

場合の指定です。

ADDBNDDIRE BNDDIR(PDFLIB/PDFLIB) OBJ((PDFLIB/PDFLIB *SRVPGM))

これで、 CRTBNDRPG コマン ド （または PDM の中のオプシ ョ ン 14） を用いてプロ グ ラ ム

を コ ンパイルでき る よ う にな り ま し た ：
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ADDLIBLE LIB(PDFLIB)
CRTBNDRPG PGM(PDFLIB/HELLO) SRCFILE(PDFLIB/QRPGLESRC) SRCMBR(*PGM) DFTACTGRP(*NO)  
BNDDIR(PDFLIB/PDFLIB)

生成されたプロ グ ラ ムを実行する前に、 以下のコマン ド を適用する必要があ り ます ：

chgcurdir '/pdflib/pdflib/x.y/x.y.z/bind/rpg'

生成された PDF 文書は、 同一デ ィ レ ク ト リ ー内に見つける こ と ができ ます。

引数は、 表 2.2 に挙げるデータ型に従って PDFlib API へ渡される必要があ り ます。

RPG におけるエ ラー処理 ILE-RPG で書かれた PDFlib ク ラ イ アン ト では、 ILE-RPG が提

供する monitor/on-error/endmon エラー処理機構を利用する こ と がでいます。 あ るいは、

ILE-RPG の *PSSR グ ローバルエラー処理サブルーチンを用いて例外をモニ ターする方法も

あ り ます。 ジ ョ ブ ロ グにはエ ラー番号 と、 失敗し た関数、 および例外の原因が示さ れま

す。 PDFlib は呼び出し側プロ グ ラ ムへエスケープ メ ッ セージを送 り ます。

c eval      p=PDF_new
*
c monitor
*
c eval      doc=PDF_begin_document(p:%ucs2('/tmp/my.pdf'):docoptlist)
:
:
* エラー処理

c on-error
* このエラーについて何かします

* PDFlibオブジェクトの解放を忘れないように

c callp     PDF_delete(p)
c endmon

表 2.2 RPG バイ ンデ ィ ングにおけるデータ型

API データ型 RPG バイ ンデ ィ ングにおけるデータ型

文字列データ型 Unicode 文字列 （%ucs2 を使用）

バイナ リーデータ

型

data
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2.10 Ruby バイ ンデ ィ ング

PDFlib Ruby 版を イ ンス ト ール Ruby の拡張機構、共有ラ イブラ リ ーを動作時に読み込む

こ と によ って動作し ます。 PDFlib バイ ンデ ィ ングが動作するには、 Ruby 用の PDFlib 拡張

ラ イブラ リ ーの場所を Ruby イ ン タプ リ ターが知っていて利用でき る必要があ り ます。 た

いていの場合、 こ の ラ イ ブ ラ リ ー （Windows ・ Unix の場合 ： PDFlib.so。 macOS の場合 ：

PDFlib.bundle） がイ ン ス ト ールされる場所は、 ローカル ruby イ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ ー

の site_ruby ブラ ンチの中であ り 、 すなわち、 次のよ う な名前のデ ィ レ ク ト リ ーの中にイ

ン ス ト ールされます ：

/usr/local/lib/ruby/site_ruby/<バージョン>/

ただし Ruby は、 これ以外のデ ィ レ ク ト リ ーへも拡張を探しに行き ます。 これらのデ ィ レ

ク ト リ ーの一覧を取得するには、 次の ruby コールを用いる こ と ができ ます ：

ruby -e "puts $:"

この一覧はたいていの場合、 カレン ト デ ィ レ ク ト リ ーを含んでいますので、 テス ト 目的に

おいては、PDFlib 拡張ラ イブラ リ ー と ス ク リ プ ト を同じデ ィ レ ク ト リ ーに入れるだけでよ

いでし ょ う 。

Ruby におけるエ ラー処理 Ruby バイ ンデ ィ ングは、 PDFlib 例外をネイ テ ィ ブ Ruby 例外

に翻訳するエラーハン ド ラーを イ ン ス ト ールし ます。こ う し た Ruby 例外は、通常の rescue
技法で扱 う こ と ができ ます ：

begin
p = PDFlib.new
...PDFlib命令群...

rescue  PDFlibException => pe
print "PDFlib例外が発生しました:\n"

print "[" + pe.get_errnum.to_s + "] " + pe.get_apiname + ": "+pe.get_errmsg+ "\n"
rescue  Exception => e

print e.backtrace.join("\n") + "\n" + e.to_s
ensure

p.delete() if p
end

Ruby で Unicode 文字列 文字列を初期化するには以下の方法があ り ます ：

> Unicode コード点を 16進4桁か5桁か6桁で与え る（サロゲー ト ペアには対応し ていませ

ん） ：

$unistring = "\u{1F0CF}";

> Unicodeキ ャ ラ ク ターを Ruby ソース内で直接与えて、そのソース フ ァ イルをUTF-8形式

で保存。

> PDFlib 文字参照 （122 ページ 「5.4.2 文字参照」 を参照） は、 開発環境から独立であ り 、

以下のよ う に charref オプシ ョ ンを用いて有効化でき ます ：

p.fit_textline("&#x1F0CF;",
100, 100, "charref=true fontname=EmojiOneColor fontsize=50");
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Ruby on Rails Ruby on Rails は、 Ruby によ る Web 開発を実現するオープン ソース フ レー

ム ワーク です。Ruby 用 PDFlib 拡張は Ruby on Rails で利用可能です。Ruby on Rails 用 PDFlib

作成例を実行するには以下の手順に従って く ださい ：

> Ruby と Ruby on Rails を イ ン ス ト ール。

> コマン ド ラ イ ンから新規コ ン ト ローラーをセ ッ ト ア ッ プ ：

$ rails new pdflibdemo

$ cd pdflibdemo

$ cp <PDFlibディレクトリー >/bind/ruby/<バージョン>/PDFlib.so vendor/  # .so/.dll/.bundleを使

用

$ rails generate controller home demo

$ rm public/index.html

> config/routes.rb を編集 ：

...

# public/index.htmlを削除することを忘れないようにしてください

root :to => "home#demo"

> app/controllers/home_controller.rbを以下のよ う に編集し て、PDF内容を作成する ための

PDFlib コード を挿入。 PDF 出力は メ モ リ ー内に生成し なければな ら ないこ と に留意し

て く ださい。すなわち、空のフ ァ イル名を begin_document( ) に与え る必要があ り ます。

出発点 と し て、 hello-rails.rb サンプル内のコード を利用でき ます ：

class HomeController < ApplicationController

def demo

require "PDFlib"

begin

p = PDFlib.new

...

...PDFlibアプリケーションコード、hello-rails.rbを参照...

...

send_data p.get_buffer(), :filename => "hello.pdf",

:type => "application/pdf", :disposition => "inline"

rescue PDFlibException => pe

# エラー処理

end

end

end

> イ ン ス ト レーシ ョ ンを試験するには、 以下のコマン ド で WEBrick サーバーを起動し、

$ rails server

そし てブラ ウザーで http://0.0.0.0:3000 を表示させます。 生成された PDF 文書がブラ

ウザー内に表示されます。

ローカル PDFlib イ ンス ト レーシ ョ ン PDFlib を Ruby on Rails だけで使いたいにもかかわ

らず、 PDFlib を Ruby で一般利用でき る よ う グ ローバルにイ ン ス ト ールする こ と ができ な

い場合は、Rails ツ リ ー内の vendors デ ィ レ ク ト リ ーの中に PDFlib を ローカルにイ ン ス ト ー

ルする と い う 方法があ り ます。 こ の方法は特に、 Ruby 拡張を一般利用でき る よ う イ ン ス

ト ールする権限を持たない場合に、 それでも PDFlib を Rails で扱いたい と い う と きに役立

ちます。
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3 PDF 文書を作成

3.1 PDFlib プログラ ミ ングの一般的特徴
ク ッ クブ ッ ク プログラ ミ ングの一般的な諸側面に関する コー ドサンプルが PDFlib ク ッ ク ブ ッ クの

general カテゴ リーにあ り ます。

3.1.1 例外処理

あ る種のエラーは、 多 く の言語で例外と呼ばれています。 この呼び方は理にかなっていま

す。 そ う し たエラーはま さ に例外であって、 プロ グ ラ ムの動作中にそんなに頻繁には起こ

ら ないだろ う と予想される類のものだからです。 一般に採られる方針と し ては、 エラーが

頻繁に起きそ う な呼び出しについては従来型のエラー伝達方式 （すなわち、 -1 など特殊

な戻 り 値でエラーを示す） を用いるけれど も、 まれにしか起こ ら ないエラーで、 こ んな特

例にまで場合分けを増やし て コー ド をややこ し く するの も ど う か と 思われる よ う な場合

については例外方式を用いる、 と い う のが普通です。PDFlib のや り 方も ま さにこれ と同じ

です ： た と えば、 かな り の頻度でエラーが起きそ う な操作と し ては ：

> 出力フ ァ イルを、 権限がないのに開こ う とする

> PDF を読み込みたい と き、 間違ったフ ァ イル名で開こ う とする

> 画像フ ァ イルが壊れているのに開こ う とする

PDFlib では、 こ のよ う なエラーを特殊な戻 り 値で示し ます。それぞれの値は PDFlib API リ

フ ァ レ ン スに示し てあ り ます （たいていは -1。 ただし PHP バイ ンデ ィ ングでは 0）。 エ

ラー時に -1 を返す と解説に記されている関数についてはすべて、 アプ リ ケーシ ョ ン開発

者の側でこのエラーコード をチェ ッ クする必要があ り ます。

これに対し て、 以下に挙げる よ う なエラーは、 も っ と 深刻か も しれない、 しかし さ ほ

ど頻繁には起こ ら ないエラーです。

> 仮想 メ モ リ ー不足

> ス コープ違反 （た と えば文書を開 く 前に閉じ よ う とする）

> PDFlib API メ ソ ッ ド に対する引数指定の誤 り （た と えば円を負の半径で描こ う とする）、

またはオプシ ョ ン指定の誤 り

PDFlib がこ のよ う な状況を認識し た と きには、特殊なエラー戻 り 値が呼び出し側に渡るの

ではな く 、 例外が発生し ます。 知ってお く べき重要な こ と と し て、 例外が発生する と、 そ

れまで生成させていた PDF 文書は完了でき な く な り ます。例外の後で安全に呼べる メ ソ ッ

ド は PDF_delete( ) ・ PDF_get_apiname( ) ・ PDF_get_errnum( ) ・ PDF_get_errmsg( ) だけです。

それ以外の PDFlib の メ ソ ッ ド を例外の後で呼んだ場合の結果は予測不能です。 例外の中

には以下の情報が含まれています ：

> 一意なエラー番号。

> 例外を起こ し た PDFlib API メ ソ ッ ド の名前。

> 問題の詳細などを述べたテキス ト 。

失敗し た関数呼び出しの原因を ク エ リ ー さ きに述べた よ う に、 生成中の PDF 出力文書

は、 例外が起こ った らかな らず放棄し なければな り ません。 ただし、 メ ソ ッ ド が、 エラー

値を返すこ と によ って、 致命的でない問題を報告し た場合には、 文書を続行する こ と もで

き ます。 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンは自由に、 プロ グ ラ ムの流れを調整し た り 、 別の

データ を与えた り する こ と で、 文書を続行する こ と ができ ます。 た と えば、 あ る フ ォ ン ト

http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/general/
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の読み込みができ ない と き、 たいていの ク ラ イ アン ト は文書を放棄し て し ま う で し ょ う

が、 ク ラ イ アン ト によ っては、 別のフ ォ ン ト を使って何と かし たい と い う 場合も あ り えま

す。 そのよ う な と きは、 問題がよ り 詳し く 記されたエラー メ ッ セージを取得し たい場合も

あ る で し ょ う 。 その よ う な場合には、 PDF_get_errnum( ) ・ PDF_get_errmsg( ) ・ PDF_get_
apiname( ) 関数を、問題発生し た呼び出しの直後に呼び出すこ と ができ ます。具体的には、

エラー値 -1 （PHP の場合 ： 0） を返し てき た呼び出しの直後に呼び出し ます。

エ ラーポ リ シー PDFlib はエラー状況を検出する と、い く つかの戦略の う ちの 1 つに従っ

て反応し ます。 これは errorpolicy オプシ ョ ンで構成でき ます。 エラーコード を返す可能性

のあ る メ ソ ッ ド はすべて、 errorpolicy オプシ ョ ンにも対応し ています。 以下のエラーポ リ

シーに対応し ています ：

> errorpolicy=return ： エラー状況が検出された と き、 メ ソ ッ ド がエラー値 -1 （PHP の場

合 ： 0） を返し ます。 アプ リ ケーシ ョ ン開発者はこの戻 り 値をチェ ッ ク し て問題を突き

と め、 その問題に対し てアプ リ ケーシ ョ ンご と に適切な方法で対処する必要があ り ま

す。 こ のアプローチではエラー処理に統一的なアプローチができ るので、 推奨し ます。

> errorpolicy=exception ： エラー状況が検出された と き、 例外を発生させます。 出力文書

は 不 完 全 で 使 え な い も の に な り ま す の で 破 棄 す る 必 要 が あ り ま す （こ れ は

removefragments 文書オプシ ョ ンを用いて自動化する こ と も可能です）。 この方式を使

う と、 エラー条件分岐を さぼって手軽にプロ グ ラ ミ ングができ ますが、 そのかわ り 問

題が起き る と 出力文書は、 た と えそれが致命的でない、 アプ リ ケーシ ョ ン側で対処で

き る可能性のあ る問題であって も失われて し まいます。

以下のコード断片群は、 例外処理に関する さ まざまな戦略を演示し ます。 このさ まざまな

例は、 存在するかし ないかわから ないフ ォ ン ト を読み込も う と し ています。

errorpolicy=return の と きは、戻 り 値がエラーかど う かをチェ ッ クする必要があ り ます。

それが失敗を示し ている と きは、 失敗の原因を ク エ リ ーする こ と で、 状況を適切にさば く

こ と ができ るでし ょ う ：

font = p.load_font("MyFontName", "unicode", "errorpolicy=return");
if (font == -1)
{

/* フォントハンドルが無効。しかしPDF出力は継続可能。 */
errmsg = p.get_errmsg();

/* 別のフォントを試すか諦める */
...

}

/* フォントハンドルは有効。継続 */

errorpolicy=exception の と きは、 エラーが発生し た ら文書は放棄し なければな り ません ：

font = p.load_font("MyFontName", "unicode", "errorpolicy=exception");

/* 例外が発生しなければフォントハンドルは有効。

* 例外が発生したら、PDF出力は継続できない

*/

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの general-programming/error_handling ト ピ ッ クに

あ り ます。

警告 問題の状況によ っては、PDFlib がそれを内部的に検出し て も、例外を発生させてプ

ロ グ ラ ムの流れを さ えぎる正当な理由にはな ら ないものも あ り ます。例外を発生させるの

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/general/error_handling/
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ではな く 、状況の説明がロ グ記録されます（ロ グ記録機能について さ らに詳し く は 57 ペー

ジ 「3.1.2 ロ グ記録」 を参照）。 警告に関し ては以下のアプローチを推奨し ます ：

> 開発局面では警告のロ グ記録を有効にし て、 そのロ グフ ァ イル内のすべての警告 メ ッ

セージを注意深 く 研究し ます。 こ う し た警告は、 コー ド やデータにひそむ問題を示し

ている可能性があ り ますから、 その原因を理解ないし除去する よ う 努めなければな り

ません。

> 運用局面では警告のロ グ記録を無効にし て、問題が起きた と きだけ再び有効にし ます。

3.1.2 ログ記録

PDFlib は、 以下の項目を記録する ロ グフ ァ イルを生成でき ます ：

> すべての API 呼び出し、およびその引数群と オプシ ョ ン群。なお、PDFlib 言語ラ ッパー

によ って発された さ ら なる API 呼び出し も ロ グ記録に含まれる場合があ り ます （文字

列変換のためなど）。

> API メ ソ ッ ド によ って返された戻 り 値と ハン ド ル。

> 各呼び出しに対する タ イ ム ス タ ンプ。

> 廃止済の API メ ソ ッ ド ・ オプシ ョ ンの使用に関する情報。

> 例外を発生させるほどではないが、 アプ リ ケーシ ョ ンの開発フ ェーズの間に調べるべ

き警告 メ ッ セージ。

> サポー ト ケースの調査に有用であ り う る内部動作に関する詳細。

ロ グフ ァ イルの内容は、 アプ リ ケーシ ョ ン開発者に と って、 プロ グ ラ ムフ ローの中の問題

を特定する う えで重要な助け と な り えます。ロ グ記録は実行時に以下のよ う に有効化でき

ます ：

p.set_option("logging={filename={mylogfile.log}}");

あ るいは、 ロ グ記録を環境変数を通じ て有効化させる こ と も可能です。 ロ グ記録される情

報の量は、 さ ま ざ ま な ロ グ記録ク ラ ス と、 各ク ラ スに対する レベルを用いて制御でき ま

す。 詳し く は PDFlib API リ フ ァ レン ス を参照し て く ださい。

ロ グ記録は通常、 本番環境においては有効化するべきではな く 、 開発フ ェーズ中にの

み、 かつ問題を解析する必要があ る時に有効化されるべき も のです。 PDFlib GmbH のサ

ポー ト では、 ユーザーの問題を話し合 う ためにロ グフ ァ イルを要請する こ と があ り ます。

以下は、 デフ ォル ト のロ グ記録ク ラ ス を用いた典型的な ロ グフ ァ イルから数行を抜粋

し た ものです ：

PDF_load_image(p_0x2201c20, "auto", "nesrin.jpg", /*c*/0, "")
[0]

PDF_begin_page_ext(p_0x2201c20, 10.000000, 10.000000, "")
[Begin page #1]
PDF_fit_image(p_0x2201c20, 0, 0.000000, 0.000000, "adjustpage")
PDF_close_image(p_0x2201c20, 0)
PDF_end_page_ext(p_0x2201c20, "")
[End page #1]

PDF_end_document(p_0x2201c20, "")
[Full product name: "PDFlib Personalization Server"]
[Document ID: <C98301CB2D4EAC2972D34CAAAE929021> <C98301CB2D4EAC2972D34CAAAE929021>]
[Size of document: 34842 bytes]
[End document #1]
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3.1.3 PDFlib 仮想フ ァ イルシステム （PVF）

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの general/data_from_memory ト ピ ッ クにあ り ます。

デ ィ ス ク上のフ ァ イル と は別に、 ク ラ イ アン ト は、 PDFlib Virtual File System （PVF） と い

う し く みを利用する こ と もでき ます。 これを用いる と、 メ モ リ ー内のデータ を直接供給す

る こ と ができ るので、 デ ィ ス ク のフ ァ イルを扱 う 必要がま った く あ り ません。 これには速

度向上と い う 利点があ り ます。 PVF はデータベースから取 り 出し たデータ などのよ う に、

フ ァ イル と し てデ ィ ス ク上に存在し ていない時にも活用でき ます。 またそれ以外にも、 ク

ラ イ アン ト の必要とするデータが、何らかの処理の結果と し て メ モ リ ー上にすでに存在し

ている場合に対し て一般に有用です。

PVF の基本コ ンセプ ト は、 仮想の読み取 り 専用フ ァ イルに名前を付けて、 それを通常

のフ ァ イル名と ま った く 同じ よ う に、あ らゆる API メ ソ ッ ド で使用でき る よ う にする と い

う ものです。 UPR の構成フ ァ イルでも使用する こ と ができ ます。 仮想フ ァ イル名は、 ク ラ

イ アン ト が任意に名づける こ と ができ ます。 も ちろん、 仮想フ ァ イル名は、 通常のデ ィ ス

ク のフ ァ イル と名前衝突が起こ ら ないよ う な ものにし なければな り ません。 そのため、 以

下のよ う な体系的な命名規則を推奨し ます （filename は、 ク ラ イ アン ト が名づけ る部分

で、 各カテゴ リ ー内で一意な名前です） 。 また、 フ ァ イル名の拡張子について も、 標準に

従 う こ と を推奨し ます ：

> ラ ス ター画像フ ァ イル : /pvf/image/filename
> フ ォ ン ト のア ウ ト ラ イ ン フ ァ イル （実際のフ ォ ン ト 名を フ ァ イル名の先頭部分 と し て

用いる こ と を推奨） : /pvf/font/filename
> ICC プロ フ ァ イル : /pvf/iccprofile/filename
> PDF 文書 : /pvf/pdf/filename

フ ァ イル名を指定されて捜す時、PDFlib はまず、 その指定されたフ ァ イル名が既知の仮想

フ ァ イルのなかにあ るかど う かをチェ ッ ク し ます。 その後に、 指定されたフ ァ イルをデ ィ

ス ク上で開こ う と し ます。

仮想フ ァ イルの継続期間 仮想フ ァ イルでデータが提供された と きには、 それをすぐに

消費する関数も あ るでし ょ う し、 そのフ ァ イルの一部分だけを まず読んで、 残 り の部分は

後の時点で使 う と い う 関数も あ るでし ょ う 。 そのため、 各仮想フ ァ イルの継続期間につい

ては細心の注意を払 う 必要があ り ます。PDFlib は、 それぞれの仮想フ ァ イルに内部ロ ッ ク

をかけておき、 その内容がも う 必要な く なった時にはじめてロ ッ ク を外し ます。 そのデー

タ をただちにコ ピーし てお く よ う ク ラ イ アン ト が PDFlib に要求し た場合 （PDF_create_
pvf( ) で copy オプシ ョ ンを指定） を除いては、 仮想フ ァ イルの内容を ク ラ イ アン ト が変

更・削除・解放する こ と が許されるのは、PDFlib がロ ッ ク が外し た後に限られます。PDFlib

は、 PDF_delete( ) が実行された と きには、 自動的にすべての仮想フ ァ イルを削除し ます。

しかし、 フ ァ イルの実際の内容 （仮想フ ァ イルの元データ） はつねに ク ラ イ アン ト が解放

し なければいけません。

さ まざまな戦略 PVF では、 仮想フ ァ イルのための必要 メ モ リ ーの管理アプローチは複

数あ り えます。 どのアプローチでも考慮の対処とするべき こ と は、 PDFlib は、 仮想フ ァ イ

ル名を用いたAPI呼び出しが終わった後でも まだその仮想フ ァ イルの内容へのア ク セス を

必要とするかも しれない と い う こ と と、 PDF_end_document( ) の後であればも う ア ク セス

を必要とする こ と は全 く ない と い う こ と です。留意する必要があ るのは、PDF_delete_pvf( )
を呼んで も実際のフ ァ イルの内容が解放されるわけではな く （copy オプシ ョ ンを指定し

た場合は例外）、 その PVF フ ァ イル名を管理し ていた対応するデータ構造が解放されるだ

けだ と い う こ と です。 よ って、 以下のよ う な戦略があ り えます ：

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/general/data_from_memory/
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> メ モ リ ー使用を 小にする ： API 呼び出しで仮想フ ァ イル名を用いた ら、 その直後に

PDF_delete_pvf( ) を呼ぶのがよいでし ょ う 。 そし て、 PDF_end_document( ) の後にまた

PDF_delete_pvf( ) を呼ぶこ と を推奨し ます。この 2 度目の呼び出しがど う し て必要か と

い う と、 初の呼び出しの時点ではまだ PDFlib からデータへア ク セスが必要だったか

も しれず、 そのよ う な場合はその時点では仮想フ ァ イルのロ ッ ク解除が拒否されて し

ま っている ためです。 しかし、 初の呼び出しですでにデータが解放でき ている場合

も あ るわけで、 そのよ う な場合でも 2 度目の呼び出しは何も害にはな り ません。 ク ラ

イ アン ト がフ ァ イルの内容を解放でき るのは PDF_delete_pvf( ) が成功し た時だけなの

です。

> 仮想フ ァ イルを再利用し て速度を向上させる ： ク ラ イ アン ト によ っては、 同じデータ

（た と えばフ ォ ン ト 定義） を複数の出力文書に対し て使いまわし たいこ と も あ るでし ょ

う 。 そのよ う な場合には、 同じ フ ァ イル内容に対し て何度も作成 ・ 削除を繰 り 返すの

は賢明ではあ り ません。 その仮想フ ァ イルを使ってほかにも まだ PDF 出力文書を生成

し たい う ちは、 PDF_delete_pvf( ) は呼び出さ ないでお く のがよいでし ょ う 。

> 手抜きプロ グ ラ ミ ング ： メ モ リ ー使用量が気にな ら なければ、 ク ラ イ アン ト が PDF_
delete_pvf( ) を全然呼ばない よ う に し て も かまいません。 こ の場合 PDFlib は、 PDF_
delete( ) が呼ばれた時点で、すべての開かれたま まの仮想フ ァ イルを内部的に削除し ま

す。

どの場合でも、 ク ラ イ アン ト が対応するデータ を解放でき るのは、 PDF_delete_pvf( ) が成

功裏に帰ってき た時か、 PDF_delete( ) の後だけです。

PDF 出力を仮想フ ァ イル内に作成 PVF は、 ユーザーデータ を PDFlib に与え るだけでな

く 、 PDFlib が生成し た PDF 文書データ を保持する こ と もでき ます。 これは、 PDF_begin_
document( ) に createpvf オプシ ョ ンを与え る こ と によ って実現でき ます。その PVF フ ァ イ

ル名は以後、別の PDFlib API メ ソ ッ ド に与える こ と ができ ます。 これはた と えば、PDF 文

書を PDF ポー ト フ ォ リ オへ入れ込むために生成する と きに有用です。 PDFlib が作成し た

PVF データ を直接取得する こ と はでき ませんので、 メ モ リ ーから PDF データ を取 り 出す

には、 能動または受動イ ン コ ア PDF 生成を用います （64 ページ 「3.1.5 PDF 文書を メ モ

リ ー内に生成」 参照）。

3.1.4 リ ソース構成と フ ァ イル検索

高度な応用アプ リ ケーシ ョ ンでは、PDFlib にさ まざまな リ ソース を利用させる必要があ り

ます。 た と えばフ ォ ン ト フ ァ イル ・ ICC カ ラープロ フ ァ イルなどです。 PDFlib の リ ソース

管理を、 プラ ッ ト フ ォームに依存し ない、 カ ス タマイ ズの容易な ものにするためには、 構

成フ ァ イルを作成し てお く こ と ができ ます。 構成フ ァ イルの中には、 利用可能な さ まざま

な リ ソース と その対応するデ ィ ス ク フ ァ イル名を記述し てお く のです。このよ う な静的な

構成フ ァ イルだけではな く て、 PDF_set_option( ) によ る リ ソースの追加を用いた動的な実

行時構成を行 う こ と も 可能です。 構成フ ァ イ ルに関 し ては PDFlib は、 Unix PostScript
Resource （UPR） と い う 簡単なテキ ス ト 形式を用いています。 この、 PDFlib で用いる形の

UPR フ ァ イル形式については後述し ます。

enumeratefonts オプシ ョ ンを用いる と、PDFlib に、検索パス上に存在するすべてのフ ォ

ン ト を収集させる こ と ができ ます （141 ページ 「フ ォ ン ト リ ソース リ ス ト を自動生成」 を

参照）。

リ ソースのカ テゴ リ ー PDFlib の対応し ている リ ソース カテゴ リ ーを表 3.1 に挙げます。

多 く のカテゴ リ ーは、 リ ソース名 （PDFlib API 内で用いる ための） を、 仮想かデ ィ ス ク
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ベースのフ ァ イルへマ ッ プする ものです。 表 3.1 にあ る もの以外の リ ソース カテゴ リ ーは

無視されます。 カテゴ リ ー名は大文字 ・ 小文字区別されます。 その値は名前文字列と し て

扱われます。 すなわち、 ASCII か UTF-8 （行頭に BOM 付き） で、 あ るいは IBM Z の場合

には EBCDIC-UTF-8 で符号化する こ と ができ ます。 Unicode 値は、 HostFont リ ソースで

各国語のフ ォ ン ト 名を指定するのに有用でし ょ う 。

UPR フ ァ イル形式 UPR フ ァ イルはテキス ト フ ァ イルであ り 、 その構造は非常に単純で、

テキス ト エデ ィ ターで簡単に書 く こ と ができ ますし、 自動生成させる こ と も でき ます。 ま

ず、 その文法を見てみま し ょ う ：

> それぞれの行は 大 1023 キ ャ ラ ク ターまで。

> 行末のバッ ク ス ラ ッ シュ キ ャ ラ ク ター 「\」 は、 行終端をキ ャ ンセルし ます。 これは行

を延長し たい と きに使えます。

> パーセン ト 「%」 キ ャ ラ ク ターは、 行末までの注釈を開始させます。 行データの一部で

あ る （すなわち注釈を開始させない） パーセン ト キ ャ ラ ク ターは、直前にバッ ク ス ラ ッ

シュ キ ャ ラ ク ターを付けて保護する必要があ り ます。

> 行終端を保護するバ ッ ク ス ラ ッ シ ュ と、 パーセン ト キ ャ ラ ク ターを保護するバッ ク ス

ラ ッ シ ュ キ ャ ラ ク ター と の直前のバ ッ ク ス ラ ッ シ ュ キ ャ ラ ク ター群は、 行データの一

部であ る な ら二重にする必要があ り ます。

> ピ リ オ ド 「.」 を単独で用いる と、 セ ク シ ョ ンの終了を意味し ます。

> すべてのエン ト リ ーは、 大文字 ・ 小文字を区別し ます。

> スペースは、 リ ソース名中 と フ ァ イル名中をのぞ く あ らゆる箇所で無視されます。

> リ ソースの名前を値は、 等号 「=」 を一切含んではいけません。

> 1 個の リ ソースが複数回定義された場合は、 後の定義がそれ以前の定義を上書き し ま

す。

UPR フ ァ イルは以下の部分から成っています ：

> フ ァ イルの種類を示すおま じ ない行。 次の形を と り ます ：

PS-Resources-1.0

表 3.1 PDFlib で使える リ ソースカテゴ リー

カテゴ リー 形式 説明

SearchPath pathname データ フ ァ イルのあるデ ィ レ ク ト リーの相対または絶対パス

名

CMap cmapname=filename （廃止済） 日中韓エン コーデ ィ ングのための CMap フ ァ イル

FontAFM fontname=filename （廃止済） AFM 形式の PostScript フ ォ ン ト メ ト リ ッ ク フ ァ イル

FontPFM fontname=filename （廃止済） PFM 形式の PostScript フ ォ ン ト メ ト リ ッ ク フ ァ イル

FontOutline fontname=filename PostScript ・ TrueType ・ OpenType ・ WOFF ・ WOFF2 のう ちいず

れかのフ ォ ン ト フ ァ イル

Encoding encodingname=filename 8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ングまたはコー ド ページのテーブルを

持ったテキス ト フ ァ イル

HostFont fontname=hostfontname システムにイ ンス ト ールされている フ ォ ン ト の名前 （通常、

両方のフ ォ ン ト 名は等しい）

FontnameAlias aliasname=fontname PDFlib がすでに知っている フ ォ ン ト に対し てエイ リ アスを作

成

ICCProfile profilename=filename ICC カ ラープロ フ ァ イル名
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> フ ァ イル中で記述されるすべての リ ソース カテゴ リ ーを一覧にし たセ ク シ ョ ン。 省略

可能です。 各行に 1 つずつ リ ソースカテゴ リ ーを記述し ます。 この一覧は、 ピ リ オ ド

1 個だけの行によ って終了し ます。利用可能な リ ソースカテゴ リ ーについては後述し ま

す。 こ の省略可能なセ ク シ ョ ンが存在し ない場合であって も、1 個のピ リ オ ド キ ャ ラ ク

ターは存在する必要があ り ます。

> フ ァ イルのはじめに挙げられた リ ソースカテゴ リ ーそれぞれについてセ ク シ ョ ンが 1

つずつ。 各セ ク シ ョ ンは、 リ ソースカテゴ リ ーを示す 1 行で始ま り 、 その後に、 利用

可能な リ ソース を記述する行が任意の行数つづき ます。 この一覧は、 ピ リ オ ド 1 個だ

けの行によ って終了し ます。 各 リ ソースデータ行には リ ソースの名前を書き ます （等

号はク ォー ト する必要があ り ます） 。 その リ ソースがフ ァ イル名を必要 と する場合に

は、 等号の後に こ の名前を付け加え る必要があ り ます。 リ ソースエン ト リ ーに列挙さ

れたフ ァ イルを PDFlib がさ がす時には SearchPath （以下を参照） が適用されます。

フ ァ イル検索と SearchPath リ ソース カ テゴ リ ー PDFlib は さ ま ざ ま なデータ ア イ テム

をデ ィ ス ク上のフ ァ イルから読み込みます。 た と えばラ ス ター画像 ・ フ ォ ン ト アウ ト ラ イ

ン ・ フ ォ ン ト メ ト リ ッ ク情報 ・ PDF 文書 ・ ICC カ ラープロ フ ァ イルなどです。 相対パス名

でも絶対パス名でも ない、パス指定を ま った く つけないフ ァ イル名を用いる こ と もでき ま

す。 SearchPath リ ソース カテゴ リ ーを使 う と、 必要なデータ フ ァ イルのあ るデ ィ レ ク ト

リ ーのパス名の一覧を指定する こ と ができ ます。何かフ ァ イルを開かなければな ら ない と

き、 PDFlib は、 まずそのま まのフ ァ イル名でフ ァ イルを開こ う と し ます。 この試みが失敗

する と、 PDFlib は、 SearchPath リ ソースカテゴ リ ーで指定されたデ ィ レ ク ト リ ー群の中で

そのフ ァ イルが開けないかど う か、 成功する まで一つ一つ試し ます。 SearchPath 項目を蓄

積 さ せる こ と も で き、 それ ら は逆順に検索 さ れます （後の時点で設定 さ れたパス ほど、

も っ と早 く に設定された ものよ り も先に検索される）。 この機能を使 う と、 PDFlib のアプ

リ ケーシ ョ ンを、プラ ッ ト フ ォーム依存なフ ァ イルシステム体系から解き放つこ と ができ

ます。 検索パスエン ト リ ーを設定するには以下のよ う にし ます ：

p.set_option("SearchPath={{/パス/パス/ディレクトリー 1} {/パス/パス/ディレクトリー

2}}");

検索パス を複数設定する こ と もでき、 また、 複数のデ ィ レ ク ト リ ー名を 1 回の呼び出しの

中で与え る こ と もでき ます。空白キ ャ ラ ク ターを含んだデ ィ レ ク ト リ ー名によ る問題を避

け る ために、 エン ト リ ーが 1 個だけの場合にも中カ ッ コ を二重に用いる こ と を推奨し ま

す。 空の文字列 リ ス ト （例 ： {{}}） は、 既存のすべての検索パス を、 デフ ォル ト 項目も含

めて削除し ます。

この検索を無効にするには、フルパスによ る指定を PDFlib 関数の中に書き ます。なお、

SearchPath リ ソース カテゴ リ ーの機能は以下のよ う にプ ラ ッ ト フ ォーム依存になってい

ます ：

> Windows の場合、PDFlib はレジス ト リ ーからの項目群で SearchPath を初期化し ます。以

下のレジス ト リ ーエン ト リ ーにパス名の リ ス ト をセ ミ コ ロ ン 「;」 で区切って指定する

こ と が可能です。 これらは以下の順序で検索されます ：

HKLM\SOFTWARE\PDFlib\PDFlib10\10.0.0\SearchPath
HKLM\SOFTWARE\PDFlib\PDFlib10\SearchPath
HKLM\SOFTWARE\PDFlib\SearchPath

デフ ォル ト フ ァ イル検索パス Unix ・ Linux ・ macOS ・ IBM System i システムでは、 パス ・

デ ィ レ ク ト リ ー名を一切指定し な く て も、い く つかのデ ィ レ ク ト リ ーがデフ ォル ト でフ ァ

イル検索されます。 UPR フ ァ イル （追加の検索パス を内容 と し て持つ可能性のあ る） を検

索し て読み取る前に、 以下のデ ィ レ ク ト リ ーが検索されます ：
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<rootpath>/PDFlib/PDFlib/10.0/resource/cmap
<rootpath>/PDFlib/PDFlib/10.0/resource/codepage
<rootpath>/PDFlib/PDFlib/10.0/resource/font
<rootpath>/PDFlib/PDFlib/10.0/resource/icc
<rootpath>/PDFlib/PDFlib/10.0
<rootpath>/PDFlib/PDFlib
<rootpath>/PDFlib

Unix ・ Linux ・ macOS では、 <rootpath> はまず HOME デ ィ レ ク ト リ ーへ置き換え られ、 つ

いで /usr/local へ置き換え られます。 IBM System i では、 <rootpath> は空です。

上記の 後のエン ト リ ーは と り わけ複数の製品のためのラ イ セン ス フ ァ イルを格納す

るのに有用です。

デフ ォル ト の検索パスが必要ない場合には、 空の searchpath を与え る こ と によ ってそ

れを無効化する こ と によ って、 フ ァ イル操作を加速でき ます。

デフ ォル ト フ ァ イル名と ラ イセンス フ ァ イル ・ リ ソース フ ァ イル デフ ォル ト では、 以

下のフ ァ イル名が、 デフ ォル ト 検索パスデ ィ レ ク ト リ ー群の中で検索されます ：

licensekeys.txt (ライセンスファイル。MVSの場合: license)

pdflib.upr (リソースファイル。MVSの場合: upr)

こ の機能を利用する と、 ラ イセン ス フ ァ イルを、 環境変数や実行時オプシ ョ ンを一切設定

し ないで扱 う こ と ができ ます。

サンプル UPR フ ァ イル UPR 構成フ ァ イルの作成例を以下に挙げます ：

PS-Resources-1.0
.
SearchPath
/usr/local/lib/fonts
users/kurt/my_images
.
FontOutline
ArialMT=Arial.ttf
.
HostFont
Wingdings=Wingdings
.
ICCProfile
highspeedprinter=cmykhighspeed.icc
.

UPR リ ソース フ ァ イルを検索 組み込み リ ソース （た と えば PDF コ アフ ォ ン ト ・ sRGB

ICC プロ フ ァ イル） やシステム リ ソース （た と えばホス ト フ ォ ン ト ） だけが使われる場合

には、 UPR 構成フ ァ イルは必要と はされません。 なぜな ら、 と り たてて構成がな く て も、

必要な リ ソース をすべて PDFlib が見つけ られるからです。

それ以外の リ ソ ース を使いたい場合は、 その リ ソ ース を指定する ために、 PDF_set_
option( ) （後述） を呼び出すか、 UPR リ ソース フ ァ イルに記述し ます。 こ のフ ァ イルを、

PDFlib は、 初の リ ソースが要求された時に自動的に読み込みます。 その過程は詳し く は

以下の とお り です ：

> Unix システム ・ macOS ・ IBM System i では、 パス ・ デ ィ レ ク ト リ ー名を一切指定し な く

て も、 デフ ォル ト でい く つかのデ ィ レ ク ト リ ーでラ イセン ス ・ リ ソース フ ァ イルが検
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索されます。 UPR フ ァ イルを検索し て読み取る前に、 以下のデ ィ レ ク ト リ ーが検索さ

れます （この順に） ：

<rootpath>/PDFlib/PDFlib/10.0/resource/icc

<rootpath>/PDFlib/PDFlib/10.0/resource/fonts

<rootpath>/PDFlib/PDFlib/10.0/resource/cmap

<rootpath>/PDFlib/PDFlib/10.0

<rootpath>/PDFlib/PDFlib

<rootpath>/PDFlib

Unix システム ・ macOS では、 <rootpath> は、 まず /usr/local で、 ついで HOME デ ィ レ

ク ト リ ーで置き換え られます。 IBM System i では <rootpath> は空です。 この機能を利

用すれば、 環境変数や実行時オプシ ョ ンを一切指定せずにラ イ セン ス フ ァ イル ・ UPR

フ ァ イル ・ リ ソース を取 り 扱 う こ と も でき ます。

> 環境変数 PDFLIBRESOURCEFILE が定義されていれば、その値を PDFlib は、読み込むべき

UPR フ ァ イルの名前と し ます。このフ ァ イルが読み込めない と きは例外が発生し ます。

> 環境変数 PDFLIBRESOURCEFILE が定義されていない場合、PDFlib は以下の名前のフ ァ イ

ルを開こ う と し ます ：

upr (MVSの場合。データセットが期待される)

pdflib/<バージョン>/fonts/pdflib.upr (IBM System iの場合)

pdflib.upr (Windows・Unix・その他すべてのシステムの場合)

このフ ァ イルが読み込めない と きは例外は発生し ません。

> Windows では上記以外に PDFlib は以下のレジス ト リ ーエン ト リ ーを この順に読み込も

う と し ます ：

HKLM\Software\PDFlib\PDFlib10\10.0.0\resourcefile

HKLM\Software\PDFlib\PDFlib10\resourcefile

HKLM\Software\PDFlib\resourcefile

そ し て これらのエン ト リ ーの値を、 用いるべき リ ソース フ ァ イルの名前 と し ます。 こ

のフ ァ イルが読み込めない と きは例外が発生し ます。 64 ビ ッ ト Windows システム上で

レジス ト リ ーを手作業で扱 う 際には注意が必要です ： 通常どお り 、 64 ビ ッ ト の PDFlib

バイナ リ ーは Windows レジス ト リ ーの 64 ビ ッ ト ビ ューと と もに動作し、 64 ビ ッ ト シ

ステム上で動作する 32 ビ ッ ト の PDFlib バイナ リ ーはレジス ト リ ーの 32 ビ ッ ト ビ ュー

と と もに動作し ます。 32 ビ ッ ト 製品に対する レジス ト リ ーキーを手作業で追加する必

要があ る と きは、 必ず 32 ビ ッ ト 版の regedit ツールを使用し て く ださい。 これは 「ス

ター ト 」 ダ イ ア ロ グから以下によ って起動する こ と ができ ます ：

%systemroot%\syswow64\regedit

> ク ラ イ アン ト 側で resourcefile オプシ ョ ンを明示的に設定する こ と で リ ソース フ ァ イル

を PDFlib に実行時に読み込ませる こ と もでき ます。 以下のよ う に記述し ます ：

p.set_option("resourcefile={/パス/パス/pdflib.upr}");

こ の呼び出しは任意の回数繰 り 返すこ と ができ ます。 その場合、 リ ソースエン ト リ ー

が蓄積されていき ます。

リ ソースを実行時に構成 UPR フ ァ イルを使った構成だけではな く 、 ソース コード 中で

PDF_set_option( ) を使って直接個々の リ ソース を構成する こ と もでき ます。 この メ ソ ッ ド

はカテゴ リ ー名 と それに対応する リ ソースエン ト リ ーを と り ます。 リ ソース記述の部分
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は、 UPR リ ソース フ ァ イルで こ のカテゴ リ ーのセ ク シ ョ ンに書 く の と 同じ よ う に書き ま

す。 た と えば ：

p.set_option("FontOutline={Foobar-Bold=foobb.otf}");

注 フ ォ ン ト 構成の詳しい説明は 141 ページ 「6.3.4 フ ォ ン ト を検索」 を参照し て く だ さい。

リ ソース値を ク エ リ ー リ ソースエン ト リ ーを設定するだけでな く 、PDF_get_option( ) を

使って ク エ リ ーする こ と もでき ます。 カテゴ リ ー名をキーと し て、 リ ソースの番号 （1 か

ら開始） をオプシ ョ ン と し て指定し ます。 た と えば以下の呼び出し ：

idx = p.get_option("SearchPath", "resourcenumber=" + n);
sp = p.get_string(idx, "");

は、 SearchPath リ ス ト 内の n 番目のエン ト リ ーを取得し ます。 要求されたカテゴ リ ーに対

し て利用可能なエン ト リ ーの数よ り も n が大きい と きは、空文字列が返されます。返され

た文字列は、 何らかの API メ ソ ッ ド が次に呼び出される まで有効です。

3.1.5 PDF 文書を メ モ リ ー内に生成 
フ ァ イル上に PDF 文書を生成するだけではな く 、 PDFlib を使って メ モ リ ー内に直接 PDF

を生成させる こ と もでき ます （イ ン コ ア生成と いいます）。 この技法は、何らデ ィ ス クベー

ス の入出力が伴わないために速度の面で利点があ り ます し、 PDF 文書を た と えば直接

HTTP で流し た り する こ と も でき ます。 Web 管理者が聞いて特に喜びそ う なのは、 自分の

サーバーにテンポラ リ PDF フ ァ イルを散らか されずに済む と い う こ と でし ょ う 。

生成されるデータは、 定期的に少しずつ集める こ と も でき ますし （た と えば各ページ

ができ る ご と に）、 後にま る ご と PDF 文書になってからひと かたま り で取 り 出すこ と も

でき ます （PDF_end_document( ) の後で） 。 PDF データの細切れでの生成および消費には

い く つかの利点があ り ます。 第一に、 データ全体が メ モ リ ー内に収ま る必要がないので、

メ モ リ ー必要量が小さ く て済みます。 第二に、 この方式では速度も上がる可能性があ り ま

す。 なぜな ら、 遅い接続でデータ を伝送し ている場合でも、 初の 1 チャ ン ク を送 り 出し

ている間に、 次の 1 チャ ン ク がも う 生成中だからです。 ただし、 生成されるデータの総量

は文書全体ができ あがる までわか り ません。

createpvf オプシ ョ ンを用いる と、PDF データ をデ ィ ス ク フ ァ イルへ書き込むこ と な く 、

メ モ リ ー内へ生成し、 その後それを PDFlib に渡すこ と ができ ます （59 ページ 「PDF 出力

を仮想フ ァ イル内に作成」 参照）。

能動イ ン コ ア PDF 生成イ ン タ ーフ ェ イ ス PDF デー タ を メ モ リ ー内に作成す る には、

PDF_begin_document( ) で空のフ ァ イル名を指定し、PDF_get_buffer( ) でデータ を取得し ま

す ：

p.begin_document("", "");
...文書を作成...
p.end_document("");

buf = p.get_buffer();
... バッファー内のPDFデータを利用 ...
p.delete();

注 バッ フ ァー内の PDF データはバイナリーデータ と し て扱う必要があり ます。
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これは 「能動」 モード と捉え られます。 なぜな ら、 バッ フ ァー内容をいつ取 り 出し たいか

を ク ラ イ アン ト 側で決めているからです。能動モード はすべての対応言語バイ ンデ ィ ング

で利用可能です。

注 C と C++ のク ラ イアン ト では、 返ってきたバッ フ ァーを解放し てはいけません。

受動イ ン コ ア PDF 生成イ ン タ ーフ ェ イ ス 「受動」 モード は、C と C++ の言語バイ ンデ ィ

ングでのみ利用可能です。 この場合、 ユーザーは、 1 つのコールバッ ク関数を イ ン ス ト ー

ルし ます （PDF_open_document_callback( ) を通じ て）。 この関数は、 PDFlib によ って、 予

測不可能な さ まざまな時点で呼ばれます。PDF データが消費されるのを待っている時には

いつでも呼ばれる こ と にな り ます。 放出 （ラ イブラ リ ーから ク ラ イ アン ト への PDF デー

タの転送） に関する タ イ ミ ング上の、 ひいてはバッ フ ァー容量上の束縛条件は、 ク ラ イ ア

ン ト 側で構成する こ と ができ るので、 柔軟性が非常に高 く なっています。 環境によ って、

PDF 文書を ま る ご と一度に取 り 出すのが好都合な場合も あ るでし ょ う し、複数のチャ ン ク

に分けるのがよい場合も あ るでし ょ う し、 た く さ んのコマ切れに分けて PDFlib の内部文

書バッ フ ァー量を抑え るのが望ま しい場合も あ るでし ょ う 。 放出の手法を設定するには、

PDF_open_document_callback( ) で flush オプシ ョ ンの値を指定し ます。

3.1.6 PDF 文書の 大サイズ と その他の制限

PDF 文書のサイズ 多 く のユーザーはギガバイ ト 単位の PDF 文書を扱 う 必要には迫られ

ないでし ょ う が、 業務アプ リ ケーシ ョ ンのなかには、 大量の請求書や明細などを含む文書

を作成し た り 処理し た り する必要があ る ものがあ り ます。PDFlib 自体は生成する文書のサ

イ ズにいかなる制約も設けていませんが、 PDF Reference やい く つかの PDF 規格によ って

課せられるい く つかの制限があ り ます ：

> 10 GB フ ァ イルサイ ズ制限：PDF 1.4 の文書は、相互参照テーブルによ って、10 進 10 桁

すなわち 1010-1 バイ ト までに制限されてき ま し た。 これはおよそ 9.3 GB にあた り ま

す。 10 GB を超え る出力文書を作成し よ う とする な ら、 PDF 1.5 以上を使用する必要が

あ り ます。このバージ ョ ンは、10 桁制限にもはや縛られない圧縮オブジェ ク ト ス ト リ ー

ムをサポー ト し ていますので、 10 GB を超え る PDF 文書の作成が可能です。

> オブジェ ク ト の数 ： 一文書内のオブジェ ク ト の数は全般的には PDF によ って制限され

ていませんが、 PDF/A ・ PDF/X-4 ・ PDF/X-5 規格では、 一文書内の間接オブジェ ク ト

の数を 8,388,607 個に制限し ています。一文書がこの制限を超え るオブジェ ク ト を必要

とする と きは、 PDFlib は PDF/A-1 ・ PDF/X-4 ・ PDF/X-5 モード では例外を発生させま

す。それ以外のモード ではつねに、 も っ と オブジェ ク ト の多い文書を作成でき ます。 こ

のチェ ッ ク を、 文書オプシ ョ ン limitcheck=false を用いて無効化する こ と もでき ます。

PDF 内のオブジェ ク ト の数は、 ページ内容の複雑さや、 相互参照要素の数などに依存

し ます。 シンプルな内容の大容量文書は通常ページあた り 4 ～ 10 個のオブジェ ク ト を

持ちますので、100 ～ 200 万ページ程度の文書であれば、規格が要求する このオブジェ

ク ト 制限を超えずに作成する こ と ができ ます。

PDF の制限 PDFlib は、特定の実体に制約を課すこ と によ って、PDF Reference か Acrobat、

または何らかの PDF 規格によ って課せられる制限に準拠する PDF 出力を作成し ます。 こ

れらの制限を以下に記し ます。

以下の制限が、 値を然るべ く 変更する こ と によ って強制されます ：

> PDF 内におけ る 小の絶対浮動小数点値：0.000015。これよ り 小さ な絶対値を持つ数は

0 へ置換されます。
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> （PDF 1.4。ただしそれよ り 新しい PDF バージ ョ ンにはあてはま り ません）PDF 内におい

て浮動小数点数 と し て表現でき る 大の絶対値 ： 32767.0。 これよ り 大き な絶対値を持

つ数は、 その も近い整数へ置換されます。

PDF 形式は特定の諸制限を課し ています。以下のいずれか 1 つの制限を超え る と例外が発

生し ます ：

> PDF 内において許容される 大の数値 ： 2,147,483,647

> ハイパーテキス ト 文字列の 大長 ： 65535

> ページ上のテキス ト 文字列の 大長 ： kerning=false かつ wordspacing=0 の場合には

32,763 バイ ト （すなわち、 CID フ ォ ン ト の場合には 16,381 キ ャ ラ ク ター）。 そ う でな

いな ら 4095 キ ャ ラ ク ター

> 以下のオプシ ョ ンの リ ス ト エン ト リ ーは 大 8191 個に制限されています ：

views, namelist, polylinelist, fieldnamelist, itemnamelist, itemtextlist, children, group
> PDF/A-1/2/3 と PDF/X-4/5 内における 大間接オブジェ ク ト 数 ： 8,388,607

3.1.7 Web 適化 （線形） PDF
PDFlib は、 線形化と い う 処理を PDF 文書に対し て適用する こ と ができ ます （PDF の線形

化は 「 適化」 ・ 「Web 表示用に 適化」 と もいいます）。 線形化は、 PDF フ ァ イル内部の

オブジェ ク ト 群を再配列する と と もに、ア ク セス高速化のために活用され う る補足情報を

追加し ます。

非線形化 PDF は、 ク ラ イ アン ト へま る ご と転送される必要があ り ますが、 Web サー

バーは線形化 PDF 文書を、バイ ト サービング と い う 処理を用いて、1 ページずつ転送する

こ と が可能です。 これによ って、 Web ブラ ウザーは、 PDF 文書の個別のページを別々に

取得する こ と が可能にな り ます。 その結果と し て、 その文書の 初のページが、 文書全体

がサーバーから ダウ ン ロード され終わるのを待つこ と な く 、 ユーザーに提示されます。

PDF をバイ ト サービングする利点を活かすには、 PDF 文書を線形化し てお く 必要があ

り ます。 これは PDF_begin_document( ) の linearize オプシ ョ ンで実現でき ます ：

p.begin_document(outfilename, "linearize");

3.1.8 マルチスレ ッ ド プログラ ミ ング

PDFlib そのものはシングルス レ ッ ド ですが、マルチス レ ッ ド アプ リ ケーシ ョ ンで安全に使

用する こ と ができ ます。1 つの PDFlib オブジェ ク ト が 1 つのス レ ッ ド内でのみ使用される

と い う よ く あ る状況においては、マルチス レ ッデ ィ ングに関する特別な注意は一切必要あ

り ません。 同一のオブジェ ク ト が複数のス レ ッ ド で使用される場合には、 その PDFlib オ

ブジェ ク ト が複数のス レ ッ ド によ って同時にア ク セス される こ と のないよ う 、アプ リ ケー

シ ョ ンはそれらのス レ ッ ド を同期させる必要があ り ます。 典型的なシナ リ オは PDFlib オ

ブジェ ク ト 群のプールを利用する もので、 そ こ では各ス レ ッ ド が、 新規 PDFlib オブジェ

ク ト を作成するのではな く 、 既存の PDFlib オブジェ ク ト を 1 つ取 り 出し て、 そし て文書

を作成し た後に、 そのオブジェ ク ト がも う 必要ない場合には、 それをプールへ返し ます。

同一の PDFlib オブジェ ク ト を、 その出力文書が完了する前に別のス レ ッ ド で使用する こ

と は、 いかなる利点を も与え る こ と はめったにな く 、 推奨されません。

3.1.9 EBCDIC ベースのプ ラ ッ ト フ ォームで PDFlib を使 う

PDF フ ァ イル形式の中のオペレーターと制御構造は ASCII ベースであ り 、EBCDIC ベース

のプラ ッ ト フ ォーム IBM System i・IBM Z では正し く 動作し ません（ただし zLinux は ASCII

ベースですのでこ の限 り ではあ り ません） 。 しかし、 特別な メ イ ンフ レームバージ ョ ンの
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PDFlib を利用すれば、 ASCII ベースの PDF オペレーターと EBCDIC の （またはそれ以外

の） テキ ス ト 出力 と を混ぜる こ と ができ ます。 こ う し た EBCDIC セーフなバージ ョ ンの

PDFlib は、さ まざまなオペレーテ ィ ングシステムやマシンアーキテ クチャーで利用可能で

す。

PDFlib のさ まざまな機能を EBCDIC ベースのプラ ッ ト フ ォームで活用するためには、

以下のア イ テムは EBCDIC テキス ト 形式で与え られる こ と が期待されます（よ り 具体的に

は、 IBM System i ではコードページ 037 で、 IBM Z ではコードページ 1047 で） ：

> UPR 構成フ ァ イル

> エン コーデ ィ ングフ ァ イル ・ コードページフ ァ イル

> PDFlib 関数の文字列引数

> 入出力フ ァ イル名

> 環境変数 （実行環境が対応し ている場合）

> PDFlib のエラー メ ッ セージ も EBCDIC 形式で生成されます （Java 以外）。

ASCII 形式の入力テキス ト フ ァ イルを使いたい場合は、 asciifile オプシ ョ ンを true に設定

し ます （デフ ォル ト は、 IBM Z では false、 IBM System i では true）。 する と PDFlib は、 こ

れらのフ ァ イルが ASCII エン コーデ ィ ングで書かれている と期待する よ う にな り ます。 た

だしその場合でも、文字列引数はやは り EBCDICエン コーデ ィ ングであ る と期待されます。

これに対し、以下のア イ テムはつねにバイナ リ ーモード で取 り 扱 う 必要があ り ます（す

なわち、 いかなる変換も行ってはいけません） ：

> PDF 入出力フ ァ イル

> PFB フ ォ ン ト アウ ト ラ イ ンフ ァ イル ・ PFM フ ォ ン ト メ ト リ ッ ク フ ァ イル

> TrueType ・ OpenType フ ォ ン ト フ ァ イル

> 画像フ ァ イル ・ ICC プロ フ ァ イル
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3.2 ページ記述

3.2.1 座標系

PDF のデフ ォル ト 座標系が PDFlib の内部では用いられています。 デフ ォル ト 座標系 （デ

フ ォル ト ユーザースペース と もい う ） では、 ページの左下隅に原点があ り 、 DTP ポイ ン ト

を単位と し て用いています ：

1 pt = 1/72 inch = 25.4/72 mm = 0.3528 mm

1 番目の座標は右へ向かって増加し、 2 番目の座標は上へ向かって増加し ます。 PDFlib の

ク ラ イ アン ト プ ロ グ ラ ムでは、 こ のデフ ォル ト ユーザースペース を回転 ・ 拡縮 ・ 並行移

動 ・ 斜形化させる こ と によ って、 新しいユーザー座標を作る こ と もでき ます。 こ う し た変

形に対応する関数はそれぞれ PDF_rotate( ) ・ PDF_scale( ) ・ PDF_translate( ) ・ PDF_skew( ) で

す。 座標系を変更し た場合、 グ ラ フ ィ ッ ク ・ テキス ト 関数の中の座標はすべて新しい座標

系に従って指定し なければな り ません。 座標系は、 各ページの 初でデフ ォル ト 座標系に

再設定されます。

メ ー ト ル座標を用いる メ ー ト ル座標を、 座標系を拡縮する こ と によ って簡単に使え ま

す。 縮尺は、 上記の DTP ポイ ン ト の定義よ り 導かれます ：

p.scale(28.3465, 28.3465);

こ の呼び出しの後は、PDFlib はすべての座標をセンチ メ ー ト ル単位 と し て解釈し ます （イ

ン タ ラ ク テ ィ ブ機能については例外、 後述）。 これは 72÷2.54 = 28.3465 だからです。

関連する機能 と し て、 PDF_begin/end_page_ext( ) で userunit オプシ ョ ン を指定し て

（PDF 1.6） ページ全体に対する縮尺を与え る こ と も で き ます。 ただ し ユーザー座標は、

Acrobat での 終的なページ表示に対し てのみ効力を持つものであ り 、 PDFlib で座標の拡

縮を行 う ものではあ り ません。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの general/metric_topdown_coordinates ト ピ ッ クに

あ り ます。

イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素の座標 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ関数には、作成し たいテキス ト 注釈・ リ

ン ク ・ フ ァ イル注釈の長方形の座標を与え る必要があ り ます。 PDF では、 ハイパーテキス

ト の関数のための座標はつねにデフ ォル ト 座標系で記述されている と見な されます。ユー

ザー座標系 （変形されているかも しれない） で記述されている と見な される こ と はあ り ま

せん。 これは非常にやっかいですので、 PDFlib には、 ユーザー座標が指定されて も それを

PDF が認め る 形式に自動変換す る 機能があ り ます。 こ の自動変換を有効にす る には、

usercoordinates オプシ ョ ンを true に設定し ます ：

p.set_option("usercoordinates=true");

リ ン ク ・ フ ィ ール ド の長方形と し ては、 その縁がページの縁に平行な ものにしか PDF で

は対応し ていないので、 拡縮 ・ 回転 ・ 並行移動 ・ 斜形化によ って座標系が変形し ている と

きには与え られた長方形は形を調整し なければな り ません。 こ のよ う な場合、 PDFlib で

は、 その長方形を囲 う 、 かつ縁がページの縁 と平行な 小の長方形を計算し ます。 そし て

これをデフ ォル ト 座標に変換し、 その結果の値を、 与え られた座標のかわ り に用います。

要するに大局的に言ってどんな効果があ るか と いえば、 usercoordinates オプシ ョ ンが

true に設定されていれば、ページ内容に対し て も イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素に対し て も同じ座

標系が使え る と い う こ と です。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/general/metric_topdown_coordinates/
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座標を視覚化 PDFlib のユーザーが PDF の座標系を扱 う のを支援する ために、 PDFlib の

デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンには grid.pdf と い う PDF フ ァ イルが含まれています。 こ の PDF

フ ァ イルは、 よ く 使われるい く つかのページ寸法の座標を視覚化する ものです。 望みの寸

法のページを何か透明な ものに印刷すれば、PDFlib での開発のために有用な道具になるか

も しれません。

Acrobat DC でページ座標を視覚化するには以下の とお り 操作し ます ：

> カーソル座標を表示するには以下を用います ：

「表示」 → 「表示切り替え」 → 「カーソル座標」

> 座標は、Acrobat で現在選択されている単位で表示されます。表示単位を変更するには、

次の とお り 操作し ます ： 「編集」 → 「環境設定」 （→ 「一般 ...」） → 「単位と ガイ ド」 を

選択し て、 ポ イ ン ト ・ イ ンチ ・ ミ リ ・ パイ カ ・ センチ メ ー ト ルの う ちのいずれかを選

びます。

ただし、表示される座標系はページの左上隅が原点であ り 、PDF のデフ ォル ト であ る左下

隅の原点と は異なるので注意が必要です。 Acrobat の座標表示 と合わせた座標系を選ぶ方

法については 69 ページ 「下向き座標を用いる」 を参照し て く ださい。

オブジ ェ ク ト を回転 重要な こ と は、 一度ページ上に描いた も のは変更ができ ない と い

う こ と です。 PDFlib には、 回転 ・ 並行移動 ・ 拡縮 ・ 斜形化の関数があ り ますが、 こ う し た

関数は、 すでに存在し ている ものに対し ては効力を持たず、 それ以降に描かれる ものに対

し てだけ効力があ り ます。

テキス ト ・ 画像 ・ 取 り 込み PDF ページを回転させるのは簡単で、 PDF_fit_textline( ) ・

PDF_fit_textflow( ) ・ PDF_fit_image( ) ・ PDF_fit_pdi_page( ) で rotate オプシ ョ ンを指定し ま

す。こ う し たオブジェ ク ト をそれぞれのはめ込み枠内で 90 度の倍数だけ回転させるのは、

これらの関数の orientate オプシ ョ ンで可能です。以下の例は傾き 45 度のテキス ト を生成

し ます ：

p.fit_textline("回転テキスト", 50.0, 700.0, "rotate=45");

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの textflow/rotated_text ト ピ ッ クにあ り ます。

ベク ト ルグ ラ フ ィ ッ クの回転は、 一般の変形関数 PDF_translate( ) ・ PDF_rotate( ) を利用す

れば可能です。 以下の例は、 左下隅を (200, 100) に持つ、 回転された長方形を作成し ます。

描き たい長方形の隅へ座標原点を変更し、 座標系を回転させて、 長方形を (0, 0) に配置し

ています。 save と restore ではさむこ と によ り 、 縦置き テキス ト の作成を完了し た後、 簡

単に元の座標系に戻ってオブジェ ク ト の配置を継続でき ます ：

p.save();

p.translate(200, 100); /* 原点を長方形の隅へ移動*/

p.rotate(45.0); /* 座標を回転させる */

p.rect(0.0, 0.0, 75.0, 25.0); /* 回転された長方形を描く */
p.stroke();

p.restore();

下向き座標を用いる PDF の上向き座標系 と は違って、 グ ラ フ ィ ッ ク環境のなかには下

向き座標を用いている ものも あ るので、 そち ら を採用し たい開発者もいるでし ょ う 。 その

よ う な座標系は PDFlib の変換関数で簡単に設定する こ と ができ ます。 と こ ろが、 この変

換はテキス ト 出力に対し て も効力を持つので （テキス ト が簡単に上下ひっ く り 返 り ます）、

テキス ト が裏返しになって し まわないよ う にするには、ほかにも何らかの呼び出し を行 う

こ と が必要にな り ます。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/textflow/rotated_text/


70 第 3 章 :  PDF 文書を作成 

下向き座標が簡単に利用でき る よ う にするため、 PDFlib では、 あ る特殊なモード に対

応し ています。 このモード では、 すべての関連する座標に対し てそれぞれ異なる解釈が適

用されます。 こ の topdown 機能は、 PDFlib ユーザーが下向き座標系でご く 自然に作業が

行え る よ う にする ために設け られています。 具体的には、 ページの左下隅に原点 (0, 0) が

あって y 座標が上向きに増加するデフ ォル ト PDF 座標系を扱 う のではな く 、 ページの左

上隅に原点があって y 座標が下向きに増加する修正座標系を用います。ページでこ の下向

き座標系を利用するには、 PDF_begin_page_ext( ) で topdown オプシ ョ ンを指定し ます ：

p.begin_page_ext(595.0, 842.0, "topdown");

説明の完全を期する ため、 下向き座標系を設定し た場合の効果を以下に詳し く 挙げます。

以下のよ う な 「絶対座標」 は、 通常 と 何も変わら ないや り 方でユーザー座標に翻訳さ

れます ：

> メ ソ ッ ド の引数の う ち、 各 メ ソ ッ ド の説明の中で 「座標」 と書かれている ものすべて。

例 ： PDF_moveto( ) の x ・ y 。 PDF_circle( ) の x ・ y 。 PDF_rect( ) の x ・ y （しかし width ・

height は含まず！）。 PDF_add_note( ) の llx ・ lly ・ urx ・ ury。

「相対座標」 の値は、 下向き座標に合 う よ う 内部変換されます ：

> テキス ト （正の文字サイ ズを持つもの） は、 ページ上端に向かって配置されます。

> マニ ュ アルの中で、 長方形や枠などについて 「左下隅」 と 言っている場合は、 ページ

上でも そ う なる よ う に翻訳されます。

> 回転角が指定されている場合は、 その回転の中心は依然 と し てユーザー座標系の原点

(0, 0) です。 右回 り 回転はやは り 右回 り と し て表示されます。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの general/metric_topdown_coordinates ト ピ ッ クに

あ り ます。

3.2.2 ページ寸法

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの pagination/page_sizes ト ピ ッ クにあり ます。

規格ページ寸法 PDF_begin/end_page_ext( ) の width・height オプシ ョ ンには、絶対値か、

ま たはシ ンボ リ ッ ク なページ寸法名を指定で き ます。 後者は、 < 規格 >.width ・ < 規格

>.height の形を と り ます。 こ こ で < 規格 > は標準判型のいずれかです （小文字で。 例 ：

a4.width）。

ページ寸法の限界 PDF や PDFlib では、 利用でき るページ寸法についてはいかなる制約

も課し ていませんが、 Acrobat の実装のほ う で、 ページ寸法に関するプロ グ ラ ム的な限界

が存在し て し ま っています。 他の PDF イ ン タプ リ ターではも っ と大き な寸法やも っ と小

さ な寸法の文書を扱 う こ と もでき る可能性があ り ます。Acrobat のページ寸法制限を表 3.2

に示し ます。 PDF 1.6 以上では、 PDF_begin/end_page_ext( ) で userunit オプシ ョ ンを用い

て、 ページに対する グ ローバルな縮尺を指定する こ と もでき ます。

さ まざまなページ寸法枠 PDFlib の開発者の多 く は、 ページの幅 と高さ を指定するだけ

で済みますが、 なかには高度なアプ リ ケーシ ョ ンで （と り わけプ リ プレ ス業務では） 、 そ

れ以外の PDF の枠エン ト リ ーを記述し たい と き も あ るでし ょ う 。 PDFlib では、 PDF のす

べての枠エン ト リ ーに対応し ています。PDFlib の ク ラ イ アン ト で指定でき るエン ト リ ーを

以下に挙げます （それぞれの定義は PDF リ フ ァ レン ス よ り ）。 こ う し た項目はあ る種の環

境で有用です ：

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/general/metric_topdown_coordinates/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pagination/page_sizes/
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> MediaBox: ページの幅 と高さ を指定するために用いられ、通常私達がページ寸法 と し て

と ら えている ものを記述し ます。

> CropBox: ページの内容が切 り 抜かれる領域。Acrobat はこの寸法を画面表示 と印刷の際

に利用し ます。

> TrimBox: 完成ページの領域を指定 （裁ち切 り 後の）。

> ArtBox: ページ上で意味のあ る内容が占める領域。 これがアプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト ウ ェ

アで利用される こ と は稀です。

> BleedBox: 印刷所環境で出力される と きにページの内容が切 り 抜かれる領域。印刷所工

程での裁ち切 り の不正確さ を考えに入れて少しゆ と り を持たせて囲んでも よい。

PDFlib では、上記のどの値も利用する こ と はな く 、 ただ出力フ ァ イルに記録する機能を持

つだけです。 デフ ォル ト では PDFlib は、 ページの幅 と高さの指定から MediaBox を生成し

ますが、 それ以外のエン ト リ ーを生成し ません。 以下のコード断片は、 新しいページを開

始させた後、 CropBox の 4 つの値を設定し ます ：

/* カスタムCropBoxを持つ新規ページを開始 */
p.begin_page_ext(595, 842, "cropbox={10 10 500 800}");

3.2.3 直接パス

パス と は、 任意の数の直線 ・ 長方形 ・ 円 ・ ベジエ曲線 ・ 楕円弧でで き た輪郭です。 パス

は、 つながっていない部分を複数含むこ と ができ ます。 こ う し た部分をサブパス と いいま

す。 パスに対し て適用でき る操作はい く つかあ り ます ：

> 描線。 パスに沿って線を描き ます。 ク ラ イ アン ト が与えた、 描画に関するオプシ ョ ン

（た と えば色や線幅） を用います。

> 塗 り 。 パスで囲われた領域全体を塗 り ます。 ク ラ イ アン ト が与えた、 塗 り に関するオ

プシ ョ ンを用います。

> 切 り 抜き。 以後の描画の可視領域を限定し ます。 具体的には、 カ レ ン ト 切 り 抜き領域

（デフ ォル ト では無限定） が、 カレ ン ト 切 り 抜き領域 と パスで囲われた領域 と の交差部

分に と って替わられます。

> ただパス を終了。 見えないパスができ ます。 それでも PDF フ ァ イルの中には存在し て

います。 これが有用な場合は稀です。

直接パス 関数 PDF_moveto( ) ・ PDF_lineto( ) ・ PDF_rect( ) などを用いて、 カレ ン ト ページ

やその他の内容ス ト リ ーム （テンプレー ト ・ Type 3 グ リ フ記述など） へ書かれる直接パス

を構築する こ と も で き ます。 パス を構築し た直後に、 それを PDF_stroke ( ) ・ PDF_fill( ) ・

PDF_clip( ) のいずれか 1 つおよび関連する関数で処理する必要があ り ます。 これらの関数

はパス を消費し削除し ます。パス を複数回使 う 唯一の方法は、PDF_save( ) と PDF_restore( )
を用いる こ と です。

表 3.2 Acrobat の 小 ・ 大ページ寸法

PDF 表示ソ フ ト 小ページ寸法 大ページ寸法

userunit オプシ ョ ンな し

（デフ ォル ト ）

1/24" = 3 pt = 0.106 cm 200" = 14400 pt = 508 cm

userunit オプシ ョ ンあ り 3 ユーザー単位 14 400 ユーザー単位

userunit の 大値は 75 000 なので、 可能なページ寸法

は 大 14 400×75 000 ＝ 1 080 000 000 ポイ ン ト ＝ 381 

km



72 第 3 章 :  PDF 文書を作成 

直接パス を作成し ておいて上記の操作を何も適用し ない と エ ラーにな り ます。 PDFlib

のス コープ体系に従えば、 ク ラ イ アン ト はこの制約に自然に従 う こ と にな り ます。 パスの

書式属性 （色 ・ 線幅など） を変えたい場合はかな らず、 描画操作の開始前に行 う 必要があ

り ます。 こ の規則を一言で言えば 「パス記述の途中で、 書式を変えてはいけません」。

パス をただ作成し ただけではページには何も現れません。 塗 り か描線をパスに適用し

なければ目に見え る結果は得られません ：

p.set_graphics_option("strokecolor=red");
p.moveto(100, 100);
p.lineto(200, 100);
p.stroke();

たいていのグ ラ フ ィ ッ ク関数では、 カレン ト 点と い う 概念を利用し ています。 これは、 描

画に用いているペンの位置と捉え る こ と ができ ます。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの graphics/starter_graphics ト ピ ッ クにあ り ます。

3.2.4 パスオブジ ェ ク ト

パスオブジェ ク ト は、 直接パス よ り も便利で強力な ものです。 パス を構築する ためのすべ

ての描画操作をカプセル化し ます。 直接パス と異な り 、 パスオブジェ ク ト は、 PDF_delete_
path( ) を用いて明示的に破棄する まで複数回使用でき ます。パスに関する情報については

PDF_info_path( ) を用いて取得でき ます。 パスオブジェ ク ト を作成する方法は複数あ り ま

す ：

パスオブジ ェ ク ト を直接作成 PDF_add_path_point( ) を呼び出す と、 点群および紐付い

たパス要素群がパスオブジェ ク ト に追加されます。 この メ ソ ッ ド は、 新規に構築されたパ

ス に対 し て、 既存のパス オブジ ェ ク ト への参照を追加する こ と も で き ます。 PDF_add_
path_point( ) では、 パス構築を実現する ためのい く つかの便利なオプシ ョ ンを使えます。

以下のコード断片は、 円 1 個を持つシンプルなパスオブジェ ク ト を作成し、 それをページ

上の別々の 2ヶ所に描線し、 後にそれを削除し ます ：

path = p.add_path_point(  -1,   0, 100, "move", "");
path = p.add_path_point(path, 200, 100, "control", "");
path = p.add_path_point(path,   0, 100, "circular", "");

p.draw_path(path,   0,   0, "stroke");
p.draw_path(path, 400, 500, "stroke");
p.delete_path(path);

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの graphics/starter_graphics ト ピ ッ クにあ り ます。

パスオブジ ェ ク ト を画像のク リ ッ ピ ングパスから作成 TIFF または JPEG ラ ス ター画像

内に含まれている ク リ ッ ピングパス を、 PDF_info_image( ) と キーワード clippingpath を用

いて取得でき ます ：

image = p.load_image("auto", "image.tif", "clippingpathname={path 1} infomode");

path = (int) p.info_image(image, "clippingpath", "");
if (path == -1)

throw new Exception("エラー : クリッピングパスが見つかりません!");

p.draw_path(path, 0, 0, "stroke");

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/graphics/starter_graphics/
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こ れは、 任意のパス群を取 り 込むための簡便な方式を提供し ます。 画像本体のピ ク セル

データが必要ない場合には、 infomode オプシ ョ ンを用いて画像を読み込むこ と によ って

出力フ ァ イルサイ ズを減らすこ と も可能です。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クのgraphics/import_path_from_image ト ピ ッ クにあ り

ます。

パスオブジ ェ ク ト を SVG パス文法から作成 SVGパス文法を用いてパスオブジェ ク ト を

構築する こ と も可能です。 この文法は、 path エレ メ ン ト の d 属性に対し て必要な もの と

同じです （www.w3.org/TR/SVG11/paths.html#PathData を参照）。SVG グ ラ フ ィ ッ ク フ ァ イ

ル全体が必要なわけではな く 、 PDF_add_path_point( ) の svgpath オプシ ョ ンに与え るパス

記述を内容とする文字列があれば足 り ます。 パスが SVG フ ァ イルから直接由来し ている

場合には下向きの座標を使用し ているので、PDFlib で使 う ために合わせる必要があ り ます

（topdown ページオプシ ョ ンを指定し ている場合であって も）。 第一に、 scale={1 -1} を与え

る こ と によ ってパス をアン ミ ラーし ます。第二に、以下のコード断片のよ う に、PDF_info_
path( ) を使ってパスの外接枠の隅の座標を決定し、 望む位置にそれを配置し ます。 こ こ で

(x1, y1) は左下隅です ：

String svgPath="M 100 100 L 300 100 L 200 300 z";

/* 上記のSVGパス記述からパスオブジェクトを作成 */
int path = p.add_path_point(-1, 0, 0, "addpath", "svgpath = {" + svgPath + "} close");
String mirroropt = "scale= {1 -1}";

double corner_x = p.info_path(path, "x1", mirroropt);
double corner_y = p.info_path(path, "y1", mirroropt);
double target_x = 200, target_y = 500;

/* 選択した隅を、望む位置に配置。「topdown」ページオプションを用いている場合には

 (target_x-corner_x, target_y+corner_y)をかわりに使用。

*/
p.draw_path(path, target_x-corner_x, target_y-corner_y,

mirroropt + " stroke linewidth=3");

ク ッ クブ ッ ク A full code sample can be found in the Cookbook topic graphics/svg_path.

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの graphics/svg_path ト ピ ッ クにあ り ます。

パスオブジ ェ ク ト をオブジ ェ ク ト の外接枠から作成 配置された PDF ページ ・SVG グ ラ

フ ィ ッ ク ・ パス ・ ラ ス ター画像 ・ 表組み ・ 範囲枠 ・ テキス ト フ ロー ・ テキス ト 行を内包す

る長方形 （外接枠） を、 対応する PDF_info_*( ) メ ソ ッ ド を用いて抽出でき ます ：

optlist = "boxsize={400 300} fitmethod=clip matchbox={name=border}";
p.fit_image(image, 200, 150, optlist);

int path = (int) p.info_matchbox("border", 1, "boundingbox");
p.draw_path(path, 0, 0, "close stroke linewidth=10 strokecolor=red");
p.delete_path(path);

パスオブジ ェ ク ト を使用 パスオブジ ェ ク ト を作成または取得し た後には、 それを さ ま

ざまな目的に使えます ：

> PDF_draw_path( ) を用いて、ページ上でそのパスの塗 り ・ 描線を行なった り 、 パス を ク

リ ッ ピングパス と し て使用し た り する こ と ができ ます。

https://www.w3.org/TR/SVG11/paths.html#PathData
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/path_objects/import_path_from_image/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/path_objects/svg_path/
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> PDF_fit_textflow( ) を用いてそのパスに複数行テキス ト を回 り 込ませる ： テキス ト が任

意の形状の内部または外部を回 り こむよ う に組まれます （255 ページ 「9.2.11 テキス ト

をパス ・ 画像に回 り 込ませる」 参照）。

> PDF_fit_textline( ) を用いてそのパスの上にテキス ト を配置、すなわち、キ ャ ラ ク ター群

がそのパスの曲線に沿って並びます （235 ページ 「9.1.7 パス上テキス ト 」 参照）。

> PDF_add_table_cell( ) を用いてパスオブジェ ク ト 群を表セル内に配置。

3.2.5 テンプレー ト （フ ォーム XObject）

テンプ レー ト （PDF 内のフ ォーム XObject） PDFlib では、 技術用語でフ ォーム XObject
と呼ばれる PDF の機能に対応し ています。 しかし この用語は、 対話的なフ ォーム と まぎ

ら わしいため、 私達はこ の機能を 「テンプレー ト 」 と 呼びます。 PDFlib のテンプレー ト

は、 ページ外のバッ フ ァーと捉える こ と ができ、 そ こ ではテキス ト ・ ベク ト ル ・ 画像の操

作が行えます （ページ上で直接操作するのではな く ） 。 テンプレー ト ができ た ら、 それは

ラ ス ター画像のよ う に使 う こ と ができ、 任意の回数、 任意のページに貼 り 付ける こ と が可

能です。 画像同様、 テンプレー ト には拡縮や斜形化などの幾何学的変形を施すこ と ができ

ます。 1 つのテンプレー ト を複数のページで使った場合には （ないしは同じページで複数

回）、 テンプレー ト を構成する PDF オペレーターは実際には PDF フ ァ イル中に 1 回しか

書かれていないので、 PDF 出力フ ァ イルサイ ズの節約にな り ます。 テンプレー ト は、 複数

のページに繰 り 返し現れる ものに対し て推奨されます。 た と えば、 毎ページ同じ背景や、

企業ロ ゴや、 CAD ソ フ ト ・ 地図作成ソ フ ト の吐き出す図記号などです。 テンプレー ト は、

ク リ ッ ピングパス を持った ラ ス ター画像を複数回配置する場合にも推奨されます。テンプ

レー ト を作成するには以下の方法があ り ます ：

> PDF_begin_template_ext( ) で直接。

> ベク ト ルグ ラ フ ィ ッ ク から PDF_load_graphics( ) と templateoptionsオプシ ョ ンで間接的

に。

> ラ ス ター画像から PDF_load_image( ) と templateoptions オプシ ョ ンで間接的に。こ のオ

プシ ョ ンがない と、 PDF_load_image( ) は、 画像 XObject と い う 同様の PDF 構造を作成

し ます。

注 PDF_open_pdi_page( ) で取り込まれた PDF ページも PDF フ ォーム XObject を作成し ます

が、 これはテンプレー ト 関数ではな く PDI 関数で扱われます。

テンプレー ト は以下のよ う に利用でき ます ：

> PDF_fit_image( ) を用いてそのテンプレー ト をページ上または他のコ ンテンツ ス ト リ ー

ム上に配置 （後述） ：

> そのテンプレー ト によ って定義し た輝度ソ フ ト マス ク を用いてグ ラ フ ィ ッ ク ステー ト

を作成 （PDF_create_gstate( ) のオプシ ョ ン softmask のサブオプシ ョ ン template、 105

ページ 「4.9.2 ソ フ ト マス ク を用いて色を変え る」 参照）。

> SVG グ ラ フ ィ ッ ク を読み込む際のフ ォールバッ ク （背景） と し て （PDF_load_graphics( )
のオプシ ョ ン fallbackimage）。

> 注釈の体裁 と し て （PDF_create_annotation( ) のオプシ ョ ン template のサブオプシ ョ ン

normal/rollover/down）。

> 押しボタ ンフ ォームフ ィ ール ド の体裁 と し て （PDF_create_field( ) のオプシ ョ ン icon/
icondown/iconrollover）。

テンプ レー ト を PDFlib で作成 ・ 利用 テンプレー ト は、ラ ス ター画像と ま った く 同様に、

PDF_fit_image( ) メ ソ ッ ド でページ上または他のテンプレー ト 上に貼 り 付ける こ と ができ
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ます （221 ページ 「8.4 画像 ・ グ ラ フ ィ ッ ク ・ 取 り 込み PDF ページを配置」 参照）。 一般

に、 PDFlib でテンプレー ト を作成 ・ 活用する場合には以下のよ う なコード にな り ます ：

/* テンプレートを定義 */
template = p.begin_template_ext(template_width, template_height, "");
...いろいろなテキスト・ベクトル・グラフィック関数を用いてテンプレート上に描画...
p.end_template_ext(0, 0);
...
p.begin_page(page_width, page_height);
/* テンプレートを利用 */
p.fit_image(template, 0.0, 0.0, "");
...いろいろなページ描画操作を追加...
p.end_page();
...
p.close_image(template);

あ らゆる テキス ト ・ グ ラ フ ィ ッ ク ・ 色関数がテンプレー ト 上では使えます。 ただし、 以下

の関数は、 テンプレー ト を作成し ている間には使ってはいけません ：

> PDF_begin_item( ) と、さ まざまな関数の tag オプシ ョ ン：構造エレ メ ン ト はテンプレー

ト 内では作成でき ません。

> すべてのイ ン タ ラ ク テ ィ ブ関数 ： これらは、 配置し たい文書ページ上で定義し なけれ

ばな らず、 テンプレー ト の一部と し て生成する こ と はでき ません。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの general/repeated_contents ト ピ ッ クにあり ます。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/general/repeated_contents/
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3.3 PDF のパスワー ド セキュ リ テ ィ ー

3.3.1 PDF におけるパスワー ド セキュ リ テ ィ ー

PDF のパス ワード セキ ュ リ テ ィ ーは、 以下の保護機能を提供し ます ：

> ユーザーパス ワー ド （開 く パス ワー ド と も呼ばれます） が、 フ ァ イルを閲覧する ため

に開 く ために必要。 ユーザーパス ワー ド を持つフ ァ イルのみが、 ク ラ ッ キングか ら安

全です！

> マス ターパス ワー ド （所有者または権限パス ワー ド と も呼ばれます） が、 権限、 ユー

ザーまたはマス ターパス ワー ド と いったセキ ュ リ テ ィ ー設定を変更する ために必要で

す。 ユーザーパス ワー ド と マス ターパス ワー ド を持ったフ ァ イルは、 いずれかのパス

ワード を与え る こ と によ って、 閲覧するために開 く こ と ができ ます。

> 権限設定が、 PDF 文書に対する、 印刷やテキス ト 抽出と いった特定の操作を制限し ま

す。

> 添付パス ワー ド を、 文書自体の本体内容ではな く 、 フ ァ イル添付だけを暗号化する た

めに与え る こ と ができ ます。

PDF 文書がこのいずれかの保護機能を使用する場合には、 その文書は暗号化されます。

権限制限 PDF は、 文書の操作に関する さ ま ざまな制約を符号化する こ と ができ、 これ

は個別に許可し た り 禁止し た り する こ と ができ ます ：

> 印刷を許可 ： 印刷が許可されていなければ、 Acrobat の印刷ボタ ンは無効のま まにな り

ます。 Acrobat は、 低解像度印刷 （150 dpi） と高解像度印刷の区別に対応し ています。

低解像度印刷は、 ページのラ ス ター画像を生成し、 これは私的利用にのみ適し ていま

すが、 高解像度での複製ができ ないよ う になっています。 画像ベースの印刷は、 低い

出力品質 と なるのみな らず、印刷処理をかな り 遅 く させる こ と にも留意し て く ださい。

> 変更を許可 ： 以下の一覧は、 さ まざまな文書変更操作に対する制御を提供し ます ：

ページの挿入、削除、回転

フォームフィールドへの入力と既存の署名フィールドに署名

注釈の作成、フォームフィールドの入力と既存の署名フィールドに署名

ページの抽出を除くすべての操作

Adobe Reader が表示する権限制限は信頼でき ないこ と に留意し て く ださい。た と えば、

それはアセンブ リ 機能を持っていないので、文書内の実際の権限設定にかかわらず、つ

ねに 「文書アセンブ リ ： 許可し ない」 と表示し ます。

> 内容のコ ピーは、 「テキス ト 、 画像、 およびその他の内容のコ ピーを有効にする」 を通

じ て制御されます。 これは、 「スク リーン リーダーデバイスのテキス ト アクセスを有効

にする」 を用いて有効化する こ と もでき ますが、 PDF 2.0 では、 PDF リ ーダーはつね

にア ク セシビ リ テ ィ ーに対応するべき なので、 この設定は廃止済です。

文書に対し て、 「印刷を許可 ： な し」 と いったア ク セス制限を指定する と、 Acrobat 内の各

機能も無効にな り ます。 ただし、 これは他の PDF ビ ューアーでも そ う と は限 り ません。 ア

ク セス権限に従 う かど う かは、 PDF ツールの開発者次第なのです。

3.3.2 PDFlib を用いて PDF 文書をパスワー ド 保護

PDFlib は、PDF 文書を生成する際に、標準のセキ ュ リ テ ィ ー機能を適用する こ と ができ ま

す。 保護された PDF 文書から、 PDFlib+PDI か PDFlib Personalization Server （PPS） でペー

ジを取 り 込むには、 マス ターパス ワー ド か shrug オプシ ョ ンが必要です。 文書のプロパ
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テ ィ を pCOS イ ン ターフ ェ イ スで ク エ リ ーする際には、 pCOS モード で制御されます。 た

と えば、 XMP 文書データ ・ 文書情報フ ィ ール ド ・ しお り ・ 注釈内容は、 その文書がユー

ザーパス ワード を必要と し ない場合には （またはユーザーパス ワード のみが与え られた場

合には）、 マス ターパス ワード な しで取得でき ます。 これについては pCOS パス リ フ ァ レ

ン スでさ らに詳し く 説明し ています。

注 PDFlib GmbH 製品で PDF 文書を Reader 有効化する （たと えば Acrobat Reader で注釈を許

す） こ とはできません。

暗号化アルゴ リ ズムと キー長 パス ワー ド を用いて文書を保護する ために使用される暗

号化アルゴ リ ズム と キー長は、 PDF_begin_document( ) の compatibility オプシ ョ ンに従っ

て生成される文書の PDF バージ ョ ンに依存し ます ：

> PDF 1.4 ・ 1.5 ： 利用可能なセキ ュ アな暗号化アルゴ リ ズムがないので、 暗号化をサポー

ト し ていません。

> PDF 1.6 ・ PDF 1.7 ・ PDF 1.7ext3 ： AES-128 が使用されますが、 これらの PDF バージ ョ

ンでの暗号化は廃止済です。 PDF 1.7ext3 （Acrobat 9） に従った AES-256 は、 その既知

の脆弱性があ るので、 全 く 使用されません。

> PDF 1.7ext8 ・ PDF 2.0 ： Acrobat X/XI/DC に従った AES-256 が使用されます。 これが推

奨される アルゴ リ ズムです。デフ ォル ト の PDF 出力バージ ョ ンは PDF 1.7ext8 なので、

これがデフ ォル ト で使用されます。

パスワー ド を PDFlib で設定 パ ス ワ ー ド は、 PDF_begin_document( ) の userpassword ・

masterpassword オプシ ョ ンで設定でき ます。 PDFlib は、 生成される文書のためにク ラ イ

アン ト が与えたパス ワード と、 以下の方式で相互作用し ます ：

> ユーザーパス ワー ド か何ら かの権限制限が与え られていながら、 マス ターパス ワー ド

が与え られていない場合には、 通常のユーザーが簡単にセキ ュ リ テ ィ ー設定を変更す

る こ と ができ るので、 いかなる保護も無効と な り ます。 この理由から、 PDFlib はこの

状況をエラーと見な し ます。

> ユーザーパス ワー ド と マ ス ターパス ワー ド が同じ の場合には、 そのフ ァ イ ルのユー

ザー と 所有者の区別が もはやつかないので、 こ の場合も効果的な保護は無効 と な り ま

す。 PDFlib はこの状況をエラー と見な し ます。

> AES-256 ではUnicodeのパス ワード が許されますが、AES-128のパス ワード はLatin-1文

字集合に限られます。

> パス ワード は、AES-256 の場合には 127 UTF-8 バイ ト で、AES-128 の場合には 32 キ ャ ラ

ク ターで切 り 捨て られます。

権限を PDFlib で設定 操作制限は PDF_begin_document( ) の permissions オプシ ョ ンで設

定する こ と ができ ます。 それは操作制限の入った 1 個ないし複数の文字列で構成されま

す。 permissions オプシ ョ ンを設定する際には masterpassword オプシ ョ ン も設定し なけれ

ばな り ません。なぜな ら そ う でなければユーザーが簡単に権限設定を取 り 除けて し ま う か

らです。デフ ォル ト ではすべての操作が許可されています。操作制限を指定する と Acrobat

のその機能は無効にな り ます。操作制限はユーザーパス ワード な しで適用する こ と ができ

ます。 以下の例のよ う にスペースで区切れば、 複数の制限キーワード を指定する こ と もで

き ます ：

p.begin_document(filename, "masterpassword=abcd1234 permissions={noprint nocopy}");

表 3.3 に、 使え るすべての操作制限キーワード を挙げます。
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ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの general/permission_settings ト ピ ッ クにあ り ま

す。

暗号化フ ァ イル添付 添付フ ァ イルは、 それ以外は暗号化されていない文書の中にあっ

て も、 暗号化す る こ と が可能です。 こ れ を 実現す る には、 PDF_begin_document( ) で

attachmentpassword オプシ ョ ンを与えます。

表 3.3 PDF_begin_document( ) の permissions オプシ ョ ンに対する操作制限キーワー ド

キーワー ド 解説

noprint Acrobat が、 フ ァ イルの印刷を拒みます。

nomodify Acrobat が、 ユーザーによる フ ォームフ ィ ールドの追加やその他あらゆる変更を拒みます。

nocopy Acrobat が、 テキス ト やグラ フ ィ ッ クのコ ピーや抽出を拒み、 アクセシビ リ テ ィ ーイ ン ター

フ ェ イスを無効にし ます。 

noannots Acrobat が、 コ メ ン ト やフ ォームフ ィ ールドの追加 ・ 変更を拒みます。

noforms （noannots を暗黙に前提し ます） Acrobat が、 noannots が指定されていな く ても、 フ ォーム

フ ィ ールドへの記入を拒みます。

noaccessible （PDF 2.0 では廃止済であ り利用できません） Acrobat が、 アクセシビ リ テ ィ ーを目的と し た

テキス ト やグラ フ ィ ッ クの抽出を拒みます。

noassemble （nomodify を暗黙に前提し ます） Acrobat が、 nomodify が指定されていな く ても、 ページの

挿入 ・ 削除 ・ 回転やしお り ・ サムネールの作成を拒みます。 

nohiresprint Acrobat が、 高解像度印刷を拒みます。 noprint が指定されていない場合は、 印刷は 「画像

と し て印刷」 機能に制限されます。 すなわちその場合、 ページが低解像度に変換されたも

のを印刷する こ と しかできません。

plain-
metadata

暗号化文書でも、 文書のメ タデータ を暗号化し ないままにし ます。 これは XMP メ タデータ

にのみ影響し、 文書情報フ ィ ールド には影響し ません。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/general/permission_settings/
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3.4 XMP メ タ デー タ
文書情報フ ィ ール ド のかわ り と し て、 あ るいはそれに加え る も の と し て、 PDFlib は メ タ

データ を指定する ためのフ レーム ワーク と し て、 XMP （Extensible Metadata Platform） に

対応し ています。 XMP は ISO 16684-1:2012 と し て標準化されています。 PDFlib における

XMP 対応にはい く つかの側面があ り ますので、 以下説明し ます。

ク ッ クブ ッ ク シンプルな XMP サンプルが、ク ッ ク ブ ッ ク ト ピ ッ ク interchange/embed_xmp内にあり ます。

多 く の場合、 XMP は文書全体に メ タデータ を紐付け る ために用いられます。 文書レベル

メ タデータのほかに、 XMP はページ ・ フ ォ ン ト ・ 画像 ・ グ ラ フ ィ ッ ク ・ 画像 ・ 取 り 込み

PDF ページに対し て与え る こ と もでき ます。 これは、 さ まざまな メ ソ ッ ド の metadata オ

プシ ョ ンで実現でき ます。 た と えば ：

metadata={filename=info.xmp inputencoding=winansi}

この metadata オプシ ョ ンは、 完全な XMP メ タデータ ス ト リ ームないしはその一部分を

受け付けます。 PDFlib は、 ユーザーが与えた XMP メ タデータ を、 XML 規則と XMP/RDF

規則に従って検証し ます。 PDF/A の場合には、 カス タ ム XMP プロパテ ィ に対する追加規

則が適用されます ： 355 ページ 「12.2.8 PDF/A のための XMP 文書 メ タデータ」 を参照し

て く ださい。

内部 ・ 予約 XMP プロパテ ィ PDFlib は、 い く つかの XMP プロパテ ィ を内部的に作成し

ます。 た と えば CreationDate です。 他に、 PDF/A や PDF/X と いった さ まざまな PDF 企

画への準拠をシグナルする ために必須の XMP プロパテ ィ 群があ り ます。 内部プロパテ ィ

と規格関連識別プロパテ ィ は、 ユーザーが与え る XMP でオーバーラ イ ドする こ と はでき

ません。

文書情報フ ィ ール ド に対する自動 XMP 同期 PDF_begin/end_document( ) の autoxmp オ

プシ ョ ンが true の場合には、 PDFlib は、 PDF_set_info( ) に与え られた文書情報フ ィ ール ド

群 と、 い く つかの内部的に生成されたエン ト リ ー （CreationDate など） と を、 その対応す

る、 文書レベル XMP メ タデータ内のエン ト リ ー群へ同期し ます。

標準 XMP スキーマ群の う ちの 1 つの中にあ る よ く 知られたプロパテ ィ に対応する文書

情報フ ィ ール ド は、 適切な ス キーマ内に配置さ れます。 カ ス タ ム情報フ ィ ール ド は拡張

PDF （pdfx。 PDF/X と は無関係です） XMP スキーマ内に配置されますが、 PDF/A モード

では、 PDF/A ではカス タ ム XMP プロパテ ィ には拡張スキーマ記述が必須なので、 無視さ

れます。

XMP メ タ デー タ を転写 PDF 文書の大半ないしすべてのページが取 り 込まれた ものであ

る場合には、 XMP メ タデータがも し入力の中に存在し ていれば、 それを転写する こ と を

推奨し ます。 XMP メ タデータ を転写するには、 以下のコード断片を使います ：

if (p.pcos_get_string(indoc, "type:/Root/Metadata").equals("stream"))
{

xmp = p.pcos_get_stream(indoc, "", "/Root/Metadata");
p.create_pvf("/xmp/document.xmp", xmp, "");
optlist += " metadata={filename=/xmp/document.xmp}";

}

p.end_document(optlist);
p.delete_pvf("/xmp/document.xmp");

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/interchange/embed_xmp/
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3.5 連携フ ァ イル
注 連携フ ァ イルに関する さ らなる情報が、 PDF 協会が発行し た Application Note 0002 にあ

り ます （www.pdfa.org/resource/pdf-2-0-application-note-002-associated-files/）。

連携フ ァ イルはフ ァ イル添付と似ていますが、PDF 文書内の個別のオブジェ ク ト にデータ

を接続する ために使えます。 連携フ ァ イルを使 う と、 任意の形式のコ ンテンツを PDF の

オブジェ ク ト に紐付ける こ と ができ、 関係の種類も指定でき ます。 1 つないし複数のフ ァ

イルを 1 つのオブジェ ク ト と連携させる こ と が可能です。これはさ まざまな API メ ソ ッ ド

のオプシ ョ ン associatedfiles を用いて実現でき ます。

連携フ ァ イルは、PDF_load_asset( ) を用いて読み込む必要があ り ます。通常のフ ァ イル

添付と異な り 、 連携フ ァ イルはデフ ォル ト では Acrobat の添付ペーンに リ ス ト されていま

せん。 アセ ッ ト をオプシ ョ ン documentattachment を用いて読み込む と、 その連携フ ァ イ

ルは文書添付の リ ス ト に入 り ます。 その結果、 この連携フ ァ イル （群） は添付の一覧で見

え る よ う にな り ます。 これらのフ ァ イルは、 オプシ ョ ン external=true を与えていない限

り 、 生成される PDF 文書の中に埋め込まれます。

連携フ ァ イルは PDF 2.0 の一部ですが、PDF/A-3 で導入されてお り 、そち らは連携フ ァ

イルに以下の制限を課し ます ：

> 埋め込んでいない外部フ ァ イルへの参照、 すなわち external=true は許されません。

> 連携フ ァ イルを構造 ヒ エラルキー （文書オプシ ョ ン structureassociatedfiles） と XMP メ

タデータに対し て使 う こ と は許されません。

連携フ ァ イルに対応し ているすべての API メ ソ ッ ド と オプシ ョ ンを表 3.4 に挙げます。 用

途では relationship オプシ ョ ンのよ く あ る値にも言及し ています。

表 3.4 associatedfiles オプシ ョ ンまたはサブオプシ ョ ンに対応し ている API メ ソ ッ ド

API メ ソ ッ ド フ ァ イルの連携対象 用途の例

PDF_end_document( ) 文書全体 ZUGFeRD と Factur-X は、 そのイ ンボイスの

XML 版を PDF/A-3 文書内へ埋め込みます

（relationship=Alternative）。

その文書に対し て、 ワー ド プロセ ッサーかスプ

レ ッ ド シー ト の元フ ァ イル

（relationship=Source）

PDF_begin/end_page_ext( ) ページ ベンダー独自の PieceInfo 辞書に対する代替と

し て連携フ ァ イルが機能し えます

PDF_begin/end_document( ) ・

PDF_begin/end_page_ext( ) な

どオプシ ョ ン metadata を

持つ API メ ソ ッ ド

XMP メ タデータ XMP メ タデータに対し てスキーマ記述

（relationship=Schema）

PDF_load_graphics( ) で
templateoptions

PDF_open_pdi_page( )

PDF_begin_template_ext( )

テンプレー ト か取り込んだペー

ジのために作ったフ ォーム

XObject、 またはグラ フ ィ ッ ク

図表に対し て生データ、 表に対し て CSV デー

タ、 グラ フに対し て生の測定データ

（relationship=Data）。

数式に対し て MathML 表現

（relationship=Alternative）

PDF_load_image( ) 取り込んだ画像のために作った

画像 XObject

画像に対し てソースデータ

（relationship=Source）

https://www.pdfa.org/resource/pdf-2-0-application-note-002-associated-files/
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ク ッ クブ ッ ク 連携 フ ァ イルを文書内の さ ま ざ ま なオ ブ ジ ェ ク ト につな ぐ完全な コ ー ド サン プルが、

PDFlib ク ッ ク ブ ッ クの ト ピ ッ ク interchange/associated_files 内にあり ます。 PDF 文書か

ら 連携 フ ァ イ ル を 取得す る コ ー ド サ ン プ ルが、 PDFlib ク ッ ク ブ ッ ク の ト ピ ッ ク

interchange/retrieve_associated_files 内にあ り ます。

以下のコード 断片は、 フ ァ イルアセ ッ ト を読み込んで、 それをページに連携し、 その際に

その関係を Data と指定し ています ：

af = p.load_asset("Attachment", af_filename, "relationship=Data");

if (af == -1) {
throw new Exception("エラー : " + p.get_errmsg());

}

p.begin_page_ext(0, 0, "associatedfiles={" + af + "} width=a4.width height=a4.height");

PDF_create_annotation( ) 注釈 （type=FileAttachment でオ

プシ ョ ン attachment を用いた場

合には、 埋め込んだフ ァ イルは

かわり にページに連携し ます）

リ ッ チ メ デ ィ ア注釈か 3D 注釈に対し てソース

データ （relationship=Source）

PDF_begin_item( )、 またはさ

まざまな メ ソ ッ ドの tag オ

プシ ョ ン

論理構造ヒ エラルキー内の構造

エレ メ ン ト

レスポンシブ PDF は、 HTML ・ SVG ・

JavaScript ・ CSS を埋め込むこ とによ って、 他

の形式へ変換された際にその構造エレ メ ン ト の

内容にス タ イル付けを し ます

（relationship=Alternative か Supplement）

PDF_end_document( ) で
structureassociatedfiles

論理構造ヒ エラルキー全体 その構造ツ リーを他の形式へ変換するための補

足情報 （relationship=Supplement）

PDF_begin/end_dpart( ) DPart ヒ エラルキー内の文書部分 その文書パー ト に関する追加情報

（relationship=Supplement）

表 3.4 associatedfiles オプシ ョ ンまたはサブオプシ ョ ンに対応し ている API メ ソ ッ ド

API メ ソ ッ ド フ ァ イルの連携対象 用途の例

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/interchange/associated_files/
https://www.pdflib.com/pcos-cookbook/interchange/retrieve_associated_files/
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4 色と透過
ク ッ クブ ッ ク 色空間は、塗 り 操作と描線操作に対し てそれぞれ別個に指定でき ます。た と えば fillcolor ・

strokecolor オプシ ョ ンを使用し ます。PDF において色空間は画像に対し て も使用されます

が、 PDFlib は通常、 画像の色空間を自動的に決定し ます。 ただし カ ラー関連のオプシ ョ ン

が PDF_load_image( ) で与え られた場合を除き ます。

ク ッ クブ ッ ク カ ラー処理のコー ド サンプルがPDFlib ク ッ ク ブ ッ クのcolorカテゴ リーにあ り ます。color/

starter_color サンプルにすべての色空間の使用が演示されています。

4.1 デバイ ス色空間
デバイ ス独自の色空間は、 おそ ら く 、 色を記述する ために も広 く 用いられる手段です。

名前の とお り 、 これは、 あ る特定のデバイ スによ って解釈される もの と し て色を記述し ま

す。 デバイ スの例と し てはモニターやプ リ ン ターや印刷機などです。 デバイ ス独自カ ラー

は、 どのデバイ スで出力を行 う かによ って、 見た目が異な り ます。 この望ま し く ない性質

があ るので、 デバイ ス カ ラーは、 PDF/A と PDF/X においては、 直接的には許されておら

ず、然るべき出力イ ンテン ト ICC プロ フ ァ イルかデフ ォル ト 色空間 と と もにのみ使用が許

されます。

グレースケール色空間 グレースケールカ ラーは、 色空間キーワード gray を用いて要求

する こ と ができ、1 個のグレー値です。 グレー値は 0 ＝黒から 1 ＝白までの範囲です。例：

p.set_graphics_option("fillcolor={{ gray 0.5 }");

RGB 色空間 加法的な RGB 色空間の色は、 赤 ・ 緑 ・ 青の成分を混ぜて作られます。 RGB

カ ラーは、 色空間キーワード rgb を用いて要求する こ と ができ、 赤 ・ 緑 ・ 青の割合を指定

する範囲 0 ～ 1 の 3 個の RGB 値であ り 、 (0, 0, 0) ＝黒、 (1, 1, 1) ＝白にな り ます。 広 く 用い

られている範囲 0 ～ 255 の RGB カ ラー値を、 PDFlib が要求する範囲 0 ～ 1 へスケールす

るには、 255 で割る必要があ り ます。

数値で RGB 値を指定せず、その HTML 名または 16 進値で RGB カ ラーを指定する こ と

もでき ます。 例 ：

p.set_graphics_option("fillcolor={{ rgb 1 0 0 }");
p.set_graphics_option("fillcolor=pink");
p.set_graphics_option("fillcolor={#FFC0CB})";

CMYK 色空間 減法的な CMYK 色空間の色は、 シアン ・ マゼン タ ・ イエロー・黒 （「キー」）

の成分を混ぜて作られます。 CMYK 値は、 色空間キーワード cmyk を用いて要求する こ と

ができ、 シアン ・ マゼン タ ・ イエロー ・ 黒を表す範囲 0 ～ 1 の 4 個の CMYK 値であ り 、 0

＝色な し、 1 ＝色フルを表し ます。 (0, 0, 0, 0) ＝白、 (0, 0, 0, 1) ＝黒にな り ます。 CMYK カ

ラーの極性はグレースケール・RGB カ ラーと は異なっている こ と に注意し て く ださい。例：

p.set_graphics_option("fillcolor={{ cmyk 0 1 0 0 }");

こ の CMYK 色空間の特質 と し て、 CMYK オブジ ェ ク ト のオーバープ リ ン ト 動作を、

overprintmode オプシ ョ ンを用いて制御でき る と い う こ と があ り ます （107 ページ 「 CMYK

カ ラーに対するオーバープ リ ン ト モード」 参照）。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/color/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/color/starter_color/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/color/starter_color/
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デバイ ス カ ラーをデフ ォル ト 色空間を用いてデバイ ス独立カ ラーへマ ッ プ デ バ イ ス

色空間は、 デバイ ス独立色空間へ、 デフ ォル ト 色空間を用いてマ ッ プする こ と が可能で

す ： 詳し く は 87 ページ 「 デバイ ス カ ラーを ICC ベースの色空間へマ ッ プ」 を参照し て く

ださい。 これは、RGB または CMYK の画像またはグ ラ フ ィ ッ ク など、デバイ ス独自カ ラー

を有するデータが、 PDF/A または PDF/X の中で、 合致する出力イ ンテン ト を持たずに使

用されている場合に有用です。
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4.2 ICC プロ フ ァ イルによ る色管理
イ ン ターナシ ョ ナル カ ラー コ ン ソーシアム （ICC） は、 入力デバイ スや出力デバイ スの

色の特徴を指定する ためのフ ァ イル形式を定義し ま し た。 PDFlib は、 ICC プロ フ ァ イル と

レ ンダ リ ング イ ンテン ト によ る色管理に対応し ています。 ICC プロ フ ァ イルは、 色管理さ

れたワーク フ ローと、 PDF/X ・ PDF/A と いった多 く の PDF 規格において、 重要な役割を

担います。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルが、 starter_color サンプルと ク ッ ク ブ ッ クの color/iccprofile_to_

image ト ピ ッ クにあり ます。

4.2.1 ICC プロ フ ァ イルを読み込む

注 よ く ある印刷条件のためのICCカ ラープロ フ ァ イル群への推奨と リ ン クがwww.pdflib.com
で入手可能です。

受け入れ可能な ICC プロ フ ァ イル ICC プ ロ フ ァ イ ル を 読み込むには PDF_load_
iccprofile( ) を用います。 プロ フ ァ イルは、 そのプロ フ ァ イルの ICC バージ ョ ン番号 ・ デバ

イ ス ク ラ ス ・ データ色空間によ って定ま る条件を満たす必要があ り ます。 PDF 1.4 は ICC

プロ フ ァ イルバージ ョ ン 2.x に対応し てお り 、 PDF 1.5 以上は ICC プロ フ ァ イルバージ ョ

ン 4.x に対応し ています。 表 4.1 に、 ICC プロ フ ァ イルに関するデバイ ス ク ラ ス とデータ

色空間に関する、 その用途に応じ た追加の要請を詳述し ます。

ICC プロ フ ァ イルを検索 PDFlib は、PDF_load_iccprofile( ) に与え られた profilename 引数

を用い、 以下の手順を踏んで ICC プロ フ ァ イルを検索し ます ：

> profilename=sRGB な らば、PDFlib はその内部 sRGB プロ フ ァ イル （後述） を用い、検索

は打ち切られます。

> ICCProfile リ ソースカテゴ リ ー内にprofilename と い う 名前の リ ソースがあ るかど う かを

チェ ッ ク し ます。 も し あれば、 その値を フ ァ イル名 と し て以下の手順で用います。 そ

のよ う な リ ソースがない場合は、 profilename をフ ァ イル名 と し て直接用います。

> 前の手順で決定されたフ ァ イル名を用い、以下の組み合わせを 1つずつ順に試し てみる

こ と によ り 、 デ ィ ス ク上のフ ァ イルを検索し ます ：

<ファイル名>

<ファイル名>.icc

<ファイル名>.icm

<colordir>/<ファイル名> （Windows・macOSのみ）

表 4.1 さ まざまな用途に対する ICC プロ フ ァ イルの要請

ICC プロ フ ァ イルの用途 （詳し く は表 4.2 を参

照）

デバイスク ラス データ色空間

PDF/X-3/4 のための出力イ ンテン ト prtr グレー ・ RGB ・ CMYK

PDF/X-5n のための出力イ ンテン ト prtr xCLR （n 色）

PDF 2.0 ・ PDF/A のための、 文書レベルかペー

ジレベルの出力イ ンテン ト

prtr ・ mntr グレー ・ RGB ・ CMYK

透過グループ色空間 prtr ・ mntr ・ scnr ・ spac グレー ・ RGB ・ CMYK

ICC プロ フ ァ イルのその他すべての用途 prtr ・ mntr ・ scnr ・ spac グレー ・ RGB ・ CMYK ・ Lab

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/color/iccprofile_to_image/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/color/iccprofile_to_image/
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<colordir>/<ファイル名>.icc （Windows・macOSのみ）

<colordir>/<ファイル名>.icm （Windows・macOSのみ）

Windows では colordir は、オペレーテ ィ ングシステムがデバイ ス依存 ICC プロ フ ァ イル

を格納 し てい る デ ィ レ ク ト リ ーを示 し ます （た と えば C:\Windows\System32\spool\
drivers）。 macOS では colordir と し て以下のパスが試みられます ：

/System/Library/ColorSync/Profiles
/Library/ColorSync/Profiles
/Network/Library/ColorSync/Profiles
~/Library/ColorSync/Profiles

sRGB 色空間と sRGB ICC プロ フ ァ イル PDFlib は、 sRGB と い う 標準的な RGB 色空間に

対応し ています。 これは、 デジ タルカ メ ラのよ う な消費者向け RGB デバイ スやカ ラープ

リ ン ター・モニ ターのよ う な事務機器における簡単な色管理のために広 く 利用されていま

す。PDFlib はそれに必要な ICC プロ フ ァ イルデータ を内蔵し ています。ですから sRGB プ

ロ フ ァ イ ル を明示的に構成す る 必要はあ り ま せん。 こ れ を利用す る には、 PDF_load_
iccprofile( ) を profilename=sRGB で呼び出し ます。便利なシ ョ ー ト カ ッ ト と し て、PDF_load_
iccprofile( ) で作成された ICC ハン ド ルが期待されるすべての場所において、かわ り にキー

ワード srgb を与え る こ と も でき ます。 画像フ ァ イルの中に ICC プロ フ ァ イルが埋め込ま

れていなければ、こ のsRGBプロ フ ァ イルがRGB画像に対し てデフ ォル ト で適用されます。

sRGB プロ フ ァ イルは、 デバイ ス ク ラ ス mntr （出力デバイ ス） に属し ます。 すなわち、

これは PDF/A に対する出力イ ンテン ト と し ては使用でき ますが、 PDF/X に対する出力イ

ンテン ト と し ては使用でき ません。

4.2.2 ICC プロ フ ァ イルを使用

PDFlib は表 4.2 に挙げる用途のための ICC プロ フ ァ イルに対応し ています。

表 4.2 ICC プロ フ ァ イルのさ まざまな用途

用途 関係する API メ ソ ッ ド ・ オプシ ョ ン

ページ上のテキス ト とベク ト ルグラ フ ィ ッ クに

ICC ベースの色空間を設定

PDF_set_option( ) で iccprofilegray/rgb/cmyk　 および

PDF__setcolor( ) で colorspace=iccbasedgray/rgb/cmyk

色オプシ ョ ンで iccbased キーワー ド

取り込んだ画像に ICC プロ フ ァ イルを適用 PDF_load_image( ) ： オプシ ョ ン iccprofile

画像に埋め込まれた ICC プロ フ ァ イルを処理ま

たは無視

PDF_load_image( ) ： オプシ ョ ン honoriccprofile

画像に埋め込まれた ICC プロ フ ァ イルを ク エ

リー

PDF_info_image( ) で keyword=iccprofile

グレースケースか RGB か CMYK データ を ICC

ベースの色空間へマ ッ プするためのデフ ォル ト

色空間を設定

PDF_begin_page_ext( ) ・ PDF_begin_template_ext( ) ・ PDF_begin_

pattern_ext( ) ・ PDF_begin_font( ) ： オプシ ョ ン defaultgray/
defaultrgb/defaultcmyk

PDF/X または PDF/A 文書の出力イ ンテン ト を、

参照または埋め込み ICC プロ フ ァ イルで指定

PDF_load_iccprofile( ) ： オプシ ョ ン usage=outputintent

PDF 2.0 のページレベルの出力イ ンテン ト を、 埋

め込み ICC プロ フ ァ イルで指定

PDF_begin_page_ext( ) ： オプシ ョ ン outputintents
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画像 （ICC タ グ付き画像） 内の埋め込みプロ フ ァ イルを用いる 画像のなかには、 その

画像のカ ラー値の特徴を記述し た ICC プロ フ ァ イルが埋め込まれている ものがあ り ます。

た と えば、埋め込まれた ICC プロ フ ァ イルは、画像データの生成に用いられたスキ ャナー

の色特性を記述する こ と ができ ます。 PDFlib は、 JPEG ・ JPEG 2000 ・ PNG ・ TIFF 画像フ ァ

イル形式の中に埋め込まれた ICC プロ フ ァ イルを処理し ます。 honoriccprofile オプシ ョ ン

が true に設定されている場合 （デフ ォル ト ではそ う なっています）、 画像内に埋め込まれ

ている ICC プロ フ ァ イルはその画像から抽出され、 PDF 出力内に埋め込まれます。

PDF_info_image( ) のキーワー ド iccprofile を使 う と、 画像内に埋め込まれているプロ

フ ァ イルに対する ICC プロ フ ァ イルハン ド ルを得る こ と ができ ます。 これは、 同じプロ

フ ァ イルを複数の画像に適用する必要があ る場合に有用です。

未知の ICC プロ フ ァ イル内の色成分数をチェ ッ クするには icccomponents オプシ ョ ン

を用います。

外部 ICC プロ フ ァ イルを画像に適用 画像に埋め込まれている ICC プロ フ ァ イルを使 う

のではな く 、 外部プロ フ ァ イルを各画像に適用する こ と も でき ます。 そのためには PDF_
load_image( ) の iccprofile オプシ ョ ンでプロ フ ァ イルハン ド ルを与えます。

ページ記述に対し て ICC ベース色空間 テ キ ス ト やベ ク ト ルグ ラ フ ィ ッ ク の カ ラ ー値

は、 ICC ベースの色空間で直接指定する こ と ができ ます。 色オプシ ョ ンで、 ICC プロ フ ァ

イルをハン ド ルで指定し、 その後に続けて色要素を然るべき数だけ （た と えば CMYK プ

ロ フ ァ イルな ら 4 要素） 指定し ます ：

icchandle = p.load_iccprofile("myCMYK", "usage=iccbased errorpolicy=exception");
p.set_graphics_option("fillcolor={iccbased=" + icchandle + " 0 1 0 0}";

あ るいは、 色空間を、 グ ローバルな iccprofilegray ・ iccprofilergb ・ iccprofilecmyk オプシ ョ

ンの う ちいずれか1つへの値と し て ICCプロ フ ァ イルハン ド ルを与え る こ と によ って設定

する こ と も可能です。 その後、 ICC ベースのカ ラー値を、 色オプシ ョ ンか PDF_setcolor( )
に対し て、 iccbasedgray ・ iccbasedrgb ・ iccbasedcmyk のいずれかの色空間キーワード と と

もに与え る こ と ができ ます。

デバイ ス カ ラーを ICC ベースの色空間へマ ッ プ PDFには、デバイ ス依存なグレー・RGB・

CMYK カ ラーをデバイ ス独立な ICC ベースの色へマ ッ プする機能があ り ます。 これを利

用する と、 そのま まではデバイ ス依存なカ ラー値に対し て、 正確な測色指定を与え る こ と

透過 ・ ブレン ド モー ドのためのブレン ド色空間

を指定

PDF_begin/end_page_ext( ) ・ PDF_open_pdi_page( ) ・ PDF_begin_

template_ext( ) ・ PDF_load_graphics( ) で templateoptions ： オプ

シ ョ ン transparencygroup、 サブオプシ ョ ン colorspace

スポ ッ ト カ ラーのための代替色空間 PDF_set_graphics_option( ) ： 色オプシ ョ ンでキーワー ド

spotname と iccbased 代替色、 または PDF_set_graphics_

option( ) でオプシ ョ ン fillcolor の後に PDF_makespotcolor( )。

DeviceN カ ラーのための代替色空間 PDF_create_devicen( ) ： オプシ ョ ン alternate でサブオプシ ョ

ン iccbased

ICC プロ フ ァ イル内の色成分の数を クエ リー PDF_get_option( ) でキーワー ド icccomponents

表 4.2 ICC プロ フ ァ イルのさ まざまな用途

用途 関係する API メ ソ ッ ド ・ オプシ ョ ン
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がで き ます。 こ れを実現す る には、 PDF_begin_page_ext( ) ・ PDF_begin_template_ext( ) ・

PDF_begin_pattern_ext( ) ・ PDF_begin_font( ) の defaultgray ・ defaultrgb ・ defaultcmyk オプ

シ ョ ンに、然るべき ICC プロ フ ァ イルハン ド ルを与えます。以下の例は、sRGB 色空間を、

ページ上のテキス ト ・ 画像 ・ ベク ト ルグ ラ フ ィ ッ ク のデフ ォル ト RGB 色空間と し て設定

し ます ：

p.begin_page_ext(595, 842, "defaultrgb=srgb");

デフ ォル ト 色空間が外部 ICC プロ フ ァ イルに由来する場合には、プロ フ ァ イルハン ド ルを

まず作成する必要があ り ます ：

/* ICCプロファイルハンドルを作成 */
icchandle = p.load_iccprofile("myRGB", "usage=iccbased errorpolicy=exception");
p.begin_page_ext(595, 842, "defaultrgb=" + icchandle);

出力イ ンテン ト プロ フ ァ イル 出力デバイ スのプ ロ フ ァ イルを用いて、 PDF 2.0 ま たは

PDF/X または PDF/A 文書のための出力条件を指定する こ と ができ ます。 そのためには、

PDF_load_iccprofile( ) で usage=outputintent を指定し ます。 PDF/A に対し ては、 プ リ ン

ターまたはモニ タープロ フ ァ イルを出力イ ンテン ト と し て指定でき、 PDF/X ではプ リ ン

タープロ フ ァ イルのみ許されます。詳し く は 358 ページ 「12.3 PDF/X によ る印刷出力」 と

346 ページ 「12.2 PDF/A によ る アーカ イ ビング」 を参照し て く ださい。

4.2.3 高度な色管理制御

PDFlib アプ リ ケーシ ョ ンはデバイ ス独立なカ ラー値を指定でき ますが、あ る特定の出力デ

バイ スにおいて、 その色を正確に再現でき ない こ と があ る か も しれません。 こ の場合に

は、 何ら かの妥協が行われる必要があ り ます。 こ の処理を色域圧縮 と いいます。 これは、

色の範囲を、 そのデバイ スによ って再現可能な、 よ り 狭い範囲へ縮める処理です。 PDF は

こ の処理を細か く 調整する制御をい く つか提供し ています。

レ ンダ リ ングイ ンテン ト レ ンダ リ ング イ ンテン ト は、 個別の画像に対し て、 PDF_load_
image( ) に renderingintent オプシ ョ ンを与え る こ と によ って指定でき ます。 レ ンダ リ ング

イ ン テ ン ト は、 テ キ ス ト と ベ ク ト ルグ ラ フ ィ ッ ク に対 し て も、 PDF_create_gstate( ) に

renderingintent オプシ ョ ンを与え る こ と によ って指定でき ます。利用可能なすべてのレ ン

ダ リ ング イ ンテン ト を表 4.3 に挙げます。

表 4.3 利用可能なレンダ リ ングイ ンテン ト

イ ンテン ト 説明 典型的用途

Auto レンダ リ ングイ ンテン ト を PDF フ ァ イル内で一切指定

せず、 デバイスのデフ ォル ト イ ンテン ト をかわり に使

用

ページ内容に関し て充分な情報が

得られません

AbsoluteColorimetric デバイスの白色点 （紙色の白など） に対し補正を一切

行わない。 色域外の色は、 デバイスの色域の中で も

近い値へマ ッ プ されます。

ベタ色の正確な再現。 それ以外の

用途には推奨されません

RelativeColorimetric 色データ をデバイスの色域へ圧縮。 白色点を互いに

マ ッ プ し ます （すなわち、 も明るい色はたいてい白

紙色によ って実現されます）。 それ以外の色は若干シ フ

ト される こ とにな り ます。

ベク ト ルグラ フ ィ ッ ク

Saturation 色の彩度を温存。 カ ラー値はシ フ ト される場合があ り

ます。

ビジネスグラ フ ィ ッ ク
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黒点補償 黒点補償は、 も暗い色が、出力デバイ スが出せる も暗い色へマ ッ プされる

よ う 、 色変換を調整し ます。 これは RelativeColorimetric レ ンダ リ ング イ ンテン ト が白につ

いて出すの と同様の効果を黒について出すものです。 それは も明るい色を、 出力デバイ

スが出せる も明るい色へマ ッ プする ものだからです。

黒点補償は、 コ ン ト ラ ス ト を高める こ と によ って画像の質を向上させる可能性があ り

ます。 PDF 2.0 でのみ利用可能であ り 、 PDF_create_gstate( ) の useblackptcomp オプシ ョ ン

でのみ有効化でき ます。

PerceptualColor 色の関係を温存。 見た目の美し さ を優先し て、 色域内

の色も色域外の色も変更し ます。

現実画像

表 4.3 利用可能なレンダ リ ングイ ンテン ト

イ ンテン ト 説明 典型的用途
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4.3 デバイ ス独立な CIE L*a*b* カ ラー
ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルが starter_color サンプル内にあ り ます。

デバイ ス独立なカ ラー値を、 CIE 1976 L*a*b* 色空間 （略し て Lab） において指定する こ と

ができ ます。 こ の L*a*b* 色空間における色は、 3 個の値 L ・ a ・ b によ って指定されます

（図 4.1 参照）。 輝度 （または明度） L は 0 ～ 100 の範囲にわた り ます。 値 a と b は範囲 -

128 ～ 127 で色彩を記述し ます。 値 a は緑 （-128） から マゼン タ レ ッ ド （+127） までの範

囲にわた り 、 値 b は青 （-128） から黄色 （+127） までの範囲にわた り ます。 正の数は暖

色 （黄色 ・ マゼン タ レ ッ ド） を記述し、 負の数は寒色 （緑 ・ 青） を記述し ます。 a ・ b 軸

の交点 （a=b=0） は無彩色のグレー値を記述し、 黒 (0, 0, 0) から白 (100, 0, 0) までの範囲

にわた り ます。

この Lab 色空間の重要な特性と し て、 RGB ・ CMYK と異な り 、 知覚的に一様であ る と

い う こ と があ り ます。 すなわち、 色ど う しの数値の差が等し ければ、 その視覚的な差も等

し く な り ます。 これによ って、 複数の色の混ぜ合わせの計算がはるかに簡単にな り ます。

各色の Lab 値の加重平均を と ればよいからです。96 ページ 「 Lab 代替空間を持ったスポ ッ

ト カ ラー群に基づ く DeviceN 色空間」 ではこのこ と を利用し て PostScript 変換関数を生成

し ます。

Lab 値は、 白色点 も あわせて指定さ れている場合にのみ、 絶対的な色を指定し ます。

PDFlib は、 白色点と し て、 標準光源 D50 （日中光 5000 K、 2゜ 測定者） を使用し ます。

PDFlib は Lab 色空間に以下のよ う に対応し ています ：

> Lab カ ラーをテキス ト ・ ベク ト ルグ ラ フ ィ ッ ク に使用するには、 色オプシ ョ ン と PDF_
setcolor( ) において、色空間キーワード lab と、L・a・b 値の 3 個の数値を用います。例：

p.set_graphics_option("fillcolor={lab 100 0 0}");

PDF/A モード では、 デフ ォル ト の黒の塗 り ・ 描線色は、 出力イ ンテン ト が指定されて

いなければ、 デバイ ス独立な Lab (0, 0, 0) と し て指定されます。

> PDFlib は内蔵データベースにおいて、すべての HKS・Pantone スポ ッ ト カ ラーの代替カ

ラー値に Lab 色空間を使用し ています。

> Lab 色空間を用いた TIFF 画像を取 り 込めます。

> Lab 色空間を用いた ICC プロ フ ァ イルを、PDF_load_iccprofile( ) を用いて読み込めます。

ただし、 出力イ ンテン ト と し て使用し よ う とする場合、 または transparencygroup オプ

シ ョ ンに使用し よ う とする場合を除き ます。 なぜな ら PDF はこれらの箇所では Lab を

許さ ないからです。

図 4.1 CIE L*a*b* 色空間
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4.4 Pantone ・ HKS ・ カ ス タムスポ ッ ト カ ラー
ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルが、 starter_color サンプルと ク ッ ク ブ ッ クの color/spot_color ト

ピ ッ クにあ り ます。

スポ ッ ト カ ラーのための Separation 色空間 PDFlibはスポ ッ ト カ ラーに対応し ています

（技術的には PDF では Separation 色空間 と し て知られます）。 スポ ッ ト カ ラー と は、 プロ

セス カ ラーの混色領域外にあ る カス タ ムカ ラーの印刷に用いられる ものです。スポ ッ ト カ

ラーは名前で指定され、 PDF では代替色を伴 う 必要があ り ます。 こ の代替色は、 そのス

ポ ッ ト カ ラーに近い色が選ばれますが、 ま った く 同じ色ではあ り ません。PDF ビ ューアー

や RIP は、 こ の代替色を用いて、 画面表示やスポ ッ ト カ ラー非対応機 （事務用プ リ ン ター

など） への印刷を行います。 印刷機では、 要求されたスポ ッ ト カ ラーが適用され、 文書内

で用いられているその他すべてのプロセス カ ラーと と もに印刷されます。

PDFlib は、 さ ま ざ まな組み込みスポ ッ ト カ ラーラ イ ブ ラ リ ーに対応し てお り 、 かつ、

カス タ ム （ユーザー定義） スポ ッ ト カ ラーにも対応し ています。 スポ ッ ト カ ラー名が PDF_
makespotcolor( ) によ って要求される と、 PDFlib はまず、 その要求されたスポ ッ ト カ ラー

が PDFlib 組み込みラ イブラ リ ーの う ちのいずれかの中で見つかるかど う かをチェ ッ ク し

ます。 も し見つかれば、 PDFlib は代替色に関し て、 内蔵の Lab 値を用います。 見つから な

い場合、 そのスポ ッ ト カ ラーはユーザー定義色と見な されるので、 ク ラ イ アン ト 側でそれ

に対し て適切な代替カ ラー値を、 カ ラーオプシ ョ ン群の spotname カ ラーキーワー ド で

（あ るいは PDF_setcolor( ) を使用の際にはカレ ン ト 塗 り 色を通じ て） 与え る必要があ り ま

す。 スポ ッ ト カ ラーには濃度を指定する こ と もでき ます。 すなわち、 0 ＝色な し＝白から

1 ＝ 大濃度ま での色濃度を指定す る パーセ ン ト 値 と と も に用い る こ と がで き ます。

Separation 色空間はつねに減法的です （RGB のよ う な加法的な色空間では 0 ＝黒になるの

と 異な り ） 。 ス ポ ッ ト カ ラーが定義さ れた ら、 それを用いて、 テキ ス ト ・ ベク ト ルグ ラ

フ ィ ッ ク を描 く こ と も で き ますし、 グ レース ケール画像に着色する こ と も で き ますし、

シェーデ ィ ングを構築する こ と もでき ます。 なお、 画像にスポ ッ ト カ ラーで着色する際に

は、 PDFlib はその色の極性を自動的に反転させます （197 ページ 「 グレースケール画像に

スポ ッ ト カ ラーで着色」 参照）。

デフ ォル ト では、 組み込みスポ ッ ト カ ラーはカ ス タ ム代替値で再定義する こ と はでき

ません。 この動作は、 PDF_set_option( ) の spotcolorlookup オプシ ョ ンを用いて変更する こ

と もでき ます。 これを使 う と、 古いアプ リ ケーシ ョ ンが異なる色定義を用いている よ う な

場合 と の互換性が と れますし、 また、 Pantone カ ラーに対する PDFlib の Lab 代替値を扱 う

こ と のでき ないワーク フ ローにおいて も有用です。

注 組み込み Pantone®・HKS® スポ ッ ト カ ラーのデータ と その対応する商標については、PDFlib
ソ フ ト ウ ェ アでの使用のためのラ イセンスを PDFlib GmbH は各商標権者から取得し てい

ます。

Pantone® カ ラー Pantone カ ラーは世界的に有名で広 く 利用

されています。 PDFlib は、 Pantone Matching System® （名前付

き カ ラー数千色を有する） に完全対応し ています。表 4.4 に示

すデ ジ タ ル カ ラ ー ラ イ ブ ラ リ ーに あ る すべ て の カ ラ ー ス

ウ ォ ッチ名が利用でき ます。

スポ ッ ト カ ラー名は大文字 ・ 小文字を区別し ます。 上記の

例 と 同様に大文字を使って く だ さ い。 例示のよ う に、 必ず接

頭辞 PANTONE を ス ウ ォ ッ チ名につけ る 必要が あ り ま す。

Pantone カ ラー名は次の方式に従って構成されます ：

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/color/spot_color/
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PANTONE <id> <paperstock>

こ こ で <id> は色の識別子であ り （た と えば 185）、 <paperstock> はペーパース ト ッ ク など

指定の頭文字です （た と えば C は coated ＝コー ト 紙）。 ス ウ ォ ッチ名を構成する各成分の

間にはスペース を 1 つずつ入れる必要があ り ます。 PANTONE 接頭辞ではじ ま る名前のス

ポ ッ ト カ ラーが要求されたにもかかわらず、 その名前が有効な Pantone カ ラーを表し てい

なかった場合には、 警告がロ グ記録されます。 以下のコード スニペッ ト は、 あ る Pantone

カ ラーを濃度値 70 パーセン ト で用いた例です ：

p.set_graphics_option("fillcolor={ spotname {PANTONE 281 U} 0.7 }");

HKS® カ ラー HKS カ ラーシステムは ド イ ツなどの欧州諸国で

広 く 利用されています。 PDFlib は HKS カ ラーに完全対応し て

います。 表 4.5 に挙げるデジ タルカ ラーラ イブラ リ ーにあ る カ

ラース ウ ォ ッチ名がすべて利用可能です。

スポ ッ ト カ ラー名は大文字 ・ 小文字を区別し ます。 上記の

例 と 同様に大文字を使って く だ さ い。 HKS と い う 接頭辞は必

ず、 例示し た よ う にス ウ ォ ッ チ名につけ る必要があ り ます。 HKS カ ラー名は次の方式に

従って構成されます ：

HKS <id> <paperstock>

こ こ で <id> は色の識別子であ り （た と えば 43）、 <paperstock> は利用するペーパース ト ッ

ク の頭文字です（た と えばN はnatural紙）。ス ウ ォ ッチ名を構成する HKS・<id>・<paperstock>
各要素の間にはスペース を 1 つずつ入れる必要があ り ます。上記 2 番目の方式はラ イブラ

リ ーかラ イブラ リ ーの中の色に対し てのみ用いる こ と ができ ます。HKS 接頭辞ではじ ま る

名前のスポ ッ ト カ ラーが要求されたにもかかわらず、 その名前が有効な HKS カ ラーを表

し ていなかった場合には、 警告が ロ グ記録さ れます。 以下のコー ド ス ニペ ッ ト は、 あ る

HKS カ ラーを濃度値 70 パーセン ト で用いた例です ：

p.set_graphics_option("fillcolor={ spotname {HKS 38 E} 0.7 }");

表 4.4 PDFlib に内蔵の Pantone スポッ ト カ ラーラ イ ブ ラ リー

カ ラーラ イ ブ ラ リー名 カ ラー名の例 注

PANTONE ソ リ ッ ド／コー ト 紙 PANTONE 185 C 2012 年追加の範囲 2001 ～ 2336 の 336 色。

2014 年追加の範囲 2337 ～ 2427 の 84 色。

2016 年追加の範囲 2428 ～ 3599 の 112 色。

2019 年追加の範囲 4001 ～ 4294 の 294 色。

PANTONE ソ リ ッ ド／上質紙 PANTONE 185 U 2012 年追加の範囲 2001 ～ 2336 の 336 色。

2014 年追加の範囲 2337 ～ 2427 の 84 色。

2016 年追加の範囲 2428 ～ 3599 の 112 色。

2019 年追加の範囲 4001 ～ 4294 の 294 色。

PANTONE 拡張色域／上質紙 （XGC） PANTONE 185 XGC 2015 年追加の 1736 色

PANTONE パステル／コー ト 紙 PANTONE 9461 C

PANTONE パステル／上質紙 PANTONE 9461 U

PANTONE メ タ リ ッ ク／コー ト 紙 PANTONE 871 C



4.4  Pantone ・ HKS ・ カス タムスポ ッ ト カ ラー 93

カ ス タムスポ ッ ト カ ラー 上述の組み込みスポ ッ ト カ ラーのほかに、 PDFlib ではカ ス タ

ム スポ ッ ト カ ラーにも対応し ています。 これは、 任意の名前と （ただし組み込みの色 と か

ち合 う 名前は使えません） 代替色を持つこ と ができ ます。 この代替色は、 画面表示 と低品

位印刷に用いられますが、 高品位の色分版には用いられません。 カ ス タ ム スポ ッ ト カ ラー

に適切な代替色を与え るのはク ラ イ アン ト 側の役割です。

スポ ッ ト カ ラーは、 fillcolor/strokecolor テキス ト またはグ ラ フ ィ ッ ク書式オプシ ョ ン と

その他の色関連オプシ ョ ンで設定でき ます。 代替色は、 スポ ッ ト カ ラー定義内で直接与え

る こ と ができ ます ：

fillcolor={spotname {CompanyRed} 1.0 {cmyk 0 0.78 0.88 0}}

あ るいは、 カレ ン ト 塗 り 色を用いてスポ ッ ト カ ラーを定義する こ と も可能です。 この場合

には、 カレ ン ト 塗 り 色が代替色と し て用いられます。 カレ ン ト 塗 り 色を代替色 と し て設定

する ために呼び出しが 1 つ多 く 必要であ る と い う 点を除けば、カ ス タ ム スポ ッ ト カ ラーの

定義 と利用は、 組み込みスポ ッ ト カ ラーの利用と同様に行 う こ と ができ ます ：

/* 代替色として使いたいカレント塗り色を設定 */
p.setcolor("fill", "cmyk", 0 0.78 0.88 0);

/* カレント塗り色からスポットカラーを生成 */
spot = p.makespotcolor("CompanyRed");

/* 塗りにスポットカラーを設定 */
p.set_graphics_option("fillcolor={spotname {CompanyRed} 0.7 }");

CMYK プロセス カ ラーに基づ く Separation 色空間 スポ ッ ト カ ラー名は一般に、 任意に

選ぶこ と ができ ますが、 イ ンキ名 Cyan ・ Magenta ・ Yellow ・ Black はつねに CMYK プロセ

ス カ ラーを指し ます。 このこ と を利用し て、 特定の CMYK チャ ンネル （た と えばマゼン

タ） のみに描画を行い、 他のチャ ンネルに影響を与えないよ う にする こ と も可能です。 こ

れは、 フル CMYK カ ラーで Cyan=Yellow=Black=0 によ って描画を行 う の と は異な り ます。

後者はシアン ・ イエロー ・ 黒チャ ンネルの既存の内容を消去するからです （この動作はデ

バイ ス依存設定を用いて変え る こ と も可能です。107 ページ 「4.10 オーバープ リ ン ト 制御」

参照）。 た と えば、 次の呼び出しは ：

fillcolor={spotname Magenta 0.5 {cmyk 0 1 0 0}}

次のよ う に CMYK カ ラーを直接使用するの と は異な り ます ：

fillcolor={cmyk 0 0.5 0 0}

なぜな ら前者の呼び出しではシアン ・ イエロー ・ 黒チャ ンネル内の既存の内容は変更され

ませんが、 後者の呼び出しではそれら を 0% に設定するからです （オーバープ リ ン ト 設定

に依存）。

表 4.5 PDFlib に内蔵の HKS スポ ッ ト カ ラーラ イ ブ ラ リー

カ ラーラ イ ブ ラ リー名 カ ラー名の例 注

HKS K HKS 43 K グロスアー ト 紙用 88 色 （Kunstdruckpapier）

HKS N HKS 43 N ナチュ ラル紙用 86 色 （Naturpapier）

HKS E HKS 43 E 連続ステーシ ョ ナ リ / コー ト 用 88 色 （Endlospapier）

HKS Z HKS 43 Z ニュースプ リ ン ト 用 50 色 （Zeitungspapier）



94 第 4 章 :  色と透過 

4.5 DeviceN カ ラー
ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルが、starter_color サンプルと ク ッ ク ブ ッ クの color/devicen_color ト

ピ ッ クにあ り ます。

DeviceN 色空間は、 任意の数の名前付き色成分に対応し てお り 、 スポ ッ ト カ ラーを一般化

し た もの と と ら え る こ と ができ ます。 そのイ ンキ群は、 プロセス カ ラーの集合から採る こ

と もでき ますし （通常 CMYK ですが、 それ以外の色空間も可）、 任意のスポ ッ ト カ ラー群

とする こ と もでき ます。 DeviceN カ ラーの応用は以下の とお り です ：

> 4 色よ り も多 く のプロセス カ ラーを使 う こ と によ って色域 （印刷可能な色の集合） を拡

げている印刷系も あ り ます。 た と えば、 CMYK に加えてオレ ンジ ・ 緑 ・ 紫に基づ く 7

色印刷系があ り ます。

> CMYK プロセス カ ラー群の部分集合 （た と えばシアン と マゼン タのみ） を内容とする

DeviceN 色空間を用いる と、 CMYK カ ラーのオブジェ ク ト を他の CMYK オブジェ ク ト

群にオーバープ リ ン ト するべき と きに有用です。

> DeviceN カ ラーを用いて、 スポ ッ ト カ ラー と プロセスカ ラーの間のシェーデ ィ ング （な

めら かな色遷移） を構築し た り 、 複数のスポ ッ ト カ ラーの間のシェーデ ィ ングを構築

し た り する こ と も可能です。

> パッ ケージ印刷では、伝統的なスポ ッ ト カ ラー群を使用でき ないので、n 色を使用する

こ と が多いです。 追加のカ ラーチャ ンネルを用いて、 目に見え る色には直接関係し な

い情報を記録する こ と も行われています。 た と えばワニスやダ イ ラ イ ンなどです。

PDF_create_devicen( ) メ ソ ッ ド は、 DeviceN 色空間ハン ド ルを返し ます。 こ れを使って、

fillcolor/strokecolor などの色関連オプシ ョ ン を用いて描画操作を行 う こ と も でき ますし、

PDF_shading( ) を用いてシェーデ ィ ングを構築する こ と もでき ますし、 PDF_load_image( )
の colorize オプシ ョ ンを用いて ラ ス ター画像に着色する こ と もでき ます。 DeviceN カ ラー

には濃淡をつけ る こ と も で き ます。 すなわち、 そのそれぞれのカ ラーチャ ンネルに対し

て、各カ ラーチャ ンネルの濃さ を o ＝色な し＝白から 1 ＝ 大濃度までの範囲で指定する

割合値を持たせて使用する こ と が可能です。 DeviceN 色空間はつねに減法的です （RGB な

ど加法的な色空間において 0 ＝黒と なるの と異な り ます）。

PDF_create_devicen( ) には、 イ ンキ名の リ ス ト と、 代替カ ラー名と、 濃度変換関数を実

装し た PostScript コード が必須です。 この変換関数は、 DeviceN 色空間の N 個のカ ラー値

を、 代替色空間における対応する カ ラー値群へ変換する ものであ る必要があ り ます。 こ の

代替カ ラー値群は、出力デバイ スがその DevicefN 色空間に対応し ていない場合 （モニ ター

上など） に表現に用いられます。 以下に、 CMYK プロセス カ ラーかスポ ッ ト カ ラー群から

構築 さ れた DeviceN 色空間に対する、 Lab を代替色 と し て使用す る場合の、 然るべき

PostScript 変換関数を示し ます。 これ以外の組み合わせに対し て然るべき PostScript 変換

関数を作るには工夫が必要です。

PDF 1.6 以上に対する出力を生成する際には、 PDFlib は DeviceN 属性辞書を出力し ま

す。 こ の辞書には、 すべての既知のスポ ッ ト カ ラーに対する Colorants エン ト リ ーが含ま

れています。 これによ って PDF ビ ューアーは確実に、 その名前付き イ ンキ群を個別に表

現する ための充分な情報を得られますし、そのイ ンキ群をブレ ン ドする こ と もでき る よ う

にな り ます。 こ の手法の利点は、 Acrobat においてオーバープ リ ン ト プレ ビ ュー設定にか

かわらず色表示が正し く なる こ と にあ り ます。 かつ、 Acrobat において PostScript 変換関

数がな く て も そのページを表現でき る よ う にな り ます。 ただし、 この変換関数はいずれに

せよ、与えなければな り ません。なぜな らサード パーテ ィ ービ ューアーや RIP は、DeviceN

カ ラーを代替色空間で表現する際に PostScript 関数を頼るかも しれないからです。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/color/devicen_color/
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PDF/X-4/5 モード においては、PDF_create_devicen( ) の前に、 その DeviceN 色空間にお

いて使用されるすべてのカス タ ム スポ ッ ト カ ラーについて、 PDF_makespotcolor( ) を呼び

出す必要があ り ます。 これは一般に画面表示を向上させますので、 PDF/X-4-5 を生成し

ない場合であって も推奨されます。

NChannel 色空間 PDF 1.6 では、 DeviceN 色空間の拡張 と し て、 NChannel と い う ものが

導入されま し た。 NChannel 色空間は、 PDF ビ ューアーや RIP が正確な色表現を行 う こ と

を助け る情報を追加で内容 と し て持ちます。 こ の情報は、 その DeviceN 色空間におけ る

個々のイ ンキに対する代替色空間と （結合された濃度変換関数だけでな く ） 、 プロセス色

空間 と、 成分名群を含みます。 NChannel はさ らに、 印刷イ ンキの混ぜ合わせ動作を記述

し た情報を含むこ と も可能ですが、 これは目下 PDFlib では対応し ていません。 NChannel

色空間では、そのイ ンキ群に対する個別の代替色を持つ Colorants エン ト リ ーが必須です。

これは PDFlib によ って自動的に生成されます。 NChannel 色空間ではさ らに、 プロセス色

空間の名前 と その イ ン キ名群 も 必須です。 こ れ ら につい ては process オプ シ ョ ン と

colorspace ・ components サブオプシ ョ ンで与える必要があ り ます。

NChannel 色空間を作成するには、PDF_create_devicen( ) でオプシ ョ ン subtype=nchannel
を用います。 この設定の利点は、 このサブタ イプを持った DeviceN 色空間は Acrobat の

「オーバープ リ ン ト プレビ ュー」 設定に依存し な く な る こ と です。 場合によ っては、 ス ク

リ ーンプレ ビ ューを正し く する ために こ の Acrobat 設定が必要にな る こ と があ るのです

が、 NChannel は自動的に Acrobat を この表示モードへ切 り 替えます。

CMYK プロセス カ ラーに基づ く DeviceN 色空間 以下の例においては、 マゼン タ と イ エ

ローの イ ン キで構成 さ れた、 CMYK カ ラ ーの部分集合を使い、 かつ代替色空間 と し て

DeviceCMYK を使います。その変換関数はシンプルです。 なぜな ら CMYK 代替色空間のシ

アン ・ 黒成分に対するゼロ値を補足し ているだけだからです ：

devicen = p.create_devicen(
"names={Magenta Yellow} alternate=devicecmyk transform={{0 0 4 1 roll}}");

p.set_graphics_option("fillcolor={devicen " + devicen + " 0.5 1}");

その色を設定する際には N 個のカ ラー値を与え る必要があ り ます （上の例では N=2）。 上

の例で作成し た DeviceN 色空間は、 マゼン タ と イエローのチャ ンネルにのみ描画し、 シア

ン と黒のチャ ンネルを変更し ません。 これは、 フル CMYK カ ラーで Cyan=Black=0 と し て

描画を行 う と シアン と ブラ ッ クのチャ ンネルにおける既存の内容が消去される （オーバー

プ リ ン ト 設定に依存） の と異な り ます。

便宜のために、表 4.6 に、CMYK イ ンキのすべての可能な部分集合に対する、CMYK を

代替色空間 と し た場合の、 DeviceN PostScript 変換関数を挙げます。

同様の技法を用いて、 CMYK 画像チャ ンネルの部分集合のみを表現する こ と も可能で

す。 た と えば以下のコード断片は、 黒チャ ンネルのみを使 う 、 それ以外の 3 個のチャ ンネ

ルを None へ置き換え る DeviceN 色空間を作成し ます。 その画像データ内には 4 個のカ

ラーチャ ンネルがあ る ため、 こ の PostScript 変換関数はシアン と マゼン タ と イ エローの

チャ ンネルをゼロ値へ置き換えています（これは、表 4.6 の PostScript 関数が既存のカ ラー

値群をゼロへ置き換え るのでな く 足 り ない 0 値群を補っているの と異な り ます） ：

devicen = p.create_devicen(
"names={None None None Black} " +
"alternate=devicecmyk transform={{4 1 roll pop pop pop 0 0 0 4 -1 roll}}");

optlist = "width=4000 height=3000 bpc=8 colorize=" + devicen;
image = p.load_image("raw", filename, optlist);
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ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クのcolor/colorize_image_with_DeviceN_color ト ピ ッ

クにあ り ます。

Lab 代替空間を持っ たスポ ッ ト カ ラー群に基づ く DeviceN 色空間 複 数 の ス ポ ッ ト カ

ラーを DeviceN イ ンキ と し て用いる こ と は、スポ ッ ト カ ラーの間のシェーデ ィ ングの基礎

を提供し ます。 デバイ ス依存な代替色空間に対し ては、 然るべき PostScript 変換関数を実

装するのはかな り 大変です。 なぜな ら RGB や CMYK は非線形な特性を有するからです。

Lab色空間の色を混ぜ合わせるのははるかに容易です。なぜな ら知覚的に一様だからです。

ですので、 各色の Lab 値の加重平均を計算するだけで色を組み合わせる こ と ができ ます。

以下の PostScript コード は、2 個の Pantone カ ラーに対し て この方式を実装し ています。そ

の 2 色の Lab 代替値を コード の先頭で与え る必要があ り ます ：

% N=2かつLab代替を持つDeviceNに対するPostScript変換関数。

% 濃度値群を重みとして用いてL/a/b値の加重平均を計算することにより

% Labカラーどうしを混ぜ合わせます

80 28 75 % 色1=PANTONE 123 UのLab値群

31.7647 0 -17 % 色2=PANTONE 289 UのLab値群

% L値どうしを混ぜ合わせ

7 index 6 index mul % t1*L1
7 index 4 index mul % t2*L2

add 9 1 roll % ボトム: L = t1*L1 + t2*L2

% a値どうしを混ぜ合わせ

7 index 5 index mul % t1*a1
7 index 3 index mul % t2*a2

add 9 1 roll % ボトム: a = t1*a1 + t2*a2

% b値どうしを混ぜ合わせ

7 index 4 index mul % t1*b1
7 index 2 index mul % t2*b2
add 9 1 roll % ボトム: b = t1*b1 + t2*b2

% 2個の濃度値と2×3個の入力カラー値をポップ

pop pop pop pop pop pop pop pop

% 結果: 混ぜ合わされた色のLab値群

表 4.6 CMYK プロセスイ ンキの部分集合群に対する、 alternate=devicecmyk の場合の DeviceN PostScript 変換関数

CMYK 部分集合に対する

DeviceN イ ンキ名

PostScript 変換関数 CMYK 部分集合に対する

DeviceN イ ンキ名

PostScript 変換関数

Cyan {0 0 0} Magenta Black {0 3 1 roll 0 exch}

Magenta {0 0 0 4 1 roll} Yellow Black {0 0 4 2 roll}

Yellow {0 0 0 4 2 roll} Cyan Magenta Yellow {0}

Black {0 0 0 4 3 roll} Cyan Magenta Black {0 exch}

Cyan Magenta {0 0} Cyan Yellow Black {0 3 1 roll}

Cyan Yellow {0 exch 0} Magenta Yellow Black {0 4 1 roll}

Cyan Black {0 0 3 -1 roll} Cyan Magenta Yellow Black { }

Magenta Yellow {0 0 4 1 roll}

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/color/colorize_image_with_DeviceN_color/
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上記の PostScript 関数 transformFunc2 を用いて、 2 個の Pantone スポ ッ ト カ ラーに基づい

て DeviceN 色空間を作成するには、 以下のよ う にし ます ：

devicen = p.create_devicen(
"names={{PANTONE 123 U} {PANTONE 289 U}} alternate=lab " +
"transform={{" + transformFunc2 + "}}");

Lab代替値を持った別々のスポ ッ ト カ ラーに基づいてシェーデ ィ ングが構築されている と

きには、 PDFlib は自動的にそのよ う な DeviceN 色空間を構築し ます。

ク ッ クブ ッ ク さ まざまなコー ド サンプルと、 Lab に基づ く も っ と大きな N 値に対する PostScript 変換関

数が、 ク ッ ク ブ ッ クの color/devicen_color ト ピ ッ クにあり ます。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/color/devicen_color/
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4.6 シ ェ ーデ ィ ング と シ ェ ーデ ィ ングパタ ーン
ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルが、 starter_color サンプルと ク ッ ク ブ ッ クの color/color_gradient

ト ピ ッ クにあ り ます。

ス ムーズシェーデ ィ ングは、 カ ラーブレン ド またはグ ラデーシ ョ ン と も呼ばれ、 同じ色空

間にあ る複数の色の間の連続的な遷移を与えます。 た と えば 2 個の RGB カ ラーの間や、 1

個のスポ ッ ト カ ラーの 2 個の濃度の間などです。 シンプルなシェーデ ィ ングは、 2 個の色

の間の遷移を定義し ます。 1 番目の色は、 PDF_shading( ) の startcolor オプシ ョ ンかカレ ン

ト 塗 り 色から採られます。 2 番目の色は、 endcolor オプシ ョ ンか c1 ・ c2 ・ c3 ・ c4 引数で与

え られます。 任意の数の中間色を持つシェーデ ィ ングを作成する こ と も でき、 そのために

は startcolor/endcolor でな く stopcolors オプシ ョ ンを用います。

そのシェーデ ィ ングカ ラーは変数 t によ って制御されます。 t は開始色における 0 から

終了色における 1 まで線形的に変化し ます。この線形的な遷移を指数的な遷移へ変え る こ

と もでき、 そのためには N オプシ ョ ンを指数と し て用います。 RGB ・ CMYK 色空間は知覚

的に一様ではあ り ませんので、その得られるブレ ン ド は意図どお り 滑らかに見えない場合

があ り ます。 Lab 色空間の開始 ・ 終了色を用いてブレ ン ド を指定すれば、 よ り 滑らかな色

遷移を得られる可能性があ り ます。PDFlib ではシェーデ ィ ングに 2 種類の形状を使用でき

ます ：

> 直線状シ ェーデ ィ ング （type=axial） ： 始点 と 終点の間の直線に沿って色が変化し ます

（図 4.2 参照）。 そのシェーデ ィ ングカ ラーは、始点 (x0, y0) から終点 (x1, y1) まで線形的

に変化し ます。 シ ェーデ ィ ングを、 始点 ・ 終点の向こ う の境界色を用いて拡張する こ

と も可能で、 そのためには extend0 ・ extend1 オプシ ョ ンを用います。

> 放射状シェーデ ィ ング （type=radial）：2 個の円の間で色が変化し ます （図 4.3 参照）。放

射状シェーデ ィ ングを利用する と、 球の 3 次元風な視覚表現を作れます。 そのシェー

デ ィ ングカ ラーは、 中心 (x0, y0) と半径 r0 を持つ開始円から、 中心 (x1, y1) と半径 r1 を

持つ終了円まで変化し ます。 片方の円を縮めて点にする こ と も可能です。

PDF_shading( ) は、 シェーデ ィ ングオブジェ ク ト へのハン ド ルを返し ます。 このハン ド ル

の使い道は 2 つあ り ます ：

> PDF_shfill( ) を用いて領域を直接塗る。 塗 り たいオブジェ ク ト の形状がシェーデ ィ ング

の形状 と 同じであ る場合にはこ の方式が良いでし ょ う 。 こ の メ ソ ッ ド は、 その名前に

反し て、 オブジ ェ ク ト の内側を塗る だけでな く 、 外側に も影響し ます。 こ の動作は、

PDF_clip( ) を用いて変え る こ と もでき ます。

> も っ と複雑なオブジェ ク ト を塗るために、シェーデ ィ ングパターン （タ イ リ ングパター

ン と混同し ないで く ださい） を定義し て使用する。具体的には、PDF_shading_pattern( )
を呼び出すこ と によ ってシェーデ ィ ングに基づいてパターンを作成し、 こ のパターン

を使用し て任意のオブジェ ク ト を塗った り 描線し た り し ます。

開始色＝赤 終了色＝青

始点
(x0, y0)

終点
(x1, y1)

t=0 t=0.5 t=1

図 4.2
2 色の間の直線状シ ェーデ ィ ングの主なパラ メ ーター

http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/color/color_gradient/
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2 個のプロセス カ ラーの間のシ ェ ーデ ィ ング 以下のコー ド は、 RGB 色空間におけ る赤

から青までの直線状シェーデ ィ ングを作成し、 それを使って円を塗 り ます ：

sh  = p.shading("axial", 100, 100, 500, 500, 0, 0, 0, 0, "startcolor=red endcolor=blue");
shp = p.shading_pattern(sh, "");
p.set_graphics_option("fillcolor={pattern " + shp + "}");

p.circle(300, 300, 200);
p.fill();

複数のスポ ッ ト カ ラーの間のシ ェ ーデ ィ ング シ ェ ーデ ィ ン グ を使っ て作成で き る の

は、 同一の色空間に属する色の間の遷移だけですので、 開始色と終了色と し て、 任意のス

ポ ッ ト カ ラー群を使った り 、 1 個のスポ ッ ト カ ラー と 1 個のプロセスカ ラーを使った り す

る こ と はでき ません。 ただし、 Lab 代替値を持ったスポ ッ ト カ ラー群に対し ては、 96 ペー

ジ 「Lab 代替空間を持ったスポ ッ ト カ ラー群に基づ く DeviceN 色空間」 で示し ているの と

同様の適切な DeviceN 色空間を用いてシェーデ ィ ングを実現でき ます。特定の条件が満た

されていれば （PDFlib API リ フ ァ レ ン ス参照）、 ス ト ッ プカ ラー と し てのスポ ッ ト カ ラー

群に対し て このよ う な DeviceN 色空間を PDFlib は自動生成し ます。 以下のコード断片は、

2 個のスポ ッ ト カ ラーの間のシェーデ ィ ングを作成し ます ：

sh  = p.shading("axial", 100, 100, 500, 500, 0, 0, 0, 0,
"stopcolors={ 0% {spotname {PANTONE 123 U} 1} 100% {spotname {PANTONE 289 U} 1}}"

shp = p.shading_pattern(sh, "");
p.set_graphics_option("fillcolor={pattern " + shp + "}");

p.circle(300, 300, 200);
p.fill();

終了色＝赤

中心0 (x0, y0) =
中心1 (x1, y1) 

r1r0=0
開始色＝黄色

t=0 t=0.5 t=1

図 4.3
2 色の間の放射状シ ェーデ ィ ングの主なパラ メ ーター。

開始円は縮んで点になっています。 2 つの円の中心は同

一です。
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4.7 タ イ リ ングパタ ーン
ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルが、 starter_color サンプルと ク ッ ク ブ ッ クの graphics/fill_

pattern ・ images/tiling_pattern ト ピ ッ クにあり ます。

タ イ リ ングパターンは、任意の数の塗 り 操作を 1 つの実体にま と めた ものによ って定義さ

れます。 このグループは任意の他の物の塗 り や描線に用いる こ と ができ、 塗 り の場合は全

域内に、 描線の場合はパス上にグループが コ ピー （縦横に並ぶ） さ れます。 パターン を

使った作業では次の手順を踏みます ：

> まず、PDF_begin_pattern_ext( ) と PDF_end_pattern( ) の間で、描画オペレーター群を用

いてパターンを定義し なければな り ません。 パターンの定義にはたいていの画像オペ

レーターが利用でき ます。

> PDF_begin_pattern_ext( ) によ って返されたパターンハン ド ルは、 PDF_set_graphics_
option( ) または PDF_setcolor( ) でオプシ ョ ン fillcolor/strokecolor を用いて、 パターンを

カレ ン ト カ ラー と し て設定するために用いる こ と ができ ます。

PDF_begin_pattern_ext( ) の painttype オプシ ョ ンによ って、 パターン定義がそれ自身の色

指定群を含むこ と ができ るかど う かが決ま り ます。 painttype=colored の場合、 パターン定

義は そ れ自身 の 色指定 を 含 ま な け れば な ら ず、 つね に見 た 目 が 同 じ に な り ま す。

painttype=uncolored の場合、パターン定義は色指定を一切含んでいてはな り ません。その

パターンが塗 り や描線に使われる と きには、 カレ ン ト の塗 り や描線の色が適用されます。

Text filled with tiling pattern

図 4.4
タ イ リ ングパターンを使って円と テキス ト を塗る。 さ らに強調のためにテキス ト の輪郭を描線し ています。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/images/tiling_pattern/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/graphics/fill_pattern/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/graphics/fill_pattern/
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4.8 透過ブ レ ン ド モー ド
ク ッ クブ ッ ク コー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの color/blendmode ト ピ ッ クにあ り ます。

ブレ ン ド モード は、 透過イ メ ージングモデル （各オブジェ ク ト がその背後にあ るすべての

オブジェ ク ト を完全に覆い隠す不透明イ メ ージングモデルではな く ） において、 オブジェ

ク ト の色を背景 と どのよ う に混ぜ合わせる かを制御し ます。 背景色は、 複数の他のオブ

ジェ ク ト をブレ ン ド する こ と によ って作成されている可能性も あ り ますので、これをバッ

ク ド ロ ッ プ と呼びます。 描画されるオブジェ ク ト を ソース と呼びます。 ソース と バッ ク ド

ロ ッ プの色は、 何らかのブレ ン ド機能を用いて互いに混ぜ合わされます。 表 4.7 に挙げる

ブレ ン ド モード は、 さ まざまな芸術的効果を生み出し、 また、 特殊な用途に利用する こ と

もでき ます （104 ページ 「4.9.1 ブレ ン ド モード を用いて色を変え る」 参照）。 利用可能な

ブレ ン ド モード は以下のよ う に分類でき ます ：

> デフ ォル ト のブレン ド モード Normal： ソース を完全に不透明にし ます。すなわち、ソー

スオブジェ ク ト が完全に背景を置き換えます。ブレ ン ド モード を Normal 以外に設定す

る と、 いかな る不透過設定や画像透過に も よ らず、 ソースオブジェ ク ト は暗黙的に透

過にな り ます。

> ブレン ド モード Darken ・ Multiply ・ ColorBurn ： 暗 く する効果を生み出し ます。

> ブレン ド モード Lighten ・ Screen ・ ColorDodge ： 明る く する効果を生み出し ます。

> ブレン ド モード Overlay ・ SoftLight ・ HardLight ： 明るい領域 と暗い領域を加減する こ と

によ って コ ン ト ラ ス ト を強 く し ます。

> 差分ブレン ド モード Difference ・ Exclusion ： カ ラー値の差を と り ます。 白いオブジェ ク

ト を白バッ ク ド ロ ッ プの上に描画し て結果が白にな ら ないのはこれら のモー ド だけで

す。

> ブレン ド モード Hue ・ Saturation ・ Color ・ Luminosity ： HSL カ ラー表現の次元群に対す

る効果によ って定義されます。 HSL モデルにおいて、 色相 （hue） は知覚される色を記

述し （赤と緑は色相が異なる）、 彩度 （saturation） は色がどの く らいカ ラ フルに見え る

か （その色にグレーがどの く らい混ぜられているか） を記述し、 輝度 （luminosity） は

色がどの く らい暗 く 、 または明る く 見え るかを記述し ます （白が 大輝度）。

表 4.7 ブレン ド モー ド と、 ソースオブジ ェ ク ト を背景オブジ ェ ク ト （バッ ク ド ロ ッ プ） にブレン ド させる際の効果

ブレン ド モー ド ISO 32000-2 に従った説明

ブレン ド効果のないブレン ド モー ド

None PDFlib 独自のブレン ド モー ド。 ブレン ド モー ド指定のない gstate を作成し ます。 外側の gstate

で設定されているブレン ド モー ド を確実に効かせます。

Normal ソース色を採り、 バッ ク ド ロ ッ プを無視し ます。

暗 く するブレン ド モー ド

Darken1 バッ ク ド ロ ッ プ と ソースのう ち暗いほうの色を採り ます。 ソースのほうが暗い場所ではバッ ク

ド ロ ッ プはソースへ置き換えられます。 そ う でない場合には変更されません。

Multiply1 バッ ク ド ロ ッ プ と ソースのカ ラー値を乗算し ます。 結果の色は少な く と も この 2 色のどち らか

と同じ暗さにな り ます。 加法的な色を扱う場合には、 任意の色を黒と乗算する と結果は黒にな

り、 白と乗算する と元の色は変更されません。 減法的な色の場合には、 その色空間のすべての

イ ンキに対し て使用されている濃度の 大値が、 加法空間における黒と同じ役目を し ます。 い

く つものオブジ ェ ク ト が連なって重な り合っている場合には、 それらが黒でも白でもなけれ

ば、 だんだん暗い色が描画されます。

ColorBurn ソースカ ラーを反映し てバッ ク ド ロ ッ プカ ラーを暗 く し ます。 白で描画し た場合には変化あ り

ません。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/color/blendmode/
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明る く するブレン ド モー ド

Lighten1 バッ ク ド ロ ッ プ と ソースのう ち明るいほうの色を採り ます。 ソースのほうが明るい場所では

バッ ク ド ロ ッ プはソースへ置き換えられます。 そ う でない場合には変更されません。

Screen1 バッ ク ド ロ ッ プ と ソースのカ ラー値の補数を乗算し、 結果の補数を と り ます。 結果の色は少な

く と も この 2 色のどち らかと同じ明る さにな り ます。 加法的な色を扱う場合には、 任意の色を

白と スク リーンする と結果は白にな り、 黒と スク リーンする と元の色は変更されません。 減法

的な色の場合には、 その色空間のすべてのイ ンキに対し て使用されている濃度の 大値が、 加

法空間における黒と同じ役目を し ます。 複数のスラ イ ド写真を同時に 1 つのスク リーンへ映し

出し たよ う な効果にな り ます。

ColorDodge ソースカ ラーを反映し てバッ ク ド ロ ッ プ カ ラーを明る く し ます。 黒で描画し た場合には変化あ

り ません。

コ ン ト ラス ト を強めるブレン ド モー ド

HardLight ソースカ ラー値が 0.5 よ り小さければ 2 色を乗算し、 0.5 よ り大きければスク リーン し ます。

バッ ク ド ロ ッ プにきついスポ ッ ト ラ イ ト をあてたよ う な効果にな り ます。

SoftLight ソースカ ラー値が 0.5 よ り小さければ 2 色のう ち暗いほうの色を採り、 0.5 よ り大きければ明る

いほうの色を採り ます。 バッ ク ド ロ ッ プにやわらかいスポ ッ ト ラ イ ト をあてたよ う な効果にな

り ます。

Overlay バッ ク ド ロ ッ プカ ラー値に応じ て 2 色を乗算かスク リーン し ます。 ソースカ ラーが、 バッ ク ド

ロ ッ プのハイ ラ イ ト と影を温存しつつその上にかぶさ り ます。 バッ ク ド ロ ッ プカ ラーは置き換

えられるのではな く 、 バッ ク ド ロ ッ プの明る さや暗さ を反映するよ う にソースカ ラーと混ぜ合

わされます。

差分ブレン ド モー ド

Difference1,2 2 色のう ち明るいほうの色から暗いほうの色を減算 ： 白で描画する とバッ ク ド ロ ッ プカ ラーが

反転されます。 黒で描画する と何も変化し ません。 減法的な色の場合には、 その色空間のすべ

てのイ ンキに対する濃度の 大値が、 加法空間における黒と同じ役目を し ます。

Exclusion1,2 Difference モー ド と似た効果にな り ますが、 コ ン ト ラス ト はよ り弱 く な り ます。 白で描画する

とバッ ク ド ロ ッ プカ ラーが反転されます。 黒で描画する と何も変化し ません。 減法的な色の場

合には、 その色空間のすべてのイ ンキに対する濃度の 大値が、 加法空間における黒と同じ役

目を し ます。

HSL ブレン ド モー ド

Hue2 ソースカ ラーの色相を持ち、 バッ ク ド ロ ッ プカ ラーの彩度と輝度を持つ色を作成し ます。

Saturation2 ソースカ ラーの彩度を持ち、 バッ ク ド ロ ッ プカ ラーの色相と輝度を持つ色を作成し ます。 バッ

ク ド ロ ッ プの純粋な灰色 （彩度な し） の部分にこのモー ド で描画し ても何も変化あ り ません。

Color2 ソースカ ラーの色相と彩度を持ち、 バッ ク ド ロ ッ プカ ラーの輝度を持つ色を作成し ます。 これ

はバッ ク ド ロ ッ プのグレーレベルを温存し ますので、 白黒の画像に色をつけた り、 カ ラー画像

に濃度をつけた りするのに有用です。

Luminosity2 ソースカ ラーの輝度を持ち、 バッ ク ド ロ ッ プカ ラーの色相と彩度を持つ色を作成し ます。 これ

は Color モー ド と同じ効果を生み出し ますが、 ただ し ソース とバッ ク ド ロ ッ プが入れ替わって

います。

1. このモー ドは対称です。 すなわち、 ソースカ ラーとバッ ク ド ロ ッ プカ ラーを入れ替えて も ブレン ド 操作の結果は変わり ませ
ん。
2. スポ ッ ト カ ラーに対し てはこのモー ドは何ら影響を与えず、 ブレン ド モー ド Normal がかわり に使われます。

表 4.7 ブレン ド モー ド と、 ソースオブジ ェ ク ト を背景オブジ ェ ク ト （バッ ク ド ロ ッ プ） にブレン ド させる際の効果

ブレン ド モー ド ISO 32000-2 に従った説明
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ブ レ ン ド 色空間 PDF ビ ューアーは、 すべての透過計算をブレ ン ド色空間において行い

ます。 こ の色空間は重要な役割を果た し ます。 なぜな ら、 どの色空間を選択するかによ っ

てブレ ン ド の結果が変わって く るからです。 これは以下の とお り 決定されます ：

> transparencygroupページオプシ ョ ンの colorspaceサブオプシ ョ ンがあ る場合には、そ こ

で指定されている色空間。

> ない場合には、PDF/X またはPDF/A出力イ ンテン ト ICCプロ フ ァ イルがも し あ る な ら、

それが使用されます。 PDF/X では出力イ ンテン ト は必ずあ り ます。 PDF/A 文書が出力

イ ンテン ト を含んでいない場合には、 それは transparencygroup ページオプシ ョ ンの

colorspace サブオプシ ョ ンを指定する必要があ り ます。

> ないな ら、 出力デバイ ス （ソ フ ト プルーフ／出力プレ ビ ューの場合には、 シ ミ ュ レー

ト された出力デバイ ス） のネ イ テ ィ ブ色空間が使用されます。 ブレ ン ド 色空間を明示

的に指定する こ と によ って こ の状況を避け る こ と を推奨し ます。 なぜな ら、 そ う でな

い と透過オブジェ ク ト の視覚表現が出力デバイ スに依存し て し ま う からです。

以下のコード 断片は、DeviceRGB をブレ ン ド色空間と し て指定し、ブレ ン ド モード Multiply
を指定し ています ：

p.begin_page_ext(0, 0, "width=a4.width height=a4.height " +
   "transparencygroup={colorspace=DeviceRGB}");

gstate = p.create_gstate("blendmode=Multiply");
p.set_gstate(gstate);

複数のブ レ ン ド モー ド PDF では、 いっ と きに 1 つのブレ ン ド モード しかグ ラ フ ィ ッ ク

ステー ト 内で有効にする こ と ができ ません。複数のブレ ン ド モード の効果を適用し たい場

合には、すでにブレ ン ド されたバッ ク ド ロ ッ プ と オブジェ ク ト の上に重ねて別のオブジェ

ク ト を描画する こ と ができ ます。 た と えば、 何かほかのブレ ン ド モード の結果を色反転さ

せたい場合には、まずバッ ク ド ロ ッ プ と オブジェ ク ト を第一のブレ ン ド モード でブレ ン ド

し たのち、 ブレン ド モード を Difference へ切 り 替えて、 そし て 初のブレ ン ド操作の結果

の上に重ねて白い長方形を描画し ます。
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4.9 オブジ ェ ク ト の色を変更
PDFlib では、 オブジェ ク ト の色を変更する手段をい く つか用意し ています。 これによ っ

て、 ページ上に配置されている取 り 込み PDF ページ、 ラ ス ター画像、 SVG グ ラ フ ィ ッ ク、

任意のテキス ト ・ ベク ト ル要素の色を変更する こ と ができ ます ：

> ラ ス ター画像には着色する こ と ができ ます。 197 ページ 「8.1.5 画像にスポ ッ ト カ ラー

か DeviceN カ ラーで着色」 参照。

> 任意のオブジェ ク ト の色を、 ブレ ン ド モード を用いて変更でき ます。

> 輝度ソ フ ト マス ク を持った gstate を用いて、任意のオブジェ ク ト の色をつける こ と がで

き ます。

4.9.1 ブレ ン ド モー ド を用いて色を変える

ク ッ クブ ッ ク この項で述べるすべての効果のためのコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クのcolor/blendmode_

effects ト ピ ッ クにあ り ます。

こ の項ではブレ ン ド モード の有用な応用をい く つか紹介し ます。利用でき るすべてのブレ

ン ド モード の説明は 101 ページ 「4.8 透過ブレ ン ド モード」 にあ り ます。 すべての例にお

いて、 オブジェ ク ト （取 り 込み画像 ・ PDF ページ ・ SVG グ ラ フ ィ ッ ク など） の色が、 何

らかの形で変更されます。

すべての例は、 以下の示す基本的な コー ド 断片を用いて実装でき ます。 こ のコー ド 断

片は、ページに対し て透過グループ色空間を指定する こ と によ ってデバイ ス独自の視覚表

現を防いだ う えで、 何か特定のブレン ド モード を設定し ています。 後続するオブジェ ク ト

群が、 こ こ で指定し たブレン ド モード によ って影響される こ と を防ぐために、 このシーケ

ン スは、 save/restore ペアで囲むべきです ：

p.begin_page_ext(width, height, "transparencygroup={colorspace=DeviceCMYK}");

// ラスター画像か取り込みPDFページかSVGグラフィックを配置

p.fit_image(image, 200, 150, optlist);

// 望む色とブレンドすることにより既存内容を着色または脱色または色反転

p.save();

// 望むブレンドモードを持ったgstateを作成

gs_blendmode = p.create_gstate("blendmode=Color");
p.set_graphics_option("fillcolor=red gstate=" + gs_blendmode);
p.rect(0, 0, width, height);
p.fill();

p.restore();

オブジ ェ ク ト に任意の色で着色 ブレ ン ド モード Color を使 う と、オブジェ ク ト に何か新

しい色を着色でき ます。 そのオブジェ ク ト の、 知覚される グレーレベルが、 追加される色

の濃度値を制御し、 かつ、 そのオブジェ ク ト の元の色は無視されます。 オブジェ ク ト に着

色するには、 ブレ ン ド モード Color を適用し、 色付きの長方形 （または他の形） を、 その

オブジェ ク ト の上に重ねて配置し ます。 透過オブジェ ク ト に着色するには、 配置オブジェ

ク ト の下に白い領域を配置する こ と を推奨し ます。

逆に ソ ース オブジ ェ ク ト の白い領域を通し てバ ッ ク ド ロ ッ プカ ラ ーが見え る よ う に

（暗い領域は変更されないよ う に）し たい場合には、ブレ ン ド モード Multiply を使用し ます。

オブジ ェ ク ト を脱色または色反転 場合によ っては、 オブジ ェ ク ト を脱色 （彩度をな く

す。 褪色させる） し たい場合も あ る で し ょ う 。 すなわち、 も と も と 色が付いていたオブ

http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/color/blendmode_effects/
http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/color/blendmode_effects/
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ジェ ク ト から グレースケール出力を作成する こ と です。 その際に、 その各部分のグレーレ

ベルは、 そのオブジェ ク ト の各部分のも と も と の色の、 知覚される明る さ （輝度） に対応

する よ う にする こ と です。 これを実現するには、 ブレン ド モード Color を用いて、 そのオ

ブジェ ク ト の上に白い領域を重ねます。

ラ ス ター画像の色は invert 画像オプシ ョ ンを用いて反転でき ます。 任意のオブジェ ク

ト の色を反転する こ と も可能です。 そのためには、 ブレ ン ド モード Difference を用いて、

そのオブジェ ク ト の上に白を重ねます。

4.9.2 ソ フ ト マス ク を用いて色を変える

ク ッ クブ ッ ク コー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの color/softmask_effects ト ピ ッ クにあ り ます。

画像アルフ ァチャ ンネルは、 一般化し て任意のオブジェ ク ト と色空間で利用でき ます。 そ

のためには、 グ ラ フ ィ ッ ク ステー ト （gstate） 内の輝度ソ フ ト マス ク を援用し ます。 こ の

ソ フ ト マス クは、 取 り 込み PDF ページや SVG グ ラ フ ィ ッ ク など任意の内容を持ったテン

プレー ト をベース と し て構築されます。 こ のテンプレー ト 内容の輝度、 すなわち知覚され

る グレーレベルまたは明度によ って、その後に描かれるオブジェ ク ト 群の可視性が決定さ

れます ： テンプレー ト 内の明るい領域は透明にな り （すなわち、 描かれるオブジェ ク ト 群

が見え る） 、 暗い領域はオブジェ ク ト を見えな く し ます。 この技法を実現するには以下の

手順に従います ：

> テンプレー ト を、transparencygroup オプシ ョ ン と サブオプシ ョ ン colorspace を用いて作

成し ます。 このテンプレー ト の中で、 任意の描画操作を行なっていき ます。

> このテンプレー ト をベース と し て、 gstate を、 softmask オプシ ョ ン と サブオプシ ョ ン

type=luminosity を用いて作成し ます。 ソ フ ト マス ク を適用し た時、 ソ フ ト マス ク テン

プレー ト の明るい （白い） 領域はカ レ ン ト 色で着色され、 一方、 暗い （黒い） 領域に

色がつき ません。 softmask オプシ ョ ンの invert サブオプシ ョ ンを使 う と、 暗い色 と明

るい色の効果を反転させる こ と ができ ます。 すなわち、 暗い領域 と 明るい領域が維持

されます。 デフ ォル ト ではソ フ ト マス ク の背景は不透明で初期化されます。 これは黒

ベタ と同等です。 これは、 サブオプシ ョ ン backdropcolor=transparent を用いて変え る

こ と も でき ます。これは白ベタ と同等です。なお、invert サブオプシ ョ ンは backdropcolor
の効果について も反転させます。

> この gstate を設定し ます。 save/restore シーケン スで囲むこ と が多いでし ょ う 。 そ う す

れば、 こ の ソ フ ト マス ク の効果をその中だけに と どめる こ と ができ ます。 こ の gstate

内のソ フ ト マス ク テンプレー ト の幾何情報はカレ ン ト 座標系に依存し ます。 た と えば、

ソ フ ト マス ク の位置を制御するには、gstate を設定する前に平行移動を適用し ます。以

上が終わった ら、 ページ上でマス ク される内容を描き ます。

以下のコード 断片は、 こ のシーケン ス を実装し、 それを適用する こ と によ って、 取 り 込み

SVG グ ラ フ ィ ッ ク フ ァ イルに着色し ています ：

// ソフトマスクの定義に使うテンプレートを作成

tpl = p.begin_template_ext(595, 842, "transparencygroup={colorspace=devicecmyk}");

// 任意の内容を配置。例：SVGグラフィック

p.fit_graphics(graphics, 0, 0, "boxsize={595 842} position={center} fitmethod=meet");

p.end_template_ext(0, 0);

// このテンプレートをベースにした、反転したソフトマスクを用いたgstateを作成

// 「invert」オプションで黒を透過させています。すなわち暗い領域と明るい領域を維持

gstate_softmask = p.create_gstate(

"softmask={type=luminosity template=" + tpl + " backdropcolor=transparent }");

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/color/softmask_effects/
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// ソフトマスクを用いたgstateを有効にしたうえで、色を適用

// 結果: SVGグラフィックが赤く着色されます

p.save();
p.set_graphics_option("fillcolor=red gstate" + gstate_softmask);
p.rect(0, 0, 595, 842);

p.fill();
p.restore();

複数のソ フ ト マス ク PDF は、1 つの合成操作について 1 つまでのソ フ ト マス クにのみ対

応し ています。 た と えば、 画像が自分のアルフ ァチャ ンネル （＝ソ フ ト マス ク） を持って

いる場合には、グ ラ フ ィ ッ ク ステー ト で与え られた ソ フ ト マス クは何の効力も及ぼし ませ

ん。 この PDF の制約を回避するには、 テンプレー ト 内に内容を生成し て、 このテンプレー

ト をページ上に配置する必要があ り ます。 これによ って事実上、PDF ビ ューアーに強制的

に別々の合成操作を適用させ、 ソ フ ト マス ク が使用可能にな り ます。
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4.10 オーバープ リ ン ト 制御
ク ッ クブ ッ ク コー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの color/overprint ト ピ ッ クにあ り ます。

デフ ォル ト では、 あ る特定のカ ラーチャ ンネルに描画を行 う と、 他のカ ラーチャ ンネル群

の対応する領域は置き換わ り ます。 た と えば、 CMYK デバイ ス上の色 0/0/1/0、 すなわち

イエローは、そのページ上の同じ場所にそれまでに描画されていたオブジェ ク ト 群の既存

のシアン ・ マゼン タ ・ 黒チャ ンネルを消去し ます。 この動作を変え るにはオーバープ リ ン

ト と い う 処理を用います。 こ の処理は、 印刷デバイ ス上における色イ ンキの混合を制御し

ます。 オーバープ リ ン ト を利用し て、 黒を他の暗い色の上に重ねて印刷する こ と によ り 、

「 リ ッチブラ ッ ク」 にする こ と もでき ます。

PDF のオーバープ リ ン ト フ ラ グは CMYK 印刷を対象と し ています。 このフ ラ グは、 あ

る特定のチャ ンネルへの描画が他のチャ ンネル群の既存の内容に影響するかど う かを制

御し ます。 た と えば、 シアンを イエローの上に重ねて印刷する と、 その結果は、 オーバー

プ リ ン ト あ り であれば緑にな り ます （シアン と イエローが混合される） 。 逆にオーバープ

リ ン ト な し で同じ こ と をする と、 その結果は、 後に印刷し た色であ る シアン と な り ま

す。 なぜな ら、 純粋なシアンにはイエローの成分が一切ないので、 0% イエローが既存の

イエローの内容を置き換え るからです。

塗り ・ 描線操作に対するオーバープ リ ン ト 設定 オーバープ リ ン ト 動作は、 描線操作 と

それ以外の操作 と で別々に制御で き ます。 そのためにはグ ラ フ ィ ッ ク 書式オプシ ョ ン

overprintstroke （描線操作に対し て） または overprintfill （描線以外のすべての操作に対し

て。 画像の配置に対し て も） を用います。 どち らのオプシ ョ ン もデフ ォル ト は false です ：

> overprintfill=false か overprintstroke=false の場合には、 塗 り または描線は、 どのカ ラー

チャ ンネルにおいて も、 指定さ れていないイ ンキの、 対応する領域を置き換え ます ：

前面の色が勝ちます。

> これらのオプシ ョ ンがtrueの場合、かつ出力デバイ スがオーバープ リ ン ト に対応し てい

る場合には、 指定されていないイ ンキにおけ るそれまでのマーキング群に対し て、 変

更は行われません。 オーバープ リ ン ト は通常、 かな り 暗い色に対し て使用されます。

CMYK カ ラーに対するオーバープ リ ン ト モー ド CMYK オブジェ ク ト のオーバープ リ ン

ト 動作は、 さ らに、 overprintmode グ ラ フ ィ ッ ク書式オプシ ョ ンを用いて変更する こ と も

でき ます。 このオプシ ョ ンは、 overprintfill/overprintstroke=true の場合のゼロ CMYK 成分

の動作を制御し ます ：

> overprintmode=0 （デフ ォル ト ） ： それぞれの色成分が、 それまでに配置されたマーク

群を置き換えます （「前面の色が勝つ」）。 言い換えれば、 前面のオブジェ ク ト の色のす

べてのチャ ンネルが、 下に重なっているオブジェ ク ト 群を ヌ キにし ます。

> overprintmode=1（「Illustrator のオーバープ リ ン ト モード」 と呼ばれる こ と も あ り ます）：

濃度値 0 は、 それまでに描画された色の、 対応する成分を、 0 に設定するのではな く 、

変更し ません （「前面の濃度値 0 は無視される」）。 言い換えれば、 0 以外の値を持った

前面チャ ンネルのみが、 下に重なっている オブジ ェ ク ト 群を ヌ キに し ます。 こ れは、

DeviceN 色空間において、 0 でない値を持った CMYK 成分のみで描画するの と同じ こ

と です。

つま り 、CMYK 濃度値がわずか違 う だけで （た と えば 0% か 1% か）、オーバープ リ ン ト モー

ド によ って結果に大き な違いが生じ る場合があ り ます：オーバープ リ ン ト モード 0 の場合

にはその結果はそれぞれ 0% と 1% にな り ます。 オーバープ リ ン ト モード 1 の場合には、 そ

の結果はそれぞれ背景色 （それが何であれ） か 1% にな り ます。 オーバープ リ ン ト モード

は、 その定義によ り 、 CMYK 以外の色空間においては何も影響を与えません。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/color/overprint/
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オーバープ リ ン ト に よ っ て影響を受け る のは DeviceCMYK 色空間の色だけ です。

DeviceN 色空間で Cyan ・ Magenta ・ Yellow ・ Black 成分のいずれかが使われていて も、 こ の

CMYK オーバープ リ ン ト 規則は適用されません。

デバイ ス依存なオーバープ リ ン ト 表現 PDF ビ ューアーは、 出力デバイ スがオーバープ

リ ン ト に対応し ていない場合には、オーバープ リ ン ト 設定を無視し なければな ら ないこ と

になっていますので、オーバープ リ ン ト オブジェ ク ト を持った文書は本質的にポータブル

ではな く 、意図し たページ表現を実現するには、 PDF ビ ューアーや RIP を特別に構成する

必要が生じ る場合があ り ます。 Acrobat が画面表示においてオーバープ リ ン ト 設定に従 う

かど う かは、 「編集」 → 「環境設定」 → 「ページ表示」 → 「オーバープ リ ン ト プレ ビ ュー

を使用」 を通じ て構成可能です。 オーバープ リ ン ト 設定を使って作業し ている と きには、

こ の環境設定を 「常時」 に設定する こ と によ って正しい画面表示が得られる よ う にする こ

と を推奨し ます。 さ らに、 Acrobat の 「出力プレビ ュー」 パネルには項目 「オーバープ リ

ン ト をシ ミ ュ レー ト 」 が設け られています。

ページ上で透過かブレ ン ド モード が使用されている場合には、Acrobat のオーバープ リ

ン ト プレ ビ ューは、カレ ン ト のブレ ン ド色空間が DeviceCMYK 色空間を使用する よ う 設定

されている場合のみ、 期待どお り 動作し ます。 そのよ う に設定するには PDF_begin_page_
ext( ) で以下のオプシ ョ ンを用います ：

transparencygroup={colorspace=devicecmyk}

オーバープ リ ン ト プレ ビ ュー対応のないサード パーテ ィ ー PDF ビ ューアーは、 期待と 違

う 色を表示する場合があ り ます。 実際、 シンプルな PDF ビ ューアーの多 く はオーバープ

リ ン ト に対応し ていません。

デバイ ス独立なオーバープ リ ン ト 効果 上述のビ ューアー依存性によ り 、 オーバープ リ

ン ト の表現はも ろ く なる場合があ り ます。オーバープ リ ン ト 効果をデバイ ス独立な方式で

実現する こ と もでき ます。 そのためにはブレ ン ド モード Darken を以下のよ う に使用し ま

す ：

gstate = p.create_gstate("blendmode=darken");
p.set_gstate(gstate);

オーバープ リ ン ト シ ミ ュ レーシ ョ ンが有用と なる状況と し ては、 一つには、 色分版の再合

成が挙げられます。 画像やページのシアン ・ マゼン タ ・ イエロー ・ 黒分版を持っている と

し て、これら を 1 個のコ ンポジ ッ ト な PDF ページへ再合成する必要があ る場合に、Darken
ブレ ン ド モード を用います。

ク ッ クブ ッ ク CMYK 分版を再合成し ている コー ドサンプルが、 ク ッ ク ブ ッ クの color/recombine_color_

channels ト ピ ッ クにあ り ます。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/color/recombine_color_channels/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/color/recombine_color_channels/
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5 Unicode と レガシエン コーデ ィ ング
この章では、 Unicode やその他のエン コーデ ィ ング方式に関する基礎的な情報を提供し ま

す。 PDFlib におけるテキス ト 処理は Unicode 規格に大き く 依存し ていますが、 さ まざまな

レガシエン コーデ ィ ングにも対応し ています。

5.1 Unicode の重要な諸概念

キャ ラ ク タ ー と グ リ フ テキ ス ト を扱 う 際には、 以下の概念をはっ き り 区別する こ と が

大切です ：

> キャ ラ ク ターは、 言語の中で情報を伝達する 小の単位です。 代表的な例はラ テンア

ルフ ァベッ ト の文字、 中国語の表意文字、 日本語の音節文字です。 キ ャ ラ ク ターは意

味を持ちます ： すなわちキ ャ ラ ク ターは意味実体です。

> グ リ フは、 さ まざまな視覚表現で、 1 個ないし複数のキ ャ ラ ク ターを表し ます。 グ リ フ

は外見を持ちます ： すなわちグ リ フは表現実体です。

キ ャ ラ ク ターと グ リ フの間に一対一の対応は存在し ません。た と えば合字は 1 つのグ リ フ

ですが、 2 つ以上のキ ャ ラ ク ターを表現し ます。 か と思えば、 1 つのグ リ フが場面によ っ

て別々のキ ャ ラ ク ターを表すこ と も あ り ます （キ ャ ラ ク ターには同じ形の も のがあ り ま

す。 図 5.1 参照）。

BMP と PUA 以下の用語が Unicode ベースの環境では頻繁に登場し ます ：

> 基本多言語面（Basic Multilingual Plane ＝ BMP）：Unicode の範囲 U+0000 ～ U+FFFF 内の

コード点から成 り ます。 Unicode 規格はこのほかにも多 く のコード点を、 追加面群、 す

なわち範囲 U+10000 ～ U+10FFFF 内に含んでいます。

> 私用領域（Private Use Area ＝ PUA）：私用のために予約されている複数の Unicode 領域か

ら 成 り ます。 PUA の コー ド 点は一般的なや り と り には利用で き ません。 なぜな ら、

Unicode 規格ではこの領域の中にいかなる キ ャ ラ ク ターを も指定し ていないからです。

基本多言語面は PUA 領域 U+E000 ～ U+F8FF を含んでいます。 第 15 面 （U+F0000 ～

U+FFFFD） と第 16 面 （U+100000 ～ U+10FFFD） は私用のためにすっか り 予約されて

います。

図 5.1
グ リ フ とキャ ラ ク

ターの関係
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Unicode のエン コーデ ィ ング形式 （UTF 形式） Unicode標準は各キ ャ ラ ク ターに数（コー

ド点） を割 り 当てています。 この数を コ ンピ ューター処理で使 う には、 何らかの方式で表

現し なければな り ません。 Unicode 標準ではこれをエン コーデ ィ ング形式と呼びます （旧

称：変換形式）。この用語はフ ォ ン ト のエン コーデ ィ ング と混同し てはいけません。Unicode

は以下のエン コーデ ィ ング形式を定義し ています ：

> UTF-8： これは可変幅の形式で、コード点は 1 ～ 4 バイ ト で表されます。範囲 U+0000 ～

U+007F の ASCII キ ャ ラ ク ターは範囲 00 ～ 7F のシングルバイ ト で表されます。 範囲

U+00A0 ～ U+00FF の Latin-1 キ ャ ラ ク ターは 2 バイ ト で表され、 その第一バイ ト はつ

ねに 0xC2 か 0xC3 にな り ます （これらの値は Latin-1 で Â と Ã を表し ます）。

> UTF-16：基本多言語面 （BMP） のコード点は 1 つの 16 ビ ッ ト 値で表されます。補助多言

語面のコード点、すなわち範囲 U+10000 ～ U+10FFFF のコード点は 16 ビ ッ ト 値のペア

で表されます。 このよ う なペアをサロゲー ト ペア と いいます。 1 つのサロゲー ト 値は、

範囲 D800 ～ DBFF の高位サロゲー ト 値 1 つと範囲 DC00 ～ DFFF の低位サロゲー ト 値

1 つから成っています。 高位と低位のサロゲー ト 値はサロゲー ト ペアの中にのみ現れ、

他の場面で使われる こ と はあ り ません。

> UTF-32 ： 各コード点は 1 つの 32 ビ ッ ト 値で表されます。

Unicode のエン コーデ ィ ング体系とバイ ト 順序マーク （BOM） コ ン ピ ュ ー タ ーアーキ

テ クチャーは種類によ って、 バイ ト の並べ方が違います。 すなわちバイ ト がよ り 大き な値

（16 ビ ッ ト や 32 ビ ッ ト ） を構成する と き、 上位バイ ト を 初に格納する方式 （ビ ッ グ

エンデ ィ アン） と、 下位バイ ト を 初に格納する方式 （ リ ト ルエンデ ィ アン） があ り ま

す。 ビ ッ グエンデ ィ アンアーキテ クチャーの代表例は PowerPC であ り 、一方 x86/x64 アー

キテ クチャーは リ ト ルエンデ ィ アンです。UTF-8 と UTF-16 はシングルバイ ト よ り 大き な

値を用いていますので、 やは り バイ ト の並べ方を論じ る必要が出てき ます。 エン コーデ ィ

ング体系は （上述のエン コーデ ィ ング形式と は違 う ので注意） 、 エン コーデ ィ ング形式に

加えてバイ ト 順序を指定し ます。 た と えば UTF-16BE は、 UTF-16 でバイ ト 順序はビ ッ グ

エンデ ィ アン と い う 意味です。 バイ ト 順序があ らかじめわから ない と きは、 それを指定す

る手段と し てコード点 U+FEFF があ り ます。 これをバイ ト 順序マーク （BOM） と いいま

す。 BOM は UTF-8 では不要ですが、 存在し ていて も よ く 、 それを利用し てバイ ト ス ト

リ ームを UTF-8 と同定する こ と もでき ます。 さ まざまなエン コーデ ィ ング形式に対する

BOM の表し方を表 5.1 に示し ます。

表 5.1 さ まざまな Unicode エン コーデ ィ ング形式に対するバイ ト 順序マーク

エン コーデ ィ ング形式 バイ ト 順序マーク （16 進） WinAnsi における視覚表現1

1. 四角   は null バイ ト を意味し ます。

UTF-8 EF BB BF ï»¿

UTF-16 ビ ッ グエンデ ィ アン FE FF þÿ

UTF-16 リ ト ルエンデ ィ アン FF FE ÿþ

UTF-32 ビ ッ グエンデ ィ アン 00 00 FE FF   þÿ

UTF-32 リ ト ルエンデ ィ アン FF FE 00 00 ÿþ 
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5.2 Unicode 対応言語バイ ンデ ィ ング
PDFlib API の機能のなかには、 使用する言語バイ ンデ ィ ングが Unicode 対応かど う かに

よ って変化する ものがあ り ます。 この概念を この節と次の節で解説し ます。

5.2.1 ネイ テ ィ ブ Unicode 文字列のある言語バイ ンデ ィ ング

プロ グ ラ ミ ング言語が Unicode 文字列をネイ テ ィ ブに用いている場合に、 そのバイ ンデ ィ

ングを Unicode 対応 と呼ぶこ と にし ます。以下の PDFlib 言語バイ ンデ ィ ングは Unicode 対

応です ：

> C++

> .NET

> Java

> Objective-C

> Python

> RPG

こ う し た環境での文字列処理は単純です ： 文字列はすべて、 ネイ テ ィ ブな UTF-16 形式の

Unicode 文字列と し て PDFlib カーネルに与え られます。 こ う し た言語のラ ッパーは、 ク ラ

イ アン ト から与え られる Unicode 文字列を正し く 取 り 扱 う こ と ができ、 また、 い く つかの

PDFlib のオプシ ョ ンを自動的に設定し ます。 その際には以下の結果が生じ ます ：

> ク ラ イ アン ト が与え る文字列はすべて、Unicode エン コーデ ィ ングかつ UTF-16 形式で

PDFlib にも た ら されます。

> API 解説内のいろいろな文字列種別 （内容文字列 ・ ハイパーテキス ト 文字列 ・ 名前文字

列） ど う し の違いは意味を持ち ま せん。 オプシ ョ ン textformat ・ hypertextformat ・

hypertextencoding は不必要であ り 、 かつ許されません。 テキス ト フ ローオプシ ョ ンは

強制的に true にな り ます。

> ページの内容には unicode エン コーデ ィ ングを用いる こ と が、 エン コーデ ィ ングを

Unicode 対応言語で取 り 扱 う う えでも っ と も簡単な方法です。ただし 8 ビ ッ ト エン コー

デ ィ ングや、 記号フ ォ ン ト のシングルバイ ト テキ ス ト も、 使いたければ使 う こ と がで

き ます。

要するに基本的には、ク ラ イ アン ト はネイ テ ィ ブ Unicode 文字列を PDFlib API メ ソ ッ ド に

与え る こ と ができ、 その際に別途構成は必要ない と い う こ と です。

5.2.2 UTF-8 対応のある言語バイ ンデ ィ ング

ネイ テ ィ ブにUnicode文字列データ型を持たないプロ グ ラ ミ ング言語であって も UTF-8形

式の Unicode 文字列を扱 う こ と はでき ます。 API の文字列、 すなわち名前文字列 ・ 内容文

字列 ・ ハイパーテキス ト 文字列 ・ オプシ ョ ン リ ス ト はすべて、 BOM 付きか BOM な しの

UTF-8 形式を受け付けます。

Unicode 以外のエン コーデ ィ ングの文字列を扱 う 必要があ る場合には、 それを PDFlib

へ渡す前にUTF-8のUnicodeへ変換する必要があ り ます。これは PDF_convert_to_unicode( )
か言語独自の メ ソ ッ ド で実現でき ます。

5.2.3 デフ ォル ト UTF-8 対応のある言語バイ ンデ ィ ング

以下の PDFlib 言語バイ ンデ ィ ングはデフ ォル ト で UTF-8 を通じ て Unicode 対応です ：

> C
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> Perl

> PHP

> Ruby

C バイ ンデ ィ ングのオプシ ョ ナルな UTF-8 対応 デフ ォル ト では PDFlib の C 言語バイ ン

デ ィ ングは Unicode 対応ではあ り ませんが （後述）、 UTF-8 文字列と と もに使用する よ う

構成する こ と は可能です ：

PDF_set_option(p, "stringformat=utf8");

BOM 付きの UTF-8 形式は C のユーザーに利点があ り ます。 それは PDFlib は自動的にそ

の よ う な文字列 を BOM を 通 じ て認識す る か ら です。 こ れに よ っ て、 フ ォ ン ト を

encoding=unicode で読み込んだ り 、ハイパーテキス ト 文字列を hypertextencoding=unicode
で、 名前文字列を usehypertextencoding=true で扱った り する こ と が可能にな り ますので、

完全な Unicode ワーク フ ローが実現されます。

ただし C イ ン ターフ ェ イ スは、関数の引数と し て受け渡された文字列について、length
引数に 0 よ り 大き な値が与え られた場合には、 UTF-16 と し て解釈し ます。
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5.3 非 Unicode 対応言語バイ ンデ ィ ング

5.3.1 ネイ テ ィ ブな Unicode 文字列のない言語バイ ンデ ィ ング

レガシー文字列対応のある言語バイ ンデ ィ ング 以下の PDFlib の言語バイ ンデ ィ ングは

デフ ォル ト で UTF-8 を使用し ますが （上述）、 stringformat=legacy を設定する こ と によ っ

て、レガシーな 8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ングの文字列 と と もに使用する よ う 構成する こ と も

可能です ：

> Perl

> PHP

> Ruby

レガシーな8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ングの文字列を これらの言語バイ ンデ ィ ングで使用する

には、 文字列の形式の以下の とお り 設定する必要があ り ます ：

p.set_option("stringformat=legacy");

C バイ ンデ ィ ングのレガシーな文字列へのデフ ォル ト 対応 Cバイ ンデ ィ ングは、デフ ォ

ル ト 設定 stringformat=legacy を通じ て 8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ングの文字列 と と もに動作

し ます。

ただし C イ ン ターフ ェ イ スは、関数の引数と し て受け渡された文字列について、length
引数に 0 よ り 大き な値が与え られた場合には、 UTF-16 と し て解釈し ます。

5.3.2 Unicode 処理と各種文字列

Unicode 文字列は非 Unicode 対応言語でも使用でき ますが、 文字列の処理は、 複雑にな

る と と もに、 その文字列をど う 使 う つも り かによ って異なってき ます。 PDFlib API は、 内

容文字列 ・ ハイパーテキス ト 文字列 ・ 名前文字列 （これらの呼称は歴史的な誤称です） と

い う 文字列種別を使用し ます。 引数と オプシ ョ ンは、 PDFlib API リ フ ァ レン ス内で、 これ

ら の種別のいずれか一つ と し て示さ れています。 こ れら の文字列種別の取 り 扱いを、 表

5.2 にま と める と と もに、 以下に詳し く 解説し ます。

表 5.2 さ まざまな文字列種別に対する文字列処理の概要

文字列種別 サンプル引数 ・ オプシ ョ ン 関連オプシ ョ ン / 解釈

内容文字列 PDF_fit_textline( ) ・ PDF_add_textflow( ) の text 引数。 textformat

encoding

ハイパーテキス

ト 文字列

> PDF_add_table_cell( ) の fieldname オプシ ョ ン

> PDF_define_layer( ) の name オプシ ョ ン

> PDF_create_action( ) の destname オプシ ョ ン

> PDF_create_bookmark( ) の text 引数

hypertextformat

hypertextencoding

名前文字列 > PDF_begin_document( ) ・ PDF_create_pvf( ) の filename

引数

> PDF_load_font( ) の fontname 引数

> PDF_load_iccprofile( ) の profilename 引数

usehypertextencoding,

filenamehandling

オプシ ョ ン リ ス

ト 内の文字列

BOM 付き ： UTF-8

BOM な し ： 文字列種別による
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内容文字列 内容文字列は、 特定のフ ォ ン ト に対し て選んだエン コーデ ィ ングに従って

ページ内容を作成する ために用いられます。 PDFlib API リ フ ァ レ ン スの中で、 ページ内容

関数における text と い う 名前の メ ソ ッ ド引数はすべて この種類に属し ます。 内容文字列

は特定フ ォ ン ト 内のグ リ フによ って表現されますので、使用可能なキ ャ ラ ク ターの範囲は

フ ォ ン ト / エン コーデ ィ ングの組み合わせに依存し ます。

内容文字列の解釈は、 textformat オプシ ョ ン （後述） と、 選択し たエン コーデ ィ ング

によ って制御されます。 textformat=auto な らば （これがデフ ォル ト ）、 unicode ・ glyphid
エン コーデ ィ ングに対し てはutf16形式が用いられます。それ以外のすべてのエン コーデ ィ

ングに対し ては形式は bytes です。

C 言語バイ ンデ ィ ングでは、 UTF-16 文字列の長さ を別途 length 引数で与え る必要が

あ り ます。

ハイパーテキス ト 文字列 ハイパーテキ ス ト 文字列は、 しお り や注釈などの イ ン タ ラ ク

テ ィ ブ機能のために用いられる ものであ り 、 PDFlib API リ フ ァ レ ン スでは 「ハイパーテキ

ス ト 文字列」 と し て示し ています。 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ機能のための関数の多 く の引数やオ

プシ ョ ンがこ の種類に属し ます。

ハイパーテキス ト 文字列の解釈は hypertextformat ・ hypertextencoding オプシ ョ ン （後

に詳述） に よ っ て制御 さ れます。 hypertextformat=auto な ら ば （こ れがデフ ォ ル ト ） 、

hypertextencoding=unicode の場合には utf16 形式が用いられ、 それ以外の場合には bytes
が用いられます。

C 言語では、 UTF-16 文字列の長さ を別途 length 引数で与え る必要があ り ます。

名前文字列 名前文字列は、 外部フ ァ イル名 ・ フ ォ ン ト 名 ・ ブロ ッ ク名などのために用い

られる ものであ り 、 PDFlib API リ フ ァ レ ン スでは 「名前文字列」 と し て示し ています。 こ

れはハイパーテキス ト 文字列と わずかに違います。

フ ァ イル名は特殊な場合です ： オプシ ョ ン filenamehandling は、 API に与え られたフ ァ イ

ル名を ローカルフ ァ イルシステムで使用でき る文字列へどのよ う に PDFlib が変換するか

を指定し ます。

デフ ォル ト では名前文字列は host エン コーデ ィ ングで解釈されます。 しかし、 名前の

先頭に UTF-8 BOM があ る と きは、 それは UTF-8 と し て （先頭に EBCDIC UTF-8 BOM が

あ る と き は EBCDIC UTF-8 と し て） 解釈 さ れ ま す。 usehypertextencoding=true な ら、

hypertextencoding で指定されたエン コーデ ィ ングが名前文字列にも適用されます。 これ

は た と え ば、 フ ォ ン ト や フ ァ イ ルの名前 を Shift-JIS で指定す る のに使え ま す。

hypertextencoding=unicode の場合は、 PDFlib は UTF-16 文字列を前提し ますので、 2 個の

null バイ ト で終了する必要があ り ます。

C では、 UTF-8 文字列に対し ては length 引数は 0 でなければな り ません。 0 以外な ら

文字列は UTF-16 と し て解釈されます。 それ以外の非 Unicode 対応の言語バイ ンデ ィ ング

では名前文字列はかな らず UTF-8 形式で与え る必要があ り ます。

内容文字列とハイパーテキス ト 文字列に対するテキス ト 形式 Unicode 文字列は、 UTF-

8 ま たは UTF-16 形式で、 任意のバイ ト 順序で与え る こ と がで き ます。 形式の選択は、

textformat オプシ ョ ンでページ記述のテキス ト に対し て、 hypertextformat オプシ ョ ンで

イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素群に対し て制御する こ と ができ ます。これらのオプシ ョ ンで対応し

ている値を表 5.3 に示し ます。[hyper]textformat オプシ ョ ンのデフ ォル ト は auto です。名

前文字列群に対し て同じ動作を強制するには usehypertextencoding オプシ ョ ンを用いま

す。 hypertextencoding オプシ ョ ンのデフ ォル ト は auto です。
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textformat の設定はあ ら ゆ る エン コ ーデ ィ ン グに対 し て効果があ り ますが、 と り わけ

unicode エン コーデ ィ ングに対し て有用です。 エン コーデ ィ ング と textformat のさ まざま

な組み合わせに対する テキス ト 文字列の解釈を表 5.4 で説明し ます。 内容文字列内のコー

ド または Unicode 値が、 選ばれたフ ォ ン ト 内の適切なグ リ フで表現でき ない場合について

は、オプシ ョ ン glyphcheck が PDFlib の動作を制御し ます（183 ページ「グ リ フ置換」参照）。

表 5.3 textformat ・ hypertextformat オプシ ョ ンに対する値

[hyper]textformat 説明

bytes 文字列の 1 バイ ト が 1 キャ ラ ク ターに対応し ます。 これは 8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ングと記

号フ ォ ン ト で有用です。 文字列の先頭に UTF-8 BOM がある と きは、 評価されたのち除去さ

れます。

utf8 文字列は UTF-8 形式である と期待されます。 不正な UTF-8 列があった と きは、

glyphcheck=error なら例外が発生し、 そ う でなければ削除されます。

ebcdicutf8 文字列は、 EBCDIC コー ド された UTF-8 形式である と期待されます （IBM System i ・ IBM Z

のみ）。

utf16 文字列は UTF-16 形式である と期待されます。 文字列の先頭に Unicode バイ ト 順序マーク

（BOM） がある と きは、 評価されたのち除去されます。 BOM がないと きは、 その文字列は

マシンのネイテ ィ ブなバイ ト 順序である と期待されます （た と えば Intel x86/x64 ではリ ト

ルエンデ ィ アン）。

utf16be 文字列は UTF-16 形式で、 バイ ト 順序はビ ッ グエンデ ィ アンである と期待されます。 バイ

ト 順序マークについて特別な扱いはあ り ません。

utf16le 文字列は UTF-16 形式で、 バイ ト 順序はリ ト ルエンデ ィ アンである と期待されます。 バイ

ト 順序マークについて特別な扱いはあ り ません。

auto 内容文字列 ： 8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ングに対し ては bytes と等価で、 unicode ・ glyphid エ

ン コーデ ィ ングに対し ては utf16 と等価です。

ハイパーテキス ト 文字列 ： BOM 付きの UTF-8 ・ UTF-16 文字列は検知されます （C では

UTF-16 文字列はダブル null で終了する必要があ り ます）。 文字列の先頭に BOM がないと き

は、 8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ングの文字列と し て、hypertextencoding オプシ ョ ンに従って解

釈されます。

この設定にし ておけば、 Unicode をネイテ ィ ブに用いないたいていの環境で、 適切なテキス

ト 解釈ができるよ う にな り ます。

表 5.4 エン コーデ ィ ングと テキス ト 形式の関係

[hypertext]encoding textformat=bytes textformat=utf8 ・ utf16 ・ utf16be ・ utf16le

すべての文字列種別 ：

auto 117 ページ 「自動エン コーデ ィ ング」 の項を参照

unicode 8 ビ ッ ト コー ドは U+0000 ～

U+00FF の Unicode 値

選ばれたテキス ト 形式に従ってエン コー ド された任意

の Unicode 値 1

内容文字列のみ ：

8 ビ ッ ト エン コー

デ ィ ング

8 ビ ッ ト コー ド 選ばれたエン コーデ ィ ングに従って Unicode 値を 8

ビ ッ ト コー ド に変換し ます1。

1. その Unicode キャ ラ ク ターがフ ォ ン ト 内で得られない と きは、 PDFlib は glyphcheck オプシ ョ ンに従って、 例外を発生させ

るか、 またはそれを置き換えます。

glyphid 8 ビ ッ ト コー ドは 0 ～ 255 のグ リ

フ ID

Unicode 値はグ リ フ ID と し て解釈されます2。
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オプシ ョ ン リ ス ト オプシ ョ ン リ ス ト 内の文字列については、特別な注意が必要です。な

ぜな ら非 Unicode 対応の言語バイ ンデ ィ ングでは、 それは UTF-16 形式の Unicode 文字列

と し て表現で き ず、 バ イ ト 文字列 と し て し か表現で き ないか ら です。 こ の理由か ら、

Unicode のオプシ ョ ンに対し ては UTF-8 が用いられます。 PDFlib はオプシ ョ ンの先頭の

BOM を見る こ と で、 それをど う 解釈するかを決定し ます。 BOM を用いて文字列の形式が

決定され、 そし て文字列の種類 （内容文字列 ・ ハイパーテキス ト 文字列 ・ 名前文字列） を

用いてエン コーデ ィ ングが決定されます。 具体的には、 文字列オプシ ョ ンの解釈は以下の

よ う に動作し ます ：

> オプシ ョ ンの先頭に UTF-8 BOM （0xEF 0xBB 0xBF） があ る な ら、 それは UTF-8 と し て

解釈されます。 EBCDIC ベースのシステムの場合 ： オプシ ョ ンの先頭に EBCDIC UTF-

8 BOM （0x57 0x8B 0xAB） があ る な ら、 それは EBCDIC UTF-8 と し て解釈されます。

> BOM が見つから ない と きは、 文字列の解釈は文字列の種類に依存し ます ：

> 内容文字列は、適用可能な encoding オプシ ョ ンか、その対応する フ ォ ン ト のエン コー

デ ィ ング （どち らか存在するほ う ） に従って解釈されます。

> ハイパーテキス ト 文字列は、 hypertextencoding オプシ ョ ンに従って解釈されます。

> 名前文字列は、 usehypertextencoding=true な ら hypertext の設定に従って、 そ う でな

ければ auto エン コーデ ィ ングで解釈されます。

キ ャ ラ ク ター{ } はオプシ ョ ン リ ス ト 内の文字列内では特別な扱いを要し、文字列オプシ ョ

ン内で用いる と きはキ ャ ラ ク ター \ を前につける必要があ り ます。

5.3.3 シングルバイ ト （8 ビ ッ ト ） エン コーデ ィ ング

8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ングは、 バイ ト 値をそれぞれ、 BMP 内の Unicode 値を持つ 1 つの

キ ャ ラ ク ターへマ ッ プし ます。 そ こ でキ ャ ラ ク ターは 255 種類までです。 なぜな ら コード

0 （ゼロ） は .notdef キ ャ ラ ク ターのために予約されているからです。 PDFlib は、 以下のエ

ン コーデ ィ ングを内蔵し ています ：

winansi (cp1252と等しい。iso8859-1のスーパーセット),
cp1252
iso8859-1
macroman (オリジナルのMacintoshの文字集合),
ebcdic (EBCDICコードページ1047), 

ebcdic_37 (EBCDICコードページ037),
pdfdoc (PDFDocEncoding)

以下のエン コーデ ィ ングは PDFlib パッ ケージ内で別フ ァ イル と し て利用可能です ：

iso8859-2, iso8859-3, iso8859-4, iso8859-5, iso8859-6, iso8859-7, iso8859-8, iso8859-9, 
iso8859-10, iso8859-13, iso8859-14, iso8859-15, iso8859-16,
cp1250, cp1251, cp1253, cp1254, cp1255, cp1256, cp1257, cp1258

これらのエン コーデ ィ ングのための リ ソース フ ァ イルへのア ク セスについては、それがシ

ステムのコードページ と し て利用可能でない限 り は、以下のよ う に構成する必要があ り ま

す （59 ページ 「3.1.4 リ ソース構成と フ ァ イル検索」 を参照）

p.set_option("SearchPath={{/usr/pdflib/resource/codepage}}");
p.set_option("Encoding={iso8859-5=iso8859-5.cpg}");

2. そのグ リ フ ID がフ ォ ン ト 内で見つからないと きは、 PDFlib は glyphcheck 設定に従って、 例外を発生させるか、 またはそれ

をグ リ フ ID 0 に置き換えます。



5.3  非 Unicode 対応言語バイ ンデ ィ ング 117

ホス ト エン コーデ ィ ング 特殊なエン コーデ ィ ング host は固定し た意味を持たず、 環境

のプラ ッ ト フ ォームによ って、 以下の 8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ングへマ ッ プされます ：

> MVS か USS を持つ IBM System Z では ebcdic へマ ッ プ されます。

> IBM System i では ebcdic_37 へマ ッ プ されます。

> Windows では winansi へマ ッ プされます。

> それ以外のすべてのシステムでは iso8859-1 へマ ッ プ されます。

ホス ト エン コーデ ィ ングが有用なのは何と いって も、プラ ッ ト フ ォーム非依存のテス ト プ

ロ グ ラ ムや、 その他の単純なプロ グ ラ ムを書 く と きです。 製品版でのホス ト エン コーデ ィ

ングの使用は推奨し ませんので、 何ら かの適切なエン コーデ ィ ングに置き換え るべき で

す。

自動エン コーデ ィ ング PDFlib は、 特定の環境に対し て も っ と も自然なエン コーデ ィ ン

グを指定でき る し く みに対応し ています。 エン コーデ ィ ング名と し てキーワード auto を

与え る と、 プラ ッ ト フ ォームや環境によ って、 以下のテキ ス ト フ ォ ン ト 用 8 ビ ッ ト エン

コーデ ィ ングを選択し た こ と にな り ます ：

> Windows の場合 ： カレ ン ト のシステム コードページ （詳し く は後述）

> Unix ・ macOS の場合 ： iso8859-1
> IBM System i の場合 ： カレ ン ト ジ ョ ブのエン コーデ ィ ング （IBMCCSID000000000000）

> IBM System Z の場合 ： ebcdic （＝コードページ 1047）

記号フ ォ ン ト では、 キーワード auto は builtin エン コーデ ィ ングへマ ッ プされます （137

ページ 「6.3.2 記号フ ォ ン ト に対するエン コーデ ィ ングを選ぶ」 参照）。 自動エン コーデ ィ

ングは多 く の場面で便利ですが、 その半面、 この方式を用いた PDFlib ク ラ イ アン ト プロ

グ ラ ムは他の環境では使えな く な り ます。

auto エン コーデ ィ ングは、 非 Unicode 対応の言語バイ ンデ ィ ングでは、 名前文字列の

デフ ォル ト エン コーデ ィ ング と し て用いられています （113 ページ 「5.3 非 Unicode 対応

言語バイ ンデ ィ ング」 参照）。

システムコー ド ページを流用 PDFlib は、 コード ページ定義をシステムから取得する こ

と ができ ます。 こ の機能を利用すれば、 コードページの実装作業を し な く てすむので と て

も便利です。 組み込みエン コーデ ィ ングやユーザー定義エン コーデ ィ ングの名前を PDF_
load_font( ) に与え るのではな く 、 ただ、 システムが知っているエン コーデ ィ ング名を利

用すればよいのです。この機能が利用でき るのはい く つかの限られたプラ ッ ト フ ォーム上

だけであ り 、 そのエン コーデ ィ ング文字列の文法はプラ ッ ト フ ォーム依存です ：

> Windows では、エン コーデ ィ ング名は cp< 番号 > です。こ こ で < 番号> は、システムにイ ン

ス ト ールされている任意のシングルバイ ト コー ド ページの番号です （マルチバイ ト の

Windows コードページについては 175 ページ 「7.6.1 TrueType ・ OpenType 日中韓フ ォ

ン ト を用いる」 参照） ：

font = p.load_font("Helvetica", "cp1250", "");

シングルバイ ト コードページは内部の 8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ングに変換されるのに対

し、 マルチバイ ト コードページは実行時に Unicode へマ ッ プ されます。 テキス ト は、選

んだコードページ と互換の形式で与え る必要があ り ます （た と えば cp932 に対し ては

SJIS、 119 ページ 「日中韓フ ォ ン ト のためのコードページ」 参照）。

> Linux では、 iconv 機能が対応し ているすべてのコード セ ッ ト 識別子を使えます。

> IBM System i では、 任意の Coded Character Set Identifier （CCSID） が使えます。 CCSID

は文字列と し て与え る必要があ り 、PDFlibは、与え られたコードページ番号に IBMCCSID
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と い う 接頭辞をつけます。 また PDFlib は、 コードページ番号が 5 文字に満たない と き

には頭に 0 を補います。 コードページ番号 と し て 0 （ゼロ） を与え る と、 カレ ン ト ジ ョ

ブのエン コーデ ィ ングが用いられる こ と にな り ます ：

font = p.load_font("Helvetica", "273", "");

> USS か MVS を持つ IBM System Z では、任意の Coded Character Set Identifier（CCSID） が

使えます。CCSID は文字列 と し て与え る必要があ り 、PDFlib は、与え られたコードペー

ジ名に一切変更を加えずそのま まシステムに渡し ます。

font = p.load_font("Helvetica", "IBM-273", "");

ユーザー定義の 8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ング 定義済みエン コーデ ィ ン グのほか、 PDFlib

はユーザー定義 8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ングに も対応し ています。 こ れを使いたいのは、

PDFlib 内で利用可能でない何かの文字集合を扱いたい と きです。PDFlib は、 グ リ フ名で定

義されたエン コーデ ィ ングテーブルに対応し ているほか、 Unicode 値で定義されたテーブ

ルにも対応し ています。

ユーザー定義エン コーデ ィ ングを PDFlib プロ グ ラ ム内で利用でき る よ う にするには、

以下の作業 を あ ら か じ め行 う 必要が あ り ま す （あ る いはエ ン コ ーデ ィ ン グ は、 PDF_
encoding_set_char( )) を使って実行時に構築する こ と ができ ます） ：

> エン コーデ ィ ングの記述を単純なテキス ト 形式で作成する。

> そのエン コーデ ィ ングを PDFlib リ ソース と し て （59 ページ 「3.1.4 リ ソース構成と フ ァ

イル検索」 参照） 構成する。

> エン コーデ ィ ングが使 う すべてのキ ャ ラ ク ターのためのグ リ フ を持っている フ ォ ン ト

を与え る。

エン コーデ ィ ングフ ァ イルは、 グ リ フ名と コード を 1 行ずつ列挙し た ものです。 エン コー

デ ィ ング定義の冒頭部分は以下のよ う にな り ます ：

% PDFlib用エンコーディング定義。グリフ名を使用

% 名前 コード Unicode（オプション）

space 32 0x0020
exclam 33 0x0021
...

Unicode 値が指定されていない と きは、 PDFlib はその内部テーブルの中で適切な Unicode

値を さ がし ます。 グ リ フ名でな く Unicode 値を指定する こ と もでき ます ：

% PDFlib用コードページ定義。Unicode値を使用

% Unicode コード

0x0020 32
0x0021 33
...

エン コーデ ィ ングかコードページのフ ァ イルの中の Unicode 値はすべて U+FFFF よ り も小

さ く なければな り ません。

5.3.4 日本語 ・ 中国語 ・ 韓国語 CMap （廃止済）

注 この節で解説し ているレガシーエン コーデ ィ ングのための機能はすべて廃止済です。

注 以下の機能は、 CMap を用いて読み込んだフ ォ ン ト に対し ては利用できません ： テキス ト

フ ロー・グ リ フ置換・ フ ォールバッ ク フ ォ ン ト ・シ ェーピング・OpenType レ イアウ ト 機能。
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PDFlib は、 表 5.5 に挙げる CMap を通じ て日中韓レガシーエン コーデ ィ ングに対応し てい

ます。 レガシーエン コーデ ィ ングは、 非 Unicode 対応の言語バイ ンデ ィ ングでのみ使用で

き ます。 すなわち C の場合か、 または Perl ・ PHP ・ Ruby で stringformat=legacy の場合に

のみ使用でき ます。

CMap のリ ソースを構成 CMap を用いて日本語 ・ 中国語 ・ 韓国語 （日中韓） テキス ト を

作成するには、 PDFlib は、 その対応する CMap フ ァ イルを必要と し ます。 入って く る テキ

ス ト を処理し て、 日中韓エン コーデ ィ ングを Unicode へマ ッ プする ためです。 CMap フ ァ

イルは別パッ ケージで入手でき ます。 以下のよ う にイ ン ス ト ールする必要があ り ます ：

> Windows では CMap フ ァ イルは、 PDFlib のイ ン ス ト レーシ ョ ンデ ィ レ ク ト リ ー内の

resource/cmap デ ィ レ ク ト リ ーに置いておけば、 自動的に見つけ られます。

> それ以外のシステムでは CMap フ ァ イルは、任意の好都合なデ ィ レ ク ト リ ーの中に置 く

こ と ができ、 実行時に SearchPath を設定する こ と で、 CMap フ ァ イルを手動で構成す

る必要があ り ます ：

p.set_option("SearchPath={{/パス/パス/resource/cmap}}");

日中韓 CMap フ ァ イルの検索先を構成する方式ではな く 、 適切な SearchPath 定義を含む

UPR 構成フ ァ イルを指すよ う PDFLIBRESOURCEFILE 環境変数を設定する こ と もでき ます。

ネイ テ ィ ブな日中韓レガシーコー ド を維持 埋 め 込 ん で い な い フ ォ ン ト に 対 し て

keepnative フ ォ ン ト オプシ ョ ンを true に設定する と、選択し た CMap に従ったネイ テ ィ ブ

なレガシーコード （た と えば Shift-JIS） が PDF 出力へ書き込まれます。 そ う でない場合に

はテキス ト は CID 値へ変換されます。その利点は、そのよ う なフ ォ ン ト を埋め込みな しに

フ ォームフ ィ ール ド で使用でき る こ と です。

keepnative=false の場合には、 PDF 出力が生成される際に、 レガシーなコード列は CID

値群へ変換されます。 その利点は、 OpenType 機能 と テキス ト フ ロー整形機能を使用でき

る こ と です。

日中韓フ ォ ン ト のためのコー ド ページ PDFlib は表 5.6 に挙げる コードページに対応し

ています。 Windows では PDFlib はさ らに、 システムにイ ン ス ト ールされている任意の日

中韓コード ページに対応し ています。

表 5.5 日本語 ・ 中国語 ・ 韓国語テキス ト のための CMap

ロケールと文字コ

レ ク シ ョ ン

CMap 名

日本語

（Adobe-Japan1-7）

UniGB-UTF16-H/V1, GB-EUC-H/V, GBpc-EUC-H/V, GBK-EUC-H/V, GBKp-EUC-H/V, 

GBK2K-H/V

1. PDF 1.5 以上が必要です。

中国語簡体字

（Adobe-GB1-5）

UniCNS-UTF16-H/V1, B5pc-H/V, HKscs-B5-H/V, ETen-B5-H/V, ETenms-B5-H/V, 

CNS-EUC-H/V

中国語繁体字

（Adobe-CNS1-7）

UniJIS-UTF16-H/V1, 83pv-RKSJ-H, 90ms-RKSJ-H/V, 90msp-RKSJ-H/V, 90pv-RKSJ-

H, Add-RKSJ-H/V, EUC-H/V, Ext-RKSJ-H/V, H/V

韓国語

（Adobe-Korea1-2）

（PDF 2.0 では廃止済） UniKS-UTF16-H/V1, KSC-EUC-H/V, KSCms-UHC-H/V, 

KSCms-UHC-HW-H/V, KSCpc-EUC-H/V

韓国語

（Adobe-KR-9）

（PDF 2.0。 非サポー ト ） UniAKR-UTF16-H
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表 5.6 日中韓コー ド ページ （textformat=auto か textformat=bytes で用いる必要があ り ます）

ロケール コー ド ページ 形式 文字集合

日本語 cp932 Shift-JIS JIS X 0208:1997 ＋ Microsoft 拡張

中国語簡体字 cp936 GBK GBK

中国語繁体字 cp950 Big Five Big Five ＋ Microsoft 拡張

韓国語 cp949 UHC KS X 1001:1992 ＋残り 8822 種のハングル拡張

cp1361 Johab Johab



5.4  キャ ラ ク ターを指定 121

5.4 キャ ラ ク タ ーを指定
環境によ ってはプロ グ ラ マーは、 ソース コー ド を 8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ング （winansi ・

ebcdic など） で書 く こ と を要求されます。 この場合、 8 ビ ッ ト 符号化されたテキス ト の中

へ、 一部分だけ Unicode キ ャ ラ ク ター群を含めるのは厄介な問題です。 この状況から開発

者を救 う ため、 PDFlib では、 テキス ト を表す補助手段がい く つか使えます。

5.4.1 エスケープシーケンス

PDFlib は、 エスケープシーケンス （これは実際には誤称です ： バッ クスラ ッ シュ置換 と い

う 用語のほ う がよいでし ょ う ） を通じ てテキス ト 文字列内に任意の値を入れ込める方式を

サポー ト し ています。 た と えば、 テキス ト ブロ ッ クのデフ ォル ト テキス ト 内で \t シーケ

ン ス を使えば、直接キーボード入力では無理か も しれないタブキ ャ ラ ク ターが入れられま

す。 同様にエス ケープシーケン スは、 記号フ ォ ン ト におけ る コー ド を表すに も便利です

し、エスケープシーケン ス を持たない言語バイ ンデ ィ ングにおいては リ テ ラル文字列をあ

らわすにも便利です。

エスケープシーケン スは、 シーケン ス を 1 個のバイ ト 値へ置換する命令です。 シーケ

ン スは、 文字列のカ レ ン ト エン コーデ ィ ング内のバ ッ ク ス ラ ッ シ ュ キ ャ ラ ク ター 「\」 に

対する コード で開始し ます。バッ ク ス ラ ッ シュは多 く のプロ グ ラ ミ ング言語において特殊

な意味を持ちますので、ソース コード内で リ テ ラルに用いる際には二重にする必要があ る

かも しれません。エスケープシーケン スの置換から得られるバイ ト 値を表 5.7 に示し ます。

ASCII と EBCDIC のプラ ッ ト フ ォームでは違 う ものも あ り ます。 エスケープシーケン スで

表せるのは、 0 ～ 255 のバイ ト 値だけです。

い く つかのプロ グ ラ ミ ング言語と異な り 、 PDFlib のエスケープシーケン スはその種類

に応じ てつねに固定長と な り ます。ですのでシーケン スの終了キ ャ ラ ク ターは必要あ り ま

せん。

エスケープシーケン スはデフ ォル ト では置換されません。エスケープシーケン ス を文字列

において使 う には、 escapesequence オプシ ョ ンを明示的に true に設定する必要があ り ま

す。 必要な と こ ろで選択的に PDF_fit_textline( ) など関数内でこれを行 う こ と も可能です。

あ るいはすべての内容文字列 （すなわちすべてのテキ ス ト 出力操作） に対し てエスケープ

シーケン スの展開を有効化する こ と もでき、 その方法は以下の とお り です ：

p.set_text_option("escapesequence=true");

表 5.7 エスケープシーケンス とバイ ト 値一覧

シーケンス 長さ macOS ・ Windows ・

Unix

EBCDIC プ ラ ッ ト

フ ォーム

広 く 知られる解釈

\f 2 0C 0C フ ォームフ ィ ー ド

\n 2 0A 15/25 ラ イ ン フ ィ ー ド

\r 2 0D 0D キャ リ ッ ジ リ ターン

\t 2 09 05 水平タ ブ

\v 2 0B 0B ラ イ ン タ ブ

\\ 2 5C E0 バッ クスラ ッ シュ

\xNN 4 バイ ト 値を表す 16 進 2 桁。 例 ： \xFF

\NNN 4 バイ ト 値を表す 8 進 3 桁。 例 ： \377
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エスケープシーケン スの置換は、 PDF_set_option( ) を用いてグ ローバルに有効化する こ と

も可能です。 こ のグ ローバルオプシ ョ ンは、 その後に使われるすべての名前文字列 ・ ハイ

パーテキス ト 文字列 ・ 内容文字列に効力を及ぼし ます。 環境変数の値は名前文字列と し て

扱われますので、 それも エスケープシーケン スの展開の対象と な り ます。 これはた と えば

バッ ク ス ラ ッ シュ キ ャ ラ ク ターを含む Windows パス またはフ ァ イル名などについて、望ま

ない動作につながるおそれがあ り ます。 ですので、 PDF_set_option( ) を用いてエスケープ

シーケン ス置換をグ ローバルに有効化するのではな く 、 必要な と こ ろだけで選択的に メ

ソ ッ ド を用いて （PDF_fit_textline( ) など）、 あ るいは PDF_set_text_option( ) を用いて内容

文字列に対し てだけ有効化する こ と を推奨し ます。

escapesequence オプシ ョ ンを設定するのではな く 、 PDF_convert_to_unicode( ) を用い、

入力と出力のエン コーデ ィ ングを同じにする こ と によ って、文字列内のエスケープシーケ

ン ス を置き換え る こ と もでき ます。 例 ：

String s_plain = p.convert_to_unicode("utf16",
s.character.getBytes("UTF-16"),
"outputformat=utf16 escapesequence=true");

エスケープシーケン スは BOM 検出の後に、 しかし ターゲ ッ ト 形式への変換の前に、 評価

されます。 textformat= utf16le か utf16be な らエスケープシーケン スは、 選ばれた形式に

従って 2 バイ ト 値と し て表す必要があ り ます。エスケープシーケン ス内の各キ ャ ラ ク ター

は 2 バイ ト で表現され、 その う ち 1 バイ ト は値 0 にな り ます。 textformat=utf8 な ら、 生

成コード は UTF-8 に変換されません。

エスケープシーケン スが解決でき ない と きには （\x の後の 16 進数が不正など）、 例外

が発生し ます。 内容文字列についてはこ の動作は、 glyphcheck ・ errorpolicy 設定で制御さ

れます。

5.4.2 文字参照

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの fonts/character_references ト ピ ッ クにあ り ま

す。

文字参照は、 文字列を Unicode 値へ置き換え る命令です。 こ の文字列は、 カ レ ン ト エン

コーデ ィ ング内のアンパサン ド キ ャ ラ ク ター 「&」 のコード で開始し、 セ ミ コ ロ ンキ ャ ラ

ク ター 「;」 で終了し ます。 ターゲ ッ ト Unicode 値を表現する ためにい く つかの方式が利用

可能です ：

HTML 文字参照 PDFlib は、 HTML 4.0 で定義されているすべての文字実体参照に対応し

ています。 数値文字参照は 10 進 ・ 16 進記法で与え る こ と ができ ます。 HTML 文字参照の

全一覧は以下の場所にあ り ます ：

www.w3.org/TR/REC-html40/charset.html#h-5.3 

例 ：

&shy; U+00AD ソフトハイフン

&euro; U+00AD ユーログリフ (実体名)
&lt; U+00AD 小なり記号

&gt; U+00AD 大なり記号

&amp; U+00AD アンパサンド記号

&Alpha; U+0391 ギリシャ文字?

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/fonts/character_references/
http://www.w3.org/TR/REC-html40/charset.html#h-5.3
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数値文字参照 Unicode キ ャ ラ ク ターに対する数値文字参照も HTML 4.0 で定義されてい

ます。 これはハッ シュ キ ャ ラ ク ター 「#」 と 10 進または 16 進の数値を必要 と し、 16 進数

値のは小文字か大文字の 「X」 キ ャ ラ ク ターを頭につけます。 例 ：

&#173; U+00AD ソフトハイフン（10進）

&#xAD; U+00AD ソフトハイフン

&#229; U+00AD 文字aの上に小さな丸 (10進)

&#xE5; U+00E5 文字aの上に小さな丸 (16進、小文字x)

&#Xe5; U+00E5 文字aの上に小さな丸 (16進、大文字X)

&#x20AC; U+20AC ユーログリフ (16進)

&#x1F602; U+1F602 FaceにTears of Joyを加えたもの

PDFlib 独自の実体名 PDFlib では、 以下のグループの Unicode 制御キ ャ ラ ク ターに対し

て、 カス タ ムの文字実体参照を使 う こ と ができ ます ：

> 表 7.6 に挙げるデフ ォル ト シェーピング動作をオーバーラ イ ドするための制御キ ャ ラ

ク ター群。

> 表 7.7 に挙げるデフ ォル ト 双方向組版をオーバーラ イ ドするための制御キ ャ ラ ク ター

群。

> 表 9.1 に挙げる テキス ト フ ローの改行と組版のための制御キ ャ ラ ク ター群。

例 ：

&linefeed; U+000A ラインフィード制御キャラクター

&hortab; U+0009 水平タブ

&ZWNJ; U+200C ゼロ幅非接合子

グ リ フ名参照 フ ォ ン ト の中のグ リ フに対応する Unicode値があ らかじめわから ないこ と

が原因でそれに直接ア ク セスでき ない場合があ り ます （なぜな ら PDFlib が PUA 値を割 り

当てるのは実行時だからです） 。 このよ う なグ リ フを指定するための代替策 と し て、 グ リ

フ名を用いた文字参照を使用する こ と が可能です。 これらの参照は、 対応する Unicode 値

で置き換え られます。 グ リ フ名は以下のソースから導かれます ：

> 代表的なグ リ フ名は内蔵 リ ス ト 内で検索されます

> フ ォ ン ト 独自のグ リ フ名はカ レ ン ト フ ォ ン ト 内で検索されます。 こ の種類の文字参照

はフ ォ ン ト を必要とするので、 内容文字列でのみ動作し ます。

グ リ フ名参照を同定する ために、 実際の名前はアンパサン ド キ ャ ラ ク ター 「&」 の後にピ

リ オ ド キ ャ ラ ク ター 「.」 を必要 と し ます。 例 ：

&.three; U+0033 数字3の代表的グリフ名

&.mapleleaf; （PUA Unicode値）Cartaフォントにおけるカスタムグリフ名

&.T.swash; （PUA Unicode値）2番目のピリオドキャラクターはグリフ名の一部です

グ リ フ名によ る文字参照は以下のシナ リ オで有用です ：

> フ ォ ン ト 独自グ リ フ名によ る文字参照は、 内容文字列内で異体字 （ス ワ ッ シ ュ キ ャ ラ

ク ターなど） や、 特定の Unicode セマンテ ィ ク ス を持たないグ リ フ （記号 ・ ア イ コ ン ・

装飾） を選ぶのに有用です。 ただし、 等幅数字をはじめ と する多 く の機能は、 フ ォ ン

ト が対応し ていれば OpenType 機能で も っ と 簡単に実装で き ます （163 ページ 「7.4

OpenType レ イ ア ウ ト 機能」 参照）。

> Adobe グ リ フ リ ス ト 内の名前（uniXXXX・uXXXX/uXXXXX/uXXXXXX 形式のものも含め）、

およびさ ま ざ まな よ く あ る 「名前誤 り 」 グ リ フ名は、 内容文字列 と ハイパーテキ ス ト

文字列でつねに受け入れられます。
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バイ ト 値参照 数値を文字参照で与え る こ と もでき ます。これは記号フ ォ ン ト 内のグ リ フ

を指定するのに有用でし ょ う 。 こ の方式では、 ハッ シュ キ ャ ラ ク ター 「#」 を加えた 10 進

または 16 進数が必要です。 こ こ で 16 進数は小文字か大文字の 「X」 キ ャ ラ ク ターを頭に

付けます。 例 （Wingdings フ ォ ン ト を前提） ：

&.#x9F; Wingdingsフォントのビュレット記号

&.#159; Wingdingsフォントのビュレット記号

文字参照を用いる 文字参照はデフ ォル ト では置換されませんので、 内容文字列内で文

字参照を用いるには、 charref オプシ ョ ンを true に設定する必要があ り ます ：

p.fit_textline("Price: 500&euro;", x, y, "charref=true");

テキス ト オプシ ョ ン と し て charref を与え る と、 すべての内容文字列に対し て文字参照が

有効化されます ：

p.set_text_option("charref=true font=" + font + " fontsize=24");
p.fit_textline("Price: 500&euro;", x, y, "");

こ の charref オプシ ョ ンは、 PDF_set_option( ) を用いてグ ローバルに設定する こ と も可能

です。 しかし、 これはすべての名前文字列 ・ ハイパーテキス ト 文字列 ・ 内容文字列に影響

し ますので、 望まない結果を引き起こすおそれがあ る こ と から、 推奨されません。

charref オプシ ョ ンを設定するのではな く 、 PDF_convert_to_unicode( ) を用い、 入力と

出力のエン コーデ ィ ングを同じにする こ と によ って、文字列内の文字参照を置き換え る こ

と もでき ます。 例 ：

String s_plain = p.convert_to_unicode("utf16",
s.character.getBytes("UTF-16"),
"outputformat=utf16 charref=true");

文字参照を使 う う えでのその他の注意点を挙げます ：

> 文字参照は、 内容文字列 ・ ハイパーテキ ス ト 文字列 ・ 名前文字列のいずれで も使えま

す。 例外 と し て、 フ ォ ン ト 独自グ リ フ名参照は上述のよ う に内容文字列でのみ動作し

ます。

> 文字参照はbuiltinエン コーデ ィ ングのテキス ト 内では置換されません。しかし、unicode
エン コーデ ィ ングを用いる こ と によ って記号フ ォ ン ト に対し て文字参照を使 う こ と は

でき ます。

> 文字参照はオプシ ョ ン リ ス ト 内では置換されません。 ただし、 Unichar データ型のオプ

シ ョ ン内では認識されます。 この場合、 「&」 ・ 「;」 修飾は外す必要があ り ます。 こ の認

識はつねに有効であ り 、 charref オプシ ョ ンには従いません。

> 非 Unicode 対応言語バイ ンデ ィ ングでは、 textformat=utf16 ・ utf16be ・ utf16le の と きは

文字参照は 2 バイ ト 値で表す必要があ り ます。encoding=unicode かつ textformat=bytes
の と きは文字参照は ASCII で表す必要があ り ます （EBCDIC ベースのプラ ッ ト フ ォー

ムでも）。

> 1 個のアンパサン ド キ ャ ラ ク ターは、 文字参照の開始と見な されます。 ただし、 その後

にセ ミ コ ロ ン 「;」 が見つか り 、 かつ 「&」 と 「;」 の間のキ ャ ラ ク ター群が文字参照と

し て有効であ る場合に限 り ます。そ う でない場合には、そのアンパサン ド キ ャ ラ ク ター

「

&」 は変更されないま ま と な り ます。 文字参照を開始させずにアンパサン ド キ ャ ラ ク

ター

「&」 を表し たい場合には、 文字参照 &amp; を使用する こ と が推奨されます。
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> 文字参照の可能性のあ る文字列が無効の場合（た と えば&#の後に無効な10進値群が続

いている場合や、 「&」 の後に未知の実体名が続いている場合） には、 その動作はオプ

シ ョ ン glyphcheck に依存し ます ：

glyphcheck=none ： その文字列はそのま ま保たれます。

glyphcheck=replace ： その文字列は置換キ ャ ラ ク ターで置換されます。

glyphcheck=error：エラーが発生し、テキス ト 処理は停止されます。errorpolicy=exception
の場合には例外が発生し ます。
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6 フ ォ ン ト

6.1 フ ォ ン ト 形式

6.1.1 TrueType フ ォ ン ト

各種 TrueType フ ォ ン ト 形式 PDFlib は、 以下のフ ァ イル形式のベク ト ルベー

スの TrueType フ ォ ン ト に対応し ています ：

> Windows と macOS の TrueType フ ォ ン ト （*.ttf）。欧文・記号・日中韓フ ォ ン ト

を含みます。

> TrueType コ レ ク シ ョ ン （*.ttc）。1 つのフ ァ イルの中に複数のフ ァ イルが入っ

ています。TTC フ ァ イルは通常、日中韓フ ォ ン ト をグループ化する ために用

いられますが、 1 つの欧文フ ォ ン ト の複数の メ ンバーを 1 個のフ ァ イルに

パッ ケージするのにも用いられています。

> エン ド ユーザー定義キ ャ ラ ク ター （EUDC） フ ォ ン ト （*.tte） 。 Microsoft の

eudcedit.exe ツールで作られます。

TrueType フ ォ ン ト 名 フ ォ ン ト フ ァ イルを扱 う 際には、 フ ォ ン ト に任意の API 名を割 り

当てる こ と もでき ます （141 ページ 「フ ォ ン ト データのソース」 参照）。 この名前は、 フ ォ

ン ト を読み込む際に用いられ、そのフ ォ ン ト のフ ァ イル名やそのフ ォ ン ト の内部名 と は異

なっていて もかまいません。 生成された PDF では、 TrueType フ ォ ン ト の名前が PDFlib

（や Windows） で用いていた名前 と 異な る こ と があ り ます。 こ れは正常であ り 、 PDF は

TrueTypeのPostScript名を用いている と い う 事実によ る ものです。PostScript名はTrueType

名 と は異な り ます （例 ： TimesNewRomanPSMT に対し て Times New Roman）。

6.1.2 OpenType フ ォ ン ト

OpenType フ ォ ン ト 形式 （ISO 14496-22 に従って Open Font Format と もい う ）

は、PostScript と TrueType 技術を結合し た ものです。 これは TrueType フ ァ イル

形式の拡張と し て実装されています。OpenType フ ォ ン ト は、合字やス ワ ッ シュ

キ ャ ラ ク ターなど、 テキス ト 出力の改善に利用でき るオプシ ョ ナルなテーブル

（163 ページ 「7.4 OpenType レ イ ア ウ ト 機能」 参照） のほか、 複雑用字系シェー

ピングのためのテーブルを含むこ と もでき ます（170ページ「7.5 複雑用字系の出力」参照）。

OpenType フ ォ ン ト は、TrueType と PostScript のいずれをベース と し たグ リ フ記述も内

容 と し て持つこ と ができ ます。 PostScript ベースのほ う は Compact Font Format （CFF） や

Type 2 と も呼ばれ、 たいてい *.otf 接尾辞をつけて用いられます。

> CID （キ ャ ラ ク ター ID） アーキテ ク チャーが日中韓フ ォ ン ト に対し て用い られていま

す。現代の CID フ ォ ン ト は、PostScript ア ウ ト ラ イ ンを持つ OpenType *.otf フ ォ ン ト と

し てパッ ケージ されています。

> OpenType コ レ ク シ ョ ンは、 OpenType 1.7 仕様で導入されま し た。 これは、 関連する

OpenType フ ォ ン ト 群を 1 個の合体フ ァ イル内へま と める と い う 点において、TrueType

コ レ ク シ ョ ン と似ています。 OpenType コ レ ク シ ョ ンは *.ttf または *.otc 接尾辞を用い

ます。

> バ リ アブルフ ォ ン ト は、 OpenType フ ォ ン ト バ リ エーシ ョ ン と い う 機構を用いてお り 、

これを用いる と、 同一のフ ォ ン ト フ ァ ミ リ ーに属する複数のフ ォ ン ト フ ェース （ラ イ
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ト ・ レギュ ラー ・ ボール ド など） を、 ただ 1 つのフ ォ ン ト リ ソースの中へパッ ケージ

する こ と ができ ます。 PDF はフ ォ ン ト バ リ エーシ ョ ンに対応し ていませんのでこ の機

構を利用でき ません。TrueType ア ウ ト ラ イ ンを持った OpenType フ ォ ン ト バ リ エーシ ョ

ンを PDFlib で読み込むこ と はでき ますが、 バ リ エーシ ョ ンのないデフ ォル ト フ ォ ン ト

イ ン ス タ ン スのみが利用可能 と な り ます。 CFF2 テーブル内に PostScript ア ウ ト ラ イ ン

を持った OpenType フ ォ ン ト バ リ エーシ ョ ンは、 PDF が対応し ていませんので、 拒否

されます。

6.1.3 SVG ・ COLR ・ sbix 形式の OpenType カ ラーフ ォ ン ト

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの fonts/color_font ト ピ ッ クにあ り ます。

OpenType カ ラーフ ォ ン ト にはさ まざまな種類があ り 、 特に絵文字のためによ く 利用され

る よ う にな り ま し た。 PDFlib は、 以下に挙げる種類の OpenType カ ラーフ ォ ン ト （ISO

14496-22:2019 に従って） に対応し ています。

PDF は OpenType カ ラーフ ォ ン ト に直接は対応し ていないので、 PDFlib はカ ラーグ リ

フ群に対し て Type 3 フ ォ ン ト を生成し ます。PDFlib は、OTF ・ TTF ・ TTC ・ OTC ・ WOFF ・

WOFF2 形式の OpenType カ ラーフ ォ ン ト と、 ホス ト フ ォ ン ト と し て イ ン ス ト ールされて

いる カ ラーフ ォ ン ト を処理し ます。 PDF 出力において、 カ ラーフ ォ ン ト によ る テキ ス ト

は、 カ ラーグ リ フがラ ス ター画像へ変換されていないので、 完全に検索 ・ 選択が可能なま

ま と な り ます。

OpenType SVG フ ォ ン ト こ の種類の フ ォ ン ト は、 SVG グ リ フ 記述

（Adobe/Mozilla） を使用し ます。 SVG グ リ フは、 SVG 取 り 込みの記述

に従って処理さ れます （199 ページ 「8.2 SVG グ ラ フ ィ ッ ク」 を参照）。

SVG グ リ フは、 sRGB 色空間で処理さ れ、 ま た、 透過を含むこ と がで

き ます。 オープン ソースの EmojiOne Color フ ォ ン ト がその一例です。

OpenType COLR フ ォ ン ト こ の種類のフ ォ ン ト は、 COLR ・ CPAL テーブル （Microsoft）

を使用し、 1 つないし複数のモ ノ グ リ フを レ イヤーする こ と によ ってカ ラーグ リ フ を構築

し ます。 こ の各レ イヤーは、 sRGB 色空間で着色され、 また、 透過の値を割 り 当て られる

こ と もでき ます。 Windows のシステムフ ォ ン ト Segoe UI Emoji がその一例です。

COLR フ ォ ン ト においてレ イヤー と し てのみ使用される補助グ リ フは、 カ ラーグ リ フ

を生成す る た めに使用 さ れ ま すが、 それ自体 を 使用す る こ と はで き ま せん。 た だ し

encoding=glyphid を用いればすべてのグ リ フを指定でき ますので使用でき ます。 通常の場

合と同様に、 このよ う な補助グ リ フがフ ォ ン ト のサブセ ッ ト に含められるのは、 それが文

書で実際に使われている と きのみです。

OpenType sbix フ ォ ン ト こ の種類のフ ォ ン ト は、 sbix テーブル （Apple） 内のグ リ フ ビ ッ

ト マ ッ プを使用し ます。 このよ う なフ ォ ン ト は、 デザイ ン単位あた り のピ ク セル数がさ ま

ざまであ る ビ ッ ト マ ッ プグ リ フの 1 つないし複数の集合を内容と し ます。PDFlib はデフ ォ

ル ト では 大のビ ッ ト マ ッ プを使用し ますが、これは strikeselect オプシ ョ ンを用いて変更

する こ と も可能です。 sbix テーブルによ る カ ラーフ ォ ン ト は、 sRGB 色空間で処理され、

また通常、透過マス ク を持っている グ リ フビ ッ ト マ ッ プを内容と し て持ちます。macOS の

システムフ ォ ン ト Apple Color Emoji がその一例です （これ と同名の iOS のシステムフ ォ ン

ト は使用でき ません。なぜな らプロプラ イエタ リ ーなビ ッ ト マ ッ プ圧縮方式を使用し てい

るので）。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/fonts/color_font/
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さ まざまな カ ラーフ ォ ン ト 処理モー ド カ ラーフ ォ ン ト に対し て意図する用途 と その性

質に応じ て、 colormode フ ォ ン ト オプシ ョ ンを使ってカ ラーフ ォ ン ト の処理モード を選択

する こ と ができ ます。 カ ラーフ ォ ン ト モード の比較を表 6.1 に示し ます。 1 つのフ ォ ン ト

のカ ラーモード を後から変え る こ と はでき ませんので、そのフ ォ ン ト を再度読み込んだ場

合には、 その colormode オプシ ョ ンは無視されて、 初の読み込み操作のカ ラーモード が

使用されます。

OpenType カ ラーフ ォ ン ト 内のグ リ フの種類 カ ラ ーフ ォ ン ト は以下の種類のグ リ フ を

持っている可能性があ り ます ：

> カ ラーグ リ フ ： 色情報を内蔵し ている グ リ フ。 透過情報も持っている こ と があ り ます。

色の情報がグ リ フ記述に含まれているので、 個々のグ リ フの色が固定されていますか

ら、カレン ト の塗 り 色・描線色にかかわらずグ リ フの色はつねに同じにな り ます。COLR

テーブルを持っている OpenType カ ラーフ ォ ン ト は、 内蔵の色ではな く 「前面色」 を

割 り 振られる ためのグ リ フ レ イ ヤーを持っている こ と があ り ます。 こ の色 と、 それに

対応する透過を、 foregroundcolor ・ foregroundtransparency フ ォ ン ト オプシ ョ ンを用い

て与え る こ と ができ、 これら の値はそのフ ォ ン ト のすべてのグ リ フに対し て固定であ

り 、 かつそのよ う なグ リ フを使用するすべての場合において固定 と な り ます。

カ ラーグ リ フを、 colormode=ignorecolor を用いてスキ ッ プする こ と もでき、 その場合

には、 そのフ ォ ン ト は色情報を何も持っていないフ ォ ン ト のよ う に処理されます。

> 単色 （モ ノ と もい う ） グ リ フ ： 形状のみを記述し てお り 、 色情報 ・ 透過情報を何も持っ

ていません。 モ ノ グ リ フは、 ページ上に配置する と、 カレ ン ト の塗 り 色で着色でき ま

す。 モ ノ グ リ フは、 colormode=ignoremono を用いてスキ ッ プする こ と もでき ます。 し

かし、 あ ら ゆる カ ラーフ ォ ン ト がモ ノ グ リ フ を持っているわけではない こ と に留意し

て く ださい。 多 く の sbix カ ラーフ ォ ン ト は、 使用可能なモ ノ グ リ フを持っていないの

で、 colormode=ignorecolor を用いて使用するには不適当です。

1 つのフ ォ ン ト の中に、1 つのグ リ フのカ ラー版 と モ ノ版が共存し ている こ と も あ り ます。

表 6.1 OpenType カ ラーフ ォ ン ト のための処理モー ド （フ ォ ン ト オプシ ョ ン colormode）

colormode=combined （デフ ォル ト ） colormode=ignoremono colormode=ignorecolor

説明 1 つのフ ォ ン ト にモ ノ グ リ フ と カ ラーグ

リ フが共存

モ ノ グ リ フは無視されて純

粋なカ ラーフ ォ ン ト が生成

されます

カ ラーグ リ フは無視されて

純粋なモ ノ フ ォ ン ト が生成

されます

利点 モ ノ グ リ フ と カ ラーグ リ フの扱いを一本

化できます。 カ ラーグ リ フ も モ ノ グ リ フ

も元の OpenType フ ォ ン ト と同じグ リ フ

ID を持つこ とにな り ます。

COLR フ ォ ン ト のレ イヤーグ リ フ も

encoding=glyphid を用いて使用できま

す。

モ ノ グ リ フによる不要な

OpenType フ ォ ン ト がス

キッ プ されます

望まないカ ラーグ リ フ ・ 透

過がな く な り ます

用途 モ ノ グ リ フ と カ ラーグ リ フ をシンプルに

使用

カ ラーフ ォ ン ト を他のフ ォ

ン ト のフ ォールバッ クにす

る

白黒のワーク フ ロー、 透過

回避

制約 ― モ ノ グ リ フ ・ OpenType 機

能 ・ 合字 ・ シ ェーピングな

し

カ ラーグ リ フな し
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カ ラーフ ォ ン ト を使用 OpenType カ ラーフ ォ ン ト を各種アプ リ ケーシ ョ ンで使用する際

の注意点です ：

> 多 く の絵文字キ ャ ラ ク ターがBMP外に符号化されています。すなわちUnicode コード点

が U+FFFF よ り 大きいです。 お使いの開発環境によ って、 このよ う な Unicode 値を表

現する方法はさ まざまです。 さ ら なる情報と例が、 31 ページ 「2 章 PDFlib の言語バイ

ンデ ィ ング」 の言語ご と の各節にあ り ます。

> 絵文字キ ャ ラ ク ターはさ まざまに修飾 ・ 結合でき ます。 161 ページ 「7.3 絵文字シーケ

ン ス」 を参照。

> 絵文字キ ャ ラ ク ターを持っている OpenType カ ラーフ ォ ン ト はフ ォールバッ ク フ ォ ン

ト 機能を利用でき ます。 例は 147 ページ 「カ ラー絵文字キ ャ ラ ク ターをテキス ト フ ォ

ン ト に追加」 を参照し て く ださい。

> 他のフ ォ ン ト 形式 と 異な り 、 カ ラーフ ォ ン ト に対し てはサブセ ッ ト 化はデフ ォル ト で

有効化されます。 サブセ ッ ト 化を無効化するにはオプシ ョ ン subsetting=false を用いま

す。

> OpenType カ ラーフ ォ ン ト のカ ラーグ リ フは色と透過を内蔵し ていますので、そのフ ォ

ン ト を使用する さ いにそれら を変え る こ と はでき ません。 同様に、 テキ ス ト 書式オプ

シ ョ ン textrendering はカ ラ ーグ リ フ に対 し ては何 ら 効力を持ち ませんが、 ただ し

textrendering=3 （不可視テキス ト ） と 7 （ク リ ッ ピング） の場合にはテキス ト が不可視

にな り ます。

> OpenType カ ラーフ ォ ン ト のグ リ フは透明な要素を含んでいる こ と があ り ます。 PDF/

A-1 と PDF/X-3 では透過は許されませんので この こ と がひっかかって き ます。 サブ

セ ッ ト 化が有効化されている場合には、 透過グ リ フは、 使用される際には検出されず、

PDF_end_document( ) でフ ォ ン ト のサブセ ッ ト が生成される時に初めて検出されます。

ですので、 ページオプシ ョ ン transparencygroup=auto は、 サブセ ッ ト 化が有効化され

ている場合には、 カ ラーフ ォ ン ト 内の透過を検出し ません。

> Unicode 異体字シーケン ス を使って、キ ャ ラ ク ターに対する テキス ト または絵文字ス タ

イルグ リ フを選択でき ます（179 ページ「7.7 Unicode 異体字セレ ク ター（UVS）」を参照）。

カ ラーフ ォ ン ト に関する情報を ク エ リ ー OpenType カ ラーフ ォ ン ト の読み込みが成功

し た後には、 以下の色関連の情報を、 PDF_info_font( ) を用いて取得でき ます ：

> キーワード colortype は OpenType カ ラーフ ォ ン ト の種類を取得し ます。

> キーワード colormode は処理モード を取得し ます。

> キーワード numcolorglyphs はカ ラーグ リ フの数を取得し ます。

6.1.4 WOFF ・ WOFF2 フ ォ ン ト

WOFF（Web Open Font Format＝Webオープンフ ォ ン ト 形式）は、TrueType

フ ォ ン ト と OpenType フ ォ ン ト のための、 圧縮された コ ンテナ形式です。

WOFF は、 Web 上での使用のために設計された ものであ り 、 小さ なフ ォ

ン ト フ ァ イルサイ ズを実現する ために、 圧縮機能 と サブセ ッ ト 化機能を

提供し ています。 WOFF フ ォ ン ト はフ ァ イル名拡張子 .woff を使用し ています。

WOFF2 形式は、 WOFF をベースにし てお り 、 圧縮が向上し ています。 WOFF2 は W3C

勧告と し て 2018 年に発行されています。 WOFF2 フ ォ ン ト はフ ァ イル名拡張子 .woff2 を

使用し ています。

PDFlib は、 背後の TrueType または OpenType フ ォ ン ト に対応し ている限 り において、

WOFF ・ WOFF2 フ ォ ン ト に対応し ています。

注 WOFF2 フ ォ ン ト は IBM System i ・ IBM Z では対応し ていません。
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6.1.5 PostScript Type 1 フ ォ ン ト （廃止済）

注 PostScript Type 1 フ ォ ン ト 対応は廃止されま し た。

PostScript Type 1 フ ォ ン ト は 2 つの部分に分かれています：アウ ト ラ イ ンデータ と メ ト

リ ッ ク情報です。 PDFlib は、 PostScript Type 1 フ ォ ン ト のための以下の形式に対応し てい

ます ：

> プラ ッ ト フ ォーム非依存な AFM （Adobe Font Metrics） 形式と、 Windows 固有の PFM

（Printer Font Metrics） フ ォ ン ト 形式。

> プラ ッ ト フ ォーム独立な PFA（Printer Font ASCII）形式と、Windows 独自の PFB（Printer

Font Binary） 形式。 どち ら も PostScript Type 1 形式のアウ ト ラ イ ン情報用の形式です。

6.1.6 SING フ ォ ン ト （グ リ フ レ ッ ト ）

SING フ ォ ン ト （Smart Independent Glyphlets） は OpenType フ ァ イル形式の拡張です。SING

フ ォ ン ト は、 日中韓テキス ト におけ る外字問題、 すなわち Unicode で符号化されていない

カス タ ムなグ リ フに対する解決策と し て開発された ものです。

SING フ ォ ン ト は 1 個のグ リ フだけを内容 と し て持ちます （あわせて縦書き字体も含む

こ と も あ り ます）。 こ の 「 メ イ ン」 グ リ フの Unicode 値は、 PDFlib で取得する こ と ができ、

それにはグ リ フ ID を要求し、 ついでこのグ リ フ ID に対する Unicode 値を要求し ます ：

maingid = (int) p.info_font(font, "maingid", "");
uv = (int) p.info_font(font, "unicode", "gid=" + maingid);

SING フ ォ ン ト を、 PDF_load_font( ) の fallbackfonts オプシ ョ ンの forcechars オプシ ョ ンの

gaiji サブオプシ ョ ンを用いてフ ォールバッ ク フ ォ ン ト と し て利用する こ と を推奨し ます。

176 ページ 「7.6.3 EUDC ・ SING フ ォ ン ト によ る外字キ ャ ラ ク ター」 を参照し て く ださい。

6.1.7 Type 3 フ ォ ン ト

他のすべてのフ ォ ン ト 形式と は異な り 、Type 3 フ ォ ン ト はフ ァ イルから取得されるのでは

な く 、 標準 PDFlib グ ラ フ ィ ッ ク メ ソ ッ ド群を用いて実行時に定義されます。 Type 3 フ ォ

ン ト は以下の用途で有用です ：

> ビ ッ ト マ ッ プフ ォ ン ト 。

> 色または透過を内蔵し ている フ ォ ン ト 。

> ロ ゴなどのカ ス タ ムグ ラ フ ィ ッ ク を、 シンプルなテキス ト 操作命令で簡単に印刷可能。

> いずれのフ ォ ン ト やエン コーデ ィ ングで も入手でき ない日本語の外字 （ユーザー定義

キ ャ ラ ク ター）。

> カ ラーフ ォ ン ト に対し ては内部的に Type3 フ ォ ン ト が生成されます （128 ページ 「6.1.3

SVG ・ COLR ・ sbix 形式の OpenType カ ラーフ ォ ン ト 」 を参照）。

Type 3 フ ォ ン ト は 2 種類のグ リ フを持っている可能性があ り ます ：

> デフ ォル ト では、 グ リ フは無着色であ り 、 グ リ フ記述はグ リ フの形状のみを指定し て

います。 色は、 その生成されたフ ォ ン ト でテキ ス ト が出力される際にカ レ ン ト の塗 り

色が指定されます。 グ リ フ記述内で色 ・ 透過 ・ 画像 （マス ク を除 く ） を設定する メ ソ ッ

ド は許されません。

> グ リ フオプシ ョ ン colorized を trueに設定する と、グ リ フ記述は色 と透過を指定し、また、

任意の画像を配置する こ と も でき ます。 グ リ フの色は固定されますので、 テキ ス ト が

配置される際に有効になっている塗 り 色にかかわらずそのグ リ フは同じ見た目にな り

ます。
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Type 3 フ ォ ン ト の定義の中では、 PDFlib のベク ト ルグ ラ フ ィ ッ ク ・ ラ ス ター画像の機能

がすべて使えますし、 テキス ト 出力の機能でさ えすべて使 う こ と ができ るので （上述の色

の制約が課されます） 、 Type 3 フ ォ ン ト のグ リ フの内容に関し て制約は何も あ り ません。

Type 3 フ ォ ン ト が も頻繁に利用されるのはビ ッ ト マ ッ プグ リ フのためです。 以下の例

は、 単純な Type 3 フ ォ ン ト を定義し ています ：

p.begin_font("Fuzzyfont", 0.001, 0.0, 0.0, 0.001, 0.0, 0.0, "");

p.begin_glyph_ext(-1, "glyphname=circle width=1000 boundingbox={0 0 1000 1000}");
p.arc(500, 500, 500, 0, 360);
p.fill();
p.end_glyph();

p.begin_glyph_ext(-1, "glyphname=ring width=400 boundingbox={0 0 400 400}");
p.arc(200, 200, 200, 0, 360);
p.stroke();
p.end_glyph();

p.end_font();

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの type3_fonts/starter_type3font ・ type3_fonts/

type3_bitmaptext ・ type3_fonts/type3_vectorlogo ト ピ ッ クにあ り ます。

こ う し たフ ォ ン ト は PDFlib の中に登録され、その名前は PDF_load_font( ) に与え る こ と が

でき ます。 Type 3 フ ォ ン ト を扱 う 時は以下のこ と に留意し て く ださい ：

> .notdef グ リ フが存在し て必ずス ロ ッ ト 0 を占めている必要があ り ます。

> 適切な Unicode 値を PDF_begin_glyph_ext( ) に与え る こ と を強 く 推奨し ます。PDFlib は、

与え られた Unicode 値から自動的に AGL （Adobe Glyph List） に従って正しいグ リ フ名

を生成し ますが、 glyphname オプシ ョ ンで代替名を与え る こ と も可能です。

> Type 3フ ォ ン ト 内でビ ッ ト マ ッ プによ る グ リ フを定義する際にはinline画像オプシ ョ ン

を用いる こ と を推奨し ます （imagetype=jpeg ・ raw の場合にのみ）。 interpolate 画像に

対するオプシ ョ ンは、 Type 3 ビ ッ ト マ ッ プフ ォ ン ト の見映えを向上させる ために有用

でし ょ う 。

> ビ ッ ト マ ッ プデータ を用いてグ リ フ を定義する場合、 ビ ッ ト マ ッ プ中の使われていな

いピ ク セルは、 背景にかかわらず白 く 印刷されます。 これを避けて背景色が透けて見

え る よ う にするには、 ビ ッ ト マ ッ プ画像を作成する際に mask オプシ ョ ンを用います。

> PDF内のType 3 フ ォ ン ト は8 ビ ッ ト ア ド レ ス指定を必要と し ますので、使用可能なグ リ

フは 255 個に限定されます （.notdef グ リ フが必須なので）。 しかし PDFlib は、 Type 3

フ ォ ン ト に対し て任意の数のグ リ フ を受け入れて、 そのグ リ フ集合全体を表現する た

めに必要な数の補助的な Type 3 フ ォ ン ト を生成し ます。 unicode エン コーデ ィ ングで

読み込んだ Type 3 フ ォ ン ト にはグ リ フ 255 個の制約は課されません。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/type3_fonts/starter_type3font/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/type3_fonts/type3_bitmaptext/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/type3_fonts/type3_bitmaptext/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/type3_fonts/type3_vectorlogo/
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6.2 Unicode のキャ ラ ク タ ー と グ リ フ

6.2.1 グ リ フ ID
フ ォ ン ト はグ リ フの集合です。 そ こ で各グ リ フは可視の形状を定義し ます。 PDFlib は、

フ ォ ン ト 内の各グ リ フに番号を割 り 当てます。 この番号をグ リ フ ID または GID と いいま

す。 GID 0 （ゼロ） は .notdef グ リ フを指し ます。 .notdef グ リ フの見た目はフ ォ ン ト 形式

やベンダーによ って異な り ますが、よ く あ る実装は空白グ リ フか白四角か四角バッ テンで

す。 高の GID は、 そのフ ォ ン ト 内のグ リ フ数よ り 1 少ない数であ り 、 これは PDF_info_
font( ) の numglyphs キーワード で ク エ リ ーする こ と ができ ます。

グ リ フ ID の割 り 当て方はフ ォ ン ト 形式によ って異な り ます ：

> TrueType・OpenType フ ォ ン ト はすでに内部GID を含んでいますので、PDFlib はこ の GID

を用います。

> CID キー付き OpenType 日中韓フ ォ ン ト では、 CID が GID と し て用いられます。

> それ以外のフ ォ ン ト 種別については、 PDFlib がグ リ フに、 フ ォ ン ト 内のその対応する

ア ウ ト ラ イ ン記述の順番に従って付番し ます。

PDFlib では、Unicode などのエン コーデ ィ ングではな く GID でグ リ フを選ぶこ と もでき ま

す （136 ページ 「グ リ フ ID エン コーデ ィ ング」 参照）。 直接 GID 指定は、 グ リ フ数を ク エ

ルし て全グ リ フ をなめる こ と でフ ォ ン ト の概観表を印刷する など、 特殊な応用で有用で

す。

6.2.2 グ リ フに対する Unicode マ ッ ピ ング

Unicode マ ッ ピ ング と多義グ リ フ PDFlib は、1 つのフ ォ ン ト の中のすべてのグ リ フに対

し て Unicode 値を割 り 当てます。 Unicode 値を利用可能でないグ リ フをフ ォ ン ト が持って

いる こ と も あ り ます。 た と えば Unicode 規格外の異体字グ リ フ （ス ウ ォ ッ シ ュ キ ャ ラ ク

ターなど） ・ 拡張合字 ・ 非テキス ト 記号などです。 この場合には PDFlib は PUA 値をその

よ う なグ リ フに割 り 当てます。

フ ォ ン ト によ っては、 あ る 1 つのグ リ フを用いて複数の Unicode 値が表現されている

こ と があ り ます。こ う い う 多義グ リ フのよ く あ る例は、空グ リ フがU+0020の空白 と U+00A0

の ノ ーブレーク スペースの両方を表す場合や、 1 つのグ リ フが U+2126 のオーム記号 と

U+03A9 のギ リ シャ文字 Ω を表す場合です。

複数の Unicode 値が同一のグ リ フで表されている場合には、 PDFlib は、 そのグ リ フを

当該 Unicode 値群の う ちの 1 つへマ ッ プする ToUnicode CMap を生成し ます。 その他の

Unicode 値は、同じ グ リ フ ID を用いて出力されますが、その適切な Unicode 値を ActualText
属性で割 り 当て られます。 これによ って、 正しいセマンテ ィ ク スが、 生成された PDF 出

力の中でも保たれます。

Acrobat のテキス ト 選択の不具合 不幸な こ と に、 Acrobat DC は と き ど き、 ActualText 属

性を持っている テキス ト のテキス ト 選択で不具合を起こ し ます。 選択 ・ ハイ ラ イ ト されな

いグ リ フが生じ る のです。 見た目上のハイ ラ イ ト は欠けているのに、 ク リ ッ プボー ド へ

は、 ActualText 属性のテキス ト が正し く コ ピーされます。 この選択不具合を回避するには

以下の手があ り ます ：

> そ も そ も多義グ リ フを避ける。

> テキス ト フ ィ ルターオプシ ョ ン actualtext=false を用いる こ と によ って ActualText 属性

の生成を無効化する。
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と はいえ、これらの手法は推奨されません。なぜな ら、異なる キ ャ ラ ク ターが同一 Unicode

値を持って出力されて し ま う おそれがあ るので、 内容の再利用を妨げるからです。

マ ッ プな し グ リ フ と私用領域 （PUA） 場合に よ っ て は、 あ る 特定の グ リ フ に対す る

Unicode 値をフ ォ ン ト が提供し ていないこ と があ り ます。この場合には、PDFlib は Unicode

私用領域 （109 ページ 「5.1 Unicode の重要な諸概念」 参照） 内の値をそのグ リ フに割 り 振

り ます。 このよ う なグ リ フをマ ッ プな しグリ フ と いいます。 フ ォ ン ト 内のマ ッ プな し グ リ

フの数は、 PDF_info_font( ) の unmappedglyphs キーワード で ク エ リ ーする こ と ができ ま

す。 マ ッ プな し グ リ フは、 フ ォ ン ト の検索性と テキス ト 抽出を制御する ToUnicode CMap

内では Unicode 置換キ ャ ラ ク ター U+FFFD で表されます。 結果と し てマ ッ プな し グ リ フ

は、 生成された PDF から テキス ト と し て正し く 抽出でき な く な り ます。 ただし、 こ の動

作は変更する こ と も でき、 それは特に日中韓キ ャ ラ ク ターに対し て有用です。 詳し く は

177 ページ 「外字キ ャ ラ ク ターに対する PUA 値を温存」 を参照し て く ださい。

PDFlib が PUA 値をマ ッ プな し グ リ フに割 り 振ってい く 際には、以下のプール内の若い

値から順に用いていき ます ：

> 基本 と なるのは基本多言語面 （BMP） 内の Unicode PUA 領域、すなわち範囲 U+E000 ～

U+F8FF です。 必要であればこれに加え、 第 15 面 （U+F0000 to U+FFFFD） 内の PUA

値も用いられます。

> そのフ ォ ン ト が内部的にすでに割 り 振っている PUA 値は、新たな PUA 値を作成する際

には用いられません。

> Adobe 領域 U+F600 ～ F8FF 内の PUA 値は用いられません。

生成される PUA 値は、1 つのフ ォ ン ト 内で一意です。 あ る フ ォ ン ト 内のグ リ フに対し て生

成される PUA 値の割 り 振 り は、 他のフ ォ ン ト からは独立です。
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6.3 フ ォ ン ト を読み込む

6.3.1 テキス ト フ ォ ン ト に対するエン コーデ ィ ングを選ぶ

フ ォ ン ト は、 明示的に PDF_load_font( ) メ ソ ッ ド で読み込むこ と もでき、 あ るいは暗黙的

に、 PDF_add/create_textflow( ) や PDF_fill_textblock( ) と い っ た メ ソ ッ ド に fontname ・

encoding オプシ ョ ンを与え る こ と で読み込むこ と も でき ます。 どのよ う な方式を用いて

フ ォ ン ト を読み込むのかにかかわらず、適切なエン コーデ ィ ングを指定する必要があ り ま

す。 エン コーデ ィ ングは以下を決定し ます ：

> PDFlib が与え られる テキス ト をどのテキス ト 形式であ る と見なすか。

> フ ォ ン ト 内のどのグ リ フが使え るか。

> ページ上のテキス ト と フ ォ ン ト 内のグ リ フデータが PDF 出力内にどのよ う に格納され

るか。

PDFlib のテキス ト 処理は Unicode 規格に基づいています。 今ど きのあ らゆる開発環境が

Unicode に対応し ていますので、 Unicode 文字列を使ってでき るだけ簡単に PDF 出力を作

成でき る よ う にする こ と が私たちの目標です。 ただし、 Unicode を扱わない開発者はその

アプ リ ケーシ ョ ンを Unicode へ切 り 替え る必要はあ り ません。 レガシエン コーデ ィ ング も

使 う こ と ができ るからです。

どのエン コーデ ィ ングを選ぶかは、 フ ォ ン ト や、 得られる テキ ス ト データや、 い く つ

かのプロ グ ラ ミ ング的側面によ って決ま り ます。 以下こ の項では、 さ まざまな分類のエン

コーデ ィ ングの概観を示すこ と で、 適切なエン コーデ ィ ングを選ぶための助け と し ます。

Unicode エン コーデ ィ ング encoding=unicode とする と、Unicode 文字列を PDFlib に渡す

こ と ができ ます。 こ のエン コーデ ィ ングはすべてのフ ォ ン ト 形式に対し て使えます。 利用

する言語バイ ンデ ィ ングによ って、 そのプロ グ ラ ミ ング言語 （Java など） が提供し ている

Unicode 文字列データ型を利用でき る場合も あれば、 Unicode を UTF-8 ・ UTF-16 ・ UTF-

32 のいずれかの形式で リ ト ルエンデ ィ アン ・ ビ ッ グエンデ ィ アンのいずれかのバイ ト 順

序で内容と し て持つバイ ト 配列を用いる場合も あ り ます （C など）。

encoding=unicode では、フ ォ ン ト 内のすべてのグ リ フが指定でき、複雑用字系のシェー

ピング と OpenType レ イ ア ウ ト 機能を使 う こ と ができ ます。PDFlib は、要求された Unicode

値に対する グ リ フをフ ォ ン ト が含んでいるかど う かをチェ ッ ク し ます。グ リ フが得られな

い と きは、 代替グ リ フを他のフ ォ ン ト から持って来る こ と ができ ます （146 ページ 「6.3.6

フ ォールバッ ク フ ォ ン ト 」 参照）。

非 Unicode 対応の言語バイ ンデ ィ ングでは、PDFlib はデフ ォル ト ではテキス ト が UTF-

16 エン コード されている と見な し ます。 しかし、 textformat=bytes を指定すればシングル

バイ ト 文字列を与え る こ と ができ ます。 こ の場合、 こ のバイ ト 値はキ ャ ラ ク ター U+0001

～ U+00FF を、すなわち基本欧文キ ャ ラ ク ター群を持つ先頭 Unicode ブロ ッ ク （ISO 8859-

1 と等価） を表し ます。 文字参照を利用する と、 この範囲の外の Unicode 値をシングルバ

イ ト テキス ト 内で指定する こ と が可能です。

シングルバイ ト エン コーデ ィ ング 8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ングは、テキス ト 文字列内の各

バイ ト を 1 個のキ ャ ラ ク ターへマ ッ プし ますので、同時に扱え る キ ャ ラ ク ターは 255 種類

までに制限されます （値 0 は利用でき ません）。 この種類のエン コーデ ィ ングはすべての

フ ォ ン ト 形式に対し て使えます。PDFlib は、選ばれたエン コーデ ィ ングに合ったグ リ フを

フ ォ ン ト が含んでいるかど う かをチェ ッ ク し ます。使え る グ リ フの数が 低限の数に届か

ない と きは、PDFlib は警告 メ ッ セージを ロ グ記録し ます。選ばれたエン コーデ ィ ングに対

し て使え る グ リ フがフ ォ ン ト 内でま った く 得られない と きは、 フ ォ ン ト 読み込みは 「font
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doesn't support encoding」 と い う メ ッ セージを出し て失敗し ます。 PDFlib は、 要求された

入力値に対する グ リ フ をフ ォ ン ト が含んでいるかど う かをチェ ッ ク し ます。グ リ フが得ら

れない と きは、 代替グ リ フ を他のフ ォ ン ト か ら持って来る こ と ができ ます （146 ページ

「6.3.6 フ ォールバッ ク フ ォ ン ト 」 参照）。

非 Unicode 対応の言語バイ ンデ ィ ングでは、 PDFlib はデフ ォル ト ではテキス ト がシン

グルバイ ト エン コード されている と見な し ます。 しかし、 textformat=utf8 か utf16 を指定

すれば UTF-8 か UTF-16 文字列を与え る こ と ができ ます。

8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ングについて詳し く は 116 ページ 「5.3.3 シングルバイ ト （8 ビ ッ

ト ） エン コーデ ィ ング」 で解説し ています。 これはさ まざまな ソースから持って来る こ と

ができ ます ：

> 大量の定義済みエン コーデ ィ ング。 これはさ ま ざ まなシステム と さ ま ざまな ロ ケール

で利用されている も重要なエン コーデ ィ ング群を網羅し ています。

> ユーザー定義エン コーデ ィ ング。 これは、 外部フ ァ イルで与え るか、 または実行時に

PDF_encoding_set_char( ) で動的に構築する こ と ができ ます。このエン コーデ ィ ングは、

グ リ フ名か Unicode 値に基づ く こ と ができ ます。

> オペレーテ ィ ングシステムか ら持って き たエン コーデ ィ ング。 システムエン コーデ ィ

ング と もいいます。 この機能は、 Windows と IBM System i ・ IBM Z で利用可能です。

ビル ト イ ンエン コーデ ィ ング encoding=builtin を指定する と、 記号フ ォ ン ト 内の非テキ

ス ト グ リ フに対する シングルバイ ト コード を使 う こ と ができ ます。フ ォ ン ト のビル ト イ ン

エン コーデ ィ ングはフ ォ ン ト の種類によ って異な り ます ：

> TrueType ア ウ ト ラ イ ンを持つ OpenType フ ォ ン ト ： このエン コーデ ィ ングは、フ ォ ン ト

のシンボ リ ッ ク cmap に、 すなわち cmap テーブル内の (3, 0) エン ト リ ーに基づいて作

成されます。このエン ト リ ーが存在し ない場合には encoding=bultin を使用でき ません。

> OpenType CFF フ ォ ン ト はエン コーデ ィ ングを CFF テーブル内に含んでいる こ と があ

り ます。

> Type 3 の場合、ビル ト イ ンエン コーデ ィ ングはフ ォ ン ト の先頭255 グ リ フによ って定義

されます。

フ ォ ン ト がビル ト イ ンエン コーデ ィ ングを何ら含んでいない と きは、フ ォ ン ト 読み込みは

失敗し ます （OpenType 日中韓フ ォ ン ト など）。 PDF_info_font( ) で symbolfont キーを用い

る こ と もでき ます。 これが false を返し たな ら、 そのフ ォ ン ト はテキス ト フ ォ ン ト であ り 、

広 く 利用されているエン コーデ ィ ングのいずれかで読み込むこ と ができ ます。 symbolfont
キーが true を返し たな ら それはでき ません。 記号フ ォ ン ト 内のグ リ フは、 各グ リ フに対

応する コード がわかっている場合にのみ利用する こ と が可能です （137 ページ 「6.3.2 記号

フ ォ ン ト に対するエン コーデ ィ ングを選ぶ」 参照）。

非 Unicode 対応の言語バイ ンデ ィ ングでは、 PDFlib はデフ ォル ト ではテキス ト がシン

グルバイ ト であ る と見な し ます。 これは、 い く つかの記号フ ォ ン ト での指定に伝統的に使

われている シングルバイ ト 値を使え る と い う 利点があ り ます。これは他のエン コーデ ィ ン

グでは不可能です。 しかし、 textformat=utf16 などを指定すればテキス ト を Unicode 形式

で与え る こ と ができ ます。

encoding=builtin の難点は、 シングルバイ ト エン コード されたテキス ト 内では文字参照

が使えないこ と です。

グ リ フ ID エン コーデ ィ ング PDFlib では encoding=glyphid をすべてのフ ォ ン ト 形式に対

し て使えます。 こ のエン コーデ ィ ングでは、 133 ページ 「6.2.1 グ リ フ ID」 で解説する付

番方式を用いて、 フ ォ ン ト 内のすべてのグ リ フが指定でき ます。 数値グ リ フ ID は 0 ～
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65,565 の値を と れます。 大グ リ フ ID 値は PDF_info_font( ) で maxcode キーを用いて ク

エ リ ーでき ます。

非 Unicode 対応の言語バイ ンデ ィ ングでは、 PDFlib はデフ ォル ト （textformat=utf16）

ではテキス ト がダブルバイ ト バイ ト エン コード されている と見な し ます。

PDFlib は、 与え られたグ リ フ ID がフ ォ ン ト 内で有効であ るかど う かをチェ ッ ク し ま

す。 複雑用字系のシェーピング と OpenType レ イ ア ウ ト 機能が使えます。

グ リ フ ID はフ ォ ン ト 固有であ り 、 場合によ っては PDFlib によ って作成される こ と も

あ るので、 encoding=glyphid は一般に通常のテキス ト 出力には適し ません。 このエン コー

デ ィ ングの主な用途は、アプ リ ケーシ ョ ンがすでにグ リ フ ID を使用し ている場合と、フ ォ

ン ト のグ リ フ一覧を印刷し たい場合です。

6.3.2 記号フ ォ ン ト に対するエン コーデ ィ ングを選ぶ

記号フ ォ ン ト は、 記号 ・ ロ ゴ ・ ピ ク ト グ ラ ムなどの非テキス ト グ リ フ群を内容 と し て持つ

フ ォ ン ト です。 これは、 テキス ト フ ォ ン ト にはないい く つかの問題を提起し ます。 背景に

あ る問題は、 Unicode 規格は一般にあえて記号グ リ フ をエン コー ド し ていない こ と です

（ZapfDingbats フ ォ ン ト 内のグ リ フなど、 この規則には例外も あ り ますが）。 記号フ ォ ン ト

を Unicode ワーク フ ローに適合し て利用でき る よ う にする ため、TrueType・OpenType フ ォ

ン ト はたいていそのグ リ フに私用領域（PUA）内の Unicode 値を割 り 当てています。Unicode

マ ッ ピングテーブルがないこ と から、 PostScript Type 1 フ ォ ン ト はこれを行えず、 一般に

そのグ リ フを選ぶのに欧文キ ャ ラ ク ターのコード を用いています。すべてのフ ォ ン ト 形式

において、 記号グ リ フはたいていカス タ ムのグ リ フ名を持っています。

こ う し た状況か ら、 記号フ ォ ン ト 内のグ リ フの選択に関し て以下のよ う な結果が生じ

ます ：

> 記号 TrueType・OpenType フ ォ ン ト は encoding=unicode で も良 く 読み込めます。グ リ

フに割 り 当て られている PUA 値がわかっている場合には、 記号グ リ フを選ぶためにテ

キス ト 内でこの値を与え る こ と ができ ます。 そのためにはそのフ ォ ン ト 内の PUA 割 り

当てがあ らかじめわかっている必要があ り ます。

> PDFlibは記号PostScript Type 1 フ ォ ン ト に対し て PUA値を内部的に割 り 振 り ますので、

この PUA 値は事前にはわか り ません。

> 記号フ ォ ン ト 内のグ リ フを 8 ビ ッ ト コード を使って指定し たい場合には、 フ ォ ン ト を

encoding=builtin で読み込んで、テキス ト 内で 8 ビ ッ ト コード を与え る こ と ができ ます。

た と えば、 数字 4 （コード 0x34） は ZapfDingbats フ ォ ン ト 内でチェ ッ ク マーク記号を

選びます。

記号フ ォ ン ト を encoding=unicode で使 う ためには、適切な Unicode 値をテキス ト で用いる

必要があ り ます ：

> Wingdings・Webdings など Microsoft の記号フ ォ ン ト は、範囲 U+F020 ～ U+F0FF の PUA

Unicode 値を用いています。

> それ以外のフ ォ ン ト については、フ ォ ン ト 内の個々のグ リ フに対する Unicode 値をあ ら

かじめ知ってお く か、 または実行時に PDF_info_font( ) で決定する必要があ り ます。

制御キャ ラ ク タ ー 表 9.1 に挙げる範囲 U+0001 ～ U+001F の Unicode 制御キ ャ ラ ク ター

は、 encoding=builtin でも テキス ト フ ロー内で使えます。 0x20 未満のコード は、 記号フ ォ

ン ト がそのコード に対する グ リ フを持たないな らば、制御キ ャ ラ ク ター と し て解釈されま

す。 これは大多数の記号フ ォ ン ト にあてはま り ます。

ラ イ ンフ ィ ード キ ャ ラ ク ターに対する コード は ASCII と EBCDIC と で異なっています

ので、 EBCDIC システム上で リ テ ラルなキ ャ ラ ク ター 0x0A を使 う こ と は避け、 オプシ ョ
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ン escapesequence=true を用いて PDFlib のエスケープシーケン ス \n を使 う こ と を推奨し

ます。 この \n は PDFlib API まで届 く 必要があ る こ と に留意し て く ださい。 た と えば C で

は \\n と書 く 必要があ り ます。

文字参照 文字参照は記号フ ォ ン ト に対し て使 う こ と ができ ます。しかし記号フ ォ ン ト は

一般に、 文字参照を開始する アンパサン ド キ ャ ラ ク ター U+0026 「&」 に対する グ リ フ を含

んでいません。 コード 0x26 も、 フ ォ ン ト 内の既存のグ リ フへマ ッ プでき ないので使えま

せん。 ですので記号フ ォ ン ト は、 文字参照を使 う 必要があ る と きは、 encoding=unicode で

読み込む必要があ り ます。 文字参照は encoding=builtin では動作し ません。

6.3.3 例 ： Wingdings 記号フ ォ ン ト 内のグ リ フ を選択

記号フ ォ ン ト 内のキ ャ ラ ク ターを選択するにはさ まざまな方法があ り 、なかには望みの出

力が得られないものも あ り ますので、 例を見てみま し ょ う 。

フ ォ ン ト 内のキャ ラ ク タ ーを理解 まず、フ ォ ン ト 内の、ターゲ ッ ト とする キ ャ ラ ク ター

についてい く つかの情報を収集し ま し ょ う 。 これには Windows の 「文字コー ド表」 アプ リ

ケーシ ョ ンを利用し ます （図 6.1 参照） ：

> 「文字コー ド表」 は、 Wingdings フ ォ ン ト 内のグ リ フ群を表示し ますが、 それは 「詳細表

示」 内で Unicode へのア ク セス を一切与えません。 これは、 このフ ォ ン ト が内容と し

て持っている記号グ リ フ群に対し て、 標準化された Unicode 値が一切登録されていな

い と い う 事実によ る結果です。 そのかわ り に、 こ のフ ォ ン ト 内のグ リ フ群は私用領域

（PUA） 内のダ ミ ー Unicode 値を使用し ていますが、 「文字コー ド 表」 アプ リ ケーシ ョ

ンはこれらの値を明らかにし ません。

> 「文字コー ド表」 ウ ィ ン ド ウの左下隅を見る と、 あ るいはマウ ス を smileface キ ャ ラ ク

ターの上に乗せる と、 「文字コー ド ： 0x4A」 と表示されます。 これはこのグ リ フのバイ

ト コード です。

このコード は、WinAnsi エン コーデ ィ ング内の大文字の J キ ャ ラ ク ターに対応し ていま

す。 た と えば、 こ のキ ャ ラ ク ターを ク リ ッ プボー ド へコ ピーし て、 その ク リ ッ プボー

ド内容を貼 り 付ける と、 その結果は、その対応する Unicode 値 U+004A すなわちキ ャ ラ

ク ター J と な り ます。 にもかかわらず、 これはこのキ ャ ラ ク ターの Unicode 値ではあ り

ませんので、 Unicode ワーク フ ロー内で U+004A または J を用いて これを選択する こ と

はでき ません。

> このフ ォ ン ト 内で使用されている Unicode キ ャ ラ ク ターは 「文字コー ド 表」 には表示さ

れません。 しかし、 Microsoft が提供し ている記号フ ォ ン ト は、 以下の単純な規則を用

いています ：

Unicode値 = U+F000 + (「文字コード表」に表示される文字コード)

このこ と から、smileface グ リ フに対し ては Unicode 値 U+F04A と の結果が得られます。

> その対応する グ リ フ名は、 フ ォ ン ト エデ ィ ターや同様のツールで取得でき ます。 こ の

例ではそれは smileface です。

PDF_info_font( ) を使って、 Unicode 値 ・ グ リ フ名 ・ コード のいずれかを ク エ リ ーする こ と

もでき ます。 152 ページ 「6.5.2 フ ォ ン ト 依存のエン コーデ ィ ング ・ Unicode ・ グ リ フ名ク

エ リ ー」 を参照し て く ださい。

記号キャ ラ ク タ ーを PDFlib で指定 ターゲ ッ ト とする キ ャ ラ ク ターに関し て得られる情

報に応じ て、 Windings の smileface グ リ フ を選択する方法はい く つかあ り ます ：
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> そのフ ォ ン ト 内のそのキ ャ ラ ク ターに割 り 当て られている PUA Unicode 値がわかって

いるな ら、 数値文字参照を使えます （123 ページ 「数値文字参照」 参照） ：

&#xF04A;

UTF-8 で作業し ている場合には、 その対応する 3 バイ ト 列を使えます ：

\xEF\x81\x8A

Unicode 値は、 encoding=builtin と textformat=bytes の組み合わせでは使えません。

> 文字コード がわかっている な ら、バイ ト 値参照を使えます （124 ページ 「バイ ト 値参照」

参照） ：

&.#x4A;

非 Unicode 対応言語バイ ンデ ィ ングでは、 encoding=builtin かつ textformat=bytes な ら

ば、 文字コード を直接指定でき ます ：

J
\x4A

> グ リ フ名がわかっている な ら、 グ リ フ名参照を使えます （123 ページ 「グ リ フ名参照」

参照） ：

&.smileface;

グ リ フ名は、 encoding=builtin と textformat=bytes の組み合わせでは使えません。

表 6.2 に、 Java ・ .NET など Unicode 対応言語バイ ンデ ィ ングの場合の方法を挙げます。

表 6.3 に、 C など非 Unicode 対応言語バイ ンデ ィ ングの場合の方法を挙げます。

図 6.1
Windows の文字コー ド表

で Wingdings フ ォ ン ト
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表 6.2 Unicode 対応言語バイ ンデ ィ ング （Java など） で Wingdings フ ォ ン ト 内の smileface グ リ フ を指定

エン コー

デ ィ ング 追加オプシ ョ ン 入力文字列 ページ上の印字結果

unicode

\uF04A 1 

charref &#xF04A; 

charref &.#x4A; 

charref &.smileface; 

J 2 （スペースか .notdef）

escapesequence \x4A （スペースか .notdef）

builtin （encoding=unicode で上記と同じ）

1. U+F04A に対する、 Java など多 く の Unicode 対応言語での文字列文法

2. バイ ト コー ド \x4A に対する Winansi キャ ラ ク ター

表 6.3 C など非 Unicode 対応言語バイ ンデ ィ ングで Wingdings フ ォ ン ト 内の smileface グ リ フ を指定

エン コー

デ ィ ング textformat 追加オプシ ョ ン 入力文字列 ページ上の印字結果

unicode

utf16 \xF0\x4A 1 

utf8, bytes

charref &#xF04A; 

charref &.#x4A; 

charref &.smileface; 

textformat=utf8 な

ら ： ï•ã 2


textformat=bytes
なら ： J 3

（スペースか .notdef）

escapesequence4 textformat=utf8 な

ら：\xEF\x81\x8A5


escapesequence textformat=bytes
なら：\x4A

（スペースか .notdef）

builtin

utf16, utf8 （encoding=unicode で上記と同じ）

bytes

charref &#xF04A; 

charref &.#x4A; 

charref &.smileface; 

J 

escapesequence \x4A 

1. バイ ト 順序に応じ て、\xF0\x4Aか\x4A\xF0のいずれかで表す必要があ り ます。なお、\xはCのエスケープ文法を示し ています

2. 3 バイ ト 列 \xEF \x81 \x8A に対する Winansi キャ ラ ク ター群

3. バイ ト コー ド \x4A に対する Winansi キャ ラ ク ター

4. この escapesequence オプシ ョ ンは、 直接バイ ト 値のための文法が何もないプログラ ミ ング言語でのみ必要です。
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6.3.4 フ ォ ン ト を検索

フ ォ ン ト デー タのソース 先述のよ う に、 フ ォ ン ト は明示的に PDF_load_font( ) メ ソ ッ ド

で読み込む こ と も で き ま す し、 あ る いは暗黙的に、 さ ま ざ ま な テ キ ス ト 出力関数に

fontname オプシ ョ ンを与えて読み込むこ と も でき ます。 フ ォ ン ト のネイ テ ィ ブな名前を

使 う こ と もでき ますし、フ ォ ン ト データの場所を決定するために用いられる任意のカス タ

ム名を扱 う こ と も でき ます。 カ ス タ ムフ ォ ン ト 名は文書内で一意であ る必要があ り ます。

PDF_info_font( ) で、 こ のフ ォ ン ト 名は apiname キーでク エ リ ーする こ と ができ ます。

同じ フ ォ ン ト 名で PDF_load_font( ) を続けて呼び出すと、すべてのオプシ ョ ンがこの メ

ソ ッ ド を 初に呼び出し た際に与えた もの と等し ければ、同じ フ ォ ン ト ハン ド ルが返され

ます （扱いが異なるオプシ ョ ンが若干あ り ますので、詳し く は PDFlib API リ フ ァ レ ン ス を

参照） 。 そ う でなければ、 同じ フ ォ ン ト 名に対し て新規のフ ォ ン ト ハン ド ルが作成されま

す。 PDFlib ではフ ォ ン ト データのソース と し て以下に対応し ています ：

> デ ィ ス クベース または仮想のフ ォ ン ト フ ァ イル

> Windows か macOS オペレーテ ィ ングシステムから持って来たフ ォ ン ト （ホス ト フ ォ ン

ト ）

> PDF 標準フ ォ ン ト ： これらは、 よ く 知られた名前の少数の欧文フ ォ ン ト です

> PDF_begin_font( ) および関連関数群で定義された Type 3 フ ォ ン ト

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの fonts/font_configuration ト ピ ッ クにあり ます。

フ ォ ン ト リ ソース リ ス ト を自動生成 enumeratefonts オプシ ョ ンを用いる と、 検索パス

上で得られるすべてのフ ォ ン ト を収集する よ う PDFlibに命令する こ と ができ ます（61ペー

ジ 「フ ァ イル検索と SearchPath リ ソースカテゴ リ ー」 参照）。 saveresources オプシ ョ ンを

用いる と、 PDFlib リ ソースのカレ ン ト リ ス ト をフ ァ イルへ書き出すこ と ができ ます ：

/* フォントを検索パスに直接追加 */
p.set_option("searchpath={{C:/fonts} {D:/fonts}}");

/* 検索パス上のすべてのフォントをなめてUPRファイルを作成 */
p.set_option("enumeratefonts saveresources={filename=C:/pdflib.upr}");

する と、 指定し たデ ィ レ ク ト リ 群の中にあ るすべての利用可能なフ ォ ン ト が、 生成される

UPR フ ァ イルの中に リ ス ト されますので、 以後使用可能と な り ます。

フ ォ ン ト 名エ イ リ アス設定 フ ォ ン ト はそれぞれ、 任意の数のエ イ リ ア ス名を持つこ と

ができ ます。 こ れは、 物理フ ォ ン ト へマ ッ プする必要があ る擬似ま たは仮想名を通じ て

フ ォ ン ト を要求する場面で有用でし ょ う 。 フ ォ ン ト 名エイ リ アスは、 以下の例のよ う に、

FontnameAlias リ ソース カテゴ リ ー （60 ページの表 3.1 参照） で作成でき ます ：

p.set_option("FontnameAlias={sans Helvetica}");

左のエイ リ アス名は、 任意に選ぶこ と ができ、 そし て これを用いて、 そのフ ォ ン ト をその

新し いエ イ リ ア ス名の も と に読み込むこ と がで き ます。 右の名前は、 フ ォ ン ト の有効な

API 名、 た と えばホス ト フ ォ ン ト や、 フ ォ ン ト リ ソースカテゴ リ ー FontOutline などの う

ちの一つでフ ォ ン ト リ ソースへ紐付け られている フ ォ ン ト の名前であ る必要があ り ます。

5. U+F04A に対する 3 バイ ト UTF-8 列

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/fonts/font_configuration/
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フ ォ ン ト に対する検索順序 PDFlib に与え られる フ ォ ン ト 名は名前文字列です。 指定さ

れた名前がフ ォ ン ト 名エイ リ アスであ る場合には、それはその対応する API フ ォ ン ト 名へ

置き換え られます。PDFlib は API フ ォ ン ト 名を使って、 さ まざまな種類のフ ォ ン ト を後述

の順序で探し ます。 この検索処理は、 使え る フ ォ ン ト がステ ッ プの 1 つで見つかる と と も

に終わ り ます ：

> フ ォ ン ト 名が、PDF_begin_font( ) を用いて生成されていた Type 3 フ ォ ン ト の名前と一致

する （131 ページ 「6.1.7 Type 3 フ ォ ン ト 」 を参照）。

> フ ォ ン ト 名が、フ ォ ン ト 名を TrueType またはOpenType フ ォ ン ト フ ァ イルの名前と紐づ

ける FontOutline リ ソース内の名前と一致する。

> フ ォ ン ト 名が、 フ ォ ン ト 名をシステムにイ ン ス ト ールされている フ ォ ン ト の名前 と 紐

づける HostFont リ ソース内の名前と一致する。

> フ ォ ン ト 名が欧文コ アフ ォ ン ト の名前 と一致する （143 ページ 「標準 Type 1 フ ォ ン ト

（欧文コ アフ ォ ン ト ）」 参照）。

> フ ォ ン ト 名が、 システムにイ ン ス ト ールされている ホ ス ト フ ォ ン ト の名前 と 一致する

（144 ページ 「6.3.5 Windows ・ macOS 上のホス ト フ ォ ン ト 」 参照）。

> フ ォ ン ト 名がフ ォ ン ト フ ァ イルのベース名 （すなわちフ ァ イル名接尾辞を除いた名前）

と一致する。

フ ォ ン ト が見つから なかった と きは、 フ ォ ン ト 読み込みは Font not found と い う メ ッ セー

ジを出し て止ま り ます。

さ まざまな リ ソースカテゴ リ ーについて詳し く は 59 ページ「3.1.4 リ ソース構成と フ ァ

イル検索」 を参照し て く だ さ い。 以下の各項では、 さ ま ざ ま な分類のフ ォ ン ト に対する

フ ォ ン ト 読み込みについて さ らに詳し く 解説し ていき ます。

TrueType ・ OpenType ・ WOFF/WOFF2 フ ォ ン ト フ ォ ン ト 名は、 使

いたいフ ォ ン ト フ ァ イルの名前に対し て、 FontOutline リ ソース を通

じ て紐づける必要があ り ます ：

p.set_option("FontOutline={Arial=/usr/fonts/Arial.ttf}");
font = p.load_font("Arial", "unicode", "");

等号の左側のフ ォ ン ト 名 （フ ォ ン ト の API 名と いいます） は任意に

選べます ：

p.set_option("FontOutline={f1=/usr/fonts/Arial.ttf}");
font = p.load_font("f1", "unicode", "");

実行時に PDF_set_option( ) で構成するのでな く 、 UPR フ ァ イル内で FontOutline リ ソース

を構成する こ と もでき ます （59 ページ 「3.1.4 リ ソース構成 と フ ァ イル検索」 参照）。 絶対

フ ァ イル名を避ける ため、 SearchPath リ ソース カテゴ リ ーを用いる こ と もでき ます （こ の

場合も、SearchPath リ ソース カテゴ リ ーをUPRフ ァ イル内で構成する こ と も可能です）。例：

p.set_option("SearchPath={{/usr/fonts}}");
p.set_option("FontOutline={f1=Arial.ttf}");
font = p.load_font("f1", "unicode", "");

TrueType ・ OpenType コ レ ク シ ョ ン TrueType または OpenType コ レ ク シ ョ ン

（TTC。 175 ページ 「7.6.1 TrueType ・ OpenType 日中韓フ ォ ン ト を用いる」 参照）

フ ァ イル内に含まれている フ ォ ン ト を選ぶには、 そのフ ォ ン ト の名前を直接指

定し ます ：
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p.set_option("FontOutline={MS-Gothic=msgothic.ttc}");
font = p.load_font("MS-Gothic", "unicode", "");

フ ォ ン ト 名は、 TTC/OTC フ ァ イル内のすべてのフ ォ ン ト の名前と照合されます。 あ るい

は、 TTC/OTC フ ァ イル内の n 番目のフ ォ ン ト を選ぶには、 フ ォ ン ト 名の後にコ ロ ンをつ

けて番号 n を指定する こ と ができ ます。 この場合は、等号の左側の API フ ォ ン ト 名は任意

に選べます ：

p.set_option("FontOutline={f1=msgothic.ttc}");
font = p.load_font("f1:0", "unicode", "");

標準 Type 1 フ ォ ン ト （欧文コ ア フ ォ ン ト ） PDFlib は、 14 種の標準フ ォ ン ト の集合に対

応し ています。 これらのフ ォ ン ト は、 メ ト リ ッ ク情報が PDFlib に内蔵されていますので、

構成する必要があ り ません。 対応する フ ォ ン ト フ ァ イルは、 フ ォ ン ト を埋め込みたい場合

にのみ必要と な り ます。 コ アフ ォ ン ト の名前は以下の とお り です ：

Courier ・ Courier-Bold ・ Courier-Oblique ・ Courier-BoldOblique ・

Helvetica ・ Helvetica-Bold ・ Helvetica-Oblique ・ Helvetica-BoldOblique ・

Times-Roman ・ Times-Bold ・ Times-Italic ・ Times-BoldItalic ・

Symbol ・ ZapfDingbats

フ ォ ン ト 名が リ ソ ー ス を通 じ ていかな る フ ァ イ ル名へ も 紐づけ ら れていない と き は、

PDFlib はそのフ ォ ン ト を標準 Type 1 フ ォ ン ト の リ ス ト の中で探し ます。

ホス ト フ ォ ン ト フ ォ ン ト 名が リ ソース を通じ ていかな る フ ァ イル名へも紐づけ られて

いない と きは、 PDFlib はそのフ ォ ン ト を、 Windows か macOS にイ ン ス ト ールされている

フ ォ ン ト の リ ス ト 内で探し ます。 シ ス テムに イ ン ス ト ール されている フ ォ ン ト をホス ト

フ ォ ン ト と いいます。ホス ト フ ォ ン ト の名前は ASCII でエン コード されている必要があ り

ます。 Windows では Unicode も使えます。 ホス ト フ ォ ン ト について詳し く は 144 ページ

「6.3.5 Windows ・ macOS 上のホス ト フ ォ ン ト 」 を参照し て く ださい。 例 ：

font = p.load_font("Verdana", "unicode", "");

Windows では、 フ ォ ン ト 名の後にカンマをつけてフ ォ ン ト ス タ イルを追加する こ と もでき

ます （この文法は Latin コ アフ ォ ン ト でも使えます） ：

font = p.load_font("Verdana,Bold", "unicode", "");

コ アフ ォ ン ト のいずれかの名前でホ ス ト フ ォ ン ト を読み込むためには、 そのフ ォ ン ト 名

を、 ほしいホス ト フ ォ ン ト の名前に対し て、 HostFont リ ソースカテゴ リ ーを通じ て紐づけ

る必要があ り ます。以下のコード断片は、内蔵コ アフ ォ ン ト データ を使わずに Symbol フ ォ

ン ト のデータ をホス ト システムから取って来る よ う 指示し ています ：

p.set_option("HostFont={Symbol=Symbol}");
font = p.load_font("Symbol", "unicode", "embedding");

フ ォ ン ト フ ァ イルを拡張子に基づいて検索 Type 3 以外のすべての種類のフ ォ ン ト は、

指定されたフ ォ ン ト 名を フ ォ ン ト フ ァ イルのベース名 （フ ァ イル接尾辞の一切ない名前）

と し て用いて検索する こ と ができ ます。PDFlib は、指定された名前のフ ォ ン ト が見つから

ない と きには、SearchPath リ ソースカテゴ リ ー内に リ ス ト されているすべてのデ ィ レ ク ト

リ ーをなめながら、 与え られたフ ァ イル名に対し て、 知られているすべてのフ ァ イル名接

尾辞を付加する こ と によ って、 フ ォ ン ト フ ァ イルを見つけ よ う と試みます。 この拡張子に

基づ く 検索は具体的には以下のよ う なアルゴ リ ズムです ：
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> 以下の接尾辞を フ ォ ン ト 名に付加し てでき る フ ァ イル名のフ ォ ン ト フ ァ イルがあ るか

ど う かを順番に調べます ：

.ttf .otf .woff .ttf.woff .otf.woff .woff2 .ttf.woff2 .otf.woff2 .ttc .otc .tte .gai

.TTF .OTF .WOFF .TTF.WOFF .OTF.WOFF .WOFF2 .TTF.WOFF2 .OTF.WOFF2 .TTC .OTC .TTE .GAI

> 上述の候補フ ァ イル名群を 「あ り のま まに」 検索し、 ついで、 SearchPath リ ソース カテ

ゴ リ ー内で構成されているすべてのデ ィ レ ク ト リ ー名を前につけて検索し ます。

これはすなわち、 手作業で一切構成を し な く て も、 も し も その対応する フ ォ ン ト フ ァ イル

名が、フ ォ ン ト の種類に従った標準的なフ ァ イル名接尾辞をフ ォ ン ト 名に付加し た名前か

ら成ってお り 、 かつ SearchPath デ ィ レ ク ト リ ーのいずれかの中に置かれている な らば、

PDFlib はそのフ ォ ン ト を発見する と い う こ と を意味し ます。

以下のステー ト メ ン ト 群のグループ群は、 フ ォ ン ト ア ウ ト ラ イ ンフ ァ イルを見つけ る

う えで同等の効力を持ちます ：

p.set_option("FontOutline={Arial=/usr/fonts/Arial.ttf}");
font = p.load_font("Arial", "unicode", "");

と

p.set_option("SearchPath={{/usr/fonts}}");
font = p.load_font("Arial", "unicode", "");

Type 3 フ ォ ン ト Type 3 フ ォ ン ト は、 実行時に、 PDFlib のグ ラ フ ィ ッ ク メ ソ ッ ド群を用

いてグ リ フ を定義する こ と によ って定義する必要があ り ます （131 ページ 「6.1.7 Type 3

フ ォ ン ト 」 参照）。 PDF_begin_font( ) に与え られたフ ォ ン ト 名が、 PDF_load_font( ) で要求

されたフ ォ ン ト 名と一致する と きは、そのフ ォ ン ト がフ ォ ン ト 検索の 初の段階で選ばれ

ます。 例 ：

p.begin_font("PDFlibLogoFont", 0.001, 0.0, 0.0, 0.001, 0.0, 0.0, "");

...
p.end_font();
...
font = p.load_font("PDFlibLogoFont", "logoencoding", "");

6.3.5 Windows ・ macOS 上のホス ト フ ォ ン ト

macOS ・ Windows では PDFlib は、 オペレーテ ィ ングシステムにイ ン ス ト ールされている

フ ォ ン ト を利用する こ と ができ ます。 こ う し たフ ォ ン ト をホス ト フ ォ ン ト と いいます。 手

作業でフ ォ ン ト フ ァ イルを構成し な く て も、そのフ ォ ン ト を単純にシステムにイ ン ス ト ー

ルすれば、 PDFlib はそれを使用し ます。

ホ ス ト フ ォ ン ト を扱 う 際には、 その正確な、 大文字 ・ 小文字を区別し たフ ォ ン ト 名を

用い る こ と が重要です。 ホ ス ト フ ォ ン ト 検索は、 PDF_set_option( ) の オ プ シ ョ ン

usehostfonts=false を用いて無効にする こ と も可能です。

macOS 上のホス ト フ ォ ン ト 名 フ ォ ン ト を取得するには、標準 TrueType/OpenType フ ォ

ン ト 名、 すなわち フ ォ ン ト の名称テーブルの中の 「完全 フ ォ ン ト 名」 を使用 し ま す。

FontBook アプ リ ケーシ ョ ンを使 う こ と によ って、 イ ン ス ト ールされている フ ォ ン ト 群の

名前を知る こ と ができ ます。
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Windows 上のホス ト フ ォ ン ト 名 イ ン ス ト ールされている フ ォ ン ト の名前は、 そのフ ォ

ン ト フ ァ イルをダブルク リ ッ ク し て、現れる ウ ィ ン ド ウのウ ィ ン ド ウ タ イ ト ルに表示され

る完全フ ォ ン ト 名を見れば知る こ と ができ ます。フ ォ ン ト によ っては、使っている Windows

のバージ ョ ンに従ってその名前の一部がローカ ラ イ ズ されている こ と も あ り ます。た と え

ば、 フ ォ ン ト 名の一部と し て広 く 使われている Bold は、 ド イ ツ語システム上では翻訳さ

れた単語 Fett と し て表示される こ と があ り ます。 Windows システムから ホス ト フ ォ ン ト

データ を取得するには、 変換された形のフ ォ ン ト 名 （Arial Fett など） を PDFlib で用いる

か、 あ るいはフ ォ ン ト ス タ イル名 （後述） を用い る必要があ り ます。 し か し、 フ ォ ン ト

データ をフ ァ イルから直接取得するには、 正規の （ローカ ラ イ ズ されていない） 形のフ ォ

ン ト 名 （Arial Bold など） を用いる必要があ り ます。

注 この国際化の問題は、 ローカ ラ イズされた形のフ ォ ン ト 名を用いるのでな く 、 フ ォ ン ト ス

タ イル名 （「,Bold」 など、 後述） を付加する こ とによ って回避する こ とができます。

Windows のフ ォ ン ト ス タ イル名 Windows オペレーテ ィ ングシステムから ホス ト フ ォ ン

ト を読み込む際には、 PDFlib ユーザーは、 Windows のフ ォ ン ト 選択機構が提供する機能を

利用する こ と ができ ます ： 太さ と斜体についてス タ イル名を与え る こ と ができ ます。 例 ：

font = p.load_font("Verdana,Bold", "unicode", "");

これは Windows に対し て、 ベース フ ォ ン ト のボール ド ・ イ タ リ ッ ク などあ る特定のバ リ

エーシ ョ ンを探すよ う 命令し ます。 得られる フ ォ ン ト によ って、 Windows は、 求められた

フ ォ ン ト に も似通っている フ ォ ン ト を選びます （これは新たなフ ォ ン ト バ リ エーシ ョ ン

を作 り 出し ません）。 Windows が見つけたフ ォ ン ト は、 求めたフ ォ ン ト と は異なる可能性

があ り 、 生成される PDF 内のフ ォ ン ト 名は、 求めた名前 と は異な る可能性があ り ます。

PDFlib は、 Windows のフ ォ ン ト 選択に対し ていかなる制御もでき ません。 フ ォ ン ト ス タ イ

ル名はホス ト フ ォ ン ト でのみ働き、フ ォ ン ト フ ァ イルを通じ て構成されたフ ォ ン ト に対し

ては働き ません。

以下のキーワー ド （フ ォ ン ト 名 と カンマで区切って） は、 ベース フ ォ ン ト 名に付加し

てフ ォ ン ト の太さ を指定する こ と ができ ます ：

none, thin, extralight, ultralight, light, normal, regular, medium,
semibold, demibold, bold, extrabold, ultrabold, heavy, black

このキーワード は大文字 ・ 小文字を区別し ません。 上記のかわ り に、 あ るいは上記に加え

て、 italic キーワード を指定する こ と もでき ます。 2 つのス タ イル名を指定する場合には、

それぞれをカンマで区切る必要があ り ます。 例 ：

font = p.load_font("Verdana,Bold,Italic", "unicode", "");

フ ォ ン ト の太さの数値はフ ォ ン ト ス タ イル名と等価です ：

0 (none), 100 (thin), 200 (extralight), 300 (light), 400 (normal), 500 (medium), 600 
(semibold), 700 (bold), 800 (extrabold), 900 (black)

以下の例はフ ォ ン ト の bold バ リ エーシ ョ ンを選びます ：

font = p.load_font("Verdana,700", "unicode", "");

注 フ ォ ン ト に対する Windows のス タ イル名は、 フ ォ ン ト ス タ イルのローカ ラ イズされた名

前にかかわらずそれを選択し ますので、ローカ ラ イズされたフ ォ ン ト 名を扱う必要がある

と きには有用で し ょ う。
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Windows のフ ォ ン ト 代替 Windows は、 特定のレ ジ ス ト リ ーエン ト リ ー群に基づいて、

自動的にフ ォ ン ト を代替する こ と があ り ます。 こ の種のフ ォ ン ト 代替は、PDFlib のホス ト

フ ォ ン ト 機構にも影響を与えますが、Windows オペレーテ ィ ングシステムの完全制御下に

あ り ます。 以下のレジス ト リ ーエン ト リ ーによ って、 た と えば、 Helvetica フ ォ ン ト が必要

な と きに Windows がかわ り に Arial を届ける こ と も あ り えます ：

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows NT\CurrentVersion\FontSubstitutes

Windows のフ ォ ン ト 代替に関する詳しい情報については、Microsoft の文書を参照し て く だ

さい。

6.3.6 フ ォールバッ ク フ ォ ン ト

注 フ ォールバッ ク フ ォ ン ト は、 encoding=glyphid の場合には使用できません。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの fonts/starter_fallback ト ピ ッ クにあ り ます。

フ ォールバッ ク フ ォ ン ト は、フ ォ ン ト と エン コーデ ィ ングの不足な点を扱 う 強力な し く み

を提供し ます。 複数の用字系のためのフ ォ ン ト 群を合成するのにも役立ちます。 た と えば

ア ラ ビア語用字系のためのフ ォ ン ト は、欧文キ ャ ラ ク ターに対応し ていないこ と があ り え

ます。 必要なフ ォ ン ト 切替が PDFlib によ って自動的に行われますので、 フ ォールバッ ク

フ ォ ン ト はさ まざまな場面でテキス ト 出力の実現に活用する こ と ができ ます。このし く み

は、 所与のフ ォ ン ト （ベース フ ォ ン ト と いいます） を、 このベース フ ォ ン ト 内のグ リ フに

加えて他の1つないし複数のフ ォ ン ト 内のグ リ フを使用する こ と によ って強化する もので

す。 フ ォールバッ ク フ ォ ン ト は以下の機能を提供し ます ：

> ベース フ ォ ン ト 内で得られないグ リ フは自動的に、 1 つないし複数のフ ォールバッ ク

フ ォ ン ト 内で検索されます。 言い換えれば、 フ ォ ン ト にグ リ フ を追加する こ と が可能

です。 複数のフ ォールバ ッ ク フ ォ ン ト をベース フ ォ ン ト に対し て紐付け る こ と が可能

ですので、 少な く と も 1 つのフ ォ ン ト が適切なグ リ フを含んでいる Unicode キ ャ ラ ク

ターをすべて有効に使 う こ と ができ ます。

> あ る特定のフ ォールバ ッ ク フ ォ ン ト 内のグ リ フ を用いて、 ベース フ ォ ン ト 内のグ リ フ

をオーバーラ イ ド する こ と ができ ます。 すなわち、 フ ォ ン ト 内のグ リ フ を置き換え る

こ と が可能です。1 つないし複数の個別のグ リ フ を置き換え る こ と もでき ますし、あ る

いは置き換えたい Unicode キ ャ ラ ク ター群の範囲を 1 つないし複数指定する こ と もで

き ます。

> フ ォールバッ ク フ ォ ン ト か らのグ リ フの寸法 と 縦位置は、 ベース フ ォ ン ト に合 う よ う

調整でき ます。

驚 く かも しれませんが、ベース フ ォ ン ト 自身をフ ォールバッ ク フ ォ ン ト と し て使 う こ と も

可能です。 これを利用する と以下の ト リ ッ ク が実装でき ます ：

> そのフ ォ ン ト の一部ないし全部のグ リ フの寸法か位置を調節。

> ベース フ ォ ン ト の実際のエン コーデ ィ ングの外にキ ャ ラ ク ターを追加。

フ ォールバッ ク フ ォ ン ト 機構は、 fallbackfonts フ ォ ン ト オプシ ョ ンによ って制御され、 す

べてのテキ ス ト 出力関数に対し て効力を持ち ます。 あ ら ゆ る フ ォ ン ト オプシ ョ ン と 同様

に、 fallbackfonts オプシ ョ ンは PDF_load_font( ) への明示的な呼び出しで与え る こ と もで

き ますし、あ るいは暗黙的フ ォ ン ト 読み込みのためのオプシ ョ ン リ ス ト 内で与え る こ と も

でき ます。 1 つのベース フ ォ ン ト に対し ては複数のフ ォールバッ ク フ ォ ン ト を指定する こ

と も可能な こ と から、 fallbackfonts オプシ ョ ンは値と し てオプシ ョ ン リ ス ト の リ ス ト を と

り ます。 すなわち、 中括弧がそのぶん必要です。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/fonts/starter_fallback/
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PDF_info_font( ) を利用する と、 フ ォールバッ ク フ ォ ン ト 機構の結果を ク エ リ ーする こ

と ができ ます （153 ページ 「6.5.3 コー ド ページ網羅性 と フ ォールバッ ク フ ォ ン ト を ク エ

リ ー」 参照）。

注意 フ ォールバッ ク フ ォ ン ト を扱 う 際には以下に留意し て く ださい ：

> フ ォ ン ト の組み合わせは必ずし も、 タ イ ポグ ラ フ ィ ー的に美しい結果を生み出すわけ

ではあ り ません。 ベース フ ォ ン ト のグ リ フデザイ ンに整合する グ リ フデザイ ンを持つ

フ ォールバッ ク フ ォ ン ト だけを使 う よ う 注意を払 う 必要があ り ます。

> フ ォールバッ ク フ ォ ン ト に対する フ ォ ン ト オプシ ョ ンは、fallbackfonts オプシ ョ ン リ ス

ト 内で別途指定する必要があ り ます。

> 用字系固有のシェーピング （オプシ ョ ン shaping ・ script ・ locale） と OpenType 機能 （オ

プシ ョ ン features ・ script ・ language） は、 同一フ ォ ン ト 内のグ リ フ群に対し てのみ適

用され、 ベース フ ォ ン ト と フ ォールバッ ク フ ォ ン ト と にわた る グ リ フ群に対し ては適

用されません。

> 下線 / 上線 / 取 り 消し線機能は、フ ォールバッ ク フ ォ ン ト を扱 う 際には注意し て使 う 必

要があ り ます。アセンダーなどのタ イポグ ラ フ ィ ー値について も同様です。ベース フ ォ

ン ト 内で決定される下線の太さ ・ 位置は、 フ ォールバッ ク フ ォ ン ト 内の値 と は一致し

ない可能性があ り ます。 その場合、 下線の位置または太さ が見苦し く ガタつ く こ と に

な り ます。 こ の問題に対する単純な回避策は、 統一的な値を、 PDF_fit_textline( ) ・ PDF_
add/create_textflow( ) の underlineposition ・ underlinewidth オプシ ョ ンで指定する こ と

です。 こ の値は、 ベース フ ォ ン ト と すべてのフ ォールバ ッ ク フ ォ ン ト において う ま く

い く よ う に選ぶ必要があ り ます。

以下の各項で、 フ ォールバッ ク フ ォ ン ト の重要な用途をい く つか解説し、 その対応するオ

プシ ョ ン リ ス ト を演示し ます。

カ ラー絵文字キャ ラ ク タ ーをテキス ト フ ォ ン ト に追加 絵文字キ ャ ラ ク ターはたいてい

は独立し たカ ラーフ ォ ン ト で利用可能です （128 ページ 「6.1.3 SVG ・ COLR ・ sbix 形式の

OpenType カ ラーフ ォ ン ト 」 を参照） ので、 テキス ト フ ォ ン ト と絵文字フ ォ ン ト を切 り 替

え る必要があ り ます。絵文字フ ォ ン ト をフ ォールバッ ク フ ォ ン ト と し てテキス ト フ ォ ン ト

に く っつける と これをシンプルにでき ます。カ ラーフ ォ ン ト には絵文字キ ャ ラ ク ターのモ

ノ 版 と カ ラ ー版が入 っ てい る 可能性が あ り ま すので、 カ ラ ーグ リ フ が採 ら れ る よ う

colormode=ignoremono を用いま し ょ う ：

fallbackfonts={

{fontname={Segoe UI Emoji} colormode=ignoremono}
}

複数の用字系で使える よ う フ ォ ン ト を合体 場合によ っては、 入力テキ ス ト データの用

字系が事前にわか ら ない こ と があ り ます。 た と えば、 データベースが欧文 ・ ギ リ シ ャ文

字 ・ キ リ ル文字のテキス ト を含んでいるのに、 得られる フ ォ ン ト はこれらの用字系の う ち

の 1 つしか同時に網羅し ていない と い う 場合があ るかも しれません。用字系を決定し て適

切なフ ォ ン ト を選ぶのではな く 、 い く つかのフ ォ ン ト を結びつけたフ ォ ン ト を構築し て、

実質的にすべての用字系のスーパーセ ッ ト を網羅する こ と が可能です。 fallbackfonts オプ

シ ョ ンに対し て以下のフ ォ ン ト オプシ ョ ンを用いて、ギ リ シャ文字フ ォ ン ト と キ リ ル文字

フ ォ ン ト を欧文フ ォ ン ト に追加する こ と ができ ます ：

fallbackfonts={

{fontname=Times-Greek forcechars={U+0391-U+03F5}}
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{fontname=Times-Cyrillic forcechars={U+0401-U+0490}}
}

フ ォ ン ト 内の一部ない し全部のグ リ フ を大き く する フ ォ ールバ ッ ク フ ォ ン ト を 使 う

と、 フ ォ ン ト 内の一部ないしすべてのグ リ フを、 文字サイ ズを変えずに大き く する こ と が

でき ます。 この場合も、 ベース フ ォ ン ト それ自身をフ ォールバッ ク フ ォ ン ト と し て用いま

す。 こ の機能は、 さ まざまなフ ォ ン ト のデザイ ンを、 コード内で文字サイ ズを調整せずに

見た目上協調させるのに有用です。 fallbackfonts オプシ ョ ンに対し て以下のフ ォ ン ト オプ

シ ョ ンを用いて、指定し た範囲内のすべてのグ リ フを 120% へ大き く する こ と ができ ます：

fallbackfonts={
{fontname=Times-Italic forcechars={U+0020-U+00FF} fontsize=120%}
}

拡大し たピ ク ト グラムを追加 fallbackfonts オプ シ ョ ン に対 し て以下の フ ォ ン ト オプ

シ ョ ンを用いて、 ZapfDingbats フ ォ ン ト から記号を持って来る こ と ができ ます ：

fallbackfonts={
{fontname=ZapfDingbats forcechars=.a12 fontsize=150% textrise=-15%}
}

こ の場合も、 fontsize ・ textrise サブオプシ ョ ン を用いて、 記号のサ イ ズ と 位置をベース

フ ォ ン ト に合わせています。

日中韓フ ォ ン ト 内のグ リ フ を置き換え fallbackfonts オプシ ョ ンに対し て以下のフ ォ ン

ト オプシ ョ ンを用いて、 ASCII 範囲内の欧文キ ャ ラ ク ターを別フ ォ ン ト からのものに置き

換え る こ と ができ ます ：

fallbackfonts={

{fontname=Courier-Bold forcechars={U+0020-U+007E}}
}

ア ラ ビア語フ ォ ン ト に欧文キャ ラ ク タ ーを追加 この用途は 173 ページ 「7.5.4 ア ラ ビア

語テキス ト 組版」 で解説し ています。

足り ないグ リ フ をつき とめる 無償提供されている フ ォ ン ト Unicode BMP Fallback SIL は、

実際のグ リ フでな く 各 Unicode キ ャ ラ ク ターの 16 進値を表示し ます。 このフ ォ ン ト は、

ワ ー ク フ ロ ーにおけ る フ ォ ン ト 関連の問題 を 診断す る のに有用な と き が あ り ま す。

fallbackfonts オプシ ョ ンに対し て以下のフ ォ ン ト オプシ ョ ンを用いて、任意のフ ォ ン ト を、

足 り ないキ ャ ラ ク ターが視覚化さ れる よ う こ の特殊なフ ォールバ ッ ク フ ォ ン ト で強化す

る こ と ができ ます ：

fallbackfonts={{fontname={Unicode BMP Fallback SIL}}}

フ ォ ン ト に外字キャ ラ ク タ ーを追加 この用途は 176 ページ 「7.6.3 EUDC ・ SING フ ォ ン

ト によ る外字キ ャ ラ ク ター」 で解説し ています。
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6.4 フ ォ ン ト の埋め込みとサブセ ッ ト 化

6.4.1 埋め込み

Acrobat における PDF のフ ォ ン ト 埋め込みと フ ォ ン ト 置換 PDF 文書は、 正しいテキス

ト 表現を確保する ために、 フ ォ ン ト データ を さ まざまな形式で含むこ と ができ ます。 あ る

いは、 グ リ フの メ ト リ ッ ク と い く つかの一般的なフ ォ ン ト 情報だけを含む （グ リ フのアウ

ト ラ イ ン本体を含まない） フ ォ ン ト 記述子を埋め込むこ と も でき ます。 フ ォ ン ト が PDF

文書に埋め込まれていない場合、PDF ビ ューアはそれがターゲ ッ ト システムで得られ、 か

つ構成されていればそれを取 り （Acrobat では 「ローカルフ ォ ン ト を用いる」）、 あ るいは

フ ォ ン ト 記述子に従って代替フ ォ ン ト を組み立て よ う と試みます。代替フ ォ ン ト が使われ

る こ と によ ってテキス ト は読める よ う にな り ますが、そのグ リ フは元のフ ォ ン ト と は異な

る可能性があ り ます。 同様に、 代替フ ォ ン ト は、 複雑用字系のシェーピングか OpenType

レ イ アウ ト 機能が使われている と きには働き ません。 こ う し た理由から、 一般にはフ ォ ン

ト の埋め込みを推奨し ます。 ただし、 文書がフ ォ ン ト を埋め込んでいな く て も ターゲ ッ ト

システム上での表示が許容範囲内になる と わかっている場合は例外です。そのよ う な PDF

フ ァ イルは本質的に非可搬ですが、すべてのワーク ステーシ ョ ン上で必要フ ォ ン ト が得ら

れる と わかっている企業ネ ッ ト ワーク などの制御された環境においては役に立つか も し

れません。一般に、 フ ォ ン ト の埋め込みは、推奨され、PDFlib ではデフ ォル ト の動作です。

フ ォ ン ト を PDFlib で埋め込む フ ォ ン ト の 埋 め 込み は、 デ フ ォ ル ト で 有効 で す が、

embedding フ ォ ン ト オプシ ョ ンを用いて制御する こ と もでき ます ：

font = p.load_font("WarnockPro", "winansi", "noembedding");

不可視テキス ト （主に OCR 出力に有用） にのみ使われる フ ォ ン ト に対する フ ォ ン ト 埋め

込みは、 optimizeinvisible フ ォ ン ト オプシ ョ ンで制御する こ と ができ ます。

6.4.2 サブセ ッ ト 化 
PDF 出力のサイ ズを減らすために、PDFlib は、あ る フ ォ ン ト の中で実際にその文書の中で

使われている グ リ フだけを埋め込むこ と ができ ます。この処理をフ ォ ン ト のサブセ ッ ト 化

と いいます。 サブセ ッ ト 化を行 う と新しいフ ォ ン ト が作成され、 その中ではグ リ フの数が

元のフ ォ ン ト よ り も少な く 、 PDF の表示に必要ないフ ォ ン ト 情報も省略さ れています。

Type 3 フ ォ ン ト はサブセ ッ ト 化について特別な処理を要し ます （150 ページ 「Type 3 フ ォ

ン ト のサブセ ッ ト 化」 を参照）。

サブセ ッ ト 化を要求されている フ ォ ン ト が文書内で使われている場合、 PDFlib は実際

にテキス ト 出力に使われている グ リ フを調べます。サブセ ッ ト 化の動作を制御するにはい

く つかの方法があ り ます ：

> デフ ォル ト のサブセ ッ ト 化の動作は autosubsetting オプシ ョ ンで制御されます。それが

true な らサブセ ッ ト 化が有効にな り ます。 デフ ォル ト 値は true です。

> autosubsetting=true の場合：subsetlimit オプシ ョ ンはパーセン ト 値を持ちます。文書内

で用いられている、 あ る フ ォ ン ト 内のグ リ フの数が こ の割合を超え る場合には、 サブ

セ ッ ト 化は無効 と な り 、 フ ォ ン ト 全体が埋め込まれます。 これによ って処理時間があ

る程度短縮でき ますが、 そのかわ り に出力フ ァ イルの容量は大き く な り ます。 以下の

フ ォ ン ト オプシ ョ ンはサブセ ッ ト 限界を 75% に設定し ます ：

subsetlimit=75%
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subsetlimit のデフ ォル ト 値は 100 パーセン ト です。 言い換えれば、 ク ラ イ アン ト が明

示的に 100 パーセン ト 未満の限界値を要求し ない限 り 、 PDF_load_font( ) で要求される

サブセ ッ ト 化オプシ ョ ンは効力を持ちます。

初期フ ォ ン ト サブセ ッ ト フ ォ ン ト サブセ ッ ト は、 文書内で使われているすべてのグ リ

フのア ウ ト ラ イ ン記述を含んでいます。 これはすなわち、 生成される文書サブセ ッ ト は文

書ご と に変化する こ と を意味し ます。 なぜな ら一般に、 各文書内ではそれぞれ異なる グ リ

フの集合が用いられているからです。フ ォ ン ト サブセ ッ ト を埋め込んだた く さ んの小さ な

文書を大き な文書へ連結する際には、フ ォ ン ト サブセ ッ ト がそれぞれまちまちであ る こ と

は厄介です：埋め込まれているサブセ ッ ト は全部互いに異なる ため、除去でき ないのです。

こ う し た場合のために、PDFlib では、PDF_load_font( ) の initialsubset オプシ ョ ンでフ ォ

ン ト サブセ ッ ト の初期内容を指定する こ と が可能です。PDFlib がデフ ォル ト では空のサブ

セ ッ ト から開始し、生成される テキス ト 出力からの要請に応じ てグ リ フ を追加し てい く の

に対し て、initialsubset オプシ ョ ンを利用する と、空でないサブセ ッ ト を指定する こ と がで

き ます。 た と えば、 Latin-1 テキス ト 出力のみが生成される と わかっている場合に、 フ ォ

ン ト がその他のグ リ フ も た く さ ん含んでいる な らば、 先頭 Unicode ブロ ッ ク を初期サブ

セ ッ ト と し て指定する こ と ができ ます ：

initialsubset={U+0020-U+00FF}

これはすなわち、 指定し た範囲内のすべての Unicode キ ャ ラ ク ターに対する グ リ フがサブ

セ ッ ト 内に入れ込まれる こ と を意味し ます。 この範囲を、 生成される文書内のすべてのテ

キス ト を網羅する よ う に選んでおいたな らば、生成される フ ォ ン ト サブセ ッ ト はすべての

文書内で等し く なるでし ょ う 。 そ う すれば、 こ のよ う な文書群を後で 1 個の PDF へ連結

する際に、 等しいフ ォ ン ト サブセ ッ ト 群は PDF_begin_document( ) の optimize オプシ ョ ン

で除去する こ と が可能にな り ます。

Type 3 フ ォ ン ト のサブセ ッ ト 化 Type 3 フ ォ ン ト を文書で使え る よ う にするには、 その

前にまず （グ リ フの幅が必要なので） それを定義し なければな り ません。 と こ ろがその一

方でサブセ ッ ト 化は、すべてのテキス ト 出力を作成し た後ではじめて可能になる ものです

（サブセ ッ ト を生成するには、 どのグ リ フが文書内で使われたかを知る必要があ るので） 。

こ の矛盾を避ける ために PDFlib は、 幅オン リ ー Type 3 フ ォ ン ト に対応し ています。 Type

3 フ ォ ン ト についてサブセ ッ ト 化が必要な と きは、 2 回に分けてフ ォ ン ト を定義する必要

があ り ます。 詳し く は PDFlib API リ フ ァ レ ン ス を参照し て く ださい。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの type3_fonts/type3_subsetting ト ピ ッ クにあ り ま

す。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/type3_fonts/type3_subsetting/
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6.5 フ ォ ン ト 情報を ク エ リ ー
PDF_info_font( ) を利用する と、 フ ォ ン ト ・ エン コーデ ィ ング ・ Unicode ・ グ リ フに関し て

有用な情報を ク エ リ ーする こ と ができ ます。 ク エ リ ーの種類によ っては、 有効なフ ォ ン ト

ハン ド ルがこの メ ソ ッ ド の引数と し て必要な場合も あ り ます。 以下すべての例で、 表 6.4

に挙げる変数を用いる こ と にし ます。

求め られたキーワー ド と オプシ ョ ン （群） の組み合わせが得られない と きは、 PDF_info_
font( ) は -1 （PHP では 0） を返し ます。これは、ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ン側でチェ ッ

クする必要があ り 、 また これを用いて、 求める グ リ フがフ ォ ン ト 内にあ るかど う かを知る

こ と ができ ます。

以下のサンプルコー ド 行は、 互いに依存し ていませんので、 独立に抜き出し て利用す

る こ と ができ ます。

6.5.1 フ ォ ン ト 非依存のエン コーデ ィ ング ・ Unicode ・ グ リ フ名ク エ
リ ー

エン コーデ ィ ングク エ リ ー エン コーデ ィ ング ク エ リ ーには、 有効なフ ォ ン ト ハン ド ル

は必要ではあ り ません。 すなわち、 PDF_info_font( ) の font 引数に値 -1 （PHP の場合 ： 0）

を与え る こ と ができ ます。 gn には、 PDFlib が内部的に知っている グ リ フ名だけを与え る

こ と ができ、 フ ォ ン ト 独自のグ リ フ名を与え る こ と はでき ません。

8 ビ ッ ト コード か指名し たグ リ フの、 8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ング内の Unicode 値を ク エ

リ ー ：

uv = (int) p.info_font(-1, "unicode", "code=" + c + " encoding=" + enc);
uv = (int) p.info_font(-1, "unicode", "glyphname=" + gn + " encoding=" + enc);

Unicode ・ グ リ フ名ク エ リ ー PDF_info_font( ) を利用する と、 特定の 8 ビ ッ ト エン コー

デ ィ ングに依存せず、Unicode 値と PDFlib が内部的に知っている名前 と の関係にかかわる

クエ リ ーを行 う こ と も可能です。これらのク エ リ ーはいかなる フ ォ ン ト にも依存し ません

ので、 有効なフ ォ ン ト ハン ド ルは必要ではあ り ません。

表 6.4 PDF_info_font( ) の利用例で用いる変数

変数 注釈

int uv; Unicode の数値。 あるいは、 グ リ フ名参照から 「&」 ・ 「;」 修飾を除いたものをオプシ ョ ン リ

ス ト 内で用いる こ と もできます （unicode=euro など）。 詳し く は、 PDFlib API リ フ ァ レンス

の Unichar オプシ ョ ン リ ス ト データ型の解説を参照し て く だ さい。

int c; 8 ビ ッ ト 文字コー ド

int gid; グ リ フ ID

int cid; CID 値

String gn; グ リ フ名

int gn_idx; グ リ フ名の文字列番号。 gn_idx が -1 以外のと き、 その対応する文字列を取得するには以

下のよ う にし ます ：

gn = p.get_string(gn_idx, "");

String enc; エン コーデ ィ ング名

int font; PDF_load_font( ) を用いて作成し た有効なフ ォ ン ト ハン ドル
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内部的に知られている グ リ フ名の Unicode 値を ク エ リ ー ：

uv = (int) p.info_font(-1, "unicode", "glyphname=" + gn + " encoding=unicode");

Unicode 値の内部グ リ フ名を ク エ リ ー ：

gn_idx = (int) p.info_font(-1, "glyphname", "unicode=" + uv + " encoding=unicode");

/* 文字列番号を用いて実際のグリフ名を取得 */
gn = p.get_string(gn_idx, "");

6.5.2 フ ォ ン ト 依存のエン コーデ ィ ング ・ Unicode ・ グ リ フ名ク エ リ ー

以下のク エ リ ーは、 特定のフ ォ ン ト にかかわる ものですので、 有効なフ ォ ン ト ハン ド ルで

フ ォ ン ト を指定する必要があ り ます。 gn 変数を用いて、 内部的に知られている グ リ フだ

けでな く 、 フ ォ ン ト 独自のグ リ フ名を与え る こ と も でき ます。 以下すべての例において、

戻 り 値 -1 は、 求めたグ リ フをそのフ ォ ン ト が含んでいないこ と を意味し ます。

フ ォ ン ト 内のコード、グ リ フ ID、指名し たグ リ フ、CID に対する Unicode 値を ク エ リ ー：

uv = (int) p.info_font(font, "unicode", "code=" + c);
uv = (int) p.info_font(font, "unicode", "glyphid=" + gid);
uv = (int) p.info_font(font, "unicode", "glyphname=" + gn);
uv = (int) p.info_font(font, "unicode", "cid=" + cid);

フ ォ ン ト 内のコード、 Unicode 値、 指名し たグ リ フ、 CID に対する グ リ フ ID を ク エ リ ー ：

gid = (int) p.info_font(font, "glyphid", "code=" + c);
gid = (int) p.info_font(font, "glyphid", "unicode=" + uv);
gid = (int) p.info_font(font, "glyphid", "glyphname=" + gn);
gid = (int) p.info_font(font, "glyphid", "cid=" + cid);

コード ・ Unicode 値 ・ CID で指定し たグ リ フのフ ォ ン ト 固有の名前を ク エ リ ー ：

gn_idx = (int) p.info_font(font, "glyphname", "code=" + c);
gn_idx = (int) p.info_font(font, "glyphname", "unicode=" + uv);
gn_idx = (int) p.info_font(font, "glyphname", "glyphid=" + gid);
gn_idx = (int) p.info_font(font, "glyphname", "cid=" + cid);

/* 文字列番号を用いて実際のグリフ名を取得 */
gn = p.get_string(gn_idx, "");

グ リ フの入手可能性をチ ェ ッ ク PDF_info_font( ) を利用する と、 自分のアプ リ ケーシ ョ

ンで必要なグ リ フ をあ る特定のフ ォ ン ト が含んでいるかど う かをチェ ッ クする こ と がで

き ます。 た と えば、 以下のコード はユーロ グ リ フがフ ォ ン ト 内に含まれているかど う かを

チェ ッ ク し ます ：

/* "unicode=U+20AC"でもよい */
if (p.info_font(font, "code", "unicode=euro") == -1)
{

/* ユーログリフに対するグリフがフォント内で得られない */
}

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの fonts/glyph_availability ト ピ ッ クにあ り ます。

あ るいは PDF_info_textline( ) を使って、 所与のテキス ト 文字列におけるマ ッ プな し キ ャ ラ

ク ターの数を、 すなわち文字列内の、 フ ォ ン ト 内で適当なグ リ フが得られないキ ャ ラ ク

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/fonts/glyph_availability/


6.5  フ ォ ン ト 情報を ク エ リー 153

ターの数をチェ ッ クする こ と もでき ます。 以下のコード断片は、 ユーロ キ ャ ラ ク ター （グ

リ フ名参照で表現） 1 個だけを内容とする文字列についての結果を ク エ リ ーし ます。 も し

も マ ッ プな し キ ャ ラ ク ターが 1 個見つかれば、これはすなわちそのフ ォ ン ト がユーロ記号

に対する グ リ フを一切含んでいないこ と を意味し ます ：

String optlist = "font=" + font + " charref";

if (p.info_textline("&euro;", "unmappedchars", optlist) == 1)
{

/* ユーロ記号に対するグリフはフォント内で得られない */
}

6.5.3 コー ド ページ網羅性と フ ォールバ ッ ク フ ォ ン ト を ク エ リ ー

PDF_info_font( ) を利用する と、あ る特定の言語ないし用字系のテキス ト 出力を作成するの

にフ ォ ン ト が適し ているかど う かをチェ ッ クする こ と もでき ます。 そのためには、 そのテ

キス ト でどのコード ページが必要かがわかっている必要があ り ます。コードページ網羅性

は、 フ ォ ン ト の OS/2 テーブル内にエン コード されています。 ただし、 フ ォ ン ト があ る特

定のコード ページに対応し ている と は正確には何を意味するのかは、フ ォ ン ト デザイナー

の考え方一つで決ま り ます。フ ォ ン ト があ る特定のコードページに対応し ている と言って

いるから と いって、必ずし も それがそのコードページ内のすべてのキ ャ ラ ク ターに対する

グ リ フを含んでいる と は限 り ません。 よ り 正確な網羅性情報が必要な場合は、 152 ページ

「6.5.2 フ ォ ン ト 依存のエン コーデ ィ ング ・ Unicode ・ グ リ フ名ク エ リ ー」 で示し た よ う に

し てすべての必要なキ ャ ラ ク ターの入手可能性を ク エ リ ーする こ と ができ ます。

フ ォ ン ト がコー ド ページに対応し ているかど う かをチ ェ ッ ク 以 下 の コ ー ド 断 片 は、

フ ォ ン ト があ る特定のコードページに対応し ているかど う かをチェ ッ ク し ます ：

String cp="cp1254";

result = (int) p.info_font(font, "codepage", "name=" + cp);

if (result == -1)

System.err.println("コードページ網羅性不明");
else if (result == 0)

System.err.println("コードページはこのフォントでは対応していません");
else

System.err.println("コードページはこのフォントで対応しています");

対応し ている全コー ド ページの リ ス ト を取得 以下の コ ー ド 断片は、 TrueType ま たは

OpenType フ ォ ン ト が対応し ているすべてのコードページの リ ス ト を ク エ リ ーし ます ：

cp_idx = (int) p.info_font(font, "codepagelist", "");

if (cp_idx == -1)

System.err.println("コードページリスト不明");
else
{

System.err.println("コードページリスト:");
System.err.println(p.get_string(cp_idx, ""));

}

これは、 広 く 用いられている Arial フ ォ ン ト に対し ては以下の リ ス ト を作成し ます ：
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cp1252 cp1250 cp1251 cp1253 cp1254 cp1255 cp1256 cp1257 cp1258 cp874 cp932 cp936 cp949 
cp950 cp1361

予備グ リ フ を ク エ リ ー PDF_info_font( ) を利用する と、 フ ォールバッ ク フ ォ ン ト 機構の

結果を ク エ リ ーする こ と ができ ます （フ ォールバッ ク フ ォ ン ト について詳し く は 146 ペー

ジ 「6.3.6 フ ォールバッ ク フ ォ ン ト 」 を参照）。以下のコード断片は、指定し た Unicode キ ャ

ラ ク ターを表すのに用い られているベース フ ォ ン ト かフ ォールバ ッ ク フ ォ ン ト の名前を

調べます ：

result = p.info_font(basefont, "fallbackfont", "unicode=U+03A3");

/* result==ベースフォントならば、ベースフォントが使われフォールバックフォントは必要なかっ

た */
if (result == -1)
{

/* キャラクターはベースフォントでもフォールバックフォントでも表示できない */
}
else
{

idx = p.info_font(result, "fontname", "api");
fontname = p.get_string(idx, "");

}
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7 テキス ト 出力

7.1 テキス ト 出力方式
PDFlib は、 テキス ト 出力にい く つかのレベルで対応し ています ：

> PDF_show( ) や類似の関数群によ る低レベルテキス ト 出力。

> PDF_fit_textline( ) によ る一行に組まれたテキス ト 出力。この メ ソ ッ ド はパス上テキス ト

にも対応し ています。

> テキス ト フ ローによ る複数行テキス ト 組版出力 （PDF_fit_textflow( ) および関連する関

数群）。 テキス ト フ ロー組版機能は、 ベク ト ルベースの形状の内側または外側にテキス

ト を回 り こ ませる こ と も でき ます。

> 表内のテキ ス ト 。 表組版機能は、 表セル内のテキ ス ト 行 ・ テキ ス ト フ ロー内容に対応

し ています。

低レベルテキス ト 出力 PDF_show( ) のよ う な関数群を使 う と、 テキス ト をページ上のあ

る特定の場所に、 いかなる組版支援を も利用せずに配置する こ と ができ ます。 これは、 非

常に基本的な出力要請を持つアプ リ ケーシ ョ ン （プレーンテキス ト フ ァ イルを PDF へ変

換する など） 、 あ るいはすでに完全なテキス ト 配置情報を持っている アプ リ ケーシ ョ ンの

場合にのみ推奨し ます （別形式のページを PDF へ変換する ド ラ イバーなど）。 以下のコー

ド 断片は、 低レベル関数群でテキス ト 出力を作成し ます ：

font = p.load_font("Helvetica", "unicode", "");

p.setfont(font, 12);
p.set_text_pos(50, 700);
p.show("Hello world!");
p.continue_text("(says Java)");

テキス ト 行で組まれた一行テキス ト 出力 PDF_fit_textline( ) は、 一行だけのテキ ス ト 出

力を作成し、 さ まざまな組版機能を提供し ます。 ただし、 テキス ト 行ご と の位置はク ラ イ

アン ト アプ リ ケーシ ョ ンが決定する必要があ り ます。 以下のコード断片は、 テキス ト 行で

テキ ス ト 出力を作成し ます。 フ ォ ン ト ・ 文字サ イ ズはオプシ ョ ン と し て指定でき ますの

で、 これに先立って PDF_load_font( ) を呼び出し てお く 必要はあ り ません ：

p.fit_textline(text, x, y, "fontname=Helvetica fontsize=12");

詳し く は 229 ページ 「9.1 テキス ト 行を配置 ・ はめ込む」 を参照し て く ださい。

テキス ト フ ローによ る複数行テキス ト 出力 PDF_fit_textflow( ) は、 任意の行数のテキス

ト 出力を作成し、 また、 テキス ト を複数の段組みまたはページにわた らせる こ と もでき ま

す。 テキス ト フ ロー組版機能はた く さ んの組版機能に対応し ています。 以下のコード断片

は、 テキス ト フ ローを用いてテキス ト 出力を作成し ます ：

tf = p.add_textflow(tf, text, optlist);
result = p.fit_textflow(tf, llx, lly, urx, ury, optlist);
p.delete_textflow(tf);

詳し く は 238 ページ 「9.2 複数行のテキス ト フ ロー」 を参照し て く ださい。
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表内のテキス ト テキス ト 行と テキス ト フ ローを使って、表セル内にテキス ト を配置する

こ と もでき ます。 詳し く は 259 ページ 「9.3 表の組版」 を参照し て く ださい。
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7.2 フ ォ ン ト メ ト リ ッ ク と テキス ト ス タ イル

7.2.1 フ ォ ン ト と グ リ フの メ ト リ ッ ク

テキス ト 位置 PDFlib はテキ ス ト 位置を、 グ ラ フ ィ ッ ク描画のカレ ン ト 点 と は独立に保

持し ます。 前者は textx/texty オプシ ョ ンでク エ リ ーでき、 後者は currentx/currenty で ク

エ リ ーでき ます。

グ リ フの メ ト リ ッ ク PDFlib では、 PDF で用いられている グ リ フ と フ ォ ン ト の メ ト リ ッ

クの体系を用いています。 こ こ で簡単に説明し ておき ま し ょ う 。

PDFlib のユーザーが指定する必要のあ る文字サイ ズ と い う のは、 テキス ト の行 と行の

間で文字が重な り あわないために必要な 小間隔のこ と です。文字サイ ズは一般にフ ォ ン

ト 内の各文字よ り も大き く なっています。なぜな ら その中にはベース ラ イ ン よ り 上の部分

も下の部分も含んでいるからであ り 、 また、 それに加えて行 と行の間の間隔を も っ と広 く

と っている こ と も あ るからです。

leading （行送 り ） は、 テキス ト の 1 つの行のベース ラ イ ン と次の行のベース ラ イ ン と

の間の縦の間隔を指定し ます。デフ ォル ト ではこれは文字サイ ズ と同じ値に設定されてい

ます。 capheight （キ ャ ッ プハイ ト ） は、 多 く の欧文フ ォ ン ト では T や H のよ う な大文字

の高さ です。 xheight （x ハイ ト ） は、 多 く の欧文フ ォ ン ト では x のよ う な小文字の高さ で

す。 ascender （アセンダー） は、 多 く の欧文フ ォ ン ト では f や d のよ う な小文字の高さ で

す。 descender （デ ィ センダー） は、 多 く の欧文フ ォ ン ト では、 ベース ラ イ ンから j や p の

よ う な小文字の下端 ま での間隔です。 デ ィ セ ン ダーはふつ う 負の値です。 xheight ・

capheight ・ ascender ・ descender の値は文字サイ ズに対する割合 と し て表されているので、

必要な文字サイ ズを掛けてから用いる必要があ り ます。

gaplen プロパテ ィ は TrueType・OpenType フ ォ ン ト でのみ得られます（それ以外のフ ォ

ン ト では算出されます）。 gaplen 値はフ ォ ン ト フ ァ イルから読み出され、 ベース ラ イ ン間

の推奨間隔と アセンダー＋デ ィ センダーと の差を示し ます。

PDFlib は、 これらの値の う ちの 1 つないし複数を、 推算で求めなければな ら ない場合

も あ り ます。 なぜな ら これらの値は、 フ ォ ン ト フ ァ イルの中に存在し ている と い う 保証が

ないためです。 用いられている値が本当の値なのか、 それ と も推測値なのかを知るには、

PDF_info_font( ) を呼び出し てオプシ ョ ン faked で xheight を ク エ リ ーし ます。 あ る フ ォ ン

ト のキ ャ ラ ク ター メ ト リ ッ ク を PDFlib でク エ リ ーするには以下のよ う に記述し ます ：

font = p.load_font("Times-Roman", "unicode", "");

capheight = p.info_font(font, "capheight", "");
ascender = p.info_font(font, "ascender", "");
descender = p.info_font(font, "descender", "");
xheight = p.info_font(font, "xheight", "");

注 上付き ・ 下付きの位置とサイズを、 PDFlib を用いてクエ リーする こ とはできません。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの fonts/font_metrics_info ト ピ ッ クにあ り ます。

7.2.2 カーニング

さ まざまな文字の組み合わせのなかには、望ま し く ない見ばえになって し ま う ものがあ り

ます。 た と えば、 2 つの V が隣 り 合 う と W のよ う に見えて し まいますし、 T と e の間の間

隔は縮めない と広 く あ きすぎて不恰好になって し まいます。このよ う な補正のこ と をカー

ニング と いいます。 多 く のフ ォ ン ト が、 問題 と なる文字の組み合わせそれぞれに対する間

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/fonts/font_metrics_info/
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隔調整を指定し た包括的なカーニング情報を持っています。PDFlib には、 カーニングの動

作を制御する方式が 2 種類あ り ます ：

> デフ ォル ト では、 フ ォ ン ト 内のカーニング情報はそのフ ォ ン ト を読み込む際に読み取

られます。 カーニングが必要でない場合は、 PDF_load_font( ) で readkerning オプシ ョ

ンを false に設定し ます。

> テキス ト 出力に対する カーニングは、テキス ト 出力関数群が対応し ている kerning テキ

ス ト 書式オプシ ョ ンで有効にする必要があ り ます。

一時的にカーニングを無効にする こ と がた と えばどんな と きに有用か と い う と、数表を組

みたい と きに、カーニングデータが数字ど う しのペアを含んでいる場合と い う のが挙げら

れます。 カーニ ン グ さ れた数字は表内で き れいに並ばないか ら です。 なお、 今ど き の

TrueType ・ OpenType フ ォ ン ト はこの目的のための特殊な数字を含んでお り 、 これは等幅

数字レ イ ア ウ ト 機能と オプシ ョ ン features={tnum} で利用でき ます。

カーニングは、 どのよ う な字間 ・ 単語間隔 ・ 横伸縮が指定されていた と し て も、 それ

に加えて適用する こ と ができ ます。 PDFlib では、 1 つのフ ォ ン ト 内のカーニングペアの数

についてはま った く 無制限です。

カーニングは、 フ ォ ン ト オプシ ョ ン readkerning と テキス ト オプシ ョ ン kerning によ っ

て制御されます。 デフ ォル ト ではカーニングは有効になっています。

7.2.3 テキス ト ス タ イル

擬似ボール ド フ ォ ン ト PDFlib は、 個別のテキス ト 文字列について、 fakebold オプシ ョ

ン を通じ て擬似的なボール ド テキ ス ト を作成する機構をサポー ト し ています。 こ の方式

は、 グ リ フ の輪郭を描線す る こ と に よ っ てボール ド フ ォ ン ト を擬似表現 し てい ます ：

Type 3 フ ォ ン ト の場合には、 テキス ト がさ まざまな変位で複数回配置されます。強調のた

めには本当のボール ド フ ォ ン ト を使用する こ と を強 く 推奨し ます。fakeboldオプシ ョ ンは、

本当のボール ド テキス ト よ り も劣る テキス ト 出力を作成し ますし、 また、 テキス ト 抽出を

阻害するおそれも あ り ます。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの fonts/simulated_fontstyles ト ピ ッ クにあ り ま

す。

図 7.1 カーニング

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/fonts/simulated_fontstyles/
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擬似斜体フ ォ ン ト italicangle オプシ ョ ンを使って、 レギュ ラーフ ォ ン ト しか利用でき な

い と きに イ タ リ ッ ク フ ォ ン ト のよ う な効果を出すこ と も でき ます。 こ の方式は、 偽イ タ

リ ッ ク フ ォ ン ト を作成する ために、レギュ ラーフ ォ ン ト をユーザーから与え られた角度だ

け傾ける ものです。 負の値でテキス ト は右に傾き ます。 も ちろん、 本物のイ タ リ ッ クや斜

体フ ォ ン ト を使ったほ う がはるかにきれいな出力が得られる こ と を忘れてはいけません。

しかし イ タ リ ッ ク フ ォ ン ト が入手でき ない と きに italicangle オプシ ョ ンを使えば、簡単に

それに似た効果を出す こ と がで き ま す。 こ の機能は特に日中韓フ ォ ン ト で便利です。

italicangle オプシ ョ ンの値は普通 -12 から -15 度の範囲です。

注 PDFlib はグ リ フ幅を、 斜体化し たグ リ フの新しい外接枠には合わせません。 た と えばテキ

ス ト を均等配置する と き、 斜体化し たグ リ フははめこみ枠からはみ出す可能性があ り ま

す。

影付き テキス ト PDFlib は、 同じ テキ ス ト を場所を少しずつずら し て複数個印字する こ

と によ って影付き効果を作成する こ と ができ ます。 影付き テキス ト は PDF_fit_textline( ) ・

PDF_add/create_textflow( ) の shadow オプシ ョ ンで作成でき ます。 影の色や、 その主テキ

ス ト に対する相対位置、図形ステータ スオプシ ョ ン群は、サブオプシ ョ ンで指定でき ます。

下線 ・ 上線 ・ 取り消し線付き テキス ト PDFlib では、 テキス ト の下や上や中央に線をひ

く こ と ができ ます。 線幅やベース ラ イ ンからの間隔は、 フ ォ ン ト の メ ト リ ッ ク情報に基づ

いて計算されます。 また、 横伸縮やテキス ト マ ト リ ッ ク スのカレ ン ト 値も線幅の計算には

加味されます。 下線 ・ 上線 ・ 取 り 消し線の有無を切 り 替え るには、 それぞれ PDF_set_text_
option( ) で underline ・ overline ・ strikeout オプシ ョ ンを、 またはテキス ト 出力関数群でそ

の対応するオプシ ョ ンをオンオフ し ます。 underlineposition ・ underlinewidth オプシ ョ ン

を使って微調整もでき ます。

線の色には strokecolor オプシ ョ ンが用いられます。 しかし、 カレン ト の linecap オプ

シ ョ ンは無視されます。 decorationabove オプシ ョ ンは、 線がテキス ト の上 と下のいずれ

に引かれるかを制御し ます。 体裁上の注意 ： 多 く のフ ォ ン ト では、 下線は文字のベース ラ

イ ン よ り 下の部分とぶつかって し まい、 また、 上線は文字の上の付加記号 とぶつかって し

まいます。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの text_output/starter_textline ト ピ ッ クにあ り ま

す。

テキス ト 表現モー ド PDFlib は、 テキ ス ト の見栄えを変更する表現モード にい く つか対

応し ています。 これを用いる と、 テキス ト の輪郭を描いた り 、 テキス ト を ク リ ッ ピングパ

ス と し て利用し た り する こ と ができ ます。 また、 テキス ト を不可視にする こ と も でき、 こ

れはた と えば、スキ ャ ン画像の上にテキス ト を乗せてテキス ト 検索や索引生成を可能にし

つつ、 テキス ト 自体は隠す、 と いった活用ができ るでし ょ う 。 表現モード の一覧は PDFlib
API リ フ ァ レンスに挙げてあ り ます。 表現モード は、 textrendering テキス ト オプシ ョ ンで

設定する こ と ができ ます。

テキ ス ト を描線する と、 strokewidth ・ strokecolor と いったテキ ス ト ステータ スのオプ

シ ョ ン群がグ リ フの輪郭に適用されます。表現モード は、Type 3 フ ォ ン ト を用いて印字さ

れる テキス ト には何の効果も持ちません。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの text_output/text_as_clipping_path ・ text_

output/invisible_text ト ピ ッ クにあり ます。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/text_output/starter_textline/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/text_output/text_as_clipping_path/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/text_output/invisible_text/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/text_output/invisible_text/
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テキス ト の色 テキス ト は通常、 fillcolor オプシ ョ ンで指定された色で印字されます。 塗

り 色は PDF_setcolor( ) を用いて設定でき ます。 ただし、 表現モード で 0 以外が選択されて

いる時は、 その選択されている表現モード によ って、 strokecolor と fillcolor はどち ら も テ

キス ト に対し て効力を持ちます。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの text_output/starter_textline ト ピ ッ クにあ り ま

す。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/text_output/starter_textline/
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7.3 絵文字シーケンス
ク ッ クブ ッ ク 絵文字シーケンスの例がク ッ ク ブ ッ クの text_output/emoji_sequences ト ピ ッ クにあり ま

す。

絵文字キ ャ ラ ク ターの見た目はさ まざまなシーケン ス を用いて修飾でき ます。た と えば絵

文字キ ャ ラ ク ターの肌の色を変えた り する こ と が可能です。その基礎 と なっている コ ンセ

プ ト は Unicode Technical Standard #51 『Unicode Emoji』 で解説されてお り 、 網羅的なテー

ブルが以下にあ り ます ：

unicode.org/Public/emoji/14.0/emoji-zwj-sequences.txt
unicode.org/Public/emoji/14.0/emoji-sequences.txt

その実装は OpenType 機能定義に基づいていますので、 絵文字シーケン スに対応し ている

かど う かはフ ォ ン ト によ って異な り ます。 無料で利用可能な EmojiOneColor フ ォ ン ト や

Windows フ ォ ン ト Segoe UI Emoji など今ど きのカ ラーフ ォ ン ト は多様な絵文字の組み合わ

せに対応し ています。 絵文字シーケン スは単色フ ォ ン ト でも使用でき ますが、 良の効果

はカ ラーフ ォ ン ト によ って実現でき ます。

あ る フ ォ ン ト があ る特定のシーケン スに対応し ている場合には、 PDFlib のテキス ト 出

力 メ ソ ッ ド 群は、 それに対応する効果を、 オプシ ョ ンが特に指定されていな く て もデフ ォ

ル ト でレ ンダーし ます （シーケン スは ccmp OpenType 機能を用いて実現されてお り 、 そ

れはデフ ォル ト で有効になっています） ：

> 絵文字のゼロ幅接合子シーケン ス ： 複数人のグループ化、 役割、 性別、 髪など修飾を

行います。 U+200D ZERO WIDTH JOINER （ZWJ） を使用し ます。 こ のキ ャ ラ ク ターは

PDFlib ではテキス ト オプシ ョ ン charref=true を設定し ている場合には文字参照 &zwj;
と し て指定でき ます。

> 肌色修飾子 ： 絵文字の肌の色を調節し ます。 U+1F3FB EMOJI MODIFIER FITZPATRICK

TYPE 1-2 ～ U+1F3FF EMOJI MODIFIER FITZPATRICK TYPE 6 を使用し ます。 これら

は肌色シーケン ス外で使用された場合にはたいていカ ラーパッ チ と し てレ ンダーされ

ます。

> 絵文字の旗シーケン ス ： 地域標識キ ャ ラ ク ター U+1F1E6 REGIONAL INDICATOR

SYMBOL LETTER A などから旗を生成し ます。

> 絵文字のキーキ ャ ッ プシーケン ス ：数字と U+FE0F EMOJI PRESENTATION SELECTOR

（VS16） と U+20E3 COMBINING ENCLOSING KEYCAP を使用し ます。

絵文字シーケン スの例を表 7.1 にい く つか示し ます。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/text_output/emoji_sequences/
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表 7.1 絵文字修飾シーケンス

sequence type emoji sequence isolated characters combined characters

ZWJ grouping &#x1F468;&zwj;&#x1F469;&zwj;&#x1F467;  

skin tone &#x1F466;&#x1F3FB; &#x1F466;&#x1F3FD;
&#x1F466;&#x1F3FF;     

emoji flag &#x1F1F2;&#x1F1F9; &#x1F1EC;&#x1F1E7;   

emoji keycap 0&#xFE0F;&#x20E3; 9&#xFE0F;&#x20E3; ⃣ ⃣  

ZWJ gender &#x1F9DC;&zwj;&#x2642; &#x1F9DC;&zwj;
&#x2640; �������	
���������	
�� ����������������

skin tone and gender &#x1F9DC;&#x1F3FF;&zwj;&#x2642; &#x1F9DC;
&#x1F3FF;&zwj;&#x2640; �������	 !
���������	 !
�� ����������������

ZWJ hair components &#x1F468;&zwj;&#x1F9B0; &#x1F468;&zwj;
&#x1F9B3; "#$%&
'()*+"#$%&
,-./0 123456789:

ZWJ role: male &#x1F468;&zwj;&#x1F33E; "#$%&
;<= >?@ABCDEFGHI
ZWJ role: female &#x1F469;&zwj;&#x1F33E; JKLMNO
;<= PQRSTUVWXYZ[

ZWJ のグループ化

絵文字の旗

絵文字の性別

絵文字の髪構成要素

ZWJ の役割 ： 女性

肌の色

絵文字のキーキャ ッ プ

肌の色と性別

ZWJ の役割 ： 男性

シーケンスの種類 絵文字シーケンス 単離状態のキャ ラ ク ター 合体されたキャ ラ ク ター
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7.4 OpenType レ イ アウ ト 機能
ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの fonts/starter_opentype・fonts/opentype_feature

_tester ト ピ ッ クにあ り ます。

7.4.1 対応し ている OpenType レ イ アウ ト 機能

PDFlib は、い く つかのフ ォ ン ト 内の追加情報に従った高度なテキス ト 出力に対応し ていま

す。 これらのフ ォ ン ト 拡張を OpenType レ イ ア ウ ト 機能と いいます。 た と えば、 フ ォ ン ト

が liga 機能を含んでいるかも しれません。 この機能は、 f ・ f ・ i グ リ フは結合し て合字を

形作れる と い う 情報を含んでいます。 他によ く 利用される例と し ては、 smcp 機能によ る

スモールキ ャ ッ プス、 すなわち通常の大文字キ ャ ラ ク ターよ り も小さ な大文字キ ャ ラ ク

ターや、 onum 機能によ るオール ド ス タ イル数字、 すなわちアセンダー とデ ィ センダーを

持つ数字 （ベース ラ イ ン上にすべて配置される横並びの数字と は異な る） などが挙げられ

ます。 合字は非常に広 く 利用される OpenType 機能ではあ り ますが、 多数の機能の う ちの

1 つにすぎません。 PDFlib は以下のグループの OpenType 機能に対応し ています ：

> 欧文タ イポグ ラ フ ィ ーのためのOpenType機能群を表7.2に挙げます。これらはfeatures・
script ・ language オプシ ョ ンで制御されます。

> 複雑用字系のための OpenType 機能群。これらは shaping・script オプシ ョ ンで制御され

ます （170 ページ 「7.5 複雑用字系の出力」 を参照）。

> カーニングのためのOpenType機能テーブル群。PDFlibはkerningをOpenType機能 と し て

は扱いません。 なぜな ら カーニングデータは OpenType 機能テーブル以外の手段でも

表現する こ と ができ るからです。 カーニングを制御するには、 readkerning フ ォ ン ト オ

プシ ョ ン と kerning テキス ト オプシ ョ ンを用いて く ださい （157 ページ 「7.2.2 カーニ

ング」 を参照）。

> 以上に加え、 日中韓テキス ト のための OpenType 機能については 177 ページ 「7.6.4

OpenType レ イ ア ウ ト 機能と日中韓テキス ト 出力」 で解説し ます。

以下の Web サイ ト を使って、 フ ォ ン ト の持つ OpenType 機能を調べる こ と も でき ます ：

wakamaifondue.com/

注 カーニング以外、 PDFlib は GPOS テーブルに基づ く OpenType 機能に対応し ていません。

OpenType レ イアウ ト 機能は 8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ングに対し ては使えません。

https://wakamaifondue.com/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/fonts/opentype_feature_tester/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/fonts/opentype_feature_tester/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/fonts/opentype_feature_tester/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/fonts/starter_opentype/
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表 7.2 対応し ている、 欧文タ イポグラ フ ィ ーと絵文字のための OpenType 機能 （日中韓テキス ト 用の OpenType 機

能は表 7.9 に挙げます）

タグ 名前 説明

合字 ・ 字体

aalt すべての字体にア

クセス

選択し た 1 つのキャ ラ ク ターのすべての異体字をアクセス可能にし ます。 た と え

ば、 通常の置き換えによ ってサポー ト される コ ンテキス ト の外にあるグ リ フ をユー

ザーが必要とするかも しれず、 あるいは、 ほしいグ リ フ を印字させるのは何の機能

かをユーザーが知らないかも しれません。

calt1 コ ンテキス ト 字体 デフ ォル ト グ リ フ を、 よ り良い連結動作を与える字体へ置き換え。 一部ないし全部

のグ リ フ を連結させるよ う デザイ ン された用字系書体で使用されます。

clig1 コ ンテキス ト 合字 グ リ フ列を、 タ イポグラ フ ィ ー的観点から よ り好ま しい 1 個のグ リ フへ置き換え。

他の合字機能群と異な り、 clig は、 その合字が推奨される コ ンテキス ト を指定し

ます。 この能力は、 い く つかの用字系デザイ ンにおいて、 またスワ ッ シュ合字に対

し て重要です。

cswh コ ンテキス ト

スワ ッ シュ

デフ ォル ト グ リ フ を、 指定されたコ ンテキス ト において、 スワ ッ シュへ置き換え。

cv01
～
cv99

キャ ラ ク ターの異

体字 01-99

フ ォ ン ト の中で、 1 つないし複数のキャ ラ ク ターに対し て様式的異体字群がある

が、 1 つのキャ ラ ク ターに対する異体字群が他のキャ ラ ク ター群に対する異体字群

と システマチ ッ クに関連し ていないこ とがあ り ます。 あるいは、 1 つの大文字キャ

ラ ク ターと その小文字 （または、 1 つのキャ ラ ク ターと それにダイア ク リ テ ィ カル

マーク をあらかじめつけたキャ ラ ク ター） に対し て 1 つの異体が存在するが、 それ

は他の無関係なキャ ラ ク ター群には該当し ないこ とがあ り ます。

dlig 随意合字 グ リ フ列を、 タ イポグラ フ ィ ー的観点から よ り好ま しい 1 個のグ リ フへ置き換え。

dlig は、 ユーザーの好みによ って、 特殊効果のために用いる こ とができる合字を

カバーし ます。

hist 歴史的字体 デフ ォル ト の字体を歴史的字体へ置き換え。 い く つかの字の字体は過去には広 く 用

いられていま し たが、 現在では時代遅れに見えます。

hlig 歴史的合字 デフ ォル ト の合字を歴史的合字へ置き換え。

liga1 標準合字 グ リ フ列を、 タ イポグラ フ ィ ー的観点から よ り好ま しい 1 個のグ リ フへ置き換え。

liga は、 通常の条件において用いられるべき合字を カバーし ます。

locl1 ローカ ラ イズ字体 グ リ フのデフ ォル ト 字体から ローカ ラ イズ字体への置換を有効にし ます。 この機能

は script ・ language オプシ ョ ンを必要と し ます。

salt ス タ イ リ ステ ィ ッ

ク字体

デフ ォル ト 字体をス タ イ リ ステ ィ ッ ク字体へ置き換え。 これらの異体字は、 スワ ッ

シュや歴史的といった決ま った分類には必ずし もあてはま り ません。

ss01
～
ss20

ス タ イ リ ステ ィ ッ

ク集合 01 ～ 20

個々のグ リ フのス タ イ リ ステ ィ ッ ク字体 （salt 機能を参照） に加えて、 あるいは

それに替えて、 フ ォ ン ト によ っては、 その文字集合の 1 個ないし複数の一部分に対

応するス タ イ リ ステ ィ ッ ク異体字グ リ フ群の集合を含んでいる ものがあ り ます。

例 ： 欧文フ ォ ン ト 内の小文字に対し て複数の異体字。

subs 下付き デフ ォル ト グ リ フ を下付きグ リ フへ置き換え。

sups 上付き 横並びまたはオールド ス タ イル数字を上付き数字へ置き換え （主に脚注表示用）、

小文字を上付き文字へ置き換え （主にフ ラ ンス語敬称の省略形用）。

swsh スワ ッ シュ デフ ォル ト グ リ フ をスワ ッ シュグ リ フへ置き換え。

titl 見出し化 デフ ォル ト グ リ フ を、 見出し用にデザイ ン された字体へ置き換え。

数字 ・ 数学

afrc 別形式分数 スラ ッ シュで区切られた数字群を別形式へ置き換え。
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dnom 分母 スラ ッ シュの直後の数字を分母数字へ置き換え

frac 分数 スラ ッ シュで区切られた数字群を、 通用の、 斜め線による分数へ置き換え

lnum 横並び数字 数字をオールド ス タ イルからデフ ォル ト の横並び字体へ変えます。

mgrk 数学ギリ シャ文字 ギリ シャ文字グ リ フの標準タ イポグラ フ ィ ー字体を、 数学的表記で広 く 用いられて

いる字体へ置き換え。

numr 分子 スラ ッ シュの直前の数字を分子数字へ置き換え、 タ イポグラ フ ィ ースラ ッ シュ を分

数スラ ッ シュへ置き換え。

onum オールド ス タ イル

数字

数字を、 デフ ォル ト の横並び形式からオールド ス タ イル字体に変えます。

pnum プロポーシ ョ ナル

数字

等幅 （表形式） 数字を、 プロポーシ ョ ナル幅を持つ数字へ置き換え。

sinf 科学的下付き 横並びまたはオールド ス タ イル数字を、 主に化学や数学表記用の下付き数字 （よ り

小さ なグ リ フ） へ置き換え。

tnum 等幅数字 プロポーシ ョ ナル数字を等幅 （表形式） 数字へ置き換え。

zero スラ ッ シュ付きゼ

ロ

数字ゼロに対するグ リ フ を、 中空部に斜め線を引いた字体へ置き換え。

大文字 / 小文字 ・ 序数

c2pc 大文字からのプ

テ ィ ッ ト キャ ピ タ

ル

大文字キャ ラ ク ターをプテ ィ ッ ト キャ ピ タルに変えます。

c2sc 大文字からのス

モールキャ ッ プス

大文字キャ ラ ク ターをスモールキャ ッ プスに変えます。

case ケースセンシテ ィ

ブ字体

さ まざまなアクセン ト 記号を上へずら し て、 全大文字シーケンスや横並び数字との

調和を高めます。 また、 オールド ス タ イル数字を横並び数字に変えます。

ordn 序数 デフ ォル ト のアルフ ァベ ッ ト グ リ フ を、 数字の後に用いるための序数字体へ置き換

え。 通常、 Numero キャ ラ ク ター U+2116 も作成し ます。

pcap プテ ィ ッ ト キャ ピ

タル

小文字キャ ラ ク ターをプテ ィ ッ ト キャ ピ タルに、 すなわち通常のスモールキャ ッ プ

よ り背の低い大文字に変えます。

smcp スモールキャ ッ プ

ス

小文字キャ ラ ク ターをスモールキャ ッ プスに変えます。

unic ユニケース 大文字と小文字を、 小文字と スモールキャ ッ プス字体の混在する集合へマ ッ プ し

て、 高さ一定のアルフ ァベ ッ ト にし ます。

位置による字体

falt 改行箇所語尾グ リ

フ

行末グ リ フ を代替字体 （必要に応じ て前幅が短かった り長かった りする もの） へ置

き換える こ とによ って、 テキス ト の均等割り付けを助けます。

isol2

init
medi
fina

独立形 ・ 語頭形 ・

語中形 ・ 語末形

続け書きされる用字系、とりわけアラビア語に対して、単語の外（独立して）・先

頭・途中・末尾に出現するグリフを、各字体へ置き換え。

その他

_none 全機能無効化 すべての OpenType 機能を無効化。

表 7.2 対応し ている、 欧文タ イポグラ フ ィ ーと絵文字のための OpenType 機能 （日中韓テキス ト 用の OpenType 機

能は表 7.9 に挙げます）

タグ 名前 説明
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OpenType 機能を ク エ リ ー PDF_info_font( ) を用いて、 フ ォ ン ト 内の OpenType 機能をプ

ロ グ ラ ムで ク エ リ ーする こ と ができ ます。 以下の命令は、 そのフ ォ ン ト で利用可能かつ

PDFlib が対応し ているすべての OpenType 機能を スペース区切 り 列挙し た ものを取得し ま

す ：

result = (int) p.info_font(font, "featurelist", "");
if (result != -1)
{

/* 機能をスペース区切り列挙した文字列を取得 */
featurelist = p.get_string(result, "");

}
else
{

/* 対応機能全然見つからず */
}

た と えば合字 （liga） など特定の機能に PDFlib と対象フ ォ ン ト が対応し ているかを調べる

には以下の断片を使用し ます ：

result = (int) p.info_font(font, "feature", "name=liga");
if (result == 1)
{

/* 機能はフォントとPDFlibが対応している */
}

7.4.2 テキス ト 行 ・ テキス ト フ ローで OpenType レ イ アウ ト 機能

PDFlib は、 テキス ト 行 ・ テキス ト フ ロー関数群では OpenType レ イ ア ウ ト 機能に対応し て

いますが、 PDF_show( ) など単純テキス ト 出力関数群では対応し ていません。

OpenType レ イ アウ ト 機能のための要件 レ イ ア ウ ト 機能群を用いて使用 さ れる ための

OpenType フ ォ ン ト は、 使われる OpenType 機能 （群） を持つ GSUB テーブルを持ってい

る必要があ り 、 かつ、 encoding=unicode か glyphid を用いて読み込む必要があ り ます。

OpenType 機能を扱 う 際には以下に留意し て く ださい ：

> OpenType 機能 （オプシ ョ ン features ・ script ・ language） は、 同一フ ォ ン ト 内のグ リ フ

群に対し てのみ適用されますので、フ ォールバッ ク フ ォ ン ト を指定し ている場合は、マ

ス ターフ ォ ン ト と 1 個ないし複数のフ ォールバッ ク フ ォ ン ト と にわたる グ リ フ群には

適用されません。

ccmp1 グ リ フ合成 / 分解 グ リ フ字体の数を 小化するために、 1 個のキャ ラ ク ターを 2 個のグ リ フへ分解し

た り、 あるいはよ り良いグ リ フ処理のために 2 個のキャ ラ ク ターを 1 個のグ リ フに

合成し た りする こ とが望ま しい場合があ り ます。 この機能は絵文字シーケンスのた

めによ く 使われます。

ornm 飾り文字 ビ ュ レ ッ ト キャ ラ ク ターか ASCII キャ ラ ク ター群、 または両方を飾り文字へ置き換

え。

1. この機能はデフ ォル ト で有効です。
2. これらの機能は、 shaping=true の場合には自動的に有効化されます。

表 7.2 対応し ている、 欧文タ イポグラ フ ィ ーと絵文字のための OpenType 機能 （日中韓テキス ト 用の OpenType 機

能は表 7.9 に挙げます）

タグ 名前 説明
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> 必ず、 必要な場面でそのつど各機能を有効 ・ 無効を切 り 替えて く ださい。 OpenType 機

能を う っか り 全テキ ス ト に対し て有効なま まにし てお く と、 予期し ない結果が生じ る

こ と があ り ます。

> 以下の機能はデフ ォル ト で有効化されます ： calt ・ ccmp ・ clig ・ liga ・ locl。

OpenType 機能を制御 テキス ト の部分ご と に、 必要に応じ て OpenType 機能の有効 と無

効を切 り 替え る こ と ができ ます。 features テキス ト オプシ ョ ンを使って機能を名前で有効

化し、 機能名の頭に no をつけてそれを無効化し ます。 た と えば、 スモールキ ャ ッ プス機

能をテキ ス ト フ ローに対する イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト で有効化するには以下を使用

し ます ：

<features={smcp}>PDF<features={nosmcp}

テキス ト 行に対し ては以下のよ う に OpenType 機能を有効にでき ます ：

p.fit_textline("PDF", x, y, "features={smcp}");

すべての機能を無効化する には、 キーワー ド _none を用い る か、 フ ォ ン ト オプシ ョ ン

readfeatures=false を用いて関連の OpenType テーブルを無視し ます。 OpenType 機能は、

PDFlib Personalization Server （PPS） で利用するためのブロ ッ ク プロパテ ィ と し て有効にす

る こ と も可能です。

制御キャ ラ ク タ ーで合字を無効に 言語によ っては、 あ る特定の状況では合字を使って

はいけないものがあ り ます。 ド イ ツ語などの言語におけ る タ イポグ ラ フ ィ ー規則では、 複

合語の境界を ま た ぐ合字の使用を禁 じ てい ます。 た と えば f+i の組み合わせは、 単語

Schilfinsel 内では合字へ置き換えてはいけません。 合成された 2 つの単語の境界を またい

でいるからです。

先述のよ う に、 合字などの OpenType 機能の処理は、 features オプシ ョ ンで有効 ・ 無効

を切 り 替え る こ と ができ ます。上記のよ う な場合のたびに合字をオプシ ョ ンで無効にし て

い く のは面倒です。 シンプルな合字制御を提供する ために、 テキ ス ト 内の制御キ ャ ラ ク

ターで合字を無効にする機能があ り ますので、 これを利用すれば、 機能の有効 ・ 無効をた

く さ んのオプシ ョ ンで切 り 替え る必要はな く な り ます。連続する キ ャ ラ ク ターの間にゼロ

幅非接合子 （U+200C、 &zwnj;、 表 7.6 も参照） キ ャ ラ ク ターを挿入すれば、 合字が有効

にし てあって も、 その箇所は合字へ置き換わら な く な り ます。 た と えば、 以下のコード は

f+i 合字を作成し ません ：

<features={liga charref=true}>Schilf&zwnj;insel

7.4.3 用字系 ・ 言語固有の OpenType レ イ アウ ト 機能

OpenType 機能は、 あ らゆる場面で適用される ものも あ り ますし、 あ る特定の用字系に対

し て実装されている ものも あ り ます。あ る特定の用字系 と言語 と の組み合わせに対し て実

装されている ものも あ り ます。 このため、 features オプシ ョ ン と と もに script ・ language
テキス ト オプシ ョ ンを与え る こ と が可能です。 これらが効力を持つのは、 その機能がフ ォ

ン ト 内で用字系または言語に固有な形で実装されている場合のみです。

た と えば、 f ・ i グ リ フに対する合字は、 い く つかのフ ォ ン ト においては、 ト ルコ語が

選ばれている と きには有効化されません （なぜな ら ト ルコ語では点のない i が使用される

ので、 i の合字形はそれ と混同しやすいからです）。 そのよ う なフ ォ ン ト を用いている場合

に、 以下のテキ ス ト フ ローオプシ ョ ン リ ス ト は、 用字系 / 言語を一切指定し ていないの

で、 望まない合字を生成し ます ：
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<features={liga}>fi

しかし、 以下のテキス ト フ ローオプシ ョ ン リ ス ト は、 ト ルコ語オプシ ョ ンがあ るので合字

を作成し ません ：

<script=latn language=TRK features={liga}>fi

locl 機能は、 言語固有のキ ャ ラ ク ター字体を選択し ます。 例 ：

セルビア語用キャラクター字体:
<features={locl} script=cyrl language=SRB charref>&#x0431;

ウルドゥー語用数字字体:
<features={locl} script=arab language=URD charref>&#x0662;&#x0663;&#x0664;&#x0665;

script ・ language オプシ ョ ンは、OpenType 仕様で定義されている キーワード に対応し てい

ます。 世界のさ まざまな地域に対する例を表 7.3 と表 7.4 に挙げます。 用字系キーワード

は必ず 4 字です。それよ り キーワード が短い場合にはスペースキ ャ ラ ク ターが末尾につい

ていますので、 script オプシ ョ ンの値にも それを含める必要があ り ます。

表 7.3 features オプシ ョ ン と と もに使用できる、 対応し ている用字系。 対応し ているすべての用字系を挙

げているわけではあ り ません。

用字系の名前 キーワー ド 用字系の名前 キーワー ド

特殊 南 ・ 中央アジアⅠ ： イ ン ド公用用字系

用字系無指定 _none デーヴァナーガ リー deva

自動用字系検出 _auto グジ ャ ラー ト gujr

欧州 テルグ telu

欧文 latn ベンガル beng

キリル cyrl オデ ィ ア （以前はオ リヤー） orya

ギリ シ ャ grek カ ンナダ knda

中東 グルムキー guru

ヘブ ラ イ hebr タ ミ ル taml

ア ラ ビア arab マラヤーラム mlym

東アジア 南 ・ 中央アジアⅡ ： その他現代用字系

日中韓表意文字 hani チベ ッ ト tibt

ハングル hang モンゴル mong

ハングル字母 jamo 東南アジア

注音符号 bopo タ イ thai

彝 yi ラーオ lao

西夏 tang タ イ ヴ ィ エ ト tavt

ひらがな hira 表記法

カ タ カナ kana 点字 brai
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表 7.4 language オプシ ョ ンに対するキーワー ド。 対応し ているすべての言語を挙げているわけではあ り ま

せん。

キー

ワー

ド 言語

キー

ワー

ド 言語

キー

ワー

ド 言語

_none 言語指定な し ELL ギリ シ ャ語 PLK ポーラ ン ド語

ARA ア ラ ビア語 GUJ グジャ ラー ト 語 ROM ルーマニア語

BEN ベンガル語 IWR ヘブ ラ イ語 RUS ロシア語

BGR ブルガ リ ア語 HIN ヒ ンデ ィ ー SRB セルビア語

CAT カ タルーニャ語 HUN ハンガ リー語 SND シン ド語

ZHP 中国語注音符号 IND イ ン ド ネシア語 SNH シンハラ語

ZHS 中国語簡体字 JAN 日本語 ESP スペイ ン語

ZHT 中国語繁体字 KAN カ ンナダ語 TAM タ ミ ル語

NLD オラ ンダ語 KSH カシ ミ ール語 TEL テルグ語

ENG 英語 KHM ク メ ール語 THA タ イ語

FAR ペルシア語 KOR 韓国語 TIB チベ ッ ト 語

FRA フ ラ ンス語 ORI オ リヤー語 TRK ト ルコ語1

DEU ド イ ツ語 PAS パシュ ト ー語 URD ウルド ゥー語

1. い く つかのフ ォ ン ト は ト ルコ語に対し て誤って TUR を用いていますので、 PDFlib はこのタ グを TRK と等価と し て
扱います。
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7.5 複雑用字系の出力
ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クのcomplex_scripts/starter_shaping ト ピ ッ クにあ り

ます。

7.5.1 複雑用字系

欧文用字系では左から右へ、 1 つのキ ャ ラ ク ターの後に次のキ ャ ラ ク ターを配し ていき ま

す。 他の用字系 （書記系） では他にも テキス ト 出力のための必要事項があ り ます。 こ のよ

う な書記系を複雑用字系と呼ぶこ と にし ます。PDFlib は、 さ まざまな現代と昔の用字系の

ためのテキス ト 処理を実行し ます。 この項ではこの処理を さ らに詳し く 解説し ます。 用字

系によ っては他にも処理が必要な ものがあ り ます ：

> ア ラ ビア語 と ヘブ ラ イ語では、 テキ ス ト を右か ら左へ置いていき ます。 混合テキ ス ト

（ア ラ ビア文の中に欧文がはさ ま った） は、 右書きの部分と左書きの部分の両方を含み

ます。 これらの部分は並べ替えの必要があ り 、 これを双方向 （Bidi） 問題と いいます。

> い く つかの用字系、 と り わけア ラ ビア語では、 キ ャ ラ ク ターの位置 （単独、 語頭 / 語中

/ 語尾） によ って異なる キ ャ ラ ク ター形状を用います。

> キ ャ ラ ク ター列を必須合字へ置き換えます。

> グ リ フの位置を縦 ・ 横へ調整する必要があ り ます。

> イ ン ド系用字系では、い く つかのキ ャ ラ ク ターの並べ替えが必要です。すなわち、キ ャ

ラ ク ターはテキス ト 内での位置が変わる こ と があ り ます。

シ ェ ーピ ング これらの処理ステ ッ プを1つないし複数必要とする用字系を複雑用字系と

呼びます。入力された論理テキス ト から正しい表記を作 り 上げる処理をシェーピング と い

います。 シェーピングは、 キ ャ ラ ク ターが単語の先頭 ・ 途中 ・ 末尾、 独立し た位置のいず

れにあ る かに応 じ て、 適切な グ リ フ を選択 し ます。 シ ェーピ ン グはア ラ ビ ア語 と ヒ ン

デ ィ ーのテキス ト 組版の不可欠な要素です。 シェーピングは、 2 つ以上のキ ャ ラ ク ターの

列を然るべき合字へ置き換えた り 、 キ ャ ラ ク ターを並べかえた り する こ と も あ り ます。

シ ェーピ ン グ処理がキ ャ ラ ク タ ーの字体を自動的に決定 し ますので、 明示的な合字 と

Unicode 表示形 （U+FB50 以降の Arabic Presentation Forms A など） を入力キ ャ ラ ク ターと

し て使用し てはいけません。

注意 複雑用字系のシェーピングを扱 う 際には以下に留意し て く ださい ：

> PDFlib は shaping・script オプシ ョ ンを自動的には設定せず、ユーザーがそれら を与え る

と前提し ています。

> 用字系固有のシェーピング （オプシ ョ ン shaping ・ script ・ language） は、 同一フ ォ ン ト

か らのグ リ フ群に対し てのみ適用され、 複数のフ ォ ン ト にわた る グ リ フ群には適用さ

れません。 フ ォールバ ッ ク フ ォ ン ト を使っている場合は、 シ ェーピングは同一 （ベー

ス または予備） フ ォ ン ト のテキス ト 区間内でのみ適用されます。

> シェーピ ングはテキ ス ト 内のキ ャ ラ ク ターの順番を変え る こ と があ り ますので、 単語

内の属性変更については注意を払 う 必要があ り ます。 た と えば、 テキ ス ト フ ロー内で

イ ン ラ イ ンオプシ ョ ンを用いて単語内の 2 番目のキ ャ ラ ク ターに色をつけ よ う と し て

いる場合に、 シェーピングが 1 番目 と 2 番目のキ ャ ラ ク ターを入れ替えた ら ど う なる

のでし ょ う か。 こ の理由から、シェーピング されたテキス ト の中での書式の変更は、単

語の途中では行わずに、 単語の境界でのみ行 う 必要があ り ます。

シ ェ ーピ ングのための要件 複雑用字系のシ ェーピ ング と と も に用いる ためのフ ォ ン ト

は、 以下の要件を満た し ている必要があ り ます ：

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/complex_scripts/starter_shaping/
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> 選択し た用字系に対し て必要な OpenType 機能テーブルをフ ォ ン ト が持っている必要

があ り ます。

> フ ォ ン ト を encoding=unicode か glyphid で読み込む必要があ り ます。

> PDF_load_font( ) の vertical オプシ ョ ンは用いてはいけません。 また、 readshaping オプ

シ ョ ンを false に設定し てはいけません。

7.5.2 シ ェ ーピ ング処理を制御

用字系の選択 複雑用字系の処理 （shaping オプシ ョ ン） には script オプシ ョ ンが必須で

す。 さ らに language オプシ ョ ンを与え る こ と も でき ます。 これはシェーピングの言語独

自の側面を制御し ます。 た と えばア ラ ビア語と ウル ド ゥー語で数字を変え るなどです。 し

かし、 言語独自のシェーピングテーブルを持っている フ ォ ン ト はかな り 少ないので、 多 く

の場合には script オプシ ョ ンを与えれば充分であ り 、language オプシ ョ ンを用いてシェー

ピングを向上させる こ と はでき ません。 こ のシェーピング処理は、 表 7.5 に挙げる用字系

に対応し ています。 以下のオプシ ョ ン リ ス ト は、 ア ラ ビア語テキス ト に対し てシェーピン

グ （と双方向処理） を有効化し ます ：

shaping script=arab

script=_auto にする と、 PDFlib は、 テキス ト 内のキ ャ ラ ク ターの多数が属する用字系を自

動的に割 り 当てます。 欧文テキス ト はシェーピングを必要と し ませんので、 用字系を自動

的に決定する際には無視されます。 PDF_info_textline( ) の scriptlist キーワード を使 う と、

テキス ト に対し て用いられている用字系を ク エ リ ーする こ と ができ ます。

言語の選択 language オプシ ョ ンは、テキス ト が書かれている自然言語を指定し ます。表

7.3 に挙げる キーワード が使えます。 例 ：

language=ARA
language=URD

注 テキス ト フ ローにおける高度な改行 （254 ページ 「9.2.10 高度な用字系固有の改行」 を参

照） でも、 言語固有の処理が行われますが、 これは language オプシ ョ ンによ って制御さ

れるのではな く 、 locale オプシ ョ ンによ って制御されます。 locale オプシ ョ ンは言語だけ

でな く 、 国と地域を も特定する ものです。

シ ェ ーピ ング動作をオーバーラ イ ド 場合によ って、 シ ェーピ ング動作をオーバーラ イ

ド し たいこ と も あ り ます。 PDFlib はこ の目的のためにい く つかの Unicode 組版キ ャ ラ ク

表 7.5 shaping オプシ ョ ンが対応し ている用字系

地域 対応し ている用字系と そのキーワー ド

中東 アラ ビア （arab） ・ ヘブ ラ イ （hebr）

中央アジア シンハラ （sinh） ・ チベ ッ ト （tibt）

東南アジア ク メ ール （khmr） ・ タ イ （thai）

東アジア ハングル （hang） ・ 日中韓表意文字 （hani）

イ ン ド ベンガル （beng） ・ デーヴァ ナーガ リー （deva） ・ グジャ ラー ト （gujr） ・ カ ン

ナダ （knda） ・ マラヤーラム （mlym） ・ オデ ィ ア ［以前はオ リヤー］ （orya） ・

グルムキー （guru） ・ タ ミ ル （taml） ・ テルグ （telu）
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ターをサポー ト し ています。 簡便のために、 これらの組版キ ャ ラ ク ターは、 実体名を用い

て指定する こ と も可能です （参照）。

7.5.3 双方向組版

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クのcomplex_scripts/bidi_formatting ト ピ ッ クにあ り

ます。

右書きのテキス ト （ア ラ ビア語 ・ ヘブラ イ語をはじめ とする さ まざまな用字系） において

は、 ア ド レ スや別言語によ る引用などで、 左書きの欧文テキス ト 列がネス ト される こ と が

非常に頻繁にあ り ます。 このよ う な混在テキス ト 列では双方向 （Bidi） 組版が必要にな り

ます。 数字はつねに左書き されますので、 双方向問題は、 全 く ア ラ ビア語 ・ ヘブラ イ語だ

けで書かれたテキ ス ト に も生じ ます。 双方向処理は、 オプシ ョ ンで有効にする必要はな

く 、 右書きのテキス ト が適切な script オプシ ョ ン と と もに現れた際には、 シェーピング処

理の一環と し て自動的に適用されます。

注 双方向処理は、 複数行テキス ト フ ローでは対応し ておらず、 テキス ト 行 （すなわち一行テ

キス ト 出力） でのみ対応し ています。

双方向アルゴ リ ズムをオーバーラ イ ド 自動双方向処理は多 く の場合において適切な結

果を与えますが、 場合によ っては明示的なユーザー制御が必要な こ と も あ り ます。 PDFlib

ではこ の目的のためにい く つかの方向組版コー ド に対応し ています。 利用の便宜のため、

これらの組版キ ャ ラ ク ターは実体で指定する こ と も可能です （表 7.7 参照）。 これらの双

方向組版コード は、以下のよ う な場合にデフ ォル ト の双方向アルゴ リ ズムをオーバーラ イ

ドするのに有用です ：

> 右書きの段落が左書きのキ ャ ラ ク ター群で始ま る場合。

> 混在テキス ト 列がネス ト されている場合。

> 左書き テキ ス ト と 右書き テキ ス ト と の間の境界に、 句読点など弱いキ ャ ラ ク ター群が

あ る場合。

> 混在テキス ト を含む製品番号などの場合。

右書き文書処理の向上のためのオプシ ョ ン さ まざまな組版オプシ ョ ンや Acrobat の動

作のデフ ォル ト 設定は、 左書き テキス ト 出力に合わせて設定されています。 右書きのテキ

ス ト 組版と文書表示のためには、 以下のオプシ ョ ンを用います ：

> テキス ト 行を、 以下のはめ込みオプシ ョ ンで右揃えで配置し ます ：

position={right center}

> リ ーダーを、 テキス ト と左枠の間に作成し ます ：

leader={alignment=left text=.}

表 7.6 デフ ォル ト のシ ェーピング動作をオーバーラ イ ド する Unicode 制御キャ ラ ク ター

組版キャ ラ

ク ター 実体名 Unicode 名 機能

U+200C ZWNJ ZERO WIDTH NON-JOINER 隣り合う 2 つのキャ ラ ク ターど う しがつながる こ と を

防ぐ

U+200D ZWJ ZERO WIDTH JOINER 隣り合う 2 つのキャ ラ ク ターど う し を強制的につなげ

る

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/complex_scripts/bidi_formatting/
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> PDF_begin/end_document( ) の以下のオプシ ョ ンを用いて、 Acrobat での右書き文書 ・

ページ表示を改善し ます ：

viewerpreferences={direction=r2l}

コー ド 内で双方向テキス ト を扱 う 双方向テキス ト を扱 う 際には以下も有用でし ょ う ：

> PDF_info_textline( ) の startx/starty・endx/endy キーワード を用いる と、それぞれ論理的

開始 ・ 終了キ ャ ラ ク ターの座標を知る こ と ができ ます。

> PDF_info_textline( ) の writingdirx キーワード を用いる と、テキス ト の主流な書記方向を

知る こ と ができ ます。 こ の方向は、 テキス ト の先頭キ ャ ラ ク ター群から、 または表 7.7

に従った方向組版コード （テキス ト 内にあれば） から推定されます。

> PDF_info_textline( ) の position オプシ ョ ンで auto キーワード を用いる と、自動的にア ラ

ビア語またはヘブラ イ語のテキス ト は右枠へ、欧文テキス ト は左枠へ寄せられます。た

と えば以下のテキ ス ト 行オプシ ョ ンは、 テキ ス ト をベース ラ イ ン上に右寄せまたは左

寄せし ます ：

boxsize={width 0} position={auto bottom}

7.5.4 ア ラ ビア語テキス ト 組版

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クのcomplex_scripts/arabic_formatting ト ピ ッ クにあ

り ます。

上述の双方向組版と テキス ト のシェーピングに加え、ア ラ ビア用字系のテキス ト 出力の生

成に関し ては、 ほかにも組版上の側面がい く つかあ り ます。

ア ラ ビア合字 ア ラ ビア用字系は合字を多用し ます。多 く のア ラ ビア語フ ォ ン ト は 2 種類

の合字を含んでお り 、 それぞれ PDFlib では異なる扱いを受けます ：

> 必須合字 （rlig 機能） はつねに適用する必要があ り ます。 ラーム - ア リ フおよびその派

生形などがこれにあた り ます。 必須合字は、 script=arab で shaping オプシ ョ ンを有効

にし ている場合に自動的に使用されます。

> 任意ア ラ ビア合字 （liga ・ dlig 機能） は自動的には使用されず、 他のユーザー制御の

OpenType 機能と同様に、 すなわち features={dlig} で有効にする こ と ができ ます。 任意

ア ラ ビア合字は、 複雑用字系処理と シェーピングの後に適用されます。

表 7.7 双方向アルゴ リズムをオーバーラ イ ド するための方向組版コー ド

組版コー ド 実体名 Unicode 名 機能

U+202A LRE 左書き埋め込み （LRE） 埋め込み左書き列を開始し ます

U+202B RLE 右書き埋め込み （RLE） 埋め込み右書き列を開始し ます

U+200E LRM 左書きマーク （LRM） 左書きのゼロ幅キャ ラ ク ター

U+200F RLM 右書きマーク （RLM） 右書きのゼロ幅キャ ラ ク ター

U+202D LRO 左書き上書き （LRO） キャ ラ ク ター群を強い左書きキャ ラ ク

ター群と し て扱う よ う強制

U+202E RLO 右書き上書き （RLO） キャ ラ ク ター群を強い右書きキャ ラ ク

ター群と し て扱う よ う強制

U+202C PDF 方向組版ポッ プ （PDF） 直前の LRE ・ RLE ・ RLO ・ LRO の前の双

方向ステータ スへ復帰

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/complex_scripts/arabic_formatting/
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合字を させない あ る種の略称など、場合によ っては、隣 り 合 う キ ャ ラ ク ターを合字にさ

せた く ないこ と があ り ます。 こ の場合には、 表 7.6 に挙げた組版キ ャ ラ ク ターを用いて、

合字を強制し た り 禁止し た り する こ と ができ ます。 た と えば、 以下の例のゼロ幅非結合子

は、 キ ャ ラ ク ターが合字を形成する こ と を禁止し て、 正しい略称表記を生成し ています ：

&#x0623;&#x064A;&ZWNJ;&#x0628;&#x064A;&ZWNJ;&#x0625;&#x0645;

ア ラ ビア語テキス ト における タ ト ウ ィ ール タ ト ウ ィ ールキ ャ ラ ク ター U+0640 （カシー

ダ と もい う ） を 1 個ないし複数挿入する こ と によ って、 ア ラ ビア単語を引き伸ばすこ と が

でき ます。PDFlib は自動的にタ ト ウ ィ ールキ ャ ラ ク ターを挿入する こ と によ る テキス ト の

均等揃えは行いませんが、このキ ャ ラ ク ターを自分で入力テキス ト 内に挿入し て単語を引

き伸ばすこ と はでき ます。

ア ラ ビア語フ ォ ン ト に欧文キャ ラ ク タ ーを追加 Google の Noto fontsmacOS などい く つ

かのア ラ ビア語フ ォ ン ト は、 欧文キ ャ ラ ク ターに対する グ リ フを一切含んでいません。 こ

の場合は fallbackfonts オプシ ョ ンを使って、欧文キ ャ ラ ク ターをア ラ ビア語フ ォ ン ト に連

結する こ と ができ ます。PDFlib は、欧文またはア ラ ビア語のテキス ト 入力に従って自動的

に両フ ォ ン ト を切 り 替えます。 すなわち、 アプ リ ケーシ ョ ン側でフ ォ ン ト を切 り 替え る必

要はな く 、欧文と ア ラ ビア語が混在する テキス ト を 1 個のフ ォ ン ト 指定で与え る こ と がで

き ます。

fallbackfonts オプシ ョ ンに対し て以下のフ ォ ン ト 読み込みオプシ ョ ン リ ス ト を用いる

と、NotoNaskhArabic-Regular フ ォ ン ト へ NotoSerif-Regular フ ォ ン ト の欧文キ ャ ラ ク ター群

を追加する こ と ができ ます ：

fontname=NotoNaskhArabic-Regular
fallbackfonts={ {fontname=NotoSerif-Regular} }
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7.6 日本語 ・ 中国語 ・ 韓国語テキス ト 出力

7.6.1 TrueType ・ OpenType 日中韓フ ォ ン ト を用いる

PDFlib は、 TrueType ・ TrueType/OpenType Collections （TTC/OTC） ・ OpenType 形式の日

中韓フ ォ ン ト に対応し ています。 日中韓フ ォ ン ト は以下のよ う に処理されます ：

> embedding オプシ ョ ンが true な らば、フ ォ ン ト は CID フ ォ ン ト に変換されて、PDF 出力

に埋め込まれます。

> Windows 上の日中韓ホス ト フ ォ ン ト 名は、BOM 付き UTF-8 形式か UTF-16 形式で PDF_
load_font( ) に与え る こ と ができ ます。 macOS では非欧文ホス ト フ ォ ン ト 名に対応し て

いません。

以下の例では、 中国語テキス ト を ArialUnicodeMS フ ォ ン ト で印字し ています。 フ ォ ン ト

は、 システムにイ ン ス ト ールされているか、 あ るいは 141 ページ 「6.3.4 フ ォ ン ト を検索」

に従って構成されている必要があ り ます ：

font = p.load_font("Arial Unicode MS", "unicode", "");
if (font == -1) { ... }
p.fit_textline("\u4e00\u500b\u4eba", x, y, "fontsize=24");

TrueType Collection 内の個別フ ォ ン ト にア ク セス TTC/OTC フ ァ イルは、複

数の別々のフ ォ ン ト を持っています。 各フ ォ ン ト を利用するにはその適切な名

前を与えます。 ただし、 TTC/OTC フ ァ イル内がどのフ ォ ン ト を持っているか

を知ら ない場合には、 各フ ォ ン ト を番号で指定する こ と も可能です。 具体的に

は、 コ ロ ン と フ ォ ン ト 番号 （0 から始ま る） を追加する こ と によ り 指定し ます。

番号が 0 の場合には省略可能です。 た と えば、 TTC/OTC フ ァ イル msgothic.ttc は複数の

フ ォ ン ト を持ってお り 、 PDF_load_font( ) で以下のよ う に指定する こ と ができ ます （各行

内のフ ォ ン ト 名は等価） ：

msgothic:0 MS Gothic msgothic:
msgothic:1 MS PGothic
msgothic:2 MS UI Gothic

ただし、 msgothic （接尾辞をつけない） はフ ォ ン ト 名と し ては扱われません。 なぜな ら そ

れではフ ォ ン ト を一意に特定でき ないか ら です。 フ ォ ン ト 名のエ イ リ ア ス （141 ページ

「フ ォ ン ト データのソース」 参照） を TTC/OTC 番号 と組み合わせて用いる こ と も可能で

す。指定された番号のフ ォ ン ト が見つから ない と きには、メ ソ ッ ド呼び出しは失敗し ます。

TTC/OTC フ ォ ン ト フ ァ イルは 1 回のみ構成し なければな り ません。TTC/OTC フ ァ イ

ル内のすべての番号づけ られたフ ォ ン ト は自動的に発見されます。 以下に、 msgothic.ttc
内のすべての番号づけ ら れた フ ォ ン ト を構成する ために充分な コー ド を示し ます （141

ページ 「6.3.4 フ ォ ン ト を検索」 参照） ：

p.set_parameter("FontOutline", "msgothic=msgothic.ttc");

7.6.2 横書き と縦書き

PDFlib は横書き と縦書きに対応し ています。 縦書きはさ まざまな方法で要求でき ます ：

> TrueType・OpenType フ ォ ン ト の場合は、vertical オプシ ョ ンを与えれば縦書きで利用で

き ます。

> 「@」 キ ャ ラ ク ターで始ま る フ ォ ン ト 名はつねに縦書きで処理されます。
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デフ ォル ト では縦書き ではすべてのグ リ フが同 じ 高 さ を持ち ます。 ただ し TrueType ・

OpenType フ ォ ン ト は、 縦書きについてプロポーシ ョ ナルな メ ト リ ッ ク を内容とする こ と

もでき ます。 PDFlib では、 フ ォ ン ト オプシ ョ ン readverticalmetrics （デフ ォル ト は false）

を設定する こ と によ って、そのよ う なプロポーシ ョ ナルな縦書き メ ト リ ッ ク を使用させる

こ と も可能です。

注 縦書きで文字の間をあけるには字間を負にする必要があ り ます。

OpenType フ ォ ン ト は、表 7.8 に挙げる OpenType レ イ ア ウ ト 機能を持っている場合があ り

ます。 これらの機能は、 デフ ォル ト の字形を、 縦書き用に調整された異体字へ置き換え る

ものです。 う ち vkna 機能については、 features テキス ト オプシ ョ ンを用いて制御する こ

と が可能であ り 、 また vrt2/vert は、 縦書きでは自動的に有効にな り ます。

7.6.3 EUDC ・ SING フ ォ ン ト によ る外字キャ ラ ク タ ー

PDFlib は、 日中韓テキ ス ト のためのカ ス タ ム外字キ ャ ラ ク ターを利用で き る Windows

EUDC （エン ド ユーザー定義キ ャ ラ ク ター、 *.tte） ・ SING フ ォ ン ト （*.gai） に対応し てい

ます。 も便利なのは、 カス タ ムキ ャ ラ ク ターを持ったフ ォ ン ト をフ ォールバッ ク フ ォ ン

ト 機構で他のフ ォ ン ト へ統合する こ と でし ょ う 。

外字キャ ラ ク タ ーに対し て フ ォールバ ッ ク フ ォ ン ト を用いる 通常、 外字キ ャ ラ ク ター

は Windows EUDC または SING グ リ フ レ ッ ト から持って来ますが、 fallbackfonts オプシ ョ

ンはあ ら ゆる種類のフ ォ ン ト を受け付けます。ですのでこの方法は外字キ ャ ラ ク ターに限

らず、 あ らゆる種類の記号に対し て利用する こ と ができ ます （例 ： 企業ロ ゴが別フ ォ ン ト

内にあ る場合）。 fallbackfonts オプシ ョ ンに対し て以下のフ ォ ン ト オプシ ョ ンを用いれば、

読み込んだフ ォ ン ト に対し て、 EUDC フ ォ ン ト からのユーザー定義 （外字） キ ャ ラ ク ター

を追加する こ と ができ ます ：

fallbackfonts={
{fontname=EUDC forcechars=U+E000 fontsize=140% textrise=-20%}
}

ベース フ ォ ン ト をひと たびこ のフ ォールバッ ク フ ォ ン ト 構成で読み込めば、テキス ト 内の

EUDC キ ャ ラ ク ターは、 フ ォ ン ト を変え る必要な く 使 う こ と ができ ます。

SING フ ォ ン ト の場合、 Unicode 値は PDFlib によ って自動的に決定されますので、 与え

る必要はあ り ません ：

表 7.8 縦書きテキス ト のための OpenType レ イアウ ト 機能

キー

ワー ド 名称 説明

vert1

1. 縦書きにおける フ ォ ン ト に対し ては自動的に有効化されます

縦組み デフ ォル ト の字形を、 縦書き用に調整された異体字へ置き換え。

vkna 縦組みかな切替 標準のかなを、 縦書きのためにデザイ ン された字形へ置き換え。

vrt21
縦組み切替 ・ 回転 い く つかの等幅のグ リ フ （半角 ・ 三分の一幅 ・ 四分の一幅） と プロポーシ ョ ナル幅

のグ リ フ （主に欧文と カ タ カナ） を、 縦書きに適し た字形へ、 すなわち 90°時計回

り させた形へ置き換え。 この機能が存在し ている と きには、 vrt2 の部分集合である

vert 機能は無効化されます。
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fallbackfonts={

{fontname=PDFlibWing encoding=unicode forcechars=gaiji}
}

外字キャ ラ ク タ ーに対する PUA 値を温存 場合に よ っ て は、 た と えば Windows EUDC

フ ォ ン ト では、 そのフ ォ ン ト によ って外字キ ャ ラ ク ターが私用領域 （PUA） 内の Unicode

値へマ ッ プされています。 デフ ォル ト では、 PDFlib は、 生成する PDF （ToUnicode CMap）

内では PUA 値を U+FFFD （Unicode 置換キ ャ ラ ク ター） へ置き換えます。 結果 と し て、 そ

のよ う なキ ャ ラ ク ターは、 生成される PDF から正し く 抽出でき ません。

この動作は、 preservepua フ ォ ン ト オプシ ョ ンを用いて変える こ と もでき ます。 これが

true に設定されている場合には、PUA 値を持つ外字キ ャ ラ ク ターはその Unicode 値を温存

し ます。

7.6.4 OpenType レ イ アウ ト 機能と日中韓テキス ト 出力

163 ページ 「7.4 OpenType レ イ ア ウ ト 機能」 で解説し た よ う に、 PDFlib は OpenType ・

TrueType フ ォ ン ト 内の高度なタ イポグ ラ フ ィ ーレ イ アウ ト テーブルに対応し ています。た

と えば、 OpenType 機能を用いて、 欧文グ リ フのプロポーシ ョ ナル幅か半角かいずれかの

字体を選択し た り 、 異体字を選択し た り する こ と が可能です。 表 7.9 に、 日中韓テキス ト

のための OpenType 機能を挙げます （他に、 一般的用途のための OpenType レ イ アウ ト 機

能を表 7.2 に、 縦書きのための機能を表 7.8 に挙げています）。

表 7.9 日本語 ・ 中国語 ・ 韓国語テキス ト 用の対応 OpenType レ イアウ ト 機能

キー

ワー ド 名前 説明

expt エキスパー ト 字形 JIS78 字と同様、 この機能は、 標準の和文字形を、 対応する、 タ イポグラ フ ァーが

望む字形へ置き換えます。

fwid 全角 他の幅に設定されたグ リ フ を、 全角 （たいていは em） に設定されたグ リ フへ置き

換え。 これは欧文キャ ラ ク ターやさ まざまな記号を含む可能性があ り ます。

hkna 横組み用仮名 標準の仮名を、 横書き専用にデザイ ン された字形へ置き換え。

hngl ハングル （ISO 14496-22:2015/Amd.2:2017 によ り廃止） 韓文漢字キャ ラ ク ターを、 その対応す

るハングル （音素） キャ ラ ク ターへ置き換え。

hojo 補助漢字字形 （JIS 

X 0212-1990）

JIS X 0213:2004 字形がデフ ォル ト と し てエン コー ド されている場合に、 JIS X 0212-

1990 字形 （「補助漢字」 と もいいます） を利用。

hwid 半角 プロポーシ ョ ナル幅の、 または em の半分以外の等幅のグ リ フ を、 em の半分の幅

のグ リ フへ置き換え。

ital イ タ リ ッ ク ローマン体のグ リ フ を、 その対応する イ タ リ ッ ク体のグ リ フへ置き換え。

jp04 JIS2004 字形 （nlck 機能の部分集合） JIS X 0213:2004 グ リ フ を利用。

jp78 JIS78 字形 デフ ォル ト （JIS90） の和文グ リ フ を、 その対応する JIS C 6226-1978 （JIS78） の字

形へ置き換え。

jp83 JIS83 字形 デフ ォル ト （JIS90） の和文グ リ フ を、 その対応する JIS X 0208-1983 （JIS83） の字

形へ置き換え。

jp90 JIS90 字形 JIS78 または JIS83 の和文グ リ フ を、 その対応する JIS X 0208-1990 （JIS90） の字

形へ置き換え。

locl1 ローカ ラ イズ字形 グ リ フのローカ ラ イズされた字形で、 デフ ォル ト 字形を置き換える こ と を可能にし

ます。 この機能は script ・ language オプシ ョ ンを必要と し ます。
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nalt 修飾字形 デフ ォル ト のグ リ フ を、 さ まざまな表記字形へ置き換え （白丸囲み ・ 黒丸囲み ・ 四

角囲み ・ 括弧付き ・ 菱形囲み ・ 角丸四角囲みなど）。

nlck 国語審議会漢字字

形

日本の国語審議会 （NLC） が多 く の JIS キャ ラ ク ターに対し て 2000 年に制定し た

新たなグ リ フ形状を利用。

pkna プロポーシ ョ ナル

仮名

等幅 （半角または全角） に設定された仮名および仮名関連のグ リ フ を、 プロポー

シ ョ ナルなグ リ フへ置き換え。

pwid プロポーシ ョ ナル

グ リ フ

等幅 （通常、 全角または em の半分） に設定されたグ リ フ を、 プロポーシ ョ ナルな

字送りのグ リ フへ置き換え。

qwid 四分の一幅 他の幅のグ リ フ を、 em の 4 分の 1 の幅に設定されたグ リ フへ置き換え。

ruby ルビ表記字形 デフ ォル ト の仮名グ リ フ を、 （通常、 上付きにされた） ルビ用にデザイ ン された、

よ り小さいグ リ フへ置き換え。

smpl 簡体字 和文漢字または中文繁体字を、 その対応する簡体字へ置き換え。

tnam 名前旧字体 和文新字体を、 その対応する旧字体へ置き換え。 これは trad 機能と等価ですが、

ただ し個人の名前における使用が適切である と認められる旧字体に限られます。

trad 旧字体 和文漢字または中文簡体字を、 その対応する旧字体 / 繁体字へ置き換え。

twid 三分の一幅 他の幅のグ リ フ を、 em の 3 分の 1 の幅に設定されたグ リ フへ置き換え。

1. この機能はデフ ォル ト で有効化されます。

表 7.9 日本語 ・ 中国語 ・ 韓国語テキス ト 用の対応 OpenType レ イアウ ト 機能

キー

ワー ド 名前 説明
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7.7 Unicode 異体字セレ ク タ ー （UVS）
1 つの Unicode キ ャ ラ ク ターを表現する グ リ フが何種類も存在する こ と も あ り ます。通常、

そ う し た視覚的差異は、 適切なフ ォ ン ト （レギュ ラーかイ タ リ ッ ク かなど） か、 OpenType

機能で選択される フ ォ ン ト 内の代替グ リ フ （ス ウ ォ ッ シ ュ キ ャ ラ ク ターなど） を使って実

現されます。 場面によ っては、 グ リ フの選択がセマンテ ィ ッ ク に意味を持ち、 フ ォ ン ト 関

連の組版情報一切な し でプ レーン テ キ ス ト 内で も それを明確にす る 必要があ り ます。

Unicode はこ の目的のために異体字セレ ク ターを提供し ています。

7.7.1 各種の異体字シーケンス

1 つの Unicode 異体字シーケン ス （UVS） は、 1 つのベース Unicode キ ャ ラ ク ターと、 その

後の 1 つの異体字セレ ク ターから成っています。 こ のシーケン スはこ のベースキ ャ ラ ク

ターの異体字を選択し ます。Unicode規格は各種のシーケン ス を定義し ています。OpenType

フ ォ ン ト は、 異体字グ リ フ と その異体字セレ ク ターを指定する UVS テーブルを持つこ と

ができ ます。 この UVS テーブルは、 そのフ ォ ン ト 内でデフ ォル ト ではどのグ リ フ異体字

が使用され、 どの代替グ リ フ群が利用可能かを指定し ます。

標準化異体字シーケンス これらはUnicodeキ ャ ラ ク ターデータベース内で定義されてい

ます。 これらは U+FE00 VS1 ～ U+FE0D VS14 の異体字セレ ク ターの う ちの一つを使用し ま

す （目下 VS1 のみが標準化されています）。 それをベースキ ャ ラ ク ターの後に配する必要

があ り ます。 標準化異体字シーケン スは、 数学グ リ フの字体と、 モンゴル語のテキス ト の

ために使用されます。

絵文字異体字シーケンス 絵文字異体字シーケン ス と い う リ ス ト の中に、 数百個の絵文

字キ ャ ラ ク ターが含まれています。 これらはテキス ト ス タ イル （たいていは単色） と絵文

字ス タ イル （たいていはカ ラー） で利用可能です。 この選択は、 Unicode キ ャ ラ ク ターの

後に 1 つか 2 つの異体字セレ ク ターを配する こ と によ ってオーバーラ イ ドする こ と も可能

です ：

> U+FE0E VS15 テキス ト 表示セレ ク ターはテキス ト ス タ イル （単色） のグ リ フを選択し

ます。 テキ ス ト ス タ イルのほ う が望ま しい場面 と し てはた と えば、 グ リ フに内蔵され

ている色に依存せずにカ ス タ ムの色をグ リ フに適用し たい場合などです。

> U+FE0F VS16 絵文字表示セレ ク ターは絵文字ス タ イル （カ ラー） のグ リ フを選択し ま

す。

Unicode 規格では各絵文字キ ャ ラ ク ターのデフ ォル ト のス タ イ ルを指定 し てい ますが、

フ ォ ン ト 内の UVS テーブルは個別のキ ャ ラ ク ターについてデフ ォル ト を変え る こ と もで

き ます。 よ り 重要なのは、 これらの異体字を利用可能かど う かはフ ォ ン ト デザイナーに依

存する点です。

表意文字異体字シーケンス （IVS） これらは、 Unicode Technical Standard #37 に従った登

録プロセスによ って定義されてお り 、表意文字異体字データベース内に リ ス ト されていま

す。 た と えば、 日中韓互換表意文字のための異体字グ リ フが利用可能です。 IVS は、 ベー

スキ ャ ラ ク ターと し ての統一表意文字キ ャ ラ ク ター1 個と、U+E0100 VS17 ～ U+E01EF VS256
の 240 種の異体字セレ ク ターの う ちの一つから成 り ます。
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7.7.2 PDFlib で異体字シーケンス

異体字グ リ フ を選択 PDFlib は、 OpenType フ ォ ン ト 内の UVS テーブルを、 それがフ ォ

ン ト オプシ ョ ン readselectors=false を用いて無効化されていない限 り 、 解釈し ます。

フ ォ ン ト が、 必要なグ リ フ を含んでいる こ と がわかっている場合には、 異体字シーケ

ン スに対する作業は、 単に PDFlib のテキス ト 出力関数にそのシーケン ス を与えればすみ

ます。 以下のコード断片は、 Unicode ベースキ ャ ラ ク ターのデフ ォル ト グ リ フ と、 セレ ク

ターによ って選択された異体字を印字し ます。 結果を図 7.2 に示し ます。 それぞれのグ リ

フのペアが違 う こ と がわか り ます ：

p.fit_textline("&#x2268; &#x2268;&#xFE00;", 50, 700,
"fontname={Cambria Math} fontsize=24 charref=true");

p.fit_textline("&#x3402;&#xE0100; &#x3402;&#xE0101;", 50, 650,
"fontname={KozMinPr6N-Regular} fontsize=24 charref=true");

必要なグ リ フがフ ォ ン ト にないなどの原因によ って、ベースキ ャ ラ ク ターに対する異体字

セレ ク ターに従えない場合には、 それは無視されます。

フ ォ ン ト 内の異体字セレ ク タ ーを ク エ リ ー PDF_info_font( ) を使って、 フ ォ ン ト がそ も

そ も異体字セレ ク ターを含んでいるのかど う かをチェ ッ クする こ と も でき ます。 selector
キーワード を index オプシ ョ ン と と もに用いれば、 そのフ ォ ン ト 内で得られるすべての異

体字セレ ク ターの一覧を取得する こ と ができ ます ：

for (i = 0; i < 256; i++)
{

selectors[i] = (int) p.info_font(font, "selector", "index=" + i);

if (selectors[i] == -1)
{

selectorcount = i;
break;

}
}

以下のコード断片を使 う と、 フ ォ ン ト が、 Unicode 値 uv の後にセレ ク ター s を配し た特定

のシーケン スに対する異体字グ リ フ を含んでいるかど う かをチェ ッ ク でき ます ：

if (p.info_font(font, "unicode", "unicode=" + uv + "selector=" + s) != -1)
{

/* このフォント内でこのシーケンスに対して異体字グリフが利用可能 */
}

図 7.2 デフ ォル ト グ リ フ （左） と異体字グ リ フ （右）
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こ の ク エ リ ーは、 異体字が得られるかど う かをチェ ッ クする こ と だけを意図し ています。

得られる Unicode 自体は、 PDFlib は異体字に PUA Unicode 値を割 り 当てますので、 おそ ら

く 有用ではないでし ょ う 。
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7.8 テキス ト 処理パイ プ ラ イ ン
ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンは、 ページ出力し たいテキス ト を PDFlib に与えます。 こ

のテキ ス ト は何 ら かのエン コーデ ィ ン グ と 形式に従っ て符号化さ れています。 し か し、

PDFlib の内部処理は Unicode 規格に基づいてお り 、 また 終テキス ト 出力はフ ォ ン ト 固有

のグ リ フ ID を必要と し ます。 ですので PDFlib は、 ページ内容のために与え られる文字列

をテキス ト 処理パイプラ イ ンの中で 3 つの過程を経て処理し ます ：

> 入力コード を、 選択されているエン コーデ ィ ングに従って Unicode 値へ正規化。

> Unicode値を、そのフ ォ ン ト 内で利用可能なグ リ フに従ってフ ォ ン ト 固有のグ リ フ IDへ

変換。

> グ リ フ ID を、 出力エン コーデ ィ ングに従って転換。

テキス ト 処理パイプラ イ ンのい く つかの側面はオプシ ョ ンで制御でき ます。

7.8.1 入力文字列を Unicode へ正規化

以下のステ ッ プが、 glyphid 以外のすべてのエン コーデ ィ ングに対し て実行されます ：

> Unicode 対応言語バイ ンデ ィ ング：シングルバイ ト エン コーデ ィ ングが指定されている

と きは、UTF-16 テキス ト は高次バイ ト を捨てる こ と でシングルバイ ト テキス ト へ変換

されます。

> エスケープシーケン ス （121 ページ 「5.4.1 エスケープシーケン ス」 参照） を、 その対

応する数値へ置き換えます。

> 文字参照を解決し、 それをその対応する Unicode 値へ置き換えます （122 ページ 「5.4.2

文字参照」 および次項参照）。

> シングルバイ ト エン コーデ ィ ング ： シングルバイ ト テキ ス ト を、 指定されたエン コー

デ ィ ングに従って Unicode へ変換し ます。

> normalize オプシ ョ ンに応じ て、テキス ト を、Unicode 正規化形 （NFC など） の う ちの一

つへ正規化。

グ リ フ名によ る文字参照 グ リ フ名参照 （122 ページ 「5.4.2 文字参照」 を参照） が使用

されている場合には、PDFlib はその指定された名前を持つグ リ フの位置をフ ォ ン ト 内で見

つけ よ う と試み、 そし てその参照をそのグ リ フの Unicode 値へ置き換えます。 指定された

グ リ フがフ ォ ン ト 内で見つから ない と きは、PDFlib は Unicode 値を決定する ためにその内

蔵グ リ フ名テーブルを検索し ます。 この Unicode 値はさ らに、 適切なグ リ フがフ ォ ン ト 内

に存在し ているかど う かをチェ ッ クする ために使われます。そのよ う なグ リ フが見つから

ない と きは、 動作は glyphcheck ・ errorpolicy 設定で制御されます。 文字参照は、 glyphid ・

builtin エン コーデ ィ ングでは使 う こ と ができ ません。

Unicode 制御キャ ラ ク タ ー 制御キ ャ ラ ク ターは、何のグ リ フを も表現せず、組版情報を

伝達する ために使用される Unicode 値です。 PDFlib は、 以下のグループの Unicode 制御

キ ャ ラ ク ターを処理し ます ：

> デフ ォル ト のシェーピ ング動作をオーバーラ イ ド する ための制御キ ャ ラ ク ター群 （表

7.6 に挙げています） と、 デフ ォル ト の双方向組版をオーバーラ イ ド する ための制御

キ ャ ラ ク ター群 （表 7.7 に挙げています） は、 テキス ト 行と テキス ト フ ローの中にお

いて、複雑用字系のシェーピング と OpenType レ イ ア ウ ト 機能の処理を制御し ます。 こ

れらの制御キ ャ ラ ク ターは評価された後に除去されます。

> 表 9.1 に挙げる、改行と テキス ト フ ロー組版のための組版制御キ ャ ラ ク ター群。 これら

の制御キ ャ ラ ク ターは評価された後に除去されます。
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> その他、 範囲 U+0001 ～ U+0019 と U+007F ～ U+009F の Unicode 制御キ ャ ラ ク ターは

replacementchar キ ャ ラ ク ターで置き換え られます。

フ ォ ン ト が制御キ ャ ラ ク ターのためのグ リ フを持っている場合であって も、そのグ リ フは

通常は見えな く な り ます。 なぜな ら PDFlib が制御キ ャ ラ ク ターを除去するからです （こ

の規則の例外と し て、 &NBSP; と &SHY; は除去されません）。 しかし encoding=glyphid を

用いる と、制御キ ャ ラ ク ターはテキス ト 内に残されるので、出力で見せる こ と ができ ます。

7.8.2 Unicode 値をグ リ フ ID へ変換

前項で決定された Unicode 値は、 い く つかの理由によ り 変更が必要な場合があ り ます。 以

下のステ ッ プはすべてのエン コーデ ィ ングに対し て実行されますが、ただし以下の例外が

あ り ま す ： encoding=glyphid の場合、 無効な グ リ フ ID は グ リ フ ID 0 へ置換 さ れ、

glyphcheck=error の と きは例外が発生し ます。

フ ォールバ ッ ク フ ォ ン ト からのキャ ラ ク タ ーを強制 Unicode 値 を、 fallbackfonts オプ

シ ョ ンの forcechars サブオプシ ョ ンに従って置き換えて、 その対応する フ ォールバ ッ ク

フ ォ ン ト のグ リ フ ID を決定し ます。詳し く は 146 ページ 「6.3.6 フ ォールバッ ク フ ォ ン ト 」

を参照し て く ださい。

異体字シーケンスを解決 フ ォ ン ト によ っては、 Unicode キ ャ ラ ク ターの後に、 そのキ ャ

ラ ク ターの特定のグ リ フ異体字を選択する異体字セレ ク ターが続き う る も のがあ り ます

（179 ページ 「7.7 Unicode 異体字セレ ク ター （UVS）」 参照）。 そのフ ォ ン ト がその異体字

シーケン スのための異体字グ リ フを内容と し て持っている場合には、 元のグ リ フ ID では

な く その異体字グ リ フのグ リ フ ID が用いられます。

グ リ フ ID へ変換 Unicode 値を、 133 ページ 「6.2.2 グ リ フに対する Unicode マ ッ ピング」

で決定されるマ ッ ピングに従ってグ リ フ ID へ変換し ます。 Unicode 値に対応する グ リ フ

ID がフ ォ ン ト 内に見つから ない と きは、その次のステ ッ プは glyphcheck オプシ ョ ンによ っ

て異な り ます ：

> glyphcheck=none： グ リ フ ID 0 が用いられます。すなわち、 .notdef グ リ フがテキス ト 出

力内で用いられます。 .notdef グ リ フが視覚的形状を内容と し て持つ場合 （たいていは

白四角か四角バッ テン） には、 問題の起き たキ ャ ラ ク ターが PDF ページ上で目に見え

る よ う にな り ます。 それが望ま しいかど う かは場合によ るでし ょ う 。

> glyphcheck=replace （これがデフ ォル ト ） ： 警告 メ ッ セージがロ グ記録され、 PDFlib は、

マ ッ プできない Unicode 値を後述のグ リ フ置換機構によ って置き換え よ う と試みます。

> glyphcheck=error ： PDFlib はエラーを発生させます。 errorpolicy=return の場合には、 こ

れはすなわち メ ソ ッ ド 呼び出しがテキ ス ト 出力を一切作成せずに終了する こ と を意味

し、 PDF_add/create_textflow( ) が -1 （PHP の場合 ： 0） を 返す こ と を 意味 し ま す。

errorpolicy= exception の場合は例外が発生し ます。

グ リ フ置換 glyphcheck=replace の場合は、 マ ッ プでき ない Unicode 値は再帰的に以下の

よ う に置き換え られます ：

> マ ス ターフ ォ ン ト を読み込んだ際に指定 し た フ ォールバ ッ ク フ ォ ン ト の中で、 その

Unicode 値に対する グ リ フが検索されます。各フ ォ ン ト に対し てフ ォールバッ ク フ ォ ン

ト は複数指定する こ と も でき るので、 こ こ では任意の数のフ ォ ン ト が関わる可能性が

あ り ます。 フ ォールバッ ク フ ォ ン ト の う ちの 1 つでグ リ フが見つかった と きはそれが

使われます。
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> タ イポグ ラ フ ィ ー的に類似のグ リ フを、 PDFlib の内蔵置換テーブル内の Unicode 値に

従って選びます。この内蔵 リ ス ト から これらの置換のい く つかを以下に抜粋し ます。 リ

ス ト 内の 1 番目のキ ャ ラ ク ターがフ ォ ン ト 内で見つから ない と き、それは 2 番目のキ ャ

ラ ク ターへ置き換え られます ：

U+00A0 (ノーブレークスペース) U+0020 (空白)

U+00AD (ソフトハイフン) U+002D (ハイフン-マイナス)

U+2010 (ハイフン) U+002D (ハイフン-マイナス)

U+03BC (ギリシャ文字μ) U+00C5 (マイクロ記号)

U+212B (オングストローム記号) U+00B5 (欧文Aの上に丸があるÅ)

U+220F (多項総乗演算子) U+03A0 (ギリシャ文字π)

U+2126 (オーム記号) U+03A9 (ギリシャ文字Ω)

内蔵テーブルに加えて、 全角キ ャ ラ ク ター U+FF01 ～ U+FF5E は、 フ ォ ン ト 内で全角

字体が得られない場合には、その対応する ISO 8859-1 キ ャ ラ ク ター （すなわち U+0021

～ U+007E） へ置き換え られます。

> Unicode の合字を、その構成グ リ フ群へ分解し ます（例：U+FB00 欧文合字 ff をシーケン

ス U+0066 f ・ U+0066 f へ置き換え）。

> 同じ Unicode セマンテ ィ ク ス を持つグ リ フを、 そのグ リ フ名に従って選びます。 特に、

ピ リ オ ド で区切られたグ リ フ名接尾辞はすべて、 その対応する グ リ フが得られない と

きは除去されます （例 ： A.swash を A へ置き換え。 g.alt を g へ置き換え）。

これらの方式がいずれも Unicode 値に対する グ リ フを与えない と きは、replacementchar オ

プシ ョ ンが以下のよ う に評価されます ：

> replacementchar=auto （こ れがデフ ォ ル ト です） の場合には、 キ ャ ラ ク タ ー U+00A0

（ ノ ーブレーク スペース） と U+0020 （空白） が試されます。 これら さ え も得られない

と きは、 「 ミ ッ シンググ リ フ」 記号が使われます （PDF/A ・ PDF/UA ・ PDF/X-4/5 では

不可）。

> Unicode キ ャ ラ ク ターが replacementchar と し て指定されている場合には、 それが元の

キ ャ ラ ク ターのかわ り に用いられます。

> replacementchar=drop の場合には、 そのキ ャ ラ ク ターは入力ス ト リ ームから除去され、

出力は作成されません。

> replacementchar=error の場合には、 例外が発生し ます。 これを利用する と、 読めない

テキス ト 出力を避ける こ と ができ るでし ょ う 。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの fonts/glyph_replacement ト ピ ッ クにあ り ます。

7.8.3 グ リ フ ID を転換

決定されたグ リ フ ID はまだ 終的な ものではあ り ません。 なぜな ら 終出力を作成する

前に、 い く つかの転換を行わなければな ら ない可能性があ るからです。 具体的にどのよ う

な転換が必要かは、 フ ォ ン ト やい く つかのオプシ ョ ンによ って異な り ます。

縦書きグ リ フ 縦書きモード のフ ォ ン ト では、い く つかのグ リ フは縦書き字体へ置き換わ

る可能性があ り ます。 こ の置換は、 フ ォ ン ト 内に vert または vrt2 OpenType レ イ ア ウ ト 機

能テーブルが必要です。

OpenType レ イ アウ ト 機能 OpenType 機能は、 合字 ・ ス ワ ッ シュ キ ャ ラ ク ター ・ スモー

ルキ ャ ッ プス をはじめ とする さ まざまな タ イポグ ラ フ ィ ーバ リ エーシ ョ ンを、 1 個ないし

複数のグ リ フ ID を他の値へ置き換え る こ と によ って作成する こ と ができ ます。 こ の件は

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/fonts/glyph_replacement/
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163 ページ 「7.4 OpenType レ イ アウ ト 機能」 で解説し ています。 OpenType レ イ アウ ト 機

能は、 適切なフ ォ ン ト に対し てのみ有効であ り （166 ページ 「OpenType レ イ アウ ト 機能

のための要件」 参照）、 かつ features オプシ ョ ンに従って適用されます。 デフ ォル ト で有

効化される レ イ アウ ト 機能も あ り ます。

複雑用字系のシ ェ ーピ ング シ ェーピ ングは、 テキ ス ト の順序を替え、 ま た、 キ ャ ラ ク

ターの位置によ って適切な字体のグ リ フを決定し ます （例 ： ア ラ ビア語キ ャ ラ ク ターの語

頭 ・ 語中 ・ 語末 ・ 独立形） 。 これは適切なフ ォ ン ト に対し てのみ有効であ り （170 ページ

「シェーピングのための要件」 参照）、 かつ shaping オプシ ョ ンに従って適用されます。
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8 画像 ・ SVG グラ フ ィ ッ ク ・ PDF
ページを取り込む

8.1 ラ ス タ ー画像

8.1.1 基本的な画像処理

PDFlib でラ ス ター画像を貼 り 付けるのは簡単です。 まず、 その画像を PDFlib の メ ソ ッ ド

で開 く 必要があ り ます。 この関数は、 画像特性を解析し てピ ク セルデータ を PDF 出力へ

コ ピーし ます。 PDF_load_image( ) は、 画像記述子の役割をするハン ド ルを返し ます。 こ

のハン ド ルを使って PDF_fit_image( ) を呼び出すこ と ができ るので、 その際に位置付け ・

拡縮オプシ ョ ン も与えます ：

image = p.load_image("auto", "image.jpg", "");
if (image == -1)

throw new Exception("エラー：" + p.get_errmsg());

p.fit_image(image, 0.0, 0.0, "");
p.close_image(image);

PDF_fit_image( ) メ ソ ッ ド の 後の引数は、 画像の位置付け ・ 拡縮 ・ 回転を指定でき る さ

まざまなオプシ ョ ンを持たせる こ と のでき るオプシ ョ ン リ ス ト です。このオプシ ョ ン群に

ついては 221 ページ 「8.4 画像 ・ グ ラ フ ィ ッ ク ・ 取 り 込み PDF ページを配置」 で詳し く 説

明し ます。

画像フ ァ イルの取 り 込みが失敗し た場合には、 PDF_load_image( ) はエラーコード を返

し ま す。 こ の画像の失敗につい て も っ と 詳 し く 知 る 必要が あ る 場合には、 PDF_get_
errmsg( ) を呼び出すと、 詳細なエラー メ ッ セージが得られます。

ク ッ クブ ッ ク 画像処理のためのコー ドサンプルが PDFlib ク ッ ク ブ ッ クのimages カテゴ リーにあり ます。

画像デー タ を再利用 ラ ス ター画像の反復利用のための重要な PDF 適化技法に PDFlib

は対応し ています。 複数のページに同じ ロ ゴや背景を使 う レ イ ア ウ ト を考えてみま し ょ

う 。 そのよ う な場合には画像データ本体は一度しか PDF 内に取 り 込まずに、 その画像を

使 う 各ページから そ こへの参照だけを生成する こ と が可能です。画像フ ァ イルを一度読み

込んでおいて、 各ページにロ ゴや背景を配置する たびに PDF_fit_image( ) を呼び出せばよ

いのです。 複数のページにその画像を配置し た り 、 同じ画像でも貼 り 付けるたびに拡縮倍

率を変えた り する こ と もでき ます （画像を閉じ ていない限 り ） 。 画像の容量や使用回数に

よ ってはこの技法は顕著な容量節減を も た らすでし ょ う 。

拡縮と dpi 計算 取 り 込んだ画像のピ ク セル数を PDFlib が変え る こ と はあ り ません。 拡

縮する と画像のピ ク セルは膨らんだ り 縮んだ り し ますが、ダウ ンサンプ リ ングが行われる

こ と はあ り ません。拡縮倍率が 1 な らば 1 ピ ク セルの大き さはユーザー座標の 1 単位 と同

じにな り ます。 いいかえれば、 ユーザー座標系が拡縮されていなければ画像はその元の解

像度で （その画像が解像度情報を持っていなければ 72 dpi で） 取 り 込まれます （デフ ォル

ト では 1 イ ンチが 72 単位なので）。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/images/
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ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの images/image_dimensions ト ピ ッ クにあ り ます。そ

こに、 画像の寸法を得る方法や、 それを さ まざまな大き さ で貼る方法を示し てあ り ます。

取り込み画像の色空間 PDF_load_image( ) で与え られたオプシ ョ ンに従って ICC プ ロ

フ ァ イルの追加・削除を し た り スポ ッ ト カ ラーか DeviceN カ ラーを適用し た り する場合を

除いて、 PDFlib は一般に、 取 り 込んだ画像の元の色空間を保持し ます。 しかし、 まれにこ

れが不可能な組み合わせがあ り ます。

PDFlib は、 RGB と CMYK と の間の変換は一切行いません。 そのよ う な変換が必要な と

きは、 画像を PDFlib に取 り 込む前にその画像データに適用し てお く 必要があ り ます。

埋め込み ICC プロ フ ァ イルを持っていない BMP ・ JPG ・ JPX ・ PNG ・ TIFF 形式のすべ

ての RGB 画像に対し てはデフ ォル ト で sRGB ICC プロ フ ァ イルが割 り 当て られます。

複数ページ画像 PDFlib は、 複数の画像を持つ TIFF ・ JBIG2 画像に対応し ています。 こ

れを複数ページ画像フ ァ イル と もいいます。 複数ページ画像を利用するには、 PDF_load_
image( ) で page オプシ ョ ンを用います ：

image = p.load_image("tiff", filename, "page=2");

こ の page オプシ ョ ンは、 複数画像フ ァ イルが利用される こ と を示し、 利用し たい画像の

番号を指定し ます。 先頭画像の番号は 1 です。 このオプシ ョ ンは、 PDF_load_image( ) が

フ ァ イル内でも う 画像が得られないこ と を示す -1 を返すまで値を増やし てい く こ と がで

き ます。

ク ッ クブ ッ ク 複数画像TIFF フ ァ イル内のすべての画像を複数ページPDF フ ァ イルへ変換する完全なコー

ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの images/multi_page_tiff ト ピ ッ クにあ り ます。

イ ン ラ イ ン画像 再利用可能画像は Image XObject と し て PDF 出力へ書き出されますが、

これに対し て イ ン ラ イ ン画像は各コ ンテン ト ス ト リ ーム （ページかパターンかテンプレー

ト かグ リ フ定義） の中に直接書き込まれます。 これによ り 若干の容量が節約でき ますが、

容量の小さ な画像データ （4 KB まで） での利用に留めるべきです。 イ ン ラ イ ン画像の主

用途は Type 3 フ ォ ン ト のビ ッ ト マ ッ プグ リ フ定義であ り 、 イ ン ラ イ ン画像を他の場面で

使用する こ と は推奨し ません。

イ ン ラ イ ン画像は PDF_load_image( ) と inline オプシ ョ ンで生成でき ます。 イ ン ラ イ ン

画像の再利用はでき ません。すなわちその対応するハン ド ルを画像ハン ド ル と し て呼び出

しに与えてはいけません。 そのため、 inline オプシ ョ ンが与え られる と PDF_load_image( )
の内部動作は以下のコード と等価にな り ます ：

p.fit_image(image, 0, 0, "");
p.close_image(image);

イ ン ラ イ ン画像は、 imagetype=jpeg ・ raw でのみ対応し ています。 他の種類の画像では、

inline オプシ ョ ンは静かに無視されます。

画像内の XMP メ タ デー タ 画像フ ァ イルは XMP メ タデータ を含んでいる こ と があ り ま

す。 デ フ ォ ル ト では PDFlib は、 出力 フ ァ イ ルサ イ ズ を 削減す る ため、 TIFF ・ JPEG ・

JPEG 2000 画像形式内の XMP メ タデータ を無視し ます。 ただし、 その画像 メ タデータは

（有効な XMP をそれが持っている な ら）、 PDF_load_image( ) の以下のオプシ ョ ンで、 出力

PDF 文書内の生成画像 XObject に添付する こ と ができ ます ：

metadata={keepxmp=true}

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/images/image_dimensions/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/images/multi_page_tiff/
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8.1.2 対応画像フ ァ イル形式

PNG 画像 あ ら ゆる種類の PNG 画像 （ISO 15948） に PDFlib は対応し ています。 PNG 画

像が透過情報を持っている場合、 その透過は生成 PDF 内で保たれます （193 ページ 「8.1.4

画像透過」 参照）。

PNG 画像が sRGB チャ ン ク を含んでいる場合には、 その sRGB ICC プロ フ ァ イルが画

像に添付 さ れ ます。 ただ し、 honoriccprofile オプシ ョ ン が false であ る 場合、 ま たは、

iccprofile オプシ ョ ンで他の ICC プロ フ ァ イルがその画像に割 り 当て られている場合を除

き ま す。 こ の sRGB チ ャ ン ク 内の レ ン ダ リ ン グ イ ン テ ン ト が使用 さ れ ま す。 た だ し

renderingintent オプシ ョ ンが与え られている と き を除き ます。

JPEG 画像 PDFlib は、 以下の種類の JPEG 画像 （ISO 10918-1） に対応し ています ：

> グレースケール ・ RGB （通常は YCbCr 符号化されていますが、 直接 RGB にも対応） ・

CMYK カ ラー。

> ベース ラ イ ンおよびプロ グレ ッ シブ JPEG 圧縮。

これらの条件は、 実用されているすべての JPEG 画像を網羅し ます。 上記の制約は、 広 く

用いられていない JPEG の機能を使用し ている画像を取 り 込むこ と はでき ないこ と を意味

し ます。 と り わけ算術符号、 ロ ス レ ス圧縮、 構成要素あた り 8 ビ ッ ト 以外のビ ッ ト 深度、

および SmartScale ・ 可逆 RGB 色変換など非標準的機能がこれにあた り ます。 なお、 類似

形式 JPEG-LS （ISO 14495、「ロ ス レ ス JPEG」 と呼ばれる時も あ る）・JPEG-XR （ISO 29199-

2、 以前 HD Photo と呼ばれていた） には対応し ていません。

JPEG 画像は何種類かのフ ァ イル形式に納める こ と ができ ます。 よ く 利用される あ らゆ

る JPEG フ ァ イル形式と機能に PDFlib は対応し ています ：

> JFIF 1。 さ まざまな画像処理アプ リ ケーシ ョ ンによ って生成されます。

> Adobe Photoshop などの Adobe アプ リ ケーシ ョ ンによ って出力される JPEG フ ァ イル。

> PDFlibは、Adobe Photoshopで作成された JPEG画像から ク リ ッ ピングパス を読み取 り ま

す。

> PDFlib は、honoriccprofile オプシ ョ ンが false に設定されていない限 り 、JPEG 画像内の埋

め込み ICC プロ フ ァ イルに従います。

> JPEG画像がExifマーカーを含んでいる場合には、そのExifマーカー内の色空間情報は解

釈されます。 それが sRGB 色空間を示し ている場合には、 その sRGB ICC プロ フ ァ イル

がその画像に添付されます （ただし、 その画像が明示的に埋め込まれた ICC プロ フ ァ

イルを含んでいる場合、 または honoriccprofile オプシ ョ ンが false であ る場合、 または

その画像に iccprofileオプシ ョ ンで他のICCプロ フ ァ イルが割 り 当て られている場合は、

この限 り ではあ り ません）。

> 画像の望ま しい向き を指定し た、Exif マーカー内の Orientation エン ト リ ーに従います。

これを無視する （多 く のアプ リ ケーシ ョ ン同様） には ignoreorientation オプシ ョ ンを

用います。

JPEG 2000 画像 JPEG 2000 画像 （ISO 15444-2） には PDF 1.5 以上が必要です。 PDFlib

は、 JPEG 2000 画像を、 以下の条件に従って受け付けます ：

> JP2・JPX ベース ラ イ ン画像 （通常 *.jp2 または *.jpf） に対応し ています。ただし以下の色

空間条件に従 う 必要があ り ます。範囲 1 ～ 38 ビ ッ ト のすべての色深度値に対応し てい

ます。

次の色空間に対応し ています ： sRGB ・ sRGB グ レー ・ ROMM-RGB ・ sYCC ・ e-sRGB ・

e-sYCC ・ CIELab ・ ICC ベース色空間群 ・ CMYK。 PDFlib は、 JPEG 2000 画像フ ァ イル

内の元の色空間に変更を加えません。
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> （非サポー ト ） 1 個・3 個・4 個の色要素を持つ、JPX ラ ッパーのない生の JPEG 2000 コー

ド ス ト リ ーム （しばしば *.j2k） を取 り 込むこ と ができ ます。

> JPEG 2000 画像に埋め込まれた限定またはフルの ICC プロ フ ァ イルは保持されます。す

なわち、 honoriccprofile オプシ ョ ンはつねに true です。

注 ISO 15444-6 に従った JPM 複合画像フ ァ イル （通常 *.jpm） には対応し ていません。

PDF/X-4/5 に対する追加の JPEG 2000 の制約 （JPEG 2000 は、 PDF 1.4 に基づいた PDF/

X-3 では許されません） ：

> カ ラーチャ ンネルの数は 1 ・ 3 ・ 4 の う ちのいずれかであ る必要があ り ます。

> 各カ ラーチャ ンネルのビ ッ ト 深度は 1・8・16 の う ちのいずれかであ る必要があ り ます。

> すべてのカ ラーチャ ンネルが同一のビ ッ ト 深度を持っている必要があ り ます。

> ち ょ う ど 1 個の色空間定義が JPEG 2000 画像フ ァ イル内に存在する必要があ り ます。

> CMYK 画像は、出力条件が CMYK デバイ スであ る場合、または defaultcmyk オプシ ョ ン

が与え られている場合にのみ使用でき ます。

PDF/A-2 に対する追加の JPEG 2000 の制約 （JPEG 2000 は、 PDF 1.4 に基づいた PDF/A-

1 では許されません） ：

> カ ラーチャ ンネルの数は 1 ・ 3 ・ 4 の う ちのいずれかであ る必要があ り ます。

> すべてのカ ラーチャ ンネルが同一のビ ッ ト 深度を持っている必要があ り ます。

> そのJPEG 2000画像内の色空間指定の数が1 よ り 大きい場合には、APPROX フ ィ ール ド内

に値 0x01 を持つ色空間指定がち ょ う ど 1 個存在する必要があ り ます。

JBIG2 画像 PDFlib は、 単ページ ・ 複数ページの JBIG2 画像 （ISO 14492） に対応し てい

ます。 JBIG2 画像はつねに単色ピ ク セルデータ を内容と し て持ちます。

JBIG2 圧縮の性質から、複数ページ JBIG2 ス ト リ ーム内のい く つかのページが同一のグ

ローバルセグ メ ン ト を参照し ている場合があ り ます。複数ページ JBIG2 ス ト リ ームの 1 つ

ないし複数のページが変換される際、 グ ローバルセグ メ ン ト は、 生成 PDF 画像間で共用

でき ます。 PDF_load_image( ) への呼び出しは互いに独立ですので、 あ らかじめ PDFlib に、

同一 JBIG2 ス ト リ ームから複数ページを変換する と知らせてお く 必要があ り ます。これは

以下のよ う に行います ：

> 先頭ページを読み込む際に、 すべてのグ ローバルセグ メ ン ト を PDF へコ ピーし ます。

PDF_load_image( ) に対し て以下のオプシ ョ ン リ ス ト を用います ：

page=1 copyglobals=all

> 同一 JBIG2 ス ト リ ームから、以降のページを読み込む際に、ページ 1 に対する画像ハン

ド ル <N> を与え る こ と によ って、 すでにページ 1 と と もにコ ピーされている グ ローバ

ルセグ メ ン ト への参照を PDFlib が作成でき る よ う にする必要があ り ます。 PDF_load_
image( ) に対し て以下のオプシ ョ ン リ ス ト を用います ：

page=2 imagehandle=<N>

ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ン側では必ず、 同一 JBIG2 画像ス ト リ ームから抽出された

ページに対し てのみこ の copyglobals/imagehandle 機構が適用される よ う にする必要があ

り ます。 copyglobals オプシ ョ ンがない場合は、 PDFlib は自動的にカレ ン ト ページに対す

る必要データ をすべてコ ピーし ます。

TIFF 画像 PDFlib は、 すべての関連する種類の TIFF 画像を処理し ます ：
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> 圧縮方式 ： 非圧縮 ・ CCITT （グループ 3 ・ グループ 4 ・ RLE） ・ ZIP （＝ Flate） ・ PackBits

（＝ RunLength） ・ LZW ・ 新旧方式 JPEG に加え、 い く つかのまれな圧縮方式。

> 色空間 ： 単色 ・ グレースケール ・ RGB ・ CMYK ・ CIELab ・ YCbCr 画像。 取 り 込まれる

TIFF 画像内の色空間は、 以下の例外を除き、 変更されずに保持されます ： CIELab カ

ラーを持つLZW圧縮されたTIFF画像はRGBへ変換され、CIELab色空間を保持し ません。

> 色深度は、 色要素あた り 1 ・ 2 ・ 4 ・ 8 ・ 16 ビ ッ ト のいずれかでなければな り ません。 16

ビ ッ ト 画像は PDF 1.5 を必要と し ます。

> 元の TIFF 形式を、 4GB を超えて拡張し た BigTIFF 形式。

画像を取 り 込む際、 以下の TIFF 機能は処理されます ：

> 複数の画像を含んだ TIFF フ ァ イル （188 ページ 「 複数ページ画像」 参照）。TIFF フ ァ イ

ル内の特定の画像を選ぶには page オプシ ョ ンを用います。

> アルフ ァチャ ンネルまたはマス ク （193 ページ 「8.1.4 画像透過」 参照） に、 ignoremask
オプシ ョ ンが設定されていない限 り 従います。 alphachannelname オプシ ョ ンで明示的

にアルフ ァチャ ンネルを選ぶこ と も でき ます。

> PDFlib は、Adobe Photoshopや互換プロ グ ラ ムで作成された TIFF画像内のク リ ッ ピング

パスに、 ignoreclippingpath オプシ ョ ンが設定されていない限 り 従います。

> PDFlibは、TIFF画像内の埋め込みICCプロ フ ァ イルに、honoriccprofileオプシ ョ ンがfalse
に設定されていない限 り 従います。

> JPEG画像がExifマーカーを含んでいる場合には、そのExifマーカー内の色空間情報は解

釈されます。 それが sRGB 色空間を示し ている場合には、 その sRGB ICC プロ フ ァ イル

がその画像に添付されます （ただし、 その画像が明示的に埋め込まれた ICC プロ フ ァ

イルを含んでいる場合、 または honoriccprofile オプシ ョ ンが false であ る場合、 または

その画像に iccprofileオプシ ョ ンで他のICCプロ フ ァ イルが割 り 当て られている場合は、

この限 り ではあ り ません）。

> 画像の望ま しい向き を指定し た Orientation タ グに従います。これを無視する（多 く のア

プ リ ケーシ ョ ン同様） には ignoreorientation オプシ ョ ンを用います。

BMP 画像 PDFlib は、 以下の種類の BMP 画像に対応し ています ：

> BMP バージ ョ ン 2 ・ 3。

> 色深度はコ ンポーネン ト あた り 1・4・8 ビ ッ ト 。3×8 ＝ 24 ビ ッ ト の TrueColor を含みま

す。 16 ビ ッ ト 画像は 5+5+5 プラ ス未使用 1 ビ ッ ト と し て扱われます。 32 ビ ッ ト 画像は

3×8 ビ ッ ト 画像と し て扱われます （残 り の 8 ビ ッ ト は無視されます）。

> 白黒または RGB カ ラー （イ ンデッ ク ス カ ラーも直接カ ラーも）。

> 非圧縮と 4 ビ ッ ト ・ 8 ビ ッ ト RLE 圧縮。

> ピ ク セルがボ ト ムア ッ プ順で格納されている場合 PDFlib は画像を反転させません （こ

の BMP の機能はめったに使われず、 アプ リ ケーシ ョ ンによ って異なった解釈を されま

す）。

RAW 画像 非圧縮処理された RAW 画像データは、 さ まざまな特殊な用途に有用でし ょ

う 。 なお、 この形式は、 Adobe アプ リ ケーシ ョ ン群が生成する Camera Raw フ ァ イル と は

関係あ り ません。

RAW 画像データ を与え るには、 width ・ height ・ bpc オプシ ョ ンを与え る必要があ り ま

す。 なぜな ら PDFlib は画像データから その画像の寸法を導出でき ないからです。 その色

空間は components オプシ ョ ンから導出でき ます ： 1 成分な ら グレースケール画像を暗示

し、 3 成分な ら RGB 画像を、 4 成分な ら CMYK 画像を暗示し ます。 あ るいは、 colorize オ
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プシ ョ ンを通じ て、 スポ ッ ト カ ラーか DeviceN カ ラーを画像に適用する こ と もでき ます。

こ の場合には、 その色空間と、 色成分の数は、 その色空間ハン ド ルから導出されます。

与え る画像データ長は

[width x components x bpc / 8] x height

バイ ト に等しい必要があ り ます。 こ こ で、 カ ッ コ内の小数は切 り 上げです。 画像サンプル

は、 上から下へ、 かつ左から右への順序 と見な されます （座標変換は行われていない と前

提されます）。 16 ビ ッ ト サンプルは、 上位バイ ト を 初に与え る必要があ り ます （ビ ッ

グエンデ ィ アンバイ ト 順序）。 bpc が 8 よ り 小さい場合には、 各ピ ク セル行はバイ ト 境界

で開始し、 カ ラー値はバイ ト 内で左から右へ詰め込まれる必要があ り ます。 カ ラーチャ ン

ネル群はつねに交互配置されます。 すなわち、 初のピ ク セルに対するすべてのカ ラー値

を 初に与え る必要があ り 、 その後に 2 番目のピ ク セルに対する カ ラー値群を与え、 以下

同様とする必要があ り ます。画像に合致するオプシ ョ ン値群を与え るのはユーザー側の役

割です。 そ う し ない場合には、 壊れた PDF 出力が生成される場合があ り 、 Acrobat が メ ッ

セージ 「Insufficient data for an Image」 を発するおそれがあ り ます。

カ ラー値群の極性は、 色関連オプシ ョ ン群に対する場合 と同じです （83 ページ 「4 章

色と透過」 参照）。 なお、 Adobe Photoshop は、 期待される PDF 極性を、 グレースケール

画像と RGB 画像に対し てのみ用いてお り 、RAW CMYK 画像と追加カ ラーチャ ンネルに対

し ては反転極性を用いています ： PDF と PDFlib は 0 ＝強度な し と 期待するのに対し、

Photoshop は 0 ＝ 大強度と見な し ます。 この極性を調整するには、 その画像を読み込む

際に invert オプシ ョ ンを適用し ます。

8.1.3 ク リ ッ ピ ングパス

PDFlib は、 Adobe Photoshop や互換ソ フ ト で作成された TIFF ・ JPEG 画像の中の ク リ ッ ピ

ングパスに対応し ています。 1 つの画像フ ァ イルには、 複数の名前付きパス を含む場合が

あ り ます。 PDF_load_image( ) の clippingpathname オプシ ョ ンを使えば、 名前付きパスの

う ちの 1 つを選ぶこ と ができ、 それが ク リ ッ ピングパス と し て使われます ： 画像は、 ク

リ ッ ピングパスの内部だけが可視と な り 、 それ以外の部分は不可視にな り ます。 これは背

景と前景を分離し た り 、 画像の不要部分を除去し た り するのに有用です。

あ るいは、画像フ ァ イルはデフ ォル ト ク リ ッ ピングパス を含む場合があ り ます。PDFlib

は、 画像フ ァ イル内にク リ ッ ピングパス を見つけた場合、 それを自動的にその画像に適用

し ます （図 8.1 参照）。デフ ォル ト ク リ ッ ピングパスが適用されないよ う にするには、PDF_
load_image( ) で honorclippingpath オプシ ョ ンを false に設定し ます。同じ画像のイ ン ス タ

図 8.1
ク リ ッ ピングパスを利用し て
前景と背景を分離
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ン スが複数あって、しかも その う ち一部のイ ン ス タ ン スにしかク リ ッ ピングパス を適用し

た く ない と きは、 PDF_fit_image( ) に ignoreclippingpath オプシ ョ ンを与え る こ と によ って

ク リ ッ ピングパス を無効にする こ と ができ ます。 ク リ ッ ピングパスが適用される と、 画像

の配置やはめ込みに関するすべての計算は、切 り 抜かれた画像の外接枠を も と に行われま

す。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クのimages/integrated_clipping_path ト ピ ッ クにあ り

ます。 ク ッ ク ブ ッ ク ト ピ ッ ク path_objects/import_path_from_image は、 ク リ ッ ピングパス

を視覚化する方法を示し ています。

ク リ ッ ピングパス を記述する ためのベク ト ル演算は、 PDF_fit_image( ) が呼び出される た

びに、 PDF 出力へ書き出されます。 ク リ ッ ピングパス を持った画像 1 個を、 その文書内に

複数回配置する場合には、 出力フ ァ イルサイ ズを削減するために、 その画像をテンプレー

ト 内にラ ッ プする こ と を強 く 推奨し ます。これは PDF_load_image( ) の templateoptions オ

プシ ョ ンで実現でき ます。

8.1.4 画像透過

画像透過は、 さ まざまな芸術的効果などに有用です。 た と えば、 画像の中の不要な部分を

無視し て、 関心の対象であ る人物や物だけを見せる こ と ができ ます。 PDFlib は、 画像透過

のためのい く つかの手法に対応し ています ：

> アルフ ァチャ ンネル （ソ フ ト マス ク と も呼ばれる） は、 各画像ピ ク セルに対し て透過

値を指定する ものです。 こ のアルフ ァチャ ンネルは、 取 り 込む画像フ ァ イルに含まれ

ている こ と も あ り ますし、別のグレースケール画像 と し て指定する こ と も でき ます。ピ

ク セルあた り 1 ビ ッ ト よ り 多いソ フ ト マス クは PDF/A-1・PDF/X-3 では許されていま

せん。

> ク ロ マキーマス ク処理は、 単色値またはカ ラー値範囲を透過 と 指定し ます。 こ の透過

カ ラー値 （1 つないし複数） は、 取 り 込む画像から来る こ と も あ り ますし、 chromakey
オプシ ョ ンを通じ て指定する こ と も でき ます。

> ステンシルマス ク処理は、 透過領域を指定する別のビ ッ ト マ ッ プ画像を用います。

表 8.1 に、 アルフ ァチャ ンネル ・ ク ロマキーチャ ンネル ・ ステンシルマス ク を用いて画像

をマス クする場合に利用可能な手法を ま と めま し た。 こ のマス ク の極性は、 アルフ ァ方式

と ステンシル方式と で異な り ます： アルフ ァ マス ク では黒い領域を通じ て背景が見えます

が、 ステンシルマス ク では白い領域を通じ て背景が見えます。

これ以外にも、colorize オプシ ョ ン （197 ページ 「8.1.5 画像にスポ ッ ト カ ラーか DeviceN

カ ラーで着色」 参照） ・ ブレ ン ド モード ・ gstate ソ フ ト マス ク （104 ページ 「4.9 オブジェ

ク ト の色を変更」 参照） を用いて、 画像の色のさ まざまな効果を実現でき ます。 比較のた

め、 画像にスポ ッ ト カ ラーか DeviceN カ ラーで着色する効果も表 8.1 に挙げています。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの images/image_mask ト ピ ッ クにあ り ます。

内蔵アルフ ァ チ ャ ンネルを持っ た画像 PDFlib は、 以下の画像形式か ら 内蔵アル フ ァ

チャ ンネルを読み取 り ます （ignoremask=true の場合を除き ます） ：

> TIFF 画像：1 個のアルフ ァチャ ンネルを内容と し て持っている こ と があ り 、PDFlib はそ

れを使用し ます。 あ るいは TIFF 画像は、 名前で識別される複数のアルフ ァチャ ンネル

を含むこ と も でき ます。 複数のチャ ンネルが TIFF 画像内に存在する場合には、 PDFlib

はデフ ォル ト では、 その先頭のアルフ ァチャ ンネルを使用し ます。 他のチャ ンネルを

明示的に選択する こ と も可能です。 そのためには、 alphachannelname オプシ ョ ンを用

いてその名前を与えます ：

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/path_objects/import_path_from_image/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/images/integrated_clipping_path/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/images/image_mask/
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image = p.load_image("tiff", filename, "alphachannelname={apple}");

> PNG 画像：1 個のアルフ ァチャ ンネルを内容 と し て持っている こ と があ り 、PDFlib はそ

れを使用し ます。

> JPEG 2000 画像：1 個のアルフ ァチャ ンネルを内容と し て持っている こ と があ り 、PDFlib

はそれを使用し ます。

注 Photoshop は、 完全なアルフ ァ チャ ンネルのかわり に、 TIFF 画像内に透過背景を作成する

こ と もできます。 これに使用される独自形式に PDFlib は対応し ていません。 このよ う な

表 8.1 画像透過と画像着色で使える方式

マスク／着色手法 ベース画像 補助マスク画像

マスク またはベース画像内のピ ク

セル群の効果

画像または masked オプシ ョ ンからのアルフ ァ チャ ンネル （ソ フ ト マスク）

内蔵アルフ ァ チャ ンネル

による透過画像

内蔵アルフ ァ チャ ンネルを

持つ TIFF・PNG・JPEG 2000

画像

（画像フ ァ イルから） （TIFF/PNG/JPEG 2000 画像形式

に従った透過）

画像および別のアルフ ァ

チャ ンネル画像

任意の画像。 オプシ ョ ン

masked で補助画像内のソ

フ ト マスク を参照

ビ ッ ト マ ッ プまたは

グレースケール画像

黒マスク＝背景

グレーマスク＝透け

白マスク＝ベース画像1

画像または chromakey オプシ ョ ンからのク ロマキーマスク処理

内蔵ク ロマキー値を持っ

た画像

内蔵ク ロマキーエン ト リー

を持った PNG 画像

― ク ロマキー色＝透過

画像のその他の色＝ベース画像

画像および別のク ロマ

キー値または範囲

JPEG ・ JPEG 2000 以外の

任意の画像。 オプシ ョ ン

chromakey で透過カ ラー値

（1 つないし複数） を指定

― ク ロマキー色 （1 つないし複数）

＝透過

画像のその他の色＝ベース画像

mask オプシ ョ ンを用いたステンシルマスク処理

ステンシルと し てのマス

ク画像を通し て描画

― オプシ ョ ン mask を

用いて読み込まれた

ビ ッ ト マ ッ プ画像

黒マスク＝塗り色

白マスク＝背景 1

ステンシル画像を用いて

ベース画像をマスク

任意の画像。 オプシ ョ ン

masked で補助画像内のス

テンシルマスク を参照

オプシ ョ ン mask を

用いて読み込まれた

ビ ッ ト マ ッ プ画像

黒マスク＝ベース画像

白マスク＝背景 1

一定値の不透明度を用いた、 全体的に透明な画像

画像全体に一定値の不透

明度を適用

任意の画像 ― 全ピ クセルが同一の透過度で表示

されます

colorize オプシ ョ ンを用いた画像着色

スポ ッ ト カ ラーを用いて

画像に着色

グレースケール画像 （ピ ク

セルあた り 1 ビ ッ ト 以上）。

オプシ ョ ン colorize でス

ポ ッ ト カ ラーを参照

― 黒画像＝ベタ スポ ッ ト カ ラー

グレー画像＝薄めたスポ ッ ト カ

ラー

白画像＝白

DeviceN カ ラーを用いて

画像に着色

n 色画像。 オプシ ョ ン

colorize で DeviceN カ

ラーを参照

― 画像内の 0 ＝白

中間＝薄めた DeviceN

画像内の 1 ＝ベタ DeviceN カ ラー

1. ステンシルまたはアルフ ァ画像に invert オプシ ョ ン を適用する こ とによ ってマスクの効果を反転させる こ と もできます。
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透過画像を PDFlib で使う には、 Photoshop でこれを TIFF フ ァ イル形式で保存し、 その際

に「TIFF オプシ ョ ン」ダイアログボ ッ クスで「透明部分を保持」を選択する必要があり ます。

別のグレースケール画像をアルフ ァ チ ャ ンネルと し て使用 画像フ ァ イル内の内蔵アル

フ ァチャ ンネルのかわ り に、第二の画像をアルフ ァチャ ンネルのソース と し て使 う こ と も

でき ます。 グレース ケール画像は、 すべての種類が、 アルフ ァチャ ンネル と し て使用する

のに適し ています。このマス クが埋め込み ICC プロ フ ァ イルを内容 と し て持っている場合

には、 honoriccprofile=false を用いて これを無視する必要があ り ます。 TIFF 画像に対し て

は、PDF_load_image( ) に nopassthrough オプシ ョ ンを与え る こ と によ ってマルチス ト リ ッ

プ画像を避ける こ と を推奨し ます。 BMP 画像は他の画像種別 と は向きが異なっています。

ですので BMP 画像をマス ク と し て使用でき る よ う にするには、 まず x 軸を軸 と し て鏡映

させる必要があ り ます。

アルフ ァ画像内の白いピ ク セルの部分においては、 ベース画像の対応する領域が描画

され、 黒いマス ク ピ ク セルの部分においては背景を見通せます。 マス ク がピ ク セルあた り

1 ビ ッ ト よ り も多 く を使用し ている場合には、 中間値は、 前景画像を背景に対し てブレ ン

ド させる こ と によ って、 透け効果を生みます。

マス ク を読み込んだ後、 それをベース画像に適用するには、 masked オプシ ョ ンを用い

ます ：

// アルファチャンネルとして使いたいマスク画像を読み込む

mask = p.load_image("png", maskfilename, "");
if (mask == -1)

throw new Exception("エラー：" + p.get_errmsg());

// ベース画像を読み込んでそれをマスク

image = p.load_image(type, filename, "masked=" + mask)
if (image == -1)

throw new Exception("エラー：" + p.get_errmsg());

p.fit_image(image, x, y, "");

画像アルフ ァ チ ャ ンネルを視覚化 と きには画像アルフ ァ チャ ンネルをグ レース ケール

画像 と し て見せたいこ と も あ るでし ょ う 。 これはデバッ グや、 アルフ ァチャ ンネルの再利

用に役立つでし ょ う 。 これを実現するには、 マス クへの画像ハン ド ルを メ イ ン画像から取

得し ます。 それには PDF_info_image( ) と キーワード imagemask を用います ：

image = p.load_image("auto", "image.tif", "errorpolicy");

alpha = (int) p.info_image(image, "imagemask", "");
if (alpha != -1)

p.fit_image(alpha, 0.0, 0.0, "");

こ こ でアルフ ァチャ ンネルはグレースケール画像と し て扱われます：透過領域が黒 く 見え

ます。

ク ロマキーマス ク処理 画像は、 マス ク さ れるべき単色または色範囲を指定する こ と が

でき ます。 指定された範囲の色を持つピ ク セルは描画されず、 し たがって背景が透けて見

えます。映像技術方面ではこの技法はク ロマキーまたはブルース ク リ ーンマス ク処理 と呼
ばれています。 これは chromakey 画像オプシ ョ ンで使えます。 このオプシ ョ ンは、 画像の

色空間の色要素の数を n と し た と き、 範囲 0 ～ 2 色要素あた り ビ ッ ト 数の n 個または 2×n 個

の整数を受け付けます。
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この リ ス ト の中の各ペアは、色要素範囲の、境界を含む下限と上限を内容 と し ます。す

べての色要素 （decode 値群も invert オプシ ョ ンを用いた色反転も まだ適用し ていない段

階の） がこの指定範囲群に収ま っている と こ ろのピ ク セルは透過 と し て扱われ、 すなわち

描画されずに背景が透けて見えます。

n 個のペアでな く n 個の値を与えた場合には、各要素範囲は 1 個の単色値のみが内容と

な り ます。 すなわち、 各 リ ス ト 値は色要素に対する下限と上限の両方を記述し ている こ と

にな り ます。

chromakey オプシ ョ ンのさ まざまな例を表 8.2 に挙げます。

ク ロマキーマス ク処理は、 ただ 1 つの透過カ ラー値を持っている PNG 画像に対し ては自

動的に適用されます （ignoremask=true でない限 り ） 。 複数のカ ラー値が、 対応する アル

フ ァ値と と もに存在し ている場合には、 50% 未満のアルフ ァ値を持つ 初のもののみが用

いられます。

ステンシルマス ク ス テンシルマス ク は、 白いピ ク セルが透過 と し て扱われる、 ビ ッ ト

深度 1 のビ ッ ト マ ッ プ画像です ： ページの既存内容が画像内の透過部分を通し て見えま

す。 0 ピ ク セル値を持つ領域は、 カレ ン ト 塗 り 色で描 く こ と もでき ますし、 それを用いて

別の画像の一部を見せる こ と もでき ます。

ステンシルマス ク をカレ ン ト の塗 り 色で着色するには、その画像を mask オプシ ョ ンを

用いて読み込み、そし てその画像を配置する前にカレ ン ト 塗 り 色を設定する必要があ り ま

す ： 黒いピ ク セルがカレ ン ト 塗 り 色で着色され、 白い領域は変更されません ：

mask = p.load_image("tiff", maskfilename, "mask");
if (mask == -1)

throw new Exception("エラー : " + p.get_errmsg());

p.set_graphics_option("fillcolor=red);
p.fit_image(mask, x, y, "");

も し も こ のス テンシル画像を使って他の画像を masked オプシ ョ ンでマス ク し た場合に

は、 ステンシルマス ク の黒い領域においてはそのベース画像のピ ク セルが見え、 白い領域

においては背景が見えます。

一定値の不透明度を適用する こ と によ っ て画像を全体的に透明にする 画像を配置する

際に、 全ピ ク セルに対し て一定値の不透明度を適用する と、 その画像全体を透明にする こ

と ができ ます （背景画像と し て使 う などのために）。 これを実現するには gstate オプシ ョ

ン と opacityfill サブオプシ ョ ンを用います。 例 ：

表 8.2 chromakey 画像オプシ ョ ンの使用例

ク ロマキーオプシ ョ ン 画像の色空間 効果

chromakey={255 255 255} RGB 白ピ クセルを透過と し て扱う

chromakey={0 255 128 255 0 255} RGB 50% を超えるグ リ ーンを持つすべてのピ クセルを透過

と し て扱う

chromakey={242 255 242 255 242 255} RGB 95% よ り明るいすべての色を透過と し て扱う

chromakey={242 255 242 255 242 255}
decode={0 0.95 0 0.95 0 0.95}

RGB 95% よ り明るいすべての色を透過と し て扱い、 かつ、

95% で急に切り落と されるのを防ぐために残りの色を

拡散させる
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p.fit_image(mask, x, y, "gstate={opacityfill=0.5}");

8.1.5 画像にスポ ッ ト カ ラーか DeviceN カ ラーで着色

ステンシルマス ク では、 ビ ッ ト マ ッ プ画像の不透過部分に色が適用されま し たが、 これ と

同様に、PDFlib では、画像にスポ ッ ト カ ラーか DeviceN カ ラーで着色する こ と もでき ます。

グレースケール画像にスポ ッ ト カ ラーで着色 白黒またはグ レース ケール画像にスポ ッ

ト カ ラーで着色する こ と ができ ます。 画像にスポ ッ ト カ ラーで着色するには、 その画像を

読み込む際に colorize オプシ ョ ン を与え る必要があ り ます。 こ のオプシ ョ ンは、 PDF_
makespotcolor( ) を用いて作成されたスポ ッ ト カ ラーハン ド ルを内容と し ます ：

spot = p.makespotcolor("PANTONE Reflex Blue CV");

String optlist = "colorize=" + spot;
image = p.load_image("tiff", "image.tif", optlist);

91 ページ 「4.4 Pantone ・ HKS ・ カ ス タ ム スポ ッ ト カ ラー」 で説明し ている よ う に、 スポ ッ

ト 色空間は通常、 0 ＝色な し＝白と期待し ます。 これに対し、 グレースケール色空間では

0 ＝黒です。 白を白のま まにする ために、 PDFlib は、 画像にスポ ッ ト カ ラーで着色する際

には、 画像の極性を反転させます。 すなわち、 画像の暗い領域が 大のスポ ッ ト カ ラー強

度にな り ます。 この色極性を反転させるには invert 画像オプシ ョ ンを用います。

n チ ャ ンネル画像を DeviceN カ ラーで着色 PDF_create_devicen( ) を用いて作成 さ れた

DeviceN カ ラーハン ド ルを、 colorize 画像オプシ ョ ンで与え る と、 DeviceN カ ラーを n 色画

像に適用する こ と ができ ます。 画像を DeviceN カ ラーで着色する ためには、 その画像デー

タが、 ちゃん と N 個のカ ラーチャ ンネルを内容と し て持っている必要があ り ます。

94 ページ 「4.5 DeviceN カ ラー」 で説明し ている よ う に、 DeviceN 色空間は 0 ＝色な し

＝白 と期待し ます。 これに対し、 グレースケール色空間では 0 ＝黒です。 画像を スポ ッ ト

カ ラーで着色し た場合と異な り 、 PDFlib は、 画像を DeviceN カ ラーで着色する際には、 画

像の極性を反転させません。ですので、スポ ッ ト カ ラーで着色する場合 と、N=1 の DeviceN

カ ラーで着色する場合と では、 期待される色極性が異な り ます。 この色極性を反転させる

には invert 画像オプシ ョ ンを用います。

画像に DeviceN 色空間で着色する コード断片が 95 ページ 「 CMYK プロセス カ ラーに

基づ く DeviceN 色空間」 にあ り ます。

注 DeviceN カ ラーで着色できるのは RAW 画像だけです。

ク ッ クブ ッ ク コー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クのcolor/colorize_image_with_DeviceN_color ト ピ ッ クにあ

り ます。

8.1.6 復号配列を用いて カ ラー値を変える

画像のカ ラー値は、 線形の復号関数を用いて さ らに変え る こ と も でき ます。 こ の方式は、

decode 画像オプシ ョ ンを用いて使えます。 これは、 画像の色空間の要素数を n と し た と

きに、 2×n 個の float またはパーセン ト 値を受け付けます。 ですので、 復号配列を適用す

るには、 画像の色空間に関する情報が必要です。 復号配列内の数値の各ペアは、 色要素値

の下限と上限であ る 0 と 2 色要素あた り ビ ッ ト 数がマ ッ プ される ターゲ ッ ト カ ラー値を記述し

ます ： 中間の値は線形に内挿されます。 デフ ォル ト では、 たいていの色空間の場合、 画像

の色要素値は範囲 0 ～ 1 へマ ッ プ されます。 復号配列を利用する と、 カ ラー値の範囲を縮

めた り 拡げた り 限った り する こ と によ って、 特定のカ ラー効果を適用する こ と が可能で

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/color/colorize_image_with_DeviceN_color/
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す。 こ の技法は、 画像が着色されている場合や、 マス ク と し て用いられている場合にも役

立つでし ょ う 。

復号値は、 加法混色の色空間の場合 と、 減法混色の色空間の場合 と で、 効果が異な り

ます。 た と えば、 値を大き く するほど、 RGB カ ラーでは明る く な り 、 CMYK カ ラーでは

暗 く な り ます。 たいていの色空間では （Lab ・ イ ンデッ ク ス を除き）、 典型的な値は範囲 0

～ 1 の中にあ り ます。 こ の範囲の外の値も許されますが、 ビ ューアーは結果のカ ラー値

を、 その色空間で適切な範囲へ切 り 捨て ます。 これを利用する と 特定の効果が得られま

す。 た と えば、 あ る範囲の明る さ の色を強制的に白にする などです。

別の画像へのソ フ ト マス ク と し て用いられている画像に decode オプシ ョ ンを適用する

と、 そのマス ク の効果を変え る こ と ができ ます。 た と えばそのマス ク を和らげた り する こ

と ができ ます。

以下の画像オプシ ョ ンは、ブラ ッ ク のターゲ ッ ト 値を、デフ ォル ト 範囲 0 ～ 1 から、新

しい範囲 0.2 ～ 1.2 へずら させています。 すなわち、 CMYK 画像のブラ ッ クチャ ンネルを

20% 増加させ、 画像を強めています ：

decode={0 1  0 1  0 1  0.2 1.2}

decode オプシ ョ ンのさ まざまな例を表 8.3 に挙げます。

表 8.3 decode 画像オプシ ョ ンの使用例

復号オプシ ョ ン 画像の色空間 効果

decode={1 0 1 0 1 0} RGB 画像の色を反転。 invert と同じ

decode={-0.5 1.5 -0.5 1.5 -0.5 1.5} RGB コ ン ト ラス ト を強める

decode={0.5 1.5 0.5 1.5 0.5 1.5} RGB すべての色を 50% 明る く する

decode={-0.2 0.8 -0.2 0.8 -0.2 0.8} RGB すべての色を 20% 暗 く する （100% ＝白な

ので）

decode={-0.2 0.8 -0.2 0.8 -0.2 0.8 -0.2 0.8} CMYK すべての色を 20% 明る く する （100% ＝暗

なので）

decode={0 1 0 1 0 1 0 0} CMYK ブ ラ ッ クチャ ンネルを除去。 鈍い画像に

な り ます

decode={0 1 0 1 0 1 0.2 1.2} CMYK ブ ラ ッ クチャ ンネルを 20% 大き く する。

強い画像にな り ます

decode={1 0 0 1 0 1 0 1} CMYK シアンチャ ンネルを反転させ、 他のチャ

ンネルは変更し ない。 芸術向け以外に有

用性はな さ そ う
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8.2 SVG グラ フ ィ ッ ク

8.2.1 対応 SVG 種別

PDFlib は、W3C の述語によれば「規格準拠し た高品位な静的 SVG ビ ュー

アー」 です。PDFlib は、SVG グ ラ フ ィ ッ ク を以下のよ う に受け付けます：

> PDFlibは、W3Cが発行し たSVG 1.1（Second Edition）を実装し ています。

> 以下の Unicode 形式と エン コーデ ィ ングに対応し ています ：

UTF-8 ・ UTF-16 ・ ISO 8859-1 ～ ISO 8859-15 ・ ASCII

> CSS ス タ イル付けが可能ですが、ただし対応し ていない CSS 要素も あ

り ます。

> プレーンテキス ト 形式のSVG フ ァ イルのほかに、Flate圧縮されたSVG フ ァ イル（*.svgz）
にも対応し ています。

> 色は、SVG Color 1.2 ド ラ フ ト に従った追加の色空間を用いて指定する こ と も可能です。

スポ ッ ト カ ラーの濃度値のための PDFlib 独自拡張の色空間も利用可能です （205 ペー

ジ 「8.2.6 SVG カ ラー拡張」 参照）。

制約について 209 ページ 「8.2.8 対応し ていない SVG 機能」 を参照し て く ださい。

8.2.2 SVG 処理上の考慮事項

基本的な SVG の取り扱い ベク ト ルグ ラ フ ィ ッ ク を PDFlib で埋め込むこ と は容易に実現

でき ます。 まず、 そのグ ラ フ ィ ッ ク フ ァ イルを PDFlib の メ ソ ッ ド で開 く 必要があ り ます。

この メ ソ ッ ド はそのグ ラ フ ィ ッ ク を解釈し て、 内部表現を メ モ リ ー内に格納し ます。 この

関数 PDF_load_graphics( ) は、 グ ラ フ ィ ッ ク記述子の役割を持つハン ド ルを返し ます。 こ

のハン ド ルは、 PDF_fit_graphics( ) への呼び出しで、 位置付け ・ 拡縮オプシ ョ ン と と も に

使 う こ と ができ ます ：

graphics = p.load_graphics("auto", "graphics.svg", "");
if (graphics == -1)

throw new Exception("エラー : " + p.get_errmsg());

if (p.info_graphics(graphics, "fittingpossible", optlist) == 1)
p.fit_graphics(graphics, 0.0, 0.0, "");

else

System.err.println("グラフィックを配置できません: " + p.get_errmsg());

p.close_graphics(graphics);

PDF_fit_graphics( ) の 後の引数は、 位置付け ・ 拡縮 ・ 回転のための さ ま ざまなオプシ ョ

ンをサポー ト し ているオプシ ョ ン リ ス ト です。 これら のオプシ ョ ンに関する詳細は、 221

ページ 「8.4 画像 ・ グ ラ フ ィ ッ ク ・ 取 り 込み PDF ページを配置」 で説明し ます。

ク ッ クブ ッ ク SVG の取り扱いのためのコー ドサンプルが、 PDFlib ク ッ ク ブ ッ クの starter_svg ミ ニサン

プルと graphics カテゴ リーにあり ます。

SVG 内容を イ ン ラ イ ングラ フ ィ ッ ク と するかテンプレー ト （フ ォーム XObject） と する

か PDFlib は、 取 り 込んだ SVG ベク ト ルグ ラ フ ィ ッ ク について、 2 種類の PDF 出力を生

成でき ます ：

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/graphics/
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> デフ ォル ト ではPDFlibは、取 り 込んだSVGグ ラ フ ィ ッ ク それぞれに対し てテンプレー ト

（フ ォーム XObject） を 1 つずつ生成し ます。 その中には必要なグ ラ フ ィ ッ ク操作がす

べて入っています。 こ のテンプレー ト はデフ ォル ト のオプシ ョ ン群を用いて生成され

ま すの で、 カ ス タ ム の オプ シ ョ ン 群が必要 な場合には、 PDF_load_graphics( ) の

templateoptions オプシ ョ ンを用いて与え る こ と も でき ます。 テンプレー ト は透過の動

作を明確に定義し ています。 これは、 SVG グ ラ フ ィ ッ クの透過の要素がその同じ SVG

の中の他の要素 と 相互作用する場合、 またはこ の配置し たグ ラ フ ィ ッ ク に不透明を適

用する こ と によ ってその SVG を通じ て既存のページ内容が部分的に見え る よ う にし た

い場合に重要です。 また、 グ ラ フ ィ ッ ク が複数回配置される場合には、 テンプレー ト

によ って PDF 出力は小さ く 済みます。 テンプレー ト 方式の難点と し ては、 SVG グ ラ

フ ィ ッ ク内の リ ン クは PDF の注釈へ変換されません。

テンプレー ト が生成される と はいえ、 返される SVG ハン ド ルをテンプレー ト ハン ド ル

と し て使用する こ と はでき ないので注意し て く ださい。

> PDF_load_graphics( )の inlineオプシ ョ ンを trueにする と、そのグ ラ フ ィ ッ クのデータは、

ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グ リ フ記述の内容ス ト リ ームの中にイ ン ラ イ ンで

書き込まれます。 このイ ン ラ イ ン方式が推奨される場合 と し ては、 SVG グ ラ フ ィ ッ ク

内の リ ン ク を PDF の注釈へ変換し たい場合です （PDF_fit_graphics( ) の convertlinks オ

プシ ョ ンを参照）。 しかし、 これにはい く つか難点も あ り ます。 グ ラ フ ィ ッ クの中で透

過なオブジ ェ ク ト が重な り 合っている場合には、 出力の見た目がおかし く な る こ と が

あ り ます。 また、 配置し たグ ラ フ ィ ッ クの不透過度を正し く 変更でき ません。 PDF_fit_
graphics( ) を複数回呼び出すと、 そのグ ラ フ ィ ッ ク のデータは PDF 出力へ何度も書き

込まれるので、 出力のフ ァ イルサイ ズが膨らみます。

同一のグラ フ ィ ッ ク を複数の PDF 文書内で使用 グ ラ フ ィ ッ クは、 カレ ン ト 出力文書と

は独立に読み込んだ り 閉じ た り する こ と もでき ます。PDF_load_graphics( ) が呼び出された

時点で、 そのグ ラ フ ィ ッ ク の内部表現が作成されます。 これは、 その対応する PDF_close_
graphics( ) への呼び出し まで メ モ リ ー内に保持されます。 グ ラ フ ィ ッ ク を、 文書を またい

で メ モ リ ー内に保持する こ と は、同一のグ ラ フ ィ ッ クが複数の出力文書内に配置される場

面において、 そのグ ラ フ ィ ッ ク を 1 回だけ読みこめば済むので、 パフ ォーマン ス上の利点

があ り ます。 た と えば、 アプ リ ケーシ ョ ンが、 シンボルや背景アー ト ワークや企業ステー

シ ョ ナ リ を持つグ ラ フ ィ ッ ク を 1 回読み込んで、そのグ ラ フ ィ ッ クが必要と される各文書

内で PDF_fit_graphics( ) を呼び出すこ と ができ るでし ょ う 。

SVG の処理上の問題をチ ェ ッ ク PDF_load_graphics( ) は SVG グ ラ フ ィ ッ ク を読み込みま

すが、 完全な処理と分析はその後、 フ ォーム XObject の作成と、 読み込みのス コープに応

じ て、 PDF_fit_graphics( ) ・ PDF_close_graphics( ) ・ PDF_end_document( ) の う ちのいずれか

の時点でしか行われません。 エラー状況のなかには、 完全処理が行われている間にしか検

出でき ないものも あ り ますので、 これらの関数は、 問題が発見されれば例外を発生させる

可能性があ り ます （なぜな ら これらはエラー値を一切返すこ と ができ ないので） 。 そのよ

う な例外を回避するには、 グ ラ フ ィ ッ ク を PDF_info_graphics( ) の fittingpossible キーワー

ド でチェ ッ クする こ と ができ ます。 これは、 すべての処理ステ ッ プを実行しつつも、 出力

を一切作成せず、 SVG 処理の成功 （か否か） を報告し ます。 も し このチェ ッ クが成功すれ

ば、 その画像が配置さ れる際に PDF_fit_graphics( ) は例外を発生 さ せません。 も し こ の

fittingpossible チ ェ ッ ク 中にエ ラ ーが発生すれば、 errorpolicy にかかわ ら ず、 PDF_info_
graphics( ) は 0 を返し ます。 ま と める と ：
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> この fittingpossible チェ ッ クは、後の PDF_fit_graphics( )・PDF_close_graphics( )・PDF_end_
document( ) での例外を回避し ます。PDF 出力は例外の後では使用不能にな り ますので、

これは推奨される アプローチです。

> この fittingpossibleチェ ッ ク を省 く と、SVGの読み込みは速 く な り ますが、そのSVGデー

タが引き起こす例外が後で発生するおそれがあ り ます。この設定は、PDF_fit_graphics( )
での例外が許容でき る場合に、 SVG の読み込みを速めるために使用でき ます。 た と え

ば、 アプ リ ケーシ ョ ンが 1 個の SVG グ ラ フ ィ ッ ク フ ァ イルを 1 個の PDF 文書へ変換

し、 それ以外のページ内容を追加し ない場合には、 これは許容でき る アプローチです。

この fittingpossible チェ ッ クは、 カレ ン ト でア ク テ ィ ブなグ ローバル ・ 文書 ・ ページオプ

シ ョ ン群 と、 カレ ン ト 出力イ ンテン ト を使用し ます。 ですので こ のチェ ッ クは、 PDF_fit_
graphics( ) への実際の呼び出しの直前にのみ走らせる こ と を推奨し ます。

ネ ッ ト ワーク リ ソース SVG グ ラ フ ィ ッ クは、 そのグ ラ フ ィ ッ ク フ ァ イルの中の URL を

通じ て、 外部のフ ォ ン ト や画像など リ ソース を参照する こ と ができ ます。 すなわち、 その

フ ォ ン ト や画像がローカルのマシンへダ ウ ン ロー ド されます。 ネ ッ ト ワーク動作の詳細

は、 PDF_set_option( ) の network オプシ ョ ンを用いて制御でき ます。 以下のプロ ト コルに

対応し ています：file・http・https・ftp。すべてのネ ッ ト ワーク動作を抑止するには network
オプシ ョ ンの disable サブオプシ ョ ンを使用し ます。

複数の SVG グ ラ フ ィ ッ ク が同一のネ ッ ト ワーク リ ソース を利用し ている こ と がわかっ

ている場合には、PDF_load_graphics( ) の downloadlifetime オプシ ョ ンを用いてキ ャ ッ シン

グを活用でき ます。

注 ネ ッ ト ワーク リ ソースは、 IBM システム i では対応し ていません。

8.2.3 SVG グラ フ ィ ッ クの寸法

SVG グ ラ フ ィ ッ クは、 その幅と高さ を、 その SVG グ ラ フ ィ ッ ク のターゲ ッ ト ビ ューポー

ト （ブラ ウザーウ ィ ン ド ウや、 PDF ページの一部分など） へのマ ッ ピングを定義し ている

svg エレ メ ン ト 内で指定し ます。 しばしば、 このビ ューポー ト の寸法は絶対単位で指定さ

れます。 例 ：

<svg xmlns="http://www.w3.org/2000/svg" width="640mm" height="480mm">

PDFlib は、 こ の width ・ height 属性を ポ イ ン ト へ変換 し、 そ し てそれ ら を、 PDF_info_
graphics( ) の graphicswidth・graphicsheight キーワード を通じ て得られる よ う にし ます。寸

法がピ ク セル （px） で指定されている場合には、 PDFlib は 1pt=1px を用います。 これらの

値は、 はめ込み操作のためのオブジェ ク ト 枠を計算する ためにも使われます。 svg エレ メ

ン ト は、ビ ューポー ト 内のウ ィ ン ド ウ を指定する viewBox 属性を内容 と し て持つ場合も あ

り ます。

SVG グ ラ フ ィ ッ ク内で指定されている寸法値を、 forcedwidth ・ forcedheight オプシ ョ

ンを用いてオーバーラ イ ドする こ と もでき ます。 matchbox オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン

clipping を用いる と、 グ ラ フ ィ ッ ク をオブジェ ク ト 枠の一部へ切 り 出すこ と もでき ます。

絶対寸法値のない SVG グラ フ ィ ッ ク SVG グ ラ フ ィ ッ ク のなかには、 width ・ height を

欠いているか、 あ るいは以下の例のよ う に相対値のみを内容と し ているために、 絶対寸法

情報を内容と し て持たないものも あ り ます ：

<svg xmlns="http://www.w3.org/2000/svg" width="100%" height="100%">
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これはス タ ン ド ア ロ ン用途を想定されていない SVG グ ラ フ ィ ッ ク で用い られています。

PDFlib は こ の場合に も 対応 し ま す。 それにはユーザーがオ プ シ ョ ン boxsize と

fitmethod=nofit を用いてはめ込み枠を指定し てお く 必要があ り ます。 こ のはめ込み枠は

オブジェ ク ト 枠と し て用いられます。 その SVG グ ラ フ ィ ッ クはこのはめ込み枠の辺で切

り 抜かれます。 はめ込み枠を指定されていない場合には PDFlib は、 viewBox 属性 （あれ

ば） をオブジェ ク ト 枠と し て用います。SVG グ ラ フ ィ ッ ク内で絶対寸法情報が得られない

と きは、 PDF_load_graphics( ) の fallbackwidth ・ fallbackheight オプシ ョ ンを与え る こ と が

でき ます。 こ れら のオプシ ョ ンが与え られていない と きは、 PDFlib は、 その SVG グ ラ

フ ィ ッ ク の外接枠を、 PDF_fit_graphics( ) か PDF_info_graphics( ) への 初の呼び出しの際

に算出し ます。 算出される外接枠は、 線幅 と過大なグ リ フが考慮されていないので、 小さ

すぎる場合があ り ます。 こ の場合には、 こ の算出された枠を、 bboxexpand オプシ ョ ンを

用いて拡げる こ と もでき ます。デフ ォル ト では、この算出された外接枠は、そのグ ラ フ ィ ッ

ク が座標系の中の元の場所に位置付け られる よ う 移動されます （すなわち、 この枠は必ず

し も原点を隅と し て用いるわけではあ り ません）。

8.2.4 フ ォ ン ト 選択

フ ォ ン ト 選択アルゴ リ ズム SVG における フ ォ ン ト 選択は、 以下のプロパテ ィ によ って

制御されます ：

font-family
font-style
font-weight

font-stretch
font-variant
font-size
font-size-adjust

これらのプロパテ ィ の う ち、 初の 3 つだけが、 外部フ ォ ン ト の選択に関連し ます。

適切なフ ォ ン ト を選択する ため、 PDFlib は以下のフ ォ ン ト 名を構築し ます ：

<font-family>,<font-weight>,<font-style>
<font-family>-<font-weight><font-style>
<font-family>,<font-normweight>,<font-style>
<font-family>,<font-weight>,<font-normstyle>
<font-family>,<font-normweight>,<font-normstyle>

こ こ で <font-normweight> は

Regular, Thin, Extralight, Light, Medium, Semibold, Bold, Extrabold, Black

の う ちのいずれか一つであ り 、 また <font-normstyle> は

Italic

た と えば、 以下の SVG フ ォ ン ト 指定に対し て ：

font-family="Tahoma" font-weight="Bold" font-style="Italic"

PDFlib は、Windows ホス ト フ ォ ン ト を指定する ためにも用いる こ と ができ る フ ォ ン ト ス タ

イルを指定する ためのこ のカンマ区切 り PDFlib 文法を用いて、フ ォ ン ト Tahoma,Bold,Italic
を検索し ます。



8.2  SVG グラ フ ィ ッ ク 203

PDFlib はその後、 処理が成功し てフ ォ ン ト が読み込める まで、 上に挙げたフ ォ ン ト 名

を順次読み込み試行し ます。 こ の リ ス ト 内のフ ォ ン ト 名は、 フ ォ ン ト リ ソース指定でも用

いる こ と ができ ます。 例 ：

p.set_option("FontOutline={<fontname>=<filename>}")
p.set_option("FontNameAlias={<fontname>=ArialMT}")

すべての試みが失敗し た場合には、 PDFlib は、 名前 <font-family> を持つフ ォ ン ト を読み

込み試行し て、 必要に応じ て Bold ・ Italic プロパテ ィ を擬似表現し ます。

ブラ ウザーによ っては、指定されたフ ォ ン ト フ ァ ミ リ ーが見つから ない場合には、フ ォ

ン ト 選択プロパテ ィ 群を無視する も のがあ り ます。 PDFlib はそ う い う こ と を し ませんの

で、PDFlib のフ ォ ン ト 構成機構を通じ て適切なフ ォ ン ト が得られる よ う に配慮する必要が

あ り ます （135 ページ 「6.3 フ ォ ン ト を読み込む」 参照）。

この font-family プロパテ ィ は、 複数のフ ォ ン ト フ ァ ミ リ ー名を内容 とする場合も あ り

ます。 例 ：

font-family="Georgia, 'Minion Web', 'Times New Roman', Times, 'MS PMincho', serif"

この場合、 PDFlib は、 この リ ス ト 内の特定のフ ォ ン ト が読み込めなかった と きには、 その

次のフ ォ ン ト を読み込み試行し ます。1 つの font-family リ ス ト に対し て何らかのフ ォ ン ト

が読み込めた場合には、 PDFlib は、 この リ ス ト 内の残 り の font-family 群を、 初に読み

込んだフ ォ ン ト （マス ターフ ォ ン ト ） に対する フ ォールバッ ク フ ォ ン ト （146 ページ 「6.3.6

フ ォールバッ ク フ ォ ン ト 」 参照） と し て読み込も う と試みます。 も し このマス ターフ ォ ン

ト が、も っ と前に読み込まれていたためにすでにフ ォールバッ ク フ ォ ン ト 群を持っている

と きには、 新しいフ ォールバッ ク フ ォ ン ト 群は、 既存のフ ォールバッ ク フ ォ ン ト の リ ス ト

の末尾に追加されます。

PDFlib が SVG グ ラ フ ィ ッ ク のためのフ ォ ン ト を読み込むと試みる際には、以下のオプ

シ ョ ンでデフ ォル ト で用いられます ：

embedding subsetting skipembedding={fstype latincore}

こ れ ら のオプ シ ョ ン を オーバー ラ イ ド す る には、 PDF_load_graphics( ) のオプ シ ョ ン

defaultfontoptions を用います。

フ ォ ン ト 構成 Windows システムでは、PDFlib は、 システムにイ ン ス ト ールされているす

べてのフ ォ ン ト にア ク セスでき ます （144 ページ 「6.3.5 Windows ・ macOS 上のホス ト フ ォ

ン ト 」 参照）。 た と えば、 SVG フ ォ ン ト 指定

font-family="Verdana" font-weight="bold"

は、 PDFlib フ ォ ン ト 名 Verdana,Bold と な り ます。 他のオペレーテ ィ ングシステムでは、

PDFlib は、FontOutline リ ソースが以下の方式で指定されていればフ ォ ン ト を発見し ます：

<fontnamepattern>=<filename.xxx>

こ こ で、 <fontnamepattern> は、 上述のフ ォ ン ト 名パターン群の う ちの一つであ り 、 また

xxx は、 その対応する、 そのフ ォ ン ト ア ウ ト ラ イ ンフ ァ イルのフ ォ ン ト 名拡張子です。

上述のフ ォ ン ト 名パターン群の う ちの一つないし複数に整合する フ ォ ン ト 名を持つ適

切な FontOutline リ ソースは、 PDF_set_option( ) の enumeratefonts オプシ ョ ンで自動的に

作成する こ と もでき ます。 フ ォ ン ト 構成に関し て詳し く は 141 ページ 「6.3.4 フ ォ ン ト を

検索」 を参照し て く ださい。
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総称 SVG フ ォ ン ト フ ァ ミ リ ーを PDF コ ア フ ォ ン ト へマ ッ プ PDFlib は、 以下の形の

FontNameAlias リ ソース を用いて、 総称 SVG フ ォ ン ト フ ァ ミ リ ー monospace ・ sans-serif ・

serif を、総称 SVG フ ォ ン ト フ ァ ミ リ ーが 初に出現し た時点で、自動的に Latin コ アフ ォ

ン ト へマ ッ プし ます ：

p.set_option("FontNameAlias={monospace=Courier}")
p.set_option("FontNameAlias={monospace,Bold=Courier-Bold}")

総称フ ォ ン ト 名マ ッ ピングの完全な リ ス ト は以下の とお り です （総称フ ォ ン ト フ ァ ミ リ ー

cursive と fantasy に対し てはデフ ォル ト マ ッ ピングはあ り ません） ：

monospace                Courier
monospace,Bold           Courier-Bold
monospace,Italic         Courier-Oblique
monospace,Bold,Italic    Courier-BoldOblique

sans                     Helvetica
sans,Bold                Helvetica-Bold
sans,Italic              Helvetica-Oblique
sans,Bold,Italic         Helvetica-BoldOblique

sans-serif               Helvetica
sans-serif,Bold          Helvetica-Bold
sans-serif,Italic        Helvetica-Oblique
sans-serif,Bold,Italic   Helvetica-BoldOblique

serif                    Times-Roman
serif,Bold               Times-Bold
serif,Italic             Times-Italic
serif,Bold,Italic        Times-BoldItalic

これらのマ ッ ピングは、以前にユーザーによ って他の適切な リ ソースが一切指定されてい

ない場合にのみ実行されます。

8.2.5 見つから ないフ ォ ン ト 、 見つから ないグ リ フ を扱 う

見つから ないフ ォ ン ト と デフ ォル ト フ ォ ン ト すべてのフ ォ ン ト 読み込み試行が失敗し

た場合、PDFlib は、PDF_load_graphics( ) の defaultfontfamily オプシ ョ ンで定義された font-
family 名を持つデフ ォ ル ト フ ォ ン ト を読み込 も う と 試みます。 デフ ォル ト では、 Arial
Unicode MS フ ォ ン ト がも し得られる な ら それが、 そ う でないな ら Helvetica が用いられま

す。 PDF のフ ォ ン ト 構成の中で Arial Unicode MS フ ォ ン ト が得られる よ う にし てお く か、

あ るいは、大き なグ リ フ集合を持つ別のフ ォ ン ト を defaultfontfamily で指定し てお く こ と

を強 く 推奨し ます。 た と えば、 NotoSans-Regular フ ォ ン ト を 終手段フ ォ ン ト と し て構成

するには、 以下のオプシ ョ ンを用います ：

defaultfontfamily={NotoSans-Regular}

個別のフ ォ ン ト を置換 入手で き ない、 あ るいは望ま し く ない （た と えば、 充分なグ リ

フ を含んでいない と い う 理由で。 後述） 特定のフ ォ ン ト を避けるために、 よ り 適切な別の

フ ォ ン ト へそれをマ ッ プする こ と がで き ます。 フ ォ ン ト 名エ イ リ ア ス機能 と PDF_set_
option( ) を こ の目的に使います （詳し く は 141 ページ 「フ ォ ン ト 名エイ リ アス設定」 を参

照） 。 た と えば、 中国語のテ キ ス ト が不適切に、 中国語のグ リ フ を一切含んでいない
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Trebuchet MS フ ォ ン ト で設定されている場合に、これを以下のよ う にし て Arial Unicode MS
へマ ッ プする こ と ができ ます ：

p.set_option("FontnameAlias={ {Trebuchet MS}={Arial Unicode MS} }");

フ ォ ン ト 属性は自動的に追加 さ れない こ と に留意 し て く だ さ い。 た と えば、 も し こ の

Trebuchet MS フ ォ ン ト が属性 font-weight="bold" で使われている な らば、 このフ ォ ン ト の

ボール ド 版へのエイ リ アス を作成する必要があ り ます ：

p.set_option("FontnameAlias={ {Trebuchet MS,Bold}={Arial Unicode MS} }");

見つから ないグ リ フ を視覚化 選択されたフ ォ ン ト が、 必要なグ リ フ を含んでいない場

合には、 デフ ォル ト 置換グ リ フがかわ り に用いられますので、 テキス ト は全 く 見えな く な

り ます。 見つから ないグ リ フを視覚化するには、 defaultfontoptions オプシ ョ ンを用いて、

見え る置換グ リ フを指定する こ と ができ ます。 た と えば、 PDF_load_graphics( ) に対する以

下のオプシ ョ ンは、 すべての見つから ないグ リ フに対し て疑問符を表示し ます ：

defaultfontoptions={replacementchar=?}

見つから ないグ リ フに対し て特定のフ ォールバッ ク フ ォ ン ト を指定 SVG 内で指定され

ている フ ォ ン ト が、 そのテキス ト のための適切なグ リ フを含んでいない場合には、 テキス

ト が全 く 見えな く な り ます。 よ く あ る例と し て、 中国語のテキス ト を、 中国語のグ リ フを

一切含んでいない欧文フ ォ ン ト で見せよ う と し ている例を考えてみま し ょ う 。も ちろん

善の解決策は、SVG 内でそ も そ も適切なフ ォ ン ト を用いる こ と でし ょ う 。 しかし、SVG 内

の不適切なフ ォ ン ト を扱わねばな ら ない場合には、PDFlib でフ ォールバッ ク フ ォ ン ト を指

定する こ と ができ ます。 こ のフ ォールバッ ク フ ォ ン ト は、 元のフ ォ ン ト が特定のグ リ フを

与えない と きに用いられます。

PDF_load_graphics( ) に対する以下のオプシ ョ ンは、Arial Unicode MS をフ ォールバッ ク

フ ォ ン ト と し て指定し ています ：

defaultfontoptions={fallbackfonts={{fontname={Arial Unicode MS} encoding=unicode}}}

なお、 さ きに説明し た defaultfontfamily オプシ ョ ンで指定されたフ ォ ン ト は、 フ ォ ン ト が

見つから ない と きに使用されるのに対し て、 こ の予備技法は、 フ ォ ン ト は得られるが必要

なグ リ フを全部は含んでいない場合にあてはま り ます。

グローバルな フ ォールバ ッ ク フ ォ ン ト フ ァ ミ リ ーを指定 f a l l b a c k f o n t f a m i l y ・

fallbackfontoptions オプシ ョ ンを用いる と、 フ ォールバ ッ ク フ ォ ン ト 群のフ ァ ミ リ ー と、

対応するオプシ ョ ン群を指定する こ と ができ ます。

defaultfontoptions 内の fallbackfonts オプシ ョ ンは、ただ 1 つのフ ォ ン ト をフ ォールバッ

ク フ ォ ン ト と し て使用す る よ う 選択す る のに対 し て、 fallbackfontfamily を用い る と、

フ ォールバッ ク フ ォ ン ト 群のフ ァ ミ リ ーを指定する こ と ができ ます。 すなわち、 ス タ イル

属性群がこのフ ォ ン ト フ ァ ミ リ ー名に適用されます。 ただし、 指定されたフ ォ ン ト のス タ

イル変種が実際に得られる こ と を前提と し ています。 例 ：

fallbackfontfamily={Arial}

8.2.6 SVG カ ラー拡張

ク ッ クブ ッ ク 非sRGBカ ラーのためのコー ドサンプルがPDFlibク ッ ク ブ ッ クの ト ピ ッ クcolor/svg_color_

extension にあり ます。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/color/svg_color_extension/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/color/svg_color_extension/
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SVG 1.1 はデフ ォル ト では、 テキス ト とベク ト ルグ ラ フ ィ ッ ク に対し て sRGB 色空間を使

用し ています。 ですので PDFlib は、 PDF/X と PDF/A に対し ては、 SVG グ ラ フ ィ ッ ク を

デバイ ス依存カ ラーと し て扱います。 しかし、SVG 内に埋め込まれている画像は他の色空

間を使用し ている場合も あ り ます。 た と えば、 埋め込まれているか参照されている JPEG

画像が CMYK 色空間を使用し ているかも しれず、 それは ICC プロ フ ァ イルを有し ている

かも しれないし、 有し ていないかも しれません。 RGB カ ラーに対するデフ ォル ト sRGB プ

ロ フ ァ イルは、 PDF_load_graphics( ) の iccprofilergb オプシ ョ ンを用いてオーバーラ イ ドす

る こ と もでき ます。

sRGB に加えて、PDflib は、SVG Color 1.2 ド ラ フ ト 仕様に従った文法拡張を使用し た追

加の色空間に対応し ています。 表 8.4 に、 使え る SVG 色空間を、 文法例と と もに挙げま

す。 これらの色空間に関する一般的な情報と、 PDFlib におけるそれらの扱いについては、

83 ページ 「4 章 色と透過」 を参照し て く ださい。

SVG 文法は、 すべての種類に対し て、 sRGB フ ォールバッ ク カ ラーを必須 と し ていま

す。 PDFlib は、 文法エラーの と き と、 スポ ッ ト カ ラー定義が見つから ない と き と、 ICC プ

ロ フ ァ イルが見つから ない と き、またはオプシ ョ ン forcesrgb が与え られている と きに、こ

のフ ォールバッ ク カ ラーを使用し ます。

ブレ ン ド モード を援用する と SVG画像を着色または脱色する こ と も でき ます（104ペー

ジ 「4.9.1 ブレ ン ド モード を用いて色を変え る」 参照）。

ICC ベースのカ ラー icc-based 色指定は、指定された ICC プロ フ ァ イルを適用し ます。 こ

れはローカルフ ァ イル と し て参照されていない場合には、 ICCprofile リ ソース カテゴ リ ー

に従って検索されます。 honoriccprofile=false が与え られている場合には ICC プロ フ ァ イ

ルは無視されます。SVG グ ラ フ ィ ッ ク内で指定されているプロ フ ァ イルを他のプロ フ ァ イ

ルでオーバーラ イ ドするにはオプシ ョ ン iccprofilegray/iccprofilergb/iccprofilecmyk を使用

し ます。

グレー ・ RGB ・ CMYK デバイ ス色空間 デバ イ ス 独自色空間 device-gray ・ device-rgb ・

device-cmyk は、 一般的用途においては推奨されません。 なぜな ら それら の視覚表現は、

PDF/A または PDF/A 出力イ ンテン ト ICC プロ フ ァ イルか然るべきデフ ォル ト 色空間に

よ って制御されるのでない限 り 、 特定の出力デバイ スに依存し て し ま う からです。 かわ り

に ICC ベースの色空間を用いて作業する こ と を強 く 推奨し ます。例外と し て挙げられるの

は、 CMYK コ ン ト ロールス ト リ ッ プを使って印刷機におけ る濃度値を直接制御する場合

や、 ト ンボを印刷する場合です。

device-gray/rgb/cmyk属性か参照画像によ って生成されたデバイ ス独自カ ラーについて

は、defaultimageoptions の iccprofile サブオプシ ョ ンか templateoptions の defaultgray/rgb/
cmyk サブオプシ ョ ンを通じ て、 ICC ベースのカ ラーへマ ッ プする こ と ができ ます。

スポ ッ ト カ ラー ・ DeviceN カ ラー icc-named-color 構文を使 う と、 スポ ッ ト カ ラーを指

定でき ます。 ただし、 名前付き カ ラーの ICC プロ フ ァ イルには対応し ていないので、 その

スポ ッ ト カ ラーは PDFlib が知っている ものであ る必要があ り ます。 そ う でない と、 sRGB

フ ォールバッ ク カ ラーが代替色と し て使用されます。 し たがって、 カス タ ムのスポ ッ ト カ

ラーについては、PDF_load_graphics( ) を呼び出す前に自分のコード の中で定義し てお く 必

要があ り ます （93 ページ 「カ ス タ ム スポ ッ ト カ ラー」 参照）。 例 ：

// スポットカラー「CompanyRed」をLab代替値とともに定義

p.set_graphics_option("fillcolor={spotname {CompanyRed} 1.0 {lab 60 65 65}}");
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device-nchannel 構文を使 う と、 DeviceN カ ラーを選択でき ます。 この DeviceN カ ラーは、

PDF_create_devicen( ) を用いて作成された う えで （94 ページ 「4.5 DeviceN カ ラー」 参照）、

PDF_load_graphics( ) に devicencolors オプシ ョ ンを通じ て与え られている必要があ り ます。

すなわち、 使え る DeviceN 色空間は N の値ご と に 1 個だけであ る こ と にな り ます。

シ ェ ーデ ィ ング 表 8.4 に挙げる色空間は、SVG のグ ラデーシ ョ ンの中で使用されている

こ と も あ り えます。 ただし、 PDF は、 1 つのグ ラデーシ ョ ンの中ではすべてのス ト ッ プカ

ラーが同一の色空間から採られている こ と を要請し ています。 1 つのグ ラデーシ ョ ンの中

で複数の色空間か ら のス ト ッ プカ ラーを使っている場合には、 すべての色に対し てその

sRGB フ ォールバッ ク カ ラーが用いられます。

スポ ッ ト カ ラーから作られる シェーデ ィ ングは、 スポ ッ ト カ ラーが Lab 代替値 と と も

に作成されていれば （PDFlib 内部で既知のスポ ッ ト カ ラーはすべて これに該当）、 スポ ッ

ト カ ラーを温存し ます。 CMYK など他の色空間で作成された スポ ッ ト カ ラーは温存され

ず、 PDF 出力内で sRGB シェーデ ィ ング と な り ます。

注 SVG における非 sRGB カ ラーは、 まだ完全には標準化が済んでいませんので、 その文法は

将来変わる可能性もあ り ます。

表 8.4 SVG 内の拡張色空間 （forcesrgb を用いて無効化させる こ と もできます）

色空間 SVG 構文例 注

デバイス独立色空間

sRGB #FF0000 SVG 1.1 のデフ ォル ト の色空間

ICC ベース

カ ラー

#7F7F7F icc-color(gray.icc, 0.5)
#CC6633 icc-color(rgb.icc, 0.8, 0.4, 0.2)
#2B7FAB icc-color(cmyk.icc, 0.8, 0.4, 0.2, 0.0)

グレースケール ・ RGB ・ CMYK のプロ

フ ァ イルに対し て、 それぞれ 1 個 ・ 3

個 ・ 4 個のカ ラー値を与える必要があ り

ます。

CIELab #598237 cielab(50, -25, 35)

CIELch #FF007E cielch(50, 127, 0)
#FF007E cielchab(50, 127, 0)

明度 ・ 彩度 ・ 色相 （度単位で）

CIELab へ変換されます。

周知の

スポ ッ ト

カ ラー

#FFB12D icc-named-color(nmcl.icc, 'PANTONE 123 U')
#FFCE4C icc-named-color(nmcl.icc, 'PANTONE 123 U', 0.5)
#994F5B icc-named-color(nmcl.icc, 'HKS 18 Z')

プロ フ ァ イル名は無視されます。 SVG 文

法への拡張と し て、 PDFlib では、 オプ

シ ョ ナルな濃度値を使えます。 濃度値が

ない場合は 1.0 と見な されます。

カス タム

スポ ッ ト

カ ラー

#FFE560 icc-named-color(nmcl.icc, 'CompanyColor')
#FFF36D icc-named-color(nmcl.icc, 'CompanyColor', 0.5)

そのスポッ ト カ ラーがそれまでにすでに

定義されていない限り、 sRGB フ ォール

バッ ク カ ラーが代替色と し て使用されま

す。 プロ フ ァ イル名は無視されます。 濃

度値がない場合は 1.0 と見な されます。

n 色 #FFE560 device-nchannel(0, 0.7, 0.2)
#FFF36D device-nchannel(1 0 0 0 0.5 0.2 0)

DeviceN 色空間ハン ドルを

devicencolors オプシ ョ ンで与える必要

があ り ます。 n に対する DeviceN 色空間

ハン ドルが与えられていない場合には、

sRGB フ ォールバッ ク カ ラーが使用され

ます。

デバイス依存色空間

DeviceGray #7F7F7F device-gray(0.5) PDF/A と PDF/X のデバイス色空間に対

する要件に従う必要があ り ます。
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8.2.7 ベク ト ルグラ フ ィ ッ ク ・ テキス ト 以外の SVG 内容

SVG 内に埋め込まれた画像 PDFlib は、SVG 内の image エレ メ ン ト を処理し て、187 ペー

ジ 「8.1 ラ ス ター画像」 で解説し たすべての画像形式と、 ネス ト された SVG グ ラ フ ィ ッ ク

を受け付けます。 画像データは、 SVG フ ァ イル内に埋め込まれていて も、 外部フ ァ イル内

に存在し ていて も、 ネ ッ ト ワーク ご しに リ モー ト の場所から取得し て もかまいません。

SVG グ ラ フ ィ ッ ク内の画像は、 自動的に処理されます。 ただし、 場合によ っては、 特

定の画像処理オプ シ ョ ン 群 を 与え る ほ う が よ い場合 も あ り ま す。 こ れは PDF_load_
graphics( ) の defaultimageoptions オプシ ョ ンで実現でき ます。 た と えば、 以下のオプシ ョ

ンを用いる と、 低解像度画像の見栄えを向上させる アンチエイ リ アス を適用でき ます （こ

れは、 画像にアンチエイ リ アス を適用する多 く のブラ ウザーの SVG 表示 と整合し ます） ：

defaultimageoptions={interpolate}

画像が入手でき ない場合 （参照された外部画像フ ァ イルが見つから ないなどの原因で） 、

かつ、 オプシ ョ ン fallbackimage={ } （すなわち空のオプシ ョ ン リ ス ト ） が与え られている

場合には、 PDFlib は透明な灰色の市松模様を作成し ます。 オプシ ョ ン fallbackimage の各

種サブオプシ ョ ンを用いる と、 このパターンをカ ス タマイ ズ し た り 、 カス タ ムの画像かテ

ンプレー ト をフ ォールバッ ク視覚効果と し て与えた り する こ と ができ ます。見つから ない

画像が自動的に置換される こ と を避けたい場合には以下のオプシ ョ ンを用います ：

errorconditions={references={image}}

SVG のリ ン ク inline オプシ ョ ンを用いて取 り 込まれた SVG グ ラ フ ィ ッ ク内の リ ン クは、

生成される PDF 出力内のイ ン タ ラ ク テ ィ ブな リ ン ク注釈へ変換されます。 ただし、 リ ン

ク の作成を無効化する条件がい く つかあ り ます （PDFlib API リ フ ァ レン ス参照）。 PDF 注

釈の contents オプシ ョ ンに、 SVG リ ン ク の xlink:title 属性がも し あればそれが、 なければ

ターゲ ッ ト URI が記入されます。 タ グ付き PDF モード では、 生成された リ ン クに対し て、

Link エレ メ ン ト 1 個と、 関連する OBJR エレ メ ン ト 1 個が作成されます。 ただし、 カレ ン

ト でア ク テ ィ ブなア イ テムが直接ページ装飾か擬似エレ メ ン ト であ る場合を除き ます。

SVG リ ン ク の PDF リ ン クへの変換は、 PDF_fit_graphics( ) の convertlinks オプシ ョ ンで

無効にする こ と もでき ます。

SVG 内の メ タ デー タ SVG グ ラ フ ィ ッ クは、 XMP メ タデータ を含んでいる こ と も あ り ま

す。 デフ ォル ト では PDFlib は、 出力フ ァ イルサイ ズを削減するために、 SVG グ ラ フ ィ ッ

ク内の XMP メ タデータ を無視し ます。 SVG から テンプレー ト が作成される場合には （こ

れがデフ ォル ト の動作）、PDF_load_graphics( ) の以下のオプシ ョ ンで、 その XMP メ タデー

タ を、 生成される フ ォーム XObject に添付する こ と も でき ます ：

templateoptions={metadata={keepxmp=true}}

DeviceRGB #0000FF device-rgb(0, 0, 255) PDF/A と PDF/X のデバイス色空間に対

する要件に従う必要があ り ます。

DeviceCMYK #00AEEF device-cmyk(1, 0, 0, 0) PDF/A と PDF/X のデバイス色空間に対

する要件に従う必要があ り ます。

表 8.4 SVG 内の拡張色空間 （forcesrgb を用いて無効化させる こ と もできます）

色空間 SVG 構文例 注
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SVG グ ラ フ ィ ッ クの metadata ・ desc ・ title エレ メ ン ト の内容は、 PDF_info_graphics( ) で、

以下のパターンに従って取得でき ます ：

idx = (int) p.info_graphics(svg, "description", "");
if (idx != -1)

description = p.get_string(idx, "");

8.2.8 対応し ていない SVG 機能

対応し ていない機能の扱い デフ ォル ト では、対応し ていない SVG 機能は無視されます。

結果 と し て、 出力は作成されますが、 そのグ ラ フ ィ ッ ク のい く つかの側面は失われている

か、 あ るいは誤った状態と な り ます。 この動作は、 PDF_load_graphics( ) の errorconditions
オプシ ョ ンで変更でき ます。 そのサブオプシ ョ ン群は、 無視されるのでな く エラーを発生

さ せる条件を指定 し ます。 た と えば、 以下のオプシ ョ ン リ ス ト を用い る と、 PDF_load_
graphics( ) は、 SVG グ ラ フ ィ ッ ク がアニ メ ーシ ョ ンエレ メ ン ト またはス ク リ プテ ィ ングエ

レ メ ン ト を含む場合には失敗し ます。 例 ：

errorconditions = {elements={animate script}}

対応し ていない SVG エレ メ ン ト 以下の SVG エレ メ ン ト は、 対応されておらず、 無視さ

れます ：

> アニ メ ーシ ョ ン と ス ク リ プテ ィ ングのためのエレ メ ン ト 群 ：

animate, animateColor, animateMotion, animateTransform, script, mpath, set

> フ ィ ルターのためのエレ メ ン ト 群 ：

feBlend, feColorMatrix, feComponentTransfer, feComposite, feConvolveMatrix,

feDiffuseLighting, feDisplacementMap, feDistantLight, feFlood, feFuncA, feFuncB,

feFuncG, feFuncR, feGaussianBlur, feImage, feMerge, feMergeNode, feMorphology,

feOffset, fePointLight, feSpecularLighting, feSpotLight, feTile, feTurbulence, filter

> その他のエレ メ ン ト 群 ：

cursor, foreignObject, vkern

制約のある SVG エレ メ ン ト ・ 属性 ・ プロパテ ィ 以下の属性 と プ ロ パテ ィ には制約が

あ り ます ：

> い く つかの CSS デ ィ レ ク テ ィ ブに対応し ていません。

> フ ォ ン ト 選択プロパテ ィ font-variantには、キーワード small-capsでのみ、かつOpenType

機能 smcp を含むフ ォ ン ト に対し てのみ対応し ています。

> テキス ト 体裁プロパテ ィ text-decoration の複数の値の組み合わせには対応し ていませ

ん。 PDFlib は文字飾 り 要素を、 別個の塗 り ・ 描線色を持つ領域 と し て描 く のではな く 、

文字飾 り 要素を直線 と し て描き ます。 こ の直線は、 塗 り 色があればそれで、 なければ

描線色で描かれます。

> textPath エレ メ ン ト に対する rotate 属性には対応し ていません。

> プロパテ ィ unicode-bidi には、双方向テキス ト レ イ アウ ト のために必要なテーブルを含

む TrueType/OpenType フ ォ ン ト についてのみ従います。 PDFlib は、 PDF_fit_textline( )
のオプシ ョ ン リ ス ト 内で、 オプシ ョ ン shaping と script=_auto を設定し ます。

> プロパテ ィ glyph-orientation-vertical はSVG 1.1に従って対応し ていますが、ただし角度

180˚ ・ 270˚ には対応し ていません。



210 第 8 章 :  画像 ・ SVG グラ フ ィ ッ ク ・ PDF ページを取り込む

> view エレ メ ン ト に対する属性 preserveAspectRatio は無視されます。

> フ ォーム XObject （テンプレー ト ） が生成されている場合、 すなわちはみ出し た内容が

切 り 落 と されている場合には、 svg エレ メ ン ト のプロパテ ィ overflow は値 visible に対

応し ません。 これは inline オプシ ョ ンを用いて回避する こ と もでき ます。

対応し ていない SVG プロパテ ィ 以下の SVG プロパテ ィ は、 対応されておらず、 無視さ

れます ：

alignment-baseline, color-interpolation, color-interpolation-filters,
color-rendering, cursor, dominant-baseline, enable-background, filter, flood-color,
flood-opacity, glyph-orientation-horizontal, 
image-rendering, lighting-color, pointer-events, shape-rendering, text-rendering

対応し ている SVG エレ メ ン ト の対応し ていない属性 対応し ている SVG エレ メ ン ト の、

以下の属性は、 対応されておらず、 無視されます ：

baseProfile (svg)
contentScriptType (svg)
contentStyleType (svg)

externalResourcesRequired (すべてのエレメント)
method (textPath)

on* (すべてのエレメント)
spacing (textPath)

縦書きテキストに対するtextLength・lengthAdjust (text・textpath・tref・tspan)
version (svg)
zoomAndPan (svg)
xlink:role (すべてのエレメント)

xlink:show (すべてのエレメント)
xlink:type (すべてのエレメント)
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8.3 PDF ページを PDI で取り込む
注 この節で解説するすべての関数は、PDFlib+PDI か、または PDFlib Personalization Server PPS

（これは PDI を含んでいます） を必要と し ます。PDF 取り込みラ イブ ラ リー （PDI） は PDFlib
基本製品には含まれていません。PDI は PDFlib のすべてのバイナリー版に含まれています

が、 それを利用するには PDFlib+PDI か PPS のためのラ イセンスキーが必要です。

8.3.1 PDI の機能と用途

PDI （PDF 取 り 込みラ イブラ リ ー） が得られる場合には、 既存 PDF 文書内のページを取 り

込むこ と ができ ます。 PDI は、 既存 PDF 文書内のページを PDFlib で利用でき る よ う にし

ます。 概念的に、 取 り 込まれた PDF ページは、 取 り 込まれた ラ ス ター画像 と同様に扱わ

れます ： PDF 文書を開き、 取 り 込むページを選び、 それを出力ページ上に配置し ます。 取

り 込んだページに PDFlib の変形関数を適用し て並行移動 ・ 拡縮 ・ 回転 ・ 斜形化させる こ

と もでき ます。 取 り 込んだページは新しい内容と組み合わせる こ と ができ ます。 そのため

には、 取 り 込んだ PDF ページを出力ページ上に配置し た後に PDFlib のテキス ト ・ グ ラ

フ ィ ッ ク関数を使えばよいのです （取 り 込んだページは新しい内容の背景 と なる と捉え ら

れます）。 PDFlib と PDI を活用すれば以下のよ う な課題が簡単に実現でき ます ：

> 複数の PDF 文書内の複数のページを重ね合わせ （た と えば、 既存文書に便箋を追加し

て印刷済み用紙のよ う にする）。

> 既存文書内に PDF 広告を配置。

> PDF のページの表示領域を切 り 抜いて、 見せた く ない要素 （ ト ンボなど） を取 り 除 く 。

または、 ページの拡縮。

> 複数ページを 1 枚の紙に印刷。

> 複数のPDF/XかPDF/Aの文書を処理し て、新しいPDF/XかPDF/Aのフ ァ イルを作成す

る。

> フ ァ イルの PDF/X か PDF/A の出力イ ンテン ト を コ ピー。

> 既存 PDF のページにテキス ト （ヘッ ダー ・ フ ッ ター ・ ス タ ンプ ・ ページ番号など） や

画像 （企業ロ ゴなど） を追加。

> 入力文書内の全ページを出力文書にコ ピーし て、 各ページにバーコード を配置。

> pCOS イ ン ターフ ェ イ ス を使って、PDF 文書の任意のプロパテ ィ を ク エ リ ー （詳し く は

pCOS パス リ フ ァ レ ン ス を参照）。

PDF の背景ページを配置し てそ こに動的なデータ を入れ込みたい場合には（た と えば メ ー

ルのマージや、 Web 上のパーソナラ イ ズ された PDF 文書や、 フ ォーム記入など）、 PDI を

PDFlib ブロ ッ ク と あわせて利用される こ と をおすすめし ます （375 ページ 「13 章 PPS と

PDFlib Block Plugin」 参照）。

8.3.2 PDFlib+PDI を使用

ク ッ クブ ッ ク PDF取り込みの諸側面に関する コー ドサンプルがPDFlib ク ッ ク ブ ッ クのpdf_import カテゴ

リーにあ り ます。

一般的に考慮する こ と PDF 文書からはページ内容だけでな く 以下のア イ テム も取 り 込

めます ：

> 注釈 （213 ページ 「注釈を取 り 込む」 を参照）

> フ ォームフ ィ ール ド （214 ページ 「フ ォームフ ィ ール ド を取 り 込む」 を参照）

> ア ク シ ョ ン （214 ページ 「ア ク シ ョ ン と JavaScript を取 り 込む」 を参照）

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdf_import/
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> 構造エレ メ ン ト タ グ （詳し く は 215 ページ 「タ グ付き PDF 文書の構造情報を取 り 込む」

を参照）

> レ イヤー定義 （215 ページ 「レ イヤーを持つページを取 り 込む」 を参照）

> （PPSのみ）PDFlib ブロ ッ ク を、PDF_process_pdi( ) と オプシ ョ ン action=copyallblocks また

は copyblock で取 り 込めます （418 ページ 「13.9.2 PDFlib ブロ ッ ク を取 り 込む」 参照）。

取 り 込んだページ内の個々の リ ソース を他の PDFlib 関数で再利用する こ と はでき ません。

た と えば、取 り 込んだ文書内のフ ォ ン ト を他の何らかの内容のために再利用する こ と は不

可能です。 必要なフ ォ ン ト はすべて PDFlib 内で構成する必要があ り ます。 取 り 込んだ複

数の文書が同じ フ ォ ン ト の埋め込みフ ォ ン ト データ をそれぞれ持っていた と し て も、フ ォ

ン ト データの重複を PDI はデフ ォル ト では解消させませんが、 これは optimize 文書オプ

シ ョ ンを用いて実現する こ と もでき ます。 他方、 取 り 込んだ PDF 内で欠けている フ ォ ン

ト があれば、 生成される PDF 出力フ ァ イル内でも そのフ ォ ン ト は欠けたま まです。 適

な方法と し ては、 取 り 込む文書はなるべ く 開いたま まにし ておいたほ う が、 同じ フ ォ ン ト

が何度も出力文書内に埋め込まれずにすみます。

取 り 込んだ PDF のページを出力ページ上に配置する ために PDFlib+PDIはテンプレー ト

機能 （フ ォーム XObject） を利用し ます。

PDF ページを取り込むためのコー ド 断片 既存 PDF 文書内のページの取 り 込みは非常に

単純な コー ド 構造で実現可能です。 以下のコー ド ス ニペ ッ ト は、 既存文書のページを開

き、 そのページ内容を出力 PDF 文書内にコ ピーし ます （出力 PDF 文書はあ らかじめ開い

ている必要があ り ます） ：

int doc, page, pagecount, pageno = 1;
String filename = "input.pdf";

if (p.begin_document(outfilename, "") == -1) {...}
...

doc = p.open_pdi_document(infilename, "");
if (doc == -1)

throw new Exception("エラー：" + p.get_errmsg());

/* 入力文書内のページ数。全ページを取り込むのに有用 */
pagecount = (int) p.pcos_get_number(doc, "length:pages");

page = p.open_pdi_page(doc, pageno, "");
if (page == -1)

throw new Exception("エラー：" + p.get_errmsg());

/* ダミーのページ寸法。この後adjustpageオプションによって変更される */
p.begin_page_ext(20, 20, "");
p.fit_pdi_page(page, 0, 0, "adjustpage");
p.close_pdi_page(page);

...ページに内容を追加するPDFlib関数群...
p.end_page_ext("");
p.close_pdi_document(doc);

PDF_fit_pdi_page( ) の 後の引数は、 取 り 込むページの位置付け ・ 拡縮 ・ 回転を指示する

さ まざまなオプシ ョ ンを持ち う るオプシ ョ ン リ ス ト です。このオプシ ョ ンについては詳し

く は 221 ページ「8.4 画像・グ ラ フ ィ ッ ク ・取 り 込み PDF ページを配置」で解説し ています。
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8.3.3 文書 ・ ページ関連のチ ェ ッ ク

文書関連のチ ェ ッ ク PDFlib+PDI は、 すべての種類の PDF 文書を、 PDF バージ ョ ン番号

や、 そのフ ァ イル内で使用されている機能にかかわらず、 処理し ます。 PDFlib+PDI は、 あ

る種の破損し た文書でも開 く こ と ができ る よ う 、 破損 PDF のための修復モード を実装し

ています。 ただし、 まれに、 PDF 文書が、 あ るいは文書の特定のページが、 PDI によ って

拒絶される こ と も あ り ます。

PDF文書またはページが う ま く 取 り 込めない と きは、PDF_open_pdi_document( ) と PDF_
open_pdi_page( ) はエラーコード を返し ます。 失敗に関し て も っ と詳し く 知る必要があ る

場合には、 その理由を PDF_get_errmsg( ) で ク エ リ ーす る こ と がで き ます。 あ る いは、

errorpolicy オプシ ョ ンを exception に設定する こ と によ って、文書を開 く こ と ができ なかっ

た と きには例外が発生する よ う にする こ と もでき ます。

ページ関連のチ ェ ッ ク PDF_open_pdi_page( ) 内で以下のチェ ッ クが行われます ：

> 生成されつつあ る PDF出力文書よ り も高いPDFバージ ョ ン番号を用いている PDF文書

の中のページは、 取 り 込めません。 なぜな ら、 よ り 高いバージ ョ ン番号を持つ PDF が

取 り 込めた とする と、要求されたPDFバージ ョ ンに出力が準拠し ているかど う かPDFlib

はもはや確信が持てないこ と になるからです。解決策：出力 PDF のバージ ョ ンを、PDF_
begin_document( ) 内の compatibility オプシ ョ ンを用いて、必要なレベルに設定し ます。

PDF 1.7ext 3 と PDF 1.7ext8 の文書は、 PDI に関する限 り 、 PDF 1.7 と互換です。

PDF/A モード では、入力 PDF バージ ョ ン番号は意味を持ちません。なぜな ら PDF バー

ジ ョ ンヘッ ダーは PDF/A では無視される必要があ るからです。

文書が、よ り 古い PDF バージ ョ ンに準拠し ている こ と がわかっているにもかかわらず、

よ り 高いPDFバージ ョ ンヘッ ダーを使用し ている場合には、PDF_open_pdi_document( )
の ignorepdfversion オプシ ョ ンを用いる こ と ができ ます。

> PDF/A ・ PDF/X ・ PDF/VT ・ PDF/UA の文書が、 その対応する、 カレ ン ト 出力文書の

PDF/A ・ PDF/X ・ PDF/VT ・ PDF/UA ステータ ス と非互換の場合には、 拒否されます。

詳し く は以下の項を参照し て く ださい ：

> 354 ページ 「12.2.7 PDF/A 文書を PDI で取 り 込み」。

> 365 ページ 「12.3.6 PDF/X 文書を PDI で取 り 込む」。

> 374 ページ 「12.4.7 PDF/X ・ PDF/VT 文書を PDI で取 り 込む」。

> 340 ページ 「11.4.4 PDF/UA 文書のページを PDI で取 り 込む」。

> 文書が、矛盾し た PDF/A または PDF/X 出力イ ンテン ト を含んでいる場合には、ページ

は一切取 り 込まれません。

8.3.4 注釈 ・ フ ォームフ ィ ール ド ・ ア ク シ ョ ン を取り込む

注釈を取り込む デフ ォル ト では PDI は、 取 り 込まれるページに存在し ているページ内

容 とすべての注釈を取 り 込みます。 PDF_fit_pdi_page( ) の useannots オプシ ョ ンを与え る

と、 リ ン ク注釈など選択し た種類の注釈だけを取 り 込めます。 注釈に紐付いている ア ク

シ ョ ン も取 り 込まれます。 文書内の リ ン ク の移動先は、 ページの新しい配置に合わせた も

のにな り ます。 た と えば、 取 り 込んだページの順序を変えて も文書内の リ ン クはなお動作

し ます。 リ ン ク の移動先は、 そのターゲ ッ ト ページが拡縮か回転されている場合などには

再計算されます。 しかし、 生成する出力文書の内容と構造によ っては、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ

要素を再現でき ないこ と も あ り ます。 た と えば、 取 り 込んだページに次ページへの リ ン ク

があった と し て、 なのにそのターゲ ッ ト ページを取 り 込まなかった ら、 その リ ン クはど こ

を指せばよいでし ょ う か？ 一般に PDFlib は、 でき るだけ多 く のイ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素が
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新たな文書でも機能する よ う に試みますが、あ ら ゆる場合にそれを保証でき る ものではな

いわけです。

注釈の取 り 込みはページス コープでのみ動作し （た と えば PDF ページがテンプレー ト

に配置される際には動作し ない）、 以下の制約が課されます ：

> リ ン ク のターゲ ッ ト が得られない場合 （た と えばターゲ ッ ト ページが取 り 込まれてい

ないせいで） には、 何のア ク シ ョ ン も ない リ ン ク が生成されます。

> 名前付き移動先は解決されますが、 名前は温存されません。 ですので、 リ ン クはター

ゲ ッ ト ページへ飛びますが、 移動先のシンボ リ ッ ク名は失われます。

> PrinterMark ・ Watermark 注釈の取 り 込みには対応し ていません。

> 注釈辞書内の、 動画起動キー Start ・ Duration ・ Rate ・ Synchronous などい く つかのプロ

パテ ィ は取 り 込まれません。

> PDF 2.0 の構造移動先の取 り 込みには対応し ていません。

注釈種別 Caret ・ FreeText ・ Line ・ Stamp のいずれかを内容と し て持っているページを取 り

込む場合には、 その注釈が体裁ス ト リ ームを持っていないな らば、 Noto フ ォ ン ト 群への

ア ク セス を構成する必要があ り ます。 フ ォ ン ト は 2 つ と も PDFlib デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ

ンに含まれています （19 ページ 「1.3 構成の必要事項」 を参照）。

フ ォームフ ィ ール ド を取り込む デフ ォ ル ト では PDI はページ内容のみを取 り 込み、

フ ォームフ ィ ール ド を無視し ます。PDF_fit_pdi_page( ) の usefields オプシ ョ ンを与え る と、

すべてのフ ィ ール ド を取 り 込んだ り 、テキス ト フ ィ ール ド など選択し た種類のみを取 り 込

んだ り する こ と ができ ます。 フ ォームフ ィ ール ド は、 ただ 1 つの PDF 入力文書からのみ

取 り 込むこ と ができ、 複数の文書か らは取 り 込めません。 取 り 込んだページを フ ォーム

フ ィ ール ド と と もに配置でき るのは 1 回だけです。 また、 フ ォームフ ィ ール ド の作成は、

ただ 1 つの PDF 文書から取 り 込むか、 それ と も PDF_create_field( ) を用いるか、 そのどち

らかのみで行えます。 両方の方式を組み合わせる こ と はでき ません。 しかし、 取 り 込んだ

フ ォームフ ィ ール ド に PDF_create_field( ) で流し込みを行 う こ と は可能です。

フ ォームフ ィ ール ド の取 り 込みはページス コープでのみ動作し （た と えば PDF ページ

がテンプレー ト に配置される際には動作し ない）、 以下の制約が課されます ：

> フ ォーム フ ィ ール ド の長方形の位置 と 寸法は、 ページ上の配置に合わせて拡縮など し

た ものにな り ます。

> 署名フ ィ ール ド の暗号署名データは消去されますので、 こ の場合には、 視覚表現も再

生成されます。 不可視の署名は無視されます。

ア ク シ ョ ン と JavaScript を取り込む PDF 文書は、 さ まざまな ト リ ガーイベン ト によ っ

て起動される ア ク シ ョ ンを内容と し て持っている こ と があ り ます。ア ク シ ョ ンの取 り 込み

についてま と める と以下の とお り です ：

> 注釈 と フ ォーム フ ィ ール ド に位置し ている ア ク シ ョ ンは、 自動的にその注釈かフ ォー

ムフ ィ ール ド と一緒に取 り 込まれます。

> 以下の種類のア ク シ ョ ンの取 り 込みには対応し ていません ：

GoToE ・ GoToDp ・ Thread ・ Sound ・ Trans。
> 文書ア ク シ ョ ンは、PDF_open_pdi_document( ) の useactions オプシ ョ ンを用いる と取 り

込めます。

> ページア ク シ ョ ンは、PDF_fit_pdi_page( ) の useactions オプシ ョ ンを用いる と取 り 込め

ます。

> 注釈 ・ フ ォームフ ィ ール ド ・ ページ ・ 文書のための JavaScript ア ク シ ョ ンは、 文書レベ

ルに格納されている JavaScript ルーチンに依存し ている こ と があ り ます。これらのス ク



8.3  PDF ページを PDI で取り込む 215

リ プ ト は、 PDF_open_pdi_document( ) の usejavascript オプシ ョ ンを用いて取 り 込めま

す。 文書レベルの JavaScript に依存し ている フ ィ ール ド を取 り 込む場合にはこ のオプ

シ ョ ンを true に設定する こ と を推奨し ます。 文書レベルの JavaScript は、 PDF_create_
action( ) の script ・ scriptname オプシ ョ ンを用いて作成する こ と も可能です。

8.3.5 取り込んだ PDF 文書のさ ら なる特徴

取り込んだ PDF ページの寸法 取 り 込んだ PDF ページは取 り 込んだラ ス ター画像 と同様

に扱われ、 PDF_fit_pdi_page( ) を用いて出力ページ上に配置する こ と ができ ます。 デフ ォ

ル ト では、 Acrobat での表示 と ま った く 同じ形で PDI はページを取 り 込みます。 と り わけ

次のよ う な動作を し ます ：

> ク ロ ッ ピングは保持されます （技術的にいえば ： CropBox が存在する場合には、 PDI は

MediaBox よ り も CropBox を優先採用し ます。 70 ページ 「3.2.2 ページ寸法」 参照）。

> ページに適用されている回転は保持されます。

cloneboxes オプシ ョ ンは PDFlib+PDI に対し て、 取 り 込みページのすべてのページ枠を生

成出力ページへコ ピーする よ う 指示し、 その結果、 すべてのページ寸法情報が転写されま

す。

あ る いは、 pdiusebox オプシ ョ ン を用いて明示的に、 ページの MediaBox ・ CropBox ・

TrimBox ・ ArtBox エン ト リ ーの う ちのいずれかを （も し あれば） 用いて取 り 込みページの

寸法を決める よ う PDI に指示する こ と もでき ます。

そ し て、 PDF_open_pdi_page( ) の transform オプシ ョ ンを用いて、 取 り 込みページに対

し て、 拡大 ・ 縮小や回転など、 任意の変換を適用する こ と もでき ます。

色の扱い PDFlib+PDI は、取 り 込んだ PDF 文書の色を一切変更し ません。た と えば、PDF

が ICC カ ラープロ フ ァ イルを含んでいる場合、 これは出力文書内に保持されます。ページ

が透過グループエン ト リ ーを含んでいる場合、 それは、 生成される フ ォーム XObject へ複

製されます。 ただし、 PDF_open_pdi_page( ) の transparencygroup オプシ ョ ンが別の扱い

を要請し ている場合を除き ます。 デフ ォル ト では、 取 り 込んだページに然るべき透過グ

ループがなければ生成されます。 その際には、 PDF/A ・ PDF/X ・ PDF/VT のあてはま る要

請がすべて考慮されます。

タ グ付き PDF 文書の構造情報を取り込む デフ ォル ト では、 タ グは、 入力文書 と 出力文

書の両方がタ グ付け されていれば取 り 込まれます。 ただし、 タ グ取 り 込みは、 PDF_open_
pdi_document( ) と PDF_open_pdi_page( ) の usetags オプシ ョ ンで無効にする こ と もでき ま

す。詳し く は330ページ「11.3 タ グ付き PDFページを PDIで取 り 込む」を参照し て く ださい。

レ イヤーを持つページを取 り込む PDFlib はつねに、 ページ上のすべてのレ イヤー （技

術的には 「オプシ ョ ナル内容」 と いいます） の内容を取 り 込みます。 レ イ ヤーの可視ス

テー ト を含むレ イヤー定義も、 そのレ イヤーが、 取 り 込んだページ群の う ちのいずれかで

使用されていれば、取 り 込まれます。 ただし、 レ イヤー定義の取 り 込みは、PDF_open_pdi_
document( ) の uselayers オプシ ョ ンで無効にする こ と も でき ます。 uselayers=false で作業

をする ためには、 生成される文書はレ イヤーを一切含んでいてはいけません。 すなわち、

レ イヤーを持った PDF 文書はすべて uselayers= false を用いて開 く 必要があ り 、かつ、PDF_
define_layer( ) を呼び出し てはいけません。

取 り 込んだレ イ ヤー群の整頓を さ らに制御するには、 取 り 込んだレ イ ヤー群に付加さ

れ る レ イ ヤー リ ス ト の中に階層構造的な タ イ ト ル レ イ ヤーを作成す る PDF_open_pdi_
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document( ) の parenttitle を用いる こ と もでき ます（た と えばフ ァ イル名を与え る ために）。

parentlayer オプシ ョ ンは、同様に動作し ますが、ただしユーザー定義レ イヤーのハン ド ル

を と り ます。

地理参照付き PDF を取り込む 地理参照付き PDF を PDI で取 り 込む際には、地理空間情

報は、 それが以下のいずれかの方式で作成されていれば保持されます （画像ベースの地理

空間参照） ：

> PDFlib で PDF_load_image( ) の georeference オプシ ョ ンで

> Acrobat で地理空間情報を持つ画像を取 り 込んで。

地理空間情報はページを取 り 込んだ後、それが以下のいずれかの方式で作成されていた場

合には失われます （ページベースの地理空間参照） ：

> PDFlib で PDF_begin/end_page_ext( ) の viewports オプシ ョ ンで

> Acrobat で手作業で PDF ページを地理登録し て。

複数の取り込み文書をまたぐ 適化 PDFlib 自体は、 高度に 適化し た PDF 出力を作成

し ますが、 取 り 込んだ PDF にはも しかする と冗長なデータ構造があって、 場合によ って

は 適化の余地があ るかも しれません。 さ らに、 取 り 込む PDF がも し複数であれば、 そ

の複数のフ ァ イルが等価な リ ソース （フ ァ イルなど） を含む場合には、 出力する フ ァ イル

のサイ ズはふ く れあがる可能性があ り ます。 このよ う な場面では、PDF_begin_document( )
の optimize オプシ ョ ンを使 う こ と ができ ます。 これは取 り 込んだフ ァ イル内の冗長なオ

ブジェ ク ト を検知し て、生成する出力の体裁や品質をそ こ な う こ と な く そ う し たオブジェ

ク ト を削除し ます。

暗号化された PDF 文書と 「シ ュ ラ ッ グ」 機能 暗号化文書内 （すなわち、 権限設定また

はパス ワード を持ったフ ァ イル） のページを取 り 込むためには、 その対応するマス ターパ

ス ワード を与え る必要があ り ます。暗号化された PDF 文書でパス ワード がないものは、デ

フ ォル ト では拒絶されます。 ただし これは、 PDF_open_pdi_document( ) の infomode オプ

シ ョ ンを true に設定する こ と によ り 、 pCOS で情報を ク エ リ ーする ために （ページを取 り

込むためではな く ） 開 く こ と はでき ます。 （こ の infomode 規則に対する例外 ： Distiller の

設定 「オブジ ェ ク ト レベルの圧縮 ： 高」 を用いて作成された文書は、 情報モード でも開

く こ と ができ ません）。

「シュ ラ ッ グ」 機能を利用する と、 保護された文書の中のページを、 その文書の作成者

の権利を尊重する責任をユーザーが受け入れる こ と を前提と し て、マス ターパス ワード な

し で取 り 込むこ と ができ ます。 「シ ュ ラ ッ グ」 機能を利用する こ と によ り 、 ユーザーは、

彼または彼女がいかなる文書作成者の権利を も侵害し ていないこ と を宣明し ます。 PDFlib

GmbH の契約条件は、 ユーザーが文書作成者の権利を尊重する こ と を求めています。

以下のすべての条件が真であ る と きに、 「シュ ラ ッ グ」 機能は有効にな り ます ：

> PDF_open_pdi_document( ) に shrug オプシ ョ ンが与え られている。

> その文書はマス ターパス ワード を必要 と し ているが、それがPDF_open_pdi_document( )
に与え られていない。

> その文書がユーザー （開 く ） パス ワード を必要と し ている場合には、それが PDF_open_
pdi_document( ) に与え られている必要があ り ます。

「シュ ラ ッ グ」 機能には以下の効果があ り ます ：

> マス ターパス ワード が与え られていな く て もページを取 り 込むこ と ができ る。

> pCOS 擬似オブジェ ク ト shrug が true/1 に設定される。
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> pCOS が完全モード で動作する （限定モード ではな く ）。すなわち、pcosmodename 擬似

オブジェ ク ト が値 full に設定される。

8.3.6 文書関連のプロパテ ィ を転写

PDF 文書は多様なプロパテ ィ を持ってお り 、ページ内容以外にも多 く の機能を含んでいる

こ と があ り ます。 PDFlib+PDI を用いて PDF 文書を取 り 込む際には、 取 り 込んだ文書のど

の特徴を、 生成する出力文書において再現するかを、 詳細に制御でき ます。 あ る特徴を転

写する よ う シンプルなオプシ ョ ンで PDFlib+PDI に命令でき る場合も あ り ますし、 そ う で

ない場合には、 pCOS イ ン ターフ ェース を使って入力文書から何らかのデータ を取得し た

のちにこのデータ を、 対応する PDFlib の API メ ソ ッ ド と オプシ ョ ンに与え る こ と ができ

ます。

表 8.5 取り込んだ PDF 文書の文書関連の特徴を転写

PDF のアイテム pCOS パス PDFlib を用いて転写または作成

以下のプロパテ ィ は、 オプシ ョ ンを用いて転写できます ：

文書の出力イ ンテン ト /Root/OutputIntents PDF_process_pdi( ) ：

オプシ ョ ン action=copyoutputintent

文書レベルのア クシ ョ ン destpage ・ /Root/OpenAction ・

/Root/AA
PDF_open_pdi_document( ) ：

useactions オプシ ョ ン

JavaScript 名称ツ リー names/JavaScript PDF_open_pdi_document( ) ：

usejavascript オプシ ョ ン

名前付き移動先 names/Dests 注釈かフ ィ ールドのア クシ ョ ンによ って使用さ

れている名前付き移動先は解決されますが、 そ

の名前は取り込まれません。

PDF_add_nameddest( )

ベース URI /Root/URI ベース URL は、 取り込まれた リ ン クアク シ ョ ン

に自動的に適用されます。

PDF_begin/end_document( ) ： uri オプシ ョ ン

以下のプロパテ ィ は、 pCOS を用いてオブジ ェ ク ト を取得し てそれを PDFlib に与える こ とによ って転写できま

す ：

文書の添付 names/EmbeddedFiles PDF_begin/end_document( ) ：

attachments オプシ ョ ン

タグ付き PDF のステータ

ス

tagged PDF_begin_document( ) ： tagged オプシ ョ ン

文書が開かれた際のページ

レ イアウ ト

/Root/PageLayout PDF_begin/end_document( ) ：

pagelayout オプシ ョ ン

文書を開 く モー ド /Root/PageMode PDF_begin/end_document( ) ：

openmode オプシ ョ ン

ビ ューアの環境設定 /Root/ViewerPreferences PDF_begin/end_document( ) ：

viewerpreferences オプシ ョ ン

文書の言語 /Root/Lang PDF_end_document( ) ：

lang オプシ ョ ンか lang タグ付けオプシ ョ ン
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暗号化 encrypt/algorithm
encrypt/master
encrypt/user
encrypt/attachment
encrypt/plainmetadata
encrypt/noaccessible など

PDF_begin_document( ) ：

attachmentpassword ・ masterpassword ・

permissions ・ userpassword オプシ ョ ン

文書レベル XMP /Root/Metadata PDF_begin/end_document( ) ：

metadata オプシ ョ ン

文書情報フ ィ ールド /Info PDF_set_info( )

線形化 linearized PDF_begin_document( ) ： linearize オプシ ョ ン

PDF/A ・ PDF/UA ・ PDF/

X ・ PDF/VT 規格のステー

タ ス

pdfa ・ pdfua ・ pdfx ・ pdfvt PDF_begin_document( ) ：

pdfa ・ pdfua ・ pdfx ・ pdfvt オプシ ョ ン

PDF のバージ ョ ン pdfversionstring PDF_begin_document( ) ：

compatibility オプシ ョ ン

文書レベルの連携フ ァ イル /Root/AF PDF_end_document( ) ：

associatedfiles オプシ ョ ン

構造ヒ エ ラルキー上の連携

フ ァ イル

/Root/StructTreeRoot/AF PDF_end_document( ) ：

structureassociatedfiles オプシ ョ ン

以下のプロパテ ィ は簡単に転写できません ：

しお り bookmarks[...] PDF_create_bookmark( )

DPart と文書部分メ タデー

タ （DPM）

/Root/DPartRoot PDF_begin/end_dpart( ) ： dpm オプシ ョ ン

ポー ト フ ォ リ オ /Root/Collection PDF_begin/end_document( ) ：

portfolio オプシ ョ ン、

PDF_add_portfolio_file( )、

PDF_add_portfolio_folder( )

電子署名と タ イムス タ ンプ signaturefields[...] 署名を転写し ても無効になるので意味があ り ま

せん。 新たな署名と タ イムス タ ンプは、 PDFlib 

PLOP DS を用いて作成できます。

Reader で編集ツールを有

効化するための使用権限

usagerights 使用権限は、 会社独自の電子署名があるので、

Adobe ツールを用いてのみ生成できます。

タグ付き PDF に対する ク

ラスマ ッ プ

/Root/StructTreeRoot/ClassMap 非対応

アーテ ィ クルのスレ ッ ド と

ビー ド

articles 非対応

文書レベルの PieceInfo /Root/PieceInfo 非対応

表 8.5 取り込んだ PDF 文書の文書関連の特徴を転写

PDF のアイテム pCOS パス PDFlib を用いて転写または作成
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8.3.7 ページ関連のプロパテ ィ を転写

表 8.6 取り込んだ PDF 文書のページ関連の特徴を転写

PDF のアイテム pCOS パス PDFlib を用いて転写または作成

以下のプロパテ ィ は、 オプシ ョ ンを用いて転写できます ：

ページ内容 pages[...] PDF_fit_pdi_page( )

ページ寸法 pages[...]/MediaBox と
pages[...]/CropBox

PDF_fit_pdi_page( ) ： adjustpage オプシ ョ ン

ページの幾何情報 （枠と回

転）

pages[...]/MediaBox など

pages[...]/Rotate
PDF_open_pdi_page( ) ・ PDF_fit_pdi_page( ) ：

cloneboxes オプシ ョ ン

注釈 pages[...]/annots PDF_fit_pdi_page( ) ： useannots オプシ ョ ン

フ ォームフ ィ ールド pages[...]/fields PDF_fit_pdi_page( ) ： usefields オプシ ョ ン

ページを開 く ア クシ ョ ン、

閉じ るア クシ ョ ン

pages[...]/AA/O と

pages[...]/AA/C
PDF_fit_pdi_page( ) ： useactions オプシ ョ ン

PDFlib Personalization 

Server （PPS） のためのブ

ロ ッ ク

pages[...]/blocks PDF_process_pdi( ) ： オプシ ョ ン

action=copyblock ・ action=copyallblocks

レ イヤー /Root/OCProperties/OCGs PDF_open_pdi_document( ) ：

uselayers オプシ ョ ン

ページ内容に対数る構造エ

レ メ ン ト タグ

PDF_info_pdi_page( ) ： キーワー ド
topleveltag

PDF_open_pdi_document( ) ・ PDF_open_pdi_page( ) ：

usetags オプシ ョ ン

ページの出力イ ンテン ト pages[...]/OutputIntents PDF_process_pdi( ) ：

オプシ ョ ン action=copypageoutputintent

以下のプロパテ ィ は、 pCOS を用いてオブジ ェ ク ト を取得し てそれを PDFlib に与える こ とによ って転写できま

す ：

ページレベル XMP pages[...]/Metadata PDF_begin/end_page_ext( ) ： metadata オプシ ョ ン

注釈と フ ィ ー無フ ィ ールド

のタ ブ順序

pages[...]/Tabs PDF_begin/end_page_ext( ) ： taborder オプシ ョ ン

ユーザー単位 pages[...]/UserUnit PDF_begin/end_page_ext( ) ： userunit オプシ ョ ン

ビ ューポー ト pages[...]/VP PDF_begin/end_page_ext( ) ：

viewports オプシ ョ ン

ページ遷移 pages[...]/Trans PDF_begin/end_page_ext( ) ：

duration ・ transition オプシ ョ ン

ページレベルの連携フ ァ イ

ル

pages[...]/AF PDF_begin/end_page_ext( ) ：

associatedfiles オプシ ョ ン

画像レベルの連携フ ァ イル pages[...]/images[...]/AF PDF_load_image( ) ： associatedfiles オプシ ョ ン

フ ォーム XObject レベルの

連携フ ァ イル

pages[...]/templates[...]/AF PDF_load_graphics( ) ・ PDF_open_pdi_page( ) ・

PDF_begin_template_ext( ) ：

associatedfiles オプシ ョ ン

注釈 XObject レベルの連携

フ ァ イル

pages[...]/annots[...]/AF PDF_create_annotation( ) ：

associatedfiles オプシ ョ ン

ページラベル pages[...]/label PDF_begin_page_ext( ) ： label オプシ ョ ン
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以下のプロパテ ィ は転写できません ：

ページレベルの PieceInfo pages[...]/PieceInfo 非対応

プレゼンテーシ ョ ンステ ッ

プ

pages[...]/PresSteps 非対応

表 8.6 取り込んだ PDF 文書のページ関連の特徴を転写

PDF のアイテム pCOS パス PDFlib を用いて転写または作成
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8.4 画像 ・ グラ フ ィ ッ ク ・ 取り込み PDF ページを配
置
ラ ス ター画像と テンプレー ト を配置する ための関数 PDF_fit_image( ) と、 グ ラ フ ィ ッ ク を

配置する ための関数 PDF_fit_graphics( ) と、 取 り 込み PDF ページを配置するための関数

PDF_fit_pdi_page( ) は、 ページ上への配置を制御するためのさ まざまなオプシ ョ ンを提供

し ています。 こ の節では、 い く つかの代表的な応用作業を見てみる こ と によ って、 も っ と

も重要ない く つかのオプシ ョ ンの動作を示し ます。すべてのオプシ ョ ンの完全な一覧 と説

明については、 PDFlib API リ フ ァ レンスを参照し て く ださい。

こ の節に載せる作成例はすべて、 ラ ス ター画像で も テンプレー ト で も グ ラ フ ィ ッ ク で

も取 り 込み PDF ページでも、 同じ く 動作し ます。 コード の作成例はラ ス ター画像のため

のものしか載せませんが、 オブジェ ク ト 一般の配置方法をそ こ では語っているのです。 あ

らゆる fit 関数はすべて、それを呼び出す前にはかな らず、PDF_load_image( ) か PDF_load_
graphics( ) か PDF_open_pdi_document( ) と PDF_open_pdi_page( ) への呼び出し を行 う 必要

があ り ます。 簡潔のため、 これらの呼び出しはこ こ では繰 り 返し ません。

ク ッ クブ ッ ク 画像 ・ グラ フ ィ ッ ク ・ 取り込み PDF ページに関する コー ドサンプルが PDFlib ク ッ ク ブ ッ

クの images ・ graphics ・ pdf_import カテゴ リーにあり ます。

8.4.1 単純にオブジ ェ ク ト を配置

画像を参照点に位置付け デフ ォル ト では、 オブジ ェ ク ト はその元の寸法で、 左下隅を

参照点に配置されます。この例では、画像の下端中央を参照点(0, 0)に配置し てみま し ょ う ：

p.fit_image(image, 0, 0, "position={center bottom}");

同様に、 position オプシ ョ ンをキーワード left ・ right ・ center ・ top ・ bottom から別の組み

合わせで使 う こ と によ って、 オブジェ ク ト それぞれ左端 ・ 右端 ・ 中央 ・ 上端 ・ 下端を参照

点に配置する こ と ができ ます。

画像を拡縮し て配置 コー ド を以下のよ う に変え る と、 画像を配置する際にその大き さ

も変更でき ます ：

p.fit_image(image, 0, 0, "scale=0.5");

このコード 断片は、 オブジェ ク ト の左下隅をユーザー座標系の点 (0, 0) に配置し ます。 と

同時に、 オブジェ ク ト は x ・ y 方向に拡縮倍率 0.5 で拡縮されるので、 元の 50 パーセン ト

の大き さにな り ます。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの images/starter_image ト ピ ッ クにあり ます。

8.4.2 オブジ ェ ク ト を点上か線上か枠内に配置

オブジェ ク ト を位置付ける ために、あ らかじめ定義し た幅 と高さの枠をあわせて使 う こ と

もでき ます。 以下の図内の灰色の枠と線は、 枠の大き さ を視覚化するために描き足し てあ

るだけで、 実際の出力にはあ り ません。

オブジェ ク ト を枠内に配置する こ と は、fitmethod=nofit の場合には意味があ り ません。

なぜな ら この場合、 そのオブジェ ク ト は位置付け られるだけであ り 、 拡縮は行われないか

らです。 boxsize オプシ ョ ンを用いて、 オブジェ ク ト 配置のための横線か縦線、 あ るいは

実際の枠を指定する こ と ができ ます ：

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/images/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdf_import/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/images/starter_image/
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boxsize={100 0} 横線

boxsize={0 100} 縦線

boxsize={100 200} 枠

以下のさ まざまな例では、 オブジェ ク ト を枠内に、 さ まざまなはめ込み方式ではめ込んで

いき ま し ょ う 。

枠内へ自動はめ込み fitmethod=auto を用いる と、 PDFlib は画像を、 枠内にはめ込める

よ う に、 ただ し それをつぶさずに拡縮し ます ： も し それがその枠内にはめ込めた場合に

は、 拡縮は一切行われません。 そ う でない場合には、 幅 と高さの縦横比を保ちながら、 寸

法が縮小されます。

図 8.2a・図 8.2b・図 8.2c では、はめ込み枠の寸法が 初 boxsize={70 45}、次に boxsize={70
30}、 さ らに boxsize={30 30} と減少し てい く につれて、 PDFlib が画像寸法を縮小し てい く

さ ま を演示し ています。

図 8.2 さ まざまなはめ込み方式に従って画像を枠内にはめ込む

生成される出力 PDF_fit_image に与えるオプシ ョ ン リ ス ト

a)
boxsize={70 45} position=center fitmethod=auto

（拡縮は必要でない）

b)
boxsize={70 30} position=center fitmethod=auto

（枠の高さが小さくなったのに合わせて縮小される）

c)
boxsize={30 30} position=center fitmethod=auto

（枠の高さと幅が小さくなったのに合わせて縮小される）

d) boxsize={70 45} position=center fitmethod=meet

e) boxsize={35 45} position=center fitmethod=meet

f) boxsize={70 45} position=center fitmethod=entire

g) boxsize={30 30} position=center fitmethod=clip

h) boxsize={30 30} position={right top} fitmethod=clip
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画像を枠の中央へはめ込み あ ら か じ め定義 し た長方形の中央に画像を置 き たい と き

は、 自分で計算 を す る 必要は全 く な く 、 適切 な オ プ シ ョ ン を 使 え ば実現で き ま す。

position=center を使って、 幅 70 ・ 高さ 45 単位の枠 （boxsize={70 45}） の中央に画像を配

置し ま し ょ う 。 fitmethod=meet を使 う と、 画像は縦横比を保ちつつ、 その上下が枠に収

ま り き る まで拡大縮小されます （図 8.2d 参照）。

枠の幅を 70 から 35 単位に縮める と、 画像はその左右が枠に収ま り き る まで縮小され

ます （図 8.2e 参照）。

fitmethod=meet では、 画像がつぶされないこ と が保証される と と もに、 枠内に、 でき

るだけ大き く 配置されます。

画像を枠全体へはめ込み 画像を も っ と 枠に合わせて、 枠全体を画像が埋める よ う にす

る こ と もでき ます。 これは fitmethod=entire で実現でき ます。 しかし、 この組み合わせは

画像をつぶすおそれがあ るので、 有用な場合はまれでし ょ う （図 8.2f 参照）。

画像を枠へはめ込む際に切 り抜き 別のはめ込み方式 （fitmethod=clip） を使 う と、 オブ

ジェ ク ト がはめ込んだ枠からはみ出し た と きに、そのオブジェ ク ト を切 り 抜 く こ と ができ

ます。 枠の大き さ を縦横と も 30 単位に縮めて、 画像をその枠の中央に元の大き さのま ま

位置付けてみま し ょ う （図 8.2g 参照）。

画像を枠の中央に位置付け る こ と によ って、 画像はすべての端が均等に切 り 落 と され

ます。 同様に、 画像の右上部分をすべて見せたいな らば、 position={right top} で位置付け

ればよいでし ょ う （図 8.2h 参照）。

8.4.3 オブジ ェ ク ト の向き を変える

画像の向き を変えて配置 今度の例 と し ては、 画像の向き を西向きに変えてみま し ょ う

（orientate=west）。 これはすなわち、 画像が 90° 反時計回 り に回転され、 その回転後のオ

ブジェ ク ト の左下隅が参照点 (0, 0) へ並行移動される こ と を意味し ます。 画像はその場で

回転し ます （図 8.5a 参照）。 はめ込み方式を指定し ていないので、 画像は元の大き さのま

ま出力されて、 枠からはみ出し ます。

画像の向き を変えて縦横比を保ちつつ枠ち ょ う どへはめ込み 今度は、 画像を西に向け

た う えで、 あ らかじめ定義し た大き さ にする こ と に挑戦し てみま し ょ う 。 求める大き さの

枠を定義し て、 画像の縦横比を変えずにその枠にはめ込みます （fitmethod=meet）。 向き

は orientate=west と指定し ます。 デフ ォル ト では、 画像は枠の左下隅に配置されます （図

8.5b 参照）。 東に向けた画像を図 8.5c に、 南向き を図 8.5d に示し ます。

orientate オプシ ョ ンは、 図 8.4 に示すとお り 、 向きのキーワード と し て north ・ east ・

west ・ south に対応し ています。

なお、 orientate オプシ ョ ンは、 座標系全体には一切影響せずに、 配置するオブジェ ク

ト にだけ影響を及ぼし ます。

図 8.5 画像の向きを変える

生成される出力 PDF_fit_image に与えるオプシ ョ ン リ ス ト

a) boxsize={70 45} orientate=west1
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向き を変えた画像を枠へはめ込んで切り抜き 画像を東に向けて （orientate=east）、枠の

下端中央に位置付けま し ょ う （position={center bottom}） 。 さ らに、 画像を元の大き さ の

ま ま配置し、 も し画像が枠からはみ出し た ら切 り 落と し ます （fitmethod=clip） （図 8.5e 参

照）。

8.4.4 オブジ ェ ク ト を回転

rotate オプシ ョ ンは、 参照点を中心に座標系を回転させる こ と によ って、 オブジェ ク ト を

回転させます。 結果と し て、 はめ込み枠も回転されます。 図 8.3 に、 rotate オプシ ョ ンの

一般的な動作を図示し ます。

画像を回転させて配置 まずはじめに、 画像を 90° 反時計回 り に回転させる こ と に挑戦

し てみま し ょ う 。 オブジェ ク ト を配置する前に、 座標系は参照点で 90° 反時計回 り に回

転されます。 回転後のオブジェ ク ト の右下隅 （回転前のオブジェ ク ト の左下隅だった所）

が、 終的に参照点の位置にな り ます。 こ の場合を示し たのが図 8.6a です。

b) boxsize={70 45} orientate=west fitmethod=meet

c) boxsize={70 45} orientate=east fitmethod=meet

d) boxsize={70 45} orientate=south fitmethod=meet

e)
boxsize={70 45} position={center bottom} orientate=east 
fitmethod=clip

1. デフ ォル ト fitmethod=nofit ですので、 この boxsize オプシ ョ ンは実際には必要あ り ません。

生成される出力 PDF_fit_image に与えるオプシ ョ ン リ ス ト

図 8.3
rotate オプシ ョ ン

図 8.4
orientate オプシ ョ ン
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回転は座標系全体に影響するので、 枠の回転されます。 同様に、 画像を 30° 反時計回

り に回転する こ と ができ ます （図 8.6b 参照）。

画像を回転し てはめ込み 今度は、 画像を 90° 反時計回 り に回転させて、 縦横比を保ち

つつ枠にはめ込むこ と に挑戦し てみま し ょ う 。 これは fitmethod=meet を使えば実現でき

ます （図 8.6c 参照）。 同様に、 画像を 30° 反時計回 り に回転させて、 その画像を縦横比

を保ちつつ枠にはめ込むこ と ができ ます （図 8.6d 参照）。

図 8.6 画像を回転

8.4.5 ページ寸法の調整

ページ寸法を画像に合わせる 今度の例 と し ては、 ページの大き さ をオブジ ェ ク ト の大

き さに自動的に合わせま し ょ う 。 これはた と えば、 さ まざまな画像を PDF 形式でアーカ

イブし ておき たい と き などに有用です。 参照点 (x, y) を使えば、 ページをオブジェ ク ト の

寸法 と ち ょ う ど同じにするか、 それ と も多少大きめや小さ めにするかを、 指定する こ と が

でき ます。 ページ寸法を大きめにする と （図 8.7 参照）、 画像のまわ り にふちが残 り ます。

ページ寸法を画像よ り 小さ く する と、 画像の一部は切 り 落と されます。 まずは、 ページ寸

法をオブジェ ク ト の大き さ と ち ょ う ど同じにし ま し ょ う ：

p.fit_image(image, 0, 0, "adjustpage");

次のコード 断片は、 ページ寸法を x ・ y 方向に 40 単位ずつ増やし ていますので、 オブジェ

ク ト のまわ り に白ふちが作成されます ：

生成される出力 PDF_fit_image に与えるオプシ ョ ン リ ス ト

a) boxsize={70 45} rotate=901

1. デフ ォル ト fitmethod=nofit ですので、 この boxsize オプシ ョ ンは実際には必要あ り ません。

b) boxsize={70 45} rotate=301

c) boxsize={70 45} rotate=90 fitmethod=meet

d) boxsize={70 45} rotate=30 fitmethod=meet

(x, y)

(x, y)

(x, y)

(x, y)
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p.fit_image(image, 40, 40, "adjustpage");

次のコード断片は、 ページ寸法を x ・ y 方向に 40 単位ずつ減ら し ています。 オブジェ ク ト

はページの端で切 り 落と されますので、 オブジェ ク ト の一部 （幅 40 単位の） は見えな く

な り ます ：

p.fit_image(image, -40, -40, "adjustpage");

x ・ y 座標を手段 と し て配置する方法 （ページの端、 または一般には座標軸から の、 オブ

ジェ ク ト までの間隔を指定する方法） のほかに、 はめ込み枠を指定する方法も あ り ます。

これは、 さ まざまな組版規則に従ってオブジェ ク ト が配置される長方形の領域です。 こ の

組版規則は、 boxsize ・ fitmethod ・ position オプシ ョ ンで制御する こ と ができ ます。

取り込み PDF ページのページ枠群を転写 取 り 込み PDF ページ のすべて のページ枠

（MediaBox ・ CropBox な ど） を、 カ レ ン ト 出力ページへ コ ピ ーす る こ と が で き ま す。

cloneboxesオプシ ョ ンを、すべての関連する枠の値を読み取るためにPDF_open_pdi_page( )
に与え る必要があ り 、 そし てその枠の値をカレ ン ト ページに適用する ために PDF_fit_pdi_
page( ) にも与える必要があ り ます ：

/* ページを開き、ページ枠エントリー群を転写 */
inpage = p.open_pdi_page(indoc, 1, "cloneboxes");
...

/* 出力ページをダミーページ寸法で開く */
p.begin_page_ext(10, 10, "");
...
/*

* 取り込みページを出力ページ上に配置し、入力ページ内にある

* すべてのページ枠を転写。これは、begin_page_ext()で用いた

* ダミー寸法をオーバーライドします。

*/
p.fit_pdi_page(inpage, 0, 0, "cloneboxes");

こ の技法を活用する と、 生成 PDF のページ寸法や裁ち落と し などが必ず入力文書のペー

ジ と 同じ にな る よ う にする こ と ができ ます。 これは特にプ リ プレ ス分野において重要で

す。

8.4.6 配置された画像と PDF ページに関する情報を ク エ リ ー

配置された画像と テンプ レー ト に関する情報 PDF_info_image( ) メ ソ ッ ド を用いて、 画

像 ・ テンプレー ト 情報を ク エ リ ーする こ と ができ ます。 この メ ソ ッ ド で使え る キーワード

は、 一般的な画像情報 （例 ： 幅 ・ 高 さ を ピ ク セル単位で） のみな らず、 その画像の出力

ページ上への配置に関する情報も網羅し ています （例 ： はめ込み計算実行後の幅 ・ 高さ を

絶対値で）。

図 8.7
ページ寸法の調
整。 左から、 ち ょ
う ど ・ 大きめ ・ 小
さめ
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以下のコー ド 断片は、 ピ ク セル寸法 と、 あ る特定のはめ込みオプシ ョ ンによ り 画像を

配置し た後の絶対寸法の両方を取得し ます ：

String optlist = "boxsize={300 400} fitmethod=meet orientate=west";
p.fit_image(image, 0.0, 0.0, optlist);

imagewidth  = (int) p.info_image(image, "imagewidth", optlist);
imageheight = (int) p.info_image(image, "imageheight", optlist);
System.err.println("画像寸法（ピクセル単位）: " + imagewidth + " x " + imageheight);

width  = p.info_image(image, "width", optlist);
height = p.info_image(image, "height", optlist);

System.err.println("画像寸法（ポイント単位）: " + width + " x " + height);

配置された PDF ページに関する情報 PDF_info_pdi_page( ) メ ソ ッ ド を用いて、配置 PDF

ページに関する情報を ク エ リ ーする こ と ができ ます。 こ の メ ソ ッ ド で使え る キーワー ド

は、 元のページに関する情報 （例 ： その幅 ・ 高さ） のみな らず、 その取 り 込み PDF の出

力ページ上への配置に関する情報も網羅し ています（例：はめ込み計算実行後の幅・高さ）。

以下のコー ド 断片は、 取 り 込みページの元の寸法 と、 あ る特定のはめ込みオプシ ョ ン

によ り そのページを配置し た後の寸法の両方を取得し ます ：

String optlist = "boxsize={400 500} fitmethod=meet";
p.fit_pdi_page(page, 0, 0, optlist);

pagewidth  = p.info_pdi_page(page, "pagewidth", optlist);
pageheight = p.info_pdi_page(page, "pageheight", optlist);

System.err.println("元のページ寸法: " + pagewidth + " x " + pageheight);

width  = p.info_pdi_page(page, "width", optlist);
height = p.info_pdi_page(page, "height", optlist);
System.err.println("配置ページ寸法: " + width + " x " + height);
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9 テキス ト と表の組版

9.1 テキス ト 行を配置 ・ はめ込む
一行のテキス ト をページ上に配置する ための メ ソ ッ ド PDF_fit_textline( )にはさ まざまな組

版オプシ ョ ンがあ り ます。この節ではも っ と も重要なオプシ ョ ンをい く つかよ く 使われる

応用例を用いて解説し ます。 こ う し たオプシ ョ ンの完全な説明は PDFlib API リ フ ァ レンス

にあ り ます。 PDF_fit_textline( ) のオプシ ョ ンの多 く は PDF_fit_image( ) のオプシ ョ ン と同

じ です。 ですので こ こ ではテキ ス ト 関連の利用例のみを示し ます。 画像の組版について

は、 221 ページ 「8.4 画像 ・ グ ラ フ ィ ッ ク ・ 取 り 込み PDF ページを配置」 にあ る作成例を

参照する よ う 推奨し ます。

以下の利用例では PDF_fit_textline( ) への呼び出しのみを示し ます。 必要なフ ォ ン ト は

すでに読み込まれて希望の文字サイ ズに設定されている もの と し ます。

PDF_fit_textline( ) は、仮想的なテキス ト 枠を用いてテキス ト の位置付けを決定し ます：

こ のテキ ス ト 枠の幅はテキ ス ト の幅 と 同じであ り 、 枠の高さは フ ォ ン ト の大文字の高さ

と同じです。 このテキス ト 枠を変更するには matchbox オプシ ョ ンを用います。

以下の作成例では、 参照点の座標は PDF_fit_textline( ) の x ・ y 引数 と し て与え られま

す。 テキス ト 行に対するはめ込み枠は、 テキス ト が配置される領域です。 それは PDF_fit_
textline( ) の x ・ y 引数と適切なオプシ ョ ン （boxsize ・ fitmethod ・ position ・ rotate） で指

定される長方形領域と し て定義されます。はめこみ枠は、margin オプシ ョ ンを用いて、左

/ 右または上 / 下へ縮める こ と もでき ます。

ク ッ クブ ッ ク テキス ト 出力の諸側面に関する コー ドサンプルが PDFlib ク ッ ク ブ ッ クの text_output カテ

ゴ リーにあ り ます。

9.1.1 単純なテキス ト 行配置

テキス ト を参照点に位置付け デフ ォル ト では、 テキ ス ト は左下隅を参照点に合わせて

配置されます。 しかし こ の例では、 テキス ト の下端中央を参照点に合わせて配置し たいの

です。以下のコード 断片は、テキス ト 枠の下端中央を参照点(30, 20)に合わせて配置し ます。

p.fit_textline(text, 30, 20, "position={center bottom}");

図 9.1 に、 中央揃えのテキス ト 配置の様子を図示し ます。 同様に、 キーワード left ・ right ・

center ・ top ・ bottom の組み合わせを変えた position オプシ ョ ンを使って、 参照点にテキ

ス ト を配置する こ と ができ ます。

x

Kraxiy Kr
ax

i

x

y

図 9.1
テキス ト の

中央揃え

図 9.2
西向きの
単純なテキス ト

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/text_output/
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テキス ト の向き を変えて配置 次は、 テキス ト を回転させて、 その左下隅 （回転後の） を

参照点に合わせて配置し てみま し ょ う 。 以下のコード断片は、 テキス ト を西 （90˚ 反時計

回 り ） に向けた後、 その回転し たテキス ト の左下隅を参照点 (0, 0) へ並行移動させます。

p.fit_textline(text, 0, 0, "orientate=west");

図 9.2 に、 単純なテキス ト の向き を変えて配置し た様子を図示し ます。

9.1.2 テキス ト を枠内に位置付け

テキ ス ト を位置付け るには、 幅 と 高さ をあ ら か じめ定義し た枠をあわせて使 う こ と も で

き、 テキス ト はその場合、 こ の枠に対し て相対的に位置付け る こ と が可能です。図 9.3 に、

その一般的なはた ら き を図示し ます。

テキス ト を枠内に位置付け 長方形の枠を定義し て、 こ の枠内の右上にテキ ス ト を配置

し ま し ょ う 。 以下のコード断片は、 幅 50 単位 ・ 高さ 22 単位の枠を、 参照点 (30, 20) に定

義し ます。 図 9.4a のよ う に、 テキス ト は枠の右上に配置されます。

同様に、 下端中央にテキ ス ト を配置する こ と も でき ます。 こ の場合を図示し たのが図

9.4b です。

枠 と テキス ト の間に間隔をあけるには、 margin オプシ ョ ンを付け加えます （図 9.4c 参

照）。

なお、 図中の枠や線は、 枠の寸法を視覚化する ために描いた も のであ り 、 実際の出力

には現れません。

図 9.4 さ まざまな位置付けオプシ ョ ンに従ってテキス ト を枠内に配置

生成される出力 PDF_fit_textline( ) に与えるオプシ ョ ン リ ス ト

a) boxsize={50 22} position={right top}

b) boxsize={50 22} position={center bottom}

c) boxsize={50 22} position={center bottom} margin={0 3}

d) boxsize={50 0} position={center bottom}

20

20 Kraxi 50 0

30

20
Kraxi 50 22

図 9.3 テキス ト を枠内に位置付け
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テキス ト を横線や縦線で整列させる テキ ス ト の位置付けを、 横線や縦線 （すなわち高

さや幅がゼロの枠） に沿って行 う と い う のは、 若干極端なケースではあ り ますが、 有用な

場合も あ り ます。図 9.4d は、 テキス ト を枠に対し て下端中央揃えで配置し た ものです。幅

を 50、 高さ を 0 と し た こ と で、 枠はま るで横線のよ う になっています。

テキ ス ト を縦線に沿って中央揃えする ためには、 西向きにし て、 枠に対し て左端中央

に位置付けま し ょ う 。 この場合を図 9.4e に示し ます。

9.1.3 テキス ト を枠へはめ込み

この項では、 さ まざまなはめ込み方式を用いて、 テキス ト を枠へはめ込みま し ょ う 。 カレ

ン ト のフ ォ ン ト と文字サイ ズはどの例でも同じ と し ておき、さ まざまなはめ込み方式に と

も なって文字サイ ズなどのプロパテ ィ が変わる様子がわかる よ う にし ます。

デフ ォル ト の場合か ら始めま し ょ う ： 何のはめ込み方式も用いないで、 切 り 落 と し も

拡縮も一切されないよ う にする場合です。 テキス ト は、 幅 100 単位 ・ 高さ 35 単位の枠の

中央に配置されます （図 9.5a 参照）。

枠の幅を 100 から 50 単位に縮めて も、 出力には全 く 影響を与えません。 テキス ト は元

の文字サイ ズを保ち、 枠からはみ出し ます （図 9.5b 参照）。

テキス ト を小さ な枠内へ縦横比を保っ てはめ込み それでは、テキス ト 全体を枠の中へ、

縦横比を保ってはめ込んでみま し ょ う 。 これはオプシ ョ ン fitmethod=auto で実現でき ま

す。 図 9.5c では、 枠の幅が充分広いので、 テキス ト はま った く 元の大き さのま ま、 変わ

らずに枠内に配置されています。

枠の幅を 100 から 58 に縮小する と、 テキス ト は長すぎて収ま り き ら な く な り ます。 は

め込み方式 auto はテキス ト に長体を、 shrinklimit オプシ ョ ン （デフ ォル ト ： 0.75） を限度

と し てかけ よ う と し ます。 図 9.5d は、 テキス ト が元の長さの 75 パーセン ト に縮んだ様子

を示し ます。

枠の幅を さ らに 30 単位まで縮める と、 テキス ト は長体をかけて も収ま り き ら な く な り

ます。 する と、 meet 方式が適用されます。 これは、 テキス ト 全体が枠に収ま る まで文字

サイ ズを下げます。 この場合を示し たのが図 9.5e です。

テキス ト の文字サイズを上げて枠へはめ込み テキ ス ト を枠の幅 （または高さ） いっぱ

いに拡げて、 ただし縦横比は保ったま ま、 はめ込みたい時があ るかも しれません。 テキス

ト よ り 大きい枠に対し て fitmethod=meet を用いる と、 テキス ト の幅が枠の幅 と一致する

までテキス ト が大き く な り ます。 この場合を図示し たのが図 9.5f です。

テキス ト を枠いっぱいにはめ込み さ ら に、 テキ ス ト が枠の中を埋めつ く すよ う にはめ

込むこ と も可能です。 この場合は、 fitmethod=entire を使います。 しかし この設定は、 テ

キス ト をほぼ確実にゆがめて し ま う ので、 使 う こ と はめったにないでし ょ う （図 9.5g 参

照）。

テキス ト を枠で切り落と し てはめ込み これも レ アなケースですが、 テキ ス ト を元のサ

イ ズのま まはめ込んで、も し も枠からはみ出た部分は切 り 落 と し たい時も あ るかも しれま

e) boxsize={0 35} position={left center} orientate=west

生成される出力 PDF_fit_textline( ) に与えるオプシ ョ ン リ ス ト
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せん。 その場合は fitmethod=clip が使えます。 図 9.5h では、 テキス ト を枠の左端に配置し

ていますが、 枠の幅が足 り ません。 テキス ト は右側が切 り 落と されます。

図 9.5 さ まざまなオプシ ョ ンに従ってテキス ト をページ上の枠へはめ込む

テキス ト の縦中央揃え PDF_fit_textline( ) におけ る テキ ス ト の高さ は、 デフ ォル ト では

キ ャ ッ プハイ ト 、 すなわち大文字の H の高さ です。 テキス ト を枠の中央に位置付ける と、

縦方向にはそのキ ャ ッ プハイ ト にも とづいて中央揃え されます （図 9.6a 参照）。

それ以外の高さ をテキス ト 枠に対し て指定するには、範囲枠機能を使います （275 ペー

ジ 「9.4 範囲枠」 も参照）。 PDF_fit_textline( ) の matchbox オプシ ョ ンは、 テキス ト 行の高

さ を定義し てお り 、与え られた文字サイ ズのキ ャ ッ プハイ ト がそのデフ ォル ト になってい

ます。 こ の範囲枠の高さは、 その boxheight サブオプシ ョ ンにも とづいて算出されます。

boxheight サブオプシ ョ ンは、 ベース ラ イ ンから テキス ト 上端 ・ 下端までの距離を決定し

ます。 デフ ォル ト の設定は matchbox={boxheight={capheight none}}、 すなわち範囲枠の上

生成される出力 PDF_fit_textline( ) に与えるオプシ ョ ン リ ス ト

a) boxsize={100 35} position=center fontsize=12

b) boxsize={50 35} position=center fontsize=12

c)
boxsize={100 35} position=center fontsize=12 
fitmethod=auto

d)
boxsize={58 35} position=center fontsize=12 
fitmethod=auto

e)
boxsize={30 35} position=center fontsize=12 
fitmethod=auto

f)
boxsize={100 35} position=center fontsize=12 
fitmethod=meet

g)
boxsize={100 35} position=center fontsize=12 
fitmethod=entire

h)
boxsize={50 35} position={left center}
fontsize=12 fitmethod=clip
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端はベース ラ イ ン よ り 上にあってキ ャ ッ プハイ ト に一致し、範囲枠の下端はベース ラ イ ン

を下へ越えません。

範囲枠の大き さ を図示するため、 こ こ では赤 く 色を塗 り ま し ょ う （図 9.6b 参照）。 図

9.6c では、 テキス ト が xheight に基づいて縦中央揃え される よ う に、 その対応する高さの

範囲枠を定義し ています。

図 9.6d ～ f に、 有用な さ まざまな boxheight 設定の範囲枠 （赤） と、 それの決める高

さにも とづいて枠の中で中央揃え されたテキス ト を示し ます。

図 9.6 さ まざまな範囲枠高さに従ってテキス ト を枠へはめ込む

9.1.4 テキス ト を文字で揃える

テキス ト を文字で揃える テキ ス ト を、 あ る特定の文字で揃えたい場合があ る か も しれ

ません。 た と えば数値の小数点揃えなどです。 図 9.7a に示すよ う に、 テキス ト ははめ込

み枠の中央に位置付け られます。 PDF_fit_textline( ) で alignchar=. オプシ ョ ンを用いる こ

と で、 数値が点で揃います。

点を枠の中央に配置し ている position オプシ ョ ンを省 く こ と も でき ます。 そ う すれば、

デフ ォル ト の position={left bottom} が用いられるので、 点は参照点に配置されます （図

9.7b 参照）。 一般に、 揃え文字はその右下隅が参照点に配置されます。

図 9.7 テキス ト 行を点で揃える

生成される出力 PDF_fit_textline( ) に与えるオプシ ョ ン リ ス ト

a) boxsize={80 20} position=center fitmethod=auto

b)
boxsize={80 20} position=center fitmethod=auto 
matchbox={boxheight={capheight none} fillcolor=mistyrose}

c)
boxsize={80 20} position=center fitmethod=auto 
matchbox={boxheight={xheight none} fillcolor=mistyrose}

d)
boxsize={80 20} position=center fitmethod=auto 
matchbox={boxheight={ascender none} fillcolor=mistyrose}

e)
boxsize={80 20} position=center fitmethod=auto 
matchbox={boxheight={ascender descender} fillcolor=mistyrose}

f)
boxsize={80 20} position=center fitmethod=auto 
matchbox={boxheight={fontsize none} fillcolor=mistyrose}

生成される出力 PDF_fit_textline( ) に与えるオプシ ョ ン リ ス ト

a) boxsize={70 8} position={center bottom} alignchar=.

b) boxsize={70 8} position={left bottom} alignchar=.
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9.1.5 ス タ ンプを配置

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの text_output/simple_stamp ト ピ ッ クにあ り ます。

テキス ト の回転を指定し な く て も、 ス タ ンプ と い う 便利な機能を使えば、 テキス ト を枠内

に対角線に沿って配置する こ と ができ ます。このス タ ンプ機能は洗練された自動計算を行

い、 テキス ト が枠内いっぱいに拡がる よ う 文字サイ ズ と回転角を決定し ます。 対角線ス タ

ンプを、 た と えばページの背景などに配置するには、 PDF_fit_textline( ) で stamp オプシ ョ

ンを指定し ます。 stamp=ll2ur を指定する と、 テキス ト ははめ込み枠の左下隅から右上隅

へ配置されます。 これに対し、 stamp=ul2lr を指定する と、 テキス ト ははめ込み枠の左上

隅か ら 右下隅へ配置 さ れ ま す。 fitbox オプ シ ョ ン は無視 さ れ ま す。 図 9.8 では、

showborder=true を用いてはめ込み枠 と ス タ ンプの外接枠を図示し ています。

図 9.8 左下から右上へのス タ ンプのよ う にテキス ト 行をはめ込む

9.1.6 リ ーダーを用いる

リ ーダーを使 う と、 はめ込み枠の端と テキス ト と の間の余白を埋める こ と ができ ます。 た

と えば点 リ ーダーは、目次の各エン ト リ ーと その対応するページ番号をつないで見やすい

よ う によ く 利用されます。

目次のリ ーダー PDF_fit_textline( ) で leader オプシ ョ ン と alignment={none right} サブオ

プシ ョ ンを用いる と、 テキス ト 行の右に リ ーダーが付加されて、 テキス ト 枠の右端まで繰

り 返されます。 リ ーダー右端と右枠と の間隔は一定ですが、 テキス ト と リ ーダー左端と の

間隔は変動の可能性があ り ます （図 9.9a 参照）。

ク ッ クブ ッ ク テキス ト 行の中での点リ ーダーの使用例を示す完全な コー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの

textoutput/leaders_in_textline ト ピ ッ クにあり ます。

ク ッ クブ ッ ク テキス ト フ ローの中での点リ ーダーの使用例を示す完全な コー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ

クの textflow/dot_leaders_with_tabs ト ピ ッ クにあ り ます。

ニ ュース電光掲示板のリ ーダー 別の用例 と し ては、 ニ ュース電光掲示板効果を作成し

たい場合も あ る か も しれません。 こ こ ではプ ラ ス と スペース 「+ 」 を リ ーダーに使いま

し ょ う 。 テキス ト 行は中央に配置し、 リ ーダーはそのテキス ト 行の前と後に印字させます

（alignment={left right}） 。 リ ーダーの左右端は左右の枠に揃い、 テキス ト と の間隔は変動

の可能性があ り ます （図 9.96b 参照）。

生成される出力 PDF_fit_textline( ) に与えるオプシ ョ ン リ ス ト

fontsize=8 boxsize={160 50} stamp=ll2ur showborder=trueGiant Wing

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/textflow/dot_leaders_with_tabs/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/text_output/simple_stamp/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/text_output/leaders_in_textline/
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図 9.9 リーダーを用いたテキス ト 行をはめ込む

9.1.7 パス上テキス ト

テ キ ス ト を直線上に配置す る のではな く 、 任意のパ ス 上に配置す る こ と も で き ます。

PDFlib は個々のキ ャ ラ ク ターをパス上に、テキス ト がそのパスの曲線に沿 う よ う に配置し

ます。 パス上テキス ト を作成するには PDF_fit_textline( ) の textpath オプシ ョ ンを用いま

す。 パスはそれ以前に作成済みであ る必要があ り 、 パスハン ド ルで表し ます。 パスハン ド

ルは、PDF_add_path_point( ) および関連するパスオブジェ ク ト 関数群で明示的にパス を構

築するか、あ るいは既存のラ ス ター画像内のク リ ッ ピングパスのハン ド ルを取得する こ と

によ って作成でき ます。 以下のコード断片は、 1 個のパス を作成し、 テキス ト をそのパス

上に配置し ます （図 9.10 参照） ：

/* パスを原点に定義 */
path = p.add_path_point(  -1,   0,   0, "move", "");
path = p.add_path_point(path, 100, 100, "control", "");
path = p.add_path_point(path, 200,   0, "circular", "");

/* テキストをパス上に配置 */
p.fit_textline("Long Distance Glider with sensational range!", x, y,

"textpath={path=" + path + "} position={center bottom}");

/* 例ですのでパスも描いてみせましょう */
p.draw_path(path, x, y, "stroke strokecolor=dodgerblue");

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの text_output/text_on_a_path ト ピ ッ クにあり ま

す。

生成される出力 PDF_fit_textline( ) に与えるオプシ ョ ン リ

ス ト

a)
boxsize={200 10}
leader={alignment={none right}}

b)

boxsize={200 10}
position={center bottom}
leader={alignment={left right}
text={+ }}

Features of Giant Wing ....................................................

Description of Long Distance Glider.................................

Benefits of Cone Head Rocket .........................................

Giant Wing in purple!+ + + + + + + + + + + + + + + + + + 

Long Distance Glider with sensational range!+ + + + 

Cone Head Rocket incredibly fast!+ + + + + + + + + + 
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図 9.10
パス上テキス ト

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/text_output/text_on_a_path/
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画像のク リ ッ ピ ングパスを用いてテキス ト を配置 パス関数群でパスオブジ ェ ク ト を手

作業で構築するのではな く 、 画像から ク リ ッ ピングパス を抽出し て、 そのパス上にテキス

ト を配置する こ と もでき ます。 こ の画像は honorclippingpath オプシ ョ ン と と もに読み込

んであ る必要があ り 、 かつ、 求めるパスがその画像のデフ ォル ト の ク リ ッ ピングパスでな

い場合には clippingpathname も PDF_load_image( ) に与える必要があ り ます ：

image = p.load_image("auto", "image.tif", "clippingpathname={path 1}");

/* 画像のクリッピングパスからパスオブジェクトを作成 */
path = (int) p.info_image(image, "clippingpath", "");
if (path == -1)

throw new Exception("エラー : クリッピングパスが見つかりません!");

/* テキストをパス上に配置 */
p.fit_textline("Long Distance Glider with sensational range!", x, y,

"textpath={path=" + path + "} position={center bottom}");

パス と テキス ト の間にアキを作る デフ ォル ト では、 PDFlib は個々のキ ャ ラ ク ターをパ

ス上に直接配置し ます。 すなわち、 グ リ フ と パスの間にはアキは全 く あ り ません。 パス と

テキス ト の間にアキを作 り たい と きは、 キ ャ ラ ク ター枠を延長する こ と ができ ます。 これ

は、 matchbox オプシ ョ ンの boxheight サブオプシ ョ ンでキ ャ ラ ク ター枠の縦延長を指定

する こ と で実現でき ます。 以下のオプシ ョ ン リ ス ト はアセンダーを考慮に入れています

（図 9.11 参照） ：

p.fit_textline("Long Distance Glider with sensational range!", x, y,

"textpath={path=" + path + "} position={center bottom} " +

"matchbox={boxheight={capheight descender}}");

9.1.8 影付き テキス ト

shadow オプシ ョ ンを用いる と、 テキス ト の影付き効果を生み出すこ と ができ ます。 影の

色と、 メ イ ンテキス ト からの横 ・ 縦距離を、 サブオプシ ョ ン内で指定でき ます ：

p.fit_textline("Long Distance Glider", x, y,

"fillcolor=rosybrown shadow={offset={3, -3}}");

9.1.9 Acrobat で編集でき る透かし

テキス ト 行機能を使 う と、テキス ト に対し て さ まざまな組版オプシ ョ ンを適用する こ と が

でき ます。 こ のテキス ト は、 ページに組み込まれた一部分と な り 、 終 PDF 文書内で簡

単に編集する こ と はでき ません。 しか し、 Acrobat は 「透か し」 機能を提供し ています。
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図 9.11
パス上テキス ト で、 パス と テキ
ス ト の間をあけた
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この機能を利用する と、 Adobe Acrobat で後で変更や削除でき るページ内容を作成でき ま

す （無料の Reader では不可）。 ただし、 この機能は PDF 標準 ISO 32000 に含まれている も

のではな く 、 Acrobat に実装されている独自拡張です。 ですのでこの機能は、 すべての標

準準拠 PDF ビ ューアーで動作する こ と が保証されている ものではあ り ません。

Acrobat の透かしは、 1 行ないし複数のテキス ト 行か、 1 つの画像か、 1 つの PDF ペー

ジを、 1 つのテンプレー ト （フ ォーム XObject） 内にラ ッ プし て、 その透かしの組版特性

群の XML 記述を加え る こ と によ って動作し ます。既存の透かし を Acrobat DC で編集する

操作は以下の とお り です ： 「ツール」 → 「PDF を編集」 → 「透かし」 → 「更新 ...」 または

「削除 ...」。 する と 「透かし を更新」 ダ イ ア ロ グが開き ますので、 そ こ で透かしのテキス ト

や、 その配置 ・ 体裁や、 対象 と するページ範囲を指定でき ます。 こ のテキ ス ト の体裁は、

このダ イ ア ロ グを用いた後に変わる可能性も あ り ます。 なぜな ら、 このダ イ ア ロ グは、 文

字間隔や下線、 テキス ト 表現モード など、 あ らゆる テキス ト 組版オプシ ョ ンに対応し てい

るわけではないからです。

こ の透かしは、 画面表示上で、 または印刷ページ上で、 あ るいは両方で印字される よ

う 指定する こ と が可能です （この Acrobat のダ イ ア ロ グの中の 「表示方法オプシ ョ ン ...」）。

これは、 適切な画面 ・ 印刷設定を施された 「透かし」 と い う レ イヤーを通じ て実現されま

す。 ただし PDF/A ・ PDF/X ・ PDF/UA においては、 レ イヤー と レ イヤーオプシ ョ ンには

さ まざまな制約が課せられています。

PDFlib は、 そのテンプレー ト 機能を拡張する こ と によ って この透かし機能に対応し て

います。PDF_begin_template_ext( ) を用いてテンプレー ト を作成する際に、その watermark
オプシ ョ ンを用いて これに標識する こ と が可能です。 その場合、 このテンプレー ト は、 以

下のア イ テムの う ち 1 つを内容 と し て持っている必要があ り ます ：

> PDF_fit_textline( ) を用いて配置されたただ 1 行のテキス ト 。

> PDF_fit_textflow( ) を用いて配置された複数行のテキス ト 。

> PDF_fit_image( ) を用いて配置された画像。

> PDF_fit_pdi_page( ) を用いて配置された PDF ページ。

そ う し て生成された透かしは、 自動的にすべてのページに加え られ （あ るいは一部のペー

ジにも可）、 後で Acrobat を用いて変更または削除する こ と が可能です。

以下のコー ド 断片は、 編集可能な透かしの定義を演示し ています。 こ の透かしは、 こ

の透かし を定義し た後に作成されるすべてのページに自動的に追加されます。 なお、 指定

し ている文字サイ ズは意味を持ちません。 なぜな ら、 こ う し てできたテンプレー ト はいず

れにせよそのページ内に収められるからです ：

p.begin_template_ext(0, 0, "watermark={location=ontop opacity=60%}");

p.fit_textline("Preliminary", 0, 0,
"fontsize=12 fontname=Helvetica-Bold fillcolor=red " +
"boxsize={595 842} stamp=ll2ur");

p.end_template_ext(0, 0);
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9.2 複数行のテキス ト フ ロー
1 行のテキス ト をページ上に配置する機能だけでな く 、 PDFlib は、 任意の長さのテキス ト

を組版でき る テキス ト フ ローと い う 強力な機能をサポー ト し ています。テキス ト は何行に

も、 何段にも、 あ るいは何ページにもわた る こ と ができ、 またその見ばえはさ まざまなオ

プシ ョ ンで制御する こ と ができ ます。 フ ォ ン ト ・ サイ ズ ・ 色 と いった文字属性を、 テキス

ト のどの部分にでも適用する こ と ができ ます。 テキス ト の両端揃え ・ 片端揃えや、 段落の

イ ンデン ト や、 タブ位置と いったテキス ト フ ロー属性を指定でき ます。 テキス ト の中にソ

フ ト ハイ フンで示し た改行機会が考慮されます。構造情報を持った タ グを与え る こ と も可

能です。 図 9.12 ・ 図 9.13 は、 請求書のさ まざまな部分がページ上にテキス ト フ ロー機能

を用いて配置でき ている さ ま を例示し た も のです。 こ う し た出力を制御する ためのオプ

シ ョ ンについて、 以下の項で詳し く 説明し ます。

leading
= 140%

parindent
= 7%

leftindent
= 55

alignment 
= left

rightindent
= 60

alignment
= justify 

minlinecount
= 2

17, Aviation Road
Paperfield

Phone 7079-4301
Fax 7079-4302

www.kraxi.com
info@kraxi.com

Kraxi Systems, Inc.
Paper Planes

Kraxi Systems, Inc.     17, Aviation Road     Paperfield 

John Q. Doe
255 Customer Lane
Suite B
12345 User Town
Everland

INVOICE 14.03.2004

ITEM DESCRIPTION QUANTITY PRICE AMOUNT
1 Super Kite 2 20,00 40,00
2 Turbo Flyer 5 40,00 200,00
3 Giga Trash 1 180,00 180,00
4 Bare Bone Kit 3 50,00 150,00
5 Nitty Gritty 10 20,00 200,00
6 Pretty Dark Flyer 1 75,00 75,00
7 Free Gift 1 0,00 0,00

845,00

Terms of payment: 30 days net. 30 days warranty starting at the day of sale. This
warranty covers defects in workmanship only. Kraxi Systems, Inc., at its option, repairs or
replaces the product under warranty. This warranty is not transferable. Returns or
exchanges are not possible for wet products.

Have a look at our new paper plane models!
Our paper planes are the ideal way of passing the time. We offer revolutionary

new developments of the traditional common paper planes. If your lesson,
conference, or lecture turn out to be deadly boring, you can have a wonderful time
with our planes. All our models are folded from one paper sheet.

They are exclusively folded without using any adhesive. Several models are
equipped with a folded landing gear enabling a safe landing on the intended location
provided that you have aimed well. Other models are able to fly loops or cover long
distances. Let them start from a vista point in the mountains and see where they
touch the ground.

1. Long Distance Glider
With this paper rocket you can send all your messages even when
sitting in a hall or in the cinema pretty near the back.

2. Giant Wing
An unbelievable sailplane! It is amazingly robust and can even do

hortabmethod ruler
tabalignment left rightright right right

ruler 30 45 475375275

leftindent = 75

leftindent = 105

図 9.12
テキス ト フ ロー
の組版
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複数行のテキス ト フ ローは、 1 つの長方形 （はめ込み枠 と い う ） 内にも複数の長方形内

にも配置する こ と ができ ます。 こ のはめ込み枠は 1 ページ上にあって も複数ページ上に

あって もかまいません。テキス ト フ ローをページ上に配置するには以下の手順を踏む必要

があ り ます ：

> メ ソ ッ ド PDF_add_textflow( ) が、テキス ト を一部分ずつ、その対応する組版オプシ ョ ン

と と もに受け入れて （こ こ でオプシ ョ ンは別個の文字列 と し て与え る こ と も でき ます

し、 テキス ト 内にイ ン ラ イ ンで与え る こ と もでき ます）、 そし て 1 つのテキス ト フ ロー

オブジェ ク ト を作成し てハン ド ルを返し ます。 または メ ソ ッ ド PDF_create_textflow( )
が、組版制御のためのイ ン ラ イ ンオプシ ョ ンを含むこ と のでき る テキス ト の全体を、一

度の呼び出しで分析し ます。 これらの関数ではページ上にテキス ト は配置されません。

> メ ソ ッ ド PDF_fit_textflow( ) が、 このテキス ト フ ローの全部ないし一部を、 与え られた

はめ込み枠内に配置し ます。 すべてのテキ ス ト を配置するには、 こ の段階を繰 り 返す

必要があ り ます。 その際、 こ の メ ソ ッ ド を呼び出すたびに、 新しいはめ込み枠を与え

ます。このはめ込み枠は、同じページにあって も、別のページにあって もかまいません。

> メ ソ ッ ド PDF_delete_textflow( ) が、テキス ト フ ローを文書内に配置し た後に、このテキ

ス ト フ ローオブジェ ク ト を削除し ます。

テキス ト フ ローを作成する ための関数 PDF_add/create_textflow( ) は、組版処理を制御する

ためのさ まざまなオプシ ョ ンに対応し ています。このオプシ ョ ンは メ ソ ッ ド のオプシ ョ ン

リ ス ト で与え る こ と もでき ますし、あ るいはテキス ト 内にイ ン ラ イ ンオプシ ョ ン と し て入

れ込むこ と もでき ます。 PDF_info_textflow( ) を使 う と、 組版の結果や、 その他テキス ト フ

ローに関する た く さ んの詳細を ク エ リ ーする こ と ができ ます。 以下、 テキス ト フ ローの配

置について、 い く つかのよ く あ る応用を例にし て説明し ます。 テキス ト フ ローオプシ ョ ン

の完全な一覧は PDFlib API リ フ ァ レンスにあ り ます。

PDF_add/create_textflow( ) で対応し ているオプシ ョ ンの中には PDF_fit_textline( ) と同

様のものがた く さ んあ り ます。 ですから 229 ページ 「9.1 テキス ト 行を配置 ・ はめ込む」

の例をあわせて よ く 把握し てお く と よいでし ょ う 。 以下の項では、 複数行テキス ト に関係

のあ るオプシ ョ ンだけを解説し ます。

ク ッ クブ ッ ク テキス ト 出力の諸側面に関する コー ドサンプルが PDFlib ク ッ ク ブ ッ クの text_output カテ

ゴ リーにあ り ます。

aerobatics. But it is best suited to gliding.

3. Cone  Head   Rocket
This paper arrow can be thrown with big swing. We launched it from
the roof of a hotel. It stayed in the air a long time and covered a
considerable distance.

4. Super Dart
The super dart can fly giant loops with a radius of 4 or 5 meters and
cover very long distances. Its heavy cone point is slightly bowed
upwards to get the lift required for loops.

5. German Bi-Plane
Brand-new and ready for take-off. If you have lessons in the history of
aviation you can show your interest by letting it land on your teacher's
desk.

fillcolor, charspacing,
fontsize, fontname

図 9.13
テキス ト フ ロー
の組版

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/text_output/
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9.2.1 テキス ト フ ローをはめ込み枠に配置

テ キ ス ト 枠に対す る はめ込み枠は、 テ キ ス ト が配置 さ れ る 領域です。 それは PDF_fit_
textflow( ) の llx ・ lly ・ urx ・ ury 引数で指定される長方形領域と し て定義されます。

テキス ト を １ つのはめ込み枠に配置 簡単な例から始めま し ょ う 。 以下のコード断片は、

PDF_add_textflow( ) への呼び出し を 2 回使って、ボール ド テキス ト の部分と標準テキス ト

の部分を く っつけます。 フ ォ ン ト と文字サイ ズを明示的に指定し ています。1 回目の PDF_
add_textflow( ) への呼び出しでは、 -1 を与えれば、 テキス ト フ ローハン ド ルが返ってき ま

すので、 その後にも し また PDF_add_textflow( ) を呼び出す と きがあ る な ら それが使えま

す。 text1 ・ text2 には、 印字し たい実際のテキス ト が入っている もの と し ます。

PDF_fit_textflow( ) を使って、でき あがったテキス ト フ ローをページ上のはめ込み枠に、

デフ ォル ト の組版オプシ ョ ンを用いて配置し ます。

/* テキストをボールドフォントで追加 */
tf = p.add_textflow(-1, text1, "fontname=Helvetica-Bold fontsize=9");
if (tf == -1) 

throw new Exception("エラー：" + p.get_errmsg());

/* テキストを標準フォントで追加 */
tf = p.add_textflow(tf, text2, "fontname=Helvetica fontsize=9");
if (tf == -1) 

throw new Exception("エラー：" + p.get_errmsg());

/* Place all text */
result = p.fit_textflow(tf, left_x, left_y, right_x, right_y, "");
if (!result.equals("_stop"))

{ /* ... */}

p.delete_textflow(tf);

テキス ト を複数ページ上の ２ つのはめ込み枠に配置 PDF_fit_textflow( ) で配置し たテキ

ス ト がはめ込み枠内に収ま り き ら なかった と きは、 出力は中断されて メ ソ ッ ド は文字列 _
boxfull を返し ます。 PDFlib はすでに配置し たテキス ト の量を記憶し ていて、 この メ ソ ッ

ド が再び呼ばれた時には残 り のテキス ト を引き続き配置し ます。 この他に、 新規ページを

作成する必要も あ るか も しれません。 次のコード 断片は、 1 つないし複数のページ上の、

ページあた り 2 つのはめ込み枠に、 1 つのテキス ト フ ローを、 テキス ト をすべて配置しお

わる まで配置する方法を演示し ています （図 9.14 参照）。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの textflow/starter_textflow ト ピ ッ クにあ り ます。

/* テキスト全部が配置されるまで回る。配置するべきテキストがまだあるなら新規ページを作成。

* 全ページに2段組を作成。

*/
do
{

String optlist = "verticalalign=justify linespreadlimit=120%";

p.begin_page_ext(0, 0, "width=a4.width height=a4.height");

/* 1段目に流し込み */
result = p.fit_textflow(tf, llx1, lly1, urx1, ury1, optlist);

/* まだテキストがあるなら2段目に流し込み */

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/textflow/starter_textflow/
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if (!result.equals("_stop"))
result = p.fit_textflow(tf, llx2, lly2, urx2, ury2, optlist);

p.end_page_ext("");

/* 「_boxfull」ならまだテキストがあるので続ける必要がある。

 * 「_nextpage」は「新規段組を開始」と解釈

 */
} while (result.equals("_boxfull") || result.equals("_nextpage"));

/* エラーかどうかをチェック */
if (!result.equals("_stop"))
{

/* 枠がとても小さくてテキストが全然入らないときは「_boxempty」が起こる。

*/
if (result.equals( "_boxempty"))

throw new Exception("エラー：" + p.get_errmsg());
else
{

/* それ以外の戻り値は「return」オプションによるユーザー終了。

 * これを扱うにはそのためのコードが必要。

*/
}

}
p.delete_textflow(tf);

9.2.2 段落の組版のオプシ ョ ン

上の例では段落に、 デフ ォル ト の設定を用いま し た。 デフ ォル ト は左揃え、 行送 り 100%

（文字サイ ズそのま ま）、 など と なっています。

段落の組版を調整し たいな ら、 PDF_add_textflow( ) にオプシ ョ ンを追加でき ます。 た

と えばテキス ト を左余白から 15 単位、 右余白から 10 単位、 イ ンデン ト し たい と し ます。

各段落の先頭行はさ らに 20 単位イ ンデン ト し ま し ょ う 。 テキス ト を両端揃え と し、 行送

り は 140% に拡げま し ょ う 。 そし て文字サイ ズを 8 ポイ ン ト に下げます。 これを実現する

には、PDF_add_textflow( ) のオプシ ョ ン リ ス ト を以下のよ う に拡張し ます （図 9.15 参照）：

1 Lorem ipsum dolor sit amet, consectetur
adipisicing elit, sed do eiusmod tempor
incididunt ut labore et dolore magna aliqua.
Ut enim ad minim veniam, quis nostrud
exercitation ullamco laboris nisi ut aliquip ex
ea commodo consequat. Duis aute irure
dolor in reprehenderit in voluptate velit esse
cillum dolore eu fugiat nulla pariatur. Excep-
teur sint occaecat cupidatat non proident,
sunt in culpa qui officia deserunt mollit anim
id est laborum. 2 Lorem ipsum dolor sit
amet, consectetur adipisicing elit, sed do
eiusmod tempor incididunt ut labore et
dolore magna aliqua. Ut enim ad minim
veniam, quis nostrud exercitation ullamco
laboris nisi ut aliquip ex ea commodo con-
sequat. Duis aute irure dolor in reprehenderit
in voluptate velit esse cillum dolore eu fugiat
nulla pariatur. Excepteur sint occaecat
cupidatat non proident, sunt in culpa qui
officia deserunt mollit anim id est laborum.
3 Lorem ipsum dolor sit amet, consectetur
adipisicing elit, sed do eiusmod tempor
incididunt ut labore et dolore magna aliqua.
Ut enim ad minim veniam, quis nostrud
exercitation ullamco laboris nisi ut aliquip ex
ea commodo consequat. Duis aute irure
dolor in reprehenderit in voluptate velit esse
cillum dolore eu fugiat nulla pariatur. Excep-
teur sint occaecat cupidatat non proident,
sunt in culpa qui officia deserunt mollit anim
id est laborum. 4 Lorem ipsum dolor sit
amet, consectetur adipisicing elit, sed do
eiusmod tempor incididunt ut labore et
dolore magna aliqua. Ut enim ad minim
veniam, quis nostrud exercitation ullamco
laboris nisi ut aliquip ex ea commodo con-
sequat. Duis aute irure dolor in reprehenderit
in voluptate velit esse cillum dolore eu fugiat
nulla pariatur. Excepteur sint occaecat
cupidatat non proident, sunt in culpa qui
officia deserunt mollit anim id est laborum.
5 Lorem ipsum dolor sit amet, consectetur
adipisicing elit, sed do eiusmod tempor
incididunt ut labore et dolore magna aliqua.
Ut enim ad minim veniam, quis nostrud
exercitation ullamco laboris nisi ut aliquip ex
ea commodo consequat. Duis aute irure
dolor in reprehenderit in voluptate velit esse
cillum dolore eu fugiat nulla pariatur. Excep-
teur sint occaecat cupidatat non proident,
sunt in culpa qui officia deserunt mollit anim
id est laborum. 6 Lorem ipsum dolor sit
amet, consectetur adipisicing elit, sed do
eiusmod tempor incididunt ut labore et
dolore magna aliqua. Ut enim ad minim
veniam, quis nostrud exercitation ullamco
laboris nisi ut aliquip ex ea commodo con-
sequat. Duis aute irure dolor in reprehenderit
in voluptate velit esse cillum dolore eu fugiat
nulla pariatur. Excepteur sint occaecat
cupidatat non proident, sunt in culpa qui
officia deserunt mollit anim id est laborum.
7 Lorem ipsum dolor sit amet, consectetur
adipisicing elit, sed do eiusmod tempor
incididunt ut labore et dolore magna aliqua.
Ut enim ad minim veniam, quis nostrud
exercitation ullamco laboris nisi ut aliquip ex
ea commodo consequat. Duis aute irure

dolor in reprehenderit in voluptate velit esse
cillum dolore eu fugiat nulla pariatur. Excep-
teur sint occaecat cupidatat non proident,
sunt in culpa qui officia deserunt mollit anim
id est laborum. 8 Lorem ipsum dolor sit
amet, consectetur adipisicing elit, sed do
eiusmod tempor incididunt ut labore et
dolore magna aliqua. Ut enim ad minim
veniam, quis nostrud exercitation ullamco
laboris nisi ut aliquip ex ea commodo con-
sequat. Duis aute irure dolor in reprehenderit
in voluptate velit esse cillum dolore eu fugiat
nulla pariatur. Excepteur sint occaecat
cupidatat non proident, sunt in culpa qui
officia deserunt mollit anim id est laborum.
9 Lorem ipsum dolor sit amet, consectetur
adipisicing elit, sed do eiusmod tempor
incididunt ut labore et dolore magna aliqua.
Ut enim ad minim veniam, quis nostrud
exercitation ullamco laboris nisi ut aliquip ex
ea commodo consequat. Duis aute irure
dolor in reprehenderit in voluptate velit esse
cillum dolore eu fugiat nulla pariatur. Excep-
teur sint occaecat cupidatat non proident,
sunt in culpa qui officia deserunt mollit anim
id est laborum. 10 Lorem ipsum dolor sit
amet, consectetur adipisicing elit, sed do
eiusmod tempor incididunt ut labore et
dolore magna aliqua. Ut enim ad minim
veniam, quis nostrud exercitation ullamco
laboris nisi ut aliquip ex ea commodo con-
sequat. Duis aute irure dolor in reprehenderit
in voluptate velit esse cillum dolore eu fugiat
nulla pariatur. Excepteur sint occaecat
cupidatat non proident, sunt in culpa qui
officia deserunt mollit anim id est laborum.
11 Lorem ipsum dolor sit amet, consectetur
adipisicing elit, sed do eiusmod tempor
incididunt ut labore et dolore magna aliqua.
Ut enim ad minim veniam, quis nostrud
exercitation ullamco laboris nisi ut aliquip ex
ea commodo consequat. Duis aute irure
dolor in reprehenderit in voluptate velit esse
cillum dolore eu fugiat nulla pariatur. Excep-
teur sint occaecat cupidatat non proident,
sunt in culpa qui officia deserunt mollit anim
id est laborum. 12 Lorem ipsum dolor sit
amet, consectetur adipisicing elit, sed do
eiusmod tempor incididunt ut labore et
dolore magna aliqua. Ut enim ad minim
veniam, quis nostrud exercitation ullamco
laboris nisi ut aliquip ex ea commodo con-
sequat. Duis aute irure dolor in reprehenderit
in voluptate velit esse cillum dolore eu fugiat
nulla pariatur. Excepteur sint occaecat
cupidatat non proident, sunt in culpa qui
officia deserunt mollit anim id est laborum.
13 Lorem ipsum dolor sit amet, consectetur
adipisicing elit, sed do eiusmod tempor
incididunt ut labore et dolore magna aliqua.
Ut enim ad minim veniam, quis nostrud
exercitation ullamco laboris nisi ut aliquip ex
ea commodo consequat. Duis aute irure
dolor in reprehenderit in voluptate velit esse
cillum dolore eu fugiat nulla pariatur. Excep-
teur sint occaecat cupidatat non proident,
sunt in culpa qui officia deserunt mollit anim
id est laborum. 14 Lorem ipsum dolor sit
amet, consectetur adipisicing elit, sed do

eiusmod tempor incididunt ut labore et
dolore magna aliqua. Ut enim ad minim
veniam, quis nostrud exercitation ullamco
laboris nisi ut aliquip ex ea commodo con-
sequat. Duis aute irure dolor in reprehenderit
in voluptate velit esse cillum dolore eu fugiat
nulla pariatur. Excepteur sint occaecat
cupidatat non proident, sunt in culpa qui
officia deserunt mollit anim id est laborum.
15 Lorem ipsum dolor sit amet, consectetur
adipisicing elit, sed do eiusmod tempor
incididunt ut labore et dolore magna aliqua.
Ut enim ad minim veniam, quis nostrud
exercitation ullamco laboris nisi ut aliquip ex
ea commodo consequat. Duis aute irure
dolor in reprehenderit in voluptate velit esse
cillum dolore eu fugiat nulla pariatur. Excep-
teur sint occaecat cupidatat non proident,
sunt in culpa qui officia deserunt mollit anim
id est laborum. 16 Lorem ipsum dolor sit
amet, consectetur adipisicing elit, sed do
eiusmod tempor incididunt ut labore et
dolore magna aliqua. Ut enim ad minim
veniam, quis nostrud exercitation ullamco
laboris nisi ut aliquip ex ea commodo con-
sequat. Duis aute irure dolor in reprehenderit
in voluptate velit esse cillum dolore eu fugiat
nulla pariatur. Excepteur sint occaecat
cupidatat non proident, sunt in culpa qui
officia deserunt mollit anim id est laborum.
17 Lorem ipsum dolor sit amet, consectetur
adipisicing elit, sed do eiusmod tempor
incididunt ut labore et dolore magna aliqua.
Ut enim ad minim veniam, quis nostrud
exercitation ullamco laboris nisi ut aliquip ex
ea commodo consequat. Duis aute irure
dolor in reprehenderit in voluptate velit esse
cillum dolore eu fugiat nulla pariatur. Excep-
teur sint occaecat cupidatat non proident,
sunt in culpa qui officia deserunt mollit anim
id est laborum. 18 Lorem ipsum dolor sit
amet, consectetur adipisicing elit, sed do
eiusmod tempor incididunt ut labore et
dolore magna aliqua. Ut enim ad minim
veniam, quis nostrud exercitation ullamco
laboris nisi ut aliquip ex ea commodo con-
sequat. Duis aute irure dolor in reprehenderit
in voluptate velit esse cillum dolore eu fugiat
nulla pariatur. Excepteur sint occaecat
cupidatat non proident, sunt in culpa qui
officia deserunt mollit anim id est laborum.
19 Lorem ipsum dolor sit amet, consectetur
adipisicing elit, sed do eiusmod tempor
incididunt ut labore et dolore magna aliqua.
Ut enim ad minim veniam, quis nostrud
exercitation ullamco laboris nisi ut aliquip ex
ea commodo consequat. Duis aute irure
dolor in reprehenderit in voluptate velit esse
cillum dolore eu fugiat nulla pariatur. Excep-
teur sint occaecat cupidatat non proident,
sunt in culpa qui officia deserunt mollit anim
id est laborum. 20 Lorem ipsum dolor sit
amet, consectetur adipisicing elit, sed do
eiusmod tempor incididunt ut labore et
dolore magna aliqua. Ut enim ad minim
veniam, quis nostrud exercitation ullamco
laboris nisi ut aliquip ex ea commodo con-
sequat. Duis aute irure dolor in reprehenderit
in voluptate velit esse cillum dolore eu fugiat

nulla pariatur. Excepteur sint occaecat
cupidatat non proident, sunt in culpa qui
officia deserunt mollit anim id est laborum.
21 Lorem ipsum dolor sit amet, consectetur
adipisicing elit, sed do eiusmod tempor
incididunt ut labore et dolore magna aliqua.
Ut enim ad minim veniam, quis nostrud
exercitation ullamco laboris nisi ut aliquip ex
ea commodo consequat. Duis aute irure
dolor in reprehenderit in voluptate velit esse
cillum dolore eu fugiat nulla pariatur. Excep-
teur sint occaecat cupidatat non proident,
sunt in culpa qui officia deserunt mollit anim
id est laborum. 22 Lorem ipsum dolor sit
amet, consectetur adipisicing elit, sed do
eiusmod tempor incididunt ut labore et
dolore magna aliqua. Ut enim ad minim
veniam, quis nostrud exercitation ullamco
laboris nisi ut aliquip ex ea commodo con-
sequat. Duis aute irure dolor in reprehenderit
in voluptate velit esse cillum dolore eu fugiat
nulla pariatur. Excepteur sint occaecat
cupidatat non proident, sunt in culpa qui
officia deserunt mollit anim id est laborum.
23 Lorem ipsum dolor sit amet, consectetur
adipisicing elit, sed do eiusmod tempor
incididunt ut labore et dolore magna aliqua.
Ut enim ad minim veniam, quis nostrud
exercitation ullamco laboris nisi ut aliquip ex
ea commodo consequat. Duis aute irure
dolor in reprehenderit in voluptate velit esse
cillum dolore eu fugiat nulla pariatur. Excep-
teur sint occaecat cupidatat non proident,
sunt in culpa qui officia deserunt mollit anim
id est laborum. 24 Lorem ipsum dolor sit
amet, consectetur adipisicing elit, sed do
eiusmod tempor incididunt ut labore et
dolore magna aliqua. Ut enim ad minim
veniam, quis nostrud exercitation ullamco
laboris nisi ut aliquip ex ea commodo con-
sequat. Duis aute irure dolor in reprehenderit
in voluptate velit esse cillum dolore eu fugiat
nulla pariatur. Excepteur sint occaecat
cupidatat non proident, sunt in culpa qui
officia deserunt mollit anim id est laborum.
25 Lorem ipsum dolor sit amet, consectetur
adipisicing elit, sed do eiusmod tempor
incididunt ut labore et dolore magna aliqua.
Ut enim ad minim veniam, quis nostrud
exercitation ullamco laboris nisi ut aliquip ex
ea commodo consequat. Duis aute irure
dolor in reprehenderit in voluptate velit esse
cillum dolore eu fugiat nulla pariatur. Excep-
teur sint occaecat cupidatat non proident,
sunt in culpa qui officia deserunt mollit anim
id est laborum. 26 Lorem ipsum dolor sit
amet, consectetur adipisicing elit, sed do
eiusmod tempor incididunt ut labore et
dolore magna aliqua. Ut enim ad minim
veniam, quis nostrud exercitation ullamco
laboris nisi ut aliquip ex ea commodo con-
sequat. Duis aute irure dolor in reprehenderit
in voluptate velit esse cillum dolore eu fugiat
nulla pariatur. Excepteur sint occaecat
cupidatat non proident, sunt in culpa qui
officia deserunt mollit anim id est laborum.
27 Lorem ipsum dolor sit amet, consectetur
adipisicing elit, sed do eiusmod tempor
incididunt ut labore et dolore magna aliqua.

はめ込み枠 1 はめ込み枠 2 はめ込み枠 3 はめ込み枠 4
ページ 1 ページ 2

図 9.14
テキス ト フ ローを
２ つのはめ込み枠
に配置



242 第 9 章 :  テキス ト と表の組版

String optlist =
"leftindent=15 rightindent=10 parindent=20 alignment=justify " +
"leading=140% fontname=Helvetica fontsize=8";

9.2.3 イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト と マ ク ロ

図 9.15 のテキス ト はまだ完璧ではあ り ません。 見出し 「Have a look at our new paper plane

models!」 を独立し た行にし て、 フ ォ ン ト も も っ と大き く し て、 そし て中央揃えにし ま し ょ

う 。 これを実現するにはい く つかの方法があ り ます。

イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト こ こ までは組版オプシ ョ ンは、 メ ソ ッ ド に直接与え るオ

プシ ョ ン リ ス ト 内で指定し てき ま し た。 今回も これ と同じや り 方を続ける な らば、 テキス

ト を分割し て二度の呼び出しに分ける必要があ り ます。 一度目で見出し を、 二度目で残 り

のテキス ト を配置するわけです。 ですが、 場合によ っては、 た と えば書式変更箇所が多い

と き などは、 こ の方法は面倒かも しれません。

オプシ ョ ンの取 り 扱いを楽にする ために、 テキ ス ト フ ローに対 し て イ ン ラ イ ンオプ

シ ョ ンを与え る こ と もでき ます。 すなわち、 テキス ト 内容と組版オプシ ョ ンを必要に応じ

て混在させるのです。 PDF_create_textflow( ) と PDF_add_texflow( ) で inlineoptions オプ

シ ョ ン を用いる と、 テキ ス ト と、 そのテキ ス ト の中に直接入れ込まれた イ ン ラ イ ンオプ

シ ョ ンが解釈さ れます。 こ れは単純にオプシ ョ ン をテキ ス ト 内に入れ込む と い う こ と で

す。 イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト はテキス ト 本体の一部と し て与え られます。 デフ ォル ト

では、 イ ン ラ イ ンオプシ ョ ンはキ ャ ラ ク ター 「<」 と 「>」 ではさみます。 それでは次のよ

う に、見出し と残 り の段落に対するオプシ ョ ンをテキス ト 本体の中に入れ込んでみま し ょ

う 。

注 以下作成例ではすべて、 イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト に色をつけて示し ます。 改段落キャ

ラ ク ターを矢印で視覚化し ます。

<leftindent=15 rightindent=10 alignment=center fontname=Helvetica fontsize=12>

encoding=winansi>Have a look at our new paper plane models!  
<alignment=justify fontname=Helvetica leading=140% fontsize=8>
Our paper planes are the ideal way of passing the time. We offer 

revolutionary new developments of the traditional common paper planes. 
<parindent=20>If your lesson, conference, or lecture 
turn out to be deadly boring, you can have a wonderful time 

with our planes. All our models are folded from one paper sheet. 
They are exclusively folded without using any adhesive. Several 
models are equipped with a folded landing gear enabling a safe 
landing on the intended location provided that you have aimed well. 

Have a look at our new paper plane models! Our paper planes
are the ideal way of passing the time. We offer revolutionary new
developments of the traditional common paper planes.

If your lesson, conference, or lecture turn out to be deadly boring,
you can have a wonderful time with our planes. All our models are
folded from one paper sheet.

They are exclusively folded without using any adhesive. Several
models are equipped with a folded landing gear enabling a safe landing
on the intended location provided that you have aimed well. Other
models are able to fly loops or cover long distances. Let them start
from a vista point in the mountains and see where they touch the
ground.

leading = 140%

parindent = 20

leftindent = 15
rightindent = 10

alignment =
justify

図 9.15
オプシ ョ ンを用いて

テキス ト フ ローを配置
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Other models are able to fly loops or cover long distances. Let them 
start from a vista point in the mountains and see 
where they touch the ground.

デフ ォル ト では PDF_add_textflow( ) はイ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト を探し ます。そ こ でオ

プシ ョ ン リ ス ト をはさむキ ャ ラ ク ターは、 begoptlistchar ・ endoptlistchar オプシ ョ ンで定

義し なおすこ と もでき ます。begoptlistchar オプシ ョ ンにキーワード none を与え る と オプ

シ ョ ン リ ス ト の検出は完全に無効にな り ます。 これは、 テキス ト がイ ン ラ イ ンオプシ ョ ン

リ ス ト を ま った く 含まない場合に、 「<」 ・ 「>」 を確実に通常のキ ャ ラ ク ター と し て処理さ

せたい と きに有用です。

PDF_add_textflow( ) は、 inlineoptions オプシ ョ ンを与えた場合にのみイ ン ラ イ ンオプ

シ ョ ン リ ス ト を探し ます。

記号キャ ラ ク タ ー と イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト 記号キ ャ ラ ク ターはテキ ス ト フ ロー

において、 イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト と組み合わせも使 う こ と ができ ます。 イ ン ラ イ ン

オプシ ョ ン リ ス ト を開始する キ ャ ラ ク ターに対する コード （デフ ォル ト では：「<」U+003C）

は、 encoding=builtin によ る フ ォ ン ト に対する テキス ト 内では記号コード と し て解釈され

ません。 これ と同じ コード の記号グ リ フを選択するには、 テキス ト フ ォ ン ト に対し て利用

可能な回避策がそのま ま使えます。すなわち、開始キ ャ ラ ク ターを begoptlistchar オプシ ョ

ンで再定義するか、 あ るいは textlen オプシ ョ ンを用いて記号グ リ フの数を指定し ます。

なお、 文字参照 （&lt; など） を回避策 と し て用いる こ と はでき ません。 また、 PDF_add_
textflow( ) で inlineoptions オプシ ョ ンを用いている場合には textlen オプシ ョ ンは利用で

きないこ と にも留意し て く ださい。

マ ク ロ 上記のテキス ト はい く つかの種類の段落ででき ています。すなわち見出し と本文

であ り 、 本文にはさ らにイ ンデン ト のあ る もの と ないもの と があ り ます。 こ う し た各種の

段落をそれぞれの形に組版し てい く わけですが、しかし テキス ト フ ローがも っ と長ければ

同じ指定を何度も し なければな り ません。 段落替えのたびに、 対応する イ ン ラ イ ンオプ

シ ョ ン群を書かな く て済むよ う にするには、イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン群をマ ク ロにま と めれ

ば、 テキス ト 内から そのマ ク ロ を名前で参照する こ と ができ ます。 図 9.16 に示すよ う な 3

つのマ ク ロ を定義し ま し ょ う 。 H1 は見出し用、 Body は本文段落用、 Body_indented はイ

ンデン ト する段落用です。 マ ク ロ を利用するには、 キ ャ ラ ク ター & をマ ク ロ名の前につ

けた ものをオプシ ョ ン リ ス ト に書き ます。 以下のコード断片は、 上で用いた イ ン ラ イ ンオ

プシ ョ ン群に従って 3 つのマ ク ロ を定義し、 それをテキス ト 内で利用し ます ：

Have a look at our new paper plane models!
Our paper planes are the ideal way of passing the time. We offer
revolutionary new developments of the traditional common paper
planes.

If your lesson, conference, or lecture turn out to be deadly boring,
you can have a wonderful time with our planes. All our models are
folded from one paper sheet.

They are exclusively folded without using any adhesive. Several
models are equipped with a folded landing gear enabling a safe landing
on the intended location provided that you have aimed well. Other
models are able to fly loops or cover long distances. Let them start
from a vista point in the mountains and see where they touch the
ground.

H1
Body

Body_indented

図 9.16
イ ン ラ イ ンオプシ ョ

ン と マク ロの併用
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<macro {
H1 {leftindent=15 rightindent=10 alignment=center
fontname=Helvetica fontsize=12}

Body {leftindent=15 rightindent=10 alignment=justify leading=140%
fontname=Helvetica fontsize=8}

Body_indented {parindent=20 leftindent=15 rightindent=10 alignment=justify
leading=140% fontname=Helvetica fontsize=8}
}>

<&H1>Have a look at our new paper plane models! 
<&Body>Our paper planes are the ideal way of passing the time. We offer 

revolutionary new developments of the traditional common paper planes. 
<&Body_indented>If your lesson, conference, or lecture 
turn out to be deadly boring, you can have a wonderful time 

with our planes. All our models are folded from one paper sheet. 
They are exclusively folded without using any adhesive. Several 
models are equipped with a folded landing gear enabling a safe 
landing on the intended location provided that you have aimed well. 
Other models are able to fly loops or cover long distances. Let them 
start from a vista point in the mountains and see 
where they touch the ground.

オプシ ョ ンの明示的設定 注意し なければな ら ないのは、 マ ク ロの中で設定し なかった

オプシ ョ ンではすべて前の値が保持される と い う こ と です。 オプシ ョ ンが勝手に 「継承」

されておかし な副作用を起こ さ ないよ う にし たければ、そのマ ク ロが必要とする設定をす

べて明示的に指定する必要があ り ます。そ う すればそのマ ク ロが他のオプシ ョ ン リ ス ト と

の順序や組み合わせにかかわ らずいつも確実に同じ よ う に動作する よ う にする こ と がで

き ます。

あ るいは、 こ の動作を逆に利用し て、 あ る特定の設定群についてはあえて明示的に与

えずに、それぞれの利用箇所における設定が保持される よ う にする と い う 方式も あ り えま

す。 た と えば、 フ ォ ン ト 名は指定するけれど も fontsize オプシ ョ ンは与えない と い う マ ク

ロ を作って も よいのです。 する と、 文字サイ ズをつねに前のテキス ト と同じにする こ と が

でき ます。

イ ン ラ イ ンオプシ ョ ンか、 メ ソ ッ ド の引数と し てオプシ ョ ン を渡すか テキス ト フ ロー

を利用する際には、 テキス ト がプロ グ ラ ム コード内に リ テ ラルに書かれているか、 それ と

も ど こ か外部のソースから来るか と い う のは重大な違いです。 また、 組版指示がテキス ト

と は別にあ る か、 それ と も テキ ス ト 内にあ るか と い う の も重大です。 たいていのアプ リ

ケーシ ョ ンではテキ ス ト はデータベースのよ う な何ら かの外部ソースから来るでし ょ う 。

現実的には 2 通 り の状況が考え られます ：

> テキ ス ト 内容が外部ソースか ら来て、 組版オプシ ョ ンはプロ グ ラ ム内にあ る場合 ： 実

行時に、 外部ソースか ら来る短いテキ ス ト 群をプロ グ ラ ム内で合成し、 それを組版オ

プシ ョ ン群 と （ メ ソ ッ ド呼び出しの所で） 組み合わせます。

> テキ ス ト 内容も組版オプシ ョ ン も外部ソースか ら来る場合 ： 大量のテキ ス ト が組版オ

プシ ョ ン群を含んだ状態で外部ソースか ら来ます。 組版はテキ ス ト 内のイ ン ラ イ ンオ

プシ ョ ン群によ って与え られます。 イ ン ラ イ ンオプシ ョ ンは単純なオプシ ョ ン と し て

書かれている こ と も あれば、 マ ク ロ と し て書かれている こ と も あ り えます。 マ ク ロに

関し ては、 マ ク ロ定義 と マ ク ロ呼び出し と を区別し て考え る必要があ り ます。 そ う す

る と、 面白い中間的形態が作 り 出せます ： テキ ス ト 内容は外部ソースか ら来て組版の

ためのマ ク ロ呼び出し も その中に含んでいるのですが、 マ ク ロ定義は別に用意し てお

いて実行時にはじめて与え る よ う にするのです。 こ の方式の利点は、 外部のテキ ス ト
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に手を加えずに組版を簡単に変更でき る こ と です。 た と えばグ リ ーテ ィ ングカー ド を

作る際など、 さ ま ざ まなス タ イルをマ ク ロで定義し ておけば、 カー ド の雰囲気を ロ マ

ンチッ ク にし た り 、テ ク ニカルにし た り 、その他さ まざまに変え る こ と ができ るでし ょ

う 。

9.2.4 タ ブ位置

次の例ではタブキ ャ ラ ク ターを用いて左寄せ ・ 右寄せの列のあ る簡単な表を配置し ます。

表は以下のよ う な複数行のテキス ト を持ち、個々のエン ト リ ーが互いにタブキ ャ ラ ク ター

（矢印で示す） で区切ってあ り ます :

ITEM  DESCRIPTION  QUANTITY  PRICE  AMOUNT 

1  Super Kite  2  20.00  40.00 

2  Turbo Flyer  5  40.00  200.00 

3  Giga Trash  1  180.00  180.00 

    TOTAL 420.00

こ の簡単な表を配置するには、 PDF__add/create_textflow( ) で以下のオプシ ョ ン リ ス ト を

用います。 ruler オプシ ョ ンがタブ位置を定義し てお り 、 tabalignment がタブ位置の整列

方向を指定し てお り 、 hortabmethod オプシ ョ ンがタブ位置の処理方式を指定し ています

（出力を図 9.17 に示し ます） ：

String optlist =
"ruler={30  150 250 350} " +
"tabalignment={left right right right} " +
"hortabmethod=ruler leading=120% fontname=Helvetica fontsize=9";

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの textflow/tabstops_in_text ト ピ ッ クにあり ます。

注 複雑な表を作成するには PDFlib の表機能を推奨し ます （259 ページ 「9.3 表の組版」 参照）。

9.2.5 番号付き リ ス ト と段落間隔

イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン leftindentを用いて番号付き リ ス ト を組む方法を以下に示し ます（図

9.18 参照） ：

1.<leftindent 10>Long Distance Glider: With this paper rocket you can send all

your messages even when sitting in a hall or in the cinema pretty near the back. 
<leftindent 0>2.<leftindent 10>Giant Wing: An unbelievable sailplane! It is amazingly

robust and can even do aerobatics. But it is best suited to gliding. 
<leftindent 0>3.<leftindent 10>Cone Head Rocket: This paper arrow can be thrown with big

hortabmethod ruler
tabalignment left right right right

ruler 30 350250150

ITEM DESCRIPTION QUANTITY PRICE AMOUNT
1 Super Kite 2 20.00 40.00
2 Turbo Flyer 5 40.00 200.00
3 Giga Trash 1 180.00 180.00

TOTAL  420.00

図 9.17
テキス ト を

表と し て配置

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/textflow/tabstops_in_text/
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swing. We launched it from the roof of a hotel. It stayed in the air a long time and
covered a considerable distance.

ク ッ クブ ッ ク ビ ュ レ ッ ト リ ス ト と番号付き リ ス ト の完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの textflow/

bulleted_list ・ textflow/numbered_list ト ピ ッ クにあり ます。

イ ンデン ト 値を設定し た り 取 り 消し た り し なければな ら ないのが面倒です。しかも各段落

ご と に行わなければな ら ないのですから なおさ らです。も っ と エレガン ト な解決法と し て

は list と い う マ ク ロ を定義し ます。 あわせて便宜のためマ ク ロ indent を定義し、 定数と し

て使用し ます。 以下のよ う なマ ク ロの定義にな り ます ：

<macro {
indent {25}

list {parindent=-&indent leftindent=&indent hortabsize=&indent 
hortabmethod=ruler ruler={&indent}}
}>

<&list>1.  Long Distance Glider: With this paper rocket you can send all your messages 

even when sitting in a hall or in the cinema pretty near the back. 

2.  Giant Wing: An unbelievable sailplane! It is amazingly robust and can even do 

aerobatics. But it is best suited to gliding. 

3.  Cone Head Rocket: This paper arrow can be thrown with big swing. We launched 
it from the roof of a hotel. It stayed in the air a long time and covered a 
considerable distance.

leftindent オプシ ョ ンで左余白からの間隔を指定し ています。 parindent オプシ ョ ンには、

leftindent を負値にし た ものを設定し、各段落の先頭行のイ ンデン ト を打ち消し ています。

オプシ ョ ン hortabsize ・ hortabmethod ・ ruler では、 leftindent に対応し た タブ位置を指定

し ています。 これによ って、 番号の後のテキス ト は、 leftindent で指定し た分だけ イ ンデ

ン ト される よ う にな り ます。図 9.19 に parindent・leftindent オプシ ョ ンの作用を示し ます。

1. Long Distance Glider: With this paper rocket you can send all your
messages even when sitting in a hall or in the cinema pretty near the
back.

2. Giant Wing: An unbelievable sailplane! It is amazingly robust and can
even do aerobatics. But it is best suited to gliding.

3. Cone Head Rocket: This paper arrow can be thrown with big swing. We
launched it from the roof of a hotel. It stayed in the air a long time and
covered a considerable distance.

図 9.18
番号付き リ ス ト

leftindent = &indent
parindent = – &indent 1. Long Distance Glider: With this paper rocket you can send all your

messages even when sitting in a hall or in the cinema pretty near
the back.

2. Giant Wing: An unbelievable sailplane! It is amazingly robust and
can even do aerobatics. But it is best suited to gliding.

3. Cone Head Rocket: This paper arrow can be thrown with big swing.
We launched it from the roof of a hotel. It stayed in the air a long
time and covered a considerable distance.

図 9.19
マク ロによる

番号付き リ ス ト

http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/textflow/bulleted_list/
http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/textflow/bulleted_list/
http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/textflow/numbered_list/
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２ つの段落の間隔を設定 多 く の場合、 と な り あった段落の間隔は、 段落の中の行間よ

り も、 広 く と り たい も のです。 こ れを実現する には、 空の行を挿入し て （nextline オプ

シ ョ ンで作成でき ます） 、 その空行に適切な行送 り 値を設定し ます。 この値は、 直前の段

落の 終行のベース ラ イ ン と、 空行のベース ラ イ ン と の間隔です。 以下の例は、 2 つの段

落の間に 80% のアキを作 り ます （こ こ で 100% は、 も っ と も 近に設定された文字サイ ズ

の値に等しい） ：

1.  Long Distance Glider: With this paper rocket you can send all your messages 
even when sitting in a hall or in the cinema pretty near the back.

<nextline leading=80%><nextparagraph leading=100%>2.  Giant Wing: An unbelievable 
sailplane! It is amazingly robust and can even do aerobatics. But it is best suited to 
gliding.

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの textflow/distance_between_paragraphs ト ピ ッ ク

にあ り ます。

9.2.6 制御キャ ラ ク タ ー と キャ ラ ク タ ーマ ッ ピ ング

テキス ト フ ロー内で制御キャ ラ ク タ ー テ キ ス ト フ ロ ーの中では さ ま ざ ま な キ ャ ラ ク

ターが特別な扱いを受けます。PDFlib はシンボ リ ッ ク キ ャ ラ ク ター名に対応し てお り 、 こ

れはその対応する文字コード のかわ り と し て charmapping オプシ ョ ン（テキス ト を処理す

る前にその中のキ ャ ラ ク ターを置換で き る オプシ ョ ン。 後述） 内で用いる こ と ができ ま

す。 表 9.1 に、 テキス ト フ ロー関数群が評価するすべての制御キ ャ ラ ク ターを、 それぞれ

のシンボ リ ッ ク名と意味説明と と もに挙げてあ り ます。 1 つのオプシ ョ ン リ ス ト の中で同

じオプシ ョ ンを複数回使 う こ と はでき ませんが、複数のオプシ ョ ン リ ス ト を連続し て与え

る こ と は可能です。 た と えば以下の並びは空行を作成し ます ：

<nextline><nextline>

キャ ラ ク タ ーかキャ ラ ク タ ー列をマ ッ ピ ング / 除去 charmappingオプシ ョ ンを使 う と、

テキス ト 内のキ ャ ラ ク ターを、 別のキ ャ ラ ク ターへマ ッ プし た り 、 除去し た り する こ と が

でき ます。 まずは簡単な場合から始める こ と にし て、 テキス ト 内のすべてのタブを スペー

スへマ ッ プし てみま し ょ う 。これを行 う には charmapping オプシ ョ ンを以下のよ う にし ま

す ：

charmapping={hortab space}

こ のコ マン ド ではシンボ リ ッ ク キ ャ ラ ク ター名 hortab ・ space を用いています。 複数の

マ ッ ピングを一度に行 う には、 以下のコマン ド のよ う にすれば、 すべてのタブ と改行キ ャ

ラ ク ター列を スペースに置換する こ と ができ ます ：

charmapping={hortab space CRLF space LF space CR space}

以下のコマン ド はすべてのソ フ ト ハイ フンを削除し ます ：

charmapping={shy {shy 0}}

タブ 1 つにつき スペース 4 つに置換し ます ：

charmapping={hortab {space 4}}

任意長の連続 linefeed キ ャ ラ ク ター列を 1 個の linefeed キ ャ ラ ク ターに縮めます ：

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/textflow/distance_between_paragraphs/
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charmapping={linefeed {linefeed -1}}

CRLF キ ャ ラ ク ター列をそれぞれ 1 個のスペースに置換し ます ：

charmapping={CRLF {space -1}}

こ の 後の例について も う 少し詳し く 見てみま し ょ う 。た と えばど こ かから テキス ト を受

け取った時、何か他のソ フ ト ウ ェ アのせいで行の途中に改行がブツブツ入っていた と し た

ら、 そのま までは適切に組版ができ ません。 適切にはめ込み枠内での組版が行え る よ う に

するには、 これらの改行を スペースに置換し たい と こ ろです。 これを行 う ため、 任意長の

連続改行を 1 個のスペースに置換し ま し ょ う 。はじめのテキス ト は以下のよ う な ものだ と

し ます ：

To fold the famous rocket looper proceed as follows:  

Take a sheet of paper. Fold it 

lengthwise in the middle. 

Then, fold down the upper corners. Fold the 

long sides inwards 
that the points A and B meet on the central fold.

以下のコード断片は、無駄な改行キ ャ ラ ク ターを置換し た う えででき たテキス ト を組版す

る方法を演示し ています ：

表 9.1 テキス ト フ ロー内の制御キャ ラ ク ターと その意味

Unicode キャ ラ ク

ター

実体名

等価なテキ

ス ト フ ロー 
オプシ ョ ン

テキス ト フ ロー内における意味

U+0020 SP, space space 単語揃え ・ 改行

U+00A0 NBSP, nbsp （な し） （no-break space） 改行し ない空白文字

U+202F NNBSP, 

nnbsp

（な し） （narrow no-break space） 改行し ない、 かつ組版オプシ ョ ンに

従ってその幅を変える こ とのない固定幅空白文字

U+0009 HT, hortab （な し） 水平タ ブ ： ruler ・ tabalignchar ・ tabalignment オプシ ョ ンに

従って処理されます

U+002D HY, hyphen （な し） 単語のハイ フネーシ ョ ンのための区切り文字

U+00AD SHY, shy （な し） （soft hyphen） ハイ フネーシ ョ ン機会。 改行箇所でのみ表示さ

れる

U+000B

U+2028

VT, verttab

LS, linesep

nextline （next line） 次の行へ移る

U+000A

U+000D

U+000D ・ U+000A

U+0085

U+2029

LF, linefeed

CR, return

CRLF

NEL, newline

PS, parasep

next-
paragraph

（next paragraph） nextline と同効果。 それに加え、 parindent
オプシ ョ ンが次の行に影響し ます

U+000C FF, formfeed return PDF_fit_textflow( ) 関数が中断し て文字列 _nextpage を返し ま

す。
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/* オプションリストを組み立て */
String optlist = "fontname=Helvetica fontsize=9 alignment=justify "

"charmapping {CRLF {space -1}}"

/* テキストフローをはめ込み枠に配置 */
textflow = p.add_textflow(-1, text, optlist);
if (textflow == -1)

throw new Exception("エラー：" + p.get_errmsg());

result = p.fit_textflow(textflow, left_x, left_y, right_x, right_y, "");
if (!result.equals("_stop"))

{ /* ... */ }

p.delete_textflow(textflow);

図 9.20 に、 処置前のテキス ト のテキス ト フ ロー出力と、 charmapping オプシ ョ ンによ る

改善後の出力と を示し ます。

9.2.7 ハイ フネーシ ョ ン

PDFlib は自動的にテキス ト のハイ フネーシ ョ ンを行 う 能力は持ちませんが、テキス ト 内で

ソ フ ト ハイ フ ンキ ャ ラ ク ターによ って明示的にハイ フネーシ ョ ン機会が示さ れている場

合にはそ こ で単語を分割する こ と ができ ます。 ソ フ ト ハイ フンキ ャ ラ ク ターは Unicode で

は位置 U+00AD にあ り ます。 あ るいは文字実体を用いる こ と もでき ます ： &shy;
グ リ フ U+00AD がそのフ ォ ン ト 内で得られる場合にはそれが、 そ う でない場合には

U+002D がハイ フ ンキ ャ ラ ク ター と し て使われます。 ソ フ ト ハイ フ ンで示さ れたハイ フ

ネーシ ョ ン機会でな く て も、 単語は強制的にハイ フネーシ ョ ン される こ と があ り ます。 こ

れは単語間隔伸縮や長体など、他の調整手段が う ま く いかなかった極端な場合に起こ り ま

す。

テキス ト 両端揃えでハイ フ ンキャ ラ ク タ ーがある場合と ない場合 以下の例では、 以下

のテキス ト を両端揃えで印字させます。テキス ト にはソ フ ト ハイ フンキ ャ ラ ク ターを適宜

入れてあ り ます （こ こ ではダ ッ シュで視覚化し ています） ：

Our paper planes are the ideal way of pas sing the time. We offer revolu tionary 

brand new dev elop ments of the tradi tional common paper planes. If your lesson, 

confe rence, or lecture turn out to be deadly boring, you can have a wonder ful time 

with our planes. All our models are folded from one paper sheet. They are exclu sively 

folded without using any adhe sive. Several models are equip ped with a folded 

landing gear enab ling a safe landing on the intended loca tion provided that you 

To fold the famous rocket looper proceed as follows:

Take a sheet of paper. Fold it
lengthwise in the middle.
Then, fold down the upper corners. Fold the
long sides inwards
that the points A and B meet on the central fold.

To fold the famous rocket looper proceed as follows: Take a sheet of
paper. Fold it lengthwise in the middle. Then, fold down the upper
corners. Fold the long sides inwards that the points A and B meet on
the central fold.

図 9.20
上 ： 無駄な改行のあるテキス ト

下 ： charmapping オプシ ョ ンで

改行を置換し たもの
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have aimed well. Other models are able to fly loops or cover long dist ances. Let them 

start from a vista point in the mount ains and see where they touch the ground.

図 9.21 に、テキス ト 両端揃えのデフ ォル ト 設定で生成されたテキス ト 出力を示し ます。完

璧な見ばえ と なっています。 なぜな ら条件が 適だか ら です ： はめ込み枠枠が充分広 く

て、 しかも、 明示的なハイ フネーシ ョ ン機会を ソ フ ト ハイ フンキ ャ ラ ク ターで指定し てあ

るからです。 図 9.22 を見る と、 明示的ソ フ ト ハイ フンがない場合でも出力はおおむね良

好です。 オプシ ョ ン リ ス ト はどち らの場合も以下のよ う にな り ます ：

fontname=Helvetica fontsize=9 encoding=winansi alignment=justify

9.2.8 ウ ィ ド ー行 ・ オーフ ァ ン行

1 つの段落の先頭の 1 行 （ないし複数行） だけが段またはページの下端に現れる と き、 こ

れをオーフ ァ ン と いいます。 同様に、 1 つの段落の末尾の 1 行 （ないし複数行） が次の段

またはページの先頭に現れる と き、 これを ウ ィ ドーと いいます。 高品質な文字組版におい

て、 孤立し たオーフ ァ ン行またはウ ィ ドー行は望ま し く ない と考え られています。

オーフ ァ ン制御 テキス ト フ ローオプシ ョ ン minlinecount は、 はめ込み枠の末尾段落の

少行数を指定し ます。 行がそれよ り も少ない場合には、 それらは次のはめ込み枠の中に

配置されます。値 minlinecount=2 を用いる と、はめ込み枠の末尾の段落の 1 行のオーフ ァ

ン行を避ける こ と ができ ます。

ウ ィ ド ー制御 PDFlib は、将来のテキス ト フ ロー配置について何も知 り ませんので、 ウ ィ

ドー行を直接制御する こ と はでき ません。 しかし、 ク ラ イ アン ト コード内に以下の仕組み

でウ ィ ドー制御を実装する こ と は可能です ：

> テキ ス ト フ ローの先頭部分を、 先頭はめ込み枠内へブ ラ イ ン ド モー ド （オプシ ョ ン

blind=true） で、 すなわち実際の出力を生成せずにはめ込みます。

> テキス ト フ ローの次の部分を、2 番目のはめ込み枠内へブラ イ ン ド モード ではめ込みま

す。 PDF_info_textflow( ) をキーワード firstparalinecount と と もに呼び出すこ と によ っ

て、 この 2 番目のはめ込み枠の先頭段落の行数を ク エ リ ーし ます。 も し この結果が 1

な らば、 1 行ウ ィ ドーを見つけた こ と にな り ます。

> そ う であれば、先頭はめ込み枠へ rewind オプシ ョ ンを用いて戻る こ と ができ ますので、

アルゴ リ ズムで、 ウ ィ ド ー行を避け る ためにはめ込みオプシ ョ ン群を調整する必要が

Our paper planes are the ideal way of
passing the time. We offer revolu-
tionary brand new developments of the
traditional common paper planes. If
your lesson, conference, or lecture turn
out to be deadly boring, you can have
a wonderful time with our planes. All
our models are folded from one paper
sheet. They are exclusively folded
without using any adhesive. Several
models are equipped with a folded
landing gear enabling a safe landing
on the intended location provided that
you have aimed well. Other models are
able to fly loops or cover long dist-
ances. Let them start from a vista point
in the mountains and see where they
touch the ground.

Our paper planes are the ideal way of
passing the time. We offer revolutionary
brand new developments of the
traditional common paper planes. If
your lesson, conference, or lecture turn
out to be deadly boring, you can have
a wonderful time with our planes. All
our models are folded from one paper
sheet. They are exclusively folded
without using any adhesive. Several
models are equipped with a folded
landing gear enabling a safe landing
on the intended location provided that
you have aimed well. Other models are
able to fly loops or cover long
distances. Let them start from a vista
point in the mountains and see where
they touch the ground.

図 9.21
テキス ト 両端揃えでソ フ ト ハイ フ ンあ り。
デフ ォル ト 設定と広いはめ込み枠を使用。

図 9.22
テキス ト 両端揃えでソ フ ト ハイ フ ンな し。
デフ ォル ト 設定と広いはめ込み枠を使用。
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あ り ます。 た と えばこれは、 先頭はめ込み枠内の行数を maxlines オプシ ョ ンを用いて

減らすこ と によ って実現でき ます。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの textflow/widows_and_orphans ト ピ ッ クにあり ま

す。

9.2.9 標準改行アルゴ リ ズムの制御

PDFlib は洗練された改行アルゴ リ ズムを実装し ています。改行アルゴ リ ズムを制御する テ

キス ト フ ローオプシ ョ ンを表 9.2 に挙げます

改行規則 1つの単語、ないし両端を スペースキ ャ ラ ク ターで挟まれた一連のテキス ト が、

1 つの行に収ま り き ら ない場合、 次の行へ送る必要が出てき ます。 このよ う な状況で改行

アルゴ リ ズムは、 どのキ ャ ラ ク ターの後で改行が可能かを決定し ます。

た と えば、 -12+235/8*45 のよ う な数式は絶対に途中で改行されませんが、 一方、 文字列

PDF-345+LIBRARY はマイナスの所で次行に送られる可能性があ り ます。 テキス ト がソ フ ト

ハイ フ ンキ ャ ラ ク ターを含んでいればその う ちのいずれかの後で改行される可能性も あ

り ます。

括弧 と 引用符については、 開 く 所 と 閉じ る所 と で規則が異な り ます ： 括弧や引用符が

開 く 所では改行機会は一切与え られません。 引用符については、 どれが開いてどれが閉じ

ているのかを判定する手段と し て、 引用符のペアを数えてい く 仕組みになっています。

表 9.2 改行アルゴ リズムを制御するためのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

adjust-
method

（キーワー ド） minspacing ・ maxspacing オプシ ョ ンで指定された制限内で単語間を詰めた り拡げた

り し ても テキス ト が 1 行に収ま り き らない時に行の調整に用いる方式。 デフ ォル ト ： auto。

auto 以下の方式が順に適用されます ： shrink ・ spread ・ nofit ・ split。

clip nofit （後述） と同じ。 ただ し、 はめ込み枠の右端 （rightindent オプシ ョ ンを考慮）

からはみ出し た部分を切り落と し。

nofit 後の単語を次行へ送る。 ただ し、 残される （短い） 行が、 nofitlimit オプシ ョ ンで

指定されたパーセン ト 値よ り も短 く ならない場合に限る。 均等配置の段落でも若干がた

ついて見える場合あ り。

shrink 単語が行内に収ま らないと き、 収まるまでテキス ト を圧縮。 ただ し shrinklimit の制限

に従い、 それで収ま り き らなければ nofit 方式を適用。

split 後の単語を次行へ送らず、 強制的にハイ フネーシ ョ ンする。 テキス ト フ ォ ン ト の場合

はハイ フ ンキャ ラ ク ターを挿入し、 記号フ ォ ン ト の場合はし ない。

spread 後の単語を次行へ送り、 残された （短い） 行を均等配置するよ う単語内の字間を拡げ

る。 ただ し spreadlimit の制限に従い、 それで均等配置できなければ nofit 方式を適

用。

advanced-
linebreak

（論理値） 複雑用字系で必要な高度な改行アルゴ リズムを有効にし ます。 これはタ イ語など、 単語

境界を示すのに空白キャ ラ ク ターを使わない用字系で改行を行う ために必要です。 オプシ ョ ン

locale ・ script に従います。 デフ ォル ト ： false

avoidbreak （論理値） true なら、 avoidbreak が false に再設定されるまで一切改行し ない。 デフ ォル ト ：

false。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/textflow/widows_and_orphans/
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イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト は通常は改行機会を生み出し ません。 それは単語内での

オプシ ョ ン変更を可能にする ためです。 ただ し、 オプシ ョ ン リ ス ト がスペース キ ャ ラ ク

ターで挟まれている場合はオプシ ョ ン リ ス ト の開始位置に改行機会があ り ます。も し その

オプシ ョ ン リ ス ト で改行が起き て しかも alignment=justify の場合、オプシ ョ ン リ ス ト の前

にあ る スペース群は破棄されます。 オプシ ョ ン リ ス ト の後のスペース群は保持され、 次行

先頭に表れます。

charclass （ペアのリ ス ト 。 こ こ でペアの 1 番目の要素はキーワー ド であ り、 2 番目の要素は Unichar または

Unichar のリ ス ト ） 指定された Unichar が、 指定されたキーワー ド によ って分類される こ とによ り、

そのキャ ラ ク ター （群） の改行時動作を決定し ます ：

letter 文字 （a B など） と同様に動作

punct 句読点文字 （+ / ; : など） と同様に動作

open 開きかっ こ （[ など） と同様に動作

close 閉じかっ こ （] など） と同様に動作

default すべてのキャ ラ ク ター分類を PDFlib 内蔵のデフ ォル ト に リ セ ッ ト

例 ： charclass={ close » open « letter {/ : =} punct & }

hyphenchar （Unichar またはキーワー ド） 改行箇所でソ フ ト ハイ フ ンに置き換わるべきキャ ラ ク ターの Unicode

値。 デフ ォル ト ： U+00AD （SOFT HYPHEN）、 ただ し それがフ ォ ン ト 内になければ U+002D 

（HYPHEN-MINUS）。

locale （キーワー ド） advancedlinebreak= true の場合に、 ローカ ラ イズされた改行方式のために用いら

れるロケール。 キーワー ドは 1 個ないし複数の構成要素から成っており、 その中でオプシ ョ ナル

な コ ンポーネン ト は下線キャ ラ ク ター 「_」 で区切られます （その文法は NLS/POSIX ロケール ID

とは若干異なっています。） ：

> 必須の、 ISO 639-2 に従った 2 文字か 3 文字の小文字の言語コー ド。 例 ： en （英語） ・ de （ド イ ツ

語） ・ ja （日本語）。 これは language オプシ ョ ン とは異な り ます。

> オプシ ョ ナルな、 ISO 15924 に従った 4 文字の用字系コー ド。 例 ： Hira （ひらがな） ・ Hebr （ヘブ

ラ イ） ・ Thai （タ イ）。

> オプシ ョ ナルな、 ISO 3166 に従った 2 文字の大文字の国コー ド。 例 ： DE （ド イ ツ） ・ CH （スイ

ス） ・ GB （イギリ ス）

キーワー ド _none は、 ロケール固有の処理が一切行われないこ と を指定し ます。

ロケールを指定する こ とは、 タ イ語などい く つかの用字系では高度な改行のために必須です。 デ

フ ォル ト ： _none

例 ： Thai ・ de_DE ・ en_US ・ en_GB

maxspacing
minspacing

（float またはパーセン ト 値） 単語間の 大間隔 ・ 小間隔 （ユーザー座標で表すか、 スペースキャ

ラ ク ターの幅に対するパーセン ト 値で指定）。 単語間隔の算出時はこの値を限度とする （ただ し

wordspacing オプシ ョ ンが加算される）。 デフ ォル ト ： minspacing=50%、 maxspacing=500%。

nofitlimit （float またはパーセン ト 値） nofit 方式における行の長さの下限 （ユーザー座標で表すか、 収める

はめ込み枠の幅に対するパーセン ト 値で指定）。 デフ ォル ト ： 75%。

shrinklimit （パーセン ト 値） shrink 方式におけるテキス ト 圧縮の下限。 縮小率の算出時はこの値を限度とす

る。 ただ し、 horizscaling オプシ ョ ンの値を掛け算される。 デフ ォル ト ： 85%。

spreadlimit （float またはパーセン ト 値） spread 方式における 2 文字間の間隔の上限 （ユーザー座標で表すか、

文字サイズに対するパーセン ト 値で指定）。 計算される文字間は charspacing オプシ ョ ンの値に加

算される。 デフ ォル ト ： 0。

表 9.2 改行アルゴ リズムを制御するためのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明
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改行を防止 charclass オプシ ョ ンを使 う と、 テキ ス ト フ ローが特定のキ ャ ラ ク ターの後

で改行されるのを防止する こ と ができ ます。以下のオプシ ョ ンはキ ャ ラ ク ター/ の直後で

の改行を防止し ます ：

charclass={letter /}

以下のオプシ ョ ンは、 「20 °C」 のよ う なテキ ス ト の中の度キ ャ ラ ク ター 「°」 と 「C」 の

間の改行を防止し ます。度キ ャ ラ ク ターが開き括弧のよ う に扱われるので行末で孤立し ま

せん ：

charclass={open °}

ひ とつなが り のテキス ト が複数行に泣き別れて し ま う のを防ぐには、それを avoidbreak ～

noavoidbreak で く く る と い う 方法があ り ます。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの textflow/avoid_linebreaking ト ピ ッ クにあり ま

す。

日中韓テキス ト の組版 テキ ス ト フ ローエンジンは、 日中韓テキ ス ト を扱え る よ う に作

られているので、 Unicode 標準の通 り 、 日中韓キ ャ ラ ク ターを表意文字 と し て適切に取 り

扱います。 その結果、 日中韓テキス ト はけっ し てハイ フネーシ ョ ン されません。 組版の品

質を高める ため、 日中韓テキス ト でテキス ト フ ローを使 う と きは、 以下の組版オプシ ョ ン

を推奨し ます。 こ う する と、 欧文テキス ト が混在し ていて も そ こ でハイ フネーシ ョ ンが行

われな く な り 、 また、 均等に間隔をあけたテキス ト 出力が作成されます ：

hyphenchar=none
alignment=justify
shrinklimit=100%
spreadlimit=100%

縦書きはテキス ト フ ローでは対応し ていません。

狭いはめ込み枠でテキス ト 両端揃え はめ込み枠が狭ければ狭いほど、 両端揃えのテキ

ス ト を制御する ためのオプシ ョ ンが重要になっていき ます。 図 9.23 は、 狭いはめ込み枠

でテキス ト がさ まざまな方式で両端揃え された出力結果を例示し ています。 図 9.23 のオ

プシ ョ ン設定は基本的におおむね良好ですが、 ただ、 maxspacing がやや広すぎ る単語間

隔を与えているのが気にな り ます。 と はいえ、 狭いはめ込み枠に対し てはこれはこのま ま

にし てお く こ と を推奨し ます。 でない と、 split 方式によ る見苦しい強制ハイ フネーシ ョ ン

の発生頻度が高ま るでし ょ う 。

はめ込み枠が狭すぎ る ために不適切な箇所が強制ハイ フネーシ ョ ン されて し ま う 場合

は、 対処を考慮し て、 ソ フ ト ハイ フ ン を入れる な り 、 テキ ス ト 両端揃えを制御する オプ

シ ョ ンを変え る な り する必要があ るでし ょ う 。

テキス ト 両端揃えで shrinklimit オプシ ョ ン 見た目に も っ と も 受け入れやすい解決策

は shrinklimit オプシ ョ ンを小さ く する こ と でし ょ う 。 このオプシ ョ ンは、 shrink 方式でか

かる長体の割合の下限を指定する ものです。 図 9.24a は、 テキス ト に shrinklimit=50% ま

で長体をかける こ と で強制ハイ フネーシ ョ ンを防いでいる様子を示し ています。

テキス ト 両端揃えで spreadlimit オプシ ョ ン 字間を拡げ る こ と で改行を制御する の も

一つの方法です。 これは spread 方式で行われ、spreadlimit オプシ ョ ンで制御されます。 し

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/textflow/avoid_linebreaking/
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かし こ の方式は美し く ないのでめったに使われないでし ょ う 。 図 9.24b は、 spreadlimit=5
を使って、 字間の 大を非常に広 く 5 単位と し た例です。

図 9.24 狭いはめ込み枠内の両端揃えテキス ト のためのオプシ ョ ン

テキス ト 両端揃えで nofitlimit オプシ ョ ン nofitlimit オプシ ョ ンは、 nofit 方式が適用さ

れた と きの行の 小の幅を制御する ものです。 はめ込み枠が非常に狭い場合は、 これをデ

フ ォル ト 値 75% から下げたほ う が強制ハイ フネーシ ョ ン よ り はま しです。 図 9.24c は、 行

の 小幅 50% を指定し た場合の出力結果を示し ています。

9.2.10 高度な用字系固有の改行

PDFlib は、 標準の改行アルゴ リ ズムに加えて、 追加の改行アルゴ リ ズム を実装し ていま

す。 こ の高度な改行アルゴ リ ズムは、 い く つかの用字系では必須であ り 、 また、 必須でな

いその他の用字系 / ロ ケールの組み合わせのなかにも、これによ り 改行動作が改善される

ものがあ り ます。 これは advancedlinebreak オプシ ョ ンで有効にする こ と ができ ます。 改

行はテキス ト の言語に依存し ますので、 高度な改行アルゴ リ ズムは script オプシ ョ ン （表

7.3 参照） と locale オプシ ョ ン （PDFlib API リ フ ァ レ ン ス参照） に従います。 高度な改行

は、 以下の状況において正しい改行機会を決定し ます ：

生成される出力 PDF_fit_textline( ) に与えるオプシ ョ ン リ ス ト

a)

 

alignment=justify shrinklimit=50%

b)

 

alignment=justify spreadlimit=5

c)

 

alignment=justify nofitlimit=50

Our paper planes
are the ideal way of
passing the time. We
offer revolutionary
brand new develop-
ments of the traditional
common paper planes.
If your lesson, conf-
erence, or lecture
turn out to be deadly
boring, you can have
a wonderful time
with our planes. All

単語間ツ メ （minspacing オプシ ョ ン）

行に長体 （shrink 方式 ・ shrinklimit オプシ ョ ン）

強制ハイ フネーシ ョ ン （split 方式）

単語間アケ （spread 方式 ・ maxspacing オプシ ョ ン）

図 9.23 狭いはめ込み枠でテキス ト 両端揃え。 デフ ォル ト 設定を用いています
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> タ イ語など、 テキ ス ト 内の空白キ ャ ラ ク ターの存在に改行が依拠し ない用字系に対し

て。以下のテキス ト フ ローオプシ ョ ンは、 タ イ語に対し て高度な改行を有効にし ます ：

<advancedlinebreak script=thai locale=tha>

> 仏文テキス ト 内で引用符と し て用いられる «» ギユ メ キ ャ ラ ク ターなど、 あ る特定の句

読点キ ャ ラ ク ターの特別な扱いを必要とする用字系/ ロ ケールの組み合わせにおいて。

下記のテキ ス ト フ ローオプシ ョ ンは、 仏文テキ ス ト に対し て高度な改行を有効にし ま

す。 その結果、 単語を囲 う ギユ メ キ ャ ラ ク ターが行末で単語 と 泣き別れし な く な り ま

す ：

<advancedlinebreak script=latn locale=fr>

locale テキス ト フ ローオプシ ョ ンは language テキス ト オプシ ョ ン （表 7.4 参照） と違 う こ

と に留意し て く ださい ： locale オプシ ョ ンは同じ 3 文字の言語識別子で始ま る こ と ができ

ますが、1 個ないし 2 個の追加部分を任意に含むこ と もでき ます。ただし、これらが PDFlib

で必要になる こ と はまれです。

9.2.11 テキス ト をパス ・ 画像に回り込ませる

回 り 込み機能を利用する と、 任意の形状にテキス ト を入れた り 、 テキス ト をパスに回 り 込

ませる こ と ができ ます。 範囲枠、 明示的な長方形 / 多角形 / 円 / 曲線、 パスオブジェ ク ト

のいずれかを用いて、 テキ ス ト フ ローに対する回 り 込み領域を指定する こ と ができ ます。

画像が ク リ ッ ピングパス を内蔵し ている場合には、テキス ト をその画像のク リ ッ ピングパ

スに自動的に回 り 込ませる こ と も可能です。

範囲枠を持つ画像にテキス ト を回 り込ませる 初の作成例 と し て、 テキ ス ト フ ローの

中に画像を配置し て、 テキス ト をその画像全体のまわ り に回 り 込ませてみま し ょ う 。 まず

画像を読み込み、 枠内の希望の位置に配置し ます。 こ の画像を後で名前で参照する ため

に、 オプシ ョ ン リ ス ト matchbox={name=img margin=-5} で、 画像をはめ込む際に img と

い う 範囲枠を定義し、 5 単位の余白を指定し ま し ょ う ：

result = p.fit_image(image, 50, 35, 
"boxsize={80 46} fitmethod=meet position=center matchbox={name=img margin=-5}");

テキス ト フ ローを追加し ます。 そし てそれを、 以下のよ う に、 画像のはめ込み枠 img を回

り 込むべき領域と し て wrap オプシ ョ ンを使って配置し ま し ょ う （図 9.25 参照） ：

result = p.fit_textflow(textflow, left_x, left_y, right_x, right_y,
"wrap={usematchboxes={{img}}}");

Have a look at our new paper plane models! Our
paper planes are the ideal way of passing the time.
We offer revolutionary new
developme- nts of the traditi-
onal com- mon paper planes.
If your les- son, conference,
or lecture turn out to be
deadly bor- ing, you can
have a wonderful time with our planes. All our
models are folded from one paper sheet. They are
exclusively folded without using any adhesive.

Our paper planes are the ideal way of passing the time.
We offer a lot of revolutionary brand-new developments
of the traditional common paper planes. If your
lesson, conference, or lecture turn out to be
deadly boring, you can have a wonderful
time with our planes. All our models are
folded from one paper sheet. They
are exclusively folded without
using any adhesive. 
Several models are equipped with a folded landing gear.
enabling a safe landing on the intended location provided
that you have aimed well. Other models are able to fly
loops or cover long distances.

図 9.26
三角形の輪郭にテキス ト を回り込ませる

50% 80%

80% 30%20% 30%

図 9.25
範囲枠を持つ画像にテキス ト を回り込ませる
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テキス ト を配置する前に、同じ範囲枠名を使って さ らにほかの画像をはめ込んでい く こ と

もでき ます。 その場合、 テキス ト はすべての画像を回 り 込みます。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの textflow/wrap_text_around_images ト ピ ッ クにあ

り ます。

任意のパスにテキス ト を回り込ませる パスオブジェ ク ト を作成し て （71 ページ 「3.2.3

直接パス」 参照） 、 それを回 り 込み形状と し て用いる こ と もでき ます。 下記のコード断片

は、 単純な形状 （1 個の円） のパスオブジェ ク ト を構築し、 それを PDF_fit_textflow( ) の

wrap オプシ ョ ンに与えます。 パス を配置する参照点は、 はめ込み枠の幅 と高さに対する

パーセン ト 値と し て表現されています ：

path = p.add_path_point(  -1,   0, 100, "move", "");
path = p.add_path_point(path, 200, 100, "control", "");
path = p.add_path_point(path,   0, 100, "circular", "");

result = p.fit_textflow(tf, llx1, lly1, urx1, ury1,
"wrap={paths={" +

"{path=" + path + " refpoint={100% 50%} }" +
"}}");

p.delete_path(path);

inversefill オプシ ョ ンを用いる と、 テキス ト をパスの外側に回 り こ ませるのではな く 、 パ

スの内側に回 り こ ませる こ と が可能です （すなわち、 パスはテキス ト フ ロー内に穴を作る

のではな く 、 テキス ト の入れ物と し て機能し ます） ：

result = p.fit_textflow(tf, llx1, lly1, urx1, ury1,
"wrap={inversefill paths={" +

"{path=" + path + " refpoint={100% 50%} }" +
"}}");

画像のク リ ッ ピ ングパスにテキス ト を回り込ませる TIFF・ JPEG 画像は、 ク リ ッ ピング

パス を内蔵する こ と ができ ます。 このパスは、 画像処理アプ リ ケーシ ョ ンで作成されてい

る必要があ り 、PDFlib はこれを評価し ます。デフ ォル ト ク リ ッ ピングパスが画像内で見つ

かればそれが使われますが、 画像内の他の任意の ク リ ッ ピングパス を PDF_load_image( )
の clippingpathname オプシ ョ ンで指定する こ と もでき ます。 画像が ク リ ッ ピングパス と

と もに読み込まれていれば、そのパス を抽出し て先述のよ う に PDF_fit_textflow( ) の wrap
オプシ ョ ンに与え る こ と ができ ます。取 り 込んだ画像の ク リ ッ ピングパス を拡大する ため

に scale オプシ ョ ン も与えます ：

image = p.load_image("auto", "image.tif", "clippingpathname={path 1}");

/* 画像のクリッピングパスからパスオブジェクトを作成 */
path = (int) p.info_image(image, "clippingpath", "");
if (path == -1)

throw new Exception("エラー : クリッピングパスが見つかりません!");

result = p.fit_textflow(tf, llx1, lly1, urx1, ury1,
"wrap={paths={{path=" + path + " refpoint={50% 50%} scale=2}}}");

p.delete_path(path);

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/textflow/wrap_text_around_images/
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画像を配置し てテキス ト をそれに回 り込ませる 前の項では画像の ク リ ッ ピ ングパスだ

けを使いま し た （画像自体ではな く ） が、 今度は画像をはめ込み枠の中に配置し て、 テキ

ス ト を そ れ に 回 り 込 ま せ て み ま し ょ う 。 こ れ を 実 現 す る に は、 今 度 も 画 像 を

clippingpathname オプシ ョ ンをつけて読み込んで、 それを PDF_fit_image( ) でページ上に

配置する必要があ り ます。テキス ト を回 り 込ませるのに適切なパスオブジェ ク ト を作成す

る ために、 PDF_fit_image( ) と同じオプシ ョ ン リ ス ト をつけて PDF_info_image( ) を呼び出

し ま し ょ う 。 こ う すれば、 ク リ ッ ピングパスが抽出される際と、 画像が実際に配置される

際に、 必ず同一の変換 （拡縮な ど） が適用 さ れます。 後に、 参照点 （PDF_fit_image( )
の x/y 引数） を wrap オプシ ョ ンの paths サブオプシ ョ ンの refpoint サブオプシ ョ ンに与

え る必要があ り ます ：

image = p.load_image("auto", "image.tif", "clippingpathname={path 1}");

/* 画像を何らかのはめ込みオプション群でページ上に配置 */
String imageoptlist = "scale=2";
p.fit_image(image, x, y, imageoptlist);

/* 同じオプションリストを用いて、画像からパスオブジェクトを作成 */
path = (int) p.info_image(image, "clippingpath", imageoptlist);
if (path == -1)

throw new Exception("エラー : クリッピングパスが見つかりません!");

result = p.fit_textflow(tf, llx1, lly1, urx1, ury1,
"wrap={paths={{path=" + path + " refpoint={" + x + " " + y + "} }}}");

p.delete_path(path);

PDF_fit_textflow( ) を複数回呼び出し て同一の wrap オプシ ョ ンを与え る こ と もでき ます。

これは多段組など、配置された画像が複数のテキス ト フ ローはめ込み枠に重なっている と

きに有用です。

非長方形形状にテキス ト を回 り込ませる パスオブジ ェ ク ト を回 り こみ輪郭 と し て作成

するのではな く 、 パス要素群を直接 Textflow オプシ ョ ン群で指定する こ と もでき ます。

テキス ト は、範囲枠で指定される長方形を回 り 込ませるだけでな く 、任意のグ ラ フ ィ ッ

ク要素を回 り 込み輪郭と し て定義する こ と もでき ます。た と えば以下のオプシ ョ ン リ ス ト

は、 三角形のまわ り にテキス ト を回 り 込ませます （図 9.26 参照） ：

wrap={ polygons={ {50% 80% 20% 30% 80% 30% 50% 80%} } }

なお、 showborder=true オプシ ョ ンを使って輪郭を図示し てあ り ます。 wrap オプシ ョ ンは

複数の輪郭を持つこ と もでき ます。 以下のオプシ ョ ン リ ス ト は、 2 つの三角形のまわ り に

テキス ト を回 り 込ませます ：

wrap={ polygons={ {50% 80% 20% 30% 80% 30% 50% 80%} 
{20% 90% 10% 70% 30% 70% 20% 90%} } }

パーセン ト 値 （はめ込み枠内における相対座標） のかわ り に、 ページ上の絶対座標を使 う

こ と もでき ます。

注 横でも縦でもない向きの線分を持つ輪郭を使う と きは、 fixedleading=true に設定する こ と

を推奨し ます。
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ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの textflow/wrap_text_around_polygons ト ピ ッ クに

あ り ます。

非長方形の輪郭へ流し込む 回 り 込み機能を使えば、 任意の輪郭の領域の中にテキ ス ト

フ ローを配置する こ と もでき ます。 これを実現するには、 wrap オプシ ョ ンで addfitbox ま

たは inversefill サブオプシ ョ ンを使います。 テキス ト は指定された輪郭のまわ り に回 り 込

むのではな く 、 1 個ないし複数の輪郭の中にテキス ト が配置されます。 以下のオプシ ョ ン

リ ス ト を使えば、 ひし形の中へテキス ト を流し込む￥こ と ができ ます。 こ こ で座標は、 は

め込み枠の長方形に対するパーセン ト 値と し て与えています （図 9.27 参照） ：

wrap={ addfitbox polygons={ {50% 100% 10% 50% 50% 0% 90% 50% 50% 100%} } }

なお、 こ こ で も showborder=true オプシ ョ ン を使っ て輪郭を図示 し て あ り ます。 も し

addfitbox オプシ ョ ンをつけなければ、 ひし形は空のま ま、 そのまわ り にテキス ト が回 り

込むこ と にな り ます。

重な り合 う 輪郭へ流し込む 次の例と し て、 重な り 合 う 2 つの多角形から成る輪郭へ流

し込みを行なってみま し ょ う 。 た と えば六角形の中に四角形が入った輪郭です。addfitbox
オプシ ョ ンを使えば、 はめ込み枠自体は流し込みの範囲から除外され、 その後の リ ス ト の

中の多角形は、 重な り 合っている領域を除いて流し込みが行われます （図 9.28 参照） ：

wrap={ addfitbox polygons=

{ {20% 10% 80% 10% 100% 50% 80% 90% 20% 90% 0% 50% 20% 10%}
{35% 35% 65% 35% 65% 65% 35% 65% 35% 35%} } }

も し addfitbox オプシ ョ ンをつけなければ、 これ と反対の効果を得ます ： さ っ き流し込ま

れた領域は空のま ま と な り 、さ っ き空だった領域へテキス ト が流し込まれる こ と にな り ま

す。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの textflow/fill_polygons_with_text ト ピ ッ クにあ

り ます。

Our 
paper 

planes are
the ideal way
of passing the

time. We offer a lot
of revolutionary brand-

new developments of the
traditional common paper

planes. If your lesson, con-
ference, or lecture turn
out to be deadly bor-

ing, you can have
a wonderful

time with
our pla-

nes.

Our paper planes are
the ideal way of pas-

sing the time. We offer
revolutionary new develop-

ments of the tradi-
tional co- mmon pa-

per planes. If your les-
son, conf- erence, or
lecture turn out to be
deadly boring, 
you can have a wonderful
time with our planes. All
our models are folded
from one paper sheet.

50% 100%

10% 50% 90% 50%

50% 0%

図 9.27
ひし形へテキス ト

を流し込む

図 9.28
重な り合う輪郭へ流し込む

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/textflow/wrap_text_around_polygons/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/textflow/fill_polygons_with_text/
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9.3 表の組版
表組版機能を使 う と、 複雑な表を自動組版する こ と ができ ます。 表のセルには、 一行か複

数行のテキス ト か、 画像か、 SVG グ ラ フ ィ ッ ク か、 PDF ページを入れる こ と ができ ます。

表は 1 個のはめ込み枠に収ま ら な く て も よ く 、 複数のページにわたる こ と が可能です。

ク ッ クブ ッ ク 表の諸側面に関する コー ドサンプルがPDFlibク ッ ク ブ ッ クのtableカテゴ リーにあり ます。

表の一般的特徴 表組版機能の説明は、以下の概念と用語にも とづき ます（図 9.29 参照）：

> 表は、 長方形の輪郭を持つ仮想のオブジェ ク ト です。 横方向の表行 と 縦方向の列でで

きています。

> 単純セルは、 表内の長方形の領域であ り 、 表行 と 列の交差 と し て定義されます。 連結

セルは、 複数の列か複数の表行、 ないし両方にわたっています。 セル と い う 用語を用

いる と きは、 単純セル と連結セルの両方を指すもの と し ます。

> 表は、1 つのはめ込み枠に収ま り き る こ と も あ り ますし、複数のはめ込み枠が必要にな

る こ と も あ り ます。1 つのはめ込み枠に配置された表行群は、表イ ンス タ ンスを構成し

ます。 PDF_fit_table( ) は、 1 回呼び出される ご と に、 1 つのはめ込み枠に 1 つの表イ ン

ス タ ン ス を配置し ます （269 ページ 「9.3.5 表イ ン ス タ ン ス」 参照）。

> ヘ ッ ダー と フ ッ ターは、 表の 初か 後にあ る 1 個ないし複数の表行のかたま り であ

り 、すべての表イ ン ス タ ン スの上端か下端に繰 り 返し現れます。ヘッ ダーにも フ ッ ター

にも属さ ない表行は本体表行と呼びます。

> オプシ ョ ナルなキ ャプシ ョ ン （図 9.29 では示されていません） は、 表の説明を配置す

るために使え る追加の要素です。 これは表の任意の辺に配置する こ と ができ ます。

例 と し て、 図 9.29 の表を作成するすべての側面を説明し ていき ます。 表組版オプシ ョ ン

の完全な説明については PDFlib API リ フ ァ レンスを参照し て く ださい。 表の作成はまず、

各表セルの内容と視覚的プロパテ ィ を PDF_add_table_cell( ) で定義し てい く こ と から始ま

り ます。 それから、PDF_fit_table( ) を 1 回ないし複数回呼び出し て、 その表を配置し ます。

Our Paper Plane Models

2   Long Distance Glider

Material

Benefit

Drawing paper 180g/sqm

With this paper rocket you
can send all your messages
even when sitting in the 
cinema pretty near the back.

1   Giant Wing

Material

Benefit

Offset print paper 220g/sqm

It is amazingly robust and
can even do aerobatics. But
it is best suited to gliding.

Amazingly robust!

3   Cone Head Rocket

Material

Benefit

Kent paper 200g/sqm

This paper arrow can be
thrown with big swing. It
stays in the air a long time.

With big swing!

図 9.29
表の例

ヘ ッ

単純セル

セルにテキ

ス ト フ ロー

フ ッ

３ 列連結セル

セルに画像と

テキス ト 行

３ 行連結セル

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/table/
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表を配置する際には、 そのはめ込み枠の大き さ と、 その表行や列の罫線 と 塗 り 分けを

指定する こ と もでき ます。 セルご と の塗 り 分けなどの細かい指定には、 範囲枠機能を使っ

て く ださい （詳し く は 275 ページ 「9.4 範囲枠」 参照）。

こ の節では、 表セルの定義 と 表のはめ込みに必要な、 も っ と も重要なオプシ ョ ンのみ

を解説し ます。いずれの例において も、そのための PDF_add_table_cell( ) と PDF_fit_table( )
への呼び出し だけを示し ますが、 必要なフ ォ ン ト はすでに読み込まれている も の と し ま

す。

注 表の処理は、 カ レン ト 図形ステータ スからは独立です。 表セルの定義は文書スコープでも

できますが、実際に表を配置するのはページかパターン / テンプレート / グリフスコープ

で行う必要があ り ます。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの table/starter_table ト ピ ッ クにあ り ます。

表に関する組版上の問題を分析 セルの数と、 表組版オプシ ョ ンによ っては、 PDFlib の

表組版機能の結果が、 自分の期待と は一致し ないこ と があ り ます。 ほ と んどの場合におい

て、 こ れは適切なオプシ ョ ンによ って矯正でき ます。 し か し、 問題の起き ている セル群

や、 セルのグループを、 誤ったオプシ ョ ン を用いて特定する のは、 難し い場合も あ り ま

す。表に関する組版上の問題のデバッ グを実施可能にする ため、PDFlib は、PDF_fit_table( )
に以下のオプシ ョ ンを提供し ています ：

> オプシ ョ ン showcells は、 各セル内枠の境界を視覚化し ます。 この メ ソ ッ ド がページス

コープで呼ばれ、 かつ PDF/A モード が有効でない場合には、 各表セルの中央に、 その

セル内容に関する詳細を持った注釈が配置されます。

> オプシ ョ ン debugshow が true の場合には、高すぎ る、あ るいは幅が広すぎる、あ るいは

セルが小さ く な り すぎ る表に関するエ ラーがすべて抑制され、 ロ グ記録されます。 結

果 と し て作成される表イ ン ス タ ン スは、 その表は破損し ていますが、 デバ ッ グの助け

と し て生成されます。

> オプシ ョ ン showgrid が true の場合には、すべての列と表行の縦・横境界が描線されま

す。 すなわち、 基礎をなす表グ リ ッ ド が視覚化されます。

9.3.1 単純な表を配置

表の概念を さ らに詳し く 説明する前に、 単純な表作成の例を示し ます。 表には 6 つのセル

があ り 、 3 表行 ・ 2 列に配されています。 4 つのセルにはテキス ト 行があ り 、 1 つのセルに

は複数行のテキス ト フ ローがあ り ます。 セルの内容はすべて、 余白を 1 単位と って横方向

に左寄せ、 縦方向に中央揃えになっています。

こ の表を作成する ために、 まずはテキ ス ト 行セルに対するオプシ ョ ン リ ス ト を作る た

めに、 その fittextline サブオプシ ョ ン リ ス ト で、 必要なオプシ ョ ン font ・ fontsize と位置

{left center} を定義し ま し ょ う 。 さ らに、 1 単位のセル余白を定義し ま し ょ う 。 そし て、 テ

キス ト 行セルを 1 つずつそれぞれの列 ・ 表行に追加し、 その際に中身のテキス ト も、 PDF_
add_table_cell( ) への呼び出しに直接与えます。

次に、 テキ ス ト フ ローを作成し、 そのテキ ス ト フ ローのハン ド ルを使ってテキ ス ト フ

ロー表セルに対するオプシ ョ ン リ ス ト を構築し た後、 そのセルを表に追加し ま し ょ う 。

後に、 PDF_fit_table( ) を使って表を配置し、 その際に、 表の外枠 と セルの各辺を黒

い罫線で視覚化し ま し ょ う 。 列の幅は一切与えませんでし たので、 与えたテキス ト 行と余

白から自動的に計算されます。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの table/vertical_text_alignment ト ピ ッ クにあ り

ます。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/table/starter_table/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/table/vertical_text_alignment/
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以下のコード 断片は、 この単純な表を作成する方法を示し ます。 結果を図 9.30a に示し ま

す。

/* 複数行のテキストフローで表セルに入れるテキスト */
String tf_text = "It is amazingly robust and can even do aerobatics. " +

"But it is best suited to gliding.";

/* 1列目と2列目の列幅を定義 */
int c1 = 80, c2 = 120;

/* 表インスタンスの左下隅と右上隅を定義（はめ込み枠） */
double llx=100, lly=500, urx=300, ury=600;

/* エラー時には抜け出す */
p.set_option("errorpolicy=exception");

/* フォントを読み込む */
font = p.load_font("Helvetica", "unicode", "");

/* 1列目に配置するテキスト行セルに用いるオプションリストを定義 */
optlist = "fittextline={position={left center} font=" + font + " fontsize=8} margin==4" +

colwidth=" + c1;

/* 列1表行1にテキスト行セルを追加 */
tbl = p.add_table_cell(tbl, 1, 1, "Our Paper Planes", optlist);

/* 列1表行2にテキスト行セルを追加 */
tbl = p.add_table_cell(tbl, 1, 2, "Material", optlist);

/* 列1表行3にテキスト行セルを追加 */
tbl = p.add_table_cell(tbl, 1, 3, "Benefit", optlist);

/* 2列目に配置するテキスト行に用いるオプションリストを定義 */
optlist = "fittextline={position={left center} font=" + font + " fontsize=8} " +

"colwidth=" + c2 + " margin=4";

/* 列2表行2にテキスト行セルを追加 */
tbl = p.add_table_cell(tbl, 2, 2, "Offset print paper 220g/sqm", optlist);

/* テキストフローを追加 */
optlist = "font=" + font + " fontsize=8 leading=110%"; 
tf = p.add_textflow(-1, tf_text, optlist);

/* 上で取得したハンドルを使ってテキストフローセルに用いるオプションリストを定義 */
optlist = "textflow=" + tf + " margin=4 colwidth=" + c2;

/* 列2表行3にテキストフロー表セルを追加 */
tbl = p.add_table_cell(tbl, 2, 3, "", optlist);

p.begin_page_ext(0, 0, "width=200 height=100");

/* 表をはめ込むためのオプションリストを表枠とセル罫線つきで定義 */
optlist = "stroke={{line=frame linewidth=0.8} {line=other linewidth=0.3}}";

/* 表インスタンスを配置 */
result = p.fit_table(tbl, llx, lly, urx, ury, optlist);
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/* 結果をチェック。「_stop」はすべてOKを意味します */
if (!result.equals("_stop")) {

if (result.equals( "_error"))

throw new Exception("エラー：" + p.get_errmsg());
else {

/* それ以外の戻り値はすべて専用のコードで扱う必要があります */
}

}
p.end_page_ext("");

/* これは、表内で使われたテキストフローハンドル群も一緒に削除します */
p.delete_table(tbl, "");

セルの内容の縦位置を調整 表セルの縦方向中央に さ ま ざ ま な種類の内容を配置す る

と、 それら らは、 その辺からのまちまちの距離に位置付け られます。 図 9.30a において、

4 つのテキス ト 行セルは以下のオプシ ョ ン リ ス ト で配置されています ：

optlist = "fittextline={position={left center} font=" + font + 

" fontsize=8} colwidth=80 margin=4";

テキス ト フ ローセルは特殊なオプシ ョ ンを一切使わずに追加されています。テキス ト 行を

縦方向中央に配置し たために、 Benefit の行がテキス ト フ ローの分だけ下へずれます。

図 9.30 テキス ト 行と テキス ト フ ローを表セル内で整列させる

図 9.30b に示し た よ う に、 セルの辺か ら セルの中身までの縦間隔は、 それがテキ ス ト フ

ローであ るかテキス ト 行であ るかにかかわらず、 すべて同じにし たいものです。 これを実

現する ために、 まずテキス ト 行のためのオプシ ョ ン リ ス ト を用意し ま し ょ う 。 表行の高さ

を固定値 14 ポイ ン ト 、テキス ト 行の位置を左上で余白 4 ポイ ン ト と し て定義し ま し ょ う 。

さ きに与えたオプシ ョ ン fontsize=8 は、 文字の高さ を正確には表し ておらず、 上下に

い く らかあ きができ ています。 でも、 大文字の高さはフ ォ ン ト の capheight 値で正確に表

されます。 ですので、 fontsize={capheight=6} を用いれば、 文字サイ ズが結果的にほぼ 8 ポ

イ ン ト にな り 、また （margin=4 と あわせて） 高さの合計が 14 ポイ ン ト と なって rowheight
オプシ ョ ン と 対応し ます。 ですので全体 と し ては、 テキ ス ト 行セルに対する PDF_add_
table_cell( ) のオプシ ョ ン リ ス ト は次のよ う にし ま し ょ う ：

生成される出力

a)

b)

Our Paper Planes

Material

Benefit

Offset print paper 220g/sqm

It is amazingly robust and can
even do aerobatics. But it is
best suited to gliding.

Our Paper Planes

Material

Benefit

Offset print paper 220g/sqm

It is amazingly robust and can
even do aerobatics. But it is
best suited to gliding.
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/* テキスト行セルに用いるオプションリスト */
optlist = "fittextline={position={left top} font=" + font + 

" fontsize={capheight=6}} rowheight=14 colwidth=80 margin=4";

テキ ス ト フ ローの追加にあたっては、 上記のテキ ス ト 行同様、 fontsize={capheight=6} を

用いれば、 文字サイ ズが結果的にほぼ 8 ポイ ン ト にな り 、 また （margin=4 と あわせて）

高さの合計が 14 ポイ ン ト と な り ます ：

/* テキストフローの追加に用いるオプションリスト */
optlist = "font=" + font + " fontsize={capheight=6} leading=110%";

さ らに、 テキス ト Benefit のベース ラ イ ンは、 テキス ト フ ローの 1 行目に整列させたいも

のです。 と同時に、 テキス ト Benefit のセル上端からの間隔は、 テキス ト Material と同じ

になるべきです。 上端に余白を生じ させないために、 テキス ト フ ローセルの追加にあたっ

ては fittextflow={firstlinedist=capheight} を用いま し ょ う 。 そし てテキス ト 行 と同じ く 、 余

白 4 ポイ ン ト を追加し ま し ょ う 。

/* テキストフローセルの追加に用いるオプションリスト */
optlist = "textflow=" + tf + " fittextflow={firstlinedist=capheight} "

"colwidth=120 margin=4";

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの table/vertical_text_alignment ト ピ ッ クにあ り

ます。

9.3.2 表セルのさ まざまな内容

PDF_add_table_cell( ) で表にセルを追加する と きは、 さ まざまな種類のセル内容を指定す

る こ と ができ ます。 表セルは、 同時に複数の種類の内容を含むこ と もでき ます。 罫線 ・ 塗

り の追加も可能なほか、 範囲枠を使って表セル内に追加の内容を配置する こ と も でき ま

す。

た と えば紙飛行機の表には、 図 9.31 に示す要素があ り ます。

テキス ト 行によ る一行テキス ト テキス ト は、 PDF_add_table_cell( ) の text 引数で与えま

す。 fittextline オプシ ョ ン リ ス ト で、 PDF_fit_textline( ) のすべての組版オプシ ョ ンを与え

る こ と ができ ます。 デフ ォル ト のはめ込み方式は fitmethod=nofit です。 テキス ト がセル

に収ま り き ら ない と きは、 セルが大き く な り ます。 これを避けるには、 fitmethod=auto を

使えば、 shrinklimit オプシ ョ ンの範囲内でテキス ト が縮ま り ます。 表行の高さが指定され

なかった場合は、 組版機能はテキス ト サイ ズの 2 倍を表セルの高さ と し ます （よ り 正確に

い う と ： boxheight の 2 倍。 これは、 別途指定されない限 り デフ ォル ト 値 {capheight none}
を持ちます）。 テキス ト が回転させてあ る と きの表行の幅について も同じです。

 

 ....................
..............................................
..............................................

図 9.31
表セルのさ まざま
な内容

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/table/vertical_text_alignment/
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テキス ト に色をつけるには fittextline オプシ ョ ン リ ス ト で fillcolor オプシ ョ ンを使用し

て く ださい。

テキス ト フ ローによ る複数行テキス ト テキ ス ト フ ローは、 表関数の外で用意し ておい

て、 PDF_add_table_cell( ) を呼び出す前に PDF_create_textflow( ) か PDF_add_textflow( ) で

作成し てお く 必要があ り ます。 そのテキス ト フ ローのハン ド ルは、 textflow オプシ ョ ンで

与えます。 fittextflow オプシ ョ ンで、 PDF_fit_textflow( ) の組版オプシ ョ ンのすべてを与え

る こ と ができ ます。

デフ ォル ト のはめ込み方式は fitmethod=clip です。 すなわち、 まず、 テキス ト がセル

に収ま り き るかど う かが試されます。 セルの大き さが充分でない と きは、 その高さ が増や

されます。 それでも テキ ス ト が収ま り き ら ない場合は、 末尾が切 り 落 と されます。 これを

避けるには、 fitmethod=auto を使えば、 minfontsize オプシ ョ ンの範囲内でテキス ト が縮

ま り ます。

セルが狭すぎ る場合には、1 つの単語を好ま し く ない箇所で分割させる よ う 、テキス ト

フ ローに強制する こ と もでき ます。 avoidwordsplitting オプシ ョ ンが true の場合は、 単語

がも う 分割されな く なる までセル幅が拡が り ます。

画像と テンプ レー ト 画像は、PDF_add_table_cell( ) を呼び出す前に PDF_load_image( ) で

読み込んでお く 必要があ り ます。 テンプレー ト は、 PDF_begin_template_ext( ) で作成する

必要があ り ます。 その画像またはテンプレー ト のハン ド ルは、 image オプシ ョ ンで与えま

す。fitimage オプシ ョ ンで、PDF_fit_image( ) の組版オプシ ョ ンのすべてを与え る こ と がで

き ます。 デフ ォル ト のはめ込み方式は fitmethod=meet です。 すなわち画像 / テンプレー

ト が、 縦横比を変えないま ま、 セル内に収ま り き る よ う 配置されます。 セルの大き さ が、

画像 / テンプレー ト の大き さ にし たがって変わる こ と はあ り ません。

ベク ト ルグラ フ ィ ッ ク グ ラ フ ィ ッ クは、PDF_add_table_cell( ) を呼び出す前に PDF_load_
graphics( ) で読み込んでお く 必要があ り ます。 そのグ ラ フ ィ ッ ク のハン ド ルは、 graphics
オプシ ョ ンで与えます。 fitgraphics オプシ ョ ンで、 PDF_fit_graphics( ) の組版オプシ ョ ンの

すべてを与え る こ と ができ ます。 デフ ォル ト のはめ込み方式は fitmethod=meet です。 す

なわちグ ラ フ ィ ッ ク が、 縦横比を変えないま ま、 セル内に収ま り き る よ う 配置されます。

セルの大き さ が、 グ ラ フ ィ ッ ク の大き さ にし たがって変わる こ と はあ り ません。

取り込み PDF 文書のページ PDI ページは、 PDF_add_table_cell( ) を呼び出す前に PDF_
open_pdi_page( ) で開いてお く 必要があ り ます。その PDI ページのハン ド ルは、pdipage オ

プシ ョ ンで与えます。fitpdipage オプシ ョ ンで、PDF_fit_pdi_page( ) の組版オプシ ョ ンのす

べてを与え る こ と ができ ます。 デフ ォル ト のはめ込み方式は fitmethod=meet です。 すな

わち PDI ページが、 縦横比を変えないま ま、 セル内に収ま り き る よ う 配置されます。 セル

の大き さ が、 PDI ページの大き さにし たがって変わる こ と はあ り ません。

パスオブジ ェ ク ト パスオブジェ ク ト は、PDF_add_table_cell( ) を呼び出す前に PDF_add_
path_point( ) で作成されている必要があ り ます。 そのパスハン ド ルは path オプシ ョ ンで

与え られます。 fitpath オプシ ョ ンでは、 PDF_draw_path( ) のすべての組版オプシ ョ ンを指

定可能です。 パスの外接枠が表セル内に配置されます。 セル内枠の左下隅が、 パス を配置

する ための参照点と し て用いられます。

注釈 表セル内の注釈は、 PDF_create_annotation( ) の type 引数 （ただし この メ ソ ッ ド を

呼び出す必要はあ り ません） に対応する PDF_add_table_cell( ) の annotationtype オプシ ョ
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ンで作成する こ と ができ ます。 fitannotation オプシ ョ ンでは、PDF_create_annotation( ) の

すべてのオプシ ョ ンを指定可能です。 セル枠が注釈長方形と し て用いられます。

フ ォームフ ィ ール ド 表セル内のフ ォーム フ ィ ール ド は、 PDF_create_field( ) の name ・

type 引数 （ただし この メ ソ ッ ド を呼び出す必要はあ り ません） に対応する PDF_add_table_
cell( ) の fieldname ・ fieldtype オプシ ョ ンで作成する こ と ができ ます。 fitfield オプシ ョ ンで

は、PDF_create_field( ) のすべてのオプシ ョ ンを指定可能です。セル枠がフ ィ ール ド長方形

と し て用いられます。

セル内枠内でセル内容を位置付け デフ ォル ト では、 セル内容はセル枠に合わせて位置

付け られます。 PDF_add_table_cell( ) で margin オプシ ョ ンを使えば、 セルの端 と の間に間

隔を指定する こ と ができ ます。 その結果でき る長方形を、 セル内枠と呼びます。 余白が 1

つでも定義されていれば、 セル内容はセル内枠に合わせて配置されます （図 9.32 参照）。

余白が 1 つも定義されていない と きは、 セル内枠はセル枠と同じです。

これ と あわせて、 セルの内容は、 内容依存のはめ込みオプシ ョ ンで与えたオプシ ョ ン

にも従 う こ と があ り ます。 266 ページ 「9.3.4 さ まざまな種類の内容を持った表」 で説明し

ます。

9.3.3 表と列の幅

セルを表に追加する際には、 そのセルがまたがる列か表行、 または両方の数を、 colspan ・

rowspan オプシ ョ ンで定義し ます。 デフ ォル ト ではセルの列は 1 つ、 表行も 1 つです。 表

の列 と 表行の総数は、 セルを追加する ご と に、 それぞれの値だけ自動的に加算されます。

図 9.33 に、 3 列 ・ 4 表行の表の例を示し ます。

さ らに、 colwidth オプシ ョ ンを使って、 セルがまたがる 初の列の幅を明示的に与え る こ

と もでき ます。 なお、 与えた colwidth が効力を及ぼすのは 初の列に対し てだけであ り 、

colspan グループ内のすべての列に対し てではないこ と に留意し て く ださい。 各セルご と

図 9.32
内容をセル内枠に
はめ込み
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図 9.33
単純セルと、 複数の表行や
列を連結したセル
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に、 その 初の列の幅を決めて与え る と、 それらの幅の値はすべて、 表全体の幅に自動的

に加算されていき ます。 図 9.34 に例を示し ます。

ま たは適当であれば、 列幅をパーセン ト 値で指定する こ と も でき ます。 その場合こ の値

は、 表のはめ込み枠の幅に対する割合にな り ます。 パーセン ト 値に よ る指定を行 う 場合

は、 すべての列に対し て行 う 必要があ り ます。 でなければ一切し てはいけません。

PDF_add_table_cell( ) の colscalegroup オプシ ョ ンを使って、 い く つかの列を列伸縮グ

ループ と し てま と めてあ る場合、 それらの幅は、 グループ内でも っ と も幅の広い列と同じ

にな り ます （図 9.35 参照）。

絶対座標が使われている場合 （パーセン ト 値でな く ） 、 列幅を定義されていないセルがあ

る と きは、 その未決定の幅は以下のよ う にし て算定されます ： まず、 テキス ト 行を含む各

セルについて、 列幅かテキス ト の幅 （回転されている テキ ス ト の場合はテキ ス ト の高さ）

にも とづいて、 実際の幅が算出されます。 それから、 残 り の表幅が、 まだ決定し ていない

列幅に均等に分配されます。

9.3.4 さ まざまな種類の内容を持っ た表

以下のい く つかの項では、 図 9.36 に示すよ う な、 さ まざまな種類の内容を持った表の例

を、 一歩ずつ作成し ていき ま し ょ う 。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの table/mixed_table_contents ト ピ ッ クにあ り ま

す。

前準備と し て、 2 つのフ ォ ン ト を読み込む必要があ り ます。 表のはめ込み枠の大き さ を、

その左下隅 と 右上隅の座標によ って定義し、 3 つの表列の幅を指定し ま し ょ う 。 そ し て、

新規ページを A4 寸法で開始し ま し ょ う ：

double llx = 100, lly = 500, urx = 360, ury = 600; // 表の座標

int c1 = 50, c2 = 120, c3 = 90; // 3つの表列の幅
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図 9.34
列幅を足し合わせる
と表全体の幅に
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図 9.35
１ 番目の表行の右 ４ セルは、 同じ列伸縮
グループに属し ているので、 同じ幅にな
り ます。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/table/mixed_table_contents/
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boldfont = p.load_font("Helvetica-Bold", "unicode", "");
normalfont = p.load_font("Helvetica", "unicode", "");

p.begin_page_ext(0, 0, "width=a4.width height=a4.height");

手順 １ ： 初のセルを追加 まずは、表の 初のセルから始めま し ょ う 。 このセルは 1 行

目の 1 列目に配置し、 3 つの列にわた らせます。 1 列目の幅は 50 ポイ ン ト です。 テキス ト

行は縦横の中央に置き、 すべての端で余白を 4 ポイ ン ト と り ます。 以下のコード断片は、

初のセルを追加する方法を示し ます ：

optlist = "fittextline={font=" + boldfont + " fontsize=12 position=center} " +

"fillcolor=red margin=4 colspan=3 colwidth=" + c1;

tbl = p.add_table_cell(tbl, 1, 1, "Our Paper Plane Models", optlist);

手順 ２ ： ２ 列にまたがるセルを追加 次の手順 と し て、 テキス ト 行 「1 Giant Wing」 を持

つセルを追加し ま し ょ う 。 これは 2 行目の 1 列目に配置し、 2 つの列にわた らせます。 1

列目の幅は 50 ポイ ン ト です。 行の高さは 14 ポイ ン ト です。 テキス ト 行は左上に位置付

け、 すべての端で余白を 4 ポイ ン ト と り ます。 262 ページ 「セルの内容の縦位置を調整」

で述べたの と同様に、fontsize={capheight=6} を用いて、テキス ト の縦揃えを統一し ま し ょ

う 。

この見出し 「Giant Wing」 のセルは、 行全体でな く 3 列中 2 列しか連結し ないので、 行

ベースの塗 り 分けオプシ ョ ンでは色がつけ られません。 かわ り に範囲枠機能を使って、 セ

ルが覆 う 長方形を灰色の背景色で塗 り ま し ょ う 。範囲枠機能について詳し く は 275 ページ

「9.4 範囲枠」 で説明し ています。 以下のコード断片は、 見出し 「Giant Wing」 のセルを追

加する方法を示し ます ：

optlist = "fittextline={position={left top} font=" + boldfont + 

" fontsize={capheight=6}} rowheight=14 colwidth=" + c1 + 

" margin=4 colspan=2 matchbox={fillcolor={gray .92}}";

tbl = p.add_table_cell(tbl, 1, 2, "1  Giant Wing", optlist);

図 9.36 さ まざまな内容の表セルを一歩ずつ追加

手順 ３ ： さ らに ３ つのテキス ト 行セルを追加 以 下 の コ ー ド 断 片 は、 「Material」 ・

「Benefit」 ・ 「Offset print paper」 … のセルを追加し ます。 「Offset print paper」 … のセルは

2 列目で始ま るので、 同時に 120 ポイ ン ト の列幅を定義し ます。 セルの内容は左上に位置

付け、 すべての端で余白を 4 ポイ ン ト と り ます。

optlist = "fittextline={position={left top} font=" + normalfont +

" fontsize={capheight=6}} rowheight=14 colwidth=" + c1 + " margin=4";

生成される表 生成手順

手順 1 ： 3 列にまたがるセルを追加

手順 2 ： 2 列にまたがるセルを追加

手順 3 ： さ らにテキス ト 行セル 3 つ追加

手順 4 ： テキス ト フ ローセル追加

手順 5 ： テキス ト 行付き画像セル追加

手順 6 ： 表をはめ込む

Our Paper Plane Models
1  Giant Wing
Material

Benefit

Offset print paper 220g/sqm

It is amazingly robust and can
even do aerobatics. But it is
best suited to gliding.

Amazingly robust!
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tbl = p.add_table_cell(tbl, 1, 3, "Material", optlist);
tbl = p.add_table_cell(tbl, 1, 4, "Benefit", optlist);

optlist = "fittextline={position={left top} font=" + normalfont + 

" fontsize={capheight=6}} rowheight=14 colwidth=" + c2 + " margin=4";

tbl = p.add_table_cell(tbl, 2, 3, "Offset print paper 220g/sqm", optlist);

手順 ４ ： テキス ト フ ローセルを追加 以下のコー ド 断片は、 「It is amazingly」 … のテキ

ス ト フ ローセルを追加し ます。 テキス ト フ ローの入った表セルを追加するには、 まずテキ

ス ト フ ローを作成し ま し ょ う 。 上記のテキ ス ト 行同様、 fontsize={capheight=6} を用いれ

ば、 文字サイ ズが結果的にほぼ 8 ポイ ン ト にな り 、 また （margin=4 と あわせて） 高さ の

合計が 14 ポイ ン ト と な り ます。

tftext = "It is amazingly robust and can even do aerobatics. " +

"But it is best suited to gliding.";

optlist = "font=" + normalfont + " fontsize={capheight=6} leading=110%";

tf = p.add_textflow(-1, tftext, optlist);

取得し たテキス ト フ ローハン ド ルは、 表セルを追加する時に使います。 テキス ト フ ローの

1 行目は、 テキス ト 行 「Benefit」 のベース ラ イ ン と揃っているべきです。 と同時に、 テキ

ス ト 「Benefit」 は、 そのセル上端からの間隔がテキス ト 「Material」 と同じにな るべきで

す。 テ キ ス ト フ ロ ー を 追 加 す る 際 は、 上 に 余 白 が 生 じ な い よ う 、

fittextflow={firstlinedist=capheight} を用います。 そし てテキス ト 行と同じ く 、 余白を 4 ポ

イ ン ト 加えます ：

optlist = "textflow=" + tf + " fittextflow={firstlinedist=capheight} " +

"colwidth=" + c2 + " margin=4";

tbl = p.add_table_cell(tbl, 2, 4, "", optlist);

手順 ５ ： テキス ト 行の入っ た画像セルを追加 5 番目の手順と し て、Giant Wing 紙飛行機

の画像と テキス ト 行 「Amazingly robust!」 の入ったセルを追加し ま し ょ う 。 こ のセルは 2

行目の 3 列目で始ま り 、 3 つの行にまたが り ます。 列幅は 90 ポイ ン ト です。 セルの余白

は4 ポイ ン ト に設定し ます。1つ目の例と し てはTIFF画像をセル内に配置し てみま し ょ う ：

image = p.load_image("auto", "kraxi_logo.tif", "");

optlist = "fittextline={font=" + boldfont + " fontsize=8} image=" + image +

" colwidth=" + c3 + " rowspan=3 margin=4";

tbl = p.add_table_cell(tbl, 3, 2, "Amazingly robust!", optlist);

あ るいは、画像は PDF ページ と し て取 り 込むこ と も でき ます。PDI ページを閉じ るのは必

ず、 PDF_fit_table( ) を呼び出し た後にし て く ださい ：

int doc = p.open_pdi("kraxi_logo.pdf", "", 0);

page = p.open_pdi_page(doc, pageno, "");

optlist = "fittextline={font=" + boldfont + " fontsize=9} pdipage=" + page + 
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" colwidth=" + c3 + " rrowspan=3 margin=4";

tbl = p.add_table_cell(tbl, 3, 2, "Amazingly robust!", optlist);

手順 ６ ： 表をはめ込む 後の手順 と し て、 表 を PDF_fit_table( ) で配置 し ま し ょ う 。

header=1 を用いる と、 1 行目が表のヘッ ダーにな り ます。 fill オプシ ョ ン と area=header ・

fillcolor={rgb 0.8 0.8 0.87} サブオプシ ョ ンは、 与えた色でヘッ ダー行を塗る よ う 指定し て

います。stroke オプシ ョ ン と line=frame linewidth=0.8 サブオプシ ョ ンを用いて、表の外枠

の線幅を 0.8 と し て定義し ま し ょ う 。 line=other linewidth=0.3 を用いる と、 すべてのセル

の罫が線幅 0.3 と し て指定されます ：

optlist = "header=1 fill={{area=header fillcolor={rgb 0.8 0.8 0.87}}} " +

"stroke={{line=frame linewidth=0.8} {line=other linewidth=0.3}}";

result = p.fit_table(tbl, llx, lly, urx, ury, optlist);

if (result.equals("_error"))

throw new Exception("エラー：" + p.get_errmsg());

p.end_page_ext("");

9.3.5 表イ ンス タ ンス

1 つのはめ込み枠に配置された表行群は、 表イ ン ス タ ン ス を構成し ます。 表全体を表現す

るには、 複数の表イ ン ス タ ン スが必要な こ と も あ り ます。 PDF_fit_table( ) は、 1 回呼び出

される ご と に、 1 つのはめ込み枠に 1 つの表イ ン ス タ ン ス を配置し ます。 これらのはめ込

み枠は、 同じページに多段組レ イ ア ウ ト などで配置し てお く こ と も、 または複数のページ

に配置し てお く こ と もでき ます。

図 9.37 の表は、 3 つのページにわたっています。 各ページに 1 つずつあ るはめ込み枠

に、 各表イ ン ス タ ン スが 1 つずつ配置されます。 PDF_fit_table( ) を呼び出すたびに、 初

の行はヘッ ダーと し て定義され、 後の行はフ ッ ターと し て定義されます。

3   Cone Head Rocket

Material

Benefit

Kent paper 200g/sqm

This paper arrow can be
thrown with big swing. It
stays in the air a long time.

With big swing!

Our Paper Plane Models

3

2   Long Distance Glider

Drawing paper 180g/sqm

With this paper rocket you
can send all your messages
even when sitting in the 
cinema pretty near the back.

Material

Benefit

Our Paper Plane Models

2

Our Paper Plane Models

Material

Benefit

1   Giant Wing

Offset print paper 220g/sqm

It is amazingly robust and
can even do aerobatics. But
it is best suited to gliding.

Amazingly robust!

1

図 9.37
表は複数の表イ ンス タ
ンスに分解され、 各は
め込み枠に １ つずつ配
置されます。
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以下のコード断片は、 表を配置し き る まで表イ ン ス タ ン ス をはめ込みつづけるための、 一

般的なループを示し ます。 配置するべき表イ ン ス タ ン スがあ る限 り 、 そのつど新規ページ

を作成し ます。

do {

/* 新規ページを作成 */
p.begin_page_ext(0, 0, "width=a4.width height=a4.height");

/* 初の行をヘッダーとして使い、すべての表セルに線をひく */
optlist = "header=1 stroke={{line=other}}";

/* 表インスタンスを配置 */
result = p.fit_table(tbl, llx, lly, urx, ury, optlist);
if (result.equals("_error"))

throw new Exception("エラー：" + p.get_errmsg());

p.end_page_ext("");

} while (result.equals("_boxfull"));

/* 結果をチェック。「_stop」はすべてOKを意味します */
if (!result.equals("_stop")) {

if (result.equals( "_error"))

throw new Exception("エラー：" + p.get_errmsg());
else {

/* これ以外の戻り値はすべて「return」オプションによるユーザー終了。

 * これを扱うには専用のコードが必要です。 */

throw new Exception ("テキストフロー内でユーザーリターンを検出しました");
}

}

/* 表内で使ったテキストフローハンドルも削除されます */
p.delete_table(tbl, "");

ヘ ッ ダー ・ フ ッ タ ー PDF_fit_table( ) で header ・ footer オプシ ョ ンを使えば、表の 初か

後の行の数を定義し て、それが各表イ ン ス タ ン スの上端か下端に配置される よ う にする

こ と ができ ます。 fill オプシ ョ ンで area=header か area=footer を使 う と、 ヘッ ダー ・ フ ッ

ターを別の色で塗る こ と ができ ます。ヘッ ダー行群は表定義の 初の n 行から成 り 、 フ ッ

ター行群は 後の m 行から成っています。

ヘッ ダー と フ ッ ターは、 PDF_fit_table( ) で表イ ン ス タ ン ス ご と に指定し ます。 結果 と

し て、 表イ ン ス タ ン ス ご と に異なる ものにも な り えます ： ヘッ ダー / フ ッ ターをつけた表

イ ン ス タ ン ス と省いた表イ ン ス タ ン ス を混在させる、 と いった こ と も可能です。 それによ

り た と えば、 後の表イ ン ス タ ン スで特別な行を指定する、 と いった こ と も可能にな り ま

す。

表行の連動 い く つ か の 表行 を 必ず同 じ 表 イ ン ス タ ン ス に 入 れ さ せ た い と き は、

rowjoingroup オプシ ョ ンを使って、それら を同じ表行連動グループに割 り 当てる こ と がで

き ます。 表行連動グループは、 連続する複数の表行を持ちます。 こ のグループの表行は、

複数の表イ ン ス タ ン スに別れさせられる こ と がな く な り ます。

セルで複数表行を連結し て も、それらの表行は自動的に連動グループにはな り ません。

セルを分割 セルが行を連結し ている場合、後のほ う の行がはめ込み枠に収ま ら ない と き

は、 そのセルは分割されます。 画像 ・ PDI ページ ・ SVG グ ラ フ ィ ッ ク ・ テキス ト 行セルの
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場合は、 セル内容は次の表イ ン ス タ ン スでも繰 り 返されます。 テキス ト フ ローセルの場合

は、 セル内容は後の表行のセルに続き ます。

図 9.38 に、 テキス ト フ ローセルが分割されてテキス ト フ ローが次の表行に続いている

様子を示し ます。 図 9.39 に、 画像セルが次の表イ ン ス タ ン スの 初の行で繰 り 返される

様子を示し ます。

表行を分割 表のはめ込み枠に 後の本体行が収ま り き ら ない と き、それは普通は分割さ

れません。 この動作は PDF_fit_table( ) の minrowheight オプシ ョ ンで制御され、 デフ ォル

ト 値は 100% です。 このデフ ォル ト 設定では、 表行は分割されず、 ま る ご と次の表イ ン ス

タ ン スへ配置されます。

minrowheight 値を減らせば、 後の本体行が分割され、 表行の内容の う ち指定し た割

合が 1 つ目の部分に、 残 り が次の部分に配置されます。

図 9.39 に、 テキス ト フ ロー 「It's amazingly robust」 … が分割され、 次の表イ ン ス タ ン

スの 初の本体行へテキス ト フ ローが続 く 様子を示し ます。複数行にわた る画像セルが分

割され、 画像は繰 り 返されます。 「Benefit」 セルも繰 り 返されます。

9.3.6 表組版のアルゴ リ ズム

この項では、 表組版機能が表を配置する際に行 う ステ ッ プを詳説し ます。 以下、 横書き テ

キ ス ト の場合について述べます。 しかし、 「表行高さ」 と 「列幅」 と い う 言葉を互いに入

れ替えれば、 縦書きや回転テキス ト にも あてはま り ます。

PDF_fit_table( ) への 初の呼び出 し の際には、 オ プ シ ョ ン colwidth ・ rowheight ・

fittextline ・ fittextflow がすべてのセルについて吟味され、 表全体の幅 と高さが、 列幅、 表

行高さ、 テキ ス ト 行 ・ テキ ス ト フ ロー内容、 先頭はめ込み枠の幅に基づいて算出さ れま

す。 はめ込み枠の高さは無限と見な されます。 先頭表イ ン ス タ ン ス （すなわち先頭はめ込

み枠内の表先頭部分の配置） は PDF_fit_table( ) の fitmethod オプシ ョ ンに従って算出され

ます。

テキス ト 行を持つ表セルの高さ と幅を算出 表組版機能はまず、 テキ ス ト 行を持つ表セ

ルの う ち、 colwidth または rowheight のない表列または表行にわた る ものの寸法を決定し

ます。 これを実現する ために、 fittextline オプシ ョ ンに従ってテキス ト 行の、 ひいては表

Material

1   Giant Wing

Offset print paper 220g/sqm
1

2
Benefit

It is amazingly robust and
can even do aerobatics. But
it is best suited to gliding.

Our paper planes are the 
ideal way of passing the 
time. We offer revolutionary 

new developments of the
traditional common paper 
planes.

図 9.38
セルの分割

Material

Benefit

1   Giant Wing

Offset print paper 220g/sqm

It is amazingly robust and
can even do aerobatics. But

1

2 Benefit it is best suited to gliding.

図 9.39
表行の分割
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セルの幅を算出し ます。 テキス ト サイ ズの 2 倍を表セルの高さ と見な し ます （よ り 正確に

い う と ： 枠高さの 2 倍。 これは、 別途指定されない限 り デフ ォル ト 値 {capheight none} を

持ちます） 。 縦書き テキス ト については、 も っ と も幅の広いキ ャ ラ ク ターの幅がセル幅と

し て用いられます。 西向き または東向きのテキス ト については、 テキス ト 高さ の 2 倍がセ

ル幅と し て用いられます。

その後、 こ の表セルの残余の幅 と 高さ が、 その表セルがわた る表列または表行の う ち

colwidth または rowheight が指定されていないものすべてに按分されます。

仮の表寸法を算出 次のス テ ッ プ と し て組版機能は、 表の仮の幅 と 高さ を、 それぞれ列

幅 ・ 表行高さすべての合計と し て算出し ます。 パーセン ト 値で指定されている列幅と表行

高さ は、 先頭はめ込み枠の幅 と 高さ に基づいて絶対値へ変換されます。 colwidth または

rowheight を持たない列または表行がまだあ る場合には、 仮の表寸法が先頭はめ込み枠に

等し く なる まで、 残 り の余白が均等に按分されます。

rowheightdefault オプシ ョ ンを用いて、はめ込み枠の高さ を完全に満たすか （キーワー

ド auto と distribute）、 それ と も広さ を節約するか （キーワード minimum） を指定する こ

と もでき ます。rowheight オプシ ョ ンで明示的に表行の高さ を指定する と rowheightdefault
はオーバーラ イ ド されます。

小さ すぎるセルを拡大 こ こ で組版機能はすべてのセル内枠を決定し ます（図9.32参照）。

余白の合計がセルの幅または高さ よ り 小さい と きは、 そのセル枠は、 そのセルに属するす

べての列と表行を均等に拡大する こ と によ って適切に拡大されます。

テキス ト 行の横方向をはめ込む 組版機能は、 テキ ス ト 行を持つすべてのセルの幅を拡

げて、 テキス ト 行が文字サイ ズを下げな く て も セルにはめ込める よ う にし ます。 これが可

能でない と きは、 テキス ト 行は自動的に fitmethod=auto で配置されます。 これによ って、

テキ ス ト 行がセル内枠か ら はみ出 さ ない こ と が保証 さ れます。 fittextline オプシ ョ ンで

fitmethod=auto に設定する と、 セル幅が拡がるのを防ぐ こ と ができ ます。

colscalegroup オプシ ョ ンを用いる と、 同一の列伸縮グループに属するすべての列が必

ず等しい幅に伸縮される よ う に、 すなわち これらの幅が統一されて、 グループ内で も広

い幅に合わせられる よ う にする こ と ができ ます （図 9.35 参照）。

強制ハイ フ ネーシ ョ ン を避ける 算出さ れた表幅がはめ込み枠よ り 小さ い と きは、 組版

機能はテキス ト フ ローセルの幅を拡げて、テキス ト が強制ハイ フネーシ ョ ンな しにはめ込

める よ う にし ます。 これはオプシ ョ ン avoidwordsplitting=false で回避する こ と も でき ま

す。 こ のよ う なセルの幅は、 表幅がはめ込み枠の幅に等し く なる まで拡げられます。

PDF_info_table( ) の horboxgap キーを用いて、表幅と はめ込み枠幅の差を ク エ リ ーでき

ます。

テキス ト の縦方向をはめ込む 組版機能は、 すべてのテキ ス ト 行 ・ テキ ス ト フ ローセル

の高さ を拡げて、テキス ト 行またはテキス ト フ ローが文字サイ ズを下げずにセル内枠には

め込める よ う 試みます。 ただし、 テキス ト 行またはテキス ト フ ローに対し てサブオプシ ョ

ン fitmethod=auto が設定されている場合、 またはテキス ト フ ローが continuetextflow オ

プシ ョ ンで他のセルに続いている場合には、 セル高さは拡が り ません。

こ のセル高さ を拡げる処理は、 テキ ス ト 行またはテキ ス ト フ ローを内容 と し て持つセ

ルに対し てのみ適用され、 それ以外の種類のセル内容、すなわち画像・ グ ラ フ ィ ッ ク ・PDI

ページ ・ パスオブジェ ク ト ・ 注釈 ・ フ ィ ール ド に対し ては適用されません。

rowscalegroup オプシ ョ ンを用いる と、同一の表行伸縮グループの中のすべての表行が

必ず等しい高さ に伸縮される よ う にする こ と ができ ます。
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表を次のはめ込み枠へ続ける 算出された表全体の高さ がはめ込み枠よ り も大きい （す

なわち、 すべての表セルをはめ込み枠に収める こ と ができ ない） と きは、 組版機能は、 そ

のはめ込み枠に収ま ら ない初めての表行に出会 う 前に、そのはめ込み枠内に表行を配置す

る こ と を止めます。

1 つのセルが複数の表行にわた り 、かつ、そのすべてがはめ込み枠に収ま るわけではな

い と きには、 このセルは分割されます。 セルが画像 ・ PDI ページ ・ SVG グ ラ フ ィ ッ ク ・ パ

スオブジェ ク ト ・注釈・ フ ォームフ ィ ール ド を内容と し て持つと きは、repeatcontent=false
が指定されていない限 り 、 そのセル内容は次のはめ込み枠内で繰 り 返されます。 しかし テ

キス ト フ ローは、 セルがわたる後続の表行に続き ます （図 9.38 参照）。

rowjoingroup オプシ ョ ンを用いる と、 1 つの連動グループの中のすべての表行が 1 つ

のはめ込み枠内に現れる よ う にする こ と ができ ます。ヘッ ダーまたはフ ッ ターに属するす

べての表行と 1 つの本体表行は、 自動的に表行連動グループを形成し ます。 ですので組版

機能は、はめ込み枠に収ま ら ない初めての表行に出会 う 前に表行を配置する こ と を止めま

す （図 9.37 参照）。

return オプシ ョ ンを用いる と、 対象表行を配置し た後にその表イ ン ス タ ン ス内に絶対

も う 表行が配置されないよ う にする こ と ができ ます。

表行を分割 表行は、 非常に高い と き、 または 1 個の本体表行しかない と きには、 分割さ

れる こ と があ り ます。 末尾の本体表行がはめ込み枠に完全に収ま ら ない と きは、 それは次

のはめ込み枠へ移動されます。 この動作は PDF_fit_table( ) の minrowheight オプシ ョ ンで

制御する こ と ができ ます。このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は 100% です。この minrowheight
値を小さ く する と、末尾本体表行の内容の う ち指定し た割合がカレ ン ト はめ込み枠に配置

され、 その表行の残 り は次のはめ込み枠に配置されます （図 9.39 参照）。

PDF_info_table( ) の rowsplit キーワード を用いる と、表行が分割されているかど う かを

チェ ッ クする こ と ができ ます。

表をはめ込み枠の幅に縮める 表列幅を合計し た表幅は、 はめ込み枠よ り も大き く な る

こ と があ り ます。 た と えばテキ ス ト 行の横方向をはめ込んだ後などです。 こ の場合には、

表幅がはめ込み枠の幅に等し く なる まで、 すべての列が均等に縮められます。 この縮小処

理は horshrinklimit オプ シ ョ ン に よ っ て制限 さ れ ま す。 一切の横縮小 を 避け る には

horshrinklimit=100% を用います。

PDF_info_table( ) の horshrinking キーワード を用いる と横縮小率を ク エ リ ーでき ます。

horshrinklimit の閾値を超えた と き、 すなわち、 表を横に過度に縮めなければな ら ない

場合には、 以下のエラー メ ッ セージが現れます ：

Table width $1 exceeds fitbox width $2 (required shrinking factor $3 is smaller than 
'horshrinklimit'

こ こ で $1 は算出された表幅を示し、 $2 は PDF_fit_table( ) で与え られたはめ込み枠の幅、

$3 は算出された縮小率です。 こ のエラーが出た場合には、 はめ込み枠の幅にも っ と 大き

い値を与え る必要があ り ます。

表をはめ込み枠の高さ に縮める ヘッ ダー ・ フ ッ ター行に少な く と も 1 つの表本体行ま

たは表行連動グループを加えた表の高さが、はめ込み枠の高さ よ り 大き く なる こ と も あ り

えます。 こ の場合には、 表の高さがはめ込み枠の高さ と等し く なる まですべての表行が均

等に低 く されます。 この縮小過程は vertshrinklimit オプシ ョ ンによ って制限されます。 一

切の縦縮小を避けるには vertshrinklimit=100% を用います。

PDF_info_table( ) の vertshrinking キーワード を用いる と縦縮小率を ク エ リ ーでき ます。
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vertshrinking の閾値を超えた と き、 すなわち、 表を縦に過度に縮めなければな ら ない

場合には、 以下のエラー メ ッ セージが現れます ：

Table height $1 exceeds fitbox height $2 (required shrinking factor $3 is smaller than 
'vertshrinklimit'

こ こ で $1 は算出された表高さ を示し、 $2 は PDF_fit_table( ) で与え られたはめ込み枠の高

さ、 $3 は算出された縮小率です。 こ のエラーが出た場合には、 はめ込み枠の高さ にも っ

と大きい値を与え る必要があ り ます。

後続するはめ込み枠の幅が異なる場合 後続するはめ込み枠が 初のはめ込み枠よ り 広

い場合、 表セルはそのはめ込み枠の幅を完全に満たすよ う に拡がるわけではあ り ません。

結果 と し て、 初のはめ込み枠よ り も広いはめ込み枠群を持つ表イ ン ス タ ン スはすべて、

デ フ ォ ル ト では等 し い幅 を 持ち ま す。 はめ込み枠 を 完全に満たすには、 オプ シ ョ ン

fitmethod=auto を与え る必要があ り ます。 fitmethod=meet を用いる と、 セル高さ がその

アスペク ト 比を温存する よ う 適切に拡大されます。

初のはめ込み枠よ り も後続のはめ込み枠のほ う が狭い場合には、 表セルの幅は、 狭

いはめ込み枠に収ま る よ う 縮ま り ます。 表幅を改めて計算し なおすには、 PDF_fit_table( )
を rewind=1 をつけて呼び出し ます。
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9.4 範囲枠
範囲枠を使 う と、PDFlib がページ上に何らかの内容を配置し た と きに算出し た座標を利用

する こ と ができ ます。 範囲枠を定義するには、 そのための専用の API メ ソ ッ ド があ るわけ

ではな く 、 実内容を配置す る PDF_fit_textline( ) や PDF_fit_image( ) な ど の メ ソ ッ ド で

matchbox オプシ ョ ンを指定し ます。 範囲枠はさ まざまな目的に使えます ：

> 範囲枠は装飾でき ます。 例 ： 色を塗る、 枠線で囲む。

> 範囲枠を使って、1個ないし複数の注釈を PDF_create_annotation( ) で自動的に作成でき

ます。

> 範囲枠はテキス ト 行の高さ を定義し て、それがPDF_fit_textline( )で枠にはめ込まれる よ

う にし た り 、 テキ ス ト フ ロー内のテキ ス ト 範囲の高さ を定義し て、 それが装飾される

よ う にし た り し ます （boxheight オプシ ョ ン）。

> 範囲枠は画像の切 り 抜き領域を定義し ます。

> 範囲枠の座標やその他のプロパテ ィ は、 PDF_info_matchbox( ) で ク エ リ ーし て、他の作

業に利用する こ と ができ ます。 例 ： 画像を挿入。

PDFlib はそれぞれの要素について、ページ上におけるその要素の位置 （関連するすべての

オプシ ョ ンで指定された） を記述する外接枠に対応する長方形と し て、 範囲枠を算出し ま

す。 テキス ト フ ロー と表セルの場合は、 改行や表行分割によ って、 1 つの範囲枠が複数の

長方形から成る こ と も あ り ます。

範囲枠の長方形 （群） は、 配置する要素を描 く 前に描かれます。 そのため、 範囲枠の

罫や塗 り の効力は実内容では打ち消さ れる こ と があ り ますが、 その逆はあ り ません。 特

に、 範囲枠の中で、 画像で覆われた領域 と 重な る 部分は、 画像に隠れ ま す。 画像が

fitmethod=slice または fitmethod=clip で配置されている と きは、 画像のはめ込み枠の外の

範囲枠罫も切 り 落と されます。こ の現象を避けるには、範囲枠の長方形を、PDF_fit_image( )
を呼び出し た後に、PDF_rect( ) など基本的な描画関数を使って描 く と い う 方法も あ り ます。

範囲枠の長方形の座標は、 PDF_info_matchbox( ) を使って取得でき ますが、 ただし これは

その範囲枠が PDF_fit_image( ) への呼び出しで名前を与え られていた場合に限 り ます。

以下のい く つかの項で、 範囲枠の利用例をい く つか示し ます。 範囲枠のオプシ ョ ン リ

ス ト に対応し ている関数については、 く わし く は PDFlib API リ フ ァ レンスを参照し て く だ

さい。

注 範囲枠は blind モー ド においては、すなわち blind オプシ ョ ンを用いて組版する際には、サ

ポー ト されていません。

9.4.1 テキス ト 行を装飾

テキス ト 行の範囲枠から話を始めま し ょ う 。 PDF_fit_textline( ) においては範囲枠は、 与え

られたテキス ト のテキス ト 枠と同じにな り ます。 デフ ォル ト では、 テキス ト 枠の幅はテキ

ス ト の幅に等し く 、 高さは、 与え られた文字サイ ズのキ ャ ッ プハイ ト に等し く な り ます。

範囲枠の大き さ を図示する ために、 以下のコード断片は、 範囲枠を青の背景色で塗 り ます

（図 9.40a 参照）。

String optlist =
"font=" + normalfont + " fontsize=8 position={left top} " +
"matchbox={fillcolor={rgb 0.8 0.8 0.87} boxheight={capheight none}}";

p.fit_textline("Giant Wing Paper Plane", 2, 20, optlist);
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boxheight オプシ ョ ンは、 boxheight={capheight none} がデフ ォル ト 設定なので、 省略し て

もかまいません。 boxheight オプシ ョ ンで枠の高さ を も っ と増やし てアセンダーまで覆 う

よ う にすれば、 よ り 美し く な り ます （図 9.40b 参照）。

枠の高さ を増やし て文字サイ ズに一致させたい と きは、 boxheight={fontsize descender}
が使えます （図 9.40c 参照）。

次のステ ッ プ と し ては、 範囲枠の左 ・ 右 ・ 下へ変位を加えて拡げ、 枠のすべての端を

テキス ト と均等な間隔にし てみま し ょ う 。 さ らに枠線幅を指定し て、 範囲枠のまわ り に長

方形を描き ま し ょ う （図 9.40d 参照）。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの textflow/text_on_color ト ピ ッ クにあ り ます。

図 9.40 さ まざまなサブオプシ ョ ンの範囲枠を使ってテキス ト 行を装飾

9.4.2 テキス ト フ ロー内で範囲枠を用いる

テキス ト フ ローの一部分を装飾 こ の項では、 テキ ス ト フ ロー内の一部のテキ ス ト を装

飾し ま し ょ う ： 「very dangerous」 と い う 言葉をマーカーペンのよ う に目立たせま し ょ う 。

これを実現するには、 言葉を matchbox イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン と matchbox=end イ ン ラ イ

ンオプシ ョ ンで囲います （図 9.41 参照） ：

図 9.41 matchbox イ ン ラ イ ンオプシ ョ ンを含んだテキス ト フ ロー

テキス ト フ ローの範囲枠に Web リ ン ク を追加 今度は、テキス ト フ ローの一部分に Web

リ ン ク を追加し ま し ょ う 。 1 番目の手順 と し て、 リ ン ク をつけたい部分のテキス ト を示す

kraxi と い う 範囲枠を含んだテキス ト フ ローを作成し ま し ょ う 。 2 番目に、 URL を開 く ア

ク シ ョ ンを作成し ま し ょ う 。 3 番目に、 枠が不可視の Link 型の注釈を作成し ま し ょ う 。 そ

のオプシ ョ ン リ ス ト の中で、 範囲枠 kraxi を参照し て リ ン クの長方形と し て使いま し ょ う

（範囲枠を指定する と、 PDF_create_annotation( ) の長方形の座標は無視されます）。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの textflow/weblink_in_text ト ピ ッ クにあ り ます。

/* 範囲枠「kraxi」を含んだテキストフローを作成してはめ込み */
String tftext =

"For more information about the Giant Wing Paper Plane see the Web site of " +

生成される出力 PDF_fit_textline( ) の matchbox オプシ ョ ンのサブオプ

シ ョ ン

a) boxheight={capheight none}

b) boxheight={ascender descender}

c) boxheight={fontsize descender}

d)
boxheight={fontsize descender} borderwidth=0.3
offsetleft=-2 offsetright=2 offsetbottom=-2

生成される出力 PDF_create_textflow( ) に対するテキス ト と イ ン ラ イ ン

オプシ ョ ン

It is <matchbox={fillcolor=red
boxheight={ascender descender}}>very dangerous
<matchbox=end> to fly the Giant Wing in a 
thunderstorm.

Giant Wing Paper Plane

Giant Wing Paper Plane

Giant Wing Paper Plane

Giant Wing Paper Plane

It is very dangerous to fly
the Giant Wing in a
thunderstorm.

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/textflow/text_on_color/
http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/textflow/weblink_in_text/
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"<underline=true matchbox={name=kraxi boxheight={fontsize descender}}>" +
"Kraxi Systems, Inc.<matchbox=end underline=false>";

String optlist = "font=" + normalfont + " fontsize=8 leading=110%";
tflow = p.create_textflow(tftext, optlist);
if (tflow == -1)

throw new Exception("エラー：" + p.get_errmsg());

result = p.fit_textflow(tflow, 0, 0, 50, 70, "fitmethod=auto");
if (!result.equals("_stop"))

{ /* ... */ }

/* URIアクションを作成 */
optlist = "url={http://www.kraxi.com}";
act = p.create_action("URI", optlist);

/* 範囲枠「kraxi」上にLink注釈を作成 */
optlist = "action={activate " + act + "} linewidth=0 usematchbox={kraxi}";
p.create_annotation(0, 0, 0, 0, "Link", optlist);

テキス ト Kraxi Systems, Inc. が複数の行にわたる場合には、1 回 PDF_create_annotation( ) を

呼び出すだけで、適切な数のア ク テ ィ ブな長方形が リ ン ク注釈に対し て自動的に作成され

ます （図 9.42 参照）。

9.4.3 範囲枠と画像

画像に リ ン ク を追加 画像で覆われた領域に Web リ ン ク を追加するには、 画像の範囲枠

が使えます。 コード は先述の 276 ページ 「テキス ト フ ローの範囲枠に Web リ ン ク を追加」

と同じです。 ただし、 テキス ト フ ローを配置するのでな く 、 画像を以下のオプシ ョ ン リ ス

ト を使ってはめ込みます ：

String optlist = "boxsize={130 130} fitmethod=meet matchbox={name=kraxi}";
p.fit_image(image, 10, 10, optlist);

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの interactive/link_annotations ト ピ ッ クにあ り ま

す。

画像にふち をつける こ の例では、 画像の範囲枠を使って、 画像のまわ り にふちをつけ

ま し ょ う 。 画像に fitmethod=meet を使って、 縦横比を保ちつつま る ご と、 与え られた枠

に収めま し ょ う 。borderwidth サブオプシ ョ ンを使った matchbox オプシ ョ ンを使って、画

像のまわ り に太い枠を描き ま し ょ う 。strokecolor サブオプシ ョ ンで枠の色を決め、linecap・

linejoin サブオプシ ョ ンを使って角を丸めます。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの images/frame_around_image ト ピ ッ クにあり ます。

For information about
Giant Wing Paper
Planes see the Web
site of Kraxi Systems,
Inc.

図 9.42
テキス ト フ ローの一部分に
Web リ ン ク を追加

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/interactive/link_annotations/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/images/frame_around_image/
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範囲枠はつねに画像よ り 前の時点で描かれるので、 一部が画像で隠されて し まいます。 こ

れを避ける ために、 枠の幅の 50 パーセン ト の offset サブオプシ ョ ン群を使って、 画像が

覆 う 領域よ り もふちを大き く し ま し ょ う 。 あ るいは、 枠をその分太 く する と い う 方法も あ

り ます。 図 9.43 に、 ふちをつけるために PDF_fit_image( ) で使 う オプシ ョ ン リ ス ト を示し

ます。

図 9.43 画像の範囲枠を使って画像にふちをつける

テキス ト を画像に揃える 以下のコー ド 断片は、 縦方向のテキ ス ト を、 画像の右余白に

合わせる方法を示し ます。 画像ははめ込み方式 meet を用いて、 与え られた枠に縦横比を

保ってはめ込まれています。はめ込み枠の具体的な座標は PDF_info_matchbox( ) で取得さ

れ、 縦方向のテキス ト ははめ込み枠の右下隅 (x2, y2) に合わせて配置されています。 範囲

枠の辺は描線されています （図 9.44 参照）。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの images/align_text_at_image ト ピ ッ クにあ り ま

す。

/* このオプションリストを使って画像を読み込んではめ込む */
String optlist = "boxsize={300 200} position={center} fitmethod=meet " +

"matchbox={name=giantwing borderwidth=3 strokecolor={rgb 0.85 0.83 0.85}}";

/* 画像を読み込んではめ込む */

/* 範囲枠の右下（第二）隅の座標を取得 */
if ((int) p.info_matchbox("giantwing", 1, "exists") == 1)
{

x2 = p.info_matchbox("giantwing", 1, "x2");
y2 = p.info_matchbox("giantwing", 1, "y2");

}

/* その隅から2だけ間隔をあけてテキスト行を開始 */
p.fit_textline("Foto: Kraxi", x2+2, y2+2, "font=" + font + " fontsize=8 orientate=west");

図 9.44 画像の範囲枠の座標を使ってテキス ト 行をはめ込む

生成される出力 PDF_fit_image( ) に対するオプシ ョ ン リ ス ト

boxsize={60 60} position={center} fitmethod=meet 
matchbox={name=kraxi borderwidth=4 offsetleft=-2 offsetright=2 
offsetbottom=-2 offsettop=2 linecap=round linejoin=round 
strokecolor={rgb 0.0 0.3 0.3}}

生成される出力 生成手順

手順 1 ： 画像を範囲枠と と もにはめ込み

手順 2 ： 範囲枠情報を得て座標 (x2, y2) を取得

手順 3 ： 取得し た座標 (x2, y2) から orientate=west オプシ ョ ンでテ

キス ト 行を開始
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https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/images/align_text_at_image/
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10 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ機能
ク ッ クブ ッ ク イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素を作成する コー ドサンプルが PDFlib ク ッ ク ブ ッ クの interactive カ

テゴ リーにあ り ます。

10.1 リ ン ク ・ し お り ・ 注釈
この項では、 しお り ・ フ ォームフ ィ ール ド ・ 注釈 と いった さ まざまな イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要

素の作成方法を説明し ます。以下のイ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素を持つ文書を作成し てみま し ょ

う ：

> 右上には、テキス ト www.kraxi.com の所に、www.kraxi.com への非表示の Web リ ン ク が

あ り ます。 この領域を ク リ ッ クする と、 その対応する Web ページが表示されます。

> 灰色のフ ォームフ ィ ール ド が、 種類はテキス ト で、 Web リ ン ク の下に作ってあ り ます。

JavaScript を使って こ こ には今日の日付が自動的に記入されます。

> 赤い押し ピンは添付を持った注釈です。 ク リ ッ クする と フ ァ イル添付が開き ます。

> 左下にはフ ォーム フ ィ ール ド があ り 、 種類はボタ ンで、 プ リ ン ターのア イ コ ンを表示

し ています。 このボタ ンを ク リ ッ クする と Acrobat の メ ニュー項目 「フ ァ イル」 → 「印

刷」 が実行されます。

> ナビゲーシ ョ ンパネルにはしお り 「Our Paper Planes Catalog」 があ り ます。 このしお り

を ク リ ッ クする と、 別の PDF 文書のページが表示されます。

以下、 こ う し た イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素を作成する方法を説明し ます。

Web リ ン ク まずは、 Web サイ ト www.kraxi.com への リ ン ク を作 り ま し ょ う 。 これは 3

つの段階で達成でき ます。 まず、Web リ ン ク をつけたいテキス ト を配置し ます。matchbox
オプシ ョ ンで name=kraxi を指定し て、 テキス ト のはめ込み枠を後で参照でき る よ う にし

ておき ます。

次に、 URI 型 （Acrobat では ： 「Web ページを開 く 」） のア ク シ ョ ンを作成し ま し ょ う 。

する と ア ク シ ョ ンハン ド ルが得られます。このア ク シ ョ ンハン ド ルは後で 1 個ないし複数

のイ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素に割 り 当てる こ と ができ ます。

後に、Link 型の注釈を用いて リ ン ク を実際に作成し ま し ょ う 。 リ ン クに対する action
オプシ ョ ンでは、 イベン ト 名 activate を指定し てア ク シ ョ ンを ト リ ガーさせ、 加えて上記

で作成し た act ハン ド ルをア ク シ ョ ン内容と し て与えます。 デフ ォル ト では リ ン クは細い

黒枠線がついて表示されます。 初の う ちはこのほ う が位置付けを正確にでき て便利です

が、 こ こ では linewidth=0 で枠線を非表示にし てあ り ます。

normalfont = p.load_font("Helvetica", "unicode", "");
p.begin_page_ext(pagewidth, pageheight, "topdown");

/* テキスト行「Kraxi Systems, Inc.」を配置。範囲枠を使用 */
String optlist =

"font=" + normalfont + " fontsize=8 position={left top} " +
"matchbox={name=kraxi} fillcolor={rgb 0 0 1} underline";

p.fit_textline("Kraxi Systems, Inc.", 2, 20, optlist);

/* URIアクションを作成 */
optlist = "url={http://www.kraxi.com}";
int act = p.create_action("URI", optlist);

http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/interactive/
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/* 範囲枠「kraxi」上にLink注釈を作成 */
optlist = "action={activate " + act + "} linewidth=0 usematchbox={kraxi}";

/* 長方形座標の0は範囲枠の座標に置き換えられる */
p.create_annotation(0, 0, 0, 0, "Link", optlist);

p.end_page_ext("");

画像やテキス ト フ ローの一部への Web リ ン ク の作成例については 275 ページ 「9.4 範囲

枠」 を参照し て く ださい。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの interactive/link_annotations ト ピ ッ クにあ り ま

す。

別のフ ァ イルへ移動する し お り 今度は、別の PDF フ ァ イルへ移動する しお り 「Our Paper

Planes Catalog」 を作成し ま し ょ う 。 フ ァ イル名は paper_planes_catalog.pdf であ る もの と

し ます。 まず、 GoToR 型のア ク シ ョ ンを作成し ます。 このア ク シ ョ ンに対するオプシ ョ ン

リ ス ト で、 移動先文書の名前を filename オプシ ョ ンで定義し ます。 また destination オプ

シ ョ ンで、 拡大表示させたいページ内の一部分を指定し ます。 具体的には、 表示されるの

は文書の 2 ページ目で （page=2）、 位置 ・ 倍率指定表示で （type=fixed）、 ページの中頃が

表示され （left=50 top=200）、 表示倍率 200% （zoom=2） と な り ます ：

String optlist =

"filename=paper_planes_catalog.pdf " +

"destination={page=2 type=fixed left=50 top=200 zoom=2}";

goto_action = p.create_action("GoToR", optlist);

次の段階と し て、 実際にしお り を作成し ます。 こ のしお り に対する action オプシ ョ ンで、

ア ク シ ョ ンの ト リ ガーと し て activate イベン ト を指定し、起こ し たいア ク シ ョ ン と し て上

で作成し た goto_action ハン ド ルを指定し ます。fontstyle=bold オプシ ョ ンで太字のテキス

ト を指定し、 textcolor=blue でしお り を青 く し ます。 しお り のテキス ト 「Our Paper Planes

Catalog」 は メ ソ ッ ド の引数と し て与えます ：

String optlist=

"action={activate " + goto_action + " } fontstyle=bold textcolor=blue";
catalog_bookmark = p.create_bookmark("Our Paper Planes Catalog", optlist);

こ のしお り を ク リ ッ クする と、 文書内のページの指定部分が表示されます。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの interactive/nested_bookmarks ト ピ ッ クにあ り ま

す。

フ ァ イル添付を持つ注釈 次に、フ ァ イル添付を作成し ま し ょ う 。まず FileAttachment 型

の注釈を作成し ま し ょ う 。 filename オプシ ョ ンで添付の名前を指定し、 mimetype=image/
png オ プ シ ョ ン で そ の種類 を 指定 し ま す。 こ の し お り は押 し ピ ン と し て表示 さ れ

（iconname=pushpin） 、 色は赤で （annotcolor=red） 、 説明を持ちます （contents={Get the
Kraxi Paper Plane!}）。 印刷されません （display=noprint） ：

String optlist =

"filename=kraxi_logo.png mimetype=image/png iconname=pushpin " +

"annotcolor=red contents={Get the Kraxi Paper Plane!} display=noprint";
p.create_annotation(left_x, left_y, right_x, right_y, "FileAttachment", optlist);

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/interactive/link_annotations/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/interactive/nested_bookmarks/
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iconname で定義し たア イ コ ンの大き さは変化し ません。ア イ コ ンはその標準寸法のま ま、

指定し た長方形の左上隅に表示されます。



282 第 10 章 :  イ ン タ ラ ク テ ィ ブ機能

10.2 フ ォームフ ィ ール ド と JavaScript
印刷のためのボ タ ン フ ォームフ ィ ール ド 以下 の 例 は、 文 書 の 印刷 に 使 え る ボ タ ン

フ ォームフ ィ ール ド を作成し ます。 初のバージ ョ ンではボタ ンにラベルをつけておき ま

す。 その後で ラ ベルをやめてプ リ ン タ ーのア イ コ ン を使い ま し ょ う 。 まず Named 型

（Acrobat では ： 「メ ニュー項目を実行」） のア ク シ ョ ンを作成し ま し ょ う 。 また、 ラベルの

フ ォ ン ト も指定し てお く 必要があ り ます ：

print_action = p.create_action("Named", "menuname=Print");
button_font = p.load_font("Helvetica-Bold", "unicode", "");

こ のボタ ンフ ォームフ ィ ール ド に対する action オプシ ョ ンで、ア ク シ ョ ン実行の ト リ ガー

と し て up イベン ト （Acrobat では ： 「マウスボタ ンを放す」） を指定し、 ア ク シ ョ ンそのも

の と し て上で作成し た print_action ハン ド ルを指定し ます。 backgroundcolor=yellow オプ

シ ョ ンで背景を黄色に指定し、 bordercolor=black で枠線を黒に指定し ます。 オプシ ョ ン

caption=Print でボタ ンにテキス ト 「Print」 をつけ、tooltip={Print the document} でユーザー

のための追加説明を作成し ます。 font オプシ ョ ンで、 上で作成し た button_font ハン ド ル

を用いてフ ォ ン ト を指定し ます。 デフ ォル ト では、 ラベルの寸法はボタ ンの領域にち ょ う

ど収ま る よ う 自動調整されます。 そし て、 実際にボタ ンフ ォームフ ィ ール ド を作成する際

に、適当な座標と、名前 print_button、pushbutton 型、適切なオプシ ョ ン群を指定し ます：

String optlist =
"action {up " + print_action + "} backgroundcolor=yellow " +
"bordercolor=black caption=Print tooltip={Print the document} font=" +
button_font;

p.create_field(left_x, left_y, right_x, right_y, "print_button", "pushbutton", optlist);

それでは、 こ の 初のバージ ョ ンのボタ ンを改良し て、 テキス ト Print をやめて小さいプ

リ ン ターア イ コ ンに替えてみま し ょ う 。 これを達成するには、 その対応する画像フ ァ イル

print_icon.jpg をテンプレー ト と し てページ作成前に読み込みます。icon オプシ ョ ンを用い

てテンプレー ト ハン ド ル print_icon をボタ ンフ ィ ール ド に割 り 当てつつ、 上記のコード と

同様にフ ォームフ ィ ール ド を作成し ます ：

print_icon = p.load_image("auto", "print_icon.jpg", "template");
if (print_icon == -1)
{

/* エラー処理 */
return;

}
p.begin_page_ext(pagewidth, pageheight, "");
...
String optlist = "action={up " + print_action + "} icon=" + print_icon +

" tooltip={Print the document} font=" + button_font;

p.create_field(left_x, left_y, right_x, right_y, "print_button", "pushbutton", optlist);

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの form_fields/form_pushbutton ト ピ ッ クにあ り ま

す。

単純なテキス ト フ ィ ール ド 今度は、 テキ ス ト フ ィ ール ド をページ右上隅付近に作成し

ます。 ユーザーは今日の日付を このフ ィ ール ド に入力する こ と ができ ます。 フ ォ ン ト ハン

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/form_fields/form_pushbutton/
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ド ルを取得し、 textfield 型のフ ォームフ ィ ール ド を作成し て名前を date、 背景を灰色 と し

ます ：

textfield_font = p.load_font("Helvetica-Bold", "unicode", "");
String optlist = "backgroundcolor={gray 0.8} font=" + textfield_font;
p.create_field(left_x, left_y, right_x, right_y, "date", "textfield", optlist);

デフ ォル ト では文字サイ ズは auto であ り 、 この場合フ ィ ール ド の高さがそのま ま初期の

文字サイ ズ と な り ます。入力がフ ィ ール ド の終わ り まで達する と文字サイ ズは小さ く なっ

て、 テキス ト がつねにフ ィ ール ド に収ま る よ う 自動調整されます。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クのform_fields/form_textfield_height ト ピ ッ クにあ

り ます。

JavaScript を持つテキス ト フ ィ ール ド 上で作成し たテキ ス ト フ ォーム フ ィ ール ド を改

良 し て、 ページ を開 く と 自動的に今日の日付が記入 さ れ る よ う に し ま し ょ う 。 ま ず、

JavaScript 型 （Acrobat では ： 「JavaScript を実行」） のア ク シ ョ ンを作成し ま し ょ う 。 この

ア ク シ ョ ンのオプシ ョ ン リ ス ト の中の script オプシ ョ ンで JavaScript スニペッ ト を定義し

ます。 このスニペッ ト は、 今日の日付を date テキス ト フ ィ ール ド に月日年形式で表示し

ます ：

String optlist =

"script={var d = util.printd('mmm dd yyyy', new Date()); " +

"var date = this.getField('date'); date.value = d;}"

show_date = p.create_action("JavaScript", optlist);

第二段階と し て、 ページを作成し ま し ょ う 。 オプシ ョ ン リ ス ト で action オプシ ョ ンを与

え、 その中で、 上で作成し た show_date ア ク シ ョ ンを ト リ ガーイベン ト open （Acrobat で

は ： 「ページを開 く 」） に対し て設定し ます ：

String optlist = "action={open " + show_date + "}";
p.begin_page_ext(pagewidth, pageheight, optlist);

後に、 上と同様にテキス ト フ ィ ール ド を作成し ま し ょ う 。 ページを開 く たび、 こ こに自

動的に今日の日付が記入されます ：

textfield_font = p.load_font("Helvetica-Bold", "winansi", "");
String optlist = "backgroundcolor={gray 0.8} font=" + textfield_font;
p.create_field(left_x, left_y, right_x, right_y, "date", "textfield", optlist);

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クのform_fields/form_textfield_fill_with_js ト ピ ッ

クにあ り ます。

テキス ト フ ィ ール ド のためのフ ォーマ ッ ト オプシ ョ ン Acrobat では、テキス ト フ ィ ール

ド に対し て さ まざまなオプシ ョ ンを指定し て内容をフ ォーマ ッ ト する こ と が可能です。た

と えば通貨 ・ 日付 ・ パーセン ト などです。 これは、 カ ス タ ムの JavaScript コード を Acrobat

が使用する こ と によ って実装されています。 こ う いったフ ォーマ ッ ト 機能は PDF リ フ ァ

レ ン スには記載されていない物ですから、 PDFlib は直接にはこれに対応を し ていません。

しかし ながら、 PDFlib ユーザーの便宜を図るため、 以下、 フ ォーマ ッ ト オプシ ョ ンを実現

する ためのさ まざまな簡単な JavaSctipt コード断片を PDF_create_field( ) の action オプシ ョ

ンで与え る方法について説明し ます。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/form_fields/form_textfield_height/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/form_fields/form_textfield_fill_with_js/
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テキス ト フ ィ ール ド がフ ォーマ ッ ト される よ う にするには、 JavaScript スニペッ ト をそ

のフ ィ ール ド の keystroke ・ format のア ク シ ョ ン と し て設定し ます。 その JavaScript コード

から何らかの内部 Acrobat 関数を呼び出し、 この メ ソ ッ ド の引数群でフ ォーマ ッ ト の詳細

を制御し ます。

以下のサンプルでは、 keystroke ・ format の 2 つのア ク シ ョ ンを作成し、 これら を 1 つ

のフ ォームフ ィ ール ド に対し て設定し て、フ ィ ール ド内容のフ ォーマ ッ ト が小数点以下の

桁数 2 ・ 通貨記号 EUR と なる よ う にし ています ：

keystroke_action = p.create_action("JavaScript",
"script={AFNumber_Keystroke(2, 0, 3, 0, \"EUR \", true); }");

format_action = p.create_action("JavaScript",
"script={AFNumber_Format(2, 0, 0, 0, \"EUR \", true); }");

String optlist = "font=" + font + "action={keystroke " + keystroke_action +
" format=" + format_action + "}";

p.create_field(50, 500, 250, 600, "price", "textfield", optlist);

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クのform_fields/form_textfield_input_format ト ピ ッ

クにあ り ます。

フ ォームフ ィ ール ド 入力を検証 以下のサンプルは、 JavaScript をフ ォームフ ィ ール ド に

検証ア ク シ ョ ン と し て紐付けて、 テキス ト フ ィ ール ドへのユーザー入力が、 求められる形

式 mm/dd/yyyy に合致し ているかど う かをチェ ッ ク し ます ：

optlist =
"script={" +

"// JavaScript code for date mask format MM/DD/YYYY\n" +
"var re = /^[0-9]{2}\\/[0-9]{2}\\/[0-9]{4}$/\n" +

"if (event.value !=\"\") {\n" +
" if (re.test(event.value) == false) {\n" +
" app.alert ({\n" +

"    cTitle: \"Incorrect Format\",\n" +
"    cMsg: \"Please enter date using mm/dd/yyyy format\"\n" +

" });\n" +
" }\n" +
"}\n" +

"}";
validate_action = p.create_action("JavaScript", optlist);
textfield_font = p.load_font("Helvetica", "unicode", "");
optlist = "action={validate=" + validate_action + "} " +

"backgroundcolor={gray 0.8} font=" + textfield_font;
p.create_field(llx, lly, urx, ury, "startdate", "textfield", optlist);

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/form_fields/form_textfield_input_format/
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10.3 ス ク リ ーン注釈と表現ア ク シ ョ ン を用いたマル
チ メ デ ィ ア

一般 マルチ メ デ ィ アを、PDF 文書内でス ク リ ーン注釈 と表現ア ク シ ョ ンを使って再生で

き ます。 こ の メ デ ィ アのデータは、 PDF 文書内に埋め込むこ と も でき ますし、 別の外部

フ ァ イルから取って来る こ と もでき ますし、 リ モー ト のサーバーから引っ張る こ と もでき

ます。 こ の メ デ ィ ア （表現と呼びます） は、 ページ上で注釈によ って定義された固定の位

置でも、 別のフ ローテ ィ ング ウ ィ ン ド ウ内でも、 フルス ク リ ーンモード でも再生させる こ

と ができ ます。 メ デ ィ ア と と もにコ ン ト ローラーを表示する こ と もでき ますので、 そ う す

ればユーザーが メ デ ィ アを再生 ・ 一時停止 ・ 再開 ・ 停止でき る よ う にな り ます。 あ るいは

これらのコ ン ト ロールを PDF のフ ォームフ ィ ール ド を用いて実装する こ と も可能です。

マルチ メ デ ィ ア要素を持った PDF を再生するには、 Adobe Acrobat か、 マルチ メ デ ィ

アサポー ト をそなえたサード パーテ ィ ーの PDF ビ ューアが必要です。 Web ブラ ウザーに

内蔵されている PDF ビ ューアの多 く は目下マルチ メ デ ィ アの表現に対応し ていません。

PDFlib を用いて音声か動画を作成する手順はたいてい以下の とお り です ：

> PDF_load_asset( )で type=Rendition を用いて動画フ ァ イルか音声フ ァ イルかURL を読み

込む。

> PDF_create_action( ) で type=Rendition を用いて表現ア ク シ ョ ンを作成。

> 動画が再生されるページ上の領域を用意する ス ク リ ーン注釈を作成。 表現ア ク シ ョ ン

は注釈の さ ま ざまな ト リ ガーイベン ト に紐付け る こ と ができ ます。 た と えばページが

開かれた時や注釈が ク リ ッ ク さ れた時な ど です。 あ る いはア ク シ ョ ン を し お り か

フ ォームフ ィ ール ド に紐付けて メ デ ィ アの再生を制御でき る よ う にする こ と も可能で

す。

以下のコード 断片は、 表現と ア ク シ ョ ン と注釈を用いた標準的な手順を実装し ています ：

// その動画を持たせた表現オブジェクトを作成

rend_video = p.load_asset("Rendition", videofile,
"mimetype=video/mp4 name=rendition_video controller");

if (rend_video == -1)

throw new Exception("エラー : " + p.get_errmsg());

// その動画を再生するための表現アクションを作成

act = p.create_action("Rendition",
"target=annot_video operation=playfrombeginning rendition=" + rend_video);

// その動画が再生される場所であるスクリーン注釈を作成

p.create_annotation(25, 300, 575, 610, "Screen",
"title=annot_video name=annot_video action={activate=" + act + "}");

あ るいはこの標準的な手順ではな く 、 注釈を使用せず、 JavaScript を用いて表現を再生す

る こ と も可能です （286 ページ 「JavaScript でマルチ メ デ ィ ア」 を参照）。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの multimedia/screen_annotations ト ピ ッ クにあ り

ます。

セキュ リ テ ィ を考慮 マルチ メ デ ィ ア の再生は頻繁に攻撃の タ ーゲ ッ ト にな る ので、

Acrobat DC はさ まざ まなセキ ュ リ テ ィ チェ ッ ク を実装し ています。 マルチ メ デ ィ ア コ ン

テンツの再生を成功させるには、以下のいずれかの方式を用いる こ と によ って、PDF 文書

が必ず信頼される よ う にする必要があ り ます ：

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/multimedia/screen_annotations/
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> この文書を開 く 際に、 Acrobat は、 上端に 「セキ ュ リ テ ィ 上の問題が発生する可能性を

防ぐ ため、 い く つかの機能が無効になっています。 こ の文書を信頼する場合は、 これ

ら の機能を使用で き ます。 」 と 書かれた黄色いバーを表示し ます。 「オプシ ョ ン」 メ

ニューで 「常にこの文書を信頼する」 を ク リ ッ ク。

> 「編集」 → 「環境設定」 → 「一般 ...」 → 「セキュ リ テ ィ （拡張）」 へ行き、 特権の場所の

リ ス ト にこのフ ァ イルかフ ォルダーを追加。

> この文書に証明書の署名を行い、 「編集」 → 「環境設定」 → 「一般 ...」 → 「セキュ リ テ ィ

（拡張）」 → 「有効な証明書を持つ文書を自動的に信頼する」 を有効にする。

MIME タ イ プ PDF_load_asset( ) の mimetype オプシ ョ ンは必須です。 適切な MIME タ イ

プ （コ ンテンツ タ イプ） を与え る こ と は、 メ デ ィ アが必ず正し く 再生される よ う にする た

めに不可欠です。 対応する MIME タ イプの リ ス ト は、 PDF ビ ューア ・ バージ ョ ン と、 オペ

レ ーテ ィ ン グ シ ス テ ム が提供 し て い る 利用可能な メ デ ィ ア再生能力に依存 し ま す。

Acrobat で以下の JavaScript を使って対応し ている MIME タ イプの リ ス ト を知る こ と がで

き ます ：

// すべてのプレーヤーとメディアタイプをクエリー。JavaScriptコンソールで使用すること

var mp = app.media.getPlayers("");
for (var i = 0; i < mp.length; i++) {

console.println("\n'" + mp[i].name + "'が対応しているMIMEタイプ群:");
console.println(mp[i].mimeTypes);

}

よ く 使われる音声 ・ 動画形式に対する MIME タ イプを表 10.1 に挙げます。 PDF_create_
action( ) の rendition オプシ ョ ンは表現の リ ス ト を受け付けます。 その場合、 PDF ビ ュー

アは、 初の対応し ている形式の表現を採用し ます。 この機能を活用する と、 1 つの動画

を複数の形式で与え る こ と によ って、さ まざまな ターゲ ッ ト 環境でなるべ く それが再生で

き る よ う にする こ と が可能です。

JavaScript でマルチ メ デ ィ ア Acrobat 用の JavaScript API は、マルチ メ デ ィ ア コ ンテンツ

を PDF 内で扱 う 広汎な機会を提供し ています。た と えば、PDF_create_action( ) の operation
オプシ ョ ンを用いて動画を起動するのではな く 、 operation オプシ ョ ンのかわ り にシンプ

ルな JavaScript 命令を与える こ と が可能です ：

act = p.create_action("Rendition",
"target=my_annot script={app.media.openPlayer();} rendition=" + rend_video);

表現がその文書の 「表現名称ツ リ ー」 の中に格納されていれば （Acrobat ではそのよ う な

表現を 「JavaScript から ア ク セス可能」 と称し ます）、 JavaScript を使ってその表現を操作

する こ と も可能です。 これを実現するには PDF_load_asset( ) の nametree オプシ ョ ンを用

います。 以後その表現は注釈を一切必要 とせずに JavaScript ア ク シ ョ ンを用いて再生でき

る よ う にな り ます。 た と えばしお り のク リ ッ ク を ト リ ガーにし た り する こ と が可能です ：

表 10.1 よ く 使われる MIME タ イプ

カテゴ リー よ く 使われる MIME タ イ プ

音声 audio/wav ・ audio/midi ・ audio/mp3 ・ audio/mp4

動画 video/mpeg ・ video/msvideo ・ video/avi ・ video/mp4 ・ video/quicktime
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// 表現を名前で取得し、それをフローティングウィンドウ内で特定のプロパティ群を用いて再生

// これが動作するには名称ツリー内の表現に対してだけ

var rendition = this.media.getRendition("rendition_sound");

if (rendition == null)

app.alert("表現が見つかりませんでした");
else
{ 

var floating = {
width: 400,
height: 300

};
var player = app.media.openPlayer({

rendition: rendition,
settings: {

windowType: app.media.windowType.floating,
floating: floating

}
});

}

以下のコード は、 上記の JavaScript コード が文字列変数 js に格納されている前提で、 それ

を仮想 （PVF） フ ァ イルへ読み込んで、 JavaScript アセ ッ ト を作成し、 そし て JavaScript ア

ク シ ョ ンを作成し て、 それを しお り に紐付けています ：

// 音声ファイルを持つ隠れた表現を作成してそれを名称ツリー内に格納することによって

// それをJavaScriptからアクセス可能にする

int rend_sound = p.load_asset("Rendition", soundfile,
"mimetype=audio/midi style=hidden nametree name=rendition_sound");

if (rend_sound == -1)

throw new Exception("エラー : " + p.get_errmsg());

// JavaScript文字列を仮想（PVF）ファイルへ読み込む

p.create_pvf("/pvf/javascript/script1.js", js.getBytes(), "");

// PVFファイルからJavaScriptアセットを作成

int js_asset = p.load_asset("JavaScript", "/pvf/javascript/script1.js", "");
if (js_asset == -1)

throw new Exception("エラー : " + p.get_errmsg());

// アセットからJavaScriptアクションを作成

int act_js = p.create_action("JavaScript", "javascript=" + js_asset);

// この音声表現を再生するためのしおり

p.create_bookmark("JavaScriptを用いて音声を作成（しおりをクリック）",
"action={activate=" + act_js + "}");

1 つのしお り に 2 つのア ク シ ョ ンを紐付ければ、 音声表現 と動画表現を同時に再生する こ

と も可能であ り 、 しか も対応する ス ク リ ーン注釈は必要あ り ません。 注釈のない表現は、

ページ上に領域を必要と し ない音声を再生する ために と り わけ有用です。

ク ッ クブ ッ ク A full code sample for sound and video renditions without annotations can be found in the
Cookbook topic multimedia/javascript_for_renditions. The topic interactive/renditions in
the pCOS Cookbook demonstrates how to enumerate all renditions in the name tree.
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ク ッ クブ ッ ク 注釈のない音声 ・ 動画表現の完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの multimedia/

javascript_for_renditions ト ピ ッ ク にあ り ま す。 pCOS ク ッ ク ブ ッ ク の interactive/

renditions ト ピ ッ クは、 名称ツ リー内のすべての表現を列挙する方法を示し ています。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/multimedia/javascript_for_renditions/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/multimedia/javascript_for_renditions/
https://www.pdflib.com/pcos-cookbook/interactive/renditions/
https://www.pdflib.com/pcos-cookbook/interactive/renditions/
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10.4 地理空間 PDF
ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの geospatial/starter_geospatial ト ピ ッ クにあ り

ます。

10.4.1 地理空間 PDF を Acrobat で利用

PDF 1.7ext3 では、 地理空間参照情報 （世界座標） を PDF ページ内容に追加する こ と がで

き る よ う になっています。 Acrobat では、 地理空間参照付き PDF 文書でい く つかのこ と が

でき ます。 Acrobat ・ Acrobat Reader DC では、 「ツール」 → 「ものさ し」 を有効にする必

要があ り ます ：

> マウ スカーソルの下の地図上の位置の座標を表示 ： 「地図位置ツール」 。 マウ ス カーソ

ルの下の地図上の位置の座標を、右ク リ ッ ク し て 「座標を ク リ ッ プボー ド にコ ピー」 を

選択する こ と でコ ピーでき ます。

> 地図上の位置を検索 ： 「地図位置ツール」 →右ク リ ッ ク し て 「位置を検索」 を選択→求

める座標を入力。

> 地図上の位置をマーク ： 「地図位置ツール」 →右ク リ ッ ク し て 「位置をマーク」 を選択。

> 地図上の距離 ・ 周辺 ・ 面積を測定 ： 「ものさ し ツール」。

Acrobat Reader では上記の う ち 初の 2 つの機能だけが利用可能です。 地理空間測定のた

めのさ まざまな設定を、 「編集」 → 「環境設定」 （→ 「一般 ...」） → 「ものさ し （地図情報）」

で変更でき ます。 た と えば座標読み上げのための望ま しい座標系などです。

PDFlib の地理空間機能は以下の関数 と オプシ ョ ンで実装されています ：

> 1 つのページに対し て、 1 つないし複数の地理参照付き領域を、 PDF_begin/end_page_
ext( ) の viewports オプシ ョ ン （と サブオプシ ョ ン georeference） を用いて割 り 当てる こ

と ができ ます。 ビ ューポー ト を使 う と、 ページ上の別々の領域で別々の地理空間参照

（georeference オプシ ョ ンで指定） を用いる こ と が可能にな り ます。 これはた と えば同

一ページ上に複数の地図があ る と き などに有用です。 この方式は、 地理空間 PDF への

対応を有するすべての PDF ビ ューアーで動作し ます。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの geospatial/starter_geospatial ト ピ ッ クにあ り

ます。

> PDF_load_image( ) の georeference オプシ ョ ンを使 う と、画像に地球ベースの座標を割 り

当て る こ と ができ ます。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの geospatial/georeferenced_image ト ピ ッ クにあ り

ます。

> PDF_open_pdi_page( )・PDF_load_graphics( )・PDF_begin_template_ext( ) の georeference
オプシ ョ ンを用いて地球ベースの座標をフ ォーム XObject に割 り 当てる こ と もでき ま

す。 しかし この方式は、 Acrobat DC を含むいずれの既知のビ ューアーにおいて も対応

し ていないため、 推奨し ません。

10.4.2 地理座標系と投影座標系

地理座標系は地球を地理座標で、 すなわち緯度と経度を度単位で表し て記述し ます。 投影

座標系は、 地理座標系の上に指定する こ と ができ、 地理座標系における点から二次元 （投

影） 座標系への変換を記述し ます。 こ こ から算出される座標を Northing ・ Easting 値と い

い、 投影座標系では角度はもはや不要です。 地理座標系が GPS などの全球的応用分野で

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/geospatial/starter_geospatial/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/geospatial/georeferenced_image/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/geospatial/starter_geospatial/
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用いられているのに対し て、投影はそれよ り も あ る程度局地的な地図製作などの応用分野

で必要と な り ます。

歴史的 ・ 数学的理由によ り 、 世界じ ゅ う で さ ま ざ まな座標系が用い られています。 地

理座標系 ・ 投影座標系と も、 EPSG ・ WKT と い う 2 種類の普及し た方式で記述する こ と が

でき ます。 WKT ・ EPSG と も Acrobat で使用でき ますが、 Acrobat はすべての可能な EPSG

コード を実装し ているわけではあ り ません。 特に、 地理座標系のための EPSG コード群に

は Acrobat は対応し ていないよ う です。 その場合には WKT の使用を推奨し ます。 以下の

Web サイ ト で、 特定の EPSG コード に対応する WKT を示し ています ：

www.spatialreference.org/ref/epsg

10.4.3 座標系の例

地理座標系の例 WGS84 （世界測地系） 地理座標系は、 GPS をはじめ と する多 く の応用

分野 （OpenStreetMap など） の基礎と なっています。 これは以下のよ う に georeference オ

プシ ョ ンの worldsystem サブオプシ ョ ンで表現でき ます ：

worldsystem={type=geographic wkt={
GEOGCS["WGS 84",

DATUM["WGS_1984", SPHEROID["WGS 84", 6378137, 298.257223563]],
PRIMEM["Greenwich", 0],
UNIT["degree", 0.01745329251994328]]

}}

ETRS （欧州地球基準系） 地理座標系は WGS84 と ほ と んど等価です。 これは以下のよ う に

指定でき ます ：

worldsystem={type=geographic wkt={
GEOGCS["ETRS_1989",

DATUM["ETRS_1989", SPHEROID["GRS_1980", 6378137.0, 298.257222101]],
PRIMEM["Greenwich", 0.0],

UNIT["Degree", 0.0174532925199433]]
}}

注 WGS84 ・ ETRS 系に対する EPSG コー ドはこ こでは示し ていません。 なぜなら Acrobat は地

理座標系に対する EPSG コー ド に対応し ておらず、 投影座標系にしか対応し ていないよ う

だからです （後述）。

投影座標系の例 投影は、 その背景にあ る地理座標系に基づいています。 以下の例では、

GPS 座標での利用に適し た投影座標系を指定し ます。

中欧では、 ETRS89 UTM zone 32 N と い う 系が適用されます。 これは広 く 利用されてい

る UTM （国際 メ ルカ ト ル投影） を用いてお り 、 以下のよ う に georeference オプシ ョ ンの

worldsystem サブオプシ ョ ンで表現でき ます ：

worldsystem={type=projected wkt={
PROJCS["ETRS_1989_UTM_Zone_32N",

GEOGCS["GCS_ETRS_1989",
DATUM["D_ETRS_1989", SPHEROID["GRS_1980", 6378137.0, 298.257222101],

TOWGS84[0, 0, 0, 0, 0, 0, 0]],

PRIMEM["Greenwich", 0.0],
UNIT["Degree", 0.0174532925199433]],

PROJECTION["Transverse_Mercator"],
PARAMETER["False_Easting", 500000.0],
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PARAMETER["False_Northing", 0.0],
PARAMETER["Central_Meridian", 9.0],

PARAMETER["Scale_Factor", 0.9996],
PARAMETER["Latitude_Of_Origin", 0.0],

UNIT["Meter", 1.0]]
}}

この座標系に対応する EPSG コード は 25832 です。WKT のかわ り に、上記の系はその EPSG

コード を通じ て以下のよ う に指定する こ と もでき ます ：

worldsystem={type=projected epsg=25832}

10.4.4 Acrobat における地理空間 PDF の制約

地理空間 PDF を Acrobat DC で扱 う なかで、 私たちは以下の難点に遭遇し ています ：

> EPSG コード は地理座標系に対し てはま った く 動作せず、投影系に対し てのみ動作する

よ う です。

回避策 ： EPSG コード でな く 、 その対応する WKT を使 う こ と。

> 地理空間データ をフ ォーム XObject に紐付けて も動作し ません。 この理由から、 PDF_
open_pdi_page( )・PDF_begin_template_ext( )・PDF_load_graphics( )に対し てgeoreference
オプシ ョ ンを指定する こ と は推奨し ません。PDF Reference に従えばこれは動作するべ

きなのですが。

ベク ト ルベースの地図を作成する ための回避策 ： 地理空間データ をページに紐付け る

こ と はでき ます。すなわち、PDF_begin_page_ext( ) の viewports オプシ ョ ンを用います。

> 重な り 合った地図 ： 同一ページ上に複数の画像ベースの地図を貼 り 付け る こ と ができ

ます。 複数の地図が重な り 合っている と き、 重な り 合っている領域内の点の座標を表

示させる と、 Acrobat は、 後に貼 り 付け られた地図の座標を用います （これがすなわ

ち見えている地図でも あ り ますのでこれは理にかなっています）。 しかし、 双方の画像

ハン ド ルが同一の （すなわち PDF_load_image( ) への 1 回の呼び出しで取得された） 場

合には、 Acrobat はもはやさ まざまな画像の領域を考慮し な く な り ます ： 1 番目の画像

の座標が誤って 2 番目の画像の領域へ拡張され、誤った座標表示 と なって し まいます。

回避策：同一ページ上に同じ画像をベースにし た地図を複数枚貼 り 付けたい と きは、そ

の画像を複数回開 く こ と。

> 面積もの さ し ツールは地理座標系に対し ては正し く 動作せず、 投影系に対し てのみ正

し く 動作し ます。
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11 タグ付き PDF と PDF/UA

11.1 タ グ付き PDF の基礎
タ グ付き PDF は、 ISO 標準 PDF/UA ・ PDF/A-1a ・ PDF/A-2a ・ PDF/A-3a、 米国のセ ク シ ョ

ン 508、 ド イ ツの BITV、 その他多 く の法規における必須事項です。 タ グ付き PDF は、 以

下の利点を提供する文書構造情報で PDF を向上させます ：

> ア ク セシビ リ テ ィ ー： タ グ付き PDF は、た と えば Acrobat 内蔵の読み上げ機能や、 よ り

高度なス ク リ ーン リ ーダーソ フ ト ウ ェ アなど を通じ て、 障碍を持つユーザーのために

ア ク セシブルです。

> 他の文書形式への信頼性高い書き出し ・ 変換 ： タ グ付き PDF を、RTF ・ XML ・ HTML と

いった他の形式へ変換する と、 よ り 正確な出力が得られます。

PDF/UA は、 タ グ付き PDF を、 文書タ グに関する要件を仕様化する こ と で改良し た もの

です。 ア ク セシブルな PDF 文書を作成し たいな ら、 PDF/UA のための追加規則群に従 う

こ と を推奨し ます ： 詳し く は 335 ページ 「11.4 PDF/UA によ るユニバーサルア ク セシビ リ

テ ィ ー」 を参照し て く ださい。

すべての PDF/UA の要件には従えない場合には （た と えば PDF/UA に準拠し ていない

既存の PDF を元に文書を組み立てなければな ら ないなどの理由で）、 PDF/UA モード を無

効にし て、 でき る限 り 多 く の PDF/UA 規則に従 う こ と を推奨し ます。

ク ッ クブ ッ ク タグ付き PDF を生成するためのコー ドサンプルが、 PDFlib ク ッ ク ブ ッ クの pdfua カテゴ

リーにあ り ます。ク ッ ク ブ ッ ク内のタグ付き PDF サンプルはすべて PDF/UA を作成し ます。

11.1.1 論理構造ツ リ ー （構造ヒ エ ラルキー） を作成

タ グ付き PDF は、 ク ラ イ アン ト がその文書の内部構造に関する情報を提供し、 かつ PDF

出力を生成する際に特定の規則に従った場合にのみ作成でき ます。 タ グ付き PDF を作成

するには、 tagged 文書オプシ ョ ンを true に設定する必要があ り 、 また、 lang オプシ ョ ン

が推奨されます （PDF/UA-1 では必須です） ：

if (p.begin_document("tagged.pdf", "tagged=true lang=en") == -1) {

throw new Exception("エラー : " + p.get_errmsg());

タ グ付き PDF 文書内の論理構造は、 要素の ヒ エラルキーによ って記述されます。 これを

構造 ヒ エラルキー、 または論理構造ツ リ ーと いいます。 ルー ト レベルから始ま って、 この

構造 ヒ エラルキーは任意の数のレベルから成 り ます。各レベルにおいては、1 個の要素は、

以下の種類のア イ テムを 0 個以上含むこ と ができ ます ：

> 他の構造要素。 た と えば Document （文書） 要素は、 複数の Art （アーテ ィ クル） 要素を

含むこ と ができ、 各 Art 要素はさ らに、 複数の P （段落） 要素を含むこ と ができ ます。

> 内容ア イ テム。 すなわち、 ページ上のテキ ス ト 列 と グ ラ フ ィ ッ クや、 取 り 込まれた画

像から作成された XObject や、 注釈 ・ フ ォームフ ィ ール ドへの OBJR 参照。 こ う し た

ア イ テムは、 構造要素に関連づけ られた内容を表現し ます。

Acrobat における構造ヒ エ ラルキー タ グ名 と構造 ヒ エラルキーは、 Acrobat DC で以下

のよ う に表示でき ます ：

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfua/
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> 「表示」 → 「表示切り替え」 → 「ナビゲーシ ョ ンパネル」 → 「タグ」 を選択 （図 11.1 参照）

タ グネステ ィ ング関数 構造要素は、 PDF_begin_item( ) メ ソ ッ ド を用いて明示的に作成

でき ます。 こ の関数は必ず、 対応する PDF_end_item( ) への呼び出し とペアにする必要が

あ り ます。 た と えば、 以下のコード断片は、 見出し 1 個と段落 1 個を内容とするセ ク シ ョ

ン 1 個から成る ヒ エラルキーを作成し ます。 階層関係を イ ンデン ト で視覚化し ています ：

/* 種別「Sect」（セクション）の構造要素を作成 */

id_sect = p.begin_item("Sect", "Title={来し方行く末}");

/* 種別「H1」（見出し）の構造要素を作成 */

id_h1 = p.begin_item("H1", "Title={企業沿革}");
p.fit_textline(...);

p.end_item(id_h1);

/* 種別「P」（段落）の構造要素を作成 */
id_p = p.begin_item("P", "");

p.fit_textline(...);
p.end_item(id_p);

/* 「Sect」を閉じる */
p.end_item(id_sect);

デフ ォル ト では、 構造要素は、 カレ ン ト でア ク テ ィ ブなア イ テムの子 と し て、 他の子ア イ

テムがすでに存在すればそれらすべての後に、 挿入されます。 要素が論理的順序で作成さ

図 11.1 Acrobat のタグパネルが

文書の論理構造ツ リーを表示
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れる な らば、 これによ って正しいツ リ ー構造が得られます。 も っ と高度な技法については

327 ページ 「11.2.5 内容を順序に と らわれず作成」 を参照し て く ださい。

構造要素は、 オプシ ョ ンを通じ て与え られる 1 個ないし複数の属性を保持する こ と が

でき ます。 た と えば、 内容要素の自然言語を指定する ための lang や、 画像に対する代替

テキス ト のための Alt です。 利用可能なオプシ ョ ンの集合は、 構造種別によ って異な り ま

す。

短縮タ グ付け 多 く の場合において、構造要素の内容は、PDFlib はめ込み メ ソ ッ ド を 1 回

呼び出す こ と で作成する こ と がで き ますので、 結果 と し て典型的な並びは PDF_begin_
item( )/PDF_fit_*( )/PDF_end_item( ) と な り ます。 この並びは、 短縮タ グ付けを用いて削減

する こ と が可能です。ページ内容を作成する ための多 く の メ ソ ッ ド が対応し ている tag オ

プシ ョ ン を用いる こ と によ って、 内容を配置する こ と と、 タ グ付け情報を与え る こ と と

を、 ただ 1 回の関数呼び出しにま と める こ と ができ ます。 上記のコー ド 断片は、 テキ ス

ト ・ 画像配置関数に tag オプシ ョ ンを与え る こ と によ って単純化でき ます ：

/* 種別「Sect」（セクション）の構造要素を作成 */

id_sect = p.begin_item("Sect", "Title={来し方行く末}");

/* 種別「H1」（見出し）の構造要素を作成 */

p.fit_textline(..., "tag={tagname=H1 Title={企業沿革}}");

/* 種別「P」（段落）の構造要素を作成 */
p.fit_textline(..., "tag={tagname=P}");

/* 「Sect」を閉じる */
p.end_item(id_sect);

タ グネステ ィ ング メ ソ ッ ド は PDF_begin_item( ) にも対応し ていますので、 両方の方式を

合わせる こ と も可能です。 これは、 タ グの下にタ グをネス ト する必要があ り 、 そし てネス

ト された タ グがさ らに複数の内容ア イ テムを内容とする場面において役立ちます。た と え

ば、 Caption 要素の中に P 要素があ り 、 その中にさ らに複数のテキス ト ア イ テムがあ る よ

う にし たければ、 以下のよ う に生成でき ます。

id_caption = p.begin_item("Caption", "tag={tagname=P}");
p.fit_textline(...);
p.fit_textline(...);

p.end_item(id_caption);

tag オプシ ョ ンのオプシ ョ ン リ ス ト の中のサブオプシ ョ ン と し て 2 番目の tag オプシ ョ ン

をネス ト する こ と もでき ます。 実際、 tag オプシ ョ ンは任意のレベルまでネス ト させる こ

と が可能です。 ネス ト された構造要素の内容が内容ア イ テム 1 個だけであ る場合には、 上

記のコード 断片は、テキス ト をページ上に配置するための呼び出しの中で短縮タ グ付けを

直接適用する こ と によ り 、 さ らに単純化する こ と が可能です。

p.fit_textline(..., "tag={tagname=Caption tag={tagname=P}");

短縮 タ グ付けは、 生成 さ れた構造要素のハン ド ルを露出 し ませんので、 PDF_activate_
item( ) で、 または tag オプシ ョ ンの parent サブオプシ ョ ンで使 う こ と はでき ません。 こ

れらは構造要素 ID を必要 とするからです。tag オプシ ョ ンの動作は詳し く は以下の とお り

です ：
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> 生成された内容のために新規の構造要素が作成され、 そ し て呼び出しから返る前に閉

じ られます。 以下の状況はこの規則から除外されます ：

> PDF_begin_document( ) で tag オプシ ョ ンを用いて作成された構造要素は、 PDF_end_
document( ) で閉じ られます。

> PDF_begin_item( ) の tag オプシ ョ ンを用いて複数のタ グが与え られた と きは、これら

すべてのタ グは、 対応する PDF_end_item( ) への呼び出しで閉じ られます。

> PDF_fit_table( )：tagname=Table または PDF_fit_table( ) で Table にロールマ ッ プされてい

る タ グ名は、 PDFlib に対し て、 必要な表タ グ群を作成する よ う 指示し ます （317 ペー

ジ 「11.2.1 自動表タ グ付け」 参照）。 表セルに対し て自動的に生成された TH ・ TD タ グ

は、 PDF_add_table_cell( ) の tag オプシ ョ ンでさ らに修飾する こ と もでき ます。

> PDF_fit_textflow( ) ： 完全なテキ ス ト フ ローイ ン ス タ ン スは新規の構造要素を形成し ま

す。 短縮タ グ付けは、 後述のテキ ス ト フ ローオプシ ョ ン リ ス ト の中のタ グ よ り も優先

されます。

> 生成される要素は、 カレ ン ト でア ク テ ィ ブなア イ テムの、 または parent オプシ ョ ンで

与え られている ア イ テムの子です。

> グループ化要素は、 PDF_begin_item( ) でのみ作成する こ と ができ、 PDF_begin_
document( ) 以外の短縮タ グ付けを用いて作成する こ と はでき ません。

> PDF_begin_document( ) と PDF_add_table_cell( ) の場合を除いて、短縮タ グ付けはページ

ス コープ内でのみ使用でき ます。

テキス ト フ ローオプシ ョ ン リ ス ト 内で タ グ PDF_begin/end_item( ) を用いて明示的にタ

グ付けを行 う のではな く 、多 く の関数の tag オプシ ョ ンを用いて短縮タ グ付けを行 う ので

も な く 、 タ グ付けの情報をテキス ト フ ローの一部と し て与え る こ と も可能です。 構造要素

名と属性を PDF_create_textflow( ) ・ PDF_add_textflow( ) でオプシ ョ ン と し て与え る こ と が

でき ます。タ グ付けの情報をテキス ト フ ローオプシ ョ ン リ ス ト 内に直接含める こ と ができ

ます ：

<tagbegin={tagname=H1 Title={Company History}}>Introduction<tagend>\n
<tagbegin={tagname=P}>Kraxi Systems was founded in ... <tagend>\n

tagbegin オプシ ョ ンは短縮タ グ付け と同じオプシ ョ ンを受け付け、 一方 tagend オプシ ョ

ンは も 近に開かれた構造要素を閉じ ます。これらのタ グ付けオプシ ョ ンは他のテキス

ト フ ロー制御オプシ ョ ン と組み合わせる こ と もでき ます。

タ グを持ったテキ ス ト フ ローはすべてのイ ン ス タ ン ス を出力ページに配置する必要が

あ り ます。 すなわち PDF_fit_textflow( ) を、 それが _stop を返すまで呼び出しつづける必

要があ り ます。 テキス ト フ ローのすべてのイ ン ス タ ン スが配置されないまれな場合、 すな

わちテキス ト の一部が失われる場合においては、 後にこ のテキス ト フ ローのためにPDF_
fit_textflow( ) を呼び出す時に tagstop オプシ ョ ンを与え る必要があ り ます。

テキ ス ト フ ローを出力に配置する際には、 テキス ト フ ローの イ ン ス タ ン スは、 テキス

ト の量と はめ込み枠の寸法によ って 1 個ないし複数生成されます。PDFlib は、 テキス ト フ

ローのすべてのイ ン ス タ ン スが必ず 1 つの共通の構造要素の子になる よ う にし、 また、 テ

キ ス ト フ ローのイ ン ス タ ン スの末尾で中断された要素が次の イ ン ス タ ン スで必ず自動的

にまた有効化される よ う にし ます。 テキス ト フ ローのイ ン ス タ ン スの配置は、 同一ページ

上であって も、 異なるページ上であって もかまいません。

テキス ト フ ローオプシ ョ ン リ ス ト 内のタ グは以下の場合には無視されます ：

> タ グ付けがサポー ト されていないコ ンテキス ト において。 た と えばテンプレー ト 上や、

タ グ付けな しの出力の場合。
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> PDF_fit_textflow( ) に tag オプシ ョ ンを与えている場合。

テキ ス ト フ ローマ ク ロ （242 ページ 「9.2.3 イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト と マ ク ロ」 を参

照） を使って、 タ グ付けのための便利なシ ョ ー ト カ ッ ト を定義する こ と も でき ます。 例 ：

macro {
H1 {tagbegin={tagname=H1 Title = {Company History}} }
/H1 {tagend}

P {tagbegin={tagname=P} }
/P {tagend}

}

マ ク ロはそれ以後、 イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト 内で、 マ ク ロ を開始する & を使って使

用する こ と ができ ます。

<&H1>Introduction<&/H1>\n
<&P>Kraxi Systems was founded in ... <&/P>\n

なお、オプシ ョ ン リ ス ト はつねに各オプシ ョ ンに対し て値をそれぞれ 1 つずつしか伝達し

ないこ と に注意し て く ださい。 1 つのオプシ ョ ンを複数回使用し た場合、 同じオプシ ョ ン

リ ス ト の中で 後に書いたそのオプシ ョ ンが、それよ り 前に書いた もの全部をオーバーラ

イ ド し ます。 た と えば、 以下の構成は構造要素を 2 つ開始し ません。 なぜな ら 2 個目の

tagbegin が 1 個目をオーバーラ イ ドするからで、 LI ア イ テムだけが作成されて L ア イ テム

は無視されます ：

<tagbegin={tagname=L} tagbegin={tagname=LI}> // 間違い: 1つのオプションリスト!

構造要素を 2 つ作成するには、2 つの tagbegin オプシ ョ ンを別々のイ ン ラ イ ンオプシ ョ ン

リ ス ト の中で与え るか、 別々の PDF_add_textflow( ) への呼び出しで与え る必要があ り ま

す。 例 ：

<tagbegin={tagname=L}><tagbegin={tagname=LI}> // 正しい: 2つのオプションリスト

2 つのネス ト し た構造要素で同じ内容を囲 う 場合には、 1 つのオプシ ョ ン リ ス ト の中で

tagbegin オプシ ョ ン と一緒にも う 1 つ、ネス ト し た tag オプシ ョ ンを与え る こ と ができ ま

す。 た と えば、 Caption 要素は内容ア イ テムを子に持てないので、 P など実際の内容を持

つ他の要素を子にする必要があ り ます。この構成はイ ン ラ イ ンテキス ト フ ローオプシ ョ ン

を用いて以下の とお り 表現でき ます ：

<tagbegin={tagname=Caption tag={tagname=P}}>Figure 9.1<tagend>

この tagend オプシ ョ ンは、 対応する Caption 要素だけでな く 、 ネス ト し た P 要素を も閉

じ ます。

ク ッ クブ ッ ク テキス ト フ ローオプシ ョ ン リ ス ト 内で タグを与えて タグ付きPDFを作成する コー ドサンプ

ルが、PDFlib ク ッ ク ブ ッ クの pdfua カテゴ リー内の inline_tags_in_textflow_pdfua1 ト ピ ッ

クにあ り ます。

11.1.2 標準構造種別

PDF 1.7 と PDF 2.0 のタ グセ ッ ト PDF は、 幅広い文書分類に対応する よ う 設計された さ

まざまな標準構造種別に対応し ています。 PDFlib は、 表 11.1 に従って PDF 1.x と PDF 2.0

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfua/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfua/inline_tags_in_textflow_pdfua1/
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のすべての標準要素種別に対応し ています。 この表の中で示し ている説明は、 適切な種別

を選ぶ助け と なる こ と を意図し ています。 選択し た PDF 出力互換性によ って、 利用可能

な構造種別のグループ、 いわゆる タ グセ ッ ト が異な り ます ：

> PDF 1.7 タ グセ ッ ト は、 compatibility=1.7 と それ以下の場合にはつねに利用可能です。

compatibility=2.0 の場合には、 こ のタ グセ ッ ト は、 pdftagset=1.7 であれば利用可能で

す。 これは、 表 11.1 で PDF 2.0 と標識し ていないすべての種別を含んでいます。

> PDF 2.0 タ グセ ッ ト は、compatibility=2.0 の場合のデフ ォル ト です。 これは、PDF 1.7 タ

グセ ッ ト の種別の多 く に加え、 表 11.1 で PDF 2.0 と標識し ている種別を含んでいます。

構造要素はすべて、 標準構造種別の集合から採るか、 （カ ス タ ム要素の場合には） 標準構

造種別のいずれか 1 つへロールマ ッ プし ているかのいずれか とする必要があ り ます （308

ページ 「11.1.5 カス タ ム構造種別 ・ ロールマ ッ プ ・ カ ス タ ム タ グセ ッ ト 」 を参照） 。 標準

構造種別は以下を含むい く つかのカテゴ リ ーに分類でき ます ：

> グループ化レベル構造種別は、 他の要素をグループ化する コ ンテナーであ り 、 ページ

内容を ま った く 子に持ちません。

> ブロ ッ ク レベル構造種別は、 ページの内容の総体的なレ イ アウ ト を記述し ます。

> イ ン ラ イ ン レベル構造種別は、 ブロ ッ ク レベル要素内の内容のレ イ ア ウ ト を記述し ま

す。

> 特殊種別は、 リ ス ト 、 表、 日本語のルビ／割注などのために使用されます。

> 擬似構造種別は、 いかな る構造要素を も作成する こ と な く 、 内容を特定の特性でマー

ク ア ッ プするために用いられます。

複数のカテゴ リ ー子に持ってで使用でき る構造種別も あ り ます。

究極的にはページ内容は、 内容ア イ テ ム、 すなわちテ キ ス ト ・ 画像 ・ ベ ク ト ルグ ラ

フ ィ ッ ク ・ イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素によ って記述されます。 構造種別ど う しの関係 と、 内容

を子に持てる要素ど う しの関係は、 タ グネステ ィ ング規則によ って規定されます。 例外も

あ り ますが、標準構造種別に対するネステ ィ ング規則を ま と める とおおむね以下の とお り

です ：

> 文書レベル と グループ化レベルの要素は、 他の文書レベル ・ グループ化 ・ ブロ ッ ク レ

ベルの要素のみを子に持つこ と ができ、 イ ン ラ イ ン レベル要素か内容ア イ テムを子に

持つこ と は一切でき ません。

> 内容ア イ テムは、 ブロ ッ ク レベル と イ ン ラ イ ン ラベルの要素の子 と、 リ ス ト と 表の適

切なサブ要素の子にのみなる こ と ができ ます。

> ブロ ッ ク レベル要素は、 イ ン ラ イ ンレベル要素 と内容ア イ テムのみを子に持てます。

> イ ン ラ イ ン レベル要素は、 他のイ ン ラ イ ン レベル要素 と 内容ア イ テムのみを子に持て

ます。

PDF 1.7 と PDF 2.0 の場合の構造要素ネステ ィ ング規則について詳し く は以下の項で解説

し ます。 アプ リ ケーシ ョ ンはこれら規則に従 う 必要があ り ます。 PDF/UA-1 には他にも規

則が課されます （335 ページ 「11.4 PDF/UA によ るユニバーサルア ク セシビ リ テ ィ ー」 を

参照）。

構造要素に対するネステ ィ ング規則チェ ッ クは、 PDF_begin_document( ) の checktags
オプシ ョ ンを用いて無効化か緩和する こ と もでき ます。 しかし これは、 無効な構造 ヒ エラ

ルキーを生み出す可能性があ り ますので推奨し ません。 このオプシ ョ ンは、 レガシアプ リ

ケーシ ョ ンのための移行の助け と し て意図されている ものです。 表 11.3 内のい く つかの

規則を 「厳格規則」 と し て標識し ています。 オプシ ョ ン checktags=relaxed は、 こ の厳格

規則群以外のすべてのチェ ッ ク を強制し ます。
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表 11.1 タグ付き PDF 内の標準種別 （タグ） と、 PDFlib によ って追加された擬似種別

構造種別 説明

文書レベル構造種別 （文書レベル ・ グループ化 ・ ブロ ッ ク レベルの要素を子に持てるが、 イ ン ラ イ ンレベル要素

か内容アイテムを子に持てない）

Document 自己完結し ている論理的文書。 PDF 2.0 では構造ツ リーのルー ト 要素と し て必須。 ネス ト し た

Document 要素群を子に持つこ と も可能。

Document-
Fragment

（PDF 2.0） 論理的文書断片。 多 く の場合、 も との文書全体の一部を抜き出し て作成される。 ネス ト

し た DocumentFragment 要素群を子に持つこ と も可能。

グループ化レベル構造種別 （ページ内容を子に持てない）

Art （アーテ ィ クル。 compatibility=2.0 の場合には pdftagset=1.7 が必須） 文書内のアーテ ィ クル。

Aside （PDF 2.0） 親構造要素内で他の内容から区別されている内容。 た と えばサイ ドバー内のテキス ト や

補足コ メ ン ト 。

BlockQuote （ブロ ッ ク引用。 compatibility=2.0 の場合には pdftagset=1.7 が必須） 周囲のテキス ト の作成者

以外の誰かに帰する 1 個ないし複数の段落から成るテキス ト の部分

Div （区画） 文書の、 意味上の意図のない分割。 セマンテ ィ クスに基づかないグループ化に対し て使用

する こ と もできます。 た と えばブロ ッ ク レベル要素のシーケンスに lang 属性を紐付けた り、 他の

標準構造要素がどれもふさわし く ないカス タムグループ化構造要素をロールマ ッ プ し た りする場

合がこれにあた り ます。

Index （イ ンデッ クス。 compatibility=2.0 の場合には pdftagset=1.7 が必須） 文書の主本文内における

指定されたテキス ト の出現を指し示す Reference 要素を伴った識別テキス ト を内容とする項目の

列

NonStruct （非構造要素） 固有の構造特性を何も持たない要素をグループ化。 これはグループ化のみを目的と

する ものです。

Part ヒ エラルキーを考慮せずに構造要素群をグループ化し たものを内包 （セマンテ ィ クス界の Div）

Private （プ ラ イベー ト 要素。 compatibility=2.0 の場合には pdftagset=1.7 が必須） アプ リ ケーシ ョ ンに

属するプ ラ イベー ト 内容を内容とするグループ化要素。 この種別の構造上の意義は仕様化されて

いません。 この Private 要素も、 その子孫要素のいずれも、 他の文書形式へは解釈も書き出し も

されません。

Sect （セクシ ョ ン） ヒ エラルキーを考慮し て構造要素群をグループ化し たものを内包

TOC （目次。 compatibility=2.0 の場合には pdftagset=1.7 が必須） 目次項目群 （構造種別 TOCI） およ

び / または他のネス ト された目次エン ト リー群 （TOC） から成る リ ス ト 。

TOCI （目次項目。 compatibility=2.0 の場合には pdftagset=1.7 が必須） 目次のメ ンバー。 これは適切

な Link 要素を内容とするべきです。

ブロ ッ ク レベル構造種別 （イ ン ラ イ ンレベル要素のみを子に持てます）

FENote （PDF 2.0。 グループ化レベルかブロ ッ ク レベルかイ ン ラ イ ンレベル） 脚注 ・ 後注。 これを囲ってお

り参照し ている内容の一部と し ては通常読まれないもの。

H （見出し。 PDF/UA-1 では structuretype=strong の場合にのみ可） 見出し と通常呼ばれる内容の低

レベル区画。 H 要素は階層的にネステ ィ ングする こ と を意図されています。 H1 などを用いた弱い

構造化のほうが望ま しいです。

H1～H6 見出し と通常呼ばれる内容の低レベル区画。 これらの種別は、 アプ リ ケーシ ョ ンがセクシ ョ ン群

を階層的にネス ト できないために見出しのレベルをそのネステ ィ ングのレベルから判定できない

場合に用いるべきです。 Lbl 構造種別を用いて見出しの中のセクシ ョ ン番号を囲う こ と もできま

す。
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H7 ・ H8 ・ … （PDF 2.0 かロールマ ッ ピングを持つ PDF/UA-1） も っ と深いネステ ィ ングのためのさ らなる見出

し レベル。 PDF/UA-1 では P へのロールマ ッ ピングを推奨し ます。

P （段落） 内容の低レベル区画。 多 く の場合に段落に用いられますが、 任意の内容の低レベル区画を

囲えます。

Title （PDF 2.0。 グループ化レベルかブロ ッ ク レベル） 文書か内容の高レベル区画のタ イ ト ルと通常呼ば

れる内容を囲います。 これを囲っている内容から脚注か後注への参照があるべきです。

イ ン ラ イ ンレベル構造種別

BibEntry （書誌項目。 compatibility=2.0 の場合には pdftagset=1.7 が必須） 何らかの引用内容の外部ソー

スを特定する参照

Code （compatibility=2.0 の場合には pdftagset=1.7 が必須） コ ンピ ューターのプログラムのテキス ト

の断片

Em （PDF 2.0） 強調の目的のために内容を囲います。 強調のレベルを上げるためにネス ト し た Em 要素

を使用する こ と もできます。

Lbl 同じ親要素の中の他の内容から区別するための内容。 た と えばリ ス ト 項目に対するビ ュ レ ッ ト ・

番号や、 キャ プシ ョ ンの中の番号や、 見出しの中の付番。

Note （compatibility=2.0 の場合には pdftagset=1.7 が必須） 脚注や後注のよ う に、 文書の本体の中か

ら参照される説明テキス ト のアイテム。 この要素は Lbl を子に持てます。

Sub （PDF 2.0） ブロ ッ ク レベル要素の中の下位区画と し て通常知覚される内容を囲います。 た と えば詩

の中の節や、 ソースコー ドの行や、 住所の中の行。

Quote （引用。 compatibility=2.0 の場合には pdftagset=1.7 が必須） 周囲のテキス ト の作成者以外の誰

かに帰するテキス ト のイ ン ラ イ ン部分。 この引用されたテキス ト は、 単一の段落内にイ ン ラ イ ン

で含まれているべきです。

Reference （compatibility=2.0 の場合には pdftagset=1.7 が必須） 文書内の他の所にある内容への参照。 こ

れはローカルな リ ン クのために使用されるべきです。

Span （表の表行または列の連結とは関係あ り ません） 特定の固有の特性を何ら持たない一般的な内容の

イ ン ラ イ ン部分。 lang など特定の属性を持ったテキス ト の範囲を区切るために使う こ と もできま

す。

Strong （PDF 2.0） 強い重要性 ・ 重大性 ・ 緊急性の目的のために内容を囲います。

イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素のための構造種別 （グループ化レベルかブロ ッ ク レベルかイ ン ラ イ ンレベル） （320ページ

「11.2.2 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素にタグ付け」 参照）

Annot （PDF 1.5） 内容を 1 つないし複数の注釈に紐付けます。 構造ツ リー内に 1 つないし複数の注釈を含

めるために使用する こ と もできます。 Link か Form のほうが適切でない限りはこの要素を注釈に対

し て使用する必要があ り ます。

Form 内容を、 対応する フ ォームフ ィ ールド と紐付けます。 構造ツ リーにフ ォームフ ィ ールド を含める

ためにも使えます。 Lbl 要素を用いてフ ォームフ ィ ールドのラベルをマークア ッ プする こ と もでき

ます。

Link 内容を リ ン ク注釈と紐付けます。 構造ツ リーに リ ン ク注釈を含めるためにも使えます。 この要素

を リ ン ク注釈に対し て使用する必要があ り ます。

和文ルビ ・ 割注のための要素 （イ ン ラ イ ンレベル）

Ruby （PDF 1.5） 比較的小さ なテキス ト サイズで書かれ、 それが参照する親文字テキス ト に隣接し て配置

されたサイ ド ノ ー ト 。 この Ruby 要素は、 ルビ組立構造全体を囲むラ ッパーと し ての働きを し ま

す。 RB/RT ペア 1 個か、 RP ・ RT ・ RP の並び 1 個を子に持つ必要があ り ます。

表 11.1 タグ付き PDF 内の標準種別 （タグ） と、 PDFlib によ って追加された擬似種別

構造種別 説明
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RB （ルビ親文字テキス ト 。 PDF 1.5） ルビ注釈が施される対象と なる フルサイズのテキス ト 。

RT （ルビ注釈テキス ト 。 PDF 1.5） ルビ親文字テキス ト に隣接し て配置されるべき、 比較的小さ なサイ

ズのテキス ト 。

RP （ルビ約物） ルビ注釈テキス ト を囲う約物。 これは、 ルビ注釈がルビス タ イルで適切に組版できず

に、 通常のコ メ ン ト と し て組版されるか割注と し て組版される場合にのみ用いられます。

Warichu （割注。 PDF 1.5） よ り小さ なテキス ト サイズで、 それを含むテキス ト 行の高さの中に、 よ り小さ な

2 行と し て組版され、 それが参照するベーステキス ト に後続し て （イ ン ラ イ ンに） 配置される、 コ

メ ン ト または注釈。 WP ・ WT ・ WP の並び 1 個を子に持つ必要があ り ます。

WT （割注テキス ト 。 PDF 1.5） 割注コ メ ン ト の、 2 行と し て組版され、 それを囲う WP 要素の間に配置

される、 よ り小さ なサイズのテキス ト 。

WP （割注約物。 PDF 1.5） WT 要素の中の内容を囲う約物

リ ス ト 構造種別

L （リ ス ト 。 ブロ ッ ク レベルかイ ン ラ イ ンレベル） 意味的に互いに関連し ている項目の並び

LI （リ ス ト 項目） リ ス ト の個々のメ ンバーのための内容

LBody （リ ス ト 本体） リ ス ト 項目の内容本体

表構造種別 （表は自動的にタグ付けする こ と も可能です。 317ページ 「11.2.1 自動表タグ付け」 参照）

Table （ブロ ッ ク レベルかイ ン ラ イ ンレベル） 長方形セル群の 2 次元論理構造。 複雑な下位構造を含むこ

と もあ り ます

TR （表行） 表ヘ ッ ダーセル （TH） 群か表データ セル （TD） 群の表行

TH （表ヘ ッ ダーセル） 表の 1 個ないし複数の表行、 または列、 または表行と列を記述する表ヘ ッ ダー

セル。

TD （表データ セル） 表の内容の一部であるデータ を内容とする表セル

THead （表ヘ ッ ダー行グループ ： PDF 1.5） 表のヘ ッ ダーを成す TR 要素のグループ

TBody （表本体行グループ ： PDF 1.5） 表の本体部を成す TR 要素のグループ

TFoot （表フ ッ ター行グループ ： PDF 1.5） 表のフ ッ ターを成す TR 要素のグループ

キャ プシ ョ ン構造種別 （グループ化レベルかブロ ッ ク レベル）

Caption （PDF 2.0。 PDF 1.5 では表と リ ス ト に対し てのみ可） 表 ・ リ ス ト ・ 図など要素を説明する短いテキ

ス ト

図 ・ 式構造種別 （グループ化レベルかブロ ッ ク レベルかイ ン ラ イ ンレベル）

Figure グラ フ ィ カルな内容

Formula 数式 ・ 化学式など式。 この種別は、 内容要素全体を式と し て識別し ます。

ページ装飾構造種別 （グループ化レベルかブロ ッ ク レベルかイ ン ラ イ ンレベル）

Artifact （PDF 2.0） ページ装飾。 実のページ内容に対し てこ う呼ばれます （Section 12.1.6, »Artifacts«, page 

299 を参照）。 ページ装飾は構造ツ リーの要素と し ては PDF 2.0 でのみ使用できます。 ページ装飾

はマーク付き内容と し てはどのバージ ョ ンの PDF でも使用できます。 構造ツ リー内ではページ装

飾は、 他の構造要素を コ ンテキス ト と し て必要とする本文外の内容のために使用できます。 た と

えば行番号です。 この種別は注釈をページ装飾と し て タグ付けするにも必要です。

表 11.1 タグ付き PDF 内の標準種別 （タグ） と、 PDFlib によ って追加された擬似種別

構造種別 説明
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通常要素と直接要素の違い たいていの構造要素は、 対応する テキ ス ト かグ ラ フ ィ ッ ク

をマーク ア ッ プ し、 かつ文書構造ツ リ ー内へ対応する エン ト リ ーを追加する こ と によ っ

て、 PDF へ出力されます。 このよ う な要素は通常要素を呼ばれ、 Acrobat のタ グペーンの

中の構造ツ リ ーの中に表示されます。

これに対し、 マーク付き内容のみか ら成 り 、 構造ツ リ ー内にエン ト リ ーを持たない要

素と い う ものも あ り ます。 このよ う な要素は Acrobat のタ グペーンに表示されません。 こ

のよ う な直接要素の利点は、PDF 出力内で必要なスペースが少ない点です。構造種別のな

かには、 direct オプシ ョ ンを用いてそのステータ ス を変え る こ と ができ る ものがあ り ます

（デフ ォル ト は true）。 通常の構造要素 と直接要素 と の比較を表 11.2 に示し ます。 PDF 2.0

では直接要素には他に も ネス テ ィ ング規則が課さ れるので、 表ではそれも示し ています

（いずれの場合にも通常の PDF 2.0 のネステ ィ ング規則が子要素に課せられます）。

デフ ォル ト で直接な要素が別の直接でない要素を子に持っている場合にはオプシ ョ ン

direct=false が必須です。た と えば Reference が Link を子に持っている場合がこれにあた り

ます。

擬似構造種別

Artifact 直接マーク付き内容と し てのページ装飾。 実のページ内容に対し て こ う呼ばれます （309 ページ

「11.1.6 ページ装飾」 を参照）。

ASpan （ア クセシビ リ テ ィ ースパン。 PDF には Span と し て書き込まれますが、 イ ン ラ イ ンレベル構造種

別 Span とは区別する必要があ り ます） 構造要素に属し ない、 あるいは構造要素の一部分であるよ

う な内容に対し て、 アクセシビ リ テ ィ ー特性群を紐付けます。 この ASpan 擬似要素は、 Alt ・

ActualText ・ Lang ・ E といったアクセシビ リ テ ィ ー属性を持った Span と し て書き込まれます。

ASpan は、 いかなる構造要素と も紐付きません。

ReversedChars 右書き用字系の中の、 反転したキャ ラ ク ター群によるテキス ト を指定。

Clip マーク された切り抜き列を指定。 これは、 ク リ ッ ピングパスまたはテキス ト 表現モー ド 7 のテキ

ス ト のみを内容とする列であ り、 目に見えるグラ フ ィ ッ ク または PDF_save( )/PDF_restore( ) を一

切含みません。

表 11.2 通常構造要素と直接構造要素

通常構造要素 （direct=false） 直接構造要素 （direct=true）

対象要素 その他すべての構造種別 Code ・ BibEntry ・ Em ・ FENote ・

Note ・ Quote ・ Reference ・ Span ・

Strong ・ Sub

BibEntry ・ TOCI ・ Note の子と し

て Lbl

疑似アイテム Artifact ・ ASpan ・

ReversedChars ・ Clip

構造ツ リーの一部である ○ ×

ページ境界をまたぐ こ とが可能 ○ ×

表 11.1 タグ付き PDF 内の標準種別 （タグ） と、 PDFlib によ って追加された擬似種別

構造種別 説明
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空の構造要素 一般的には、子要素も内容ア イ テム も子に持たない構造要素は避けるべき

です。 しかし、 以下の例のよ う に、 この規則にはい く つかの例外があって、 そ こ では空の

構造要素が、 何らかの他の構造の中にあって、 意味的な役割を伝えます ：

> 空の TD 要素は空の表セルに対し て必要です。PDFlib の自動表組版機能はこの規則に従

います （317 ページ 「11.2.1 自動表タ グ付け」 参照）。

> 空の LI 要素を リ ス ト 構造の中で。

> 空の Span 要素で、 空白キ ャ ラ ク ターに対する ActualText を提供。

> 空の Div 要素で、 メ タデータプロパテ ィ または属性を提供。

> 空の Document 要素で、 何も内容がない 1 ページ文書を表す。

> 空の NonStruct 要素で、 任意のタ グセ ッ ト を含める。

プログラ ミ ングス コープ と ページ境界 多 く の構造要素は、 ページ ス コープ内でのみ作

成でき ます。 グループ化要素は、 複数のページにわた る場合があ り 、 文書ス コープ内でも

作成でき ます。 疑似ア イ テム と直接ア イ テムは、 ページを終了または一時停止する前に閉

じ る必要があ り ます。 テンプレー ト ス コープでのタ グ付け操作はサポー ト されていませ

ん。

11.1.3 PDF 1.7 の構造要素ネステ ィ ング規則

PDF 1.x では、 PDF が文書全体を内容 と し ている場合には Document 要素を構造ツ リ ーの

ルー ト と し て使用するべきです。PDF が文書の断片を内容と し ている場合には Part か Sect
をルー ト 要素と し て使用するべきです。 ルー ト 要素は PDF_begin_document( ) の tag オプ

シ ョ ンを用いて与え る こ と もでき て便利です。構造要素 ヒ エラルキーに対する PDF 1.7 の

タ グネステ ィ ング規則を表 11.3 に挙げます。

11.1.4 PDF 2.0 の構造要素ネステ ィ ング規則

PDF 2.0 のタ グネステ ィ ング規則 PDF 2.0 は、 親子の組み合わせの う ちどれが許されど

れが禁止かについて厳しい掟を課し ています。 PDF 2.0 のタ グネステ ィ ング規則を表 11.4

に挙げます。 「内容ア イ テム」 列は、 要素がページ内容 （テキ ス ト ・ 画像 ・ ベク ト ル画像

他の要素で割り込むこ とが可能 ○ ×

PDF_activate_item( ) で有効にする こ とが

可能

○ ×

子要素に対するネステ ィ ング規則 通常 ・ 直接要素を内容とする こ と

が可能

その親が直接要素を内容とする こ

とが可能な場合に限り、 直接要素

のみを内容とする こ とが可能

表 11.2 通常構造要素と直接構造要素

通常構造要素 （direct=false） 直接構造要素 （direct=true）



304 第 11 章 :  タグ付き PDF と PDF/UA

表 11.3 PDF_begin_item( ) と、 さ まざまな関数の tag/begintag オプシ ョ ンに対する PDF 1.7 のタグネステ ィ ング規

則

アイ テム 規則

内容アイテム 以下の構造種別は、 ページ内容、 すなわちテキス ト か画像かベク ト ルグラ フ ィ ッ ク を子に

持てます ：

H・H1・H2・…

P

Lbl・LBody
TH・TD

Span・Quote・Note・Reference・BibEntry・Code
Link・Annot
Figure・Formula

RB・RT・RP・WT・WP
Artifact・ASpan・ReversedChars・Clip

グループ化要素 グループ化要素は、 内容アイテムか ASpan か ILSE を子に持ってはいけません。 すなわち、

内容が作成できる前に、 BLSE が作成される必要があ り ます ：

Document・Part・Art・Sect・Div・BlockQuote・Caption・TOC・TOCI・Index・
NonStruct・Private

以下の要素に対し ては、 グループ化要素の子である場合、 オプシ ョ ン Placement=Block を

推奨し ます ： Figure・Formula・Form・Link・Annot

ブロ ッ ク レベル

要素

以下のブロ ッ ク レベル要素は、 内容アイテムを子に持ってはいけません。 すなわち、 内容

が作成できる前に、 然るべきグループ化要素か BLSE が作成される必要があ り ます ：

L・LI・Table・TR・THead・TFoot・TBody

厳格規則 ： P 要素はグループ化要素を子に持てません。

擬似 ・ イ ン ラ イ ン

要素

擬似要素 （すなわち Artifact・ASpan・ReversedChars・Clip） と、 以下の ILSE は、

direct=true の場合には子孫を一切持ってはいけません ：

Code・BibEntry・Note・Quote・Reference・Span

ただ し これらの要素は、 direct=false の場合には子を持つこ とができます。

擬似要素と、 以下の ILSE の中には、 direct=true の場合にはページ装飾を作成できませ

ん ： Span・Quote・Note・Reference・BibEntry・Code

表要素 Table 要素は、 1 個ないし複数の TR 要素を、 あるいは 1 個のオプシ ョ ナルな THead に続け

てその後の 1 個ないし複数の TBody 要素と 1 個のオプシ ョ ナルな TFoot と を、 子に持てま

す。 TBody は Table の唯一の子であるべきではあ り ません。 これに加えて Table 要素は、 1

個の Caption 要素を、 その 初または 後の子と し て持つこ と もできます。

TH ・ TD 要素は、 TR ・ TH ・ TD ・ THead ・ TBody ・ TFoot を子に持てません。

THead ・ TBody ・ TFoot 要素は、 TR 要素のみを内容とする こ とができ、 かつ Table のみを親

とする こ とができます。

TR は、 Table ・ THead ・ TBody ・ TFoot のみを親とする こ とができます。

リ ス ト 要素 L 要素は、 オプシ ョ ナルに 1 個の Caption 要素を、 また 1 個ないし複数の LI 要素を子に持

てます。

LI 要素は、 1 個ないし複数の Lbl または LBody 要素を、 あるいは両方を子に持てます。 LI
は L のみを親とする こ とができます。 LBody は LI のみを親とする こ とができます。

目次 TOC 要素は、 1 個のオプシ ョ ナルな Caption 要素を 初の子と し て、 また 1 個ないし複数の

TOCI および TOC 要素を （組み合わせでも）、 子に持てます。

TOCI 要素は、 Lbl ・ Reference ・ NonStruct ・ P ・ TOC 要素のみを内容とする こ とができます。

TOCI は TOC のみを親とする こ とができます。

ラベル要素 Lbl は、 Annot ・ LI ・ Link ・ TOCI ・ BibEntry ・ Note のみを親とする こ とができます。
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と、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素のための OBJR） を子に持つこ と が許されているかど う かを表

し ています。

イ ン タ ラ クテ ィ ブ

要素 ： リ ン ク ・

フ ォームフ ィ ール

ド ・ 注釈

以下の構造種別は、 PDF_create_field( ) ・ PDF_create_annotation( ) の tag オプシ ョ ンに対し て

は、 あるいは Link ・ Annot ・ Form に対する親と し ては許容されません ： 表要素、 ILSE、 ル

ビ ・ 割注要素、 擬似要素。

Annot 要素はネス ト できません。

Link 要素はネス ト できません。

Form 要素は、 PDF_create_field( ) によ って自動的に作成される OBJR 要素以外の要素を子に

持ってはいけません。

和文のルビ ・ 割注 Ruby は RB ・ RT ・ RP を子に持てますが、 それ以外の構造種別を子に持ってはいけません。

Warichu は WT ・ WP を子に持てますが、 それ以外の構造種別を子に持ってはいけません。

PDF 2.0の整合性規

則

まれにしか使われない PDF 1.7 の親子タグ組み合わせに対し て、 PDF 2.0 のネステ ィ ング規

則との整合性のために、 以下のネステ ィ ング規則が導入されています ：

非互換的変更 （ネステ ィ ング規則が厳し く なったもの） ：

> RB ・ RT ・ RP は Ruby の子にのみなれる

> WT ・ WP は Warichu の子にのみなれる

> Document は Caption を子に持てない

> Caption は Document か Caption を子に持てない

> H ・ H1 などは Document か Part か Div を子に持てない

> TH ・ TD は Document か Caption を子に持てない

> direct=true によるイ ン ラ イ ンレベル要素は L か Table か Document を子に持てない

表 11.4 PDF_begin_item( ) と、 さ まざまな関数の tag/begintag オプシ ョ ンに対する PDF 2.0 のタグネステ ィ ング規

則。 特記なき限り、 子要素は親要素の中に何回でも出現できます。

親要素 許される子要素

内容

アイ

テム

構造ツ リーのルー

ト

構造ツ リーのルー ト は、 Document 要素を 1 つだけ子に持つ必要があ り ます。 また、

1 個の NonStruct 要素を子に持つこ と もできます。 ルー ト は、 PDF_begin_document( )

の tag オプシ ョ ンを用いて与える こ と もできて便利です。

―

Document ・ 
DocumentFragment

Document ・ DocumentFragment ・ Part ・ Div ・ Sect ・ Aside ・ NonStruct ・ P ・ H1・…・

H1・Title・Link・Annot・Form・L・Table・Figure・Formula・Artifact
―

Part この Part 要素の Part でない も近い祖先要素の子と し て許されているすべての構

造種別。

―

Div この Div 要素の Div でない も近い祖先要素の子と し て許されているすべての構造

種別。

―

Sect DocumentFragment ・ Part ・ Div ・ Sect ・ Aside ・ NonStruct ・ P ・ H1 ・ … ・ H1 ・ Title ・

Lbl ・ Link ・ Annot ・ Form ・ FENote ・ L ・ Table ・ Caption ・ Figure ・ Formula ・

Artifact

―

Aside Document ・ DocumentFragment ・ Part ・ Div ・ Sect ・ NonStruct ・ P ・ H1 ・ … ・ H1 ・

Lbl ・ Link ・ Annot ・ Form ・ FENote ・ L ・ Table ・ Caption1 ・ Figure ・ Formula ・

Artifact

○

表 11.3 PDF_begin_item( ) と、 さ まざまな関数の tag/begintag オプシ ョ ンに対する PDF 1.7 のタグネステ ィ ング規

則

アイテム 規則
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NonStruct この NonStruct 要素の NonStruct でない も近い祖先要素の子と し て許されている

すべての構造種別。

―

Title Part ・ Div ・ Aside ・ NonStruct ・ P ・ Lbl ・ Em ・ Strong ・ Span ・ Link ・ Annot ・ Form ・

Ruby ・ Warichu ・ L ・ Table ・ Caption1 ・ Figure ・ Formula ・ Artifact

この要素がグループ化要素と し て使用されている場合には、 以下の要素も子と し て

許されますが、 内容アイテムと相互排他です ： FENote

○

×

Sub NonStruct ・ Lbl ・ Em ・ Strong ・ Span ・ Link ・ Annot ・ Form ・ Ruby ・ Warichu ・ L ・

Figure ・ Formula ・ Artifact

○

P NonStruct ・ Sub ・ Lbl ・ Em ・ Strong ・ Span ・ Link ・ Annot ・ Form ・ Ruby ・ Warichu ・

L ・ Figure ・ Formula ・ Artifact
○

H1 ・ … ・ H Sect1 ・ NonStruct ・ Sub ・ Lbl ・ Em ・ Strong ・ Span ・ Link ・ Annot ・ Form ・ Ruby ・

Warichu ・ Figure ・ Formula ・ Artifact
○

Lbl NonStruct ・ Sub ・ Em ・ Strong ・ Span ・ Link ・ Annot ・ Form ・ Ruby ・ Warichu ・

Figure ・ Formula ・ Artifact
○

Em ・ Strong ・ Span NonStruct ・ Sub ・ Lbl ・ Em ・ Strong ・ Span ・ Link ・ Annot ・ Form ・ Ruby ・ Warichu ・

Figure ・ Formula ・ Artifact
○

Link Div ・ Sect ・ NonStruct ・ Sub ・ Lbl ・ Em ・ Strong ・ Span ・ Annot ・ Ruby ・ Warichu ・

Figure ・ Formula ・ Artifact

この要素がグループ化要素と し て使用されている場合には、 以下の要素も子と し て

許されますが、 内容アイテムと相互排他です ：

DocumentFragment ・ Part ・ Aside ・ P ・ Hn ・ H ・ Title ・ Form ・ FENote ・ L ・ Table ・

Caption

○

×

Annot Div ・ Sect ・ NonStruct ・ Sub ・ Lbl ・ Em ・ Strong ・ Span ・ Link ・ Annot ・ Ruby ・

Warichu ・ Figure ・ Formula ・ Artifact

この要素がグループ化要素と し て使用されている場合には、 以下の要素も子と し て

許されますが、 内容アイテムと相互排他です ：

DocumentFragment ・ Part ・ Aside ・ P ・ Hn ・ H ・ Title ・ Form ・ FENote ・ L ・ Table ・

Caption

○

×

Form Div ・ NonStruct ・ Lbl ・ Caption1 ・ Artifact

この要素がグループ化要素と し て使用されている場合には、 以下の要素も子と し て

許されますが、 内容アイテムと相互排他です ：

Part ・ L ・ Table ・ Figure ・ Formula

○

×

Ruby NonStruct ・ RB ・ RT ・ RP ○

Warichu NonStruct ・ WT ・ WP ○

RB ・ RT ・ RP ・ WT ・

WP
NonStruct ・ Sub ・ Em ・ Strong ・ Span ・ Link ・ Annot ・ Form ・ Artifact ○

FENote Part ・ Div ・ Sect ・ Aside ・ NonStruct ・ P ・ Sub ・ Lbl ・ Em ・ Strong ・ Span ・ Link ・

Annot ・ Form ・ Ruby ・ Warichu ・ L ・ Table ・ Figure ・ Formula ・ Artifact

この要素がグループ化要素と し て使用されている場合には、 以下の要素も子と し て

許されますが、 内容アイテムと相互排他です ：

DocumentFragment ・ Caption

○

×

表 11.4 PDF_begin_item( ) と、 さ まざまな関数の tag/begintag オプシ ョ ンに対する PDF 2.0 のタグネステ ィ ング規

則。 特記なき限り、 子要素は親要素の中に何回でも出現できます。

親要素 許される子要素

内容

アイ

テム
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PDF 2.0 のさ ら なる タ グネステ ィ ング規則 2 つの構造種別の組み合わせを制限する この

主要な タ グネステ ィ ング規則のほかにも、 PDF 2.0 は、 表 11.5 の通 り 、 シンプルな親子関

係だけでない制限を課し ています。 PDF 2.0 の必須事項は PDFlib によ って強制されます

が、 推奨事項は強制されません。

L NonStruct ・ L ・ LI ・ Caption1 ・ Artifact ―

LI Div ・ NonStruct ・ Lbl ・ FENote ・ LBody ・ Artifact ○

LBody Part ・ Div ・ Sect ・ Aside ・ NonStruct ・ P ・ H1 ・ … ・ H1 ・ Sub ・ Em ・ Strong ・ Span ・

Link ・ Annot ・ Form ・ Ruby ・ Warichu ・ FENote ・ L ・ Table ・ Caption1 ・ Figure ・

Formula ・ Artifact

○

Table NonStruct ・ TR ・ THead1 ・ TBody ・ TFoot1 ・ Caption1 ・ Artifact ―

TR NonStruct ・ TH ・ TD ・ Artifact ―

TH ・ TD Div ・ Sect ・ NonStruct ・ P ・ H1 ・ … ・ H1 ・ Lbl ・ Em ・ Strong ・ Span ・ Link ・ Annot ・

Form ・ Ruby ・ Warichu ・ FENote ・ L ・ Table ・ Figure ・ Formula ・ Artifact
○

THead ・ TBody ・

TFoot
NonStruct ・ TR ・ Artifact ―

Caption Part ・ Div ・ Sect ・ Aside ・ NonStruct ・ P ・ H1 ・ … ・ H1 ・ Sub ・ Lbl ・ Em ・ Strong ・

Span ・ Link ・ Annot ・ Form ・ Ruby ・ Warichu ・ FENote ・ L ・ Table ・ Figure ・ Formula ・

Artifact

この要素がグループ化要素と し て使用されている場合には、 以下の要素も子と し て

許されますが、 内容アイテムと相互排他です ： DocumentFragment

○

×

Figure ブロ ッ ク要素と し て使用される場合 ： Part ・ Div ・ Sect ・ Aside ・ NonStruct ・ P ・

H1 ・ … ・ H1 ・ Lbl ・ Em ・ Strong ・ Span ・ Link ・ Annot ・ Form ・ Ruby ・ Warichu ・

FENote ・ L ・ Table ・ Caption1 ・ Figure ・ Formula ・ Artifact

○

Formula Part ・ Div ・ Aside ・ NonStruct ・ P ・ H1 ・ … ・ H1 ・ Sub ・ Lbl ・ Em ・ Strong ・ Span ・

Link ・ Annot ・ Form ・ Ruby ・ Warichu ・ FENote ・ L ・ Table ・ Caption1 ・ Figure ・

Formula ・ Artifact

この要素がグループ化要素と し て使用されている場合には、 以下の要素も子と し て

許されますが、 内容アイテムと相互排他です ： Sub

○

×

Artifact （すべての構造種別。 H ・ Caption は 1 回だけ出現できます。） ○

1. この要素は親要素の中に 1 回だけ出現できます。

表 11.5 PDF_begin_item( ) と、 さ まざまな関数の tag/begintag オプシ ョ ンに対する PDF 2.0 のさ らなる タグネス

テ ィ ング規則

構造種別 要請

以下のPDF 2.0の必須規則はPDFlibによ って強制されます ：

Document ・ 
DocumentFragment

それぞれの Document か DocumentFragment 構造要素の中では、 見出し構造要素はすべてが

Hn かすべてが H のどち らかである必要があ り ます。

Annot 1 つの Annot 構造要素の中の注釈はすべて同じ注釈種別である必要があ り ます。 Annot を リ

ン ク注釈かフ ォームフ ィ ールド に対し て使用し てはいけません。

表 11.4 PDF_begin_item( ) と、 さ まざまな関数の tag/begintag オプシ ョ ンに対する PDF 2.0 のタグネステ ィ ング規

則。 特記なき限り、 子要素は親要素の中に何回でも出現できます。

親要素 許される子要素

内容

アイ

テム
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11.1.5 カ ス タム構造種別 ・ ロールマ ッ プ ・ カ ス タムタ グセ ッ ト

表 11.1 に挙げた標準構造種別に加えて、 カス タ ム構造種別名も使用する こ と が可能です。

カス タ ム構造種別は通常、構造種別名を ローカ ラ イ ズ し た り （た と えばド イ ツ語 Abbildung
が Figure にマ ッ プ）、 アプ リ ケーシ ョ ン独自の種別名で作業し た り （た と えば Normal が

P にマ ッ プ） するために用いられます。 カス タ ム構造種別を含んだ文書の再利用を可能に

する ためには、 そのカス タ ム名を、 標準構造種別の集合の中の、 それ と正確に同等、 ない

しおおむね同等のものへマ ッ プする必要があ り ます。 また、 標準構造種別を、 その意味付

けを変更する ために他の標準種別へ再マ ッ プする こ と も可能です。 カ ス タ ム要素種別は、

イ ン ラ イ ン要素・擬似要素へはマ ッ プでき ません。標準種別への要素マ ッ ピングは rolemap
文書オプシ ョ ンで実現でき ます。 た と えば

p.begin_document("tagged.pdf",
"tagged=true lang=en rolemap={ {Heading H1} {Subhead H2} {Paragraph P} }");

カス タ ム構造種別は、 それがロールマ ッ プ された、 対応する標準構造種別のネステ ィ ング

規則に従 う 必要があ り ます。

Acrobat における ロールマ ッ プ ロールマ ッ プは、 Acrobat DC で以下のよ う に表示 ・ 編

集でき ます ：

Form フ ォームフ ィ ールドは Form か Artifact 要素の中に入れる必要があ り ます。

Link 1 つの Link 要素はリ ン ク注釈を 1 つだけ子に持つこ とができ、 複数は持てません。

Ruby 1 つの Ruby 要素は、 1 つの RB 要素を子に持つ必要があ り、 その後に 1 つの RT 要素か並び

RP ・ RT ・ RP を持つ必要があ り ます。

Warichu 1 つの Warichu 要素は並び WP ・ WT ・ WP を子に持つ必要があ り ます。

Caption Caption 要素はその親要素の中の 初か 後の要素である必要があ り ます。 キャ プシ ョ ン

の数は 1 個を超える こ とはできません。

H、 それと も

H1 ・ H2 ・ …
1 つの Document か DocumentFragment 要素と と もに使用できるのは、 番号な しの見出し要

素 H （強い構造化） か番号付きの見出し要素 H1 ・ H2 など （弱い構造化） のどち らかであっ

て、 両者を混在させる こ とはできません。

以下のPDF 2.0の推奨規則はPDFlibによ って強制されません ：

H H 要素はつねにその親要素の中の 初の構造要素であるべきです。

Title Title 要素はその親であるグループ化要素の中で 1 回だけ出現するべきで、 かつそのグ

ループ化要素の中の内容の先頭か先頭付近に出現するべきです。

FENote テキス ト が脚注か後注である と見な されるためには、 それを囲っている内容から脚注か後

注への参照があるべきです。 そのよ う な参照を実現するには、 Link 要素を使用し てそのリ

ン ク注釈の中の構造移動先を通じ て参照するか、 あるいは構造要素内で ref オプシ ョ ンを

使用し ます。

Sub Sub 要素が使用される場合には、 その Sub 要素の親であるブロ ッ ク レベル要素の中の他の

内容もすべて Sub 構造要素群で囲われているべきです。

表 11.5 PDF_begin_item( ) と、 さ まざまな関数の tag/begintag オプシ ョ ンに対する PDF 2.0 のさ らなる タグネス

テ ィ ング規則

構造種別 要請
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> 「表示」 → 「表示切り替え」 → 「ナビゲーシ ョ ンパネル」 → 「タグ」 を選択し、 「タグ」

パネルの上端にあ る メ ニューボタ ンを ク リ ッ ク し て、ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から 「ロー

ルマ ッ プを編集」 を選択

PDF 2.0 で タ グセ ッ ト PDF 2.0 は、 2 つの定義済みのタ グセ ッ ト をサポー ト し てお り 、

pdftagset=1.7 か pdftagset=2.0 かで選択でき ます。 これらの定義済みのタ グセ ッ ト のほか

に、 カ ス タ ムのタ グセ ッ ト を定義する こ と も可能です。 これらは統一資源識別子 （URI）

の形式の名前空間によ って識別されます。 カス タ ムのタ グセ ッ ト は tagsets 文書オプシ ョ

ン内で定義する必要があ り ます。各タ グセ ッ ト に対し て、対応する名前空間 URI と ロール

マ ッ プを与え る必要があ り ます。 例 ：

tagsets={
{namespace={http://www.pdflib.com/tagsets/foo} rolemap={{MyTag P} ...} }
{namespace={http://www.pdflib.com/tagsets/bar} rolemap={...} }

}

このや り 方でカス タ ム タ グセ ッ ト が宣言されている前提で、 対応する タ グを、 PDF_begin_
item( ) など タ グ付け操作に与え る こ と ができ ます ：

tag={tagname=MyTag namespace={http://www.pdflib.com/tagsets/foo}}

11.1.6 ページ装飾

実質的な内容と ページ装飾 ページの さ ま ざ ま な内容は、 以下のカテゴ リ ーのいずれか

にあてはま り ます ：

> 実質的な内容。 文書作成者によ って、 その文書の意味を伝え る ために作成されていま

す。 その文書の論理構造ツ リ ーは、 実際の内容を成すオブジ ェ ク ト 群を記述し ている

ほか、 注釈も含む場合があ り ます。

> 実質的なページ内容に貢献し ておらず、 ページネーシ ョ ン またはレ イ ア ウ ト 目的のた

めに作成されている グ ラ フ ィ ッ ク またはテキ ス ト オブジ ェ ク ト を、 ページ装飾と いい

ます。 ページ装飾は、 構造ツ リ ー内に含まれておらず、 ス ク リ ーン リ ーダーによ って

読み上げられません。

ページ装飾を標識する こ と は、 ア ク セシ ビ リ テ ィ ーを向上 さ せる ために強 く 推奨 さ れ、

PDF/UA-1 では必須です。 典型的なページ装飾は、 反復されるヘッ ダー ・ フ ッ ター、 ペー

ジ番号、 背景画像、 その他各ページ上で反復される ア イ テムです。

PDF 1.7 ではページ装飾は直接要素 と し てのみ表現でき ます。すなわちそれらは構造ツ

リ ーに含まれません。 PDF 2.0 ではページ装飾は構造ツ リ ーの一部になる こ と もでき ます

（オプシ ョ ン direct=false）。 PDF 1.7 の直接ページ装飾を異な り 、 PDF 2.0 の構造ツ リ ー内

のページ装飾はコ ンテキス ト （構造ツ リ ー内の他のエン ト リ ー群） を持っています。 これ

は行番号などに対し て意味を持ちます。 構造ツ リ ー内のページ装飾は、 注釈にページ装飾

と し て タ グ付けする場合にも必要です。

Acrobat におけるページ装飾 ページ装飾は、 Acrobat DC で以下の方式のいずれかで

チェ ッ ク でき ます ：

> 「ツール」 → 「アクセシビ リ テ ィ ー」 → 「読み上げ順序」 を選択する と、 ページ上の内

容要素を表示または編集でき ます。 ページ装飾は、 Acrobat の 「読み上げ順序」 ツール

内では 「背景」 と呼ばれています。 これは構造要素と は異な り 、 このツールをア ク テ ィ

ブにし た際にふち と タ グ名を用いて視覚化されません。
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> ページ装飾を識別するには、 「表示」 → 「表示切り替え」 → 「ナビゲーシ ョ ンパネル」

→ 「コ ンテンツ」 を選択し ます。 「コ ンテンツ」 パネルには、 すべてのページ内容が、

それぞれの構造種別名または 「ページ装飾」 のいずれか適切なほ う と と も に一覧表示

されます。 ページ装飾は読み上げられませんので、 ページ上に、 対応する番号付きブ

ロ ッ ク はあ り ません。 ただし、 こ の一覧内のページ装飾を ク リ ッ クする と、 その対応

する、 ページ上の内容要素がハイ ラ イ ト されます。

> ページ装飾を検索 ： 「表示」 → 「表示切り替え」 → 「ナビゲーシ ョ ンパネル」 → 「タグ」

を選択し、 「タ グ」 パネルの上端にあ る メ ニューボタ ンを ク リ ッ ク し て、 「検索 ...」 の

後、 ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト か ら 「ページ装飾」 を選択し ます。 ページ装飾は文書構造

の一部分ではあ り ませんので、 タ グナビゲーシ ョ ンパネルに も順序パネルに も、 対応

するエン ト リ ーはあ り ません。

> 「表示」 → 「読み上げ ...」 を有効にする と、 Acrobat がページ上の構造要素を読み上げる

こ と ができ る よ う にな り ます。 ページ装飾は読み上げられません。

内容をページ装飾と し て指定 ページ装飾は、 PDFlib で、 PDF_begin_item( ) 内で Artifact
タ グ名で指定する こ と ができ ます ：

id = p.begin_item("Artifact", "");

あ るいは、 ページ装飾は、 短縮タ グ付けで、 すなわち さ まざまな関数の tag オプシ ョ ンで

指定する こ と もでき ます ：

p.fit_textline(text, x, y, "tag={tagname=Artifact}");

ページ装飾は、 BLSE がカレ ン ト でア ク テ ィ ブでない と きにのみ作成する こ と を推奨し ま

す。 しかし、 アプ リ ケーシ ョ ンによ ってはこれはつねに可能 と は限 り ませんので、 ページ

装飾が作成される際には、PDFlib はカレ ン ト でア ク テ ィ ブな要素を自動的に中断し、 その

ページ装飾の後でそれを再びア ク テ ィ ブ化し ます。なお、タ グネステ ィ ング規則（303 ペー

ジ 「11.1.3 PDF 1.7 の構造要素ネステ ィ ング規則」 参照） は、 ILSE 内にページ装飾を許容

し ません。

ページ装飾を分類 非実質的なページ内容は、 Artifact 擬似タ グで識別し、 artifacttype オ

プシ ョ ンの以下のキーワード の う ちのいずれか 1 つに従って分類する必要があ り ます ：

> Pagination （ページネーシ ョ ン） ページ装飾 ： ラ ンニングヘッ ドやページ番号と いった

ページ機能群。 ページネーシ ョ ンページ装飾は、 artifactsubtype オプシ ョ ン と、 キー

ワード Header ・ Footer ・ Watermark の う ちのいずれか 1 つでさ らに分類でき ます。

> Layout （レ イ ア ウ ト ） ページ装飾：罫線や表シェーデ ィ ング と いった タ イ ポグ ラ フ ィ ー

またはデザイ ン要素。

> Page （ページ） ページ装飾 ： 補助、 た と えば ト ンボやカ ラーバーなど。

> Background （背景） ページ装飾 ： ページの幅または高さ いっぱいに、 あ るいは構造要

素の寸法いっぱいに伸びる画像または色付き領域。

ページネーシ ョ ンページ装飾 と 背景ページ装飾では、 ど のページ辺ない し ページ辺群

（Top/Bottom/Left/Right）にそのページ装飾が付着し ているかを指定する Attachedオプシ ョ

ンが使えます。

以下の例は、 下位種別 Header を持つページネーシ ョ ンページ装飾を作成し ます ：

id = p.begin_item("Artifact",
"artifacttype=Pagination artifactsubtype=Header Attached={Top Left}");
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自動ページ装飾タ グ付け すべてのページ内容は、 構造要素かページ装飾のいずれか と

し て タ グ付け されているべきですので、PDFlib は自動的に、 あ る種のグ ラ フ ィ ッ カルな要

素群に タ グ付け を行い ます。 以下の装飾要素は、 タ グ付き PDF モー ド では自動的に、

artifacttype= Layout を持つ Artifact と し て タ グ付け されます ：

> ブロ ッ ク装飾 ： PDF_fill_*block( ) によ って作成されるすべての装飾要素、 すなわち

backgroundcolor ・ bordercolor プロパテ ィ に従って作成される描線と塗 り 。

> 範囲枠装飾 ： 範囲枠オプシ ョ ン fillcolor ・ shading ・ strokecolor に従って作成される範囲

枠長方形。

> 表装飾 ： 自動表タ グ付けが有効の場合には （317 ページ 「11.2.1 自動表タ グ付け」 参

照） 、 表の罫線 と網掛け、 すなわちオプシ ョ ン fill ・ stroke ・ showborder ・ showgrid に

従った描線と塗 り 。 2 個目以降の表イ ン ス タ ン スにおいては、 header ・ footer ・ caption
オプシ ョ ンによ って生成された表行もすべてページ装飾 と し て標識されます。

> テキス ト 行ページ装飾 ： leader ・ shadow ・ showborder
> テキス ト フ ローページ装飾 ： leader ・ shadow ・ showborder ・ showtabs
> テキス ト 装飾 ： underline ・ overline ・ strikeout

すべてのタ グ付き PDF 機能同様、 自動ページ装飾タ グ付けはページス コープ内でのみ動

作し ます。

11.1.7 テキス ト 処理

言語指定 タ グ付き PDF では、 テキス ト の自然言語は明示的に指定されるべきです ： こ

れによ って、ス ク リ ーン リ ーダーがその文書を読み上げる際に適切な言語へ切 り 替われる

よ う にな り ます。 この自然言語は、 さ まざまなレベルで指定する こ と ができ ます ：

> PDF_begin_document( ) の lang オプシ ョ ンを、主要言語、すなわちその文書の全体 と し

ての自然言語を指定する ために設定するべきです。 こ の指定は、 ページ内容のみな ら

ず、 しお り や注釈と いった イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素を も カバーし ます。 この言語指定は、

PDF_end_document( ) で変更する こ と もでき ます。 取 り 込んだ PDF 文書に基づいて言

語を選びたい場合などにこれは有用でし ょ う 。

> この文書言語は、個別の構造要素について、PDF_begin_item( ) の lang オプシ ョ ンか、さ

まざまな関数の tag オプシ ョ ンを用いてオーバーラ イ ドする こ と もでき ます。

> PDF 2.0 では、注釈の自然言語を指定する ために PDF_create_annotation( ) にも lang オプ

シ ョ ンを与え る こ と が可能です。

テキス ト と し て符号化されながら、 しかし自然言語の一部分ではない内容、 た と えばプロ

グ ラ ミ ング コー ド、 音符、 書体サンプル、 数式などは、 空の言語コー ド を用い るべき で

す。 例 ： lang={ }
ハイパーテキス ト 文字列は、 言語を指定するための Unicode 言語識別子を含むこ と も

でき ます。 しかし現在の PDF ビ ューア群はこれに対応し ていません。 Unicode 言語識別子

は、 以下の並びから成っています ：

> Unicode エスケープキ ャ ラ ク ター U+001B （2 バイ ト ）

> ISO 639 言語コード 1 個 （2 ASCII バイ ト ）。 例 ： en ・ ja ・ de
> オプシ ョ ナルに、 ISO 3166 国コード 1 個 （2 ASCII バイ ト ）。 例 ： US ・ JP
> Unicode エスケープキ ャ ラ ク ター U+001B （2 バイ ト ）

16 進表記での例 ：
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001B656E5553001B (=enUS)
001B7A68001B (=zh)
001B6465001B (=de)

Unicode 対応言語では、 この 2 個の ASCII キ ャ ラ ク ターはま と めて 1 個の Unicode 値とす

る必要があ り ます :

\u001B\u6465\u001B (=de)

C 言語では、 この 2 個の ASCII キ ャ ラ ク ターはま と めて 1 個の Unicode 値とする必要があ

り ます。 charref=true の場合、 この並びは以下のよ う に表現でき ます ：

&#x001B;&#x6465;&#x001B; (=de)

単語間を空白キャ ラ ク タ ーで区切る 単語は空白キ ャ ラ ク ター （U+0020） で区切るべき

です。 autospace オプシ ョ ンを用いる と、 テキス ト 出力関数群の う ちのいずれかへのそれ

ぞれの呼び出しの後に、 自動的に空白キ ャ ラ ク ターを生成させる こ と ができ ます。

ハイ フ ネーシ ョ ン ハイ フネーシ ョ ン、 すなわち 1 つの単語を行末で 2 つの部分に分割

する こ と は、ハード ハイ フン （U+002D） ではな く 、ソ フ ト ハイ フンキ ャ ラ ク ター （U+00AD）

を用いて表現される必要があ り ます。このソ フ ト ハイ フンキ ャ ラ ク ターが用いられていれ

ば、 Acrobat は、 テキス ト を検索する際に、 ハイ フネーシ ョ ン された単語を正し く 再結合

（デハイ フネーシ ョ ン） する こ と ができ ます。 テキス ト がソ フ ト ハイ フン U+00AD を含ん

でいる と きには、 テキス ト エンジンは、 U+00AD に対する グ リ フがそのフ ォ ン ト 内で得ら

れる場合にはそれを、 そ う でないな ら U+002D を用います。 そのフ ォ ン ト が U+00AD と

U+002D に対し て別々のグ リ フ を持っている場合には、 ソ フ ト ハイ フン U+00AD をテキス

ト 内で使用すれば、 ハイ フネーシ ョ ンのためのタ グ付き PDF の要件を満たすには充分で

す。このシンプルなハイ フネーシ ョ ン方式にフ ォ ン ト が対応し ているかど う かをチェ ッ ク

するには以下のコード断片を使用し ます ：

gid1 = (int) p.info_font(font, "glyphid", "unicode=0x00AD"); /* ソフトハイフン */

gid2 = (int) p.info_font(font, "glyphid", "unicode=0x002D"); /* ハイフン-マイナス */

if (gid1 != -1 gid2 != -1 && gid1 != gid2)

System.err.println("フォントは別個のソフトハイフングリフを持っています");
else

System.err.println("フォントは別個のソフトハイフングリフを持っていません");

そのフ ォ ン ト が U+00AD に対する別個のグ リ フを持っていない （あ るいは別のハイ フネー

シ ョ ンキ ャ ラ ク ターが用いられている） 場合には、 そのハイ フンを、 U+00AD を内容とす

る ActualText 属性を持った Span か ASpan でタ グ付けする必要があ り ます（ただし PDF 1.4

ではこれは可能ではあ り ません） 。 テキス ト フ ローを用いて複数行テキス ト が作成される

際には、 こ の ActualText は、 指定された hyphenchar に自動的に割 り 当て られます （かつ

autospace は抑止されます）。

テキス ト 行に対し て必要な ActualText を付ける こ と は以下のよ う に達成でき ます ：

> PDF_fit_textline( ) でオプシ ョ ン tagtrailinghyphen を指定すれば、然るべき ActualText が

付き、 かつ autospace が抑制されます。 こ のオプシ ョ ンのデフ ォル ト は U+00AD です

ので、 そのテキス ト がハイ フン と し て U+00AD を用いている場合には、 正しいタ グ付

けが自動的に行われます。
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> フ ォ ン ト がU+00ADに対する別個のグ リ フを持っていない場合には、然るべき フ ォール

バッ ク フ ォ ン ト か らの ソ フ ト ハイ フ ンを用いて これを修正する こ と も でき ます。 以下

のフ ォ ン ト 読み込みオプシ ョ ンを用います ：

fallbackfonts={{fontname=AuxiliaryFont forcechars=x00AD}}

> 然るべき ActualText を手動で割 り 当てるには以下のよ う にし ます。ただし、これが必要

なのは、 そのフ ォ ン ト が U+00AD と U+002D に対し て 2 個の別々のグ リ フを持ってい

ない場合のみであ る こ と に留意し て く ださい （このコード は PDF 1.5 以上でのみ動作

し ます。 PDF 1.4 の場合にはオプシ ョ ン direct=false を追加し て く ださ い） ：

p.set_option("charref=true");

p.fit_textline("-", x, y, "tag={tagname=ASpan ActualText=&#x00AD;}");

11.1.8 代替記述 ・ 置換テキス ト ・ 略語拡張

タ グ付き PDF は、追加情報な しでは容易に読めない画像・テキス ト のア ク セシビ リ テ ィ ー

を向上させる機能群を提供し ています。

代替記述 （Alt） テキス ト へ自然に翻訳されないア イ テムに、 代替記述を Alt オプシ ョ ン

を通じ て割 り 当てる こ と ができ ます。 た と えば画像 ・ 数式や、 contents オプシ ョ ンを持た

ない注釈などです。

この代替記述は、 ス ク リ ーン リ ーダーが読める 1 個のま る ご と の単語ないし句から成

るべきです。 こ の記述の末尾は、 ス ク リ ーン リ ーダーがそれを後続テキス ト と合体させて

し まわないよ う 、ピ リ オ ド か空白キ ャ ラ ク ターかいずれか適切なほ う とするべきです。「こ

の画像の内容は …」 と いった先頭句を代替記述に入れる こ と は避ける こ と を推奨し ます。

この Alt 値は、 その構造要素と そのすべての子の記述を提供し ます。 ASpan 擬似要素を用

いる と、 構造要素の一部分に Alt を割 り 当てる こ と ができ ます。

た と えば、 企業ロ ゴの画像を、 Alt オプシ ョ ンを通じ て記述し て も よいでし ょ う ：

p.fit_image(image, x, y, "tag={tagname=Figure Alt={Kraxi企業ロゴ }}")

置換テキス ト （ActualText） テキ ス ト に類似のア イ テムであって も、 それが何らかの非

標準的な方式で表現されている場合には、それに等価な代替テキス ト を ActualText タ グ付

けオプシ ョ ンを通じ て割 り 当てる こ と ができ ます。た と えばス ワ ッ シュ キ ャ ラ ク ターやド

ロ ッ プキ ャ ッ プを持った図や、 ピ ク セル群を用いて単語を表現し ている画像などです。 一

方で、 スキ ャ ン されたページに対する OCR テキス ト は、 ActualText ではな く 不可視テキ

ス ト （すなわち textrendering=3） と し て与え るべきです。

この代替テキス ト は、 人がその内容を見た時に見え る もの と同等の 1 個ないし複数の

キ ャ ラ ク ターを内容とするべきです。 この ActualText 値は、 その構造要素 と そのすべての

子に対する代替と し ての役割を果た し ます。 ASpan 擬似要素を用いる と、 構造要素の一部

分に ActualText を割 り 当てる こ と ができ ます。

た と えば、 対応する Unicode 値が全 く 得られない記号 flower グ リ フに対し て、 適切な

ActualText を割 り 当て る こ と で、 こ のグ リ フが実際にはビ ュ レ ッ ト キ ャ ラ ク ター U+2022

と し て用いられている こ と を明らかにする こ と ができ ます ：

p.fit_textline("&.flower;", x, y, "tag={tagname=ASpan ActualText={&#x2022;} } ...");

代替テキス ト と置換テキス ト に対するネステ ィ ング規則 Alt ・ ActualText 属性を用いる

際には、 以下の規則に従 う 必要があ り ます ：
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> Alt と ActualText は、対象構造要素配下の下位 ヒ エラルキー全体を覆いますので、その構

造要素の構造 ヒ エラルキー内のいずれかの祖先がすでに Alt 属性か ActualText 属性を含

んでいる場合には、 どち らの属性も許容されません。

> Alt か ActualText 属性を持つ要素は、内容ア イ テムか、1 個ないし複数の Link 要素を子に

持つ必要があ り ます。 この属性が Link 要素に適用される場合には、 それは、 内容ア イ

テムか、PDF_create_annotation( ) によ って作成された 1 個ないし複数の OBJR 要素を子

に持つ必要があ り ます （320 ページ 「 リ ン ク と その他の注釈種別」 参照）。 そ う でない

と、 その属性がどのページ上で読み上げられるべき なのかを決定する こ と が不可能に

な り ます。この規則は当該要素自体に適用されます：内容ア イ テムを持つ子要素を持っ

ていて も充分ではあ り ません。

Acrobat における代替 ・ 置換テキス ト 構造要素の Alt ・ ActualText 属性は、 Acrobat DC

で以下のよ う に表示でき ます ：

> 「表示」 → 「表示切り替え」 → 「ナビゲーシ ョ ンパネル」 → 「タグ」 を選択し、 ヒ エラ

ルキー内の構造要素を右ク リ ッ ク し て、 「プロパテ ィ ...」 を選択する と、 オブジェ ク ト

プロパテ ィ ダ イ ア ロ グが表示されます。 「タ グ」 タブに、 「実際のテキス ト 」 ・ 「代替テ

キス ト 」 属性が表示されています。

略語拡張 （E） 略語と頭字語には、 拡張テキス ト を、 tag オプシ ョ ンの E サブオプシ ョ ン

で割 り 当てる こ と ができ ます。 この拡張テキス ト は、 ス ク リ ーン リ ーダーが読める 1 個の

ま る ご と の単語ない し句か ら成るべき です。 略語が拡張テキ ス ト を何も持たない場合で

も、 E 属性を、 テキス ト から読み上げへの変換処理を支援する ために与え る こ と ができ ま

す。 た と えば、 用語 IBM は、 拡張テキス ト I B M （空白キ ャ ラ ク ターをはさ んで） をそれ

に割 り 当て られて持つこ と ができ ます。

以下のコード断片では、 拡張テキス ト Mister が略語 Mr. に割 り 当て られています ：

p.fit_textline("Mr.", x, y, "tag={tagname=ASpan E={Mister} } ...");

11.1.9 印刷ス ト リ ーム順序と論理読み取り順序

PDF には、 内容の順序付けについて、 根本から異なる 2 種類の概念があ り ます。 図 11.2

に、 2 段組の メ イ ンテキス ト に、 表 1 個がはさ ま り 、 灰色背景上のサマ リ ー 1 個が挿入さ

れた、 さ らにヘッ ダーと フ ッ ターも あ るサンプルページを図示し ます。

PDFlib API メ ソ ッ ド呼び出しの順序は、 ページ内容ス ト リ ーム内の PDF テキス ト ・ 描

画演算子の順序 （Acrobat では 「生の印刷ス ト リ ーム順序」 と いいます） を決定付けます。

ページ内容は、制御アプ リ ケーシ ョ ンに都合のいい任意の方式で作成され う る ものですの

で、 これはただの技術的な順序付けであ り 、 意味付け上の重要性は必ずし も あ り ません。

こ の印刷ス ト リ ーム順序は Acrobat の 「順序」 ・ 「コ ンテンツ」 パネルで表示されます。

論理読み取 り 順序は、 人がテキ ス ト を読む順序です。 これは、 ス ク リ ーン リ ーダー と

Acrobat の読み上げ機能によ って用いられる順序付けを決定し ます。 この論理読み取 り 順

序は、 論理構造ツ リ ーによ って決定されます。 タ グ付き PDF では、 すべての内容が意味

付け上正しい順序でタ グ付け されている こ と が必須であ り 、 すなわち、 その構造 ヒ エラル

キーはそのページ内容を人が読む順に含んでいる必要があ り ます。 正し いタ グ付けによ

り 、 ス ク リ ーン リ ーダーが内容を論理順に表現でき る よ う にな り ます。 ページ装飾は構造

ツ リ ーの一部分ではあ り ませんので、 論理読み取 り 順序からは除外されています。

Acrobat における読み取り順序と印刷ス ト リ ーム順序 論理読み取 り 順序は、Acrobat DC

で以下の方式でチェ ッ ク でき ます ：
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> 「表示」 → 「表示切り替え」 → 「ナビゲーシ ョ ンパネル」 → 「タグ」 を選択し、 要素の

順序を上か ら下へチェ ッ ク し ます。 こ の順序付けは、 望む読み取 り 順序を正確に反映

し ているべきです。

> 「表示」 → 「読み上げ ...」 を有効にする と、 Acrobat にページ内容を、 その文書内で指定

されている読み取 り 順序で読み上げさせる こ と ができ ます。

「順序」 ・ 「コ ンテンツ」 パネルでは、 ページ内容を印刷ス ト リ ーム順序で一覧表示し てい

ます。

内容を論理読み取り順序で作成 多 く の状況において う ま く い く 自然な方式は、1 個の構

造要素のすべての構成部分をシーケンシャルに生成し、ついで論理シーケン ス内の次の要

素へ移ってい く こ と です。 専門的にい う と、 構造ツ リ ーは単一の深さ優先 ト ラバーサルに

よ って作成され、 ページ内容を作成する PDFlib 関数は、 内容が読まれる順に呼び出され

ます。

PDFlib では、 内容を任意の順序で作成し ながら も なお構造 ヒ エラルキーを論理順に作

成する ためのい く つかの方法が可能です。 これらの方式は 327 ページ 「11.2.5 内容を順序

に と らわれず作成」 で説明し ます。

11.1.10 Adobe Acrobat における タ グ付き PDF の不具合

この項では、私達がタ グ付き PDF 出力を Adobe Acrobat で試験し てい く なかで得た知見を

述べます。 表 11.6 に、 Acrobat におけるバグ と動作不安定を、 以下の機能ご と にま と めて

挙げます ：

> Acrobatのア ク セシビ リ テ ィ ーチェ ッ カー：Acrobatのア ク セシビ リ テ ィ ーチェ ッ カーを

利用する と、 ス ク リ ーン リ ーダーのよ う な支援技術に対する タ グ付き PDF 文書の適合

性を調べる こ と ができ ます。

> Acrobat の読み上げ機能 ： タ グ付き PDF は、 Acrobat の読み上げ機能を向上させます。

> Acrobat のタ グパネル内の 「検索 ...」 機能を使ってページ装飾 と マーク な し内容を検索

する こ と も でき ます。
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図 11.2

論理読み取り順序
（左） と印刷ス ト リー

ム順序 （右）
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表 11.6 タグ付き PDF 関連の Acrobat DC の不具合

説明 ・ 推奨 ・ 回避策

Acrobatのア クセシビ リ テ ィ ーチ ェ ッ カー

Alt 属性が Figure タグについて無視される。

ア クセシビ リ テ ィ ーチ ェ ッ カーが、 チ ェ ッ クマーク記号を持った種類チ ェ ッ クボ ッ クスのフ ォームフ ィ ー

ルド について 「Character encoding – failed」 と警告を発するが、 読み上げ機能はそのフ ィ ールド内容を完

璧に読み上げる。

Acrobatの読み上げ機能

タグ付きのページが PDI で配置されてお り、 かつページ装飾のみを子に持っている場合にも、 読み上げ機

能がその配置されているページの内容を読み上げる。

その他のAcrobatの機能

タグパネル内の「検索 ...」機能が、 ページ装飾を誤ってマークな し内容と し て報告する。 例 ： 表装飾。

対照的に、 これらのアイテムはコ ンテンツパネル内では 「コ ンテナ < ページ装飾 >」 と し て正し く 表示さ

れる。
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11.2 タ グ付き PDF 作成の高度な ト ピ ッ ク

11.2.1 自動表タ グ付け

PDF_fit_table( ) は、表内容のために PDF_add_table_cell( ) に与え られた情報に基づいて、生

成される表のために適切な タ グを自動的に作成する こ と ができ ます。PDF_fit_table( ) の tag

オプシ ョ ンで tagname=Table を用いる と、 表 11.7 に説明する とお り の自動表タ グ付けが

行われます。

注 自動表タグ付けは、 PDFlib の表エンジンが用いられる場合にのみ威力を発揮し ます。 手作

業で作成された表に正し く タグを付ける こ とは可能ではあ り ますが、 この処理は、 ク ラ イ

アン ト アプ リ ケーシ ョ ン側で表構造に関する詳しい知識を必要と し ます。表行 / 列構造の

みならず、 ヘ ッ ダーセルと表行 / 列スパンに関する関連情報が必須です。 空セルにも タグ

を付ける必要があ り ます。

Acrobat で表タ グを視覚化 表要素の構造は、 Acrobat DC で以下のよ う に視覚化でき ま

す ：

> 「表示」 → 「アクセシビ リ テ ィ ー」 → 「読み上げ順序」 を選択。 表要素がハイ ラ イ ト さ

れ、表の左上隅近 く の小さ な番号で標識されます。表サマ リ ーが存在する場合には、そ

れはこの小さ な番号の後に表示されます。

> 表の左上隅にあ る番号ま たは構造種別名を選択し、 「読み上げ順序」 ダ イ ア ロ グ内の

「テーブルエデ ィ ター」 を ク リ ッ ク。 表構造が縦横の線で視覚化されます。 「テーブル

エデ ィ ターオプシ ョ ン」 ダ イ ア ロ グ内で、 Acrobat に、 表セルの種別に従って TH/TD ア

イ コ ンを表示させる こ と ができ ます （図 11.3 参照）。

> 表セルを右ク リ ッ ク し て、 「テーブルセルのプロパテ ィ ...」 を選択する と、 そのセル種

別 （ヘッ ダーセルな ら TH、 データセルな ら TD）、 scope 属性、 rowspan ・ colspan 属性、

header/ID 値をチェ ッ ク でき ます。

なお、 Acrobat においてテーブルエデ ィ ターで作業するにあたっては以下の制約があ り ま

す ：

表 11.7 PDF_fit_table( ) の tag オプシ ョ ン と自動タグ付け

PDF_fit_table( ) の

tag オプシ ョ ン 結果

tagname=Table 推奨アプローチ ： 自動表タグ付けが行われます。 tagname=Table のかわり に、 Table へロー

ルマ ッ プ されたカス タムタグを用いる こ と もできます。

tagname=Artifact キャ プシ ョ ンを含め、 表内容全体がページ装飾と し てマーク されます。 BBox 属性が自動的

に追加されます。

他の任意の
tagname

Table 構造は一切作成されず、 そのセル内容は tag オプシ ョ ンで指定された要素の子と し

て追加されます。 擬似アイテムと イ ン ラ イ ンアイテムは PDF_fit_table( ) に対し ては許容さ

れません。

tagオプシ ョ ンが与

えられていない

自動タグ付けな し。 tag オプシ ョ ンが個別の PDF_add_table_cell( ) への呼び出しに対し て与

えられた場合には （fit* オプシ ョ ンのう ちのいずれかの対するサブオプシ ョ ン と し て）、

そのセル内容に対する、 対応する構造要素が作成されますが、 表構造は一切作成されませ

ん。
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> 表セルを視覚化する線が、 誤った位置に表示される こ と があ り ます。

> 表が、Table へロールマ ッ プされたカス タ ム構造要素 （標準要素 Table ではな く ） を用い

ている と、 Acrobat はテーブルエデ ィ ターをア ク テ ィ ブにし ません。

> テーブルエデ ィ ターは、 表内に Caption 要素が存在し ていて も表示し ません。

> 表セルが縦書き テキス ト （た と えば orientate=east または west によ る テキス ト 行）を含

んでいる と、 こ のセル と その右隣セルはテーブルエデ ィ ターで表示されませんが、 た

だしそれらは論理構造ツ リ ー内には存在し、 それらの内容はページ上で見えます。

自動作成される表タ グ と属性 自動表タ グ付けは、ページス コープ内でのみ、かつ、PDF_
fit_table( ) で tag={tagname=Table} を用いた場合にのみ働き ます。 動作の詳細は以下の と

お り です ：

> それぞれの論理表に対し てTable要素が1つずつ作成されます。1個の表が2個以上のイ ン

ス タ ン スに分割されている場合、 Table 要素は 1 つだけ作成されます。 PDF_fit_table( )
の tag オプシ ョ ンに Summary サブオプシ ョ ンが与え られている場合には、 Table 要素

に Summary 属性が追加されます。

> PDF_fit_table( ) で caption オプシ ョ ンが指定された場合には、 初の表イ ン ス タ ン スの

中に Caption 要素が作成されます。 グループ化要素 と し て、 Caption はいかなる内容ア

イ テムを も子に持つこ と を許し ませんので、 この caption オプシ ョ ンの tag サブオプ

シ ョ ンを与え る こ と によ って、 Caption の子 と し て構造要素を指定する必要があ り ま

す。 この要素がこのキ ャプシ ョ ンの実際の内容を保持でき ます。各 Table 要素に対し て

許される Caption 要素は 1 つだけですので、2 個目以降の表イ ン ス タ ン スの中で生成さ

れたキ ャプシ ョ ンは Artifact と し て標識されます。

> それぞれの表行に対し て 1 個の TR 要素が作成されます。 初の表イ ン ス タ ン スの中で

は、PDF_fit_table( ) の header オプシ ョ ン内で指定されている表行は THead でラ ッ プさ

れ、 footer オプシ ョ ン内で指定されている表行は TFoot でラ ッ プ されます。 それ以外の

すべての表行は、 ヘッ ダーかフ ッ ターが存在する場合には TBody でラ ッ プされます。

ヘッ ダー表行グループ と フ ッ ター表行グループの出現は 1 回だけであ る必要があ り ま

すので、2 個目以降の表イ ン ス タ ン スの中では、ヘッ ダー表行 と フ ッ ター表行は Artifact
と し て標識されます。

図 11.3
タグ付き PDF 表のための

Acrobat のテーブルエデ ィ ター

がヘ ッ ダー （TH） ・ データ

（TD） セルを表示
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> 表セルはそれぞれ、PDF_add_table_cell( )のtagオプシ ョ ンのtagnameサブオプシ ョ ンに

従って、 TH （表ヘッ ダー） か TD （表データ） のいずれかの要素でラ ッ プされます。 こ

のオプシ ョ ンが指定されていない場合には、 そのセル種別は以下のよ う に選択されま

す ：

> セルに対する Scope 属性は TH を強制し ます（た と え tagname=TD が指定されていて

も）。

> カレ ン ト セルの id を指定し た Headers サブオプシ ョ ンを持つ tag オプシ ョ ンを別のセ

ルが含ん でい る 場合には、 カ レ ン ト セルは強制的に TH に な り ま す （た と え

tagname=TD が指定されていて も）。

> そのセルが、 PDF_fit_table( ) の header オプシ ョ ンで指定されている とお り の表ヘッ

ダーの一部分であ る表行に含まれている場合には、 それは TH でラ ッ プされ、 また、

Scope=Column が追加されます。

> PDF_add_table_cell( ) が呼び出されていない表セルそれぞれについて、空の TD 要素が作

成されます。

> TH・TD 要素は、PDF_add_table_cell( ) の rowspan・colspan オプシ ョ ンに従って、適切な

RowSpan ・ ColSpan 属性を得ます。 tag オプシ ョ ンの RowSpan ・ ColSpan サブオプシ ョ

ンは使えません。

> Table ・ TH ・ TD 要素には、適切な Width ・ Height 属性が割 り 当て られます： Table 要素に

は BBox 属性も割 り 当て られます。

> 他の表セル属性は、PDF_add_table_cell( )のtagオプシ ョ ンに対し てサブオプシ ョ ン と し

て与え る こ と が可能です。 以下のオプシ ョ ンは許容されません ： RowSpan ・ ColSpan ・

Height ・ index ・ parent ・ Width。

> 表行と セルは、 PDF_add_table_cell( ) への呼び出しの順序にかかわらず、 左上セル （す

なわち列 1 ・ 行 1） から右下セルへジグザグ順に出力されます。

> 装飾的な各種表要素は、自動的に artifacttype=Layout の Artifact と し て タ グ付け されま

す。 すなわち、 表セル ・ 表行 ・ 列 ・ 表全体の罫線 と シェーデ ィ ング （塗 り / 描線）、 範

囲枠の塗 り と罫線、 showborder の罫線、 debugshow ・ showcells ・ showgrid を通じ て制

御される視覚化支援です。

> 同じ表についての PDF_fit_table( ) への 2 回目以降の呼び出しにおいては、自動タ グ付け

がすべての関連する タ グを処理し ますので、 tag オプシ ョ ンは無視されます。

ク ッ クブ ッ ク 自動表タグ付けのためのコー ドサンプルが、 PDFlib ク ッ ク ブ ッ クの pdfua カテゴ リー内の

table_pdfua1 ・ invoice_pdfua1 ト ピ ッ クにあり ます。

表セルに タ グ と属性を追加 短縮タ グ付けを、 表キ ャ プシ ョ ンか表セルか、 ま たは表セ

ルの内容に適用する こ と ができ ます。 PDF_add_table_cell( ) に tag オプシ ョ ンを与え る と、

以下の状況において有用です ：

> 表セルが、 ヘッ ダー行に含まれていないか、 Scope 属性を持たない場合、 tagname=TH
を用いてそれを強制的にヘッ ダーセルにする こ と も でき ます （TD データ セルではな

く ）。

> リ ン ク に対し て必要な正しいタ グ構造を作成：詳し く は 322 ページ 「表セル内で リ ン ク

にタ グ付け」 を参照し て く ださい。

PDF_add_table_cell( ) の tag オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ンに対し ては、 以下の制約が課さ

れます ：

> 以下のオプシ ョ ンは使えません ： ColSpan ・ Height ・ index ・ parent ・ RowSpan ・ Width。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfua/table_pdfua1/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfua/invoice_pdfua1/
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> tagname オプシ ョ ンは、表セルの種別を指定する ために、値 TH か TD のいずれかのみを

持つこ と ができ ます。 しかし、 tag オプシ ョ ンをネス ト する こ と によ って子孫タ グを指

定する こ と も でき ます。

表セルの内容に タ グ と属性を追加 PDF_add_table_cell( ) の以下のオプシ ョ ン （ま たは

caption オプシ ョ ンの対応するサブオプシ ョ ン） にサブオプシ ョ ン と し て tag を与え る こ

と もでき ます ：

fitannotation・fitfield・fitgraphics・fitimage・fitpath・

fitpdipage・fittextflow・fittextline

これは以下の状況において有用です ：

> 表セルの内容に対し て下位構造を指定。こ の tag オプシ ョ ンは、その表セルの TH か TD
要素の子要素を作成し ます。自動表タ グ付けが有効の場合には、 tag オプシ ョ ンに対し

て、 tagname について以下の値は許容されません （言い換えれば、 表のネス ト には対

応し ていません） ：

Table・TR・TH・TD・THead・TBody・TFoot

> 以下に挙げる表の属性は、 自動的には作成される こ と ができ ませんが、 ア ク セシビ リ

テ ィ ー目的のために必要な場合があ り ます。 これらはユーザーによ って与え られる必

要があ り ます ：

> 表内の 1 個ないし複数の TH セルを参照する TD セル（すなわち これは、PDF_fit_table( )
の header オプシ ョ ンの一部分ではないヘ ッ ダーセルを参照し ます） に対し ては、

Headers オプシ ョ ンを与え る必要があ り ます。

> いずれかのHeadersオプシ ョ ン内で参照されている THセルに対し ては、Idオプシ ョ ン

と Scope=Row オプシ ョ ンを与え る必要があ り ます （TH 列ヘッ ダーセルに対し ては

Scope=Column は自動的に作成されます）。

> キ ャプシ ョ ンは任意の内容を子 と する こ と ができ、 その内容自体も タ グ付け される こ

と ができ ます。 た と えば、 以下のオプシ ョ ン リ ス ト は、 ネス ト された P 要素の中のテ

キス ト 行 1 個を内容 とする Caption 要素を作成し ます ：

caption={ fittextline={tag={tagname=P title={出張旅費報告書}} ... } ... }

11.2.2 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素に タ グ付け

リ ン ク ・ 注釈 ・ フ ォームフ ィ ール ド も、 ア ク セシブルにする必要があ り ます。 その対応す

る イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素を、 構造ツ リ ー内で、 構造ツ リ ー内の正しい位置に表現する必要

があ り ます。

ク ッ クブ ッ ク タグ付きのリ ン ク を作成するためのコー ドサンプルが starter_pdfua1 サンプルにあ り ま

す。 image_with_link_pdfua1 ト ピ ッ クは、 背景画像付きのリ ン ク を生成し ます。 table_of_

contents_pdfua1 ト ピ ッ クは、 目次と と もに、 TOC ・ TOCI 構造要素と、 動作する リ ン ク を生

成し ます。

リ ン ク と その他の注釈種別 注釈は、 ア ク セシビ リ テ ィ ーのために以下のア イ テム を要

請し ます （図 11.4 参照） ：

> Link 要素（ リ ン ク注釈に対し て）または Annot 要素（その他すべての注釈種別に対し て）

は、 次の 2 つのア イ テムのためのコ ンテナ と し て働き ます。 Alt または ActualText オプ

シ ョ ン を与え る こ と によ って代替記述か置換テキ ス ト を与え る こ と も でき ます。 Link

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfua/image_with_link_pdfua1/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfua/table_of_contents_pdfua1/
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要素の Alt 属性はその リ ン ク の目的を記述するべきです。リ ン ク のターゲ ッ ト がカレ ン

ト 文書内に位置し ている場合には（GoTo ア ク シ ョ ン）、その Link 要素はさ らに Reference
要素の内容と な るべきです （オプシ ョ ン direct=false を用いて）。

> イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素を表現する テキ ス ト を、 こ のコ ンテナ要素の内側に作成するべ

きです。 テキス ト が全 く 必要ない場合には、 この要素はスキ ッ プする こ と ができ ます。

た と えばテキ ス ト 注釈の場合などです。 注釈がラ ス ター画像かベク ト ルグ ラ フ ィ ッ ク

によ って表現されている場合には、 これは Artifact と し て タ グ付け されるべきです。 こ

の場合、 こ の リ ン ク の代替テキ ス ト は、 そのグ ラ フ ィ ッ ク と リ ン ク の両方を記述する

こ と にな り ます。さ まざまな内容作成関数の matchbox オプシ ョ ンを用いる こ と によ っ

て、 次の要素のための形状情報を用意する こ と を推奨し ます。 matchbox オプシ ョ ンを

与え る時点におけ る カレ ン ト のア ク テ ィ ブな要素は構造ア イ テムであ るべきです。 す

なわちオプシ ョ ン direct=true は許されません。

> 注釈は、PDF_create_annotation( ) を用いて作成する必要があ り ます。注釈に加えて、 こ

の メ ソ ッ ド は、 その注釈のための、 種別 OBJR （オブジェ ク ト 参照） の、 対応する構造

要素を生成し ます。 リ ン ク注釈に対し ては、 PDF_create_annotation( ) の contents オプ

シ ョ ンを与え るべきです （これは PDF/UA-1 では必須です）。 その他の注釈種別につい

ては、 PDF_create_annotation( ) の contents オプシ ョ ン、 または ActualText タ グ付けオ

プシ ョ ンを用いて作成するべきです。usematchbox オプシ ョ ンを用いる と、2 番目のス

テ ッ プで作成された視覚内容の形状を簡便に与え る こ と ができ ます。

この 2 番目 と 3 番目のア イ テムは、 どち ら を先に作成し て もかまいません。 上記の注釈の

要件は、 PDF_add_table_cell( ) のオプシ ョ ン fitannotation を用いて表セル内に作成される

注釈に対し て も あてはま り ます。

明示的に リ ン クに タ グ付け 以下のコード断片は、 この必須の 3 つのア イ テムを持った

イ ン タ ラ ク テ ィ ブ リ ン ク を作成し ます （生成される タ グ構造を図 11.4 に示し ます） ：

/* 親Link要素を作成 */
id_link = p.begin_item("Link", "Title={Kraxi on the Web} Alt={Kraxi on the Web}");

/* このリンクを表現する可視内容を作成 */
p.fit_textline("Click here to go to the Kraxi website", x, y,

"matchbox={name={kraxi}} fontsize=14 font=" + font);

/* URIアクションを作成 */
action = p.create_action("URI", "url={http://www.kraxi.com}");

/* 名前付き範囲枠「kraxi」上にLink注釈を作成 */
p.create_annotation(0, 0, 0, 0, "Link",

"action={activate=" + action + "} "
"usematchbox={kraxi} contents={Kraxi Inc. Webサイトへのリンク}");

p.end_item(id_link);

図 11.4
構造ツ リー内における
アクセシブルな リ ン クの表現
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テキス ト フ ローオプシ ョ ン リ ス ト 内のタ グを用いて リ ン クに タ グ付け テキス ト フ ロー

オプシ ョ ン リ ス ト 内で範囲枠機能と タ グを用いる こ と によ って、テキス ト フ ロー内で リ ン

ク に正し く タ グ付けを行 う こ と が可能です。 276 ページ 「テキス ト フ ローの範囲枠に Web

リ ン ク を追加」 で示し た一般的な イデ ィ オムを使い、 以下のコード断片を用いて リ ン ク注

釈に対し て然るべき タ グを追加でき ます。テキス ト フ ローは必要な数の範囲枠長方形を自

動的に生成し ますので、ページ上に 1 つの名前付き範囲枠のすべてのイ ン ス タ ン ス を生成

し て タ グ付けするには PDF_create_annotation( ) を 1 回呼び出せば充分です。

final String text =
"Visit our <tag={tagname=Link} matchbox={name=kraxi}>Web site<tagend matchbox=end>";
...
tflow = p.create_textflow(text, optlist);
result = p.fit_textflow(tflow, 0, 0, 50, 70, "fitmethod=auto");
...

/* URIアクションを作成 */
act = p.create_action("URI", "url={http://www.kraxi.com}");

/* 名前付き範囲枠（群）「kraxi」上にリンク注釈を作成 */
p.create_annotation(0, 0, 0, 0, "Link",

"action={activate " + act + "} " +
"usematchbox={kraxi} contents={Link to Kraxi Inc. Web site}");

1 つの範囲枠が複数の長方形から成る こ と も あ り ます。 た と えばハイ フネーシ ョ ンによ る

場合や、 matchbox オプシ ョ ンの複数のイ ン ス タ ン スが同じ名前を与えた場合です。 こ の

場合には PDFlib はデフ ォル ト では複数の有効領域 （その範囲枠の各長方形ご と に 1 つず

つ） から成る ただ 1 つの リ ン ク注釈を生成し ます。 あ るいは PDF_create_annotation( ) の

オプシ ョ ン singlelink=false を使用する こ と によ って複数の リ ン ク注釈を生成する こ と も可

能です。 その場合にはそれぞれの注釈はただ 1 つの長方形から成る こ と にな り ます。 ただ

し これは PDF 2.0 では許されません。

ク ッ クブ ッ ク テキス ト フ ロー内にタグ付きのリ ン ク を作成するためのコー ドサンプルが、PDFlib クック

ブックの pdfuaカテゴリーの中の textflow_pdfua1 トピックにあります。

表セル内で リ ン クに タ グ付け 表セル内の リ ン クは、上述のタ グ構造を必要と し ます。た

だし これは、 構造要素 TH/TD ・ Link ・ OBJR と、 さ らにおそ ら く 内容を、 正し く ネス ト する

必要があ り ますので、 やや複雑か も しれません。 こ れを達成する には、 PDF_add_table_
cell( ) に tag オプシ ョ ンを与えてそのネス ト 機能を利用する必要があ り ます。 以下のオプ

シ ョ ン リ ス ト は、 表セルにテキス ト 1 行と リ ン ク注釈 1 個を入れます。 それを囲 う TD 要

素は外側の tag オプシ ョ ンで与え られ （TD は表エンジンによ って自動的に作成されます

ので、 外側の tagname サブオプシ ョ ンは省略でき ます）、 そし て Link 要素は内側の tag オ

プシ ョ ンで与え られます。 後に、 必要な OBJR 要素は、 PDF_create_annotation( ) と同等

の働き をする fitannotation オプシ ョ ンによ って自動的に作成されます ：

fittextline={font=... fontsize=25 fillcolor=blue}
annotationtype=Link fitannotation={contents={Kraxi home page} action={activate ...}}
tag={tagname=TD tag={tagname=Link}}

フ ォームフ ィ ール ド に タ グ付け フ ォーム フ ィ ール ド はア ク セシビ リ テ ィ ーのために以

下のア イ テムを必要と し ます （図 11.5 参照） ：

> Part構造要素を用いて、関連する フ ォームフ ィ ール ド群のグループをグループ化する こ

と も可能です。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfua/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfua/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfua/textflow_pdfua1/
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> Div 構造要素を、以下に挙げる個々のフ ォームフ ィ ール ド の要素群のコ ンテナーにする

こ と を推奨し ます。

> フ ィ ール ド の目的を記述し たテキス ト を P 構造要素で囲い、それを Caption 構造要素の

子とする。

> チェ ッ ク ボ ッ ク ス と ラ ジオボタ ンについては、 そのチェ ッ ク ボ ッ ク ス／ラ ジオボタ ン

と その対応する キ ャプシ ョ ンを囲 う も う 1 つの Div 要素を作成する こ と を推奨し ます。

Caption 構造要素は論理的にたいていフ ィ ール ド よ り 前にあ るので、それは構造 ヒ エラ

ルキー内でForm要素よ り 前に来ます。ページ上での順序が逆であって も そ う な り ます。

> フ ォームフ ィ ール ド はPDF_create_field( ) を用いて作成する必要があ り ます。それはP要

素の子であ る Form 要素の子であ るべきです。 この メ ソ ッ ド は、 フ ィ ール ド だけでな

く 、 この Form 要素の中に種別 OBJR （オブジェ ク ト 参照） の構造要素を も生成し ます。

Alt か ActualText オプシ ョ ンを与える こ と によ って、代替記述か置換テキス ト を与え る

こ と も可能です。 PDF_create_field( ) の tooltip オプシ ョ ンを与え る こ と によ り 、 フ ィ ー

ル ド のア ク セシビ リ テ ィ ーを向上させるべきです （これは PDF/UA-1 では必須です）。

ラ ジオボタ ンを作成する際には、 Form 要素は、 ラ ジオボタ ングループのための PDF_
create_fieldgroup( ) の中では必要な く 、 個々のボ タ ン を作成する ための PDF_create_
field( ) の中でのみ必要です。

以下のコード 断片は、 テキス ト フ ィ ール ド に対し て推奨される構造を、 図 11.5 に示す と

お り に生成し ます。 PDF_fit_textline( ) の tag オプシ ョ ンを使って、 短縮タ グ付けをネス ト

し て用いて、 Caption 構造要素 と P 構造要素を生成し ています。 PDF_create_field( ) の中で

短縮タ グ付けを使って、 P 構造要素と Form 構造要素をネス ト させて生成し ています ：

id_Div = p.begin_item("Div", "");

labeltext = "Enter name:";
p.fit_textline(labeltext, x1, y1, "tag={tagname=Caption tag={tagname=P}} ...");

p.create_field(x2, y2, x3, y3, "name", "textfield",

"tag={tagname=P tag={tagname=Form}} tooltip={" + labeltext + "} " +
"bordercolor={gray 0} font=" + font);

p.end_item(id_Div);

上記のフ ォームフ ィ ール ド の要件は、 PDF_add_table_cell( ) のオプシ ョ ン fitfield を用いて

表セル内に生成される フ ォームフ ィ ール ド にも課されます。

ク ッ クブ ッ ク すべての種類のタグ付き フ ォームフ ィ ールド を作成する コー ドサンプルが、PDFlib ク ッ ク

ブ ッ クの pdfua カテゴ リーの form_fields_pdfua1 ト ピ ッ クにあ り ます。

タ グ付き し お り しお り には、通常のページ指向の移動先に加えて、構造要素を割 り 当て

る こ と もでき ます。 このよ う な しお り を タグ付き しお り と いい、 Acrobat はこれのために

追加の機能を提供し ています。Acrobat でタ グ付き しお り を右ク リ ッ クする と、機能 「ペー

ジを削除」 と 「ページを抽出」 が利用可能と なってお り 、 これらはその構造化要素を含ん

でいるページないしページ群に対し て動作し ます。 タ グ付き しお り は、 しお り と構造要素

と の間に接続を作成し ます。 この接続を作成でき る方法は 2 つあ り ます ：

> PDF_create_bookmark( ) でしお り を作成し、 そのハン ド ルを、 PDF_begin_item( ) の

bookmark オプシ ョ ンに、 またはさ まざまな関数の tag オプシ ョ ンに与え る ：

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfua/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfua/form_fields_pdfua1/
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bm = p.create_bookmark("第1章", "");

id = p.begin_item("H1", "Title={第1章} bookmark=" + bm);
p.fit_textline(text, x, y, "");
p.end_item(id);

この方式は短縮タ グ付けでも用いる こ と ができ ます ：

bm = p.create_bookmark("第1章", "");
p.fit_textline(text, x, y,

"tag={tagname=H1 Title={第1章} bookmark=" + bm + "}");

こ の方式の難点は、 しお り テキ ス ト が、 その構造要素 と その内容が作成される前には

得られていなければな ら ない と い う 点です。 これは、 参照される構造要素のほ う が構

造ツ リ ー内で上にあった場合には困るでし ょ う 。

> PDF_begin_item( ) で構造ア イ テムを作成し、そのハン ド ルを PDF_create_bookmark( ) の

item オプシ ョ ンに与えます。 ア イ テムのハン ド ルのかわ り に、 キーワード current を、

PDF_create_bookmark( ) が呼び出さ れる時点におけ る カ レ ン ト の構造要素を指し示す

シ ョ ー ト カ ッ ト と し て与え る こ と ができ ます ：

id = p.begin_item("H1", "Title={第1章} ");

bm = p.create_bookmark("第1章", "item=current");
p.fit_textline(text, x, y, "");
p.end_item(id);

こ の方式には、 しお り テキ ス ト が、 その構造要素 と その内容が作成される時点で得ら

れればよい と い う 利点があ り ます。 ただし、 これは短縮タ グ付けでは使えません。

タ グ付き しお り は、 オープン構造要素を参照する こ と のみ可能であ り 、 擬似ア イ テム また

はイ ン ラ イ ンア イ テムを参照する こ と はでき ません。しお り の移動先が構造要素と一致す

る よ う にするのはク ラ イ アン ト コード側の役割です （そ う し ない と、 Acrobat でしお り を

ク リ ッ ク し た ら その要素へジ ャ ンプせず、その文書内の別の場所へジャ ンプし て し まいま

す） 。 関連付け られる構造要素が複数のページにわたっている場合には、 そのしお り はこ

の範囲内の 初のページを指し示すべきです。

図 11.5
構造ツ リー内における フ ォームフ ィ ールドの表現
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11.2.3 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素に タ グ付けする PDF 2.0 の機能

イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素をページ装飾と し て PDF 1.7 では、ページ装飾はマーク付き内容

ア イ テム と し てのみ表現でき るので、イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素をページ装飾 と し て分類する

こ と はでき ません。 PDF 2.0 では、 ページ装飾を構造ツ リ ー内に含める こ と ができ、 それ

を用いて イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素をページ装飾と し て タ グ付けする こ と が可能です。以下の

コード 断片 （compatibility=2.0 が必須） は、 リ ン ク注釈をページ装飾と し て作成し ます ：

p.create_annotation(100, 100, 300, 200, "Link",
"tag={tagname=Artifact direct=false}");

構造移動先 PDF 1.7 では移動先は、 文書内の 1 つのページの上の視覚的な位置を指し示

し ます。 構造移動先は、 PDF 2.0 の機能であ り 、 文書 ヒ エラルキー内のいずれかの構造要

素を指し示すものですので、 物理的な位置から独立です。 この技法は 2 つの手順を必要 と

し ます ：

> elementid タ グ付けサブオプシ ョ ンで構造要素に一意な文字列を割 り 当てます。 これは

リ ン クやしお り の移動先と し て働き ます ：

p.fit_textline("Introduction",

50, 700, "tag={tagname=H1 elementid={Intro}} fontsize=24");

> GoTo ア ク シ ョ ンで構造要素を指名し て移動先と し て使用し ます ：

action = p.create_action("GoTo", "destination={type=fitwindow structdest={Intro}}");

この要素 ID はターゲ ッ ト 要素に割 り 当てるのは使用前でも使用後でもかまいません。 構

造移動先は GoTo ア ク シ ョ ンに限らず、 しお り や注釈など、 通常の移動先を使え るすべて

の場合に使用でき ます。 構造移動先を使って名前付き移動先を定義する こ と も可能です。

11.2.4 リ ス ト に タ グ付け

リ ス ト は、 関連する項目群を ま と める ために使われます。 これは以下の構造要素によ って

表現されます ：

> 以下のすべての構造要素を内容とする L要素1個。ListNumberingオプシ ョ ンを用いる と、

Lbl 要素内で用いられる付番系列を指定する こ と ができ ます。 こ の ListNumbering オプ

シ ョ ンは、 Lbl 要素がない場合でも、 ス ク リ ーン リ ーダーのために有用でし ょ う 。

> オプシ ョ ナルな Caption 要素 1 個。Caption はグループ化要素ですので、内容ア イ テムを

内容とする こ と はできず、 他の構造要素のみを内容とする こ と ができ ます （P など）。

> 以下を内容とする、 1 個ないし複数の リ ス ト 項目 （LI） ：

> オプシ ョ ナルな、 ビ ュ レ ッ ト や番号などを持った ラベル （Lbl） 1 個。

> その リ ス ト 項目の実際の内容を持った LBody 要素 1 個。LBody は、内容ア イ テムか、ネ

ス ト された リ ス ト も含めて他の構造要素のいずれかを内容とする こ と ができ ます。

明示的に リ ス ト に タ グ付け 以下のコード断片は、 1 個のキ ャプシ ョ ン と 3 個の項目を

持った リ ス ト を作成し ます。 それぞれの リ ス ト 項目の頭には、 ラベル と し て タ グ付け され

る ビ ュ レ ッ ト キ ャ ラ ク ターU+2022が付き ます（生成される タ グ構造を図11.6に示し ます）：

id_list = p.begin_item("L", "ListNumbering=Disc");

/* Caption要素とP要素の両方を一回で生成 */
p.fit_textline("The following kinds of fruit are available:",
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x1, y, "tag={tagname=Caption tag={tagname=P}}");

y -= leading;

id_listitem = p.begin_item("LI", "");

p.fit_textline("&#x2022;", x1, y, "tag={tagname=Lbl}");

p.fit_textline("Apples", x2, y, "tag={tagname=LBody}"); y -= leading;
p.end_item(id_listitem);

id_listitem = p.begin_item("LI", "");

p.fit_textline("&#x2022;", x1, y, "tag={tagname=Lbl}");

p.fit_textline("Oranges", x2, y, "tag={tagname=LBody}"); y -= leading;
p.end_item(id_listitem);

id_listitem = p.begin_item("LI", "");

p.fit_textline("&#x2022;", x1, y, "tag={tagname=Lbl}");

p.fit_textline("Bananas", x2, y, "tag={tagname=LBody}"); y -= leading;
p.end_item(id_listitem);

p.end_item(id_list);

テキス ト フ ローオプシ ョ ン リ ス ト 内のタ グを用いて リ ス ト に タ グ付け 図 11.6 の構造

は、 あ るいは、 テキス ト フ ローオプシ ョ ン リ ス ト 内の以下のタ グを用いて生成する こ と も

可能です （見やすいよ う イ ンデン ト し ています） ：

<tagbegin={tagname=L ListNumbering=None}>
<tagbegin={tagname=Caption tag={tagname=P}}>

図 11.6
アクセシブルな リ ス ト の
構造ツ リー内における表現
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The following kinds of fruit are available:\n
<tagend>
<tagbegin={tagname=LI}>

<tagbegin={tagname=Lbl}>&#x2022;<tagend>
<tagbegin={tagname=LBody}>Apples\n<tagend>

<tagend>
<tagbegin={tagname=LI}>

<tagbegin={tagname=Lbl}>&#x2022; <tagend>
<tagbegin={tagname=LBody}>Oranges\n<tagend>

<tagend>
<tagbegin={tagname=LI}>

<tagbegin={tagname=Lbl}>&#x2022; <tagend>
<tagbegin={tagname=LBody}>Bananas\n<tagend>

<tagend>
<tagend>

ク ッ クブ ッ ク タグ付き PDF リ ス ト を作成するためのコー ドサンプルが、PDFlib ク ッ ク ブ ッ クの pdfua カ

テゴ リー内の ト ピ ッ ク list_pdfua1 にあり ます。

11.2.5 内容を順序に と らわれず作成

314 ページ 「11.1.9 印刷ス ト リ ーム順序 と論理読み取 り 順序」 で述べた よ う に、 構造 ヒ エ

ラルキー内の要素群を作成する際に論理読み取 り 順序の と お り にする こ と は不可欠です。

アプ リ ケーシ ョ ンが、 論理読み取 り 順序と は異なる順序でページ内容を （た と えば、 段組

の相互関係にかかわらずつねに上から下へ） 処理する場合には、 い く つかの PDFlib 機能

を用いて、 構造 ヒ エラルキー内で正しい順序付けを保つこ と ができ ます ：

> 子要素群を順序に と らわれず作成するために index オプシ ョ ンを用いる。 これは、新規

構造要素がその親の中へ挿入される位置を変更し ます。

> 構造要素群を順序に と らわれず作成するために parent オプシ ョ ンを用いる。これは、新

規構造要素が挿入される親要素を変更し ます。

> 構造 ヒ エラルキー内で前後へジャ ンプするために PDF_activate_item( ) メ ソ ッ ド を用い

る。 これを用いる と、 構造 ヒ エ ラルキー内のいずれかの要素に対し て、 構造要素また

は内容ア イ テムを さ らに追加する こ と ができ ます。

これらの方式について詳し く は後述し ます。

ク ッ クブ ッ ク 要素を順序にと らわらずタグ付けするためのコー ドサンプルが、 PDFlib ク ッ ク ブ ッ クの

pdfua カテゴ リー内の ト ピ ッ ク tag_out_of_order_pdfua1・parallel_columns_pdfua1 内にあ り

ます。

子要素群を順序に と らわれず作成 構造要素内の子要素群を順序に と ら われず作成する

ためには、 構造ツ リ ー内の場所を指定するために、 PDF_begin_item( ) の index オプシ ョ ン

か、 あ るいはさ まざまな関数の tag オプシ ョ ンの index サブオプシ ョ ンを用いる こ と がで

き ます。 以下のコー ド 断片は、 テキ ス ト フ ラ グ メ ン ト 群を逆順に出力し なが ら、 構造ツ

リ ー内における順序を正し く する ために、それぞれの新規テキス ト フ ラ グ メ ン ト を親要素

の新たな 初の子 （index=0） と し て挿入し ます。 それぞれの新規要素が親の新たな 初

の子と し て挿入されていますから、 結果と し て論理順は作成順の反対にな り ます ：

p.fit_textline("三", x, y, "tag={tagname=P index=0}");
y += leading;

p.fit_textline("二", x, y, "tag={tagname=P index=0}");
y += leading;
p.fit_textline("一", x, y, "tag={tagname=P index=0}");

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfua/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfua/list_pdfua1/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfua
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfua/tag_out_of_order_pdfua1/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfua
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カレ ン ト でア ク テ ィ ブな タ グの、その親要素内における番号を ク エ リ ーするために、PDF_
get_option( ) と その activeitemindex か activeitemkidcount キーワード を用いる こ と ができ

ますので、 後で構造ツ リ ー内のこの場所へ戻って く る こ と が可能です。 以下のコード断片

は、 新規要素を、 保管し ていた番号の位置にあ る要素の後に挿入し ます ：

nextindex = p.get_option("activeitemindex", "") + 1;

...同一レベル上の要素群をさらに作成...

p.fit_textline(text, x, y, "tag={tagname=P index=" + nextindex + "}");

構造要素群を順序に と らわれず作成 子要素群を、 カ レ ン ト 位置ではな く 、 構造ツ リ ー

内のど こ か他の場所に作成する ためには、 parent オプシ ョ ンを用います。 これは、 まだ閉

じ られていない構造要素を指し示す必要があ り ます。 短縮タ グ付けで作成された要素は、

同一の メ ソ ッ ド呼び出しの中で作成されて閉じ られて し まいますので、 これは parent オ

プシ ョ ンのターゲ ッ ト と し ては使えません。カレ ン ト でア ク テ ィ ブな タ グのID を ク エ リ ー

する ために、 PDF_get_option( ) と その activeitemid キーワード を用いる こ と ができ ますの

で、 後で構造ツ リ ー内のこ の場所へ戻って く る こ と が可能です ：

parent_id = p.get_option("activeitemid", "");
...
p.fit_textline(text, x, y, "tag={tagname=P parent=" + parent_id + "}");

さ らに柔軟性を得る方法と し て、parent オプシ ョ ン と index オプシ ョ ンを組み合わせて使

う こ と もでき ます。 PDF_suspend/resume_page( ) を用いる と、 ページに割 り 込んで、 別の

ページで作業を続け、その後その一時停止し たページに戻って さ らに内容を追加する こ と

ができ ます。

複雑なレ イ アウ ト のためにア イ テムをア ク テ ィ ブ化 複雑な非線形のページレ イ ア ウ ト

のための構造情報の作成を支援する ために、PDFlib はア イ テムのア ク テ ィ ブ化と い う 機能

を提供し ています。 これを呼び出す と、 開発者が複数の構造分枝の進捗を同時進行させ、

かつそれぞれの分枝が 1 個ないし複数のページにわた る可能性があ る よ う な状況におい

て、 以前に作成された構造要素をア ク テ ィ ブ化する こ と ができ ます。 この技法によ って恩

恵を受ける典型的な状況は以下の とお り です ：

> 1 つのページ上に複数の段組

> メ イ ンテキ ス ト に割 り 込む挿入部、 た と えばま と めやその他非線形のテキ ス ト ア イ テ

ム

> 段組ど う しの間に配置される表 ・ イ ラ ス ト

PDF_activate_item( ) メ ソ ッ ド を用いる と、構造ツ リ ーの別々の分枝ど う しの間を行った り

来た り する こ と が可能にな り ます。 「論理順」 アプローチでは、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケー

シ ョ ンはページ内容を論理順に構築する必要があ り 、これはた と えそれを視覚順に作成す

るほ う が簡単であって も変え る こ と はでき ません。 これ と対照的に、 ア イ テムのア ク テ ィ

ブ化を用いる と、 内容を視覚順で作成する こ と が可能にな り ます （あ るいはアプ リ ケー

シ ョ ンに と って便利ないかなる順序でも） 。 この技法は、 内容が複数ページにわたる場合

にも適用でき ます。

Acrobat での諸問題を回避するため、 PDF_activate_item( ) を呼び出し た直後には、 内容

ア イ テムを追加するべきではな く 、 他の構造要素だけを追加するべきです。
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カ レ ン ト でア ク テ ィ ブな構造要素を ク エ リ ー parent・index オプシ ョ ンや PDF_activate_
item( ) を使 う には、カレ ン ト でア ク テ ィ ブな構造要素 と その子に関する情報が必要にな り

ます。このステータ ス情報は、アプ リ ケーシ ョ ン側で把握し ておいて も よいですが、PDFlib

から ク エ リ ーする こ と も可能です。メ ソ ッ ド PDF_get_option( ) でキーワード activeitemid・

activeitemindex ・ activeitemkidcount ・ activeitemname ・ activeitemstandardname を用いる

と、 カレ ン ト 要素の ID ・ 番号 ・ 子要素数 ・ 名前 ・ 標準名 （それがロールマ ッ プ されてい

る場合） が得られます。
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11.3 タ グ付き PDF ページを PDI で取り込む
ク ッ クブ ッ ク タグ付き PDF 文書からページを取り込むためのコー ドサンプルが、PDFlib ク ッ ク ブ ッ クの

pdfua カテゴ リー内の ト ピ ッ ク clone_pdfua ・ merge_and_stamp_pdfua1 にあ り ます。

タ グ付き PDF モード では、 タ グ付き PDF 文書からのページは、 その構造要素タ グ群と一

緒に取 り 込まれます。 タ グ付き PDF モード で usetags=true を用いて取 り 込まれた タ グ付

き PDF 文書のページのこ と を 「タ グ付きページ」 と呼ぶこ と にし ま し ょ う 。 このステー

タ ス を ク エ リ ーするには、 PDF_info_pdi_page( ) の tagged キーワード を用います。 タ グ付

きページの取 り 込みは、 以下の説明のよ う に動作し ます。

タ グ付き PDF 文書を開 く PDF_open_pdi_document( ) が、 取 り 込まれる文書がカレ ン ト

の PDF/A-1a/2a/3a または PDF/UA モード と互換かど う かをチェ ッ ク し た う えで、取 り 込

まれる文書の構造ツ リ ーと ロールマ ッ プを読み取 り ます。

usetags オプシ ョ ンが false の場合には、 その文書の構造情報は無視され、 その文書か

ら は何の タ グ も取 り 込まれません。 なお、 PDF_open_pdi_document( ) がオブジ ェ ク ト ス

コープ内で、すなわち PDF_begin_document( ) の前に呼び出された場合には、 usetags のデ

フ ォル ト は false です。

注 属性ク ラス と ク ラスマ ッ プは取り込まれません。

入力文書言語を転写 も し PDF 文書の大半ないしすべてのページが、 PDI を用いて取 り

込まれた ものであ る場合には、その入力文書内にその文書言語エン ト リ ーが存在し ている

な らば、 それを転写する こ と を推奨し ます。 こ の文書言語を転写するには、 pCOS と以下

のコード断片を用います ：

if (p.pcos_get_string(indoc, "type:/Root/Lang").equals("string"))
{

inputlang = p.pcos_get_string(indoc, "/Root/Lang");
optlist += " lang=" + inputlang;

}

p.begin_document(filename, optlist);

タ グ付きページを開 く PDF_open_pdi_page( ) が、取 り 込まれたページの内容を構成する

構造要素群を選択し、 そのページ上に存在する タ グを フ ィ ルターし ます。 取 り 込まれた

ページ上の、取 り 込まれた構造下位ツ リ ーの 上位を形成する 1 個ないし複数の構造要素

が選択されます。 usetags オプシ ョ ンが false の場合には、 そのページの構造情報は完全に

無視されます。

取 り 込まれた文書のロールマ ッ プ内のエン ト リ ー群は、 も し そのページ上で、 その対

応する要素が用いられている な らば、 出力文書のロールマ ッ プへコ ピーされます。 衝突し

あ う ロールマ ッ プエン ト リ ー群 （すなわち、 あ る カ ス タ ム タ グがすでに、 生成文書のロー

ルマ ッ プ内で、 あ るいはそれ以前に取 り 込まれた文書内で、 別の標準タ グへマ ッ プされて

いる） は無視されます。 ただし PDF/UA モード では、 衝突し あ う ロールマ ッ プエン ト リ ー

を持つページは拒絶され、 すなわち PDF_open_pdi_page( ) への呼び出しは失敗し ます。

タ グな し PDF 内容を取り込む タ グな し文書のページ と、 usetags=false を用いて開かれ

たページ も、 処理でき ますが、 それらは自動的にページ装飾と し て標識されます。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfua/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfua/clone_pdfua/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfua/merge_and_stamp_pdfua1/
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無効な タ グ構造を持つ文書を取 り込む PDFlib は、 303 ページ 「11.1.3 PDF 1.7 の構造要

素ネステ ィ ング規則」 で説明し た通 り の、 ISO 32000-1 で課されている タ グネステ ィ ング

規則に関する厳格なチェ ッ ク を行います。 これらのチェ ッ クは、 取 り 込まれる文書に対し

て も、 そし て取 り 込まれるページから作成される タ グ構造に対し て も適用でき ます。 取 り

込まれたページ内のネステ ィ ング規則は、 デフ ォル ト ではチェ ッ ク されません。 しかし、

これらのチェ ッ クは、 PDF_open_pdi_document( ) の checktags オプシ ョ ンで有効にする こ

と も可能です。 checktags=strict の場合には、 PDF_open_pdi_page( ) ですべてのタ グネス

テ ィ ング規則が強制されます。 も し も取 り 込まれたページの構造 ヒ エラルキーが、 構造要

素に対するネステ ィ ング規則に違反し ている と きは、 PDF_open_pdi_page( ) への呼び出し

は失敗し、 PDF_get_errmsg( ) は以下のよ う なエラーを報告し ます ：

Structure type 'Document' cannot contain content items,
but only other structure elements

多数の既存の現実世界のタ グ付き PDF 文書がこのタ グネステ ィ ング規則に違反し ていま

すので、 取 り 込んだ文書内のこれらの問題への対処と し て、 以下の方式のいずれかを用い

る こ と ができ ます ：

> 取 り 込まれた構造 ヒ エラルキーのてっぺんに追加のタ グを挿入する（た と えば PDF_fit_
pdi_page( ) の tags オプシ ョ ンで） こ と は、 取 り 込まれたページがその文書ルー ト の直

下に内容ア イ テムを子に持っている あ り がちな問題を正すために有用です。

> 他の諸問題は、 追加のタ グを挿入し て も解決でき ません。 た と えば表や リ ス ト のため

の構造要素が不完全な と き などです。 可能であれば入力文書を直すこ と を考慮するべ

き です。 こ れが実行可能 な解決策で な い場合には、 PDF_open_pdi_document( ) で

checktags=none と設定する こ と によ って、非準拠のタ グ構造を持つタ グ付き PDF ペー

ジを取 り 込むこ と も でき ます。

> も し も取 り 込まれた構造自体は正し く て、 ただ出力文書の生成された新しいタ グ群 と

衝突し ている と い う 場合には、 その新しいタ グ群を適切に調整する こ と を試みるべき

です。 も し これが現実的でないな らば、PDF_begin_document( ) で checktags=none と設

定する こ と によ って、生成された タ グ付け構造内の衝突を無視する こ と も でき ます。こ

れは PDF/UA-1 モード では許容されません。

いずれの形の checktags=none によ って処理された非準拠入力も、 非準拠の PDF 出力を生

成するおそれがあ り ますので、 この設定は推奨し ません。

取り込まれたページ内のタ グを ク エ リ ーおよびチ ェ ッ ク 状況によ っては、 取 り 込まれ

た構造要素群を、生成される新たな構造 ヒ エラルキー内に正し く 統合させる こ と が難しい

場合も あ り ます。この状況を支援するために、ページを開 く こ と が成功し た後に PDF_info_
pdi_page( ) を用いる と、 取 り 込まれた タ グ付き PDF ページのい く つかの特性を ク エ リ ー

する こ と ができ ます ：

> キーワード fittingpossible は、そのページがカレ ン ト コ ンテキス ト 内に配置でき るかど

う かを報告し ます。 その tag オプシ ョ ンを与え る と、 そのページを追加の 上位レベ

ル タ グ と と も に配置で き る か ど う か をチ ェ ッ ク で き ます。 こ の tag オプシ ョ ンの

tagname サブオプシ ョ ンだけが評価されます ： 他のサブオプシ ョ ンは与え るべきでは

あ り ません。 こ のキーワー ド を用いる こ と は、 取 り 込まれるページ内の構造情報に関

し て よ く わかっておらず、取 り 込まれた構造要素群が不適合であ るせいで PDF_fit_pdi_
page( ) で例外が発生する こ と を避けたい状況において推奨されます。 も し もページが

この fittingpossible テス ト で拒絶された場合には、 その tag オプシ ョ ンを通じ て追加の

タ グを挿入する こ と を試みる こ と も でき ます。
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> キーワード topleveltagcount は、 上位レベル構造要素の数を報告し ます。 なぜな ら

上位レベルタ グが複数あ る場合も あ るからです。 なお topleveltagcount は、 そのページ

内容が何の構造要素によ って も覆われていない稀な場合において、0 と なる こ と も あ り

ます。 こ のよ う なページは、 タ グ付きでないページのよ う に動作し ます。 他の内容ア

イ テム と 同様、 これはグループ化要素の子 と し て配置する こ と はできず、 そのページ

のてっぺんに追加のタ グが必要です。

> キーワード topleveltag は、 その取 り 込まれたページの 上位レベル構造要素 （群） を

報告し ます。 これは、 取 り 込まれたページ構造にかぶせて追加の構造要素を挿入する

こ と ができ るか、 あ るいは挿入する必要があ るかど う かを決定する ために有用でし ょ

う 。

> キーワード lang は、 すべての 上位レベルの取 り 込まれた構造要素 （群） の lang 属性

を報告し ます。 これは、 よ り 高い構造要素内で lang 属性が必要かど う かを決める助け

と な り ます。

タ グ付きページを配置 PDF_fit_pdi_page( ) が、 取 り 込まれたページを新たなページ上に

配置し、 その構造 ヒ エラルキーを、 生成文書の構造ツ リ ー内に統合し ます。 その際には、

カレ ン ト でア ク テ ィ ブな要素を、 取 り 込まれた構造ツ リ ーの親 と し て用います。 追加の構

造要素を、 PDF_fit_pdi_page( ) の tag オプシ ョ ンで作成する こ と もでき ます。 これは、 取

り 込まれた構造 ヒ エラルキーのための新たな親と し ての役割を果た し ます。

取 り 込まれた ヒ エラルキー内に Alt または ActualText 属性が存在する場合には、生成さ

れる文書構造内のも っ と上にあ る既存の属性と の衝突が見出された と きは、 この Alt また

は ActualText 属性は除去されます （313 ページ 「代替テキス ト と置換テキス ト に対するネ

ステ ィ ング規則」 参照）。

そのページが、 PDF_open_pdi_document( ) と PDF_open_pdi_page( ) で usetags=true を

用いて開かれている場合には、 それは出力文書内に 1 回しか配置でき ません。 なぜな ら、

その取 り 込まれた構造は、出力文書の構造 ヒ エラルキーの一意な位置に統合される必要が

あ るからです。 ページが複数の位置において内容と構造に寄与する場合には、 それを複数

回開 く 必要があ り ます （すなわち、 別々のページハン ド ルが配置されます）。

未知の文書構造を持つページを取 り 込む際には、 以下の戦略を推奨し ます ：

> PDF_info_pdi_page( )のtopleveltagcountキーワード がタ グカ ウ ン ト 0を報告し たな らば、

そのページは usetags=false を用いて取 り 込まれているか、 空であ るか、 ページ装飾の

みを内容 と し ているかのどち らかです。アプ リ ケーシ ョ ンによ っては、このよ う なペー

ジは実質的な内容に全 く 寄与 し ないのでス キ ッ プする と 決め る こ と も で き る で し ょ

う 。

> PDF_info_pdi_page( ) の fittingpossible キーワード がこのページについて 1 を返し たな ら

ば、 これは PDF_fit_pdi_page( ) で安全に配置でき ます。 このテス ト は、 そのページが

usetags=false を用いて読み込まれているか、 ページ装飾と し て配置される場合には不

要です。

> あ るいは、 取 り 込まれたページの構造のてっぺんに追加のタ グを挿入する こ と も でき

ます。 こ のタ グを何にするかの選択は、 アプ リ ケーシ ョ ンによ って異な り 、 と り わけ、

取 り 込まれたページが構造ツ リ ー内に挿入される場所にあ る構造要素の種別に依存し

ます。

> PDF_info_pdi_page( ) の fittingpossible キーワード が、 追加のタ グを用いて も なおその

ページを拒絶する な らば、 アプ リ ケーシ ョ ンは別のタ グを試すか、 あ るいはそのペー

ジを諦めるかのどち らかでし ょ う 。
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以下のコー ド 断片は、 上述の戦略を実装し た も のです。 ページが直接配置でき ない場合

に、 追加の P 要素を挿入し ています ：

fittingpossible = true;
additionaltag = "";

topleveltagcount = (int) p.info_pdi_page(page, "topleveltagcount", "");

if (topleveltagcount == 0)
{

/* このページは構造要素を何も含んでいません、

 * すなわち、これは空であるか、ページ装飾のみを内容としています。

 * 「Artifact」を追加しましょう。

 */
additionaltag = "tag={tagname=Artifact} ";

}
else
/*

* ページを追加のタグなしで配置してみます。

* これがうまくいかないならば、別のタグを挿入しましょう。

*/
if (p.info_pdi_page(page, "fittingpossible", "") == 0)
{

additionaltag = "tag={tagname=P} ";

if (p.info_pdi_page(page, "fittingpossible", additionaltag) == 0)
{

fittingpossible = false;
}

}

if (fittingpossible)
{

p.fit_pdi_page(page, 0, 0, "adjustpage " + additionaltag);
}
else
{

System.err.println("ページをスキップします: " + p.get_errmsg());
}

さ まざまな用途 タ グ付き PDF モード でページを取 り 込むこ と の用途は、 以下のよ う に

分類する こ と ができ ます ： これらの用途に対するオプシ ョ ン と要件を表 11.8 にま と めま

す ：

> タ グを温存 ： タ グ付き PDF 文書からページを取 り 込んで、 そのタ グ群を出力へコ ピー

し ます。 そのページを構成する構造要素群は、 新たな構造 ヒ エラルキーの一部分 と な

り ます。 オプシ ョ ナルに、 取 り 込まれた ヒ エラルキーのてっぺんに追加のタ グを配置

する こ と も でき ます。

> タ グを無視 ： タ グ付き またはタ グな し PDF 文書からページを取 り 込んで、 そのページ

全体に 1 個の新たな構造要素でタ グ付け し ます。 既存の構造要素群は破棄され、 取 り

込まれたページの内容は単一の要素を構成し、 内部構造を一切持たな く な り ます。

> ページ装飾と し て配置：タ グ付き またはタ グな し PDF 文書からページを取 り 込みます。

た と えば背景グ ラ フ ィ ッ ク に使 う 場合などです。 ページは自動的にページ装飾と し て

タ グ付け され、 既存の構造要素群は破棄されます。
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表 11.8 タグ付き PDF モー ド で タグ付き ・ タグな し PDF ページを取り込み

用途 オプシ ョ ン 要件と コ メ ン ト

タグを温存 PDF_open_pdi_document( )

と PDF_open_pdi_page( ) で
usetags=true

> 親1 は、 イ ン ラ イ ン要素か擬似要素であってはいけま

せん

> 取り込まれた タグ付きページを配置できるのは 1 回だ

け

> 取り込まれたページの 上位レベル要素 （群） はネ

ステ ィ ング規則を守る必要があ り ます

タグを無視

し てカ レン

ト 要素内に

ページを配

置

PDF_open_pdi_document( )

か PDF_open_pdi_page( ) で

usetags=false、 そ し て

PDF_fit_pdi_page( ) で
tagname=Span direct=true

> 取り込まれたページの内容は、 カ レン ト でア クテ ィ

ブなアイテムの一部分にな り ます

> 非グループ化親要素のみ許容されます

ページ装飾

と し て配置

PDF_open_pdi_document( )

か PDF_open_pdi_page( ) で

usetags=false、 そ し て

PDF_fit_pdi_page( ) で
tagname=Artifact

> カ レン ト で有効な要素がページ装飾を子と し て許し

ている必要があ り ます

> PDF/UA モー ド では内容は自動的にページ装飾と し て

タグ付けされます

> ページを複数回配置できます

1. PDF_begin_item( ) で、または PDF_fit_pdi_page( ) の tag オプシ ョ ンで指定された、カ レン ト でア ク テ ィ ブな タグ
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11.4 PDF/UA によ るユニバーサルア ク セシビ リ テ ィ ー

11.4.1 PDF/UA-1 規格

注 PDF/UA 規格に関する一般情報が PDFlib ウ ェ ブサイ ト にあ り ます。

注 PDF/UA に初めてふれる方には、 PDF 協会が発行し た文書 「PDF/UA in a Nutshell」 を推奨

し ます （www.pdfa.org/pdfua-in-a-nutshell/ 参照）。

PDF/UA-1 は、 PDF 文書のユニバーサルア ク セシビ リ テ ィ ーを向上させる ために、 タ グ付

き PDF の要素群や、 その他の文書の諸側面の詳細を仕様化し た ものです。 PDF/UA-1 は、

WCAG 2.0 （Web コ ンテンツア ク セシビ リ テ ィ ーガイ ド ラ イ ン群1） を PDF 文書に適用し

た もの と捉え る こ と ができ ます。

PDF/UA-1 は、 PDF 1.7 と ISO 32000-1 で定義されている タ グ付き PDF に基づいてい

ます。 これは PDF フ ァ イル形式に何らかの新たな機能を加えたのではな く 、 主に、 い く

つかのア ク セシビ リ テ ィ ーと タ グ付けの側面がPDF 1.7ではオプシ ョ ナルであ るのを必須

と し た ものです。 また これは、 構造要素のさ まざまな種別ど う しの関係を明確化し ていま

す。

ISO 14289-1 で定義された PDF/UA-1 PDF/UA-1 は、PDF 文書のア ク セシビ リ テ ィ ーを向

上させる ために以下の手段を用いています ：

> 文書構造に関する特定の要件を強制。 例 ： タ グ付け規則など。

> 特定の補足情報を必須化。 例 ： メ タデータ、 グ ラ フ ィ ッ ク のための代替テキス ト 。

> ア ク セシビ リ テ ィ ーの目的を阻害する特定の PDF 要素を防止。

PDFlib の PDF/UA-1 の実装は、 以下の文書に基づいています ：

> PDF/UA-1 規格 （ISO 14289-1:2014）

注 PDF 協会が発行し ている文書 「Tagged PDF Best Practice Guide: Syntax」 を推奨し ます

（www.pdfa.org/resource/tagged-pdf-best-practice-guide-syntax/ にあ り ます）

PDF/UA-1 ・ PDF/A 両立文書を作成 PDF/UA 文書であ り なが ら、 同時にアーカ イ ビング

のための PDF/A にも準拠し ている文書を作成する と、 有用な こ と も あ るでし ょ う （346

ページ 「12.2 PDF/A によ る アーカ イ ビング」 を参照）。 実際、 PDF/A-1a/2a/3a を作成し

たい場合には、 PDF/UA の要件を遵守する こ と によ って、 生成される文書のア ク セシビ リ

テ ィ ーを向上 さ せる こ と を推奨 し ます。 PDF/A ・ PDF/UA-1 両立文書を作成する には、

PDF_begin_document( ) の pdfa ・ pdfua オプシ ョ ンに対し て適切な値を与えます。 例 ：

ret = p.begin_document("combo.pdf", "pdfa=PDF/A-2a pdfua=PDF/UA-1 lang=en");

このよ う な二重用途の文書を作成する際には、 両方の規格に準拠する両立フ ァ イルは、 両

方の規格に よ って課せられる要件に従 う 必要があ り ますので、 留意し て く だ さ い。 その

PDF 互換レベルは、 関与する規格群の PDF 互換性の 小値です ： 取 り 込まれる PDF 文書

が、 PDF/UA 規格 と PDF/A 規格の両方を遵守し ている必要があ り ます。

タ グ付き PDF 出力のためには、 PDF/A-1a を避けて、 も っ と新しい PDF/A-2a か PDF/

A-3a 規格のほ う で作業する こ と を推奨し ます。 なぜな ら、 PDF/UA-1 と PDF/A-1a の間

にはい く つか衝突があ るからです ：

1. www.w3.org/TR/WCAG20/ 参照

https://www.pdfa.org/pdfua-in-a-nutshell/
https://www.pdfa.org/resource/tagged-pdf-best-practice-guide-syntax/
http://www.w3.org/TR/WCAG20/
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> PDF/UA-1 は、 注釈が存在する場合には、 ページオプシ ョ ン taborder=structure を必須

と し ます。 しかし、 この taborder オプシ ョ ンは PDF 1.5 が必須で、 PDF/A-1a では使

用でき ません。結果と し て、注釈は PDF/A-1a・PDF/UA-1 両立文書内では使えません。

> PDF/UA-1ではTH要素に対し てscopeオプシ ョ ンが推奨されていますが、PDF 1.5でのみ

利用可能であ り 、 PDF/A-1a の場合には使用でき ません。

> THead・TFoot 要素には PDF 1.5 が必要なので、PDF/A-1a の場合にはそれを使用し て表

内のヘッ ダー表行かフ ッ ター表行をグループ化する こ と はでき ません。

ク ッ クブ ッ ク PDFlib ク ッ ク ブ ッ ク内の invoice_pdfua1 サンプルが、PDF/UA-1・PDF/A-2a 両立文書を作成

する方法を演示し ています。

PDFlib は、 技術的な PDF/UA の要件への違反を検出し た場合には、 例外を発生させます。

こ の場合には PDF 出力は何も作成されません。 表 11.9 に、 PDF/UA 準拠出力を作成する

ための一般的要件を挙げます。

表 11.9 PDF/UA 準拠のための一般的要件

項目 PDF/UA-1 準拠のための PDFlib の要件

一般的文書要件 PDF_begin/end_document( ) ： pdfua オプシ ョ ンを PDF/UA-1 に設定する必要があ り ます。 こ

れはタグ付き PDF を必須と し ます （tagged オプシ ョ ンは自動的に設定されます）。

PDF 1.7ext3 以上を要する操作 （リ ッ チ メ デ ィ ア注釈 ・ ポー ト フ ォ リ オなど） を避ける必要

があ り ます。 lang オプシ ョ ンが必須です。

オプシ ョ ン viewerpreferences ： サブオプシ ョ ン displaydoctitle に対し て true のみが許

容されます。

オプシ ョ ン permissions ： キーワー ド noaccessible が許容されません。

タグ付け すべてのタグ付け規則 （303 ページ 「11.1.3 PDF 1.7 の構造要素ネステ ィ ング規則」 参照）

に従う必要があ り ます。 checktags 文書オプシ ョ ンを none に設定し てはいけません。

フ ォ ン ト フ ォ ン ト オプシ ョ ン embedding を true にする必要があ り ます。 オプシ ョ ン

unicodemap=false が許容されません。 埋め込みは標準 Type 1 フ ォ ン ト についても必須で

す。

テキス ト 出力とPUA 
Unicodeキャ ラ ク

ター

PUA Unicode キャ ラ ク ター （ロゴや記号など） が、 適切な置換テキス ト を持つ必要があ り

ます。 それを囲う内容アイテムに対する PDF_begin_item( ) の ActualText オプシ ョ ンで指定

するか、 その対応する出力メ ソ ッ ドの同等の tag オプシ ョ ンで指定し ます （353 ページ

「PUA キャ ラ ク ター」 参照）。

不可視テキス ト 埋め込み必須は、 不可視テキス ト （主と し て OCR の生成結果のために有用） に対し てのみ

用いられている フ ォ ン ト についてだけはあてはま り ません。 不可視とは textrendering=3
です。 これは、 optimizeinvisible オプシ ョ ンを用いて制御する こ と もできます。

不可視テキス ト は、 レンダ リ ングされる等価物を一切持たない場合には、 Artifact と し て

マークする必要があ り ます。

レ イヤー レ イヤーを使えますが、 ただ し PDF_define_layer( ) のい く つかのオプシ ョ ンを避ける必要が

あ り ます （PDFlib API リ フ ァ レンス参照）。

外部内容 PDF_begin_template_ext( ) ・ PDF_load_graphics( ) ・ PDF_open_pdi_page( ) ： reference オプシ ョ

ンを避ける必要があ り ます。

PDF取り込み PDF_open_pdi_document( ) ： 取り込まれる文書が PDF/UA に準拠し ている必要があ り ます。

340 ページ 「11.4.4 PDF/UA 文書のページを PDI で取り込む」 を参照し て く だ さい。

メ タデータ PDF_set_info( ) で key=Title を、 または PDF_begin/end_document( ) で metadata に与える

XMP 内で dc:title を、 空でない値と と もに与える必要があ り ます。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfua/invoice_pdfua1
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11.4.2 タ グ付けの要件

PDF/UA は、 タ グ付き PDF に基づいていますので、 293 ページ 「11.1 タ グ付き PDF の基

礎」 で説明し た タ グ付き PDF の要件に従 う 必要があ り ます。 ただし、 PDF/UA-1 はこれ

に加えて、 タ グ付けの要件を多数課する こ と によ って、 ア ク セシビ リ テ ィ ーの向上を図っ

ています。

意味付けの要件 ユーザーは、文書 ヒ エラルキーを作成し、以下に挙げる意味付け規則に

従 う 必要があ り ます。 適切な構造要素を選ぶこ と は、 PDF/UA 規格準拠の決定的な構成要

素です。これらの側面に責任を負 う のはアプ リ ケーシ ョ ン側であ る こ と を理解する こ と が

重要です。 なぜな ら PDFlib はこれら をチェ ッ ク でき ないからです ：

> タ グ付けは、 その文書構造に対し て適切な構造要素を用いる必要があ り ます ： それが

見出しであ る な ら、 それを見出し と し て タ グ付けする必要があ り ます。 それが表であ

るな ら、 それを表と し てタ グ付けする必要があ り ます。

> その文書に と って意味をな さ ない内容を、 その文書 ヒ エラルキー内に含めてはいけま

せん。 それは Artifact と し て タ グ付けする必要があ り ます。

> 構造要素群を、 論理読み取 り 順序に配列する必要があ り ます。 これは、 そのタ グ群を

読み順に作成する こ と によ って も容易に達成でき ます。 ただし、 複雑なレ イ ア ウ ト

に対し ては、 PDF_activate_item( ) を用いて これを達成する こ と もでき ます （327 ペー

ジ 「11.2.5 内容を順序に と らわれず作成」 参照）。

> 内容の色や形式やレ イ ア ウ ト のせいで、 意図する情報がそのま まではア ク セシブルで

ない内容に、 適切にタ グ付けする必要があ り ます。

> グ ラ フ ィ ッ ク内で表現されている テキ ス ト は、 も し それがテキ ス ト を自然言語で含ま

ない場合には （フ ォ ン ト サンプルやス ク リ プ ト サンプルなど）、 説明を持った Alt オプ

シ ョ ンを必須と し ます。

> 画像のキ ャプシ ョ ンを Caption タ グでマークする必要があ り ます。

> 内容が リ ス ト と し て読まれる こ と を意図し ている場合には、 リ ス ト 要素 （L） を作成す

る必要があ り ます。

> ヘッ ダーと フ ッ ターをArtifact と し て、artifacttype=Pagination と artifactsubtype=Header
か Footer と と もにタ グ付けする必要があ り ます。

> 論理的に一体であ る グ ラ フ ィ カル要素群のグループに対し ては、ただ 1 つの Figure を作

成する必要があ り ます。

> 脚注・後注・注ラベル と、 その文書内の場所への参照に、適切に Note か Reference と し

て タ グ付けする必要があ り ます。

注 PDF 協会が発行し た文書 「Tagged PDF Best Practice Guide: Syntax」 は、 PDF/UA-1 のための

タグ付き PDF 構造要素の正しい使い方に関するガイダンスを提供し ています。

タ グご との要件 表 11.10 に、 PDF/UA-1 準拠を達成する ための、 タ グご と に対する要件

を挙げます。 こ こ に挙げた標準種別へマ ッ プされたカ ス タ ム構造種別について も、 これら

の規則に従 う 必要があ り ます。た と えば、rolemap オプシ ョ ン内でカス タ ム タ グ Illustration
が Figure へマ ッ プされている な らば、 それも Figure に対する条件下に置かれます。

表 11.10 PDF/UA-1 準拠のためのタグご との要件

構造種別 PDF/UA-1 準拠のための PDFlib の要件

標準構造種別 PDF_begin_document( ) ： rolemap オプシ ョ ンが標準構造種別をマ ッ プ し てはいけません。

Figure オプシ ョ ン Alt か ActualText のう ちの 1 つを与える必要があ り ます。
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見出し すべての見出しに対し て、 適切な見出し タ グを用いる必要があ り ます。 PDF 文

書内における見出しの階層ネス ト については 2 通 り のアプローチがあ り ます ：

> 強 く 構造化された文書 ： グループ化要素群が、 必要なだけ深 く ネス ト する こ と によ っ

て、 アーテ ィ クル ・ セ ク シ ョ ン ・ 下位セ ク シ ョ ンなど を持った内容の組織を反映し ま

す。 各レベルにおいて、 そのグループ化要素の子群は、 1 個の見出し H と、 そのレベ

ルの内容のための 1 個ないし複数の段落 P と、 ネス ト された下位セ ク シ ョ ン群のため

のさ ら なる グループ化要素群から成るべきです。 強い構造は通常、 XML 文書において

用いられます。

> 弱 く 構造化された文書 ： その文書の構造 ヒ エラルキーが比較的フ ラ ッ ト であ り 、 ほん

の 1 ～ 2 個のレベルのグループ化要素群を持ち、 すべての見出し ・ 段落やその他 BLSE

群をそれらの直接の子 と し ます。 その内容の組織が、 その論理構造と し て反映されず、

特定の見出し レベル H1 ・ H2 ・ H3 などによ って表現でき ます。 見出し タ グは子孫を一

切持てません。 弱い文書構造は通常、 HTML 内において用いられます。

PDF/UA-1 モード においては、 この区別を明示するために、 structuretype 文書オプシ ョ ン

を用いる必要があ り ます。 PDFlib は、 文書構造の種別に応じ て、 見出し要素の使用に関す

る以下の規則を強制し ます。

> すべての文書 ：

> すべての見出し タ グ内で Title オプシ ョ ンを用いる こ と によ って、 文書のセ ク シ ョ ン

を表示する必要があ り ます （例 ： 「第 1 章」）。

> 見出し要素 H ・ H1 ・ H2 などは子孫を一切持ってはいけません。

> 弱 く 構造化された文書、 すなわち structuretype=weak （デフ ォル ト ） ：

> 見出しの連鎖は、 H1 から始ま り 、 数値レベルを一切スキ ッ プし てはいけません。 た

と えば、 H1 H3 と い う 連鎖は許容されません。

> 6 個を超え る見出し レベルが必要な場合には、 追加の見出し レベル H7 ・ H8 など を使

う こ と も でき ます。 これらは標準構造種別ではあ り ませんので、rolemap オプシ ョ ン

内にエン ト リ ーが必要です。 推奨されるマ ッ ピングは P です。

> 番号な しの見出し要素 H を使ってはいけません。

> 強 く 構造化された文書、 すなわち structuretype=strong （非推奨） ：

Formula オプシ ョ ン Alt を与える必要があ り ます。

Table 表要素は、 論理的な表に対し ては作成する必要があ り ますが、 レ イアウ ト 目的のために作

成される表に対し ては作成し てはいけません。 PDFlib によ って組版される表は自動的にタ

グ付けできます。 317 ページ 「11.2.1 自動表タグ付け」 を参照し て く だ さい。

TH 表はヘ ッ ダーを含むべきです。 TH 要素に対し てはオプシ ョ ン Scope が推奨されます （これ

は、 PDF_fit_table( ) の header オプシ ョ ンが用いられている場合には、 自動表タグ付けに

よ って常に生成されます）。

L 構造種別 L （リ ス ト ） は ListNumbering オプシ ョ ンを必須と し ます。 その子 LI （リ ス ト 項

目） 群がいずれも Lbl （ラベル） 要素を含まない場合には、 ListNumbering を None にする

必要があ り ます。 一方、 も し も ListNumbering=None であ り ながら、 可視な リ ス ト ラベルが

ある場合には、 それら をページ装飾と し てマークする必要があ り ます。

Note Note と し て タグ付けされる脚注と後注に対し ては id オプシ ョ ンが必須です （id はど こ で

も参照されていませんので、 これは何の得も も もたら し ませんが）。

表 11.10 PDF/UA-1 準拠のためのタグご との要件

構造種別 PDF/UA-1 準拠のための PDFlib の要件
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> 見出しのためにH を用いる必要があ り ますが、ただしその構造 ヒ エラルキーの各 ノー

ド内に複数の H タ グがあってはいけません。

> 番号付きの見出し要素 H1 ・ H2 などを使ってはいけません。

11.4.3 内容種別ご との追加の要件

表 11.11 に、さ まざまな内容種別 と イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素に関連し た PDF/UA-1 の要件 と

推奨事項を挙げます。

表 11.11 内容種別と イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素ご とに対する PDF/UA-1 の要件と推奨事項

内容種別 PDF/UA-1 準拠のための PDFlib の要件

テキス ト ページ上のすべてのテキス ト の自然言語を宣言する必要があ り ます。 テキス ト 列内の自然

言語の変化も宣言する必要があ り ます。 この自然元と を宣言するには、 PDF_begin_

document( ) の lang オプシ ョ ンやその他の手段を用います。 詳し く は 311 ページ 「言語指

定」 を参照し て く だ さい。 要素の言語属性はそのすべての子孫へ継承されます。

ベク ト ルグラ

フ ィ ッ ク と ラス

ター画像

ラス ター画像とベク ト ルグラ フ ィ ッ クに、 Artifact か Figure か Formula と し て タグ付け

する必要があ り ます。 これは、 PDF_rect( ) などのよ う な低レベルパス構築関数と、 PDF_

draw_path( ) を用いたパスオブジ ェ ク ト と、 PDF_fit_image( ) や同様の関数にあてはま り ます。

ベク ト ルグラ フ ィ ッ クかラス ター画像を内容と し て持つ SVG グラ フ ィ ッ ク も、 この要件の

対象と な り ます。

取り込まれた

PDFページ

PDF_fit_pdi_page( ) を用いて配置された、 グラ フ ィ ッ ク を含んだ PDF ページに、 Artifact か

Figure と し て タグ付けする必要があ り ます。

注釈 PDF_begin/end_page_ext( ) ： オプシ ョ ン taborder に対し て値 structure のみが許容されま

す。

PDF_create_annotation( ) で type=Link とする場合 ： その注釈は Link 構造要素内に含まれて

いる必要があ り ます。

> PDF_create_action( ) の ismap オプシ ョ ンが、 リ ン ク注釈内のアクシ ョ ンに対し ては許容さ

れません。

PDF_create_annotation( ) で種別を Link ・ Popup 以外とする場合 ：

> その注釈は Annot 構造要素内に含まれている必要があ り ます。

> 可視注釈1のためには、サブオプシ ョ ン ActualText を持った contents オプシ ョ ンか tag オ

プシ ョ ンが必須です。

PDF_fit_pdi_page( ) ： ページが usetags=false を用いて開かれている場合には、 useannots ・

usefields オプシ ョ ンで none 以外の値は許されません。

1. 注釈が可視 と 見な さ れるのは、 その長方形の少な く と も 一部分がそのページの CropBox 内にあ り、 かつ PDF_create_
annotation( ) の display オプシ ョ ンが hidden ・ noview 以外の場合です。

フ ォーム

フ ィ ールド

ページ上にフ ォームフ ィ ールドが存在する場合 ： PDF_begin/end_page_ext( ) ： オプシ ョ ン

taborder に対し て値 structure のみが許容されます。

PDF_create_field( ) と、 PDF_add_table_cell( ) のオプシ ョ ン fieldname ・ fieldtype ： PDF_

create_field( ) か tag オプシ ョ ンを用いて Form タグを作成する必要があ り ます。 PDF_create_

field( ) と PDF_create_fieldgroup( ) のオプシ ョ ンが必須です。

ページラベル PDF_begin/end_document( ) で labels オプシ ョ ンを用いて、 および PDF_begin/end_page_ext( )

で label オプシ ョ ンを用いて作成されるページ ラベルは、 意味付け的に適切であるべきで

す。

しお り PDF_create_bookmark( ) を用いて しおり を生成する こ とが推奨されます。 このしお り群は、

正しい読み取り順序と、 その内容のネス ト を反映するべきです。

添付 PDF_load_asset( ) ： オプシ ョ ン description が推奨されます。 添付はそれ自体でア クセシブ

ルであるべきです。
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11.4.4 PDF/UA 文書のページを PDI で取り込む

既存の PDF 文書からのページを PDF/UA 準拠出力文書へ取 り 込も う とする際には、 追加

の諸規則が適用されます （PDF 取 り 込みについて詳し く は 211 ページ 「8.3 PDF ページを

PDI で取 り 込む」 を参照し て く ださい）。 既存の PDF 文書から タ グ付きページを取 り 込む

ためには、 その取 り 込まれる文書とページが、 以下の ク ラ イ テ リ アに従ってカレ ン ト 文書

に互換であ る必要があ り ます ：

> PDF_open_pdi_document( ) ： PDF/UA-1 文書を取 り 込むこ と ができ、 かつ usetags オプ

シ ョ ンを true にする必要があ り ます。 タ グな し文書、非 PDF/UA 文書、PDF_open_pdi_
document( ) で usetags=false を用いて読み込まれた タ グ付き文書も配置でき ます。ただ

し、 そのよ う なページは自動的にページ装飾 と し て標識されます。

> PDF_open_pdi_page( )：取 り 込まれる文書のロールマ ッ プが、PDF_begin_document( ) の

rolemap オプシ ョ ンによ って与え られたマ ッ ピ ング と 互換であ る必要があ り ます。 こ

れはすなわち、 カ ス タ ム構造種別が、 rolemap オプシ ョ ン と、 取 り 込まれる文書のロー

ルマ ッ プ （またはそれ以前に取 り 込まれた文書のロールマ ッ プ） と で、 別々の標準種

別へマ ッ プ されていてはいけない と い う こ と です。

> PDF_open_pdi_page( ) ： 取 り 込まれるページの見出し構造が、 生成される文書の構造種

別 と互換であ る必要があ り ます。 すなわち、 structuretype=weak の場合には H1 ・ H2 な

どのみ（Hは不可）がそのページ上で使われている必要があ り ます：structuretype=strong
の場合には H のみ （H1 ・ H2 は不可） が、 その取 り 込まれるページ上で使われている必

要があ り ます ： 番号付き と番号な しの見出し を両方持ったページは拒絶されます。

PDFlib 内で PDF/UA-1 準拠が構成されてお り 、 かつ取 り 込まれた文書が上記の要件を遵

守し ている な らば、 生成される文書も PDF/UA-1 に準拠し ている こ と が保証されます。

注 PDFlib は、 PDF 入力文書の PDF/UA 準拠に関する検証は行わず、 任意の入力 PDF 文書を

PDF/UA へ変換する こ と もできません。
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12 PDF のバージ ョ ン と規格

注 PDF/UA 規格については 335 ページ「11.4 PDF/UA によるユニバーサルアクセシビ リ テ ィ ー」

で扱っています。

12.1 PDF のバージ ョ ン

12.1.1 PDF のバージ ョ ンの概観

PDFlib は以下の PDF バージ ョ ンの う ちいずれか 1 つに従った出力を生成し ます ：

> PDF 1.4 （Acrobat 5、 2001 年 リ リ ース）。 主に PDF/A-1 を生成する ために有用

> PDF 1.5 （Acrobat 6、 2003 年 リ リ ース）

> PDF 1.6 （Acrobat 7、 2005 年 リ リ ース）

> PDF 1.7 （Acrobat 8、 2006 年 リ リ ース）。 技術的には ISO 32 000-1:2008 と同等

> PDF 1.7 Adobe 拡張レベル 3 （Acrobat 9、 2008 年 リ リ ース）

> PDF 1.7 Adobe 拡張レベル 8 （Acrobat X/XI/DC、 2010/2012/2015 ～ 2021 年 リ リ ース）

> ISO 32000-2 に従った PDF 2.0:2017。 年月入 り 改訂版 ISO 32000-2:2020 を含みます

PDF 出力のバージ ョ ンは、 PDF_begin_document( ) の compatibility オプシ ョ ンで制御する

こ と ができ ます。 どの PDF 互換モード でも、 それよ り も高いレベルのための PDFlib 機能

を利用する こ と はでき ません （表 12.1 参照）。 そのよ う な機能を利用し よ う とする と例外

が発生し ます。

PDI で取り込む文書の PDF バージ ョ ン どの互換モード において も、PDI で取 り 込めるの

はそれ以下の PDF バージ ョ ンの PDF 文書だけです。 それよ り 新しい PDF バージ ョ ンの

PDF を取 り 込む必要があ る場合は、 それに合った compatibility オプシ ョ ンを設定する必

要があ り ます （213 ページ 「8.3.3 文書 ・ ページ関連のチェ ッ ク」 参照）。 ただし この上位

PDF バージ ョ ン取 り 込み不可ルールの例外と し て、 PDF 1.7 拡張レベル 3 （Acrobat 9） ・

PDF 1.7 拡張レベル 8 （Acrobat X/XI/DC） に従った文書は PDF 1.7 ・ PDF 2.0 文書へも取

り 込むこ と が可能です。
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12.1.2 PDF 1.x の機能

表 12.1 特定の PDF 互換モー ド を要する PDFlib 機能

機能 PDFlib API メ ソ ッ ド ・ オプシ ョ ン

PDF 1.7 拡張レベル 8 （Acrobat X/XI/DC） 以上を要する機能

AES-256 を用いて PDF を暗号化 PDF_begin_document( ) ： masterpassword か userpassword オプシ ョ ンを与え

た場合には、 256 ビ ッ ト を用いた AES 暗号化と、 これよ り前の PDF バー

ジ ョ ンよ り も強力な暗号化アルゴ リズムが使用されます。

PDF 1.7 拡張レベル 3 （Acrobat 9） 以上を要する機能

マルチ メ デ ィ ア PDF_load_asset( ) で type=3D/Sound/Video を用いる

PDF_create_annotation( ) ： オプシ ョ ン type=RichMedia

PDF_create_action( ) ： オプシ ョ ン type=RichMediaExecute

地理空間 PDF PDF_begin_document( ) ： オプシ ョ ン viewports

PDF_load_image( ) ： オプシ ョ ン georeference

フ ォルダーのある

PDF ポー ト フ ォ リ オ

PDF_add_portfolio_folder( )

PRC 形式の 3D モデルの埋め込み PDF_load_3ddata( ) ： オプシ ョ ン type=PRC

PDF 1.7 ＝ ISO 32000-1 （Acrobat 8） 以上を要する機能

PDF ポー ト フ ォ リ オ PDF_begin_document( ) ： オプシ ョ ン portfolio

PDF_add_portfolio_file( )

添付に Unicode フ ァ イル名 PDF_begin/end_document( ) ： オプシ ョ ン attachments、 サブオプシ ョ ン

filename

PDF 1.6 （Acrobat 7） 以上を要する機能

AES-128 を用いて PDF を暗号化 PDF_begin_document( ) ： masterpassword か userpassword オプシ ョ ン

NChannel カ ラー PDF_create_devicen( ) ： オプシ ョ ン subtype=nchannel

ユーザー単位 PDF_begin/end_document( ) ： オプシ ョ ン userunit

印刷の拡縮 PDF_begin/end_document( ) ： viewerpreferences オプシ ョ ンに対するサブオ

プシ ョ ン printscaling

文書を開 く モー ド PDF_begin/end_document( ) ： オプシ ョ ン openmode=attachments

フ ァ イル添付のみを暗号化 PDF_begin/end_document( ) ： オプシ ョ ン attachmentpassword

添付の説明 PDF_begin/end_document( ) ： オプシ ョ ン attachments に対するサブオプシ ョ

ン description

U3D 形式の 3D モデルの埋め込み PDF_load_3ddata( ) ・ PDF_create_3dview( )

PDF_create_annotation( ) ： オプシ ョ ン type=3D

PDF_create_action( ) ： オプシ ョ ン type=GoTo3DView

PDF 1.5 （Acrobat 6） 以上を要する機能

マルチ メ デ ィ ア PDF_load_asset( ) で type=Rendition を用いる

PDF_create_annotation( ) ： オプシ ョ ン type=Screen

PDF_create_action( ) ： オプシ ョ ン type=Rendition
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12.1.3 PDF 2.0 の機能

PDF 2.0 は ISO 32000-2:2017 で仕様定義されてお り 、年月入 り 改訂版 ISO 32000-2:2020 で

改定されています。 PDF 2.0 は以下のグループの機能を導入し ています ：

> Acrobat 9の諸機能。PDFlibでは compatibility=pdf1.7ext3文書オプシ ョ ンで対応し ていま

す。 た と えば地理参照付き PDF ・ ヒ エラルキー型ポー ト フ ォ リ オ ・ AES-256 暗号化な

ど。 詳しい一覧については表 12.1 を参照し て く ださい。

> Acrobat Xの諸機能。PDFlibではcompatibility=pdf1.7ext8文書オプシ ョ ンで対応し ていま

す。 と り わけ、 よ り 強力な暗号化アルゴ リ ズムを用いた AES-256 暗号化。

> PDF/X・PDF/A-3・PDF/VT 規格のいずれかで導入された諸機能、すなわち出力イ ンテ

ン ト ・ 連携フ ァ イル ・ 文書部分 ヒ エラルキーなど。

> 表 12.2 に挙げる追加機能。

PDF 2.0 について さ らに詳しい説明が PDFlib のウ ェブサイ ト にあ り ます。

12.1.4 PDF の廃止済の機能

PDF 2.0 で廃止済の機能 PDF 2.0 では、 表 12.3 に挙げる、 それよ り 前のバージ ョ ン群に

おいて利用可能であった機能のい く つかが廃止になっています。これらの機能が使われて

いる場合には、 PDFlib は PDF 1.x モード では警告を、 PDF 2.0 モード ではエラーを発し ま

す。 PDF 1.x モード でも これらの機能を避け る こ と を推奨し ます。

ISO 32000 外の機能 表 12.4 に挙げる機能は、ISO 32000-1 の一部であった こ と はあ り ま

せん。 これらは Acrobat でのみ動作し、 サード パーテ ィ ーのビ ューアー群では動作し ませ

ん。 これらの機能のいずれかが使用されている場合には、 PDFlib は PDF 1.x モード では警

告を、 PDF 2.0 モード ではエラーを発し ます。 これらの機能は標準の PDF の一部ではない

ので、 PDF 1.x モード でも避け る こ と を推奨し ます。

イ ンキ 8 色を超える

DeviceN 色空間

PDF_create_devicen( ) ： オプシ ョ ン names

さ まざまなフ ィ ールド オプシ ョ ン PDF_create_field( ) ・ PDF_create_fieldgroup( )

ページレ イアウ ト PDF_begin/end_document( ) ： オプシ ョ ン pagelayout=twopageleft/right

さ まざまな注釈オプシ ョ ン PDF_create_annotation( )

拡張権限設定 PDF_begin_document( ) で permissions=plainmetadata、 表 3.3 参照

タグ付き PDF PDF_begin_item( ) に対する さ まざまなオプシ ョ ン。

PDF_begin/end_page_ext( ) ： オプシ ョ ン taborder

レ イヤー PDF_define_layer( ) ・ PDF_begin_layer( ) ・ PDF_end_layer( ) ・ PDF_layer_

dependency( )

JPEG 2000 画像 PDF_load_image( ) で imagetype=jpeg2000

圧縮オブジ ェ ク ト ス ト リーム compatibility=1.5 以上の場合には、 自動的に圧縮オブジ ェ ク ト ス ト リーム

が生成されます。 ただ し、 PDF_begin_document( ) で objectstreams=none と

設定されている場合を除きます。

表 12.1 特定の PDF 互換モー ド を要する PDFlib 機能

機能 PDFlib API メ ソ ッ ド ・ オプシ ョ ン
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表 12.2 PDF.2.0 （ISO 32000-2） か特定の PDF/A ・ PDF/VT ・ PDF/X いずれかの規格を要する機能

機能 PDFlib API メ ソ ッ ド ・ オプシ ョ ン

タグ付き PDF 以下の構造要素を、 PDF_begin_item( ) と、 さ まざまな メ ソ ッ ドの tag オプ

シ ョ ンに与えるには、 PDF 2.0 を要し ます ： DocumentFragment ・ Aside ・ H7 な

ど ・ Title ・ FENote ・ Sub ・ Em ・ Strong ・ Artifact （構造ヒ エラルキーの要素

と し て）

構造移動先 ： PDF_add_nameddest( ) に対する移動先オプシ ョ ン群と、 PDF_

create_action( ) ・ PDF_create_annotation( ) ・ PDF_create_bookmark( ) ・ PDF_

begin/end_document( ) で structdest オプシ ョ ンを用いた場合の移動先オプ

シ ョ ン

PDF_create_action( ) で remotestructdest オプシ ョ ンを用いた場合

PDF 2.0 で構造要素に対する新たなネステ ィ ング規則が導入されています。

PDF 2.0 でオプシ ョ ンが追加されている構造エレ メ ン ト 属性があ り ます。 例 ：

artifacttype ・ artifactsubtype ・ ListNumbering

構造要素群のための名前空間 ： PDF_end_document( ) の pdftagset ・ tagset オ

プシ ョ ン と、 PDF_begin_item( ) の namespace オプシ ョ ン

出力イ ンテン ト 文書レベル出力イ ンテン ト ICC プロ フ ァ イルが PDF 2.0 ・ PDF/A ・ PDF/X の

いずれかを要する ： PDF_load_iccprofile( ) で usage=outputintent を用いた場

合

ページレベル出力イ ンテン ト ICC プロ フ ァ イルが PDF 2.0 を要する ： PDF_

begin_page_ext( ) で outputintents オプシ ョ ンを用いた場合

グラ フ ィ ッ クステー ト PDF_create_gstate( ) と、 さ まざまな メ ソ ッ ドの gstate オプシ ョ ン ：

useblackptcomp ・ halftoneorigin オプシ ョ ン

タ ブ順序 PDF_begin/end_page_ext( ) ： taborder オプシ ョ ンに対する annotations ・

widgets キーワー ド

文書部分ヒ エラルキー PDF_begin/end_dpart( ) ： 文書部分ヒ エラルキーは PDF 2.0 か PDF/VT を要し

ます。

フ ァ イル添付の関係 PDF_load_asset( ) で type=Attachment を用いた場合と PDF_add_portfolio_file( )

に対する relationship オプシ ョ ン、 および PDF_begin/end_document( ) の

attachments オプシ ョ ン と PDF_create_annotation( ) の attachment オプシ ョ ン

に対する relationship サブオプシ ョ ン ： 関係指定は PDF 2.0 か PDF/A-3 を

要し ます。

連携フ ァ イル PDF_end_document( ) ・ PDF_begin/end_page_ext( ) ・ PDF_begin/end_dpart( ) ・

PDF_begin_template_ext( ) ・ PDF_load_image( ) ・ PDF_open_pdi_page( ) ・ PDF_load_

graphics( ) に対する associatedfiles オプシ ョ ン ： PDF 2.0 か PDF/A-3 を要

し ます。

PDF_create_annotation( ) ・ PDF_begin_item( ) に対する associatedfiles オプ

シ ョ ン と、 さ まざまな メ ソ ッ ドの tag オプシ ョ ンは、 PDF 2.0 を要し ます

PDF_end_document( ) に対する structureassociatedfiles オプシ ョ ンは PDF 

2.0 を要し ます。

注釈 PDF_create_annotation( ) ： blendmode ・ lang ・ opacityfill オプシ ョ ン
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表 12.3 PDF 2.0 では廃止済だが PDF 1.x モー ド では今も利用可能な PDF 機能

PDF 2.0 で廃止済の PDFlib の機能 注

PDF_begin_document( ) ：

permissions で noaccessible

キーワー ド

文書のア クセシビ リ テ ィ を制限する こ とは PDF 2.0 では廃止済。

PDF_begin/end_document( ) ：

viewerpreferences、 printarea ・

printclip ・ viewarea ・ viewclip

サブオプシ ョ ン

プ リ プレスのビ ューア環境設定は PDF 2.0 では廃止済。

PDF_begin_page_ext( ) ・ PDF_end_

page_ext( ) ： separationinfo
分版辞書は PDF 2.0 では廃止済。

PDF_create_annotation( ) ：
type=Movie

type=RichMedia を使用。

PDF_create_action( ) ： type=Movie type=RichMediaExecute を使用。

PDF_create_gstate( ) ： blendmode
はただ 1 つのキーワー ドのみを受

け付け、 複数の値のリ ス ト を受け

付けません

ブレン ド モー ド配列は PDF 2.0 では廃止済。

表 12.4 ISO 32000 外だが PDF 1.x モー ド では今も利用可能な PDF 機能

ISO 32000 外の機能 PDFlib API メ ソ ッ ド ・ オプシ ョ ン

バーコー ド フ ィ ールド PDF_create_field( ) ・ PDF_create_fieldgroup( ) ： barcode

検索イ ンデ ッ クス PDF_begin/end_document( ) ： search

編集可能な透かし PDF_begin_template_ext( ) ： watermark
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12.2 PDF/A によ るアーカ イ ビ ング

12.2.1 各種の PDF/A 規格

注 PDF/A 規格に関する一般情報が PDF ウ ェ ブサイ ト にあ り ます。

ISO 19005 規格シ リ ーズで定められた各種の PDF/A 形式は、長期間にわたって安全にアー

カ イブでき る、あ るいは企業や政府の環境において信頼性を持ったデータ交換に利用でき

る、 首尾一貫、 かつ堅牢な PDF の部分集合を提供し ます。

PDF 協会における PDF/A PDFlib GmbH は PDF 協会 （the

PDF Association） の創立 メ ンバーです。 PDF 協会は、 その

さ まざまな活動の 1 つと し て、 PDF/A 技術ワーキンググ

ループ （TWG） をホ ス ト し ています。 こ の業界組織の目

的は 「オープン標準ベースの PDF 技術を利用し た電子文

書実装を、 教育 ・ 専門技術 ・ 経験共有を通じ て、 全世界の

ステーク ホルダーのために促進する」 です。詳し く は PDF

協会のウ ェブサイ ト www.pdfa.org を訪れて く ださい。

ISO 19005-1 に従っ た PDF/A-1a:2005 ・ PDF/A-1b:2005 PDF/A-1 は PDF 1.4 をベースに、

色 ・ フ ォ ン ト ・ 注釈などの要素の使用にさ まざまな制約を課し ています。 PDF/A-1 には 2

つの種類があ り ます ：

> ISO 19005-1 レベル B 準拠 （PDF/A-1b） は、文書の体裁が長期にわたって保持される こ

と を保証し ます。 簡単にいえば PDF/A-1b は、 文書を将来いつの日か処理する と きに

それが今 と同じに見え る こ と を保証する ものです。

> ISO 19005-1 レベル A 準拠（PDF/A-1a） は、レベル B をベースに、タ グ付き PDF から知

られた諸特性を追加し ます ： これは、 文書の論理構造 と 自然な読み上げ順序を保持す

る ために、 構造情報 と、 信頼のおけ る テキ ス ト 意味付けを必須 と し ます。 PDF/A-1a

は、 その文書が将来において処理される際にそれが同じに見え る こ と を保証するのみ

な らず、 そのコ ンテンツ を信頼性を持って解釈でき、 身体障碍を持つユーザーに対し

て も ア ク セシブルであ る こ と を保証する ものです。 

PDFlib 内の PDF/A-1 対応は以下の文書に基づいています ：

> PDF/A-1 規格 （ISO 19005-1:2005）

> 技術正誤表 1 （ISO 19005-1:2005/Cor 1:2007）。

> 技術正誤表 2 （ISO 19005-1:2005/Cor.2:2011）。

> PDF 協会が発行し た TechNote 0010 「Clarifications of ISO 19005」。

PDF/A-1 と （準拠レベルを添えずに） 言 う と きは、 PDF/A-1a と PDF/A-1b の両方の準拠

レベルを意味し ます。

ISO 19005-2 に従っ た PDF/A-2a ・ PDF/A-2b ・ PDF/A-2u 各種の PDF/A-2 規格は、

ISO 32000-1 （すなわち PDF 1.7） に基づいています。 こ のこ と は、 これらが PDF/A-1 よ

り も多 く の機能をサポー ト し ている こ と を意味し ます。 PDF/A-1 と 異な り 、 よ り 新しい

PDF/A-2 規格は、 透過 ・ レ イヤー ・ JPEG 2000 圧縮 ・ PDF/A フ ァ イル添付 ・ PDF パッ ケー

ジやその他の PDF 諸機能を許し ています。 PDF/A-2 は以下の種類を定義し ています ：

> ISO 19005-2 レベル B 準拠 （PDF/A-2b）。 文書の視覚的体裁を確保し ます。

https://www.pdfa.org
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> ISO 19005-2 レベル A 準拠（PDF/A-2a）。信頼のおけ る Unicode テキス ト 意味付け と、構

造情報を持つタ グ付き PDF を追加し ています。 タ グは、 PDF/A-2a 文書が完全にア ク

セシブルであ る こ と を確実にし ます。

> ISO 19005-2 レベル U 準拠（PDF/A-2u）。PDF/A-2a と PDF/A-2b の中間に位置付け られ

ます。 なぜな ら これは、 信頼のおける Unicode テキス ト 意味付けについては必須 と し

ますが、 構造情報については必須と し ないからです。 PDF/A-2u は、 そのページ群が忠

実に再現でき る こ と を、 また、 そのテキス ト が抽出 ・ 検索でき る こ と を保証し ます。

PDFlib 内の PDF/A-2 対応は以下の文書に基づいています ：

> PDF/A-2 規格 （ISO 19005-2:2011）

> PDF 協会が発行し た TechNote 0010 「Clarifications of ISO 19005」。

PDF/A-2 と （準拠レベルを添えずに） 言った と きは、 PDF/A-2a ・ PDF/A-2b ・ PDF/A-2u

の 3 種類すべての準拠レベルを意味し ます。

ISO 19005-3 で定義された PDF/A-3a ・ PDF/A-3b ・ PDF/A-3u PDF/A-3 は、 以下の違いを

除いて PDF/A-2 と同様です ：

> PDF/A-2 では、 PDF/A-1 か PDF/A-2 に準拠し たフ ァ イル添付しか許容し ませんが、

PDF/A-3 では任意のフ ァ イル種別を添付 と し て許容し ます。

> 添付されたフ ァ イルは、 文書全体か、 ページか、 あ るいはその文書のその他の要素 と

関連付け されます。 フ ァ イル添付と、文書のそれに対応する部分と の間の関係が、 ソー

ス ・ 代替 ・ 補足データ など、 明示的に指定される必要があ り ます。

PDFlib 内の PDF/A-3 対応は以下の文書に基づいています ：

> PDF/A-3 規格 （ISO 19005-3:2012）

> PDF 協会が発行し た TechNote 0010 「Clarifications of ISO 19005」。

PDF/A-3 と （準拠レベルを添えずに） 言った と きは、 PDF/A-3a ・ PDF/A-3b ・ PDF/A-3u

の 3 種類すべての準拠レベルを意味し ます。

電子イ ンボイ スのための ZUGFeRD 標準は、 PDF/A-3 に基づいた重要な応用です。 こ

れは、 そのイ ンボイ スの、 機械が読める XML 版を、 PDF/A-3 に準拠し た、 人が読める文

書の中へ埋め込みます。ZUGFeRD に関する さ らに詳しい情報が PDFlib ウ ェブサイ ト にあ

り ます。

12.2.2 一般的要件

ク ッ クブ ッ ク PDF/A を生成するためのコー ドサンプルが PDFlib ク ッ ク ブ ッ クの pdfa カテゴ リーにあ り

ます。

PDFlib ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムが、 この節で記す規則に従 う な ら、 有効な PDF/A 出力が

保証されます。 PDFlib は、 PDF/A 規則への違反を検出し た と きには例外を発生させます

ので、 アプ リ ケーシ ョ ン側でそれを処理する必要があ り ます。 この場合には PDF 出力は

作成されません。 表 12.5 に、 PDF/A 準拠出力を作成するための一般的要件を挙げます。

PDF/A ・ PDF/UA-1 両立文書を作成 PDF/A 文書が同時に PDF/UA-1 に準拠する こ と も可

能です。 実際、 PDF/A-1a/2a/3a を作成し たい場合には、 生成文書のア ク セシビ リ テ ィ ー

を向上させる ために、 PDF/UA の要件に従 う こ と を推奨し ます。 詳細 と制約については、

335 ページ 「PDF/UA-1 ・ PDF/A 両立文書を作成」 を参照し て く ださい。

PDF/A ・ PDF/X 両立文書を作成 PDF/A 文書が同時に PDF/X-3 か PDF/X-4 に準拠する

こ と も可能です。 しかし PDF/X-4p か PDF/X-5n と は無理です。 このよ う な両立フ ァ イル

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfa/
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を作成するには、 PDF_begin_document( ) の pdfa ・ pdfx オプシ ョ ンに対し て適切な値を与

えます。 例 ：

ret = p.begin_document("combo.pdf", "pdfa=PDF/A-2b pdfx=PDF/X-4");

12.2.3 色と画像の要件

PDF/A は、 忠実な色再現を保証するために、 デバイ ス独立な色指定を必須と し ています。

色空間は以下のソースから来る可能性があ り ます ：

> PDF_load_image( ) と PDF_fill_imageblock ( ) を用いて直接的に、 および PDF_load_
graphics( ) を通じ て間接的に読み込まれた画像

> PDF_set_graphics_option( ) か PDF_setcolor( ) を用いた明示的な色指定

> オプシ ョ ン リ ス ト を通じ た色指定。 た と えばテキス ト フ ロー内などにおいて。

> 透過グループのためにブレ ン ド する色空間 ： PDF_begin/end_page_ext( ) ・ PDF_begin_
template_ext( ) ・ PDF_load_graphics( ) ： オプシ ョ ン transparencygroup でサブオプシ ョ

ン colorspace

表 12.5 PDF/A 準拠レベル A ・ B ・ U のための一般的要件

項目 PDF/A 準拠 （すべての準拠レベル） のための PDFlib の要件

PDF/A準拠レベルと

PDF互換性

PDF_begin_document( ) ： pdfa オプシ ョ ンを、 必要な PDF/A 準拠レベルに設定する必要があ

り ます。 例 ： pdfa=PDF/A-2b

PDF/A-1 ： PDF 1.5 以上を要する操作 （レ イヤーなど） を避ける必要があ り ます。

PDF/A-2/3 ： PDF 1.7ext3 以上を要する操作 （PDF ポー ト フ ォ リ オなど） を避ける必要があ

り ます。

フ ォ ン ト フ ォ ン ト オプシ ョ ン embedding を true にする必要があ り ます。 オプシ ョ ン

unicodemap=false は許容されません。

標準 Type 1 フ ォ ン ト についても埋め込みが必須です。 この埋め込み必須は、 不可視テキス

ト （主と し て OCR の生成結果のために有用） に対し てのみ用いられている フ ォ ン ト につい

てだけはあてはま り ません。 これは、 optimizeinvisible オプシ ョ ンを用いて制御する こ

と もできます。

ページ寸法 （PDF/A-2/3） PDF_begin/end_page_ext( ) ： PDF/A には、 厳密なページ寸法制限はあ り ませ

ん。 しかし、 ページ寸法 （幅と高さ、 およびすべての枠エン ト リー） を、 PDF/A-1 では範

囲 3 ～ 14400 ポイ ン ト （508 cm）、 PDF/A-2/3 では範囲 3 ～ 14400 ユーザー単位に収める

こ とが推奨されます。

レ イヤー PDF/A-1 ： PDF_define_layer( ) と PDF_set_layer_dependency( ) を避ける必要があ り ます。

PDF/A-2/3 ： レ イヤーを使う こ とはできますが、 PDF_define_layer( ) のい く つかのオプシ ョ

ンを避ける必要があ り ます。

セキュ リ テ ィ ー PDF_begin_document( ) ： userpassword ・ masterpassword ・ attachmentpassword ・

permissions オプシ ョ ンを避ける必要があ り ます。

外部コ ンテンツ PDF_begin_template_ext( ) ・ PDF_load_graphics( ) ・ PDF_open_pdi_page( ) ： reference オプシ ョ

ンを避ける必要があ り ます。

PDF_load_asset( ) ： external オプシ ョ ンを避ける必要があ り ます。

フ ァ イルサイズ 生成される PDF 文書のフ ァ イルサイズが 2 GB を超えてはならず、 かつ、 PDF オブジ ェ ク

ト の数が 8.388.607 未満でなければな り ません。 これらの制約について詳し く は 65 ページ

「3.1.6 PDF 文書の 大サイズと その他の制限」 を参照し て く だ さい。

PDF取り込み PDF_open_pdi_document( ) が制約されます。 ただ し infomode=true の場合を除きます。 354

ページ 「12.2.7 PDF/A 文書を PDI で取り込み」 を参照し て く だ さい。
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> スポ ッ ト カ ラーか DeviceN カ ラーの代替色空間

> 注釈 ・ フ ォームフ ィ ール ド は枠 ・ 背景 ・ 内容に色を指定する こ と ができ ます

表 12.6 に、 上に挙げた操作すべてにおいて従 う 必要があ る、 色処理のための PDF/A 要件

を挙げます。

表 12.6 PDF/A 準拠レベル A ・ B ・ U のための色と画像の要件

項目 PDF/A （すべての準拠レベル） のための PDFlib の要件

出力条件

（出力イ ンテン ト ）

も し もデバイス依存色空間 Gray ・ RGB ・ CMYK のう ちのいずれかがその文書内で用いられ

ており、 かつ然るべきデフ ォル ト 色空間がそのページに対し て存在し ていないならば、

PDF_begin_document( ) の直後に、 PDF_load_iccprofile( ) で usage=outputintent と し て呼び出

すか、 PDF_process_pdi( ) で action=copyoutputintent と し て呼び出す必要があ り ます。

グレースケール

カ ラー

グレースケールカ ラーを使えるのは、 グレースケールか RGB か CMYK の出力イ ンテン ト が

存在する場合か、 defaultgray オプシ ョ ンが設定されている場合だけです。

RGBカ ラー ページ内容に RGB カ ラーを使えるのは、 RGB 出力イ ンテン ト が存在する場合か、

defaultrgb オプシ ョ ンが設定されている場合だけです。 フ ォームフ ィ ールド と注釈では

RGB カ ラーはつねに使用できます。

CMYKカ ラー CMYK カ ラーを使えるのは、 CMYK 出力イ ンテン ト が存在する場合か、 defaultcmyk オプ

シ ョ ンが設定されている場合だけです。

Separation
（スポ ッ ト ） ・

DeviceNカ ラー

> その代替色は上述の諸規則に従う必要があ り ます。

> PDF/A-2/3 ： PDF_create_devicen( ) の前に、 その DeviceN 色空間内のすべてのカス タムス

ポ ッ ト カ ラーについて PDF_makespotcolor( ) を呼び出す必要があ り ます。

透過と

オーバープ リ ン ト

PDF/A-1 ： 透過を避ける必要があ り ます。 このこ とは以下の API 機能に影響を与えます ：

> PDF_load_image( ) ： masked オプシ ョ ンを避ける必要があ り ます。 ただ し、 そのマスクが 1

ビ ッ ト 画像を指し示し ている場合を除きます。

> PDF_load_image( ) ： 内在透過 （アルフ ァ チャ ンネル） を持つ画像が許容されません。 これ

を読み込むには ignoremask オプシ ョ ンを用いる必要があ り ます。

> PDF_load_graphics( ) ： 透過要素を含んだ SVG グラ フ ィ ッ ク を避ける必要があ り ます。

> PDF_create_gstate( ) ： opacityfill ・ opacity オプシ ョ ンを避ける必要があ り ます。 ただ

し、 それが値 1 を持つ場合を除きます。 blendmode を用いる場合には、 それが Normal で

ある必要があ り ます。 softmask を用いる場合には、 それが none である必要があ り ます。

> PDF_create_annotation( ) ： opacity オプシ ョ ンを避ける必要があ り ます。

PDF/A-2/3 ： 透過は許容されますが、 PDF_create_gstate( ) では以下の規則に従う必要があ

り ます ： も し も カ レン ト 色空間が ICC ベース CMYK カ ラーであ り、 かつ overprintfill か

overprintstroke が true の場合には、 overprintmode=1 は許容されません。

透過グループ PDF_begin/end_page_ext( ) ・ PDF_begin_template_ext( ) ・ PDF_open_pdi_page( ) ・ PDF_load_

graphics( ) ： オプシ ョ ン transparencygroup が以下のとお り制限されます ：

PDF/A-1 ： オプシ ョ ン transparencygroup は許容されません。

PDF/A-2/3 ： transparencygroup オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン colorspace が、 上でグレー

スケール ・ RGB ・ CMYK カ ラーについて述べた要件を満たす必要があ り ます。 PDF_open_

pdi_page( ) と PDF_load_graphics( ) に対し ては transparencygroup=auto が強制されます。

PDF/A-2/3 ： transparencygroup オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン colorspace が、 上でグレー

スケール ・ RGB ・ CMYK カ ラーについて述べた要件を満たす必要があ り ます。 PDF_begin/

end_page_ext( ) に対し てオプシ ョ ン transparencygroup=none とサブオプシ ョ ン

colorspace=none は許容されません。
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出力イ ンテン ト 出力条件は、 意図する出力先デバイ ス を定義し ます。 これは、 一貫性の

あ る色表現のために重要です。 PDF/X では常に出力イ ンテン ト が必須ですが、 PDF/A で

はこれ と異な り 、出力イ ンテン ト ICC プロ フ ァ イルの使用はオプシ ョ ナルです。出力イ ン

テン ト は、 RGB などデバイ ス依存カ ラーがその文書内で使われている場合にのみ必須で

す。ICC ベース カ ラーなどデバイ ス独立カ ラーのみがその文書内で使われている場合には

出力イ ンテン ト は必要あ り ません。 PDF/X は出力イ ンテン ト と し てプ リ ン ター ICC プロ

フ ァ イルにのみ対応し ていますが、PDF/A ではモニタープロ フ ァ イルも許容されます。 こ

れによ り 、 広 く 使われている sRGB プロ フ ァ イルを出力イ ンテン ト と し て使 う こ と もでき

る よ う になっています。出力イ ンテン ト を指定するには、以下のよ う に ICC プロ フ ァ イル

を用います ：

icc = p.load_iccprofile("sRGB", "usage=outputintent");

ICC プロ フ ァ イルを読み込むのではな く 、 出力イ ンテン ト を、 取 り 込んだ PDF/A 文書か

ら コ ピーする こ と もでき ます （355 ページ 「取 り 込んだ文書から PDF/A 出力イ ンテン ト

を コ ピー」 参照）。 生成される出力文書の出力イ ンテン ト を設定するのはち ょ う ど 1 回だ

けにする必要があ り ます。 これを設定するのは PDF_begin_document( ) の直後にするべき

です。

PDF/A を作成するためのカ ラー戦略 表 12.7 に挙げる カ ラー戦略の概略が、 さ まざまな

PDF/A アプ リ ケーシ ョ ンを計画する う えで役立つか も しれません。 多 く の状況で う ま く

い く も簡単な手は、 sRGB 出力イ ンテン ト ICC プロ フ ァ イルを使 う こ と です。 なぜな ら

これはグレース ケール と RGB カ ラーに対応し ているからです。 さ らに、sRGB は PDFlib に

内部的に知られていますので、 外部プロ フ ァ イルデータや構成を要し ません。

黒いテ キ ス ト を、 出力 イ ン テ ン ト プ ロ フ ァ イ ルを必要 と せず作成 し たい場合には、

CIELab 色空間を使えます。 その Lab カ ラー値 (0, 0, 0) は、純粋な黒をデバイ ス独立な形で

指定し てお り 、 かつ出力イ ンテン ト プロ フ ァ イルな しで PDF/A に準拠し ています （これ

と異な り DeviceGray では出力イ ンテン ト プロ フ ァ イルが必須）。PDFlib は各ページの先頭

でカレ ン ト カ ラーを黒に初期化し ます。ICC 出力イ ンテン ト が指定されているかど う かに

応じ て、 PDFlib は DeviceGray 色空間か Lab 色空間のいずれかを黒に対し て用います。 以

下の呼び出し を用いれば Lab 黒色を手動で設定でき ます ：

p.set_graphics_option("fillcolor={lab 0 0 0}");

画像と

テンプレー ト

PDF_load_image( ) ： interpolate=true オプシ ョ ンを避ける必要があ り ます。

PDF/A-2/3 ： JPEG 2000 画像は特定の条件を満たす必要があ り ますので、 詳し く は 189

ページ 「JPEG 2000 画像」 を参照し て く だ さい。

表 12.7 準拠レベル A ・ B ・ U のための PDF/A のカ ラー戦略

出力イ ンテン ト

その文書内で使える色空間

CIELab ICC ベース Separation ・

DeviceN

グレー

スケール1
RGB1, 2 CMYK1

な し ◯ ◯ ◯ － － －

グレースケールICC
プロ フ ァ イル

◯ ◯ ◯ ◯ － －

表 12.6 PDF/A 準拠レベル A ・ B ・ U のための色と画像の要件

項目 PDF/A （すべての準拠レベル） のための PDFlib の要件



12.2  PDF/A によるアーカ イ ビング 351

表 12.7 に挙げた色空間のみな らず、 カ ス タ ム スポ ッ ト カ ラーを、 その対応する代替色空

間に従って使 う こ と もでき ます。 PDFlib は CIELab を、 内蔵の HKS ・ PANTONE スポ ッ ト

カ ラーに対する代替色空間と し て用いていますので、 これらは常に PDF/A 規格 と と もに

使えます。 カス タ ム スポ ッ ト カ ラーに対し ては、 その代替色空間を、 それが出力イ ンテン

ト と互換になる よ う に選び取る必要があ り ます。 DeviceN 色空間内で使用されるすべての

カス タ ム スポ ッ ト カ ラーについて PDF_makespotcolor( ) を呼び出す必要があ り ます。

12.2.4 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ機能に対する要件

表 12.8 に、 PDF/A 準拠出力を生成する際に制約されるすべての操作を示し ます。 禁じ ら

れたいずれかの関数を PDF/A モード内で呼び出す と例外が発生し ます。

RGB ICCプロ フ ァ イ

ル

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ －

CMYK ICCプロ フ ァ

イル

◯ ◯ ◯ ◯ － ◯

1. ICC プロ フ ァ イルを持たないデバイス色空間か、 ページ ・ パターン ・ テンプレー ト のためのデフ ォル ト 色空間
2. RGB カ ラーはフ ォームフ ィ ールド と注釈に対し てはつねに許されます。

表 12.8 すべての PDF/A 準拠レベルのためのイ ン タ ラ ク テ ィ ブ機能に対する要件

項目 PDF/A （すべての準拠レベル） のための PDFlib の要件

注釈 PDF/A-1 ： PDF_create_annotation( ) に以下の制約が課されます ：

> PDF_create_annotation( ) ： type=FileAttachment ・ Highlight は許されません。 以下の種別

は、 RGB 出力イ ンテン ト を指定し ている場合のみ許されます ： Freetext ・ Text ・ Stamp ・

Underline ・ Squiggly ・ Strikeout ・ Polygon ・ Polyline ・ Line ・ Square ・ Circle ・ Ink。

> テキス ト 注釈に対し ては zoom ・ rotate オプシ ョ ンを true に設定する必要があ り ます。

> richtext オプションは許されません。

> annotcolor ・ fillcolor ・ interiorcolor オプシ ョ ン ： グレースケールカ ラーは、 出力イ

ンテン ト 付き （種類は何でも よい） でのみ許されます。

> opacity オプシ ョ ンを用いてはいけません。

PDF/A-2/3 ： PDF_create_annotation( ) に以下の制約が課されます ：

> PDF_create_annotation( ) ： type=3D ・ Screen を用いる こ とは許されません。

> annotcolor ・ fillcolor ・ interiorcolor オプシ ョ ン ： グレースケールカ ラーは、 出力イ

ンテン ト 付き （種類は何でも よい） でのみ許され、 CMYK カ ラーは、 CMYK 出力イ ンテン

ト 付きでのみ許されます

> テキス ト 注釈の場合には zoom ・ rotate オプシ ョ ンを true に設定し てはいけません。

> richtext オプシ ョ ンは許されません。

表 12.7 準拠レベル A ・ B ・ U のための PDF/A のカ ラー戦略

出力イ ンテン ト

その文書内で使える色空間

CIELab ICC ベース Separation ・

DeviceN

グレー

スケール1
RGB1, 2 CMYK1
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12.2.5 レベル U 準拠のための追加の PDF/A の要件

PDF/A-2u と PDF/A-3u のための、 規格の要件の多 く は、 PDFlib によ って自動的に満た さ

れます。 レベル U 準拠の文書を生成する際には、 表 12.9 に挙げる操作のみが制限されま

す。 言い換えれば、 アプ リ ケーシ ョ ンがすでに PDF/A-2b か PDF/A-3b を作成し てお り 、

かつ表 12.9 の制約に従っていれば、 生成された文書はそれぞれ、 PDF/A-2u か PDF/A-3u

と し て も宣言でき ます。

12.2.6 レベル A 準拠のための追加の PDF/A の要件

PDF/A-1a ・ PDF/A-2a ・ PDF/A-3a を作成する際には、 293 ページ 「11.1 タ グ付き PDF の

基礎」 に従ったすべてのタ グ付き PDF の要件を満たす必要があ り ます。 表 12.10 に、 レベ

添付 PDF/A-1 ： PDF_begin/end_document( ) ： attachments オプシ ョ ンを避ける必要があ り ます。

PDF/A-2 ： PDF_begin/end_document( ) ： attachments オプシ ョ ンの参照先が PDF/A-1 文書

か PDF/A-2 文書である必要があ り ます。

PDF/A-3 ： associatedfiles オプシ ョ ンを用いて任意のフ ァ イル種別を添付できますが、

attachments オプシ ョ ンを避ける必要があ り ます。 以下の条件に従う必要があ り ます ：

> 添付は、 その文書のさ まざまな部分と関連付ける こ とができます。 そのためには、 PDF_

end_document( ) ・ PDF_begin/end_page_ext( ) ・ PDF_begin/end_dpart( ) ・ PDF_begin_template_

ext( ) ・ PDF_create_annotation( ) ・ PDF_load_image( ) ・ PDF_open_pdi_page( ) ・ PDF_load_

graphics( ) の associatedfiles オプシ ョ ンを用います。 それぞれの添付を、 その文書の

ち ょ う ど 1 つの部分に関連付ける必要があ り ます。 すなわち、 PDF_load_asset( ) を用いて

作成されたそれぞれのアセ ッ ト ハン ドルを、 ち ょ う ど 1 つの associatedfiles オプシ ョ

ンに与える必要があ り ます。

> mimetype ・ relationship サブオプシ ョ ンが必須です。

> description サブオプシ ョ ンが推奨されます。

> external=true サブオプシ ョ ンを避ける必要があ り ます。

アクシ ョ ン と
JavaScript

PDF_create_action( ) ： type=Hide ・ Launch ・ Movie ・ ResetForm ・ ImportData ・ JavaScript を

持つアクシ ョ ンを避ける必要があ り ます。 type=name に対し ては、 NextPage ・ PrevPage ・

FirstPage ・ LastPage のみが許容されます。

PDF_begin/end_document( ) ： オプシ ョ ン action は、 ト リ ガーイベン ト open と と もにのみ使

用できます。

PDF_begin/end_document( ) ・ PDF_begin/end_page_ext( ) ： オプシ ョ ン action を避ける必要が

あ り ます。

フ ォーム

フ ィ ールド

PDF_create_field/fieldgroup( ) は以下の制約に縛られます ：

> 使用されているすべてのフ ォ ン ト が埋め込まれている必要があ り ます。

> オプシ ョ ン backgroundcolor ・ bordercolor ・ fillcolor ・ strokecolor ： RGB カ ラーはつ

ねに許され、 グレースケールカ ラーは出力イ ンテン ト （どの種別でも） 付きの場合にの

み許され、 CMYK カ ラーは CMYK 出力イ ンテン ト 付きの場合にのみ許されます （表 12.6

も参照）。

> action オプシ ョ ンは許されません。

表 12.9 PDF/A 準拠レベル U のための追加の制約

項目 PDF/A-2u/3u 準拠のための PDFlib メ ソ ッ ド ・ オプシ ョ ンの要件

フ ォ ン ト フ ォ ン ト オプシ ョ ン unicodemap=false を避ける必要があ り ます。

表 12.8 すべての PDF/A 準拠レベルのためのイ ン タ ラ ク テ ィ ブ機能に対する要件

項目 PDF/A （すべての準拠レベル） のための PDFlib の要件
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ル A に従った出力を生成するための必須操作 と推奨操作を挙げます。 一般的な タ グ付き

PDF の諸規則のほかにも、 PDF/UA の要件にも従 う こ と によ って、生成文書のア ク セシビ

リ テ ィ ーを向上させる こ と を強 く 推奨し ます。詳し く は 335 ページ 「11.4 PDF/UA によ る

ユニバーサルア ク セシビ リ テ ィ ー」 を参照し て く ださい。

正しい構造情報を作成する こ と はユーザー側の役割です。 文書のテキス ト 全体を 1 個

の構造エレ メ ン ト に入れた ら、 技術的には正しい PDF/A ですが、 忠実な意味付け再生 と

い う ゴールに違反し ています。

PUA キャ ラ ク タ ー PDF/A-2a と PDF/A-3a は、 私用領域、 略し て PUA、 すなわち主 と し

て範囲 U+E000 ～ U+F8FF （詳し く は 109 ページ 「BMP と PUA」 を参照） の中にあ る

Unicode 値を持ったキ ャ ラ ク ターに対し て、 追加の要件を含んでいます。 PUA キ ャ ラ ク

ターは通常、 装飾的 ・ 記号グ リ フ、 または企業ロ ゴなどカス タ ムグ リ フです。 PDF/A-2a/

3a は、 PUA キ ャ ラ ク ターが、 そのキ ャ ラ ク ターのテキス ト 表現を内容とする ActualText
属性を伴 う こ と を必須と し ます。 この ActualText は、 個別の PUA キ ャ ラ ク ターに対し て

割 り 当てる こ と もでき ますし、 あ る 1 個の PUA キ ャ ラ ク ターを包含する も っ と長いキ ャ

ラ ク ター列に対し て割 り 当てる こ と もでき ます。 この ActualText を、 Span イ ン ラ イ ンレ

ベルエレ メ ン ト と と もに与え る こ と を推奨し ます。

PDF_info_font( )を使って、あ る特定のコード の、あ る指定し たフ ォ ン ト に対するUnicode

値をチェ ッ ク でき ます （152 ページ 「6.5.2 フ ォ ン ト 依存のエン コーデ ィ ング ・ Unicode ・

グ リ フ名ク エ リ ー」 参照） ：

uv = (int) p.info_font(font, "unicode", "code=" + c);

この生成される Unicode 値 uv が PUA に帰する場合には、 これは ActualText 属性を必要 と

し ます。 以下のコード断片は、 PDFlib 企業ロ ゴのグ ラ フ ィ カル表現を包含し た PDFlibLogo
と い う フ ォ ン ト を想定 し てい ます。 こ の ロ ゴ をページ上に配置す る 際には、 テ キ ス ト

「PDFlib Logo」 を内容とする然るべき ActualText サブオプシ ョ ンを持った Span エレ メ ン ト

が tag オプシ ョ ンで与え られます ：

p.fit_textline(text, 50, 700,
"fontname=PDFlibLogo fontsize=24 " +
"tag={tagname=Span ActualText={PDFlib Logo}}");

表 12.10 PDF/A 準拠レベル A のための追加の要件

項目 PDF/A-1a/2a/3a 準拠のための PDFlib の要件

フ ォ ン ト フ ォ ン ト オプシ ョ ン unicodemap=false を避ける必要があ り ます。

タグ付きPDF タグ付き PDF のためのすべての要件を満たす必要があ り ます （293 ページ 「11.1 タグ付き

PDF の基礎」 参照）。 文書の構造ヒ エラルキーは、 その文書の論理構造を、 できるだけ正確

に反映するべきです。

単語境界 単語間を空白キャ ラ ク ター （U+0020） で区切る必要があ り ます。 autospace オプシ ョ ンを

用いる と この作業を単純化できます。

テキス ト 出力とPUA 
Unicodeキャ ラ ク

ター

PDF/A-2a/3a ： PUA Unicode キャ ラ ク ター （ロゴや記号など） が、 適切な置換テキス ト を持

つ必要があ り ます。 それを囲う コ ンテンツアイ テムに対する PDF_begin_item( ) の

ActualText オプシ ョ ンで指定するか、 その対応する出力メ ソ ッ ドの同等の tag オプシ ョ ン

で指定し ます （詳し く は後述）。

注釈 PDF_create_annotation( ) ： テキス ト を全 く 表示し ない注釈に対し ては contents オプシ ョ ン

が推奨されます。
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そのグ リ フに関し て何ら情報を持たない場合、ゆえに然るべき ActualText がたやす く は得

られない場合には、 そのフ ォ ン ト 内におけ る そのグ リ フの名前を使 う と い う 手も あ り ま

す。 これを知るには以下のよ う にし ます ：

gn_idx = (int) p.info_font(font, "glyphname", "code=" + c);
glyphname = p.get_option(gn_idx, "");

こ のグ リ フ名を ActualText で使 う 際、 定常的な句と組み合わせるのも手でし ょ う 。 た と え

ば Wingdings フ ォ ン ト 内のコード 0x1A は、 コ ンピ ューターキーボード の絵を内容と し、

グ リ フ名 keyboard を持ちます。 こ のグ リ フは U+F037 へマ ッ プし ます。 すなわち PUA 値

です。 実テキス ト と し て 「keyboard の記号」 を用いれば、 この記号に対し て意味を成すで

し ょ う 。 ただし、 プロ グ ラ ム的に構築される ActualText は、 当座しのぎの解決策と考え る

べきです。 人の選ぶテキス ト は常に、 機械生成の ActualText よ り も望ま しいものです。

12.2.7 PDF/A 文書を PDI で取り込み

PDF/A 準拠の出力文書に既存の PDF 文書を取 り 込も う とする と きは、 追加の規則が適用

されます （PDF 取 り 込みについて詳し く は 211 ページ 「8.3 PDF ページを PDI で取 り 込む」

を参照）。 あ らゆる取 り 込み文書は、 表 12.11 に従ったカレ ン ト の PDF/A モード と互換な

PDF/A 準拠レベルに準拠し ている必要があ り ます。

注 PDFlib は、入力 PDF 文書の PDF/A 準拠に関する検証は行わず、任意の入力 PDF 文書を PDF/
A へ変換する こ と もできません。

あ る特定の PDF/A 準拠レベルが PDFlib で構成されていて、 かつ、 取 り 込んだ文書がそれ

と互換なレベルを厳守し ている な らば、 生成される出力は、 選ばれた PDF/A 準拠レベル

に従っている こ と が保証されます。カレ ン ト の PDF/A レベル と非互換の文書は PDF_open_
pdi_document( ) で拒絶されます。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの pdfa/clone_pdfa ト ピ ッ クにあり ます。

1 個ないし複数の PDF/A 文書を取 り 込むと きは、そのすべてが表 12.12 に従った互換な出

力条件で作成されている必要があ り ます。すべての取 り 込み文書の出力イ ンテン ト は同一

か互換であ る必要があ り 、 こ の条件を満たすよ う 手配するのはユーザー側の役割です。

PDFlib は、 い く つか特定の項目を修正する こ と はでき ますが、 PDF/A の検証に利用され

る よ う にも、 また、 取 り 込んだ文書に PDF/A 準拠を強制する よ う にも作られていません。

た と えば取 り 込んだ PDF のページに足 り ないフ ォ ン ト があって も、 PDFlib はそれの埋め

込みはし ません。

表 12.11 さ まざまな PDF/A 出力レベルに対する互換 PDF/A 入力レベル

取り込まれる文書の PDF/A レベル

PDF/A 出力レベル PDF/A-1a:2005 PDF/A-1b:2005

PDF/A-2a ・

PDF/A-3a

PDF/A-2b ・

PDF/A-3b

PDF/A-2u ・

PDF/A-3u

PDF/A-1a:2005 許容 － － － －

PDF/A-1b:2005 許容 許容 － － －

PDF/A-2a ・ PDF/A-3a 許容 － 許容 － －

PDF/A-2b ・ PDF/A-3b 許容 許容 許容 許容 許容

PDF/A-2u ・ PDF/A-3u 許容 － 許容 － 許容

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfa/clone_pdfa/
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取 り 込んだページを連結する際に、 でき あがる PDF 出力文書が入力文書 （群） と同じ

PDF/A 準拠レベル ・出力条件に準拠する よ う にし たければ、取 り 込んだ PDF の PDF/A 状

況を以下のよ う に ク エ リ ーする こ と ができ ます ：

pdfalevel = p.pcos_get_string(doc, "pdfa");

このステー ト メ ン ト は、取 り 込んだ文書が PDF/A レベルに準拠し ていればその PDF/A 準

拠レベルを示す文字列を取得し、 そ う でなければ none を返し ます。 この返された文字列

を使えば、 PDF_begin_document( ) で pdfa オプシ ョ ンを使って、 出力文書の PDF/A 準拠

レベルを適切に設定する こ と ができ ます。

取り込んだ文書から PDF/A 出力イ ンテン ト を コ ピー PDF/A準拠レベルを ク エ リ ーする

以外の方法 と し て、 PDF/A 出力イ ンテン ト は、 取 り 込んだ文書か ら コ ピーする こ と も で

き ます。 PDF/A 文書には必ずし も出力イ ンテン ト があ る と はかぎ ら ないので、 それを コ

ピーし よ う とする前に、まずpCOS を使って、出力イ ンテン ト が存在するかど う かをチェ ッ

クする必要があ り ます。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの pdfa/clone_pdfa ト ピ ッ クにあ り ます。

これは、 PDF_load_iccprofile( ) を使って出力イ ンテン ト を設定する方法のかわ り に使 う こ

と ができ、 取 り 込んだ文書の出力イ ンテン ト を、 生成する出力文書へコ ピーし ます。 出力

イ ンテン ト のコ ピーは、 取 り 込んだ PDF/A と PDF/X の文書で動作し ます。

12.2.8 PDF/A のための XMP 文書 メ タ デー タ

PDF/A は、 PDF 文書に メ タデータ を埋め込むために、 XMP 形式に強 く 依存し ています。

PDF/A では、 2 つの種類の XMP 文書レベル メ タデータに対応し ています ： 1 つは、 定義

済みスキーマ と い う よ く 知られた メ タデータ ス キーマの集合です。 これは、 XMP 仕様の

基礎をなすバージ ョ ンか ら採られた も のです。 も う 1 つはカ ス タ ム拡張ス キーマです。

PDFlib は、 XMP の中の必須の PDF/A 準拠エン ト リ ー群を自動的に作成するほか、 い く つ

かのよ く 使われるエン ト リ ー （CreationDate など） も自動的に作成し ます。

文書レベル XMP XMP文書 メ タデータは、PDF_begin_document( )かPDF_end_document( )
または両方の metadata オプシ ョ ンで与え る こ と ができ ます。 PDF/A モード では、 PDFlib

は、ユーザーが与えた XMP 文書 メ タデータが PDF/A の要請に準拠し ているかど う かを検

証し ます。取 り 込み PDF 文書の中の XMP メ タデータは、pCOS パス /Root/Metadata を用

いて入力 PDF から抽出する こ と ができ ます。

表 12.12 PDF/A 文書 （すべての準拠レベル） を取り込む際の出力イ ンテン ト の互換性

取り込む文書の出力イ ンテン ト

生成する文書の出力イ ンテン ト な し グレース

ケール

RGB CMYK

な し 有 － － －

グレースケールの ICC プロ フ ァ イル 有 有1 － －

RGB の ICC プロ フ ァ イル 有 － 有 1 －

CMYK の ICC プロ フ ァ イル 有 － － 有 1

1. 取り込む文書の出力イ ンテン ト と、 生成する文書の出力イ ンテン ト が、 同一である必要があ り ます。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfa/clone_pdfa/
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ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クのinterchange/import_xmp_from_pdf ト ピ ッ クにあ り

ます。

コ ンポーネン ト レベル XMP 文書全体に対し てだけではな く 、 XMP メ タデータは、 PDF

文書内のそれ以外のページや画像と いった構成要素に対し て も与える こ と ができ ます。コ

ンポーネン ト レベルの メ タデータに対し ては、 PDF/A-1 の要請はあ り ませんが、 PDF/A-

2 と PDF/A-3 では、 コ ンポーネン ト レベル XMP 内のカス タ ムプロパテ ィ 群を も文書レベ

ル XMP と同様の拡張スキーマ記述によ って記述する こ と を義務付けています。

コ ンポーネン ト レベル XMP メ タデータは、 PDF_begin/end_page_ext( ) や PDF_load_
image( ) などの関数の metadata オプシ ョ ンで与え る こ と ができ ます。

定義済み XMP スキーマ PDF/A 内の文書 メ タデータに対する XMP の使用は、 以下の仕

様に基づいています ：

> PDF/A-1 ： XMP 2004 仕様

> PDF/A-2 ・ PDF/A-3 ： XMP 2005

それぞれの XMP 仕様に記述されたスキーマを定義済みスキーマ と いい、 それらの名前空

間 URI と その望ま しい名前空間接頭辞と と もに表 12.13 に挙げています。定義済みスキー

マのプロパテ ィ のみを PDF/A では使えます。 ただし、 拡張スキーマ記述が存在する場合

は例外です （後述）。 PDF/A-1 のための定義済み XMP 2004 スキーマ群内のプロパテ ィ の

完全な一覧が、PDF 連合の PDF/A 技術セン ターからの TechNote 0008 内にあ り ます。PDF/

A-2/3 は、 XMP 2005 からの定義済みスキーマ群を追加し ていますが、 この追加スキーマ

は画像と動的 メ デ ィ アに関連し た ものですので、文書 メ タデータのために有用と はな り に

く いでし ょ う 。

表 12.13 PDF/A-1 のための定義済み XMP スキーマ （詳し く は XMP 2004 と XMP 2005 を参照）

スキーマの名称と説明 名前空間 URI

望ま しい

名前空間接頭辞

PDF/A-1 ・ PDF/A-2 ・ PDF/A-3 で使う ための XMP 2004 スキーマ群

Adobe PDF スキーマ http://ns.adobe.com/pdf/1.3/ pdf

Dublin Core スキーマ http://purl.org/dc/elements/1.1/ dc

EXIF 独自プロパテ ィ 群用 EXIF スキーマ http://ns.adobe.com/exif/1.0/ exif

TIFF プロパテ ィ 群用 EXIF スキーマ http://ns.adobe.com/tiff/1.0/ tiff

Photoshop スキーマ http://ns.adobe.com/photoshop/1.0/ photoshop

XMP 基本ジ ョ ブチケ ッ ト スキーマ http://ns.adobe.com/xap/1.0/bj xmpBJ

XMP 基本スキーマ http://ns.adobe.com/xap/1.0/ xmp

XMP メ デ ィ ア管理スキーマ http://ns.adobe.com/xap/1.0/mm/ xmpMM

XMP ページ ド テキス ト スキーマ http://ns.adobe.com/xap/1.0/t/pg/ xmpTPg

XMP 権利管理スキーマ http://ns.adobe.com/xap/1.0/rights/ xmpRights

PDF/A-2 ・ PDF/A-3 で使う ための追加 XMP 2005 スキーマ群

カ メ ラ Raw スキーマ http://ns.adobe.com/camera-rawsettings/1.0/ crs

追加 EXIF プロパテ ィ 群用 EXIF スキーマ http://ns.adobe.com/exif/1.0/aux/ aux

XMP 動的メ デ ィ アスキーマ http://ns.adobe.com/xmp/1.0/DynamicMedia/ xmpDM

http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/interchange/import_xmp_from_pdf/
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XMP 拡張スキーマ記述 自分が必要 と する メ タデータが、 定義済みス キーマに含まれて

いない と きは、 XMP 拡張スキーマを定義する こ と もでき ます。 PDF/A では、 カス タ ム ス

キーマを文書に埋め込む際に用いなければな ら ない拡張方式を記述し ています。 表 12.14

に、 1 個ないし複数の拡張スキーマ と そのプロパテ ィ 群を記述するために用いなければな

ら ないスキーマを ま と め、 あわせてその名前空間 URI と、必要な名前空間接頭辞を示し ま

す。 名前空間接頭辞の、 必要な、 と い う 点に注意し て く ださい （定義済みスキーマで示し

た名前空間接頭辞と は異な り 、 単にこ う つけるのが望ま しい と い う だけではな く 、 それぞ

れこの通 り につける必要があ り ます）。

コ ンポーネン ト レベル XMP （ページレベルなど） に対し てカス タ ム XMP プロパテ ィ

が用いられる場合には、それに対応する拡張スキーマ記述をそのカス タ ムXMPプロパテ ィ

群 と と もに同一 メ ソ ッ ド （PDF_begin_page_ext( ) など） 内で与え る こ と も でき ます。 あ る

いは、コ ンポーネン ト レベル XMP に対する拡張スキーマ記述を文書レベル XMP と と もに

PDF_begin_document( ) で与え る こ と も可能です。

XMP 拡張スキーマ記述の構築に関する さ ら なる詳細 と例が、PDF/A 技術セン ターから

の TechNote 009 にあ り ます。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルと XMP作成例がク ッ ク ブ ッ クのpdfa/xmp_extension_schema_pdfa2b・

pdfa/pdfa_extension_schema_with_type_pdfa2b ト ピ ッ クにあ り ます。

表 12.14 PDF/A 拡張スキーマコ ンテナスキーマ と補助スキーマ

スキーマの名称と説明 名前空間 URI1

1. 名前空間 URI は、 ISO 19005-1 では誤って列挙されてお り、 技術正誤表 1 で修正されま し た。

必要な

名前空間接頭辞

PDF/A 拡張スキーマコ ンテナスキーマ ：

あらゆる拡張スキーマ記述を埋め込むた

めのコ ンテナ

http://www.aiim.org/pdfa/ns/extension/ pdfaExtension

PDF/A スキーマ値種別 ： 1 個の拡張ス

キーマが任意個数のプロパテ ィ を持つの

を記述

http://www.aiim.org/pdfa/ns/schema# pdfaSchema

PDF/A プロパテ ィ 値種別 ： 1 個のプロパ

テ ィ を記述

http://www.aiim.org/pdfa/ns/property# pdfaProperty

PDF/A ValueType 値種別 ： 拡張スキーマ

プロパテ ィ で用いる カス タム値種別を記

述。 XMP 2004 の種別一覧にない種別を

使いたいと きにのみ必要と な り ます。

http://www.aiim.org/pdfa/ns/type# pdfaType

PDF/A フ ィ ールド種別スキーマ ： 種別が

構造化されている場合に、 その中の

フ ィ ールド を記述

http://www.aiim.org/pdfa/ns/field# pdfaField

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfa/xmp_extension_schema_pdfa2b/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfa/xmp_extension_schema_with_type_pdfa2b/ 
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12.3 PDF/X によ る印刷出力

12.3.1 PDF/X 規格フ ァ ミ リ ー

注 PDF/X に初めてふれる方には、 PDF 協会が発行し た文書 「PDF/X in a Nutshell」 を導入と し

て推奨し ます （www.pdfa.org/pdfx-in-a-nutshell/ 参照）。

PDF/X 形式群は、 ISO 15930 で記述され、 商業印刷に適し たデータの受け渡しに利用でき

る一貫し た堅牢な PDF の部分集合を定義し ています。 PDFlib は、 以下に説明する種類の

PDF/X に準拠し た出力を生成し入力を処理する こ と ができ ます。 表 12.15 に、 各種 PDF/

X の主な違いを挙げます。

ISO 15930-4 で定義された PDF/X-1a:2003 この規格は、PDF 1.4 に基づいてお り 、そのい

く つかの機能 （透過など） が禁止されています。 PDF/X-1a は、 CMYK ・ スポ ッ ト カ ラー

にのみ対応し てお り 、 RGB または ICC ベースの色には対応し ていません。 ですので PDF/

X-1a は廃止済です。

ISO 15930-6 で定義された PDF/X-3:2003 こ の規格は、 PDF 1.4 に基づいてお り 、 グレー

スケール ・ CMYK ・ スポ ッ ト カ ラーだけでな く デバイ ス独立色に基づ く ワーク フ ローに対

応し ています。 出力デバイ ス と し ては単色 ・ RGB ・ CMYK のいずれかを使 う こ と ができ ま

す。 い く つかの PDF 1.4 機能、 と り わけ透過が禁止されています。 PDF バージ ョ ンが古い

ので、 また、 透過が除外されているので、 PDF/X-3 は廃止済です。

ISO 15930-7 で定義された PDF/X-4 こ の規格は、 PDF 1.6 に基づいています。 PDF/X-4

では、 透過 と レ イヤーは許されますが、 それ以外のい く つかの PDF 1.6 の機能は依然禁止

されています。 その変種であ る PDF/X-4p では、 出力イ ンテン ト ICC プロ フ ァ イルを、 容

量を抑え る ために PDF 文書の外に置 く こ と が許されます。 PDFlib は 15930-7:2010 を実装

し ています。

ISO 15930-8 で定義された PDF/X-5 こ の規格は 「部分的交換」 のための も のです。 部分

的交換を行 う には、 フ ァ イルの作 り 手 と 受け手の間で事前の協議が必要です。 PDF/X-5n

は、 PDF 1.6 に基づいてお り 、 n 色の印刷特性に対する外部出力イ ンテン ト ICC プロ フ ァ

イルに対応し ています。 こ のプロ フ ァ イルは xCLR プロ フ ァ イル と も呼ばれます。

PDFlib は、 ISO 15930-8:2010 を、 正誤表 1 も含めて実装し ています。

表 12.15 各種 PDF/X の比較

PDF/X-3 PDF/X-4 PDF/X-4p PDF/X-5n

PDF バージ ョ ン PDF 1.4 PDF 1.6 PDF 1.6 PDF 1.6

CMYK ・ スポ ッ ト カ ラー 可 可 可 可

デバイス独立カ ラー （ICCBased ・

Lab）

可 可 可 可

透過 ・ レ イヤー ― 可 可 可

外部参照出力イ ンテン ト ICC プロ

フ ァ イル

― ― 可 可

n 色出力イ ンテン ト ICC ロ フ ァ イル ― ― ― 可
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12.3.2 一般的要件

ク ッ クブ ッ ク PDF/X を生成するためのコー ドサンプルが PDFlib ク ッ ク ブ ッ クの pdfx カテゴ リーにあ り

ます。

PDFlib ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムが、 こ の項に記す諸規則に従えば、 有効な PDF/X 出力が

保証されます。 PDFlib は、 PDF/X 規則への違反を検出する と例外を発生させ、 PDF 出力

は何も生成されません。 表 12.16 に、PDF/X 準拠出力を生成するための一般的要件を挙げ

ます。

表 12.16 PDF/X 準拠のための一般的要件

項目 PDF/X 互換のための PDFlib の要件

PDF/X準拠レベルと

PDF互換性

PDF_begin_document( ) ： pdfx オプシ ョ ンを、 必要な PDF/X 準拠レベルに設定する必要があ

り ます。 例 ： pdfx=PDF/X-4。

PDF/X-3 ： PDF 1.5 以上を必要とする操作を避ける必要があ り ます。

PDF/X-4/5n ： PDF 1.7 以上を必要とする操作を避ける必要があ り ます。

フ ォ ン ト フ ォ ン ト オプシ ョ ン embedding が true である必要があ り ます。 埋め込みは PDF コ ア フ ォ

ン ト についても必須です。 この埋め込みの要件への唯一の例外は、 不可視テキス ト のため

にだけ使用されている フ ォ ン ト です （主と し て OCR の出力のための有用）。 これは

optimizeinvisible オプシ ョ ンを用いて制御できます （PDF/X-3 では許されません）。

ページ寸法 PDF_begin/end_page_ext( ) ： ページ枠群を cropbox ・ bleedbox ・ trimbox ・ artbox オプシ ョ ン

を通じ て設定可能です。 これらが以下の要件を満たす必要があ り ます ：

> TrimBox か ArtBox を設定する必要があ り ますが、ただ し これらの枠エン ト リーを両方と も

設定し てはいけません。 TrimBox も ArtBox も見つからないと きは、 PDFlib は CropBox
（も しあれば） を TrimBox と し て採り、 CropBox も見つからないと きは MediaBox を採り ま

す。

> BleedBox が、 存在する と きは、 ArtBox と TrimBox を完全に包含し ている必要があ り ます。

> CropBox が、 存在する と きは、 ArtBox と TrimBox を完全に包含し ている必要があ り ます。

レ イヤー PDF/X-3 ： レ イヤーを避ける必要があ り ます。

PDF/X-4/5n ： レ イヤーを使えますが、 ただ し PDF_define_layer( ) のい く つかのオプシ ョ ン

を避ける必要があ り ます。

文書情報

フ ィ ールド と

XMP メ タデータ

Creator ・ Title 情報フ ィ ールド を、 空でない値に設定する必要があ り ます。 PDF_set_info( )

を用いるか、 （PDF/X-4/5n では） PDF_begin/end_document( ) の metadata オプシ ョ ンで

xmp:CreatorTool ・ dc:title XMP プロパテ ィ を用います。

PDF_set_info( ) で Trapped 情報フ ィ ールド に、 または PDF_begin/end_document( ) の

metadata オプシ ョ ンでその対応する XMP プロパテ ィ pdf:Trapped には、 値 True か False
以外を避ける必要があ り ます。

セキュ リ テ ィ ー PDF_begin_document( ) ： userpassword ・ masterpassword ・ permissions オプシ ョ ンを避ける

必要があ り ます。

フ ァ イルサイズ PDF/X-4/5n ： 生成される PDF 文書のフ ァ イルサイズが 2 GB を超えてはならず、 かつ、

PDF オブジ ェ ク ト の数が 8.388.607 未満でなければな り ません。 これらの制限に関し て詳し

く は 65 ページ 「3.1.6 PDF 文書の 大サイズと その他の制限」 を参照し て く だ さい。

PDF取り込み PDF_open_pdi_document( ) が制約されます。 ただ し infomode=true の場合を除きます。 365

ページ 「12.3.6 PDF/X 文書を PDI で取り込む」 を参照し て く だ さい。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfx/
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12.3.3 出力イ ンテン ト と色の要件

PDF/X は、 忠実な色再現を保証する ために、 デバイ ス独立な色指定を必須と し ています。

色空間は以下のソースから来る可能性があ り ます ：

> PDF_load_image( ) と PDF_fill_imageblock( ) を用いて直接的に読み込まれた画像と、PDF_
load_graphics( ) を通じ て間接的に読み込まれた画像

> PDF_set_graphics_option( ) か PDF_setcolor( ) を用いた明示的な色指定

> オプシ ョ ン リ ス ト を通じ た色指定。 た と えばテキス ト フ ロー内において。

> スポ ッ ト または DeviceN カ ラーの代替色空間

> 透過グループのためのブレ ン ド する色空間 ： PDF_begin/end_page_ext( ) ・ PDF_begin_
template_ext( ) ・ PDF_load_graphics( ) ： オプシ ョ ン transparencygroup でサブオプシ ョ

ン colorspace

上記の操作は、 以下に詳し く 示すよ う に、 PDF/X 出力を生成する際、 さ ま ざまな制約に

従 う 必要があ り ます。

出力イ ンテン ト 出力イ ンテン ト は、 意図さ れる出力先デバイ スか印刷条件を定義し ま

す。 これは、 プルーフ ィ ング （あ る印刷機器を他の機器でシ ミ ュ レー ト する） と、 デバイ

ス独自カ ラーの特性化のために有用であ り 、透過計算のためのブレ ンデ ィ ング色空間と し

て も有用です。 PDF/X の出力イ ンテン ト は通常、 グレースケール ・ RGB ・ CMYK いずれ

かの ICC プ リ ン タープロ フ ァ イルによ って記述されます。 ただし PDF/X-5n は n 色 ICC

プロ フ ァ イルに対応し ています。 詳細は PDF/X の種類によ って異な り ます ：

> PDF/X-3/4：出力イ ンテン ト を、出力先デバイ スか印刷条件のための ICC プロ フ ァ イル

を埋め込むこ と によ って指定でき ます。

> PDF/X-4p・PDF/X-5n：出力イ ンテン ト のための外部 ICC プロ フ ァ イルを参照する こ と

によ って （規格の名前の中の p は、外部プロ フ ァ イルが参照される こ と を意味し ます）。

チェ ッ クサムによ って保護された、 ICC フ ァ イルへの強力な参照が作成されます。 参

照 ICC プロ フ ァ イルはその PDF 出力内に必ずし も埋め込まれるわけではないのです

が、 それでも PDF 作成時にこれが利用可能であ る必要があ り ます。 urls オプシ ョ ンを、

1 個ないし複数の、 その ICC プロ フ ァ イルを発見でき る場所の有効な URL と と もに与

え る必要があ り ます ：

if (p.load_iccprofile("CGATS TR 001",

"usage=outputintent urls={http://www.color.org}") == -1)

{

/* エラー */

}

> PDF/X-5n：その PDF 文書の受信者がその出力イ ンテン ト ICC プロ フ ァ イルを利用でき

る よ う にするために、 ICC プロ フ ァ イルを PDF 文書内に添付する こ と もでき ます。 そ

のためには embedprofile オプシ ョ ンを用います。 これは、 ICC プロ フ ァ イルを PDF 文

書に、 フ ァ イル添付のよ う に添付し ます。 こ のよ う にプロ フ ァ イルを埋め込む場合に

は、 urls オプシ ョ ンは必要あ り ません。

対応し ているすべての PDF/X 種別における出力イ ンテン ト 処理の比較を表 12.17 に示し

ます。出力イ ンテン ト に対する ICC プロ フ ァ イルは、意図する印刷プロセス と用紙に基づ

いて、 プ リ ン ト プロバイ ダーによ って指定されるべきです。 印刷工程がわから ない場合、

またはプ リ ン ト プロバイ ダーが出力イ ンテン ト を何も指定し ていない場合には、然るべき

ICC プロ フ ァ イルを選ぶための推奨事項が www.pdflib.com にあ り ます。
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PDF/X-3 ・ PDF/X-4/4p に対する色の要件 PDF/X-3/4 は、 ICC プロ フ ァ イルを用いたデ

バイ ス独立なワーク フ ローをサポー ト し ています。 表 12.18 に、 これらの規格のための要

件を挙げます。 PDF/X-5n は、 別のワーク フ ローを対象にし ていますので、 その要件は次

の項で別途挙げます。

PDF/X-4 には特殊な規則が適用されます ： CMYK 出力イ ンテン ト プロ フ ァ イル （すな

わち usage=outputintent を用いて読み込まれた） を、同一文書内の ICC ベース色空間 （す

なわち usage=iccbased を用いて読み込まれた） のために用いる こ と はでき ません。 この要

件は、 PDF/X 規格によ って必須と されている ものであ り 、 CMYK プロ フ ァ イルに対し て

のみ適用され、 グレース ケール ・ RGB プロ フ ァ イルには適用されません。 この衝突が生じ

た場合には、 単に ICC プロ フ ァ イルを省略し てかわ り にプレーンな CMYK カ ラーを使用

するのがよいでし ょ う 。 なぜな ら出力イ ンテン ト CMYK プロ フ ァ イルはいずれにせよ適

用されるからです。 不必要なエラー メ ッ セージを避ける ため、 PDFlib は、 画像か SVG グ

ラ フ ィ ッ クに埋め込まれている CMYK ICC プロ フ ァ イルが PDF/X 出力イ ンテン ト と等し

い場合にはそれを無視し ます。

こ の制約は、 取 り 込まれる文書にも適用されます ： 取 り 込まれるページが、 生成され

る文書の出力イ ンテン ト と同じ CMYK ICC プロ フ ァ イルを用いている場合には、 それは

PDF_open_pdi_page( ) によ って拒絶されます。

表 12.17 さ まざまな PDF/X 種別に対する出力イ ンテン ト 処理

PDF/X-3 PDF/X-4 PDF/X-4p PDF/X-5n

出力イ ンテン ト の

色空間

グレース

ケールか

RGB か

CMYK

グレースケールか RGB か CMYK

の ICC プロ フ ァ イル

n 色 ICC プロ フ ァ イル （xCLR）

出力イ ンテン ト

ICC プロ フ ァ イル

の埋め込み

常に埋め込

まれる

常に埋め込

まれる

外部参照、 ただ し ICC プロ フ ァ イルを添付する

こ と も可能

その他の制約 ― CMYK 出力イ ンテン ト プロ フ ァ イ

ルを他の目的に使用する こ とは

不可

出力イ ンテン ト プロ フ ァ イル

を他の目的に使用する こ とは

不可

表 12.18 PDF/X-3 ・ PDF/X-4/4p 準拠のための色の要件

項目 PDF/X-3 ・ PDF/X-4/4p 互換のための PDFlib の要件

出力条件

（出力イ ンテン ト ）

PDF_begin_document( ) の直後に、 PDF_load_iccprofile( ) を usage=outputintent と し て、 また

は PDF_process_pdi( ) を action=copyoutputintent と し て呼び出す必要があ り ます。 グレー

スケールか RGB か CMYK の出力イ ンテン ト を与える必要があ り ます。

グレースケール

カ ラー

グレースケールカ ラーを使えるのは、 グレースケールか CMYK の出力イ ンテン ト が存在す

るか、 defaultgray オプシ ョ ンが設定されている と きだけです。

RGBカ ラー RGB カ ラーを使えるのは、 RGB 出力イ ンテン ト が存在するか、 defaultrgb オプシ ョ ンが設

定されている と きだけです。

CMYKカ ラー CMYK カ ラーを使えるのは、 CMYK 出力イ ンテン ト が存在するか、 defaultcmyk オプシ ョ ン

が設定されている と きだけです。
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PDF/X-5n に対する出力イ ンテン ト と色の要件 PDF/X-5n に対する出力イ ンテン ト ICC

プロ フ ァ イルは、 n 色印刷デバイ ス を記述し ている必要があ り ます。 このよ う なプロ フ ァ

イルは色空間指定 xCLR を内容と し て持ちます。 こ こ で x は、 2 から F までの 16 進数で、

すなわち 2CLR ～ FCLR と な り 、 2 ～ 15 個のイ ンキを表し ます。 xCLR プロ フ ァ イルは、 プ

レーンな PDF では対応されておらず、PDF/X-5n の出力イ ンテン ト と し てのみ使用可能で

す。PDF はこのよ う なプロ フ ァ イルに直接対応し ていませんので、 このよ う なプロ フ ァ イ

ルは、 出力イ ンテン ト と し て埋め込むこ と はできず、 外部フ ァ イル と し て参照する必要が

あ り ます。 ただし これは外部オブジェ ク ト と し て、 フ ァ イル添付にし て埋め込むこ と は可

能ですので、 そ う する と入手可能性を向上させる こ と ができ ます。

xCLR プロ フ ァ イルは、 名前付き イ ンキ群の名前と カ ラー値を持った イ ンキテーブルを

内容と し て持ちます。 PDF/X-5n 文書内で許される色空間と関連し て、 xCLR 出力イ ンテン

ト プロ フ ァ イルがイ ンキ Black を内容と し て持っているか、 または場合によ ってはすべて

の CMYK イ ンキ Cyan ・ Magenta ・ Yellow ・ Black を内容と し て持っているかは重要です。

た と えば、 CMYK ・ オレ ンジ ・ グ リ ーン ・ バイオレ ッ ト イ ンキ （CMYKOGV） を用いた印

刷処理のための 7CLR プロ フ ァ イルは、 両方の要件を満た し ます。

表 12.19 に、 PDF/X-5n に対する要件を挙げます。

然るべき PDF/X 出力イ ンテン ト を選ぶ PDF/X 出力イ ンテン ト の選択は通常、 印刷出力

を と り し き る印刷業者と の話し合いで決ま り ます。出力イ ンテン ト の選択に関する情報が

Separation
（スポッ ト ） ・

DeviceNカ ラー

> PDF/X-3/4 ： 代替色空間は上記の諸規則に従う必要があ り ます。

> PDF/X-4：PDF_create_devicen( ) の前に、その DeviceN 色空間内のすべてのカス タムスポ ッ

ト カ ラーについて PDF_makespotcolor( ) を呼び出す必要があ り ます。

> PDF/X-4 ： PDF_create_devicen( ) の process オプシ ョ ンの colorspace サブオプシ ョ ンは、

PDF/X 出力イ ンテン ト と合致し ている必要があ り ます。

表 12.19 PDF/X-5n 準拠のための色の要件

項目 PDF/X-5n 互換のための PDFlib の要件

出力条件

（出力イ ンテン ト ）

PDF_begin_document( ) の直後に、 PDF_load_iccprofile( ) を usage=outputintent と し て、 また

は PDF_process_pdi( ) を action=copyoutputintent と し て呼び出す必要があ り ます。 n 色

（xCLR） プロ フ ァ イルを与える必要があ り ます。

グレースケール

カ ラー

グレースケールカ ラーを使えるのは、 出力イ ンテン ト がイ ンキ Black を内容と し て持って

いるか、 defaultgray オプシ ョ ンが設定されている と きだけです。

RGBカ ラー RGB カ ラーを使えるのは、 defaultrgb オプシ ョ ンが設定されている と きだけです。

CMYKカ ラー CMYK カ ラーを使えるのは、 出力イ ンテン ト がイ ンキ Cyan ・ Magenta ・ Yellow ・ Black をす

べて内容と し て持っているか、 defaultcmyk オプシ ョ ンが設定されている と きだけです。

Separation
（スポッ ト ） ・

DeviceNカ ラー

> 代替色空間は上記の諸規則に従う必要があ り ます。

> PDF_create_devicen( ) の前に、その DeviceN 色空間内のすべてのカス タムスポ ッ ト カ ラーに

ついて PDF_makespotcolor( ) を呼び出す必要があ り ます。 出力イ ンテン ト 内のイ ンキリ ス

ト にあるスポ ッ ト カ ラーはこの要件から除外されます。

> PDF_create_devicen( ) のオプシ ョ ン subtype=nchannel と process は許容されません。

表 12.18 PDF/X-3 ・ PDF/X-4/4p 準拠のための色の要件

項目 PDF/X-3 ・ PDF/X-4/4p 互換のための PDFlib の要件
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印刷所側から出て こ ない と きは、 然るべき ICC 出力イ ンテン ト プロ フ ァ イルを イ ン ター

ネ ッ ト で見つける こ と ができ ます。

PDF/X-3/4/5 を作成するためのカ ラー戦略 色処理については、以下の 2 種類の戦略が可

能であ り 、 場合によ っては組み合わせる こ と もでき ます ：

> デバイ ス独立カ ラー：出力イ ンテン ト ICC プロ フ ァ イルの種類にかかわらず、デバイ ス

独立色空間を、 すなわち ICC ベースか CIELab を使えます。 Lab カ ラー値 (0, 0, 0) は、

純粋な黒をデバイ ス独立な形で指定し ます。 Lab 黒色を手作業で設定するには、 以下

の呼び出し を用います ：

p.set_graphics_option("fillcolor={lab 0 0 0}");

> デバイ ス依存カ ラー：デバイ ス独自のグレースケールか RGB か CMYK カ ラーを使えま

す。 グ レース ケールカ ラ ーはど んな種類の出力 イ ン テ ン ト に対 し て も 使え ますが、

RGB ・ CMYK カ ラーは整合する出力イ ンテン ト と しか使えません。

ス ポ ッ ト ・ DeviceN カ ラ ーを、 その対応する代替色空間に従っ て使 う こ と も で き ます。

PDFlib は CIELab を、 内蔵の HKS ・ Pantone スポ ッ ト カ ラーに対する代替色空間 と し て用

いていますので、 これらは常に PDF/X-3/4/5 で使えます。 カ ス タ ム スポ ッ ト カ ラーに対

し ては、 その代替色空間を、 それが出力イ ンテン ト と互換になる よ う に選び取る必要があ

り ます。 DeviceN 色空間内で使用さ れているすべてのカ ス タ ム スポ ッ ト カ ラーについて

PDF_makespotcolor( ) を呼び出す必要があ り ます。

表 12.20 内のカ ラー戦略の要約は、 PDF/X のアプ リ ケーシ ョ ンを計画するために有用

でし ょ う 。

12.3.4 画像と透過の要件

ラ ス ター画像は、 363 ページ 「12.3.5 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ機能のための要件」 で説明し た色

関連の諸要件に従 う 必要があ り ます。 に、 PDF/X 準拠のための画像関連の追加の要件を

挙げます。

12.3.5 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ機能のための要件

表 12.22 に、 PDF/X 準拠出力を生成する際に制限されるすべての操作を挙げます。 PDF/

X モード でこの禁じ られた関数の う ちのいずれかを呼び出す と例外が発生し ます。

表 12.20 PDF/X-3/4/5 のカ ラー戦略

出力イ ンテン ト

ICC プロ フ ァ イル

その文書で使える色空間

CIELab ICC ベース Separation ・

DeviceN

グレー

スケール1

1. ICC プロ フ ァ イルを、 またはそのページのためのデフ ォル ト 色空間を持たないデバイス色空間

RGB1 CMYK1

グレースケール ◯ ◯ ◯ ◯ － －

RGB2

2. PDF/X 規格はプ リ ン タープロ フ ァ イルを必須と し ます。sRGB などモニ タープロ フ ァ イルを使う こ とはできません。
RGB プ リ ン タープロ フ ァ イルは非常に稀です。

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ －

CMYK ◯ ◯ ◯ ◯ － ◯

PDF/X-5nのための

xCLR
◯ ◯ ◯ ◯ － －
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表 12.21 PDF/X 準拠のための画像要件

項目 PDF/X 準拠のための PDFlib の要件

画像 > PDF/X-3 ： JBIG2 画像は避ける必要があ り ます。

> PDF/X-4/5 ： JPEG 2000 画像は特定の諸要件を満たす必要があ り ます。 詳し く は 189 ペー

ジ 「JPEG 2000 画像」 参照。

透過 PDF/X-3 ： 透過は避ける必要があ り ます。 これは以下の API 機能に影響し ます ：

> PDF_load_image( ) ： masked オプシ ョ ンは、 そのマスクが 1 ビ ッ ト 深度の画像を参照し てい

るのでない限り、 避ける必要があ り ます。

> PDF_load_image( ) ： 内在透過 （アルフ ァ チャ ンネル） を持った画像は許容されません。 そ

れを読み込むには ignoremask オプシ ョ ンを用いる必要があ り ます。

> PDF_load_graphics( ) ： 透過要素を内容と し て持つ SVG グラ フ ィ ッ クは避ける必要があ り ま

す。

> PDF_create_gstate( ) ： opacityfill ・ opacitystroke オプシ ョ ンは、 それが値 1 を持つので

ない限り、 避ける必要があ り ます。 blendmode が使用される場合には、 それは Normal で

ある必要があ り ます。 softmask が使用される場合には、 それは none である必要があ り ま

す。

PDF/X-4/5n ： 透過画像 ・ グラ フ ィ ッ ク を使用できます。

透過グループ PDF_begin/end_page_ext( ) ・ PDF_begin_template_ext( ) ・ PDF_open_pdi_page( ) ・ PDF_load_

graphics( ) ： オプシ ョ ン transparencygroup に以下の制約が課せられます ：

> PDF/X-3 ： オプシ ョ ン transparencygroup は許容されません。

> PDF/X-4 ： transparencygroup オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン colorspace は、 表 12.18 のグ

レースケール ・ RGB ・ CMYK カ ラーに対する要件を満たす必要があ り ます。 PDF_open_pdi_

page( ) と PDF_load_graphics( ) に対し ては transparencygroup=auto が強制されます。

> PDF/X-5n ： 透過オブジ ェ ク ト を内容と し て持つすべてのページに対し てオプシ ョ ン

transparencygroup が必要です。 transparencygroup オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン

colorspace は、 表 12.19 に示されているグレースケール ・ RGB ・ CMYK カ ラーに対する要

件を満たす必要があ り ます。 PDF_begin/end_page_ext( ) に対し ては、 オプシ ョ ン

transparencygroup=none とサブオプシ ョ ン colorspace=none は許容されません。

表 12.22 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ機能のための PDF/X の要件

項目 PDF/X 互換のための PDFlib メ ソ ッ ド ・ オプシ ョ ンの要件

注釈と フ ォーム

フ ィ ールド

PDF_create_annotation( ) ・ PDF_create_field( ) ： BleedBox （BleedBox が存在し ない場合には

TrimBox/ArtBox） 内では注釈を避ける必要があ り ます。 以下の種別の場合には、 注釈の長

方形を、 少な く と も線幅の半分は BleedBox の外に置 く 必要があ り ます ： Square ・ Circle ・

Ink ・ PolyLine ・ Polygon。 PDF_create_annotation( ) の calloutline ・ cloudy ・

createrichtext オプシ ョ ンは許されません。

PDF/X-3 ： PDF_create_annotation( ) で type=Caret ・ FileAttachment ・ Highlight を用いる こ

とは許されません。

PDF/X-4/5 ： PDF_create_annotation( ) で type=Caret ・ Highlight ・ Screen を用いる こ とは許

されません。

PDF_fit_pdi_page( ) で useannots/usefields オプシ ョ ンを用いた場合 ： しお り と フ ォーム

フ ィ ールドは、 それが生成されるページの BleedBox （それが生成されるページの BleedBox

がないなら TrimBox/ArtBox） の中に位置する場合にのみ取り込まれます。 この場合にはオ

プシ ョ ン clipannotations=false が必須です。

フ ァ イル添付 PDF/X-3 ： PDF_begin/end_document( ) ： オプシ ョ ン attachments を避ける必要があ り ます。
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12.3.6 PDF/X 文書を PDI で取り込む

既存の PDF 文書のページを PDF-X 出力文書へ取 り 込も う とする際には、 追加の規則が適

用されます （詳し く は 211 ページ 「8.3 PDF ページを PDI で取 り 込む」 参照）。 取 り 込ま

れる文書はすべて、 表 12.23 に従ってカレン ト PDF/X モード に互換な PDF/X レベルに準

拠し ている必要があ り ます。 許容されるすべての PDF/X-4/5 出力 と の組み合わせに対し

て、 以下の追加の規則に服する必要があ り ます ： 取 り 込まれるページが、 生成される文書

の出力イ ンテン ト と同じ CMYK ICC プロ フ ァ イルを用いている場合には、それは PDF/X-

4/5 規格に違反するので、 PDF_open_pdi_page( ) によ って拒絶されます。

あ る特定の PDF/X 準拠レベルが PDFlib で構成されていて、 かつ、 取 り 込まれた文書

も その互換レベルを遵守し ている な らば、 生成出力はその選択された PDF/X 準拠レベル

に準拠し ている こ と が保証されます。 カレ ン ト PDF/X レベルに互換でない文書は PDF_
open_pdi_document( ) で拒絶されます。

複数の PDF/X 文書を取 り 込む場合は、 それらはすべて同一の出力条件に対し て作成され

ている必要があ り ます。

PDFlib は、 い く つか特定の項目を修正する こ と はでき ますが、 PDF/X の検証を行なっ

た り 、取 り 込み文書に PDF/X 互換を強制し た り する よ う にはも と も と作られていません。

た と えば PDFlib は、 取 り 込んだ PDF ページに欠けている フ ォ ン ト を埋め込んだ り はし ま

せんし、 取 り 込んだページに対し て色補正など も一切行いません。

ページを取 り 込んだ結果と し てでき る PDF 出力文書が、 入力文書 （1 つ複数） と同じ

PDF/X 準拠レベル と 出力条件に準拠する よ う にし たい場合は、 次のよ う に、 取 り 込まれ

た PDF の PDF/X ステータ ス を ク エ リ ーする こ と ができ ます ：

pdfxlevel = p.pcos_get_string(doc, "pdfx");

アク シ ョ ン と
JavaScript

PDF_create_action( ) ： すべてのアク シ ョ ンを、 JavaScript も含めて避ける必要があ り ます。

ビ ューアー環境設

定/表示 ・ 印刷領域

PDF_begin/end_document( ) ： viewerpreferences オプシ ョ ンに対し て viewarea ・ viewclip ・

printarea ・ printclip サブオプシ ョ ンを用いる場合には、 media か bleed 以外の値は許容

されません。

表 12.23 さ まざまな PDF/X 出力レベルに対する互換 PDF/X 入力レベル

取り込まれる文書の PDF/X レベル

PDF/X 出力レベル

PDF/X-1a ・

PDF/X-3

PDF/X-4 PDF/X-4p PDF/X-5n

PDF/X-3 許容

PDF/X-4 許容 許容 許容

PDF/X-4p 許容 許容 許容1

1. PDF_process_pdi( ) で action=copyoutputintent を指定する と、 外部出力イ ンテ

ン ト ICC プロ フ ァ イルへの参照がコ ピーされます。

PDF/X-5n 許容2

2. 取り込まれる文書が、 同一の出力イ ンテン ト （チ ェ ッ クサムが等しい） を使用し て
いる必要があ り ます。

表 12.22 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ機能のための PDF/X の要件

項目 PDF/X 互換のための PDFlib メ ソ ッ ド ・ オプシ ョ ンの要件
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こ のステー ト メ ン ト は、 取 り 込まれた文書が ISO PDF/X レベルに準拠し ている場合には、

PDF/X 準拠レベルを表す文字列を得ます。 そ う でない場合には none を得ます。 こ の返っ

てき た文字列を用いれば、 PDF_begin_document( ) の pdfx オプシ ョ ンを用いて出力文書の

PDF/X 準拠レベルを適切に設定する こ と ができ ます。

取り込まれた文書から PDF/X 出力イ ンテン ト を コ ピー PDF/X 準拠レベルを ク エ リ ー

するだけでな く 、 取 り 込まれた文書から PDF/X 出力イ ンテン ト を コ ピーする こ と もでき

ます。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの pdfx/clone_pdfx ト ピ ッ ク内にあり ます。

これは、 PDF_load_iccprofile( ) によ る出力イ ンテン ト 設定のかわ り に利用する こ と ができ、

取 り 込み文書の出力イ ンテン ト を、 生成する文書にコ ピーし ます。 出力イ ンテン ト を コ

ピーする方法は、 取 り 込まれた PDF/A と PDF/X の文書に対し て通用し ます。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfx/clone_pdfx/
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12.4 PDF/VT によ る可変 ・ ト ラ ンザク シ ョ ン印刷

12.4.1 PDF/VT 規格

注 PDF/VT 規格に関する一般情報が PDFlib Web サイ ト にあ り ます。 PDF 協会が発行し た文書

「PDF/VT Application notes」 も推奨し ます （www.pdfa.org/resource/pdfvt-application-notes/

参照）。

PDF/VT 規格は ISO 16612-2 と し て発行されています。 これは 「さ まざまな環境で可変文

書印刷 （VDP） を可能にする よ う 設計された」 ものです。 PDF/VT 文書は、 終的なコ ン

テンツエレ メ ン ト 群と、 関連する メ タデータ と を内容と し ますが、 変数やテンプレー ト を

含んではいません。 PDF/VT は、 PDF/X-4 に基づいてお り 、 さ らに透過 と レ イヤーを含め

て PDF 1.6 の諸機能に対応し ています。 PDF/X の要件に加えて、 PDF/VT 規格は、 大量

パーソナラ イ ズ印刷の要請を満たす補足機能を PDF に追加し ています。 PDF/VT は、 電

子印刷フ ァ イルの高パフ ォーマン ス レ ンダ リ ングを可能にする ために、効果的な リ ソース

管理を PDF に追加し ています。

PDF/VT-1 は、 PDF 1.6 に基づいてお り 、 単一フ ァ イル交換のために設計されてお り 、

PDF/X-4 に基づいています。 1 個の PDF 文書を表現するために必要な リ ソースのすべて

が、 単一の PDF/VT-1 フ ァ イル内に含まれています。

12.4.2 PDF/VT の諸概念

この項では、 PDF/VT が基づいている技術的諸概念のあ ら ま し を提供し ます。

文書部分ヒ エ ラルキー 文書部分 （DPart） ヒ エラルキーは、 1 個の PDF/VT フ ァ イル内

の文書群ない し文書の部分群の並び と 関係を指定し ます。 代表的なシナ リ オでは、 こ の

PDF/VT フ ァ イルは、 多 く の受領者のための下位文書群を内容 と し てお り 、 そし てそれぞ

れの文書部分は、 個々の受領者のための下位文書を構成するページ群に対応し ています。

受領者にページを割 り 当てるだけでな く 、 こ の文書部分 ヒ エラルキーは、 も っ と複雑な構

造を反映する こ と もでき ます。 た と えば、 受領者をその住所内の郵便番号に従ってグルー

プ化し た り 、 郵便番号を州に従ってま と めた り 、 州を国に従ってま と めた り する こ と がで

き ます。 こ の種の文書組織化は、 その文書内のすべてのページを包含する 1 個の樹状構造

を作成し ます。 こ のツ リ ーの要素群を DPart ノード と いい、 そ こ ではそれぞれの内部 ノー

ド は他の DPart ノ ード群を内容と し、それぞれの葉ノ ード は 1 つの受領者のための 1 個な

いし複数のページを指定し ます。

PDF/VT フ ァ イル内の文書部分 ヒ エラルキーを用いて、 ページにア ク セスする こ と も

でき ます。 これは、 ページ番号やページ ラベルによ る ア ク セス と いった他の方式のかわ り

に使えます。 こ の DPart ヒ エラルキーは、 PDF/VT フ ァ イル内では必須です。 そのオプ

シ ョ ナルなレ コード レベル値は、個別の受領者に対する レ コード に対応する DPart ヒ エラ

ルキー内のレベルを選択し ます。 これはス コープ ヒ ン ト のために意味を持ちます （後述）。

文書部分 メ タ デー タ 文書ツ リ ー内のルー ト ノ ー ド か ら葉群まで下る文書部分 ヒ エ ラル

キー内の各 ノ ー ド は、 文書部分 メ タデータ （DPM） を含むこ と ができ ます。 こ れを使 う

と、 1 つの受領者の文書 と その部分群に関する情報を伝え る こ と ができ ます。 と り わけ、

印刷のために意味を持つ諸特性 （あ る文書部分の印刷部数など） や、 受領者に関する情報

（その対応する郵便番号など） を DPM 内に符号化する こ と が可能です。

JDF （または他の） 印刷 メ タデータは、 PDF/VT では必須ではあ り ませんが、 JDF 対応

ワーク フ ローにおいては実用的な価値を加えます。

https://www.pdfa.org/resource/pdfvt-application-notes/
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反復するグラ フ ィ カル内容に対する 適化 印刷要素が複数のページ上で再利用される

こ と はよ く あ り ます。 た と えば、 1 つの送付文書のすべてのページ上に現れる企業ロ ゴや

製品画像です。 反復する グ ラ フ ィ カル内容の処理を 適化する こ と は、 印刷フ ァ イルの

フ ァ イルサイ ズ と処理速度を向上させる ための重要な戦略です。PDF は、 フ ァ イルサイ ズ

を 適化する ための手段と し て、 つねに XObject をサポー ト し てき ま し た。 これは、 1 個

の印刷要素のために必要なデータ をそのフ ァ イル内に 1 回だけ入れ込んで、複数のページ

（ま たは同一ページ上の複数の イ ン ス タ ン ス） か ら こ のデータへの参照を許すも のです。

XObject は、 ラ ス ター画像か、 任意のテキス ト ・ ベク ト ルグ ラ フ ィ ッ ク コ ンテンツを内容

とする こ と ができ ます。 PDF における XObject は、 1 個の文書の全体のサイ ズを 適化す

る こ と に主眼を置いていますが、PDF は現在までの と こ ろ、反復するページコ ンテンツの

レ ンダ リ ングを 適化する ための手段を一切含んでいません。た と えばあ る特定のページ

上のあ る画像が、 後で同一文書内の別のページ上に再び現れる と い う こ とや、 あ るいは次

の印刷ジ ョ ブ内に現れるかも しれない と い う こ と を、消費ソ フ ト ウ ェ アに対し て告げる こ

と のでき る ものが、 PDF 内には何も ないのです。 PDF/VT は、 PDF における XObject の既

存の概念を拡張し て、 印刷パフ ォーマン ス を 適化するための以下の手段を追加し ます ：

> 一意識別 ： XObject に対し て、 すべての文書を通じ て一意であ る識別子 （GTS_XID と い

う ） を割 り 当て る こ と ができ ます。 こ の識別子はキ ャ ッ シングの実装のために利用可

能です。 なぜな ら この実装は、 同等な XObject を識別する必要があ るからです。 簡単

な言葉で言えば、 ジ ョ ブ 1 のためにすでに処理されている、 かつジ ョ ブ 2 内で再利用

される こ と が発見されたグ ラ フ ィ ッ ク については、 再度 リ ッ プする必要がな く 、 その

レ ンダ リ ング結果をキ ャ ッ シュから採る こ と ができ ます。

> スコープ ヒ ン ト と環境コ ンテキス ト ：XObject が、 そのグ ラ フ ィ カル内容が再利用され

るページ群か文書群の範囲に関する情報 （GTS_Scope と い う ） を含むこ と ができ ます。

これによ って XObject は、 キ ャ ッ シュ内のそのレ ンダ リ ング結果の有用継続期間に関

する情報を伴 う こ と ができ ます ： こ のコ ンテン ツはカレ ン ト 受領者のためにだけ再利

用されるのか、 それ と も同一フ ァ イルないし フ ァ イルス ト リ ーム内のど こ か別の所で

再利用されるのか、 あ るいは全 く 再利用されないのか。 環境コ ンテキス ト (GTS_Env と

い う ） が与え られる と、 XObject はグ ローバル用途を、 すなわち、 それが複数の PDF/

VT イ ン ス タ ン ス内で再利用される と い う こ と を指定する こ と ができ ます。環境コ ンテ

キ ス ト 文字列について制限は全 く あ り ません。 た と えば、 顧客名やジ ョ ブ名を用いて

その環境を識別でき ます。

> カプセル化ヒ ン ト ：RIP 内の XObject キ ャ ッ シングアルゴ リ ズムは、XObject の、その呼

び出し コ ンテキ ス ト と、 その同一ページ （または他のページ群。 た と えば複数のペー

ジを同一シー ト 上に重ね合わせる場合） 上の既存の印刷要素群 と の、 相互作用を考慮

に入れる必要があ り ます。 た と えばも し も、 あ る XObject が色や線幅を指定し ておら

ず、 それが参照される時点において有効な色 と 線幅に基づいてその体裁が変わる な ら

ば、 レ ンダ リ ング結果をキ ャ ッ シ ュ し て も、 こ の変わる体裁のせいで効果的ではあ り

ません。 も し も その XObject が透過要素を含んでお り 、 その既存の背景をその XObject

と ブレ ン ド し なければな ら ない状態の場合にも、同様の状況が起こ り ます。RIP 内にお

ける XObject のキ ャ ッ シングを支援する ために、 PDF/VT はカプセル化 XObject と い

う 概念を導入し てお り 、 それがそ う であ る こ と を標識でき る よ う にし ています （GTS_
Encapsulated キーを用いて）。 カプセル化 XObject は、 RIP 内における キ ャ ッ シングを

支援する特定の諸規則を満たす必要があ り ます。

これらのエン ト リ ーはすべてオプシ ョ ナルです ： PDF/VT は、 反復する グ ラ フ ィ カル内容

の 適化をいずれも必須と し ていませんが、 それら を利用すれば、 PDF/VT 対応 RIP を用

いた と きに目ざま しい印刷パフ ォーマン ス向上が実現し ます。
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12.4.3 PDF/VT-1 を生成するための規則の要約

ク ッ クブ ッ ク PDF/VT-1 を生成するためのコー ドサンプルが、PDFlib ク ッ ク ブ ッ クの pdfvt カテゴ リー内

にあ り ます。

PDFlib を使って PDF/VT-1 を作成する こ と は、 以下の手段で実現でき ます ：

> PDF/VTはPDF/Xに基づいていますので、基礎をなすPDF/X準拠レベルのためのすべて

の要件を満たす必要があ り ます。 pdfvt ・ pdfx 文書オプシ ョ ンで、 然るべき値を用いる

必要があ り ます。

> 文書部分群を指定する必要があ り ます。 DPart API を用います。 その文書部分 ヒ エラル

キー内の各 ノ ー ド が、 オプシ ョ ナルに DPM メ タデータ を伴 う こ と も でき ます。 その

DPart ツ リ ー内のレ コード レベルを指定する こ と も でき ます。

> 反復する グ ラ フ ィ カル内容のためのス コープ ヒ ン ト を与え るべきです。

> その文書が透過を含む場合には、カプセル化 XObject のための諸条件を満たすために追

加の努力を払 う べきです。

> 既存の PDF 文書からページを取 り 込む際には、追加の諸規則が適用されます（374 ペー

ジ 「12.4.7 PDF/X ・ PDF/VT 文書を PDI で取 り 込む」 参照）。

表 12.24 に、 359 ページ 「12.3.2 一般的要件」 で挙げた、 その対応する PDF/X の要件に加

えて、 PDF/VT 準拠出力を生成するための必須操作 と オプシ ョ ナルな操作を要約し ます。

特定の諸側面については、 以下に続 く 各項で詳し く 説明し ます。

表 12.24 PDF/VT 準拠のための必須操作とオプシ ョ ナルな操作

項目 PDF/VT 準拠のための PDFlib の要件

準拠レベル PDF_begin_document( ) の pdfvt オプシ ョ ンを、 必要な PDF/VT 準拠レベルに設定する必要

があ り ます。 例 ： pdfvt=PDF/VT-1

PDF/VT-1 ： オプシ ョ ン pdfx=PDF/X-4 が自動的に設定されます。 pdfx オプシ ョ ンに対し て

他の値を与える こ とはエラーです。

文書部分

ヒ エ ラルキー

文書部分ヒ エラルキーを指定する必要があ り ます。 これは以下の操作を必要と し ます ：

> PDF_begin_document( ) ： nodenamelist オプシ ョ ンが、 DPart ツ リーのすべてのレベルのた

めの名前を指定する必要があ り ます。 recordlevel オプシ ョ ンを用いて、 受領者レ コー ド

群に対応する DPart ツ リーのレベルを指定する こ と もできます。

> PDF_begin_dpart( ) ・ PDF_end_dpart( ) ： 文書部分ヒ エラルキーを構築する必要があ り ます。

> 文書部分群が、 オプシ ョ ナルに文書部分メ タデータ （DPM） を伴う こ と もできます。

DPM を生成するには、 POCA イ ン ターフ ェ イスを用いて DPM 辞書を構築し ます。

反復するグラ フ ィ

カル内容のための

スコープ ヒ ン ト

PDF_load_image( ) ・ PDF_open_pdi_page( ) ・ PDF_begin_template_ext( )、 および PDF_load_

graphics( ) の templateoptions オプシ ョ ン ： pdfvt オプシ ョ ンに scope サブオプシ ョ ンを、

値 unknown ・ singleuse ・ record ・ file ・ stream ・ global のう ちの 1 つと と もに与える こ と

によ って、 反復する画像 ・ テンプレー ト ・ 取り込み PDF ページのための用途ヒ ン ト を与え

る必要があ り ます。

scope=stream と scope=global に対し ては、 サブオプシ ョ ン environment が PDF/VT 環境

コ ンテキス ト を指定する必要があ り ます。 これはすなわち、 PDF/VT 準拠のリーダーが、

関連する XObject 群を管理するための管理イ ン ターフ ェ イスを提供するために使える識別

子です。 た と えば顧客名やジ ョ ブ名を用いてその環境を識別できます。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfvt/
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PDF/VT ・ PDF/A 両立文書を作成 PDF/VT 印刷文書であ り ながら、 同時にアーカ イ ビン

グのための PDF/A にも準拠し ている文書を作成する と、有用な こ と も あ るでし ょ う （PDF/

A に関する詳しい情報は 346 ページ 「12.2 PDF/A によ る アーカ イ ビング」 を参照し て く

ださい）。 こ のよ う な二重用途の文書を作成する際には以下に留意し て く ださい ：

> 以下の文書オプシ ョ ンを用いれば、 PDF/VT ・ PDF/A 両立文書を作成でき ます ：

ret = p.begin_document("combo.pdf", "pdfx=PDF/X-4 pdfvt=PDF/VT-1 pdfa=PDF/A-2b");

> このマニュ アル内で PDF/VT と PDF/A に対し て述べた制約に従 う 必要があ り 、かつ、両

方の規格で許容されている機能だけを使えます。

> 取 り 込まれる PDF 文書が、受け付け可能であ るためには、PDF/X 規格と PDF/A 規格の

両方を遵守し ている必要があ り ます。

12.4.4 文書部分ヒ エ ラルキー と文書部分 メ タ データ （DPM）

ク ッ クブ ッ ク 文書部分ヒ エラルキーを持った PDF/VT を作成するためのコー ドサンプルが、 PDFlib ク ッ

ク ブ ッ クの pdfvt カテゴ リーにあ り ます。

文書部分ヒ エ ラルキーを作成 文書内のすべてのページを、 文書部分 ヒ エ ラルキー内に

組織化する必要があ り ます。 イ ンボイ スなどシンプルな場合においては、 このツ リ ー構造

は、 root レベル と recipient レベルの 2 つのレベルから成 り ます。 この文書内のページ群

は、 受領者レ コード群の線形配列を構成し ています。 こ こ で各レ コード は 1 個ないし複数

のページを内容と し ています。 この文書部分 ヒ エラルキーの構造を、 文書オプシ ョ ン リ ス

ト で指定する必要があ り ます。 例 ：

if (p.begin_document(outfile,
"pdfvt=PDF/VT-1 nodenamelist={root recipient} recordlevel=1") == -1)

も っ と複雑な文書は、 も っ と深い文書 ヒ エラルキーを必要とするかも しれません。 た と え

ば、 カ ス タ マ イ ズ さ れた小冊子が、 前付 ・ 本文 ・ 後付部か ら 成 る 場合です。 こ れ ら は

docpart レベル内で保持されます ：

if (p.begin_document(outfile,
"pdfvt=PDF/VT-1 nodenamelist={root recipient docpart} recordlevel=1") == -1)

こ の recordlevel オプ シ ョ ン は、 そ の受領者か レ コ ー ド レ ベル を 発見で き る 場所の、

nodenamelist 内でのゼロベースの番号を指定し ます。これは scope=record オプシ ョ ンに対

し て意味を持ちます。

ヒ エ ラ ルキーの構造を定義し た後は、 ページ群を文書 ヒ エ ラ ルキー ノ ー ド 群内でグ

ループ化する必要があ り ます。 これを達成するには PDF_begin/end_dpart( ) を用います ：

カ プセル化XObject PDF_begin_document( ) ： その文書が透過要素を一切含んでいない場合には、 オプシ ョ ン

usestransparency=false を与える こ とによ って、 透過グループを持たないすべてのフ ォー

ム XObject を PDFlib がカ プセル化できるよ う にするべきです。

PDF_load_image( ) ： 画像は、 XObject がカ プセル化されている と標識される こ と を可能にす

るために、 renderingintent か mask オプシ ョ ンを用いるべきです。 （373 ページ 「12.4.6 カ

プセル化 XObject」 を参照）。

表 12.24 PDF/VT 準拠のための必須操作とオプシ ョ ナルな操作

項目 PDF/VT 準拠のための PDFlib の要件

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdfvt/
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/* DPartヒエラルキーのルートノードを作成 */
p.begin_dpart("");

p.begin_dpart(""); /* 受領者レベルに新規ノードを作成 */

p.begin_page_ext(...); /* 1個ないし複数のページを作成 */
...
p.end_page_ext(...);

p.end_dpart(""); /* 受領者ノードを閉じる */

p.begin_dpart(""); /* 受領者レベルに次のノードを作成 */

p.begin_page_ext(...); /* 1個ないし複数のページを作成 */
...
p.end_page_ext(...);

p.end_dpart(""); /* 受領者ノードを閉じる */

/* ルートノードを閉じる */
p.end_dpart("");

この PDF_begin/end_dpart( ) への呼び出し群が、 nodenamelist オプシ ョ ンに従ったツ リ ー

構造を作成する必要があ り ます。 すなわち、 その 大ネス ト レベルが、 こ の nodenamelist
配列内のエン ト リ ーの数に対応する必要があ り ます。

PDF_begin_document( ) の groups オプシ ョ ン と、 PDF_begin/end_page_ext( ) の group ・

pagenumber オプシ ョ ンは、 PDF/VT モー ド では許容さ れません。 なぜな ら、 こ れら は

DPart 構造を阻害するからです。

文書部分 メ タ デー タ （DPM） を作成 文書部分 ヒ エラルキー内の各ノ ード に対し て、1 つ

の葉ノ ード に対応するページ群に、またはこの ノード配下の下位ツ リ ー全体に適用される

メ タデータ情報を指定でき ます。PDF/VT は特定の種類の メ タデータ を何ら規定し ていま

せんが、 これは CIP4 機構によ って発行された JDF 規格 と と もに用いられる こ と を意図し

ています。

この CIP4 メ タデータ形式は、 代表的な PDF データ型を活用し てお り 、 その メ タデー

タは、 PDF/VT 規格で仕様化されている形で PDF 出力へ書き出されます。

PDFlib ユーザーは、 POCA （PDF Object Creation API ＝ PDF オブジェ ク ト 作成 API） イ

ン ターフ ェ イ ス を使って、PDF 辞書・配列やその他のデータ型から成る任意のデータ構造

を作成する こ と も でき ます。 DPM メ タデータに対する 上位レベル辞書を、 PDF_begin/
end_dpart( ) の dpm オプシ ョ ンへ渡すこ と ができ ます ：

dpm           = p.poca_new("type=dict usage=dpm");
cip4_root     = p.poca_new("type=dict usage=dpm");
cip4_metadata = p.poca_new("type=dict usage=dpm");

p.poca_insert(dpm,           "type=dict   key=CIP4_Root value=" + cip4_root);
p.poca_insert(cip4_root,     "type=dict   key=CIP4_Metadata value=" + cip4_metadata);
p.poca_insert(cip4_metadata, "type=string key=CIP4_Conformance value=base");
p.poca_insert(cip4_metadata, "type=string key=CIP4_Creator value=starter_pdfvt1");
p.poca_insert(cip4_metadata, "type=string key=CIP4_JobID value={Kraxi Systems invoice}");

/* DPartヒエラルキー内にノードを作成してDPMメタデータを追加 */
p.begin_dpart("dpm=" + dpm);

p.poca_delete(dpm, "recursive=true");

ク ッ クブ ッ ク PDFlib pCOS ク ッ ク ブ ッ クに、 PDF/VT 文書から DPM を取得し て、 その対応する XML 表現

を作成するためのコー ドサンプルがあ り ます。
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12.4.5 反復するグラ フ ィ カル内容のためのス コープ ヒ ン ト

ス コープ ヒ ン ト pdfvt オプシ ョ ンの scope サブオプシ ョ ンを、然るべき値と と もに、PDF_
load_image( ) ・ PDF_load_graphics( ) ・ PDF_open_pdi_page( ) ・ PDF_begin_template_ext( ) に

与え るべきです。 これを達成するには、 カレン ト PDF 文書内で、 または （なるべ く は） 複

数文書にわたって、 画像 ・ ページ ・ テンプレー ト が再利用される場所と回数を ク ラ イ アン

ト アプ リ ケーシ ョ ンが知る必要があ り ます。 この scope オプシ ョ ンは必須ではあ り ません

が、 これは強 く 推奨されます。 なぜな ら これは、 RIP のための重要な 適化情報を提供す

るからです。 そのよ う な情報が得られない場合には、 間違っているおそれのあ る値を与え

る よ り も、 この scope オプシ ョ ンを省略するか、 値 unknown と と もに指定するべきです。

ス コープ singleuse ・ record ・ file に対し ては、PDFlib は、 そのス コープ値がその XObject

の実際の使用と整合し ているかど う かをチェ ッ ク し て、も し も そのス コープが大きすぎる

と きは、 ロ グフ ァ イル内にた と えば以下のよ う な警告を出力し ます ：

XObject with handle 9 was assigned PDF/VT scope 'record', but was used only once
(use 'scope=singleuse' instead)

こ のよ う な警告を得た と きには、 も っ と然るべき ス コープ値を、 その対応する画像かグ ラ

フ ィ ッ ク か取 り 込み PDF ページかテンプレー ト に割 り 当てる こ と によ って、RIP 内の不必

要なキ ャ ッ シングを回避し、ひいては印刷パフ ォーマン ス を向上させる こ と ができ るかど

う かをチェ ッ クするべきです。

あ る XObject への参照が少なすぎる場合 （その scope オプシ ョ ン と比較し て） には、 ク

ラ イ アン ト コード に改善の余地があ り う る こ と を示唆する警告が発生するだけですが、あ

る XObject への参照が多すぎ る場合にはエラーにな り ます。なぜな ら これは PDF/VT 規格

に違反するからです。 よ り 具体的には、 以下の状況で例外が発生し ます ：

> オプシ ョ ン scope=singleuse が与え られてお り 、かつ、その XObject がその文書内で複数

回使用されている。

> オプシ ョ ン scope=record が与え られてお り 、かつ、その XObject が複数の受領者レ コー

ド内で使用されている。

scope=stream と scope=global に対し ては、 environment サブオプシ ョ ンを与え る必要があ

り ます。 これは、 キ ャ ッ シュ されたオブジェ ク ト を複数の文書にわたって識別する ために

用いられる、 然るべき文字列を内容とするべきです。 ワーク フ ローに応じ て、 顧客参照や

ジ ョ ブ参照を こ のオプシ ョ ンのために使 う と よいでし ょ う 。 た と えば、 複数の印刷ジ ョ ブ

にわたって頻繁に柄笑え る企業ロ ゴを、 こ の方法で識別する と よいでし ょ う 。

一意な ID PDFlib は、すべての取 り 込まれた PDF ページ ・画像 ・ グ ラ フ ィ ッ クに対し て、

一意な ID を自動的に割 り 当てます （グ ラ フ ィ ッ ク に対し ては、 templateoptions オプシ ョ

ンを与え る必要があ り ます）。 等価な画像 ・ ページ ・ グ ラ フ ィ ッ ク群に等しい ID 値が割 り

当て られる こ と に よ り 、 RIP 内での効果的なキ ャ ッ シングを可能に し ています。 テンプ

レー ト に対し ては、 一意な ID を、 pdfvt オプシ ョ ンの xid サブオプシ ョ ンを通じ てユー

ザーが与え るべきです。 テンプレー ト に対する識別子は、 PDF/VT に従って等価な PDF

フ ォーム XObject を作成する テンプレー ト 定義群 （すなわち、 同一の視覚的出力を持つテ

ンプレー ト ） に対し て等し く するべきです。 等価でないテンプレー ト は、 異なる識別子を

持つか、 識別子を全 く 持たないよ う にする必要があ り ます。

アプ リ ケーシ ョ ンが、 PDFlib によ って作成された一意な ID 文字列を必要とする場合、

これを取得するには、 画像と テンプレー ト に対し ては PDF_info_image( ) の、 グ ラ フ ィ ッ

ク に対し ては PDF_info_graphics( ) の、取 り 込まれた PDF ページに対し ては PDF_info_pdi_
page( ) の、 xid オプシ ョ ンを用います。
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12.4.6 カ プセル化 XObject
XObject をカプセル化する と、 リ ッ ピングのパフ ォーマン スが大いに向上し ます。 ただし

XObject をカプセル化でき るのは、 完全に不透明な文書内か、 （透過が使われている文書

内では） 特定の要件が満た された場合のみです。

文書内の透過 その文書内で透過が使われるかど う かを PDFlib はあ らかじめ知 り ません

ので、 ヒ ン ト と し て PDF_begin_document( ) に usestransparency オプシ ョ ンを与え る こ と

もでき ます。 ク ラ イ アン ト がこ のオプシ ョ ンを用いて、 透過が一切使われていない と宣明

し た場合には、 すべての XObject をカプセル化でき ます。 その文書内で透過が使われてい

る場合には、 その XObject 群がカプセル化される よ う にするには、 ク ラ イ アン ト は特定の

諸規則に従 う 必要があ り ます。usestransparency=false が与え られたにもかかわらず、 その

文書が透過要素を含んでいた場合には、 PDFlib は例外を発生させます。

以下の条件の う ちの 1 つないし複数が真であれば、 その生成文書内で透過が使われて

いる と見な されます ：

> PDF_load_image( ) か PDF_fill_imageblock( ) が、以下のいずれかのオプシ ョ ン と と もに呼

び出されている ：

> その画像がアルフ ァチャ ンネルを含んでお り 、 かつ ignoremask オプシ ョ ンが false。

> ピ ク セルあた り ビ ッ ト 数が複数であ る画像のハン ド ルを持った masked オプシ ョ ン。

> PDF_load_graphics( ) を用いて取 り 込まれたグ ラ フ ィ ッ ク が、 何らかの透過要素を含ん

でいる。

> PDF_create_gstate( ) が、 以下のいずれかのオプシ ョ ン と と もに呼び出されている ：

> オプシ ョ ン リ ス ト を持った （すなわち、 キーワード none を持っているのではない）

softmask オプシ ョ ン。

> 値 1 以外を持ったオプシ ョ ン opacityfill か opacitystroke のいずれか 1 つ。

> 値 None ・ Normal 以外を持った blendmode オプシ ョ ン。

> PDF_open_pdi_page( )かPDF_fill_pdfblock( )を用いて取 り 込まれたPDFページが、何らか

の透過要素を含んでいる。 取 り 込まれた PDF ページ内の透過を識別するには、 pCOS

イ ン ターフ ェ イ ス と usespagetransparency 擬似オブジ ェ ク ト を用います （詳し く は

pCOS パス リ フ ァ レ ン ス を参照し て く ださい）。

XObject を カ プセル化 PDFlib は、多 く の XObject を以下の規則に従ってカプセル化し ま

す ：

> PDF_load_image( ) か PDF_fill_imageblock( ) を用いて作成される画像 XObject は、以下の

条件のいずれかが真であれば、 カプセル化されます ：

> PDF_load_image( ) の renderingintent オプシ ョ ンが値Auto以外 と と もに与え られてい

る。

> PDF_load_image( ) の mask オプシ ョ ンが値 true と と もに与え られている。

> PDF_begin_template_ext( ) を用いて作成される フ ォーム XObject は、 も し も文書オプ

シ ョ ン usestransparency=false が与え られているか、transparencygroup オプシ ョ ンがサ

ブオプシ ョ ン colorspace と isolated=true と と もに与え られている場合には、 カプセル

化されます。

> PDF_load_graphics( )かPDF_load_image( )で templateoptionsオプシ ョ ンを付けて生成さ

れたフ ォーム XObjectはつねにカプセル化されます。文書オプシ ョ ン usestransparency=

trueが与え られている場合には、然るべき色空間を持った透過グループがそのフ ォーム

XObject に紐付け られます。 そ う でない場合にはグループは一切生成されません。



374 第 12 章 :  PDF のバージ ョ ン と規格

> PDF_open_pdi_page( ) を用いて生成されたフ ォーム XObject は、その取 り 込み PDF ペー

ジがレ イヤーを一切含んでいないか、 または PDF_open_pdi_document( ) が uselayers=
false と と も に呼び出 さ れてい る 場合には、 カプセル化 さ れ ます。 文書オプシ ョ ン

usestransparency= true が与え ら れてい る場合には、 然るべき色空間を持った透過グ

ループがそのフ ォーム XObject に紐付け られます。 そ う でない場合にはグループは一

切生成されません。 取 り 込むページが、 すでにカプセル化されている XObject を含ん

でいる場合には、 そのページを取 り 込む際に、 こ のプロパテ ィ は変更されずに温存さ

れます。

XObject をカプセル化でき ない と きは、 警告がロ グフ ァ イルへ書き出されます。

カ プセル化 XObject に対するス コープ PDF_load_image( ) ・ PDF_fill_imageblock( ) ・ PDF_
load_graphics( )・PDF_begin_template_ext( ) を用いて作成するすべてのカプセル化 XObject

に対し て、pdfvt オプシ ョ ンの scope サブオプシ ョ ンを与え る こ と を推奨し ます。こ の scope
サブオプシ ョ ンは、 非カプセル化 XObject に対し て与え る こ と も許容されていますので、

も し も画像かグ ラ フ ィ ッ ク か取 り 込まれるページかテンプレー ト の継続期間がわかって

いる な らば、 その生成される XObject のカプセル化ステータ スにかかわらず、 すべての関

連する API 呼び出しにこれを与える こ と もでき ます。

12.4.7 PDF/X ・ PDF/VT 文書を PDI で取り込む

既存の PDF 文書からのページを PDF/VT 準拠の出力文書内へ取 り 込も う とする際には、

特別な諸規則が適用されます （PDI について詳し く は 211 ページ 「8.3 PDF ページを PDI

で取 り 込む」 を参照し て く ださい）。すべての取 り 込まれる文書は、PDF/X-3/4/4p か PDF/

VT-1 に準拠し ている必要があ り ます。 も し も PDF/VT 準拠が PDFlib 内で構成されてお

り 、 かつ取 り 込まれる文書がその互換 PDF/X レベルを遵守し ている な らば、 その生成出

力が、その選択された PDF/VT 準拠レベルに準拠する こ と が保証されます。取 り 込まれる

文書は、 受け付け可能な PDF/X レベルの う ちの 1 つを遵守し ていない場合には、 拒絶さ

れます。

PDF/VT 取り込みでの DPart と DPM の制約 PDF/VT 文書を取 り 込む際には、 以下の制

約に留意し て く だ さ い ： 文書部分 ヒ エ ラ ルキー （DPart） と 文書部分 メ タデータ （DPM）

は取 り 込まれません。 それら を、 pCOS を用いて ク エ リ ーし て、 PDF_begin/end_dpart( ) と

POCA 関数群を用いて再構築する こ と が可能です。
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13 PPS と PDFlib Block Plugin
PDFlib Personalization Server （PPS） は、 可変データ を処理する、 テンプレー ト を用い る

PDF ワーク フ ローをサポー ト する ものです。 ブロ ッ ク と い う 概念を用い、外部の情報源か

ら取得し た、 任意の量の、 1 行ないし複数行のテキス ト 、 または画像 ・ PDF ページ ・ ベク

ト ルグ ラ フ ィ ッ ク を、取 り 込んだページに入れ込むこ と ができ ます。これを利用し て、PDF

文書のカス タマイ ズを要する アプ リ ケーシ ョ ンを容易に実装が可能です。 た と えば ：

> メ ールを連結

> ダ イ レ ク ト メ ールの宛名印刷

> 納品書 ・ 明細などを発行

> 名刺の項目内容を各人ご と に変更

ブ ロ ッ ク は、 PDFlib Block Plugin を使っ て対話的に作成 ・ 編集 も で き ますし、 フ ォーム

フ ィ ール ド 変換プラ グ イ ンを使って既存の PDF フ ォームフ ィ ール ド を PDFlib ブロ ッ クに

変換もでき ます。PPS を使ってブロ ッ ク に流し込みができ ます。Block Plugin は内蔵版 PPS

を含んでいますので、PPS でブロ ッ ク に流し込んだ結果を Acrobat でプレ ビ ューでき ます。

注 ブロ ッ ク処理を利用するには PDFlib Personalization Server （PPS） が必要です。 PPS はすべ

ての PDFlib 商用パッ ケージに含まれていますが、PPS に対する ラ イセンスキーをご購入い

ただ く 必要があ り、 PDFlib や PDFlib+PDI のラ イセンスキーだけではご利用になれません。

PDF テンプレー ト に対話的にブロ ッ ク を作成するにはAdobe Acrobat用PDFlib Block Plugin
が必要と な り ます。

ク ッ クブ ッ ク 可変データ と ブロ ッ クに関する コー ドサンプルがPDFlibク ッ ク ブ ッ クのblocksカテゴ リー

にあ り ます。

13.1 PDFlib Block Plugin を イ ンス ト ール
Block Plugin が動作する Acrobat のバージ ョ ンは以下の とお り です （Adobe Reader では動

作し ません） ：

> Windows ： Acrobat 8/9/X/XI

> Windows ： Acrobat Standard ・ Pro 2017/2020

> Windows ： Acrobat Pro DC （32 ビ ッ ト ・ 64 ビ ッ ト ）

> macOS ： Acrobat Standard ・ Pro 2017/2020 （Intel）

> macOS ： Acrobat DC （Intel ・ M1 用ユニバーサルバイナ リ ー）

Windows 版 Acrobat DC には 32 ビ ッ ト 版と 64 ビ ッ ト 版があ り ますので、 イ ン ス ト ーラー

が 2 種類あ り ます。 イ ン ス ト ールされている Acrobat のバージ ョ ンに合致し ている イ ン ス

ト ーラーを使 う こ と が重要です。

Windows で PDFlib Block Plugin を イ ンス ト ール PDFlib Block Plugin と PDF フ ォーム

フ ィ ール ド 変換プラ グ イ ンを Acrobat にイ ン ス ト ールするには、 プラ グ イ ンのフ ァ イルを

Acrobat のプラ グ イ ンフ ォルダーのサブデ ィ レ ク ト リ ーに入れる必要があ り ます。 プラ グ

イ ンのイ ン ス ト ーラーはこれを自動的に実行し ますが、 手作業も可能です。 プラ グ イ ンの

フ ァ イル名は Block.api と AcroFormConversion.api です。

64 ビ ッ ト Windows 上の 32 ビ ッ ト Acrobat の場合はプラ グ イ ンフ ォルダーはたいてい以

下の とお り です ：

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/blocks/
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C:\Program Files (x86)\Adobe\Acrobat DC\Acrobat\plug_ins\PDFlib Block Plugin

64 ビ ッ ト Acrobat の場合はプラ グ イ ンフ ォルダーはたいてい以下の とお り です ：

C:\Program Files\Adobe\Acrobat DC\Acrobat\plug_ins\PDFlib Block Plugin

macOS で PDFlib Block Plugin を イ ンス ト ール こ のプ ラ グ イ ン をすべてのユーザーの

ためにイ ン ス ト ールするには以下の操作を行います ：

> デ ィ ス ク イ メ ージをダブルク リ ッ クする こ と によ ってマウ ン ト 。 プラ グ イ ン フ ァ イル

群の入ったフ ォルダーが現れます。

> このプ ラ グ イ ンフ ォルダーを、 システムのラ イ ブ ラ リ ーフ ォルダー内の以下のパスへ

複製 （Plug-ins フ ォルダーがまだない場合には作成） ：

/Library/Application Support/Adobe/Acrobat/XXX/Plug-ins

あ るいは以下の操作を行 う と、このプラ グ イ ンを単独のユーザーのためだけにイ ン ス ト ー

ルでき ます :

> デス ク ト ッ プを ク リ ッ クする こ と によ って Finder 内に確実にいる よ う にし てから、

Option キーを押し ながら 「移動」 → 「ラ イブ ラ リー」 を選択する こ と によ って、 その

ユーザーのラ イブ ラ リーフ ォルダーを開き ます。

> プ ラ グ イ ン フ ォルダーを、 そのユーザーのラ イ ブ ラ リ ーフ ォルダーの中の以下のパス

へ複製 （Plug-ins フ ォルダーがまだない場合には作成） ：

/Users/<ユーザー名>/Library/Application Support/Adobe/Acrobat/XXX/Plug-ins

多言語イ ン タ ーフ ェ イ ス PDFlib Block Plugin は、 ユーザーイ ン ターフ ェ イ ス内で複数言

語に対応し ています。 Block Plugin は、 Acrobat のアプ リ ケーシ ョ ン言語に従って イ ン ター

フ ェ イ ス言語を自動的に選択し ます。 目下、 日本語 ・ 英語 ・ ド イ ツ語のイ ン ターフ ェ イ ス

が利用可能です。 Acrobat がこれ以外の言語モード で動作し ている場合には、 Block Plugin

は英語イ ン ターフ ェ イ ス を使用し ます。

Windows 版 Acrobat DC のためのサン ド ボ ッ ク ス保護 Acrobat DC 2020 では、 サ ン ド

ボ ッ クス保護と い う 新たなセキ ュ リ テ ィ ーモデルが導入されま し た。これを有効にするに

は 「環境設定」 → 「セキュ リ テ ィ ー （拡張） 」 → 「起動時に保護モー ド を有効にする （プ

レビ ュー） 」 ・ 「保護されたビ ュー」 を選択し ます。 これが有効になっている と、 さ まざま

な操作が制限され、文書ウ ィ ン ド ウの上端の黄色い帯にセキ ュ リ テ ィ ー メ ッ セージが表示

されます。 サン ド ボ ッ ク ス保護について詳し く は ：

helpx.adobe.com/acrobat/using/whats-new/2020-august.html 
www.adobe.com/devnet-docs/acrobatetk/tools/AppSec/sandboxprotections.html

サン ド ボ ッ ク スが有効になっている と、 PDFlib Block Plugin のプレ ビ ュー機能に影響があ

り ます。 保護ビ ューはデフ ォル ト では、 Acrobat の AppData デ ィ レ ク ト リ ーと、 temp デ ィ

レ ク ト リ ーなどい く つかのデ ィ レ ク ト リ ーへのア ク セスは許し ますが、 任意のユーザー

デ ィ レ ク ト リ ーへのア ク セスは許し ません。Block Pluginが読み書きでき るデ ィ レ ク ト リ ー

は、 保護ビ ューのデフ ォル ト デ ィ レ ク ト リ ー リ ス ト に含まれているか、 以下の場所にあ る

ポ リ シーフ ァ イルの中で構成 （ホ ワ イ ト リ ス ト ） されている も のに限られます （Acrobat

の 32 ビ ッ ト 版の場合と 64 ビ ッ ト 版の場合） ：

C:\Program Files (x86)\Adobe\Acrobat DC\Acrobat\PDFlibBlockCustomPolicies.txt
C:\Program Files\Adobe\Acrobat DC\Acrobat\PDFlibBlockCustomPolicies.txt

https://helpx.adobe.com/acrobat/using/whats-new/2020-august.html
https://www.adobe.com/devnet-docs/acrobatetk/tools/AppSec/sandboxprotections.html
https://www.adobe.com/devnet-docs/acrobatetk/tools/AppSec/sandboxprotections.html
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デフ ォル ト ではこのポ リ シーフ ァ イルは、以下のデ ィ レ ク ト リ ーへのア ク セス を許し てい

ますが、 管理者はこれにデ ィ レ ク ト リ ー名を追加する こ と もでき ます ：

; Protected Path Section
FILES_ALLOW_ANY = C:\Users\<username>\*.*
FILES_ALLOW_ANY = C:\Users\Public\*.*

も し保護モード か保護ビ ューが有効にされていて、 かつ、 使用されているデ ィ レ ク ト リ ー

がホ ワ イ ト リ ス ト されていない場合には、 Block Plugin の機能の う ち、 プレ ビ ューや、 ブ

ロ ッ クの取 り 込み／書き出し などは、 失敗する可能性があ り ます。

ト ラ ブルシ ューテ ィ ング PDFlib Block Plugin が動作し ないよ う に見られる場合には、 以

下を確認し て く ださい ：

> 「編集」 → 「環境設定」 （→ 「一般 ...」） → 「一般」 で 「承認されたプ ラグイ ンのみを使

用」 チェ ッ ク ボ ッ ク スがオフになっている こ と を確認し て く ださい。 Acrobat がこの承

認済みモード で動作し ている と、 プラ グ イ ンは読み込まれません。

> Adobe Designer または Adobe Experience Manager によ って作成された PDF フ ォームは、

Block Plugin の適切な動作を妨げる こ と があ り ます。 他の Acrobat のプラ グ イ ンの動作

について も同様です。 なぜな ら こ う し たフ ォームは、 Acrobat の内部セキ ュ リ テ ィ ーモ

デル と衝突するからです。 ですので、 Designer の静的な PDF フ ォームは利用せずに、

動的な PDF フ ォームだけを Block Plugin への入力 と し て用いる こ と を推奨し ます。
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13.2 ブロ ッ クの概念の概要

13.2.1 文書デザイ ン と プログラムコー ド の分離

PDFlib のデータ ブ ロ ッ ク を利用する と、 取 り 込んだページに、 可変のテキ ス ト ・ 画像 ・

PDF ページ ・ ベク ト ルグ ラ フ ィ ッ ク を簡単に配置でき ます。 単純な PDF ページ と違って、

データブロ ッ ク を含むページは、後でサーバーサイ ド で行われるべき処理についての情報

を内部に持っています。PDFlib ブロ ッ ク の概念は、以下の 2 種類の作業を完全に分離する

ものです ：

> デザイナーはページレ イ ア ウ ト を作成し、 可変なページ構成要素の位置を指定する と

と も に、 その文字サイ ズ ・ 色 ・ 画像拡縮 と いった関連特性も指定し ます。 レ イ ア ウ ト

を PDF 文書と し て作成し、 その後にデザイナーが、 Acrobat 用 PDFlib Block Plugin を

使って、 可変データブロ ッ ク と そのそれぞれのプロパテ ィ を指定し ます。

> プロ グ ラ マーは、取 り 込まれる PDF ページの PDFlib ブロ ッ クに含まれる情報をデータ

ベースのフ ィ ール ド など動的な情報 と紐づける コード を書き ます。プロ グ ラ マーは、ブ

ロ ッ ク の詳細 （内容が名前なのか ZIP コード なのか と か、 ページ上の具体的な位置や

書式） については何も知る必要がないので、 レ イ ア ウ ト がど う 変更されて も影響され

ずにい られます。 ブロ ッ ク に関連する詳細についてはすべて、 フ ァ イル内のブロ ッ ク

プロパテ ィ に基づいて PPS の側で処理されます。

言いかえれば、 プロ グ ラ マーが書 く コード が 「データ非依存」 にな り ます。 すなわち汎用

であ り 、 ブロ ッ ク のいかな る特性にも依存し ないのです。 た と えば手紙の宛先を印字する

ブロ ッ ク があった と し て、 か り にデザイナーがそれをページ上で別の所へ動かそ う が、 文

字サ イ ズを変え よ う が、 汎用であ る ブ ロ ッ ク処理コー ド に変更を加え る必要はあ り ませ

ん。 デザイナーが こ のブ ロ ッ ク に ラ ス ト ネームでな く フ ァース ト ネーム を印字し たい と

思った ら、 ブロ ッ ク のプロパテ ィ を Acrobat プラ グ イ ンで変更するだけで正しい出力が生

成されます。

中間ステ ッ プ と し て、ブロ ッ クへの流し込みは Acrobat でプレ ビ ューでき ますので、開

発と テス ト のサイ クルを高速化でき ます。 ブロ ッ ク のプレ ビ ューには、 ブロ ッ クの定義で

指定し ているデフ ォル ト データ （文字列や画像フ ァ イル名） が用いられます。

13.2.2 ブロ ッ クのプロパテ ィ

ブロ ッ ク の動作はブロ ッ ク のプロパテ ィ で制御でき ます。 Block Plugin を使ってブロ ッ ク

にプロパテ ィ を割 り 当てます。

定義済みブロ ッ ク プロパテ ィ ブロ ッ ク はページ上の長方形 と し て定義され、 名前や種

類、 その他自由なプロパテ ィ を割 り 当てる こ と ができ ます。 これらプロパテ ィ は後で PPS

に よ っ て処理 さ れます。 名前は、 ブ ロ ッ ク を識別す る 任意の文字列であ り 、 た と えば

firstname ・ lastname ・ zipcode のよ う に名づける こ と ができ ます。 PPS では、 さ まざまな

種類のブロ ッ ク を使 う こ と ができ ます ：

> テキス ト 行ブロ ッ クは、 1 行のテキス ト データ を持ちます。 こ のデータは、 PPS のテキ

ス ト 行 メ ソ ッ ド で処理されます。

> テキス ト フ ローブロ ッ クは、1 行ないし複数行のテキス ト データ を持ちます。複数行の

テキ ス ト は、 PPS のテキス ト フ ローフ ォーマ ッ ターによ って組版されます。 複数のテ

キ ス ト フ ローブロ ッ ク を連結し て、 前のブロ ッ ク から あふれたテキ ス ト を次のブロ ッ

ク に入れる こ と も可能です （399 ページ 「 テキス ト フ ローブロ ッ ク を連結」 参照）。

> 画像ブロ ッ クは、ラ ス ター画像を持ちます。DTPアプ リ ケーシ ョ ンでTIFFやJPEGのフ ァ

イルを貼 り 付けるの と似ています。
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> PDF ブロ ッ クは、他のPDF文書のページから取 り 込んだ任意のPDF コ ンテンツを持ちま

す。 これは、 DTP アプ リ ケーシ ョ ンで PDF ページを貼 り 付けるの と似ています。

> グラ フ ィ ッ ク ブロ ッ クは、 ベク ト ルグ ラ フ ィ ッ ク を持ちます。 これは、 レ イ ア ウ ト ア

プ リ ケーシ ョ ンで SVG フ ァ イルを貼 り 付けるのに似ています。

ブロ ッ クは、 その種類によ って異なる さ まざまな定義済みプロパテ ィ を持っています。 プ

ロパテ ィ は、 Block Plugin で作成 ・ 変更でき ます （384 ページ 「13.3.2 ブロ ッ ク プロパテ ィ

を編集」 を参照）。 定義済みブロ ッ ク プロパテ ィ の全一覧が 402 ページ 「13.7 ブロ ッ クの

プロパテ ィ 」 にあ り ます。 た と えばテキス ト ブロ ッ ク な ら テキス ト のフ ォ ン ト やサイ ズを

指定でき ますし、 画像ブロ ッ クや PDF ブロ ッ ク な ら拡縮倍率や回転を指定でき ます。 PPS

はブ ロ ッ ク の種類 ご と に、 それ を 処理す る 専用の関数 を 提供 し て い ま す （PDF_fill_
textblock( ) など）。 これら関数は、 取 り 込まれた PDF ページにおいてブロ ッ ク を名前で検

索し、 そのプロパテ ィ を分析し て、 ク ラ イ アン ト の与えたデータ （1 行テキス ト ・ 複数行

テキ ス ト ・ ラ ス ター画像 ・ PDF ページ ・ ベク ト ルグ ラ フ ィ ッ ク のいずれか） を、 新しい

ページ上に、 指定されたブロ ッ ク プロパテ ィ に従って配置し ます。 プロ グ ラ マーがブロ ッ

クのプロパテ ィ をオーバーラ イ ドする こ と も可能です。そのためにはブロ ッ ク流し込み関

数でそれに対応するオプシ ョ ンを指定し ます。

デフ ォル ト 内容に関するプロパテ ィ ブ ロ ッ ク のデフ ォ ル ト 内容を持たせ る 特殊なブ

ロ ッ ク プロパテ ィ を指定する こ と も可能です。ブロ ッ ク流し込み関数に可変データが与え

られなかった と きや、ブロ ッ ク内容が次回の印刷実行時には変わるかも しれないが現時点

では固定な と きにそのブロ ッ クに配置される テキス ト ・ 画像 ・ PDF ・ グ ラ フ ィ ッ ク内容を

指定でき ます。

このデフ ォル ト プロパテ ィ はBlock Pluginのプレ ビ ュー機能でも用いられます（392ペー

ジ 「13.5 ブロ ッ ク を Acrobat でプレ ビ ュー」 参照）。

カ ス タムブロ ッ ク プロパテ ィ 定義済みのブロ ッ ク プ ロパテ ィ を利用すれば可変データ

処理アプ リ ケーシ ョ ンを手軽に実装でき ますが、これらのプロパテ ィ について PPS は内部

的に知っていて自動的に処理でき るわけですが、ブロ ッ ク にも っ と高い柔軟性を与え る た

めにデザイナーがカ ス タ ムのプ ロパテ ィ を割 り 当て る こ と も可能です。 カ ス タ ムプ ロパ

テ ィ を利用し てブロ ッ クの概念を拡張する こ と で、よ り 高度な可変データ処理アプ リ ケー

シ ョ ンの要請に応え られるでし ょ う 。

カ ス タ ムプロパテ ィ には何のルールも あ り ません。 PPS はカ ス タ ムプロパテ ィ を何ら

処理し ないからです。PPS はク ラ イ アン ト がカ ス タ ムプロパテ ィ を利用でき る よ う にする

だけです。 ク ラ イ アン ト のコー ド でカ ス タ ムプ ロパテ ィ を取得し て よ し なに処理でき ま

す。レ イ ア ウ ト やデータ抽出についてブロ ッ ク のカ ス タ ムプロパテ ィ を見て決める よ う な

アプ リ ケーシ ョ ンが可能です。科学的なアプ リ ケーシ ョ ンでは数値出力の桁数を指定する

カス タ ムプロパテ ィ を設けて も よいでし ょ う し、データベースのフ ィ ール ド名をカス タ ム

ブロ ッ ク プロパテ ィ にし てそ こ からブロ ッ ク用データ を取得し て も よいでし ょ う 。

13.2.3 なぜ PDF のフ ォームフ ィ ール ド を使わないの

経験あ る Acrobat ユーザーな ら疑問に思 う でし ょ う 。 なぜ我々は新たにブロ ッ ク と い う 概

念を導入し たのか、 なぜ PDF にすでにあ る フ ォームフ ィ ール ド のし く みを活用し ないの

か と。根本的な違いは、PDF のフ ォームフ ィ ール ド は対話的に記入される こ と を主眼 と し

て作られているのに対し て、PDFlib のブロ ッ クは自動的に流し込まれる こ と を目的 と し て

いる点です。 対話的記入 と自動流し込みを両方 と も要する アプ リ ケーシ ョ ンの場合には、

フ ォームフ ィ ール ド 変換プラ グ イ ンを用いて PDF フ ォーム と PDFlib ブロ ッ ク を併用する
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こ と も可能です （389 ページ 「13.4 PDF フ ォームフ ィ ール ド を PDFlib ブロ ッ ク に変換」 参

照）。

両者は似た点も多いですが、PDFlib ブロ ッ ク には、PDF フ ォームフ ィ ール ド に比べて、

表 13.1 に示す利点があ り ます。

表 13.1 PDF フ ォームフ ィ ールド と PDFlib ブロ ッ クの比較

機能 PDF フ ォームフ ィ ールド PDFlib ブロ ッ ク

設計の趣旨 対話的利用 自動流し込み

文字組版機能 （フ ォ ン ト 指定 ・ 文

字サイズ指定よ り も高度な）

－ カーニング ・ 単語間隔 ・ 文字間隔 ・ 下線 / 上線

/ 取り消し線

OpenType レ イアウ ト 機能 － 何ダースもの OpenType レ イアウ ト 機能 （合字 ・

スワ ッ シュ文字 ・ オールド ス タ イル数字など）

複雑用字系への対応 制約あ り シ ェーピング ・ 双方向テキス ト （ア ラ ビア語 ・

デーヴァ ナーガ リーなど）

フ ォ ン ト 制御 フ ォ ン ト 埋め込み フ ォ ン ト 埋め込み ・ サブセ ッ ト 化 ・ エン コー

デ ィ ング

テキス ト 組版制御 左 ・ 中央 ・ 右揃え 左 ・ 中央 ・ 右 ・ 両端揃え。 各種組版アルゴ リズ

ム ・ 制御。 イ ン ラ イ ンオプシ ョ ンを用いてテキ

ス ト の見映えを制御可能

テキス ト の途中でフ ォ ン ト などテ

キス ト 属性を変更可能

－ ○

書き込んだ内容が PDF のページ

記述に取り込まれる

－ ○

追加フ ィ ールドの内容をユーザー

が編集可能

○ ×

プロパテ ィ の拡張セ ッ ト － ○ （カス タムブロ ッ ク プロパテ ィ ）

画像フ ァ イルを流し込める － BMP ・ CCITT ・ GIF ・ PNG ・ JPEG ・ JBIG2 ・

JPEG 2000 ・ TIFF

ベク ト ルグラ フ ィ ッ ク を流し込め

る

－ SVG

カ ラー対応 RGB グレースケール ・ RGB ・ CMYK ・ Lab ・ スポッ ト

カ ラー （HKS ・ Pantone スポ ッ ト カ ラーが Block 

Plugin に内蔵） ・ DeviceN

PDF 各種規格 － PDF/A ・ PDF/X ・ PDF/VT ・ PDF/UA

流し込みの際にグラ フ ィ ッ クやテ

キス ト のプロパテ ィ をオーバーラ

イ ド可能

－ ○

透過内容 － ○

テキス ト ブロ ッ ク を連結可能 － ○
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13.3 PDFlib Block Plugin でブロ ッ ク を編集

13.3.1 ブロ ッ ク を作成

ブロ ッ ク ツールをア ク テ ィ ブにする PDFlib ブロ ッ ク を作成する Block Plugin は、Acrobat

における フ ォームツールに似ています。ブロ ッ ク ツールをア ク テ ィ ブにする とページ上の

ブロ ッ クが全部表示されます。 Acrobat の他のツールを選択する と ブロ ッ クは見えな く な

り ますが、 な く なったわけではあ り ません。 ブロ ッ ク ツールをア ク テ ィ ブにするには以下

の操作のどち らかを行います ：

> ブロ ッ ク ア イ コ ン  を ク リ ッ ク。これはAcrobat DCで以下の場所にあ り ます：「ツー

ル」 → 「PDF を編集」 を ク リ ッ ク。

> メ ニュー項目 「PDFlib ブロ ッ ク」 → 「PDFlib ブロ ッ ク ツール」。

ブロ ッ ク を作成 ・ 変更 ブ ロ ッ ク ツールを ア ク テ ィ ブに し た ら、 十字ポ イ ン タ ーを ド

ラ ッ グすれば、 ページ上の希望の位置に希望の大き さ のブロ ッ ク を作れます。 ブロ ッ クは

つねに長方形で、 かつ辺がページの辺と平行にな り ます （rotate プロパテ ィ を用いる と ブ

ロ ッ ク の内容をページの辺に平行でな く する こ と ができ ます） 。 ブ ロ ッ ク の長方形を ド

ラ ッ グ し終え る と、 「PDFlib ブロ ッ ク プロパテ ィ 」 ダ イ ア ロ グが現れ、 ブロ ッ ク の各種プ

ロパテ ィ を編集でき ます （384 ページ 「13.3.2 ブロ ッ ク プロパテ ィ を編集」 参照）。 ブロ ッ

ク ツールはブロ ッ クの名前を自動的に生成し ますが、この名前はプロパテ ィ ダ イ ア ロ グで

変更可能です。 ブロ ッ ク名はページ内では一意であ る必要があ り ますが、 別のページで同

じ名前を使 う のはかまいません。

ダ イ ア ロ グの一番上で、 ブロ ッ ク の種類を 「Textline」 （テキ ス ト 行） ・ 「Textflow」 （テ

キス ト フ ロー） ・ 「Image」 （画像） ・ 「PDF」 ・ 「Graphics」 （グ ラ フ ィ ッ ク） から選べます。 ブ

ロ ッ クの種類ご と に色が変えてあ り ます （図 13.1 参照） 。 タブは、 その時選んでいるブ

ロ ッ ク種別のものだけがア ク テ ィ ブにな り ます。 「PDFlib ブロ ッ ク プロパテ ィ 」 ダ イ ア ロ

グは、 ブロ ッ ク の種類によ って、 プロパテ ィ をグループやサブグループにま と めて階層的

に表示し ます。

注 PDF にブロ ッ ク を追加し た後や、 既存のブロ ッ クに変更を加えた後には、 Acrobat の 「名

前を付けて保存 ...」 コ マン ド を使うほうが （「上書き保存」 よ り も） フ ァ イルサイズが小

さ く な り ます。

ブロ ッ ク を選択 コ ピー ・ 移動 ・ 削除 ・ プロパテ ィ 編集などのブロ ッ ク操作は、 選択し た

1 個ないし複数のブロ ッ ク に対し て働き ます。 ブロ ッ ク ツールを用いてブロ ッ ク を選択す

るには以下の とお り 操作し ます ：

> ブロ ッ ク 1 個を選択するには単にそれをシングルク リ ッ ク。

> 複数のブロ ッ ク を選択し たい場合は、2個目以降のブロ ッ ク を Shift キーを押し ながら選

択。

> ページ上のすべてのブロ ッ ク を選択するには、 Ctrl+A （Windows の場合） か Cmd+A

（macOS の場合） を押すか、 または 「編集」 → 「すべて選択」。

コ ンテキス ト メ ニ ュー 1 個ない し複数のブ ロ ッ ク を選択し ている時にコ ンテキ ス ト メ

ニューを開 く と、 ブロ ッ クに関する さ まざまな機能 （「PDFlib ブロ ッ ク」 メ ニューから利

用でき る各種機能と同じ） を さ っ と実行でき ます。 コ ンテキス ト メ ニューを開 く には、 選

択し た 1 個ないし複数のブロ ッ ク を、 Windows ではマウ スの右ボタ ンで ク リ ッ ク、 macOS

では Ctrl+ ク リ ッ ク し ます。 た と えばブロ ッ ク を削除するには、 ブロ ッ ク ツールで選択し
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てから Delete キーを押し て もいいのですが、 コ ンテキス ト メ ニューで 「編集」 → 「削除」

と い う 方法も あ るのです。

ページ上でブロ ッ ク のない所を右ク リ ッ ク （macOS では Ctrl+ ク リ ッ ク） し た場合の

コ ンテキス ト メ ニューには、 ブロ ッ ク プレ ビ ューを作成する項目 と、 ブロ ッ ク機能を構成

する項目があ り ます。

ブロ ッ クのサイズ と位置 ブロ ッ ク ツールを使って選択し た 1 個ないし複数のブロ ッ ク

を別の位置へ動かすこ と もでき ます。Shift キーを押し ながらブロ ッ ク を ド ラ ッ グする と真

横か縦へだけ動き ます。 ブ ロ ッ ク を き っち り 揃え るのに便利で し ょ う 。 ポ イ ン ターをブ

ロ ッ ク の角付近へ持って行 く と、 ポイ ン ターが二重矢印に変わ り 、 ブロ ッ クのサイ ズを変

え る こ と ができ ます。

複数のブロ ッ ク の位置やサイ ズを揃えたい と きは、複数のブロ ッ ク を選択し て、「PDFlib
ブロ ッ ク」 メ ニューかコ ンテキス ト メ ニューから 「整列」 ・ 「中央揃え」 ・ 「均等配置」 ・ 「サ

図 13.1
各種ブロ ッ ク
の視覚化
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イズ」 コマン ド を選択し ます。 1 個ないし複数のブロ ッ クの位置を、 矢印キーを使って小

刻みに動かすこ と もでき ます。

あ るいは、 ブロ ッ ク の座標を数値でプロパテ ィ ダ イ ア ロ グに入力する と い う 方法も あ

り ます。 こ の座標系の原点はページの左上隅です。 座標の表示は、 その時点で Acrobat で

選んでいる単位によ り ます ：

> Acrobat DC で表示単位を変更するには、 「編集」 → 「環境設定」 （→ 「一般 ...」） → 「単

位と ガイ ド」 → 「ページ と定規の単位」 でイ ンチ ・ センチ メ ー ト ル ・ パイ カ ・ ポ イ ン

ト ・ ミ リ のいずれかを選択。

> カーソルの座標を表示するには、 「表示」 → 「表示切り替え」 → 「カーソル座標」。

ただ し こ こ で選んだ単位は、 Rect プ ロ パテ ィ にのみ効力を持ち、 他の数値プ ロ パテ ィ

（fontsize など） には効力を持ちません。

グ リ ッ ド でブロ ッ クの位置合わせ Acrobat のグ リ ッ ド機能を活用する と、 ブロ ッ ク の位

置合わせやサイ ズ変更が正確にでき ます ：

> グ リ ッ ド を表示 ： 「表示」 → 「表示切り替え」 → 「定規とグリ ッ ド」 → 「グリ ッ ド」。

図 13.2
ブロ ッ ク プロパテ ィ ダイアログ
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> グ リ ッ ド スナッ プを有効化 ： 「表示」 → 「表示切り替え」 → 「定規とグ リ ッ ド」 → 「グ

リ ッ ド にスナ ッ プ」。

> グ リ ッ ド を変更 ： 「編集」 → 「環境設定」 （→ 「一般 ...」） → 「単位と ガイ ド」 でグ リ ッ

ド の線の間隔や位置や色を変更でき ます。

「グ リ ッ ド にスナ ッ プ」 を有効にし ている と、 構成し たグ リ ッ ド にブロ ッ ク のサイ ズ と 位

置が揃います。 こ の 「グ リ ッ ド にスナ ッ プ」 は、 新規作成するブロ ッ ク にも効き ますし、

既存のブロ ッ ク をブロ ッ ク ツールで移動 ・ サイ ズ変更する際にも効き ます。

画像やグラ フ ィ ッ ク を選択する こ と によ っ てブロ ッ ク を作成 ブロ ッ ク の長方形を手作

業で ド ラ ッ グせずに、 既存のページ内容か ら ブ ロ ッ ク のサ イ ズを定義する こ と も可能で

す。 まず、 メ ニュー項目 「PDFlib ブロ ッ ク」 → 「オブジ ェ ク ト を ク リ ッ クでブロ ッ ク を定

義」 を有効化し ます。 その う えでブロ ッ ク ツールを使ってページ上の画像を ク リ ッ クする

と、 その画像と同じ位置に同じサイ ズのブロ ッ ク ができ ます。 それ以外のグ ラ フ ィ ッ ク オ

ブジ ェ ク ト を ク リ ッ クする こ と も でき、 その場合、 ブ ロ ッ ク ツールはそのグ ラ フ ィ ッ ク

（た と えばロ ゴ） 全体を選択し よ う と し ます。 こ の 「オブジ ェ ク ト ク リ ッ ク」 機能の意図

は、 ブロ ッ ク を定義する作業を支援する こ と です。 でき たブロ ッ クの位置やサイ ズは後か

ら自由に変更でき ます。画像やグ ラ フ ィ ッ クにブロ ッ クが固定されて し ま う わけではな く

位置 ・ サイ ズ決めの補助と し て使 う だけです。

こ の 「オブジェ ク ト ク リ ッ ク」 機能は、 ページでどのベク ト ルグ ラ フ ィ ッ クや画像が

論理的要素を形成し ているかを認識し よ う と試みます。 ページ内容を ク リ ッ クする と、 そ

れが白い場合と極端に大きい場合でなければ、 その外接枠 （対象を囲む長方形） が選択さ

れます。 その次の段階と し て、 この検知された長方形に他の物の一部が入 り 込んでいれば

それが選択領域に追加され、 これが繰 り 返されます。 こ う し て 終的に得られた領域に基

づいてブロ ッ ク の長方形が生成されるのです。 結局の と こ ろ 「オブジェ ク ト ク リ ッ ク」 機

能は、 個々の線ではな く グ ラ フ ィ ッ ク全体を選択し よ う とする こ と にな り ます。

フ ォ ン ト プロパテ ィ を自動検出 Block Plugin は、 テキ ス ト 行ま たはテキ ス ト フ ローブ

ロ ッ ク の置かれた場所の背景にあ る フ ォ ン ト を分析し、対応するブロ ッ ク プロパテ ィ に自

動的に書き込むこ と もでき ます ：

fontname・fontsize・fillcolor・charspacing・horizscaling・wordspacing・

textrendering・textrise

こ のフ ォ ン ト プロパテ ィ の自動検出は結果が変になる こ と も あ る ため、背景を無視させた

い と きには 「PDFlib ブロ ッ ク」 → 「背景フ ォ ン ト ・ 色の検出」 で機能の有効 ・ 無効を切 り

替え る こ と ができ ます。 デフ ォル ト ではこ の機能は無効になっています。

ブロ ッ ク を ロ ッ ク ブ ロ ッ ク が う っか り 移動 ・ サ イ ズ変更 ・ 削除されぬよ う ロ ッ ク し て

保護する こ と もでき ます。ブロ ッ ク ツールがア ク テ ィ ブな状態でブロ ッ ク を選択し てコ ン

テキス ト メ ニューから 「ロ ッ ク」 を選択し ます。 ブロ ッ ク がロ ッ ク されている と、 移動 ・

サイ ズ変更 ・ 削除できず、 そのプロパテ ィ ダ イ ア ロ グを編集する こ と もでき ません。

13.3.2 ブロ ッ ク プロパテ ィ を編集

新規ブロ ッ ク を作成し た時と、 既存ブロ ッ ク をダブルク リ ッ ク し た時 と、 ブロ ッ ク のコ ン

テキ ス ト メ ニューから 「プロパテ ィ 」 を選択し た時には、 プロパテ ィ ダ イ ア ロ グが現れ、

その選んだブロ ッ ク のあ ら ゆる設定を編集でき ます （図 13.2 参照） 。 プロパテ ィ にはブ

ロ ッ ク種別によ ってグループがい く つかあ り 、詳し く は 402 ページ 「13.7 ブロ ッ ク のプロ

パテ ィ 」 で説明し ます。
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ダ イ ア ロ グ内の 1 個ないし複数のプロパテ ィ を変更し た時だけ 「適用」 ボタ ンが有効

にな り ます。 プロパテ ィ の変更をブロ ッ ク に適用し た後には、 ブロ ッ ク の名前の中にアス

タ リ ス クが表示されて、ブロ ッ ク が変更されたがまだデ ィ ス ク には保存されていない と い

う こ と を示し ます。 ロ ッ ク されたブロ ッ ク では 「適用」 ボタ ンは無効と な り ます。

注 ブロ ッ ク種別やプロパテ ィ の設定によ っては表示されないプロパテ ィ もあ り ます。た と え

ば、 タ ブ設定を編集するための「hortabmethod=ruler におけるルーラータブ」プロパテ ィ サ

ブグループは、「テキスト組版」→「ルーラータブ」グループの hortabmethod プロパテ ィ を

ruler に設定し ている と きにのみ表示されます。

注 ブロ ッ ク プロパテ ィ にテキス ト を入力する と キャ ラ ク タ ーの置換が起こ る こ とがあ り ま

す。 たと えばス ト レー ト 引用符がスマー ト 引用符へ置き換えられた り し ます。 この置き換

えはオペレーテ ィ ングシステムが行なっている こ と ですので、 無効化するには 「システム

環境設定」 → 「キーボー ド」 → 「ユーザー辞書」 → 「スマー ト 引用符と スマー ト ダ ッ シュ

を使用」 を選択し ます。

プロパテ ィ の値を変更するには、入力し たい数や文字列をプロパテ ィ の入力領域に入力す

るか （linewidth など）、 ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から値を選ぶか （fitmethod ・ orientate な

ど）、 ダ イ ア ロ グの右側にあ る 「...」 ボタ ンを ク リ ッ ク し てフ ォ ン ト やカ ラー値やフ ァ イル

名を選びます （backgroundcolor ・ defaultimage など）。 fontname プロパテ ィ の場合は、 シ

ステムにイ ン ス ト ールされている フ ォ ン ト の一覧から選ぶこ と もでき ますし、カス タ ムの

フ ォ ン ト 名を打ち込むこ と も可能です。 どの方式でフ ォ ン ト 名を入力し たにせよ、 PPS が

ブロ ッ クへ内容を流し込むシステムでそのフ ォ ン ト が利用可能でなければな り ません。

変更されたプロパテ ィ は、ブロ ッ ク プロパテ ィ ダ イ ア ロ グ内で太字で表示されます。ブ

ロ ッ クのいずれかのプロパテ ィ が変更されている と きには、その表示されているブロ ッ ク

名の後に接尾辞 (*) が付されます。 プロパテ ィ の編集が済んだら、 「適用」 ボタ ンを ク リ ッ

ク し てブロ ッ ク を更新し ます。定義し たプロパテ ィ は、PDF フ ァ イル内にブロ ッ ク定義の

一部 と し て格納されます。

重な っ たブロ ッ ク 重な り あ う ブ ロ ッ ク群は選択しづら い こ と があ り ます。 その領域を

ク リ ッ クする と必ず 前面のブロ ッ クが選ばれて し ま う からです。そんな と きはコ ンテキ

ス ト メ ニューの 「ブロ ッ クの選択」 項目を用いれば、 ブロ ッ クの う ちの 1 個を名前で選択

でき ます。 1 個のブロ ッ ク を選んだ直後にその領域で行 う 操作は、 その選択し た 1 個のブ

ロ ッ ク に対し てのみ効力を持ち、 他のブ ロ ッ ク に対し ては効力を持ちません。 た と えば

Enter を押せば、 その選択し たブロ ッ ク のプロパテ ィ を編集でき ます。 この方法を駆使す

れば、 ブロ ッ ク の上に他のブロ ッ ク が部分的ないし完全にかぶさ っていて も、 簡単にその

ブロ ッ クのプロパテ ィ を編集する こ と ができ ます。

ブロ ッ ク プロパテ ィ の値を繰り返し使用 ・ リ セ ッ ト キー入力やク リ ッ ク の量をい く ら

か軽減でき る よ う 、 ブロ ッ ク ツールは、 直前のブロ ッ ク のプロパテ ィ ダ イ ア ロ グで入力さ

れたプロパテ ィ 値を記憶し ています。これらの値は新規ブロ ッ ク の作成時に再利用されま

す。 も ちろんその値はいつでも別の値でオーバーラ イ ド し てかまいません。

プロパテ ィ のダ イ ア ロ グで 「全て リ セ ッ ト 」 ボタ ンを押す と、 下記以外のブロ ッ ク プ

ロパテ ィ がデフ ォル ト に リ セ ッ ト されます ：

> Name ・ Type ・ Rect ・ Description プロパテ ィ

> すべてのカ ス タ ムプロパテ ィ

注 定義済みプロパテ ィ のデフ ォル ト 値は、プレビ ュー生成時のプレースホルダーデータ を保

持する defaulttext ・ defaultimage ・ defaultpdf ・ defaultgraphics プロパテ ィ とは別物です

ので注意し て く だ さい （392 ページ 「ブロ ッ クのデフ ォル ト 内容」 参照）。
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複数のブロ ッ ク をま とめて編集 複数のブロ ッ ク のプロパテ ィ を ま と めて編集すれば大

いに時間を節約でき ます。 複数のブロ ッ ク を選択するには以下の とお り 操作し ます ：

> メ ニュー項目 「PDFlib ブロ ッ ク」 → 「PDFlib ブロ ッ ク ツール」 を選択する こ と によ って、

ブロ ッ ク ツールをア ク テ ィ ブにし ます。

> 1 個目のブロ ッ ク を ク リ ッ ク し て選択。この 初に選んだブロ ッ クがマス ターブロ ッ ク

にな り ます。 他の 1 個ないし複数のブロ ッ ク を Shift+ ク リ ッ クする こ と によ って選択

ブロ ッ ク群に加えます。 あ るいは 「編集」 → 「すべてを選択」 を ク リ ッ クする と、 現

在のページの全ブロ ッ ク を選択でき ます。

> これら のいずれかのブロ ッ ク をダブルク リ ッ クする と、 ブロ ッ ク プロパテ ィ ダ イ ア ロ

グが開き ます。 こ の時ダブルク リ ッ ク し たブロ ッ ク は新たにマス ターブロ ッ ク にな り

ます。

> あ るいはいずれかのブロ ッ ク を ク リ ッ ク し てマス ターブロ ッ クにし た う えでEnterキー

を押すこ と によ ってブロ ッ ク プロパテ ィ ダ イ ア ロ グを開 く こ と もでき ます。

プロパテ ィ の う ち、選択し ているブロ ッ クすべてに該当する部分集合だけがプロパテ ィ ダ

イ ア ロ グに表示されます。プロパテ ィ 値はマス ターブロ ッ ク から採られてダ イ ア ロ グに表

示されます。 この時、 選択し ているブロ ッ クすべてにプロパテ ィ 群を以下のよ う に適用で

き ます ：

> チェ ッ ク ボ ッ ク ス 「マス ターブロ ッ クのすべてのプロパテ ィ を適用」 をチェ ッ ク し て

いない と き ： 「適用」 を ク リ ッ クする と、 選択し ているすべてのブロ ッ クへ、 ダ イ ア ロ

グで手変更されたプロパテ ィ （黒でハイ ラ イ ト されている） だけがコ ピーされます。

> チェ ッ ク ボ ッ ク ス 「マス ターブロ ッ クのすべてのプロパテ ィ を適用」 をチェ ッ ク し て

いる と き ： 「適用」 を押すと、 選択し ているすべてのブロ ッ クへ、 マス ターブロ ッ ク の

すべてのカ レ ン ト プロパテ ィ と、 ダ イ ア ロ グで手変更されたすべてのプロパテ ィ がコ

ピーされます。 これを利用し て、 あ るブロ ッ ク のブロ ッ ク プロパテ ィ を他の 1 個ない

し複数のブロ ッ クへコ ピーする こ と もでき るわけです。

以下の定義済みプロパテ ィ およびカス タ ムプロパテ ィ は共用でき ません。 すなわち、 複数

のブロ ッ ク でま と めて編集でき ません ：

Name・Description・Subtype・Type・Rect・Status

13.3.3 ページ間 ・ 文書間でブロ ッ ク を コ ピー

Block Plugin は、 ブロ ッ ク を現在のページの中で、 または現在の文書の中で、 あ るいは他

の文書へ移動 ・ コ ピーする手段をい く つか提供し ています ：

> ブロ ッ ク をマウ スで ド ラ ッ グする こ と によ って、 移動 ・ コ ピーするか、 あ るいは他の

ページか開いている文書へブロ ッ ク を貼 り 付ける

> ブロ ッ ク を、通常のコ ピー/貼 り 付け操作を用いて、同一文書内の1つないし複数のペー

ジへ複製

> ブロ ッ ク を、 新しいフ ァ イル （ページが空白の） か既存の文書 （既存のページにブロ ッ

ク を適用） へ書き出す

> 他の文書からブロ ッ ク を取 り 込む

ブロ ッ ク の定義は維持し たま まページ内容を差し替えたい と きは、ブロ ッ ク を温存し なが

ら背景の 1 つないし複数のページを置換する こ と ができ ます。 そのためには、 「ツール」

→ 「ページを整理」 → 「置換」 を用います。

ブロ ッ ク を移動 ・ コ ピー ブロ ッ クの位置を変えた り コ ピーを作成し た り するには、1 個

ないし複数のブロ ッ ク を選択し て、 Ctrl キー （Windows の場合） か Alt キー （macOS の場
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合） を押し ながら、 新しい位置へド ラ ッ グ し ます。 キーを押し ている間は、 マウ ス カーソ

ルが変わ り ます。 コ ピーされたブロ ッ クは、 名称と位置が自動的に変更される以外は、 元

のブロ ッ ク と同じプロパテ ィ を持ちます。

また、 コ ピー／貼 り 付けを使って、 ブロ ッ ク を、 同一ページ内の他の場所へ、 または

同一文書内の他のページへ、 あ るいはその時に Acrobat で開いている他の文書へコ ピーす

る こ と もでき ます ：

> ブロ ッ ク ツールをア ク テ ィ ブにし て、 コ ピーし たいブロ ッ ク群を選択。

> Ctrl+C （Windows の場合） か Cmd+C （macOS の場合） または 「編集」 → 「コ ピー」 を

使って、 選択し たブロ ッ ク を ク リ ッ プボードへコ ピー。

> コ ピー先ページへ移動 （必要な ら）。

> ブロ ッ ク ツールがア ク テ ィ ブであ る こ と を確認し て、Ctrl+V（Windows の場合）か Cmd+V

（macOS の場合） または 「編集」 → 「貼り付け」 を使って、 ク リ ッ プボード からブロ ッ

ク を現在のページ ・ 文書へ貼 り 付け。

ブロ ッ ク を他のページ群へ複製 1 個ないし複数のブロ ッ ク の複製を、現在の文書の中の

任意の数のページ上に一気に作る こ と もでき ます ：

> ブロ ッ ク ツールをア ク テ ィ ブにし て、 複製し たいブロ ッ ク群を選択。

> 「PDFlib ブロ ッ ク」 メ ニューかコ ンテキス ト メ ニューから 「取り込みと書き出し」 → 「複

製 ...」 を選択。

> ど う い う ブロ ッ ク を複製するかを選び （「選択されているブロ ッ ク」 または 「このペー

ジ上の全ブロ ッ ク」）、 この選んだブロ ッ ク群を複製し たい複製先ページの範囲を選択。

ブロ ッ ク を書き出し ・ 取り込み ブ ロ ッ ク の書き出し／取 り 込み機能を使 う と、 あ る 1

つのページ上のブロ ッ ク の定義や、 あ る文書のすべてのブロ ッ ク の定義を、 複数の PDF

フ ァ イル間で共用する こ と が可能です。 これは、 既存のブロ ッ ク定義を温存し たま まペー

ジ内容を差し替え と きに便利です。ブロ ッ ク定義を別フ ァ イル と し て書き出すには以下の

とお り 操作し ます ：

> ブロ ッ ク ツールをア ク テ ィ ブにし て、 書き出し たいブロ ッ ク群を選択。

> 「PDFlib ブロ ッ ク」 メ ニューかコ ンテキス ト メ ニューから 「取り込みと書き出し」 → 「書

き出し ...」 を選択。 ページ範囲と、 ブロ ッ ク定義を持たせたい新規 PDF フ ァ イル名を

入力。

ブロ ッ ク定義を取 り 込むには 「PDFlib ブロ ッ ク」 → 「取り込みと書き出し」 → 「取り込み

...」 を選択し ます。 ブロ ッ ク を取 り 込む際には、 取 り 込んだブロ ッ ク を文書の全ページに

適用するのか、 それ と も特定のページ範囲にだけ適用するかを選べます。 複数のページを

選択し た場合、 ブロ ッ ク定義は変更されずに各ページへコ ピーされます。 取 り 込むブロ ッ

ク定義よ り も取 り 込み先範囲のほ う がページ数が多い場合には、 「テンプレー ト を繰り返

す」 チェ ッ ク ボ ッ ク ス を用いる こ と もでき ます。 これをチェ ッ クする と、 取 り 込みフ ァ イ

ル内のブロ ッ クのシーケン スが、 現在の文書の中で、 文書の終わ り に達する まで繰 り 返さ

れます。

書き出し でブロ ッ ク を他の文書へコ ピー ブ ロ ッ ク を書き出す際には、 そのブ ロ ッ ク群

を他の文書のページ群へ直接適用する こ と もでき ます。 結果と し て、 あ る文書から別の文

書へブロ ッ ク群を転写する こ と ができ るわけです。 そのためには、 ブロ ッ ク の書き出し先

と し て既存の文書を選びます。 「既存のブロ ッ ク を削除」 チェ ッ ク ボ ッ ク ス をチェ ッ クす

る と、 書き出し先の文書にブ ロ ッ ク が存在し ていて もすべて削除されてか ら、 新たにブ

ロ ッ ク群がその文書へコ ピーされます。
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13.3.4 Block Plugin のユーザーイ ン タ ーフ ェ イ スを XML で カ ス タ マ イズ

Block Plugin のユーザーイ ン ターフ ェ イ スの設定の一部は、Acrobat セ ッ シ ョ ンご と に保管

/ 再読み込みされてお り 、 XML 構成フ ァ イルで制御可能です。 構成フ ァ イルのサンプル と

し て factory settings.xml をデ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンに同梱し ています。構成が変更された

と き、 新しい設定は user settings.xml に格納されます。 変更された構成は、 Acrobat が起

動される たびに読み込まれ、 Acrobat が閉じ られる たびに書き込まれます。 この構成フ ァ

イルは以下のよ う な場所に格納されています （システムデ ィ レ ク ト リ ーの名前はローカ ラ

イ ズ されている場合があ り ます。 必要に応じ て DC を他の Acrobat ト ラ ッ ク名へ置き換え

て く ださい） ：

Windows：C:\Users\<user>\AppData\Local\Adobe\Acrobat\DC\PDFlib\Block Plugin 5
macOS：/Users\<user>/Library/Application Support/Adobe/Acrobat/DC/PDFlib/Block Plugin 5

以下の XML エレ メ ン ト を用いて構成を手動で変更でき ます ：

> エレ メ ン ト /Block_Plugin/MainDialog/CloseOnApply：ブロ ッ ク プロパテ ィ ダ イ ア ロ グの

「適用し たらダイアログを閉じ る」 チェ ッ ク ボ ッ ク スの初期状態を制御。 このチェ ッ ク

ボ ッ ク スは、 ブ ロ ッ ク 作成後ま たはブ ロ ッ ク プ ロ パテ ィ 変更後に も ブ ロ ッ ク プ ロ パ

テ ィ ダ イ ア ロ グが開いたま まになるかど う かを決める ものです。

> エレ メ ン ト /Block_Plugin/MainDialog/ApplyAllProps：ブロ ッ ク プロパテ ィ ダ イ ア ロ グの

「マス タ ーブロ ッ クのすべてのプロパテ ィ を適用」 チェ ッ ク ボ ッ ク スの初期状態を制

御。 こ のチェ ッ ク ボ ッ ク スは、 選択し ている複数のブロ ッ クへコ ピーされるのはマス

ターブ ロ ッ ク のすべてのプ ロ パテ ィ なのか、 それ と も ダ イ ア ロ グで変更し たプ ロ パ

テ ィ 群のみかを指定する ものです。

> エレ メ ン ト /Block_Plugin/FontDialog/ShowBaseFonts ： ブロ ッ ク プロパテ ィ ダ イ ア ロ グ

のフ ォ ン ト 一覧 （「書式」 プロパテ ィ グループの fontname プロパテ ィ ） に、 システム

にイ ン ス ト ールされている フ ォ ン ト 群だけでな く ベース フ ォ ン ト 14種も表示するかど

う かを制御。

> エレ メ ン ト /Block_Plugin/Command/ControlByClick： メ ニュー項目「PDFlib ブロ ッ ク」 →

「オブジ ェ ク ト を ク リ ッ クでブロ ッ ク を定義」 の初期状態を制御。

> エレ メ ン ト /Block_Plugin/Command/DetectFonts ： メ ニュー項目 「PDFlib ブロ ッ ク」 →

「背景フ ォ ン ト ・ 色の検出」 の初期状態を制御。

> エレ メ ン ト /Block_Plugin/Command/KeyAccelerator：control（Windows では Ctrl キーを、

macOS では Command キーを示し ます） ・ shift （Shift キーを示し ます） ・ control+shift ・

none のいずれかの値を と り 、 以下のキーボード シ ョ ー ト カ ッ ト に対する ア ク セラ レー

ターキーを指定 ：

A（すべてを選択）・C（コピー）・I（ブロックプロパティダイアログ）・V（貼り付け）・X（切り

取り）

変更は、 Acrobat を次に起動し た際に有効にな り ます。 キーボード シ ョ ー ト カ ッ ト は実

行時には変更でき ないためです。 こ のエン ト リ ーがない場合、 ア ク セ ラ レータは利用

でき ません。 デフ ォル ト は control です。

> エレ メ ン ト Configuration/Preferences/PreviewStatusMessage ： 各プレ ビ ュー操作後にス

テータ ス メ ッ セージダ イ ア ロ グ （「10 個のブロ ッ クが処理されま し た :…」 など） が表

示されるかど う かを制御。
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13.4 PDF フ ォームフ ィ ール ド を PDFlib ブロ ッ クに変
換
PDFlib ブロ ッ ク を手作業で作らず、PDF フ ォームフ ィ ール ド をブロ ッ クへ自動変換させる

こ と も可能です。 これが特に役立つのは、 複雑な PDF フ ォームに PPS で自動流し込みで

き る よ う にし たい場合や、 既存の大量の PDF フ ォームを自動流し込みでき る よ う 変換し

たい場合などです。1 つのページのすべてのフ ォームフ ィ ール ド を PDFlib ブロ ッ ク に変換

するには、 「PDFlib ブロ ッ ク」 → 「フ ォームフ ィ ールドの変換」 → 「現在のページ」 を選

択し ます。 文書のすべてのフ ォーム フ ィ ール ド を変換し たければ 「全ページ」 を選びま

す。選択し たフ ォームフ ィ ール ド だけを変換し たければ（1 個または複数のフ ォームフ ィ ー

ル ド を選択するには、 Acrobat の 「ツール」 → 「リ ッ チ メ デ ィ ア」 から 「オブジ ェ ク ト を

選択」 ツールを選択）、 「選択されている フ ォームフ ィ ールド」 を選択し ます。

フ ォームフ ィ ール ド 変換の詳細 自動フ ォーム フ ィ ール ド 変換においては、 「PDFlib ブ

ロ ッ ク」 → 「フ ォームフ ィ ールドの変換」 → 「変換オプシ ョ ン ...」 ダ イ ア ロ グで選んでい

る種類のフ ォームフ ィ ール ド が、テキス ト 行ブロ ッ ク かテキス ト フ ローブロ ッ ク に変換さ

れます。 デフ ォル ト ではすべての種類のフ ォームフ ィ ール ド が変換されます。 変換された

フ ィ ール ド の属性は、 表 13.3 の とお り 、 それぞれ対応するブロ ッ ク プロパテ ィ へ変換さ

れます。

同名の複数のフ ォームフ ィ ール ド フ ォーム フ ィ ール ド の場合には同じページに同じ名

前のものが複数あって も許されるのですが、ブロ ッ ク の場合には名称がページ上で一意で

なければな り ません。 ですので、 フ ォームフ ィ ール ド がブロ ッ ク に変換される際には、 生

成 さ れる ブ ロ ッ ク の名前の末尾に数を付加し て一意なブ ロ ッ ク 名が生成 さ れます （389

ページ 「フ ォームフ ィ ール ド を対応するブロ ッ クに紐付け」 も参照）。

なお、 Acrobat の内部的な問題によ り 、 同名のフ ォームフ ィ ール ド が複数あ る と フ ィ ー

ル ド の属性が正し く 報告されません。 同名の複数のフ ィ ール ド で属性が異な る と、 生成さ

れるブ ロ ッ ク には こ の属性の違いが反映さ れません。 変換処理は こ の場合には警告 メ ッ

セージを表示し、 関連する フ ォームフ ィ ール ド群の名前を示し ます。 その場合には、 生成

されたブロ ッ クのプロパテ ィ を よ く チェ ッ クする必要があ り ます。

フ ォームフ ィ ール ド を対応するブロ ッ クに紐付け 同名のフ ィ ール ド が複数あった場合

（ラ ジオボタ ンなど）、変換先のフ ォームフ ィ ール ド の名前は変更されて し ま っていますか

ら、 どのフ ォームフ ィ ール ド がどのブロ ッ ク になったのかを特定しづら く な り ます。 これ

は特に、FDF フ ァ イルか XFDF フ ァ イルを ソース と し てブロ ッ クへ流し込んでその結果を

フ ォーム記入と同じにし たい と きに問題と な り ます。

この問題を解決するため、 AcroFormConversion プラ グ イ ンでは、 元のフ ォームフ ィ ー

ル ド に関する情報を、 それに対応するブロ ッ ク を生成する際に、 カ ス タ ムプロパテ ィ 群 と

し て記録し ます。 表 13.2 に、 ブロ ッ ク を正し く 特定するために利用でき る カス タ ムプロ

パテ ィ の一覧を示し ます。 プロパテ ィ の型はすべて文字列です。 

ブロ ッ ク を対応する フ ォームフ ィ ール ド へバイ ン ド PDFlib フ ォームフ ィ ール ド と生成

PDFlib ブロ ッ ク と を同期させる ために、 生成されたブロ ッ ク を、 その対応する フ ォーム

フ ィ ール ド にバイ ン ド させてお く こ と ができ ます。 言い換えれば、 プラ グ イ ンが内部的に

フ ォームフ ィ ール ド と ブロ ッ ク と の紐付けを保持する と い う こ と です。変換処理が再実行

される際、 バイ ン ド されたブロ ッ クは、 その対応する PDFlib フ ォームフ ィ ール ド の属性

を反映し て更新されます。 ブロ ッ ク がバイ ン ド されている と、 作業の二度手間が省けて便
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表 13.2 ブロ ッ クに対応する元のフ ォームフ ィ ールド を同定するためのカス タムプロパテ ィ

カス タムプロパテ ィ 意味

PDFlib:field:name フ ォームフ ィ ールドの完全修飾名。

PDFlib:field:pagenumber 元の文書でフ ォームフ ィ ールドが存在し ていたページの番号 （文字列で）。

PDFlib:field:type フ ォームフ ィ ールドの種類。 pushbutton ・ checkbox ・ radiobutton ・ listbox ・

combobox ・ textfield ・ signature のう ちのいずれか。

PDFlib:field:value （type=checkbox の場合にのみ可） フ ォームフ ィ ールドの出力値。

表 13.3 PDF フ ォームフ ィ ールドから PDFlib ブロ ッ クへの変換

以下の PDF フ ォームフ ィ ールド属性は ... ... 以下の PDFlib ブロ ッ ク プロパテ ィ に変換される

全フ ィ ールド

位置 Rect

名前 Name

ツールヒ ン ト Description

一般→一般プロパテ ィ →表示と印刷 Status ：

表示 =active
非表示 =ignore

表示 / 印刷し ない =ignore
非表示 / 印刷する =active

一版→一般プロパテ ィ →向き orientate ： 0=north、 90=west、 180=south、 270=east

表示方法→テキス ト →フ ォ ン ト fontname

表示方法→テキス ト →フ ォ ン ト サイズ fontsize ： 文字サイズ auto は、 ブロ ッ クの高さの 3 分の 2 の固定文

字サイズに変換され、 fitmethod は auto に設定されます。 複数行の

ブロ ッ ク／フ ィ ールド においては、 この組み合わせでは結果と し て

自動的に適切な文字サイズになるので、 ブロ ッ クの高さの 3 分の 2

とい う初期値よ り も小さ く なる こ とがあ り ます。

表示方法→テキス ト →テキス ト の色 strokecolor ・ fillcolor

表示方法→境界線と色→境界線の色 bordercolor

表示方法→境界線と色→塗り つぶしの色 backgroundcolor

表示方法→境界線と色→幅 linewidth ： 細 =1、 標準 =2、 太 =3

テキス ト フ ィ ールド

オプシ ョ ン→整列 position ：

左揃え ={left center}

中央 ={center center}
右揃え ={right center}

オプシ ョ ン→デフ ォル ト defaulttext

オプシ ョ ン→複数行 チ ェ ッ クあ り なら テキス ト フ ローブロ ッ ク を作成

チ ェ ッ クな し なら テキス ト 行ブロ ッ ク を作成

ラ ジオボタ ン ・ チ ェ ッ クボ ッ クス
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利です。 フ ォームが対話的利用のために更新された時に、 対応するブロ ッ ク も自動的に更

新されるからです。

ブロ ッ ク を生成し た後に変換元のフ ォームフ ィ ール ド を残し た く なければ、 「PDFlib ブ

ロ ッ ク」 → 「フ ォームフ ィ ールドの変換」 → 「変換オプシ ョ ン ...」 ダ イ ア ロ グの 「変換さ

れたフ ォームフ ィ ールド を削除」 オプシ ョ ンを選びます。 このオプシ ョ ンを選ぶと、 変換

処理後にフ ォームフ ィ ール ド が完全に削除されます。削除されたフ ィ ール ド に関連づけ ら

れていたア ク シ ョ ン （JavaScript など） もすべて文書から削除されます。

バ ッ チ変換 フ ォームフ ィ ール ド を PDFlib ブロ ッ ク に変換し たい PDF 文書が多数あ る場

合には、 バ ッ チ変換機能を利用 し て、 任意の数の文書を自動処理する こ と も 可能です。

「PDFlib ブロ ッ ク」 → 「フ ォームフ ィ ール ド の変換」 → 「バッ チ変換 ...」 を選択すれば、

バッチ処理ダ イ ア ロ グが現れます ：

> 入力フ ァ イルは、個別に選ぶこ と もでき ますし、1 個のフ ォルダーの中身をすべてま と

めて処理させる こ と も でき ます。

> 出力フ ァ イルは、 入力フ ァ イル と 同じ フ ォルダーへ書き出すこ と も でき ますし、 別の

フ ォルダーへ書き出すこ と も でき ます。 出力フ ァ イルには、 入力フ ァ イル と 区別する

ためにプレ フ ィ ッ ク ス を追加する こ と も でき ます。

> 大量の文書を処理する際には、 ロ グフ ァ イルを指定する こ と を推奨し ます。変換後、 ロ

グフ ァ イルには、 処理されたすべてのフ ァ イルの一覧 と、 それぞれの変換結果に関す

る詳細が書き込まれてお り 、 エラーが起き た場合にはエラー メ ッ セージ も書き込まれ

ます。

変換処理の間、 変換される PDF 文書は Acrobat で表示されますが、 変換が完了する まで、

Acrobat の メ ニュー機能やツールは使用でき ません。

「デフ ォル ト でチ ェ ッ ク」 がオンの場合 ：

オプシ ョ ン→チ ェ ッ クボ ッ クスス タ イル、

オプシ ョ ン→ボタ ンス タ イル

defaulttext ：

チ ェ ッ クマーク =4

円形 =l

十字形 =8

ひし形 =u

四角形 =n

星形 =H

（文字は ZapfDingbats フ ォ ン ト における各記号を表し ます）

リ ス ト ボ ッ クス ・ コ ンポボッ クス

オプシ ョ ン→選択されている （デフ ォル

ト ） 項目

defaulttext

ボタ ン

オプシ ョ ン→アイ コ ン と ラベル→ラベル defaulttext

表 13.3 PDF フ ォームフ ィ ールドから PDFlib ブロ ッ クへの変換

以下の PDF フ ォームフ ィ ールド属性は ... ... 以下の PDFlib ブロ ッ ク プロパテ ィ に変換される
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13.5 ブロ ッ ク を Acrobat でプ レ ビ ュー
注 PDFlib デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンの中の block_template.pdf文書でプレビ ュー機能を試せま

す。 必要な リ ソース （フ ォ ン ト ・ 画像など） も PDFlib デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンに含まれ

ています。

PDFlib ブロ ッ クは PPS によ って処理されます。PPS を用いる こ と で、 ブロ ッ クへの流し込

み処理について、 そのデータ ソース （データベース内のテキ ス ト や、 デ ィ ス ク上の画像

フ ァ イルなど） や、 生成される文書の書式 ・ 対話的性質をカス タマイ ズする こ と ができ ま

す。こ の処理について詳し く は 397 ページ「13.6 PPS でブロ ッ クに流し込み」で説明し ます。

しかし Block Plugin には内蔵バージ ョ ンの PPS が含まれてお り 、 これを用いて、プロ グ

ラ ミ ングを一切必要とせずに Acrobat 上で、 流し込まれたブロ ッ クのプレ ビ ューバージ ョ

ンを生成する こ と ができ ます。 このプレ ビ ュー機能は、 カス タ ムプロ グ ラ ミ ング と同等の

柔軟性を提供する こ と はでき ませんが、ブロ ッ クへの流し込み結果を手軽に眺めるには適

し ています。 ブロ ッ ク プレ ビ ューを活用すれば、 ブロ ッ ク の位置やサイ ズを改善し た り 、

ブロ ッ ク のプロパテ ィ （フ ォ ン ト 名 ・ 文字サイ ズなど） をチェ ッ ク し た り する こ と ができ

ます。 プレ ビ ューの表示結果に満足する まで、 ブロ ッ ク を変更し、 プレ ビ ューを生成し な

おし こ と ができ ます。 プレ ビ ューは、 カレ ン ト ページについて も、 文書全体について も生

成でき ます。

プレ ビ ューはつねに新規 PDF 文書と し て表示されます。 元の文書 （ブロ ッ ク を有し て

いる） は、 プレ ビ ューを生成し て も変更を受けません。 プレ ビ ュー文書は、 必要に応じ て

保存する こ と もでき ますし、 捨てる こ と もでき ます。

ブロ ッ クのデフ ォル ト 内容 プ ラ グ イ ンの場合には、 ブ ロ ッ ク のテキ ス ト ・ 画像 ・ ベ ク

ト ルグ ラ フ ィ ッ ク ・ PDF 内容をサーバーサイ ド のデータ ソース （データベースなど） から

取得するのは無理ですので、プレ ビ ュー機能ではつねにブロ ッ クのデフ ォル ト 内容が用い

られます。 具体的には defaulttext ・ defaultimage ・ defaultpdf ・ defaultgraphics プロパテ ィ

で指定し た値が用いられます。PPS で使 う 現実のブロ ッ ク内容を代表する よ う なサンプル

データ集合をデフ ォル ト データ と し て使 う のが普通です。デフ ォル ト 内容のないブロ ッ ク

はプレ ビ ュー生成の際に無視されます。 Status=ignoredefault のブロ ッ ク について も同様

です。

新規ブロ ッ ク では、 デフ ォル ト プロパテ ィ は空です。 プレ ビ ュー機能を使 う には、 「デ

フ ォル ト 内容」プロパテ ィ グループの defaulttext・defaultimage・defaultpdf・defaultgraphics
プロパテ ィ （ブロ ッ ク の種類によ る） に書き込むか、 「高度な PPS オプシ ョ ン ...」 ダ イ ア

ロ グの同名オプシ ョ ンに適切な値を与え る必要があ り ます。

注 記号フ ォ ン ト のデフ ォル ト テキス ト を入力するのは少し ト リ ッキーな場合があ り ます。詳

し く は 396 ページ 「 デフ ォル ト テキス ト に記号フ ォ ン ト を使用」 を参照し て く だ さい。

ブロ ッ ク プ レ ビ ューを生成 ブロ ッ ク プレ ビ ューを生成するには、 以下のいずれかの方

法を用います ：

> PDFlib ブロ ッ ク プレ ビ ューアーイ コ ン  を ク リ ッ ク。これは Acrobat DC で以下の場

所にあ り ます ： 「ツール」 → 「PDF を編集」 を ク リ ッ ク。

> メ ニュー項目 「PDFlib ブロ ッ ク」 → 「プレビ ュー」 → 「プレビ ューの生成」。

> ブロ ッ ク ツールがア ク テ ィ ブの時は、 どのブロ ッ ク も ない所を右ク リ ッ クすれば、 コ

ンテキス ト メ ニューに項目 「プレビ ューの生成」 と 「プレビ ュー設定 ...」 が現れます。

プレ ビ ューは、 デ ィ ス ク上の PDF フ ァ イルに基づいて作成されます。 Acrobat 上で変更を

行なっていた場合には、 ブロ ッ ク PDF を 「フ ァ イル」 → 「上書き保存」 または 「フ ァ イ
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ル」 → 「名前を付けて保存 ...」 を用いてデ ィ ス ク に保存し てはじめて、 その変更はプレ

ビ ューに反映されます。 変更を受けたブロ ッ クは、 ブロ ッ ク名の後にアス タ リ ス ク が付い

ている こ と で識別でき ます。 プレ ビ ュー作成前にブロ ッ ク PDF が自動保存される よ う プ

レ ビ ュー機能を構成する こ と も可能です。 そ う すれば、 対話的に行なった変更が確実に、

ただちにプレ ビ ュー内で反映されます。

プ レ ビ ューを構成 ブロ ッ ク プレ ビ ューの生成 と、 その基礎をなす PPS の動作について、

い く つかの性質を、 「PDFlib ブロ ッ ク」 → 「プレビ ュー」 → 「プレビ ュー設定 ...」 で構成

でき ます ：

> 現在のページをプレ ビ ューするか、 それ と も文書全体をプレ ビ ューするか。

> 生成されるプレ ビ ュー文書の出力デ ィ レ ク ト リ ー。

> ブロ ッ ク PDF をプレ ビ ュー作成前に自動保存。

> ブロ ッ ク情報レ イヤーと注釈を追加。

> 生成される出力へブロ ッ ク群を コ ピー。

図 13.3
図 13.1 の文書のプレ

ビ ュー PDF。 ブロ ッ

ク情報レ イヤーと注
釈を内容と し て持っ
ています。
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> 「ブロ ッ ク PDF の PDF/A か PDF/UA か PDF/X ステータ スを転写」：これらの規格では、レ イ

ヤー と注釈の使用は制限されていますので、 「ブロ ッ ク情報レ イヤーと注釈を追加」 オ

プシ ョ ン と このオプシ ョ ンは同時には使えません。

> 「ブロ ッ ク をプレビ ューフ ァ イルへコ ピー」 を使 う と、 流し込みの際、 生成されるプレ

ビ ューへ PDF ブロ ッ ク群を コ ピーでき ます。 ブロ ッ クへの流し込みが成功し たか否か

にかかわらず、 すべてのブロ ッ ク がコ ピーされます。

> 「高度な PPS オプシ ョ ン」ダ イ ア ロ グを使 う と、PPS の関数のオプシ ョ ン リ ス ト を PPS の

API に従って追加指定でき ます。た と えば、ブロ ッ クへの流し込みに使 う フ ォ ン ト や画

像が位置し ているデ ィ レ ク ト リ ーを PDF_set_option( ) の searchpath オプシ ョ ンを用い

て指定でき ます。 こ の高度なオプシ ョ ンを指定する際には、 PPS のコード の開発者 と

連携し て行 う こ と を推奨し ます。

ブロ ッ クの順序 文書が Acrobat の 「別名で保存 ...」 で保存される際には、 そのブロ ッ ク

群は、 そのブロ ッ ク名に従ってアルフ ァベッ ト 順に並べ替え されます。 ブロ ッ ク群がプレ

ビ ューによ って処理される順序も、 pCOS によ って報告される順序も、 これ と 同じです。

と はいえ、 各種アプ リ ケーシ ョ ンでは通常、 ブロ ッ クへの流し込みを、 その名称に基づい

て行いますので （フ ァ イル内での格納順によ ってではな く ）、 PDF 文書内での順序が問題

と なる こ と は通常あ り ません。

プ レ ビ ューで提供される情報 生成されるプレ ビ ュー文書には、 元のページ内容 （背景）

と、 流し込みが行われたブロ ッ ク のほかに、 さ まざ まな情報も含まれる こ と があ り ます。

こ の情報は、ブロ ッ クや PPS 構成のチェ ッ クや改善に役立つものです。デフ ォル ト 内容を

持つア ク テ ィ ブなブロ ッ ク それぞれについて、 以下のア イ テムが生成されます ：

> エ ラーマーカー ： 流し込みが成功し なかったブロ ッ ク は、 打ち消し線の付いた長方形

と し て視覚化されていますので、 容易に識別でき ます。 エラーマーカーは、 ブロ ッ ク

が処理でき なかった と きには必ず作成されます。

> し お り ： ブロ ッ ク の処理結果はしお り にま と め られます。 こ のしお り は、 ページ番号

と ブロ ッ ク の種類に従って、 かつエラーが起き た と きはエラーにも従って、 構造化さ

れています。 しお り は 「表示」 → 「表示切り替え」 → 「ナビゲーシ ョ ンパネル」 → 「し

お り」 （Acrobat X/XI/DC） で表示でき ます。 しお り は必ず作成されます。

> 注釈 ： 処理されたブロ ッ ク ご と に、 ブロ ッ ク内容そのも のに加えて、 ページ上に注釈

が作成されます。 こ の注釈の長方形は、元のブロ ッ ク の枠を視覚化し ています （デフ ォ

図 13.4 ブロ ッ クのプレビ ューを構成
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ル ト 内容 と 流し込みモー ド によ っては、 これはブロ ッ ク内容の枠 と は異な る場合があ

り ます）。 こ の注釈の中にはブロ ッ ク の名前が入ってお り 、 ブロ ッ クへの流し込みがで

き なかった と きにはエラー メ ッ セージ も入っています。 注釈はデフ ォル ト で生成され

ますが、 プレ ビ ューの構成で無効化する こ と も でき ます。 PDF/A-1 ・ PDF/X 規格では

注釈の使用は制限されていますので、 「ブロ ッ ク PDF の PDF/A か PDF/UA か PDF/X ス

テータ スを転写」 オプシ ョ ンを有効にする と、 注釈は生成されません。

> レ イヤー ： ページの内容は、 分析 と デバッ グが容易にな る よ う 、 複数のレ イ ヤーに分

けて配置されます。 ページ背景 （すなわち元のページの内容）、 ブロ ッ ク の種類毎、 流

し込みができ なかったエラーブロ ッ ク、 ブロ ッ ク情報を持った注釈について、 それぞ

れ別々のレ イ ヤーが作成されます。 空のレ イ ヤーは生成されません （エラーが何も起

きなかった場合など）。 レ イヤーの一覧を 「表示」 → 「ナビゲーシ ョ ンパネル」 → 「レ

イヤー」 で表示でき ます。 デフ ォル ト では、 ページのすべてのレ イ ヤーが表示されま

す。 いずれかのレ イ ヤーの内容を見えな く するには、 レ イ ヤー名の左にあ る眼のア イ

コ ンを ク リ ッ ク し ます。 レ イ ヤーの生成は、 プレ ビ ューの構成で無効化する こ と も可

能です。 PDF/A-1 ・ PDF/X-3 規格ではレ イ ヤーの使用は制限されていますので、 「ブ

ロ ッ ク PDF の PDF/A か PDF/UA か PDF/X ステータ スを転写」 オプシ ョ ンを有効にする

と、 レ イヤーは生成されません。

PDF/A か PDF/UA か PDF/X ステータ スを転写 「ブロ ッ ク PDF の PDF/A か PDF/UA か PDF/
X ステータ スを転写」 構成は、 これらの規格に従った PDF 出力を生成する必要があ る と き

に有用です。 転写モード は、 入力が以下のいずれかの規格に準拠し ている と きに有効にで

き ます ：

PDF/A-1a:2005, PDF/A-1b:2005
PDF/A-2a, PDF/A-2b, PDF/A-2u
PDF/A-3a, PDF/A-3b, PDF/A-3u

PDF/UA-1

PDF/X-3:2003
PDF/X-4, PDF/X-4p
PDF/X-5n

プレ ビ ューが転写モード で作成される と きは、PPS は、 ブロ ッ ク PDF の以下の性質を、 生

成するプレ ビ ューへ複製し ます ：

> PDF 規格識別。

> 出力イ ンテン ト 条件。

> ページ寸法。 すべてのページ枠を含みます。

> タ グ付き PDF ： 文書言語 （も し あれば）。

> XMP 文書 メ タデータ。

規格準拠の PDF 文書を転写する際には、 すべてのブロ ッ ク流し込み操作が、 それぞれの

規格に準拠し ている必要があ り ます。 た と えば、 出力イ ンテン ト がなければ、 ICC プ ロ

フ ァ イルのない RGB 画像は使えません。 同様に、 使用フ ォ ン ト はすべて埋め込む必要が

あ り ます。 すべての要件の一覧を、 346 ページ 「12.2 PDF/A によ る アーカ イ ビング」 と、

358 ページ 「12.3 PDF/X によ る印刷出力」 に示し ています。 PDF/A または PDF/X 転写

モード でのブロ ッ ク流し込み操作が、 選択されている規格に違反する と きには （デフ ォル

ト 画像が RGB 色空間を用いているにもかかわらず文書が適切な出力イ ンテン ト を含んで

いない場合など） 、 エラー メ ッ セージが表示され、 プレ ビ ューは生成されません。 これに

よ り ユーザーは作業フ ローのかな り 早い時点で規格違反の危険に気づけます。
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デフ ォル ト テキス ト に記号フ ォ ン ト を使用 記号 フ ォ ン ト を用いてい る ブ ロ ッ ク にデ

フ ォル ト テキス ト を与え る方法は 2 通 り あ り ます ：

> 8 ビ ッ ト レガシーコード を使用する。このコード はた と えば Windows の文字コード表ア

プ リ ケーシ ョ ンで表示されます。 この 8 ビ ッ ト コード を defaulttext に与えます。 その

ためには具体的には、 対応する 8 ビ ッ ト キ ャ ラ ク ターを直接的に入力するか （た と え

ば Windows の文字コード表から コ ピー ・ ペース ト する こ と によ って）、 あ るいは数値の

エスケープシーケン ス を用います。 こ の場合には、 「テキス ト 作成」 プロパテ ィ グルー

プの charref プロパテ ィ をデフ ォル ト 値 false のま まにし てお く 必要があ り 、 文字参照

は使用でき ません。 た と えば、 以下のデフ ォル ト テキス ト は、 charref=false であれば、

記号フ ォ ン ト Wingdings の 「スマイ リ ー」 グ リ フ を生成し ます ：

J
\x4A
\112

> Unicode 値か、 フ ォ ン ト 内で用いられている グ リ フ名を使用する。 「テキス ト 作成」 プ

ロパテ ィ グループの charref プロパテ ィ を true に設定し、記号の文字参照かグ リ フ名参

照を与えます （122 ページ 「5.4.2 文字参照」 を参照）。 た と えば、 以下のデフ ォル ト テ

キス ト は、 charref=true であれば、 記号フ ォ ン ト Wingdings の 「スマイ リ ー」 グ リ フ を

生成し ます ：

&#xF04A;
&.smileface;

どち らのや り 方でも、 ブロ ッ ク プロパテ ィ ダ イ ア ロ グでは、 実際の記号グ リ フではな く 、

代替表現が表示される こ と に留意し て く ださい。
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13.6 PPS でブロ ッ クに流し込み
PPS でブロ ッ ク に流し込みを行 う には、 まずブロ ッ ク を含むページを、PDF_fit_pdi_page( )
関数で出力ページ上に貼 り 付け る必要があ り ます。 ページを貼 り 付けた後、 その上のブ

ロ ッ クへ PDF_fill_*block( ) 関数群で流し込みを行 う こ と ができ ます。

簡単な例 ： 可変テキス ト をテンプ レー ト に追加 PDF テンプレー ト への動的テキス ト の

追加は、 非常に頻繁に必要と なる動作です。 以下のコード断片は、 入力 PDF 文書 （テン

プレー ト 、 ブロ ッ ク コ ンテナ） の中のページを開き、 それを出力ページ上に配置し、 そし

て firstname と い う テキス ト ブロ ッ クに可変テキス ト を入れ込んでいます ：

doc = p.open_pdi_document(filename, "");
if (doc == -1)

throw new Exception("エラー : " + p.get_errmsg());

page = p.open_pdi_page(doc, pageno, "");
if (page == -1)

throw new Exception("エラー : " + p.get_errmsg());

p.begin_page_ext(width, height, "");

/* 取り込んだページを貼り付け */
p.fit_pdi_page(page, 0.0, 0.0, "");

/* 貼り付けたページ上のブロック1個へ流し込み */
p.fill_textblock(page, "firstname", "Serge", "encoding=winansi");

p.close_pdi_page(page);
p.end_page_ext("");
p.close_pdi_document(doc);

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの blocks/starter_block ト ピ ッ クにあり ます。

ブロ ッ クのプロパテ ィ をオーバーラ イ ド 場合に よ っては、 プ ロ グ ラ マーが、 ブ ロ ッ ク

の定義が与えているプロパテ ィ 群を一部だけ採用し、その他のプロパテ ィ をカス タ ムの値

でオーバーラ イ ド し たいこ と があ り ます。 これはさ まざまな場合に有用です ：

> 業務上の要請で特定のオーバーラ イ ド が必要と判断される場合に対応。

> 画像・PDF ページの拡縮倍率を、ブロ ッ ク定義から採らずに、アプ リ ケーシ ョ ンで算出。

> ブロ ッ ク の座標をプロ グ ラ ムで変え る。 生成し たい請求書のデータ項目数が一定でな

い場合など。

> 別々のスポ ッ ト カ ラー名を与え る こ と も可能。 プ リ ン ト サービ ス業務で、 顧客ご と の

要請に合わせるため。

プロパテ ィ をオーバーラ イ ド するには、 PDF_fill_*block( ) 関数群のオプシ ョ ン リ ス ト にプ

ロパテ ィ の名前と値を与えます。 例 ：

p.fill_textblock(page, "firstname", "Serge", "fontsize=12");

これは、 ブロ ッ ク の内部の fontsize プロパテ ィ を、 与えた値 12 でオーバーラ イ ド し ます。

ほ と んどすべてのプロパテ ィ 名を、 オプシ ョ ン と し て用いる こ と が可能です。

プロパテ ィ のオーバーラ イ ド は、それぞれの関数呼び出しにのみ適用されます。ブロ ッ

ク定義内に保持されるわけではあ り ません。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/blocks/starter_block/
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テキス ト フ ローブロ ッ ク を流し込みと同時に移動させる テキ ス ト フ ローブロ ッ ク はサ

イ ズが固定なので、 そのテキス ト 内容が変わる と そぐわない場合があ り ます。 テキス ト が

わずかしかない と きには、 2 つのブロ ッ ク の間にアキが生じ て し ま う かも しれません。 テ

キ ス ト が多すぎ る場合には、 そのブロ ッ ク の長方形に収ま り き ら ない こ と も あ り えます。

そのよ う な場合には、テキス ト フ ローの流し込みの結果を ク エ リ ーし て次のブロ ッ ク の位

置を調整する こ と が可能です ：

> デフ ォル ト の fitmethod は auto ですので、テキス ト がブロ ッ クの長方形にむ り や り はめ

込 ま れ ま す。 テ キ ス ト が多い時にブ ロ ッ ク か ら あふれて も よ い こ と にす る には、

fitmethod を nofit に設定する必要があ り ます。 これを指定するには、 デザイ ン時にブ

ロ ッ ク テ ンプ レー ト 内でブ ロ ッ ク プ ロ パテ ィ で指定す る か、 PDF_fill_textblock( ) に

fitmethod オプシ ョ ンを与えます。

> PDF_fill_textblock( ) にダ ミ ーオプシ ョ ン textflowhandle=-1（PHPでは textflowhandle=0）

を与え る と、 こ の メ ソ ッ ド は、 ブロ ッ クの内容のテキス ト フ ローハン ド ルを返し ます。

> 返されたテキス ト フ ローハン ド ルを PDF_info_textflow( ) に与え る こ と によ って、 キー

ワード textendy を用いてテキス ト の終点を ク エ リ ーし ます。

> PDF_pcos_get_number( ) と pCOS パス pages[ ..]/blocks/<blockname>/Rect[1] を用いてブ

ロ ッ ク の下辺の位置を ク エ リ ーし ます。

> この 2 つの値の差を と り ます。このオフセ ッ ト が正な ら、テキス ト フ ローがブロ ッ ク を

満た し き ら なかった と い う こ と です。 負な ら、 テキ ス ト フ ローがブロ ッ ク か ら あふれ

たわけです。 いずれの場合も、 次のブロ ッ ク を、 こ のオフセ ッ ト の分だけ上か下へ動

かせばよいのです。 これを実現するには、 PDF_fill_textblock( ) の refpoint オプシ ョ ンで

Rect プロパテ ィ をオーバーラ イ ド し ます。 このオプシ ョ ンでは絶対座標が必要ですか

ら、 ブロ ッ ク の縦位置を ク エ リ ーする必要があ り （前の手順を参照）、 そし て元の位置

と オフセ ッ ト の和を refpoint オプシ ョ ンに与え る必要があ り ます。

> こ の方式は、 任意の数のテキ ス ト フ ローブロ ッ ク に対し て も、 各ブロ ッ ク のオフセ ッ

ト を累積させる こ と によ って、 適用し てゆ く こ と ができ ます。 各ブロ ッ ク の内容に応

じ て、 その次のブロ ッ ク を、 上か下へ、 適切な量だけ動かし ていき ます。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルが starter_block サンプルにあ り ます。

流し込んだブロ ッ クの上に取り込んだページを配置 取 り 込んだページは、 どのブロ ッ

ク流し込み関数を使 う よ り も前に、 出力ページに配置し てお く 必要があ り ます。 と い う こ

と は元ページは通常、 ブロ ッ ク内容よ り も下層に配置される こ と にな り ます。 しかし場合

によ っては、流し込みが行われたブロ ッ ク よ り も上層に元ページを配置し たいこ と も あ る

でし ょ う 。 これを実現するには、 ページをいったん PDF_fit_pdi_page( ) の blind オプシ ョ

ンを用いて貼 り 付ける こ と によ り 、そのページのブロ ッ ク と その位置を PPS に知らせてお

き、 ブロ ッ クへの流し込みが済んだ後にページを再び貼 り 付ける こ と によ り 、 実際にペー

ジ内容を表示させます ：

/* ブロックを用意するためにページをblindモードで配置してページを見えなくする */
p.fit_pdi_page(page, 0.0, 0.0, "blind");

/* ブロックへ流し込み */
p.fill_textblock(page, "firstname", "Serge", "encoding=winansi");

/* ... いろいろなブロックへ流し込み ... */

/* ページを再度配置、今度は見えるように */
p.fit_pdi_page(page, 0.0, 0.0, "");

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/blocks/starter_block/
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ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの blocks/block_below_contents ト ピ ッ クにあり ま

す。

ブロ ッ クへ流し込む際にコ ンテナページを無視 取 り 込んだブロ ッ ク は、 そのブ ロ ッ ク

の背景のページ内容を一切参照せずに、 プレース ホルダー と し て使って も よいでし ょ う 。

ブロ ッ ク を持つコ ンテナページをブ ラ イ ン ド モー ド で、 すなわち PDF_fit_pdi_page( ) で

blind オプシ ョ ンを指定し て、1 個ないし複数のページ上に貼 り 付けた う えで、ブロ ッ クへ

の流し込みを行 う と い う 方法です。 こ う すれば、 出力ページ上にコ ンテナページを貼 り 付

ける こ と な く 、 ブロ ッ クやそのプロパテ ィ の利点を活用する こ と ができ、 また、 ブロ ッ ク

を複数のページ上へ （または同一出力ページ上へも） 複製する こ と が可能にな り ます。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの blocks/duplicate_block ト ピ ッ クにあ り ます。

テキス ト フ ローブロ ッ ク を連結 テキ ス ト フ ローブロ ッ ク は、 前のブロ ッ ク か ら あふれ

たテキス ト が次のブロ ッ クに入る よ う 、 連結する こ と が可能です。 た と えば、 長い可変テ

キス ト があって、 別のページへ続かせる必要が想定される場合、 2 個のブロ ッ ク を連結し

ておけば、 1 個目のブロ ッ ク がいっぱいになって も、 残 り は 2 個目のブロ ッ クへ流し込ま

れます。

PPS は、PDF_fill_textblock( ) と ブロ ッ ク プロパテ ィ に与え られたテキス ト から内部的に

１ つのテキス ト フ ローを生成し ます。 連結されていないブロ ッ ク の場合には、 このテキス

ト フ ローはそのブロ ッ ク の中に配置され、 そのテキ ス ト フ ローハン ド ルは呼び出し が終

わった時点で削除され、 あふれたテキス ト は失われます。

連結されたテキ ス ト フ ローの場合には、 初のブロ ッ クへ流し込んだ後に余っている

あふれテキス ト を、 その次のブロ ッ クへ流し込むこ と ができ ます。 初のテキス ト フ ロー

の余 り がブロ ッ ク内容と し て使われ、 新たなテキス ト フ ローは生成されません。 このテキ

ス ト フ ローブロ ッ クの連結は以下のよ う に動作し ます ：

> 連結されたテキス ト ブロ ッ クチェーンの う ちの 初の PDF_fill_textblock( ) を呼び出す

際に、 textflowhandle オプシ ョ ンに値 -1 （PHP の場合 ： 0） を与え る必要があ り ます。

PDF_fill_textblock( ) は内部的に生成されたテキス ト フ ローハン ド ルを返し ますので、こ

れをアプ リ ケーシ ョ ン側で保持し てお く 必要があ り ます。

> 次に PDF_fill_textblock( ) を呼び出す際に、 前段で返されたテキス ト フ ローハン ド ルを

textflowhandle オプシ ョ ンに与え る こ と ができ ます （この時 text 引数にテキス ト を与

えて も無視されるので空にするべきです）。 ブロ ッ クへ、 テキス ト フ ローの余 り が流し

込まれます。

> この処理を、 さ ら な る テキス ト フ ローブロ ッ ク群に対し て繰 り 返すこ と ができ ます。

> 返されたテキス ト フ ローハン ド ルを PDF_info_textflow( ) に与えればブロ ッ ク流し込み

の結果を知る こ と ができ ます。 終了状況やテキス ト の終了位置などがわか り ます。

なお、 fitmethod プロパテ ィ は clip に設定する必要があ り ます （textflowhandle を与えて

いる場合にはこれがデフ ォル ト です） 。 テキス ト フ ローブロ ッ ク を連結する基本的なコー

ド 断片は以下のよ う にな り ます ：

p.fit_pdi_page(page, 0.0, 0.0, "");
tf = -1;

for (i = 0; i < blockcount; i++)
{

String optlist = "encoding=winansi textflowhandle=" + tf;
int reason;
tf = p.fill_textblock(page, blocknames[i], text, optlist);

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/blocks/block_below_contents/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/blocks/duplicate_block/
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text = null;

if (tf == -1)
break;

/* いちばん 近のfit_textflow()呼び出しの結果をチェック */
reason = (int) p.info_textflow(tf, "returnreason");
result = p.get_string(reason, "");

/* テキストが全部配置されたならループを抜ける */
if (result.equals("_stop"))
{

p.delete_textflow(tf);
break;

}
}

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの blocks/linked_textblocks ト ピ ッ クにあ り ます。

ブロ ッ クの流し込み順序 ブロ ッ ク関数群 PDF_fill_*block( ) は、 プロパテ ィ と ブロ ッ ク内

容を、 以下の順序で処理し ます ：

> 背景：backgroundcolor プロパテ ィ が存在し、None 以外の色空間キーワード を持ってい

る と きは、 指定された色でブロ ッ ク領域が塗られます。

> 枠線 ： bordercolor プロパテ ィ が存在し、 None 以外の色空間キーワード を持っている と

きは、 指定された色 と線幅でブロ ッ ク の枠が描線されます。

> 内容 ： 与え られたブロ ッ ク内容 と、 bordercolor ・ linewidth 以外のすべてのプロパテ ィ

が処理されます。

> テキ ス ト 行 ・ テキ ス ト フ ローブロ ッ ク ： テキ ス ト もデフ ォル ト テキ ス ト も与え られて

いない と きは、 何も出力されません。 背景色やブロ ッ ク の枠線も あ り ません。

ネス ト されたブロ ッ ク ブロ ッ クへ流し込みを行 う 前には、 そのブロ ッ ク を含むページ

を出力ページ上にまず貼 り 付ける必要があ り ます （そ う でない と、 ページを拡縮 ・ 回転 ・

平行移動し た後のブロ ッ ク の位置を PPS が知 り えないため）。 ページをブロ ッ クのコ ンテ

ナ と し てのみ使ってお り 、 静的内容を新ページへコ ピーし な く てよい場合には、 取 り 込ん

だページを、 blind オプシ ョ ンを用いて貼 り 付ける こ と ができ ます。

取 り 込んだページを、 どのよ う な方法で出力ページ上に貼 り 付けて も、 ブロ ッ クへの

流し込みは行 う こ と ができ ます ：

> ページを PDF_fit_pdi_page( ) で直接貼 り 付け。

> ページをテーブルセル内に PDF_fit_table( ) で間接的に貼 り 付け。

> ページを他の PDF ブロ ッ ク の内容と し て PDF_fill_pdfblock( ) で貼 り 付け。

こ の 3 番目の方法、 すなわち PDF ブロ ッ クへ、 ブロ ッ ク を含む他のページを流し込むと

い う 方法を用いる と、 ブ ロ ッ ク コ ンテナをネス ト する こ と ができ ます。 こ れを活用する

と、 面白い使い方を簡単に実装でき ます。 た と えば、 2 段階のブロ ッ ク流し込み処理で、

組み付け と パーソナラ イゼーシ ョ ンの両方を実装する こ と ができ ます ：

> 第一層のブロ ッ ク コ ンテナページには、い く つかの大き な PDF ブロ ッ ク を置き ます。こ

れらは、 印刷する紙の上の主要な領域を表し ています。 PDF ブロ ッ クの配置は、 想定

し ている紙の後工程を反映し ています （折 り ・ 断裁など）。

> この第一層の PDF ブロ ッ ク それぞれへ、第二層のコ ンテナ PDFページを流し込みます。

この PDF ページには、テキス ト ・画像・PDF・ グ ラ フ ィ ッ クの う ちのいずれかのブロ ッ

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/blocks/linked_textblocks/


13.6  PPS でブロ ッ クに流し込み 401

ク を置いておき、 それらへ可変テキ ス ト を流し込んでパーソナラ イゼーシ ョ ンを行い

ます。

こ の方法でブ ロ ッ ク コ ンテナをネス ト でき ます。 ブ ロ ッ ク のネス ト は何重で も可能です

が、 三重以上のネス ト が必要になる こ と はまれでし ょ う 。

こ の第二層のブロ ッ ク コ ンテナ （レ ターのテンプレー ト ページなど） は、 それぞれの

組み付けページで同じにする こ と もでき ますし、 別のものにする こ と もでき ます。 も し同

じ に し た場合には、 まずレ ターテンプレー ト 上のブ ロ ッ ク群への流し込みを行なってか

ら、 そのレ ターテンプレー ト 自体を次の第一層ブロ ッ ク内に貼 り 付ける必要があ り ます。

なぜな ら、 PPS はつねに、 テンプレー ト ページがも っ と も 近に配置された位置を用いる

からです。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの blocks/nested_blocks ト ピ ッ クにあり ます。

ブロ ッ クの座標 ブロ ッ ク の長方形の座標は、 PDF のデフ ォル ト 座標系を参照し ていま

す。ブロ ッ ク を含んだページを PPS で出力ページに配置する と きには、PDF_fit_pdi_page( )
に対し てい く つかの位置付け ・ 拡縮オプシ ョ ン を与え る こ と ができ ます。 こ れら のオプ

シ ョ ンは、 そのブロ ッ ク が処理される際に考慮されます。 これを利用する と、 1 つのテン

プレー ト ページを出力ページ上に何度でも配置し て、そのたびにそのブロ ッ ク群へデータ

を流し込むこ と ができ ます。 た と えば 1 枚の組み付け紙上に、 1 つの名刺テンプレー ト を

4 回配置する と いった こ と が可能です。 ブロ ッ ク関数群は、 座標系の変換を正し く 行い、

すべてのブロ ッ クに対し て、 それがページ上に配置されるたびに、 正し く テキス ト を配置

し ます。 ク ラ イ アン ト に求め られるのはただ、 ページを配置し て、 そ し てその配置し た

ページ上のすべてのブロ ッ ク を処理する こ と だけです。 以後はそのページを、 出力ページ

上の他の場所に配置し た う えで、その新しい場所に対し て さ らにブロ ッ ク処理操作を行 う

こ と ができ、 これを繰 り 返し てい く こ と が可能です。

Block Plugin におけるブロ ッ ク座標の表示のされ方は、PDF フ ァ イル内に格納されてい

る もの と は異なっています。 プラ グ イ ンでは Acrobat の方式を用いて、 座標の原点をペー

ジの左上隅に置いていますが、 内部座標 （ブロ ッ ク内に格納されている も の） では PDF

の方式を用いて、 座標の原点をページの左下隅に置いているためです。 プロパテ ィ ダ イ ア

ロ グの座標表示は、 Acrobat で指定されている単位にも従います （382 ページ 「ブロ ッ ク

のサイ ズ と位置」 参照）。

ブロ ッ ク プロパテ ィ でスポ ッ ト カ ラー ブロ ッ ク プロパテ ィ で特色 （スポ ッ ト カ ラー） を

使 う には、 「...」 を ク リ ッ クすれば、 すべての HKS ・ Pantone スポ ッ ト カ ラーの一覧を表示

でき ます。 これらのカ ラー名は PPS に内蔵されてお り 、 こ と さ ら準備な しに使用でき ま

す。 カス タ ム スポ ッ ト カ ラーに対し ては、 Block Plugin で代替色を定義する こ と が可能で

す。ブロ ッ ク プロパテ ィ で代替色を指定し ていない と きは、PPS アプ リ ケーシ ョ ンで PDF_
makespotcolor( ) か然るべき カ ラーオプシ ョ ン リ ス ト を用いてカ ス タ ム スポ ッ ト カ ラーを

あ らかじめ定義し てお く 必要があ り ます。そ う でない と ブロ ッ クへの流し込みは失敗し ま

す。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/blocks/nested_blocks/
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13.7 ブロ ッ クのプロパテ ィ
PPS と Block Plugin には、 すべての種類のブロ ッ クに適用でき る一般プロパテ ィ 群と、 ブ

ロ ッ ク の種類 「テキス ト 行」 ・ 「テキス ト フ ロー」 ・ 「画像」 ・ 「PDF」 ・ 「グラ フ ィ ッ ク」 にそ

れぞれ特有のプロパテ ィ 群が用意されています。

プロパテ ィ は、 ハン ド ル と ア ク シ ョ ン リ ス ト 以外、 オプシ ョ ン リ ス ト と 同じデータ型

をサポー ト し ています。

ブロ ッ ク プロパテ ィ の名前は一般に、 PDF_fit_textline( ) や PDF_fit_image( ) など API 関

数のオプシ ョ ン と同じです （た と えば fitmethod や charspacing）。 その場合には動作は、

それぞれ対応するオプシ ョ ンの説明に書いてあ る もの と ま った く 同じです。

13.7.1 管理プロパテ ィ

管理プロパテ ィ 群はすべての種類のブロ ッ ク に適用されます。 必須エン ト リ ー群は Block

Plugin によ って自動生成されます。 管理プロパテ ィ の一覧を表 13.4 に示し ます。

表 13.4 管理プロパテ ィ

キーワー ド と り う る値 ・ 解説

Description （文字列） ブロ ッ クの機能に関する、 人が読める説明。 エン コーデ ィ ングは PDFDocEncoding か

Unicode （後者の場合は先頭 BOM）。 このプロパテ ィ は、 ユーザーへの情報提供のためだけにあり、

PPS からは無視されます。

Locked （論理値） true にする と、 ブロ ッ ク と そのプロパテ ィ を Block Plugin で編集できな く な り ます。 こ

のプロパテ ィ は PPS からは無視されます。 デフ ォル ト ： false

Name （文字列、 必須） ブロ ッ クの名称。 このブロ ッ ク名は、 ページご とに一意である必要があ り ます

が、 文書内では一意でな く てもかまいません。 3 種のキャ ラ ク ター [ ] / は、 ブロ ッ ク名には使え

ません。 ブロ ッ ク名は 長 125 文字です。

Subtype （キーワー ド、 必須） ブロ ッ クの種類によ って、 Text ・ Image ・ PDF・Graphics のいずれか。 なお、

テキス ト 行ブロ ッ ク と テキス ト フ ローブロ ッ クはどち ら も Subtype が Text にな り、 両者は

textflow プロパテ ィ で区別されます。

textflow （論理値） 一行処理か複数行処理かを制御。 このプロパテ ィ は、 Block Plugin のユーザーイ ン ター

フ ェ イスでは表示されず、 それぞれテキス ト 行ブロ ッ ク と テキス ト フ ローブロ ッ クへマ ッ プ され

ます （デフ ォル ト ： false） ：

false テキス ト 行ブロ ッ ク ： テキス ト が一行で組まれ、 PDF_fit_textline( ) で処理されます。

true テキス ト フ ローブロ ッ ク ： テキス ト が複数行にわたる こ とができ、 PDF_fit_textflow( ) で

処理されます。 標準テキス ト プロパテ ィ 群のほかにテキス ト フ ロー関連プロパテ ィ 群も

指定できます （表 13.9 参照）。

Type （キーワー ド、 必須） つねに Block
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13.7.2 長方形プロパテ ィ

長方形プロパテ ィ 群はすべての種類のブロ ッ クに適用され、ブロ ッ ク の長方形本体の書式

を記述し ます。 必須エン ト リ ー群は Block Plugin によ って自動生成されます。 長方形プロ

パテ ィ の一覧を表 13.5 に示し ます。

表 13.5 長方形プロパテ ィ

キーワー ド と り う る値 ・ 解説

background-
color

（色） このプロパテ ィ を指定し て None 以外の色空間キーワー ドを与えると、 長方形が描かれ、 与

えた色で塗られます。 既存のページ内容を覆い隠し たいと きに有用です。 デフ ォル ト ： None

bordercolor （色） このプロパテ ィ を指定し て None 以外の色空間キーワー ドを与えると、 長方形が描かれ、 与

えた色で描線されます。 デフ ォル ト ： None

linewidth （float。 正の値でなければならない） ブロ ッ クの長方形の描画に使用する線の描線幅。 bordercolor
設定時のみ有効です。 デフ ォル ト ： 1

Rect （長方形、 必須） ブロ ッ クの座標。 座標原点はページ左下隅。 ただ し Block Plugin では、 座標は

Acrobat の方式で、 すなわちページ左上隅を原点と し て表されます。 座標の単位は、 Acrobat では

その時点で選択されている単位で表示されますが、 PDF フ ァ イル内部ではつねにポイ ン ト 単位で

格納されています。

Status （キーワー ド） PPS と ブロ ッ ク機能がブロ ッ ク を処理する方式を記述 （デフ ォル ト ： active） ：

active ブロ ッ ク をそのプロパテ ィ に従って完全に処理。

ignore ブロ ッ ク を無視。

ignoredefault
defaulttext/image/pdf/graphics プロパテ ィ ・ オプシ ョ ンが無視される、 すなわち可

変内容がないと き （特にプレビ ューで） ブロ ッ クが空のままになる点を除き、 active
と同じ。 これは特に、 ブロ ッ クがプレビ ュー生成のためのデフ ォル ト 内容を持っている

かも しれないけれど も、 サーバーサイ ド でブロ ッ クへ流し込みが行われる際にはそのブ

ロ ッ クのデフ ォル ト 内容が用いられないよ う にし たいと きに有用です。 また、 ブロ ッ ク

をプレビ ューする際にも、 ブロ ッ ク プロパテ ィ からデフ ォル ト 内容を削除する こ と な く

デフ ォル ト 内容を無効化するために用いる こ とができます。

static 可変内容を配置し ない。 ブロ ッ クにデフ ォル ト のテキス ト ・ 画像 ・ PDF ・ グラ フ ィ ッ ク

内容があれば、 それが用いられます。
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13.7.3 書式プロパテ ィ

書式プロパテ ィ 群は組版の詳細を指定し ます ：

> 透過書式プロパテ ィ の一覧を表 13.6 に示し ます。 これらはすべての種類のブロ ッ ク に

適用されます。

> テキス ト 書式プロパテ ィ の一覧を表 13.7 に示し ます。 これらはテキス ト 行ブロ ッ ク と

テキス ト フ ローブロ ッ ク に適用されます。 

表 13.6 すべてのブロ ッ ク種別に対する透過書式プロパテ ィ

キーワー ド と り う る値 ・ 解説

blendmode （キーワー ド リ ス ト 。 PDF/A-1 モー ド で用いられる と きは値 Normal を持つ必要があ り ます） ブレ

ン ド モー ドの名前 ： None・Color・ColorDodge・ColorBurn・Darken・Difference・Exclusion・

HardLight・Hue・Lighten・Luminosity・Multiply・None・Normal・Overlay・Saturation・
Screen・SoftLight。 デフ ォル ト ： None

opacityfill （float。 PDF/A モー ド で用いられる と きは値 1 を持つ必要があ り ます） 塗り操作の不透明度を範囲

0 ～ 1 で表し たもの。 値 0 は完全透過を意味し、 1 は完全不透過を意味し ます。

opacitystroke （float。 PDF/A モー ド で用いられる と きは値 1 を持つ必要があ り ます） 描線操作の不透明度を範囲

0 ～ 1 で表し たもの。 値 0 は完全透過を意味し、 1 は完全不透過を意味し ます。
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表 13.7 テキス ト 行 ・ テキス ト フ ローブロ ッ クに対するテキス ト 書式プロパテ ィ

キーワー ド と り う る値 ・ 解説

charspacing （float またはパーセン ト 値） 文字間隔。 パーセン ト 値は fontsize に対する割合。 デフ ォル ト ： 0

decoration-
above

（論理値） true の場合、 underline ・ strikeout ・ overline オプシ ョ ンで有効にされたテキス ト 装

飾がテキス ト の前面に描かれ、 そ う でなければテキス ト の背面に描かれます。 描画順序を変える

と、 装飾線の書式に影響を与えます。 デフ ォル ト ： false

fillcolor （色） テキス ト の塗り色。 デフ ォル ト ： gray 0 （= 黒）

fontname1
（文字列） フ ォ ン ト の名前。 PDF_load_font( ) が求める ものと同じ です。 Block Plugin では、 システム

で利用可能なフ ォ ン ト の一覧が表示されます。 ただ し こ う し たフ ォ ン ト 名は、 macOS ・ Windows ・

Unix システム間で互換とは限り ません。 fontname の先頭が 「@」 キャ ラ ク ターである場合は、 そ

のフ ォ ン ト は縦書きモー ド で適用されます。 ブロ ッ クに流し込みを行う際には、 PDF_fill_

textblock( ) に、 font オプシ ョ ンを与えていない限り、 テキス ト のエン コーデ ィ ングをオプシ ョ ン

と し て与える必要があ り ます。

fontsize1
（float） 文字のサイズをポイ ン ト 単位で指定

horizscaling （float またはパーセン ト 値） テキス ト の横伸縮。 デフ ォル ト ： 100%

italicangle （float） テキス ト の斜体角度を度単位で指定。 デフ ォル ト ： 0

kerning （論理値） カーニングの動作。 デフ ォル ト ： false

overline （論理値） 上線のモー ド。 デフ ォル ト ： false

shadow （複合） 影付き効果を生成 （デフ ォル ト ： 影な し）。 以下のサブプロパテ ィ を使えます ：

fillcolor （色） 影の色。 デフ ォル ト ： {gray 0.8}

offset （float 2 個かパーセン ト 値 2 個のリ ス ト ） テキス ト の参照点からの影のオフセ ッ ト を、

ユーザー座標で、 または文字サイズに対するパーセン ト 値で表したもの。 デフ ォル ト ：
{5% -5%}

strikeout （論理値） 取り消し線のモー ド。 デフ ォル ト ： false

strokecolor （色） テキス ト の描線色。 デフ ォル ト ： gray 0 （= 黒）

strokewidth （float ・ パーセン ト 値 ・ キーワー ドのいずれか。 textrendering が袋文字に設定されている と きの

み意味を持ちます） 袋文字の線幅 （ユーザー座標で、 または percentage に対するパーセン ト 値

で）。 キーワー ド auto、またはそれと等価な値 0 は、 内蔵のデフ ォル ト を用います。 デフ ォル ト ：

auto

textrendering （整数） テキス ト 表現モー ド。 Type 3 フ ォ ン ト では値 3 のみ意味を持ちます （デフ ォル ト ： 0） ：

0 テキス ト を塗る 4 テキス ト を塗り、 ク リ ッ ピングパスに追加

1 テキス ト を描線 （袋文字） 5 テキス ト を描線し、 ク リ ッ ピングパスに追加

2 テキス ト を塗って描線 6 テキス ト を塗って描線し、 ク リ ッ ピングパスに追加

3 不可視テキス ト 7 テキス ト を ク リ ッ ピングパスに追加

（ブロ ッ クでは不可）

textrise （float またはパーセン ト 値） テキス ト の縦方向のオフセ ッ ト 。 パーセン ト 値は fontsize に対する

割合。 デフ ォル ト ： 0

underline （論理値） 下線のモー ド。 デフ ォル ト ： false

P

P
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underline-
position

（float ・ パーセン ト 値 ・ キーワー ドのいずれか） 下線テキス ト のベースラ イ ンに対する描線の相対

位置。 パーセン ト 値は fontsize に対する割合。 デフ ォル ト ： auto

underline-
width

（float ・ パーセン ト 値 ・ キーワー ドのいずれか） 下線テキス ト の線幅。 パーセン ト 値は fontsize に

対する割合。 デフ ォル ト ： auto

wordspacing （float またはパーセン ト 値） 単語間隔。 パーセン ト 値は fontsize に対する割合。 デフ ォル ト ： 0

1. このプロパテ ィ は、 テキス ト 行 ・ テキス ト フ ローブロ ッ クでは必須です。 Block Plugin はこれを自動生成し ます。

表 13.7 テキス ト 行 ・ テキス ト フ ローブロ ッ クに対するテキス ト 書式プロパテ ィ

キーワー ド と り う る値 ・ 解説
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13.7.4 テキス ト 作成プロパテ ィ

テキス ト 作成プロパテ ィ 群は、 テキス ト 行 ・ テキス ト フ ローブロ ッ ク の前処理工程を指定

し ます。 テキス ト 行 ・ テキス ト フ ローブロ ッ ク に適用される テキス ト 作成プロパテ ィ の一

覧を表 13.8 に示し ます。

表 13.8 テキス ト 行 ・ テキス ト フ ローブロ ッ クに対するテキス ト 作成プロパテ ィ

キーワー ド と り う る値 ・ 解説

charref （論理値） true にする と、 数値参照 ・ 文字参照 ・ グ リ フ名参照の置き換えが行われます。 デフ ォル

ト ： グローバルな charref オプシ ョ ン

escape-
sequence

（論理値） true にする と、 内容文字列 ・ ハイパーテキス ト 文字列 ・ 名前文字列内のエスケープシー

ケンスの置き換えが行われます。 デフ ォル ト ： グローバルな escapesequence オプシ ョ ン

features （キーワー ドのリ ス ト ） script ・ language オプシ ョ ンに従って、 OpenType フ ォ ン ト のどのタ イポ

グラ フ ィ ー機能をテキス ト に適用するかを指定。 フ ォ ン ト にない機能のキーワー ドは警告な く 無

視されます。 以下のキーワー ド を使えます ：

_none フ ォ ン ト 内のどの機能も適用し ない。 例外と し て、 vert 機能は novert キーワー ド を用

いて明示的に無効化する必要があ り ます。

<名前> 4文字のOpenTypeタグ名を与える と その機能が有効化されます。 よ く 用いられる機能名

はliga ・ ital ・ tnum ・ smcp ・ swsh ・ zeroなどです。 利用できる機能の名前と説明の全一

覧を、 163ページ 「7.4.1 対応し ているOpenTypeレ イアウ ト 機能」 に示し ています。

no<名前> 機能名の前に接尾辞noをつける と （noligaなど） その機能が無効化されます。

デフ ォル ト ： 横書きモー ド では _none。 縦書きモー ド では vert が自動的に適用されます。

OpenType 機能対応を利用するには PDF_load_font( ) の readfeatures オプシ ョ ンが必要です。

language （キーワー ド。 script を与えられている場合にのみ意味を持ちます） 指定し た言語に従ってテキス

ト を処理。 これは features ・ shaping オプシ ョ ンに対し て意味を持ちます。 すべてのキーワー ド

の一覧を 171 ページ 「7.5.2 シ ェーピング処理を制御」 に示し ています。 例 ： ARA （アラ ビア語） ・

JAN （日本語） ・ HIN （ヒ ンデ ィ ー語）。 デフ ォル ト ： _none （言語未定義）

script （キーワー ド。 shaping=true の場合には必須） 指定し た用字系に従ってテキス ト を処理。 これは

features ・ shaping ・ advancedlinebreaking オプシ ョ ンに対し て意味を持ちます。 も よ く 使われ

る用字系のキーワー ドは以下の通り です ： _none （未定義の用字系） ・ latn ・ grek ・ cyrl ・ armn ・

hebr ・ arab ・ deva ・ beng ・ guru ・ gujr ・ orya ・ taml ・ thai ・ laoo ・ tibt ・ hang ・ kana ・ han。 キー

ワー ド _auto は、 テキス ト 内の大多数のキャ ラ ク ターが属する用字系を選択し ますが、 ただ し

latn ・ _none は無視されます。 キーワー ドの全一覧が 171 ページ 「7.5.2 シ ェ ーピング処理を制御」

にあり ます。 デフ ォル ト ： _none

shaping （論理値） true にする と、 テキス ト が script ・ language オプシ ョ ンに従って整形 （シ ェーピング）

されます。 script オプシ ョ ンの値を _none 以外にする必要があ り、 かつ、 必要なシ ェーピング

テーブルがフ ォ ン ト 内で得られる必要があ り ます。 デフ ォル ト ： false
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13.7.5 テキス ト 組版プロパテ ィ

テキス ト フ ローブロ ッ ク にだけ使用でき るテキス ト 組版プロパテ ィ の一覧を表 13.9 に示

し ます。ただし stamp プロパテ ィ だけはテキス ト 行ブロ ッ クにも使用でき ます。 これら を

用いて、テキス ト フ ロー処理のための初期オプシ ョ ン リ ス ト を構築でき ます （PDF_create_
textflow( ) の optlist 引数に対応）。 テキス ト フ ローで用いる イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト

は、 プラ グ イ ンでは指定できず、 サーバー上で PDF_fill_textblock( ) によ るブロ ッ クへの流

し込みの際に、 またはブロ ッ ク の defaulttext プロパテ ィ 内で、 テキス ト 内容の一部と し

て与え る こ と ができ ます。

表 13.9 テキス ト 組版プロパテ ィ （主にテキス ト フ ローブロ ッ ク用）

キーワー ド と り う る値 ・ 解説

adjust-
method

（キーワー ド） minspacing ・ maxspacing オプシ ョ ンで指定し た制限の範囲内で単語間隔を詰めた り

拡げた り し ても テキス ト が行内に収ま り き らない時に行の調整に用いる方式 （デフ ォル ト ：

auto） ：

auto 以下の方式を順に適用 ： shrink ・ spread ・ nofit ・ split。

clip はめ込み枠の右端 （rightindent オプシ ョ ンを考慮） からはみ出し た部分を切り落とす

点を除いて、 nofit と同じ。

nofit 後の単語を次行へ送る。 ただ し、 残される （短い） 行が、 nofitlimit オプシ ョ ンで

指定されたパーセン ト 値よ り も短 く ならない場合に限り ます。 均等配置の段落であって

も、 若干がたついて見える こ とがあ り ます。

shrink 単語が行内に収ま らないと き、 shrinklimit の制限内でテキス ト を圧縮。 それでも収ま

らなければ nofit 方式を適用。

split 後の単語を次行へ送らずハイ フネーシ ョ ンを強制。 テキス ト フ ォ ン ト ならハイ フ ン

キャ ラ ク ターを挿入し ますが、 記号フ ォ ン ト なら挿入し ません。

spread 後の単語を次行へ送り、 残された （短い） 行を均等配置するよ う単語内の文字間の間

隔を spreadlimit の制限内で拡張。 それで均等配置できなければ nofit 方式を適用。

advanced-
linebreak

（論理値） 複雑用字系で必要と される高度な改行アルゴ リズムを適用し ます。 これはタ イ語など、

単語間の区切り を空白キャ ラ ク ターを用いて示さ ない用字系での改行に必須です。 locale ・

script オプシ ョ ンに従います。 デフ ォル ト ： false

alignment （キーワー ド） 段落内の行の書式を指定。 デフ ォル ト ： left。

left 左揃え （leftindent を始点と し て）。

center 中央揃え （leftindent から rightindent までの間で）。

right 右揃え （rightindent を終点と し て）。

justify 両端揃え。

avoid-
emptybegin

（論理値） true にする と、 はめ込み枠先頭の空行が削除されます。 デフ ォル ト ： false

fixedleading （論理値） true にする と、 各行内で 初に見つかった行送り値を用います。 そ う でないなら、 行内

のすべての行送り値のう ちの 大値を用います。 デフ ォル ト ： false

hortab-
method

（キーワー ド） テキス ト 内の水平タ ブの扱い。 算出位置がカ レン ト テキス ト 位置よ り左のと きは、

そのタ ブは無視されます （デフ ォル ト ： relative） ：

relative hortabsize で指定された分、 位置を進めます。

typewriter hortabsize の次の倍数まで位置を進めます。

ruler ruler オプシ ョ ン内の n 番目のタ ブ値まで位置を進めます。 こ こで n は、 その行内でそ

れまでに見つかった タ ブの数です。 n がタ ブ位置の数を超える分については、 relative
方式を適用し ます。
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hortabsize （float またはパーセン ト 値） 水平タ ブの幅1。 その解釈は hortabmethod オプシ ョ ンに依存し ます。

デフ ォル ト ： 7.5%

lastalignment （キーワー ド） 段落内の 終行の書式。 alignment オプシ ョ ンの全キーワー ド と以下のキーワー ド

を使えます （デフ ォル ト ： auto） ：

auto alignment オプシ ョ ンの値を使用、 ただ し それが justify なら left を使用。

leading （float またはパーセン ト 値） テキス ト のベースラ イ ン間の間隔を、 ユーザー座標で、 または文字サ

イズに対するパーセン ト 値で指定。 デフ ォル ト ： 100%

locale （キーワー ド） advancedlinebreak=true のと きに用字系特有の改行方式で用いられるロケール。

キーワー ドは、 以下の 1 個ないし複数の構成要素から成り、 オプシ ョ ナルな構成要素は下線キャ

ラ ク ター 「_」 で区切られます （その文法は、 NLS/POSIX のロケール ID とは若干異なっていま

す） ：

> （必須） ISO 639-2 （www.loc.gov/standards/iso639-2 を参照） に従った、小文字 2 文字または 3 文

字の言語コー ド。 例 ： en （英語） ・ de （ ド イ ツ語） ・ ja （日本語）。 これは language オプシ ョ ン と

は異なっています。

> （オプシ ョ ン） ISO 15924 に従った、 4 文字の用字系コー ド。 例 ： Hira （ひらがな） ・ Hebr （ヘブ ラ

イ） ・ Arab （アラ ビア） ・ Thai （タ イ）。

> （オプシ ョ ン） ISO 3166 に従った、 大文字 2 文字の国コー ド。 例 ： DE （ド イ ツ） ・ CH （スイス） ・ GB

（イギリ ス）。

ロケールを指定する こ とは、 高度な改行のために必須ではあ り ません ： キーワー ド _none は、 ロ

ケール独自の処理が行われないこ と を指定し ます。 デフ ォル ト ： _none。

例 ： de_DE ・ en_US ・ en_GB

maxspacing
minspacing

（float またはパーセン ト 値） 単語間の 大間隔 ・ 小間隔 （ユーザー座標で表すか、 空白キャ ラ ク

ターの幅に対するパーセン ト 値で指定）。 算出される単語間隔が、 与えられた値までに制限されま

す （ただ し、 wordspacing オプシ ョ ンはなお加算されます）。 デフ ォル ト ： minspacing=50%、

maxspacing=500%

minlinecount （整数） はめ込み枠の 終段落の 小行数。 これよ り行が少ないと きには次のはめ込み枠内に配置

されます。 値 2 を用いる と、 段落の中の 1 行だけがはめ込み枠末尾に配置される （「オーフ ァ ン」）

のを避けられます。 デフ ォル ト ： 1

nofitlimit （float またはパーセン ト 値） nofit 方式における行の長さの下限 （ユーザー座標で表すか、 はめ込

み枠の幅に対するパーセン ト 値で指定）。 デフ ォル ト ： 75%

parindent （float またはパーセン ト 値） 段落の先頭行の左イ ンデン ト 1。 leftindent にこの値が加算されま

す。 このオプシ ョ ンを行内で指定する と、 タ ブのよ う に動作し ます。 デフ ォル ト ： 0

rightindent
leftindent

（float またはパーセン ト 値） 全テキス ト 行の右イ ンデン ト ・ 左イ ンデン ト 1。 leftindent が行内で

指定された場合、 決定された位置がカ レン ト テキス ト 位置よ り左のと きは、 このオプシ ョ ンはカ

レン ト 行については無視されます。 デフ ォル ト ： 0

ruler2 （float のリ ス ト 、 またはパーセン ト 値のリ ス ト ） hortabmethod=ruler に対する絶対タ ブ位置のリ ス

ト 1。 このリ ス ト は、 非負エン ト リーを昇順で 大 32 個持てます。 デフ ォル ト ： hortabsize の整

数倍

shrinklimit （パーセン ト 値） shrink 方式におけるテキス ト 長体の下限。 算出される縮小率が、 与えられた値ま

でに制限されます。 ただ し、 horizscaling オプシ ョ ンの値が乗算されます。 デフ ォル ト ： 85%

spreadlimit （float またはパーセン ト 値） spread 方式における 2 文字間の間隔の上限 （ユーザー座標で表すか、

文字サイズに対するパーセン ト 値で指定）。 算出された文字間隔が、 charspacing オプシ ョ ンの値

に加算されます。 デフ ォル ト ： 0

表 13.9 テキス ト 組版プロパテ ィ （主にテキス ト フ ローブロ ッ ク用）

キーワー ド と り う る値 ・ 解説

https://www.loc.gov/standards/iso639-2
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stamp （キーワー ド。 テキス ト 行 ・ テキス ト フ ローブロ ッ ク） このオプシ ョ ンを使う と、 ブロ ッ ク長方形

内の対角線上にス タ ンプを作成する こ とができます。 ス タ ンプのテキス ト は可能な限り拡大され

て印字されます。 ス タ ンプのテキス ト を枠内に配置する際には、 position ・ fitmethod ・

orientate （north ・ south のみ） オプシ ョ ンに従います。 デフ ォル ト ： none。

ll2ur 左下隅から右上隅へ向かう対角線上にス タ ンプが配置されます。

ul2lr 左上隅から右下隅へ向かう対角線上にス タ ンプが配置されます。

none ス タ ンプは作成されません。

tabalignchar （整数） タ ブの小数点揃えの整列位置にし たいキャ ラ ク ターの Unicode 値。 デフ ォル ト ： キャ ラ ク

ター 「.」 （U+002E）

tabalignment2
（キーワー ドのリ ス ト ） タ ブ位置の整列方式。 このリ ス ト 内の各エン ト リーはそれぞれ、 ruler オ

プシ ョ ン内で、 その対応するエン ト リーの整列方式を定義し ます （デフ ォル ト ： left） ：

center テキス ト はタ ブ位置で中央揃え されます。

decimal 初に現れる tabalignchar を タ ブ位置で左揃え されます。 tabalignchar が見つからな

いと きは右揃えが適用されます。

left テキス ト はタ ブ位置で左揃え されます。

right テキス ト はタ ブ位置で右揃え されます。

1.  ユーザー座標で、 またははめ込み枠の幅に対するパーセン ト 値で指定し ます。
2. タ ブ設定は、 ブロ ッ ク プロパテ ィ ダイアログの「テキスト組版」グループの「hortabmethod=ruler におけるルーラータブ」

サブグループで編集する こ とができます。

表 13.9 テキス ト 組版プロパテ ィ （主にテキス ト フ ローブロ ッ ク用）

キーワー ド と り う る値 ・ 解説
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13.7.6 オブジ ェ ク ト はめ込みプロパテ ィ

はめ込みプロパテ ィ 群は、 すべての種類のブロ ッ ク で利用でき ますが、 ただしい く つかの

プロパテ ィ は、 特定の種類のブロ ッ ク でのみ利用でき ます。 これらは、 ブロ ッ ク内に内容

が配置される方法を制御し ます ：

> テキ ス ト 行 ・ 画像 ・ PDF ・ グ ラ フ ィ ッ ク ブロ ッ ク で利用でき るはめ込みプロパテ ィ の

一覧を表 13.10 に示し ます。

> テキス ト フ ローブロ ッ ク で利用でき るはめ込みプロパテ ィ の一覧を表 13.11 に示し ま

す （主に縦方向のはめ込みに関する ものです）。

オブジ ェ ク ト はめ込みアルゴ リ ズムは、 ブ ロ ッ ク 長方形をはめ込み枠 と し て用います。

fitmethod=clip の場合を除き、 切 り 落 と しは行われません。 ブロ ッ ク内容がブロ ッ ク長方

形からはみ出さ ないよ う にし たい と きは、 fitmethod=nofit を避けて く ださい。 

表 13.10 テキス ト 行 ・ 画像 ・ PDF ・ グラ フ ィ ッ ク ブロ ッ クに対するはめ込みプロパテ ィ

キーワー ド と り う る値 ・ 解説

alignchar （Unichar またはキーワー ド。 テキス ト 行ブロ ッ クにのみ適用） 指定されたキャ ラ ク ターをテキス

ト 内に見つけた と き、 その左下隅を、 ブロ ッ ク長方形の左下隅に整列させます。 横書きテキス ト

で orientate=north か south の場合には、 position オプシ ョ ンの 1 番目の値で位置を決定し ます。

縦書きテキス ト で orientate=west か east の場合には、 position オプシ ョ ンの 2 番目の値で位置

を決定し ます。 指定された位置整列キャ ラ ク ターがテキス ト 内にないと きは、 このオプシ ョ ンは

無視されます。 値 0 かキーワー ド none ならば、 位置整列キャ ラ ク ターを無効にし ます。

fitmethod は指定されれば適用し ますが、 alignchar で強制的に位置付けられるので、 はめ込み枠

内にテキス ト 配置する こ とはできません。 デフ ォル ト ： none

dpi （float のリ ス ト 。 画像ブロ ッ クにのみ適用） 縦方向 ・ 横方向の画像解像度を表す 1 個または 2 個の

値。 単位は pixels per inch。 値 0 の場合、 画像内部に解像度が格納されていればそれを用い、 なけ

れば 72 dpi と し ます。 fitmethod プロパテ ィ が指定されていて、 そのキーワー ドが auto ・ meet ・

slice ・ entire のいずれかならば、 本プロパテ ィ は無視されます。 デフ ォル ト ： 0

fitmethod （キーワー ド） 与えられた内容がブロ ッ ク長方形に収ま り き らないと きの解決方式 ： auto ・ clip ・

entire ・ meet ・ nofit ・ slice。 （デフ ォル ト ： meet）。

margin （float のリ ス ト 。 テキス ト 行ブロ ッ クにのみ適用） テキス ト 枠の縦 ・ 横方向の長さ差し引きを記述

する 1 個または 2 個の値。 デフ ォル ト ： 0

minfontsize （float またはパーセン ト 値。 テキス ト 行にのみ適用） fitmethod=auto で shrinklimit を超えた と

き、 テキス ト がブロ ッ ク長方形に収まるよ う縮小される際に、 許される 小の文字サイズ。 下限

値を、 ユーザー座標で、 またはブロ ッ クの高さに対するパーセン ト 値で指定し ます。 下限に達し

た と きは、 テキス ト は指定された minfontsize を文字サイズと し て作成されます。 デフ ォル ト ：

0.1%

orientate （キーワー ド） 内容を配置する向き を指定し ます。 と り う る値は north ・ east ・ south ・ west。 デ

フ ォル ト ： north

position （float のリ ス ト ） 内容の中における参照点の位置を指定する、 1 個または 2 個の値。 ブロ ッ ク内で

のパーセン ト 値と し て位置を指定し ます。 テキス ト 行ブロ ッ クのみ ： キーワー ド auto を、 リ ス ト

の 1 番目の値と し て用いる こ と もできます。 これは、 テキス ト の筆記方向が右書きの場合 （ア ラ

ビア語 ・ ヘブ ラ イ語など） には right を意味し、 そ う でない場合 （欧文など） には left を意味し

ます。

デフ ォル ト ： {0 0}、 すなわち左下隅

rotate （float） 回転角を度単位で表し たもの。 処理が始まる前にブロ ッ クが反時計回り に回転されます。

参照点が回転の中心と な り ます。 デフ ォル ト ： 0
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scale （float のリ ス ト 。 画像 ・ PDF ・ グラ フ ィ ッ ク ブロ ッ クのみ） 縦方向 ・ 横方向の、 求める伸縮倍率を

表す 1 個または 2 個の値。 fitmethod プロパテ ィ が指定されていて、 かつそのキーワー ドが auto ・

meet ・ slice ・ entire のいずれかならば、 本プロパテ ィ は無視されます。 デフ ォル ト ： 1

shrinklimit （float またはパーセン ト 値。 テキス ト 行ブロ ッ クにのみ適用） fitmethod=auto でテキス ト を収める

際に適用される縮小倍率の下限。 デフ ォル ト ： 0.75

表 13.11 テキス ト フ ローブロ ッ クに対するはめ込みプロパテ ィ

キーワー ド と り う る値 ・ 解説

firstlinedist （float ・ パーセン ト 値 ・ キーワー ドのいずれか） ブロ ッ ク長方形上端と テキス ト 先頭行ベースラ イ

ン との間隔を、 ユーザー座標で表すか、 そこの文字サイズ （fixedleading=true なら行の先頭の文

字サイズ、 そ う でないなら行内のすべての文字サイズのう ちの 大値） に対するパーセン ト 値で

表すか、 キーワー ド で表し たもの （デフ ォル ト ： leading）。

leading 先頭行について決定された行送り値。 À のよ う な、 読み分け記号付きの文字は普通、 は

め込み枠上端に接するで し ょ う。

ascender 先頭行について決定されたアセンダー値。 d や h のよ う な、 大きなアセンダーを持つ文

字は普通、 はめ込み枠上端に接するで し ょ う。

capheight 先頭行について決定されたキャ ッ プハイ ト 値。 H のよ う な大文字は普通、 はめ込み枠上

端に接するで し ょ う。

xheight 先頭行について決定された x ハイ ト 値。 x のよ う な小文字は普通、 はめ込み枠上端に接

するで し ょ う。

fixedleading=false なら、 先頭行内で見出されたすべての leading ・ ascender ・ xheight ・

capheight 値のう ちの 大値が用いられます。

fitmethod （キーワー ド） ブロ ッ クがテキス ト フ ローに対し て小さすぎる と きの解決方式 ：

auto テキス ト が収まるまで、 fontsize と leading を縮めます。

clip テキス ト をブロ ッ クの端で切り落と し ます （テキス ト フ ローブロ ッ ク を連結する場合に

有用です）。

nofit テキス ト をブロ ッ ク下端からはみ出させます （ブロ ッ ク を移動させる場合に有用です）。

デフ ォル ト ： textflowhandle オプシ ョ ンが与えられているなら clip、 そ う でないなら auto

lastlinedist （float ・ パーセン ト 値 ・ キーワー ドのいずれか。 fitmethod=nofit のと きは無視されます） テキス

ト 終行ベースラ イ ン とはめ込み枠下端との間隔を、 ユーザー座標で表すか、 文字サイズ

（fixedleading=true なら行の先頭の文字サイズ、 そ う でないなら行内のすべての文字サイズのう

ちの 大値） に対するパーセン ト 値で表すか、 キーワー ド で表し たもの。 デフ ォル ト ： 0、 すなわ

ちはめ込み枠下端をベースラ イ ン と し て用い、 アセンダーは普通、 はめ込み枠の下へはみ出すで

し ょ う。

descender 終行について決定されたアセンダー値。 g や j のよ う な、 アセンダーを持つ文字は普

通、 はめ込み枠下端に接するで し ょ う。

fixedleading=false なら、 終行内で見出されたすべてのアセンダー値のう ちの 大値が用いら

れます。

linespread-
limit

（float またはパーセン ト 値。 verticalalign=justify の場合にのみ可） 上下合わせの場合に行送り

を増やす際の 大値を、 ユーザー座標で表すか、 行送り に対するパーセン ト 値で表し たもの。 デ

フ ォル ト ： 200%

maxlines （整数またはキーワー ド） はめ込み枠内の 大行数。 あるいはキーワー ド auto を指定し て、 でき

るだけ多 く の行をはめ込み枠内に入れさせる こ と もできます。 大行数が入った と き、 PDF_fit_

textflow( ) は文字列 _boxfull を返し ます。

表 13.10 テキス ト 行 ・ 画像 ・ PDF ・ グラ フ ィ ッ ク ブロ ッ クに対するはめ込みプロパテ ィ

キーワー ド と り う る値 ・ 解説
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minfontsize （float またはパーセン ト 値） 特に fitmethod=auto のと き、 はめ込み枠に収まるよ う テキス ト が縮

小される際に許される 小文字サイズ。 下限値を、 ユーザー座標で、 またははめ込み枠の高さに

対するパーセン ト 値で指定し ます。 下限に達し てもなおテキス ト が収ま り き らないと きは、 文字

列 _boxfull が返されます。 デフ ォル ト ： 0.1%

orientate （キーワー ド） テキス ト を配置する向き を指定し ます。 と り う る値は north ・ east ・ south ・ west。
デフ ォル ト ： north

rotate （float） 回転角を度単位で表し たもの。 はめ込み枠の左下隅を中心と し て、 座標系を回転させます。

これによ って、 枠と テキス ト が回転されます。 テキス ト が配置された時点で回転はリ セ ッ ト され

ます。 デフ ォル ト ： 0

verticalalign （キーワー ド） はめ込み枠内のテキス ト の縦揃え （デフ ォル ト ： top） ：

top 先頭行から下へ順に組版。 テキス ト がはめ込み枠に満たないと きは、 テキス ト の下に余

白があきます。

center はめ込み枠内の縦方向の中央にテキス ト を配置。 テキス ト がはめ込み枠に満たないと き

は、 テキス ト の上下に余白があきます。

bottom 終行から上へ順に組版。 テキス ト がはめ込み枠に満たないと きは、 テキス ト の上に余

白があきます。

justify はめ込み枠の上端と下端にテキス ト を合わせます。 それを実現するために、 行送り を増

やし ます。 ただ し、 linespreadlimit で指定された限界まで しか増やし ません。 先頭行

の高さは、 firstlinedist=leading の場合のみ増やし ます。

表 13.11 テキス ト フ ローブロ ッ クに対するはめ込みプロパテ ィ

キーワー ド と り う る値 ・ 解説



414 第 13 章 :  PPS と PDFlib Block Plugin

13.7.7 デフ ォル ト 内容のためのプロパテ ィ

デフ ォル ト 内容に関するプロパテ ィ 群は、内容が特に与え られなかった と きのブロ ッ クへ

の流し込みの方法を指定し ます。 これらは と り わけプレ ビ ュー機能で有用です。 なぜな ら

プレ ビ ューではブロ ッ ク にそのデフ ォル ト 内容を流し込むからです。デフ ォル ト 内容に関

するプロパテ ィ の一覧を表 13.12 に示し ます。

13.7.8 カ ス タムプロパテ ィ

カス タ ムプロパテ ィ は、 すべての種類のブロ ッ ク に適用されます。 PPS と プレ ビ ュー機能

からは無視されます。 カス タ ムプロパテ ィ の命名規則を表 13.13 に示し ます。

表 13.12 デフ ォル ト 内容のためのプロパテ ィ

キーワー ド と り う る値 ・ 解説

default-
graphics

（文字列。 グラ フ ィ ッ ク ブロ ッ クにのみ適用） グラ フ ィ ッ クがク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンから

与えられなかった と きに用いられるグラ フ ィ ッ ク フ ァ イルのパス名。1

1. フ ァ イル名には絶対パスを付けず、 SearchPath 機能を利用するよ う PPS ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを作ってお く ほう

がよいで し ょ う。 そ う すればブロ ッ ク処理を、 プ ラ ッ ト フ ォームやフ ァ イルシステムの細かい違いから切り離すこ とができま
す。

defaultimage （文字列。 画像ブロ ッ クにのみ適用） 置き換え画像がク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンから与えられ

なかった と きに用いられる画像のパス名。 1

defaultpdf （文字列。 PDF ブロ ッ クにのみ適用） 置き換え PDF がク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンから与えられ

なかった と きに用いられる PDF 文書のパス名。 1

default-
pdfpage

（整数。 PDF ブロ ッ クにのみ適用） デフ ォル ト PDF 文書内のページのページ番号。 デフ ォル ト ： 1

defaulttext （文字列。 テキス ト 行 ・ テキス ト フ ローブロ ッ クにのみ適用） 可変テキス ト がク ラ イアン ト アプ リ

ケーシ ョ ンから与えられなかった と きに用いられるテキス ト 2

2. テキス ト は winansi エン コーデ ィ ングか Unicode で解釈されます。

表 13.13 すべてのブロ ッ ク種別に対する カス タムブロ ッ ク プロパテ ィ

キーワー ド と り う る値 ・ 解説

3 種類のキャ ラ ク ター

[ ] / を含まないあらゆる

名前

（文字列 ・ 名前 ・ float のいずれか、 または float のリ ス ト ） 各カス タムプロパテ ィ の

値をど う解釈するかは、 全 く ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンの領分です。 PPS から

は無視されます。
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13.8 pCOS でブロ ッ ク名と プロパテ ィ を ク エ リ ー
PPS によ る自動ブロ ッ ク処理に加えて、 内蔵の pCOS 機能を使 う と、 ブロ ッ ク名を評価し

た り 、 標準 ・ カス タ ムプロパテ ィ を ク エ リ ーし た り する こ と ができ ます。

ク ッ クブ ッ ク 取り込んだPDFの中に含まれているブロ ッ クのプロパテ ィ を クエ リーする完全なコー ドサ

ンプルがク ッ ク ブ ッ クの blocks/query_block_properties ト ピ ッ クにあ り ます。

ブロ ッ クの数と名前を知る ク ラ イ アン ト コー ド 側では、 取 り 込んだページ上のブ ロ ッ

ク の名前も数も知ら な く てかまいません。 なぜな ら ク エ リ ーする こ と も でき るから です。

以下のステー ト メ ン ト は、 ページ番号 pagenum のページ上のブロ ッ ク の数を返し ます ：

blockcount = (int) p.pcos_get_number(doc, "length:pages[" + pagenum + "]/blocks");

以下のステー ト メ ン ト は、 ページ pagenum 上の blocknum 番目のブロ ッ ク の名前を返し

ます （ブロ ッ ク とページの番号は 0 から始ま り ます） ：

blockname = p.pcos_get_string(doc,
"pages[" + pagenum + "]/blocks[" + blocknum + "]/Name");

返されたブロ ッ ク名はその後、 ブロ ッ ク のプロパテ ィ を ク エ リ ーし た り 、 ブロ ッ クへテキ

ス ト ・ 画像 ・ PDF ・ グ ラ フ ィ ッ ク内容を流し込んだ り する ために利用でき ます。 指定され

たブロ ッ クが存在し ない と きには例外が発生し ます。 これを避けるには、 length 接頭辞を

用いれば、 ブロ ッ ク の数を知 り 、 ひいては blocks 配列の 大添字を知る こ と ができ ます

（配列の添字は 0 から始ま るので、 ブロ ッ クの数は 大可能添字よ り 1 大きいこ と に留意

し て く ださい）。

ブロ ッ クが存在するかど う かをチ ェ ッ ク ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ン コー ド に さ ら

に柔軟性を加え る ために、 ブロ ッ ク に流し込みを行 う 前に、 そのブロ ッ ク が存在するかど

う かをチェ ッ クする こ と もでき ます。 こ う し ておけば、 デザイナーが別のページへブロ ッ

ク を移動させて も、そのブロ ッ クへ流し込みを行 う アプ リ ケーシ ョ ンを破壊せずにすみま

す。

以下のコード は、foo と い う 名前のブロ ッ ク がページ上に存在するかど う かをチェ ッ ク

し ます ：

/* pCOSオブジェクト種別「辞書」はそのブロックが存在することを意味します */
if (pcos_get_string(doc, "type:pages[" + pagenum + "]/blocks/" + "foo").equals("dict"))
{

/* ブロック「foo」はそのページ上に存在 */
}

ブロ ッ ク を番号か名前で特定 ブ ロ ッ ク プ ロパテ ィ を特定するパス文法において、 以下

の表現は互いに等価です。 こ こ では、 番号 6 のブロ ッ ク が、 その Name プロパテ ィ を foo
に設定されている と し ます ：

pages[...]/blocks[6]
pages[...]/blocks/foo

ブロ ッ クの座標を ク エ リ ー 名前 foo のブロ ッ ク の左下隅と右上隅を記述する 2個の座標

ペア (llx, lly) および (urx, ury) は、 以下のよ う にク エ リ ーでき ます ：

llx = p.pcos_get_number(doc, "pages[" + pagenum + "]/blocks/foo/rect[0]");
lly = p.pcos_get_number(doc, "pages[" + pagenum + "]/blocks/foo/rect[1]");

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/blocks/query_block_properties/
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urx = p.pcos_get_number(doc, "pages[" + pagenum + "]/blocks/foo/rect[2]");
ury = p.pcos_get_number(doc, "pages[" + pagenum + "]/blocks/foo/rect[3]");

なお、 上記の座標はデフ ォル ト 座標系で与え られます （左下隅が原点、 ただし、 そのペー

ジの CropBox によ って変更されている可能性も あ り ます）。 一方 Block Plugin は、 ページ

左上隅に原点を持つ Acrobat のユーザーイ ン ターフ ェ イ ス座標系に従って座標を表示し ま

す。

pCOS 擬似オブジェ ク ト rect （すべて小文字の） を用いて ク エ リ ーされる値は、 関連す

るいかなる CropBox/MediaBox ・ Rotate エン ト リ ーを も考慮に入れ、 かつ座標の順序を正

規化し ます。これに対し、ネイ テ ィ ブ PDF キーRect を用いて ク エ リ ーされる値は、CropBox

が存在する場合には新しい座標と し てそのま ま受け渡すこ と はでき ません。

topdown オプシ ョ ンはブロ ッ ク座標を ク エ リ ーする際には考慮されないこ と に留意し

て く ださい。

カ ス タムプロパテ ィ を ク エ リ ー カ ス タ ムプ ロパテ ィ は、 以下の例のよ う に ク エ リ ーす

る こ と ができ ます。 こ こ では、 ページ pagenum 上の b1 と い う ブロ ッ ク からプロパテ ィ

zipcode を ク エ リ ーし ています ：

zip = p.pcos_get_string(doc, "pages[" + pagenum + "]/blocks/b1/Custom/zipcode");

ブロ ッ ク内に具体的に何と い う カス タ ムプロパテ ィ があ るかわから ない場合には、実行時

にその名前を取得する こ と も可能です。b1 と い う ブロ ッ クの 初のカス タ ムプロパテ ィ の

名前を得るには、 以下のよ う にし ます ：

propname = p.pcos_get_string(doc, "pages[" + pagenum + "]/blocks/b1/Custom[0].key");

番号を 0 でな く 1 つずつ増やし ていけば、すべてのカス タ ムプロパテ ィ の名前を得る こ と

ができ ます。 length 接頭辞を用いれば、 カ ス タ ムプロパテ ィ の数を知る こ と ができ ます。

存在し ないブロ ッ ク プロパテ ィ と デフ ォル ト 値 ブロ ッ ク またはプロパテ ィ が実在する

かど う かを知るには、 type 接頭辞を用います。 パスに対する型が 0 か null な らば、 その

オブジェ ク ト は PDF 文書内に存在し ていません。 なお、 定義済みプロパテ ィ の場合、 こ

れはプロパテ ィ のデフ ォル ト 値が用いられる こ と を意味し ます。

カ ス タムプロパテ ィ の名前空間 さ まざまな ソースからの PDF 文書をや り 取 り する際に

混乱が生じ る こ と を避ける ため、 カ ス タ ムプロパテ ィ 名をつける と きには必ず、 イ ン ター

ネ ッ ト ド メ イ ン名を企業固有の接頭辞 と し て用い、 その後にコ ロ ン 「:」 と プロパテ ィ 名

本体を続ける こ と を推奨し ます。 た と えば、 ACME 社であれば以下のよ う なプロパテ ィ 名

を使用するのです ：

acme.com:digits
acme.com:refnumber

標準プ ロパテ ィ と カ ス タ ムプ ロパテ ィ はブロ ッ ク内で異な る格納の さ れ方を し ているの

で、 標準 PPS プロパテ ィ 名 （402 ページ 「13.7 ブロ ッ ク のプロパテ ィ 」 で定義されている

もの） がカス タ ムプロパテ ィ 名と衝突する こ と は決し てあ り ません。
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13.9 ブロ ッ ク をプログラム的に作成 ・ 取り込む

13.9.1 POCA で PDFlib ブロ ッ ク を作成

PDFlib ブロ ッ クは、PPS に内蔵されている POCA イ ン ターフ ェ イ スでプロ グ ラ ム的に作成

する こ と も可能です。 POCA を用いる と、 ブロ ッ ク のために必要な PDF データ構造を生

成し て、 PDF_begin/end_page_ext( ) の blocks オプシ ョ ンに与え る こ と ができ ます。 ブロ ッ

ク定義を作成する際には、 419 ページ 「13.10 PDFlib ブロ ッ ク の仕様」 の要請に従 う 必要

があ り ます。 ブロ ッ ク プロパテ ィ は、 402 ページ 「13.7 ブロ ッ ク のプロパテ ィ 」 に挙げた

データ型に従って作成する必要があ り ます。

ク ッ クブ ッ ク PDFlib ブロ ッ ク を PPS で作成するのコー ドサンプルが PDFlib ク ッ ク ブ ッ クの blocks カテ

ゴ リーにあ り ます。

PDFlib ブロ ッ ク の仕様には、 1 つのブロ ッ ク の名前が 2 回記録されている と い う 残念な冗

長性があ り ます。すなわちページの メ イ ン Blocks 辞書内に 1 回と、特定のブロ ッ ク辞書内

の Name エン ト リ ー内にも う 1 回です。 この 2 個の名前は、そのブロ ッ ク に PPS で流し込

みを行 う 際や、 そのブロ ッ ク を Block Plugin でプレ ビ ューする際に問題が起こ る こ と を避

ける ために、 同一でなければな り ません。 PDF_begin/end_page_ext( ) はそのため、 blocks
オプシ ョ ンで与え られた辞書がこの 「同一ブロ ッ ク名」 規則に違反するブロ ッ ク定義を含

んでいる場合には、 例外を発生させます。 以下のコード サンプルでは、 その対応するペア

を青色で示し ています。

以下のコード断片では、419 ページ「ブロ ッ ク辞書のキー」で示すブロ ッ ク定義を POCA

関数群を用いて作成する様子を演示し ています ：

/* ブロック辞書を作成 */
blockdict = p.poca_new("containertype=dict usage=blocks");

/* ---------------------------------------------------------

* テキストブロックを作成

* ---------------------------------------------------------

*/
textblock = p.poca_new("containertype=dict usage=blocks type=name key=Type value=Block");

container1 = p.poca_new("containertype=array usage=blocks " +
"type=integer values={70 640 300 700}");

p.poca_insert(textblock, "type=array key=Rect value=" + container1);
p.poca_insert(textblock, "type=name  key=Name value=job_title");
p.poca_insert(textblock, "type=name  key=Subtype value=Text");
p.poca_insert(textblock, "type=name  key=fitmethod value=auto");
p.poca_insert(textblock, "type=name  key=fontname value=Helvetica");
p.poca_insert(textblock, "type=float key=fontsize value=12");

/* このブロックをページのブロック辞書内に挿入 */
p.poca_insert(blockdict, "type=dict key=job_title direct=false value=" + textblock);

/* ---------------------------------------------------------
* 画像ブロックを作成

* ---------------------------------------------------------
*/

imageblock = p.poca_new("containertype=dict usage=blocks " +
"type=name key=Type value=Block");

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/blocks/
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container2 = p.poca_new("containertype=array usage=blocks " +
"type=integer values={70 440 300 600}");

p.poca_insert(imageblock, "type=array key=Rect value=" + container2);
p.poca_insert(imageblock, "type=name  key=Name value=logo");
p.poca_insert(imageblock, "type=name  key=Subtype value=Image");
p.poca_insert(imageblock, "type=name  key=fitmethod value=auto");

/* このブロックをページのブロック辞書内に挿入 */
p.poca_insert(blockdict, "type=dict key=logo direct=false value=" + imageblock);

/* ---------------------------------------------------------

* PDFブロックを作成

* ---------------------------------------------------------

*/
pdfblock = p.poca_new("containertype=dict usage=blocks " +

"type=name key=Type value=Block");

container3 = p.poca_new("containertype=array usage=blocks " +
"type=integer values={70 240 300 400}");

p.poca_insert(pdfblock, "type=array key=Rect value=" + container3);
p.poca_insert(pdfblock, "type=name key=Name value=pdflogo");
p.poca_insert(pdfblock, "type=name key=Subtype value=PDF");
p.poca_insert(pdfblock, "type=name key=fitmethod value=meet");

/* このブロックをページのブロック辞書内に挿入 */
p.poca_insert(blockdict, "type=dict key=pdflogo direct=false " + "value=" + pdfblock);

/* ---------------------------------------------------------

* このブロック辞書をカレントページ内に挿入

* ---------------------------------------------------------

*/
p.end_page_ext("blocks=" + blockdict);

/* クリーンナップ */
p.poca_delete(blockdict, "recursive");

13.9.2 PDFlib ブロ ッ ク を取り込む

入力文書から1個ないし複数のPDFlibブロ ッ ク を、PDF_process_pdi( ) と action=copyallblocks
か action=copyblock で以下のよ う にカレ ン ト 出力ページへコ ピーする こ と も可能です ：

if (p.process_pdi(p, doc, 0, "action=copyallblocks block={pagenumber=1}") != 1)
{

/* エラー */
}

こ のよ う にする と、マルチレベルのブロ ッ ク流し込みワーク フ ローを実装する こ と ができ

ます。 ただし、 各ページ上でブロ ッ ク名は一意でなければな ら ないこ と に留意し て く ださ

い。 すなわち、 同じ名前を持つ複数のブロ ッ ク を同じページ上へ取 り 込むこ と はでき ませ

ん。ブロ ッ ク を コ ピー時に名称変更するにはoutputblocknameサブオプシ ョ ンを用います。
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13.10 PDFlib ブロ ッ クの仕様
ブロ ッ クの文法は、PDF ページを構成するデータ構造にアプ リ ケーシ ョ ンが独自データ を

追加格納でき る よ う にする拡張のし く みを定めた PDF Reference に準拠し ています。 こ こ

では PDFlib ブロ ッ クの文法を説明し ます。 Block Plugin か PDFlib でブロ ッ ク を作成する

ユーザーにはこの情報は必要ではあ り ません。

PDFlib ブロ ッ クの PDF オブジ ェ ク ト 構造 ページ辞書は PieceInfo エン ト リ ーを含んでお

り 、 こ のエン ト リ ーは値と し て別の辞書を持っています。 ページ辞書は、 ブロ ッ ク構造の

作成または 終更新のタ イ ム ス タ ンプを内容とする キーLastModified を も含む必要があ り

ます。 こ の辞書はキー PDFlib を含んでお り 、 このキーはアプ リ ケーシ ョ ンデータ辞書を値

と し て持っています。 こ のアプ リ ケーシ ョ ンデータ辞書は、 表 13.14 に挙げる 2 個の標準

キーを含んでいます。

ブロ ッ ク リ ス ト と は、 ブロ ッ ク処理に関する一般的な情報に加えて、 ページ上のすべての

ブロ ッ クの一覧を も含んだ辞書です。 ブロ ッ ク リ ス ト 辞書の中のキーの一覧を表 13.15 に

示し ます。

ブロ ッ ク プロパテ ィ のデー タ型 プ ロパテ ィ はオプシ ョ ン リ ス ト と 同じデータ型に対応

し ています。 ただしハン ド ル と、 ア ク シ ョ ン リ ス ト のよ う な特化された リ ス ト には対応し

ていません。これらの型が PDF データ型へどのよ う にマ ッ プ されているかを表 13.16 に示

し ます。

ブロ ッ ク辞書のキー ブロ ッ ク辞書は、 表 13.17 に挙げる キーを含むこ と ができ ます。

表 13.14 PDFlib アプ リ ケーシ ョ ンデータ辞書内のエン ト リー

キー 値

LastModified （日付文字列、 必須） ページ上のブロ ッ クが作成された、 または 近更新された日時。 このエン ト

リーは、 POCA イ ン ターフ ェ イスでブロ ッ ク を作成し た場合には PDFlib が作成し ます。

Private （辞書、 必須） ブロ ッ ク リ ス ト （表 13.15 参照） 

表 13.15 ブロ ッ ク リ ス ト 辞書内のエン ト リー

キー 値

Blocks （辞書、 必須） キーはそれぞれ、 ブロ ッ ク名の名前オブジ ェ ク ト 。 その対応する値は、 そのブロ ッ

クに対するブロ ッ ク辞書です （表 13.17 参照）。 ブロ ッ ク辞書内の Name キーは、 この辞書内のブ

ロ ッ ク名と同じ でなければな り ません。

BlockProducer1

1. キー BlockProducer ・ PluginVersion ・ pdfmark のう ちのいずれか 1 つが、 かつ 1 つのみが存在する必要があ り ます。

（文字列） ブロ ッ ク をプログラム的に作成するのに用いられたソ フ ト ウ ェ アの名前。 このエン ト

リーは、 POCA イ ン ターフ ェ イスでブロ ッ ク を作成し た際に PDFlib によ って作成されます。

PluginVersion1
（文字列） ブロ ッ クの作成に使われた Block Plugin のバージ ョ ン識別を表す文字列。

pdfmark1
（論理値） ブロ ッ ク リ ス ト が pdfmark を用いて生成されている場合は true でなければな り ません。

Version （数、 必須） フ ァ イルが準拠するブロ ッ ク仕様のバージ ョ ン番号。 本文書では、 バージ ョ ン 10 の

ブロ ッ ク仕様を解説し ています。
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表 13.16 ブロ ッ ク プロパテ ィ に対するデータ型

データ型 PDF での型および注釈

論理値 （論理値）

文字列 （文字列）

キーワー ド

（名前）

（名前） そのプロパテ ィ が対応するキーワー ドのリ ス ト にないキーワー ド を与える と エラー。

float ・ 整数 （数値） オプシ ョ ン リ ス ト では点も カ ンマも小数点と し て対応し ているのに対し、 PDF の数値では

点を必要と し ます。

パーセン ト

値

（要素 2 個の配列） 配列の 1 番目の要素は数、 2 番目の要素はパーセン ト キャ ラ ク ターを持った文

字列。

リ ス ト （配列）

色 （要素 2 個か 3 個の配列） 配列の 1 番目の要素は色空間を指定し、 2 番目の要素はカ ラー値を指定。

色な し を指定するには、 各プロパテ ィ を省略する必要があ り ます。 配列の 1 番目の要素に対し て

は以下のエン ト リーを指定できます ：

/DeviceGray
2 番目の要素はグレー値 1 個。

/DeviceRGB
2 番目の要素は RGB 値 3 個の配列。

/DeviceCMYK
2 番目の要素は CMYK 値 4 個の配列。

[/Separation/ スポ ッ ト カ ラー名 ]
1 番目の要素は、 キーワー ド Separation と スポッ ト カ ラー名 1 個を持った配列。 2 番目

の要素は濃度値。

オプシ ョ ン と し て 3 番目の要素で、 スポッ ト カ ラーの代替色を指定し ます。 代替色はそ

れ自体が 1 個の色配列であ り、 DeviceGray ・ DeviceRGB ・ DeviceCMYK ・ Lab のいずれか

の色空間で表されます。 代替色を指定し ないと きは、 スポ ッ ト カ ラー名は、 PPS が内部

的に知っている色か、 またはアプ リ ケーシ ョ ンで動作時に定義し ておいた色でなければ

な り ません。

[/Lab] 1 番目の要素はキーワー ド Lab を持った配列。 2 番目の要素は Lab 値 3 個の配列。

unichar （テキス ト 文字列） UTF-16 BOM U+FEFF で始まる utf16be 形式の Unicode 文字列

表 13.17 ブロ ッ ク辞書内のエン ト リー

プロパテ ィ グループ 値

管理プロパテ ィ 群 （い く つかのキーは必須） 表 13.4 に従った管理プロパテ ィ 群

長方形プロパテ ィ 群 （い く つかのキーは必須） 表 13.5 に従った長方形プロパテ ィ 群

書式プロパテ ィ 群 （い く つかのキーは必須） 表 13.6 に従った、 すべての種類のブロ ッ クに適用される

書式プロパテ ィ 群と、 表 13.7 に従った、 テキス ト 行 ・ テキス ト フ ローブロ ッ クに適

用されるテキス ト 書式プロパテ ィ 群

テキス ト 作成プロパテ ィ 群 （オプシ ョ ン） 表 13.8 に従った、 テキス ト 行 ・ テキス ト フ ローブロ ッ クに適用され

るテキス ト 作成プロパテ ィ 群

テキス ト 組版プロパテ ィ 群 （オプシ ョ ン） 表 13.9 に従った、 テキス ト 行 ・ テキス ト フ ローブロ ッ クに適用され

るテキス ト 組版プロパテ ィ 群

オブジ ェ ク ト はめ込みプロ

パテ ィ 群

（オプシ ョ ン） 表 13.10 に従った、 テキス ト 行 ・ 画像 ・ PDF ・ グラ フ ィ ッ ク ブロ ッ ク

に適用されるオブジ ェ ク ト はめ込みプロパテ ィ 群と、 表 13.11 に従った、 テキス ト

フ ローブロ ッ クに適用されるはめ込みプロパテ ィ 群
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デフ ォル ト 内容に関するプ

ロパテ ィ 群

（オプシ ョ ン） 表 13.12 に従った、 デフ ォル ト 内容に関するプロパテ ィ 群

カス タム （辞書、 オプシ ョ ン） 表 13.13 に従った、 カス タムプロパテ ィ に対するキー / 値ペア

を含んだ辞書

表 13.17 ブロ ッ ク辞書内のエン ト リー

プロパテ ィ グループ 値
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A 改訂履歴

日付 更新点

2022 年 8 月 28 日 > PDFlib 10.0.0 に関する更新

2021 年 6 月 06 日 > PDFlib 9.3.1 に関する更新

2020 年 8 月 16 日 > PDFlib 9.3.0 に関する更新

2019 年 2 月 01 日 > PDFlib 9.2.0 に関する更新

2018 年 2 月 01 日 > PDFlib 9.1.2 に関する更新

2017 年 7 月 24 日 > PDFlib 9.1.1 に関する更新

2017 年 5 月 09 日 > PDFlib 9.1.0 に関する更新

2016 年 8 月 14 日 > PDFlib 9.0.7 に関する更新

2016 年 1 月 13 日 > PDFlib 9.0.6 に関する更新

2015 年 5 月 24 日 > PDFlib 9.0.5 に関する更新

2014 年 12 月 16 日 > PDFlib 9.0.4 に関する更新

2014 年 5 月 14 日 > PDFlib 9.0.3 に関する更新

2013 年 12 月 17 日 > PDFlib 9.0.2 に関する更新

2013 年 6 月 06 日 > PDFlib 9.0.1 に関する更新

2013 年 3 月 12 日 > PDFlib 9.0.0 に関する更新

2011 年 6 月 09 日 > PDFlib 8 VT Edition （内部的には 8.1.0） に関する更新

2010 年 12 月 09 日 > PDFlib 8.0.2 に関する さ まざまな更新 ・ 修正

2010 年 9 月 22 日 > PDFlib 8.0.1p7 に関する さ まざまな更新 ・ 修正

2010 年 4 月 13 日 > PDFlib 8.0.1 に関する さ まざまな更新 ・ 修正

2009 年 12 月 07 日 > PDFlib 8.0.0 に関する更新

2009 年 3 月 13 日 > PDFlib 7.0.4 に関する さ まざまな更新 ・ 修正

2008 年 2 月 13 日 > PDFlib 7.0.3 に関する さ まざまな更新 ・ 修正

2007 年 8 月 08 日 > PDFlib 7.0.2 に関する さ まざまな更新 ・ 修正

2007 年 2 月 19 日 > PDFlib 7.0.1 に関する さ まざまな更新 ・ 修正

2006 年 10 月 03 日 > PDFlib 7.0.0 に関する更新と再構成

2006 年 2 月 21 日 > PDFlib 6.0.3 に関する さ まざまな更新 ・ 修正。 Ruby の節を追加

2005 年 8 月 09 日 > PDFlib 6.0.2 に関する さ まざまな更新 ・ 修正

2004 年 11 月 17 日 > PDFlib 6.0.1 に関する小規模な更新 ・ 修正

> 8 章に言語別関数プロ ト タ イ プ用新書式導入

> 3 章にハイパーテキス ト の例を追加



2004 年 6 月 18 日 > PDFlib 6 に関する大規模な変更

2004 年 1 月 21 日 > PDFlib 5.0.3 に関する小規模な追加 ・ 修正

2003 年 9 月 15 日 > PDFlib 5.0.2 に関する小規模な追加 ・ 修正。 ブロ ッ クの仕様を追加

2003 年 5 月 26 日 > PDFlib 5.0.1 に関する小規模な更新 ・ 修正

2003 年 3 月 26 日 > PDFlib 5.0.0 に関する全面的変更と書き直し

2002 年 6 月 14 日 > PDFlib 4.0.3 に関する小規模な変更と .NET バイ ンデ ィ ングに関する追加

2002 年 1 月 26 日 > PDFlib 4.0.2 に関する小規模な変更と IBM eServer エデ ィ シ ョ ンに関する追加

2001 年 5 月 17 日 > PDFlib 4.0.1 に関する小規模な変更

2001 年 4 月 1 日 > PDFlib 4.0.0 の PDI ・ 他機能を解説

2001 年 2 月 5 日 > PDFlib 3.5.0 のテンプレー ト ・ CMYK 機能を解説

2000 年 12 月 22 日 > ColdFusion 解説と PDFlib 3.03 に関する追加。 COM エデ ィ シ ョ ンを別マニュアルに

2000 年 8 月 8 日 > Delphi 解説と PDFlib 3.02 に関する小規模な追加

2000 年 7 月 1 日 > PDFlib 3.01 に関する追加 ・ 説明の明瞭化

2000 年 2 月 20 日 > PDFlib 3.0 に関する変更

1999 年 8 月 2 日 > PDFlib 2.01 に関する小規模な変更 ・ 追加

1999 年 6 月 29 日 > 言語バイ ンデ ィ ングご とに節を分離

> PDFlib 2.0 に関する追加

1999 年 2 月 1 日 > PDFlib 1.0 に関する小規模な追加 （公開せず）

1998 年 8 月 10 日 > PDFlib 0.7 に関する追加 （一つのお客様用のみ）

1998 年 7 月 8 日 > PDFlib 0.6 の PDFlib スク リ プテ ィ ングサポー ト を初めて記述

1998 年 2 月 25 日 > PDFlib 0.5 に関し て説明を若干追加

1997 年 9 月 22 日 > PDFlib 0.4 と本マニュアルを初めて公開

日付 更新点
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